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あらすじ：

　最強領域の魔法『超位魔法』を発動し、たった一撃で１０万以上という敵対する国の兵士を主人公は殺戮する。これにより周辺国家にその圧倒的強者としての存在を大々的にアピールした主人公は、己の（常人には理解しがたい狂気の）目的に向けて歩を進める。これにより無数の蹂躙が生まれ、味方する者、敵対する者。様々な者達が様々な運命を辿ることとなる。

　ちなみに後編ですので、前編からどうぞ。こちらになります。

　http://ncode.syosetu.com/n4402bd/

　それとこの作品はａｒｃａｄｉａ様の方でも公開しております。

　及びエンターブレイン様からの書籍化の関係でかなり更新速度が鈍いですが、変わらずお付き合いいただけますようよろしくお願いします。




掲載ページ:

https://ncode.syosetu.com/n1839bd/






凱旋−１

後編の開始です。









「あんなものがあるものか！」

　男の野太い声に合わせ、テーブルにコブシが叩きつけられる。

　飲み物の入った複数の──七つのコップが倒れたりしなかったのは、叩きつけられたコブシに絶妙な力が入っていたからではなく、テーブル自体が頑丈なものだったためだ。もしコップが倒れれば大惨事は免れなかっただろう。というのもテーブルには書類を含んだ、濡れやすいものが無数に乗っていたのだから。

　大声に反応した者はいない。男と同じ席に座した他の六人の男たちは、黙って大声を上げた男に同じように視線を向けている。ただ、その瞳には様々な──異なる感情を含んでいた。

　同情、理解、困惑、そして侮蔑──。

　大声を上げた男は数度呼吸を繰り返し、己の体内に宿った熱を吐き出す。それから己の前に置かれたコップを無造作に掴むと、ぐぃっと一息に呷った。充分に中身の入っていたコップが一気に空になるほどの勢いで。

　それだけ飲み干さなくては、己の喉の渇きを癒せなかったのだろう。そんな行為を黙って見ていた一人の男が口を開く。

「取り敢えずは追撃をどうやって行うかを考えるべきでしょう」

　その男の発言は、先ほどの大声を上げた男の激情を再燃させる。

「お前はさらにあれに追撃をしろと言うのか！」

　先ほどよりも強い感情を込めた声は、まるでビリビリと大気を震わすようであり、心弱いものであれば目を伏せて怯えてしまうほどの威圧を兼ねていた。しかし、向けられた男も決して心が弱い男などではない。平然と見返し、その顔には薄い笑みすらある。

「そうですが。何か変なことを言いましたでしょうか？」

「変な？ 変とかそういう問題ではない！ あれのどこに追撃の必要がある！ もはやあれは王国の軍としての体裁も整えてはいない、王国よりかき集められた単なる平民だ！ 逃がしてやるのが人間として正しい行いであろう！」

「……その意見には反対させていただきますね、将軍。私たちは帝国の軍を皇帝陛下より預けられたもの。そして今回この地まで来たのは王国軍を完膚なきまでに叩き潰すためです。その絶好の機会が今ここにあるのではないですか？」

「絶好の機会？ お前は今が絶好の機会だというのか。あの哀れな者たちの後ろから襲い掛かることが！」

「そのとおりですとも。私たちは帝国の将軍。ならば帝国の民が戦争で亡くなる可能性を多少でも下げるよう行動すべき。それは将軍だって当然と考えていただけますよね？ でしたら、何故、今、王国の哀れな敗残兵を後ろから襲ってはいけないので？ それとも将軍は王国の兵士たちがエ・ランテルまで戻って、防備を固めてから襲えと言うのですか？」

「そうは言わん！ しかし幾らなんでも人の道から外れよう！ 大体、もはや大勢は決した。あとは使者を送っておけば大抵の問題は解決するだろう。何も後ろから襲わずともな！」

　この天幕に集まったのは帝国八軍の将軍の内、今回の遠征に参加した七人の将軍たちである。

　大声を上げているのが第三軍将軍、ベリベラッド。顔に無数の傷跡のある、剣の腕が立つことでも知られる将軍である。筋骨隆々であり、一人いるだけで室内が狭くなるような威圧を兼ね備えている。そんな人物であるために、全将軍の中で、最も迫力がある人物として有名だ。

　それに対して口を開いているのは帝国第八軍将軍、レイ。最近皇帝に選ばれて将軍になった人物だ。ベリベラッドとは対照的に優男といっても良い外見をし、貴族の血が流れているのは一目瞭然な端正な顔をしている。しかし、将軍に選ばれたのは血ではなく、その才能だ。そしてその見掛けとは裏腹な豪胆な性格はその采配にも現れる。

　そんな二人の睨み合いに対して、他の将軍は口を開こうとはしない。しかし、その瞳を見ればどちらを応援しているかは即座に理解できる。ほぼ全ての将軍が同意しているのはベリベラッドの方だ。

　レイからすれば嘲笑したくなる甘い考えに、同僚たちが賛同しているというのは笑ってしまいたくなる話だった。無論、すぐさま表情に出してしまうほど、レイは甘い人間ではないが。

「それは少々甘くないですか？ まだ使者を送ってないのです。であれば、そうならないかもしれない。私は最悪の事態を考えて行動するべきだと思うのです」

「追い詰められた兵士が何をしでかすかは分からない。王国の戦意は低下しているのは確実だ。ならば徹底抗戦などの結論を出させないように、下手なちょっかいを出すべきではない！」

「今は良いかもしれませんが、都市に帰れば士気も上がるかもしれません」

「あのような虐殺があった状態で、都市に着いたところで士気が上がるはずが無かろう。……それよりは帝国は王国の兵士たちの死を悼むという宣言を出して、行われるであろう交渉を有利に持っていくべきだ」

　虐殺。

　その言葉にレイはあのときの光景を思い出す。

　あの圧倒的な戦いを。魂の奥底から握り締められる圧倒的な絶望の戦場を。

　──美しかった。

　そしてその後の魂の収穫祭。

　全てが美の光景だ。圧倒的なまでの暴力にこそ許された芸術。人間という劣等種族では到達できない領域での──神話の世界を具現した幕間。

　それを思い出したレイは思わず、色の付きそうなため息を吐き出す。堅くなった股間が、鎧の部分の間で潰され、痛みが走るがそれもまた心地よい。

　レイからすればあれは絶対の美とも呼ぶべき光景であったが、残念ながらその意見に同意してくれるものはほとんどいなかった。帝国軍の誰もがあれは無慈悲な虐殺であり、決して戦争ではないと考えているのだ。

　勝利を喜ぶ声よりも、王国の兵士たちの無残な死を哀れむ声の方が多く聞こえる。

　帝国の圧倒的勝利に同意するのではなく、否定し、嫌悪するという有様だ。

「だからこそ駄目押しです。敗残兵を刈ってやりましょう。麦の穂を落とすように王国の兵士たちの頭を。あの戦いで多くの兵士が死んだのです、ここで追撃をすれば王国の国力の急激な低下は確実。ならば王国の併呑も時間の問題となりましょう」

「貴様！ それでも！」

　ガタリと音を立て、立ち上がったベリベラッド。鎧の下の筋肉は臨戦態勢に入っているのが誰もが察知できた。

　将軍たちは各員が武器は所持したままここに集まっている。刃傷沙汰にもなれば、帝国の最も優秀な指揮官が二人失われることは間違いが無い。将軍であるベリベラッドが武器を抜くことは無いと思いたくもあるが、その反面、意外に短気な部分がある男。何をしでかすか分からない不安がある。

　そんな何が起こるか不明という危険を前に、レイは余裕の表情を崩さない。

　別にベリベラッドに勝てるとか、剣を抜くはずが無いとか考えているのではない。あれだけの暴力を見せ付けられた後では、この程度の威圧なんか、微風に等しいためだ。

「待て、両者、落ち着け」

　睨み合う両者を止めたのは今回の遠征に関しての最高責任者である将軍、帝国第二軍将軍ナテル・イニエム・スァー・カーベインだった。

　カーベインに止められてはベリベラッドももはや何も言うことは出来ない。真っ赤に顔を染め上げたまま、ガタンと勢いを立ててイスに座ることで己の意を示すだけだ。

「まずは両者の考えはそれぞれ帝国の将来を考えた重要な意見であり、両者共に帝国の役に立つように考えていると言うのは分かっている。だからこそ熱くなりすぎるな」

「……申し訳ありません。少々興奮しすぎたようです、ベリベラッド将軍」

「……こちらこそだ、レイ将軍。謝罪する」

　両者ともに軽く頭を下げるが、遺恨は決して流れていない。お互いへの憤懣や侮蔑といった感情はその瞳から拭われていないからだ。それはレイにもベリベラッドにも、そして二人を見守っている他の将軍たちにも理解できていた。

　特にお互いを見詰め合う二者には明白だ。

　お前が意見を変えないなら、こちらも決して変えない。そういう意志がベリベラッドから伝わってくるのが、レイには充分すぎるほど感じ取れた。

　微妙な緊張感の篭った静寂の中、ポツリと将軍の一人が言葉をこぼす。

「……あの辺境侯とは一体何者なのだ」

　その疑問は誰もが思い、そして答えの出ないものだった。

　まずはあれほどの魔法。王国の兵士をあれほど虐殺する魔法というのは、将軍たちの知識の中には無い。

　次に魂を喰らう行為。

　そこから考えられる答えは部下たちが口々に話す『魔王』という存在としか思えなかった。

「危険人物だな」

「……違わない。個人であの力は危険すぎる。もしあの力を都市で解放されれば、都市が簡単に滅ぼされるぞ」

「……あのおぞましい化け物が消えるまでの時間を考えれば、都市一つの消滅は確実でしょうね」

「その程度で済めばいいが……私はあれが辺境侯の全力とは思えない。まだ、より凄い力を隠しているのではないか、とさえも思っている」

「その意見には同意する。見せるための力って奴だな」

「辺境侯の連れてきた兵士はどれほどの強さなんだ？」

「……魔法使いに聞いたが笑ってしまうほどの強さだぞ？ ショックを受けて夜、寝られなくなるぞ？ それでも聞きたいのか？」

「……これ以上ショックを受けることも無かろう。もったいぶらずとっとと聞かせてくれ」

「一体でかの王国最強の戦士、ガゼフ・ストロノーフと同格以上。そしてアンデッドなので疲労しないでいつまでも戦えるそうだ」

「……すまん。笑ってしまいそうだ。つまりはなんだ、無限に戦える最強戦士の群れということか。……帝国の騎士全軍で戦っても持久戦という行為が出来ない以上、敗北する可能性が高いというのか」

「そうだな。たった三百人足らずで帝国全軍を相手に出来るっていうことだ」

「……馬鹿にしているな。というか、何なんだ、その桁の違う世界の話は」

「……魔神とかそういう存在を前にした者たちもこんな思いだったのかな」

「魔神なら一三英雄によって滅ぼされた。ではあの化け物に対して互角の力を持つ存在はいるのか？」

「……十万を越える兵を一瞬で滅ぼせる存在なんて聞いたことが無い。いや、人間ではいないだろうな」

「あんな危険な人物が帝国にいて良いものなのか？」

「……皇帝陛下はたぶらかされているのではないだろうか……」

　レイはそんな事を聞きながら、手に取ったコップを口に当て、中に入った飲み物を一口含む。別に喉が渇いたからではなく、同僚たちの下らない言葉に対して浮かべた嘲笑を、じっと見つめてくるベリベラッドに悟られないためだ。

　帝国の中でもトップクラスに力と才能を持つ男たちが集まって、安い酒場でくだを巻いている者たち程度のことしか出来ていない現状。これが可笑しくないといったら何が可笑しいと言うのか。

「レイ将軍。あなたはかの御仁に関してどのようにお思いですか？」

「……素晴らしい方です。かの方さえいれば帝国の国防は完璧になるでしょうし、帝国の領土も拡大の一方でしょうな」

「……危険ではないと？」

「さて？」レイは笑いを浮かべる。そのはっきりとした敵意は向けられた将軍たちが全員眉を潜めるほどの。「危険かもしれませんね。辺境侯に対して対策を立てようとしている皆様からすれば」

　沈黙が落ちる。レイを除く将軍たちは互いの顔を伺っていた。

「辺境侯は今回の戦いでの最大の……いえ唯一の功労者です。その方に対しての陰口というのは私は好きではないですな」

「そういうつもりでは……」

「その通りだ。レイ将軍。我々はそういう意図で話をしていたのではない」

「ではどういうおつもりで？」

　将軍たちから返答は無かった。レイが嘲笑を浮かべかけた中、一人の将軍が口を開く。

「帝国の未来のためを考えての話に決まっているだろうが」

「ベリベラッド将軍。帝国の未来と言うのは？」

「決まっている。個人が強い力を持った場合、陛下の絶対的な権力が崩される可能性があるからだ。かつてのように無能な貴族どもが力を持っていた時代に戻ってしまうのは困るだろうが」

「ほう。つまりは無能な貴族と辺境侯が同格ということですか？」

「それは少々、穿ちすぎだな、レイ将軍」

「おや、カーベイン将軍もベリベラッド将軍と同じお考えということでしょうか？」

「近い考えではいる。辺境侯は新しき貴族。その辺境侯に対しての対策を考えておくことは帝国の将軍として、帝国の治安を維持するものたちとして当然ではないだろうか？」

「確かに、仰るとおりですね」

　レイは数度頭を縦に振る。

　言葉でどれだけ覆おうと、その真意である恐怖は隠しきれない。

　単純に辺境侯が怖いから対策を考えているといった方が、人間らしいではないか。そうレイは思いながらも、顔には出さない。

　離れることの出来ない強者に対しての弱者のとるべき手段は、媚びへつらうか、敵対するかだ。この場にいる者たちは全員敵対を主眼においているが、レイは違う。

　あれは敵対して助かるような甘い相手でも、敵対してどうにかなるような相手でもない。皇帝はそれに気が付いているからこそ、辺境侯という特別な地位にあの存在を据えたのだ。

　ただ、将軍たちが敵対行動に出るのは勝手だが、自分まで巻き込まれては目も当てられない。

　どこかで辺境侯と関係を持つ必要がある。

　そうレイが考えた辺りで、天幕の外が騒がしくなる。分厚い天幕は数重にもなっており、中の音を外に漏らさない作りになっている。それは逆もまた同じ。つまりは外の音が聞こえると言うのは、かなりの状況だということ。

「何があった？」

「……見てくるか？」

　将軍たちまで騒がしくなった辺りで、一人の騎士が慌てて飛び込んでくる。

「へ、へ、へ」

　騎士のあまりの焦りが言葉を形取らせない。

　そこにあるのは礼儀を失うほどの焦り。

　つまりはそれだけの事態を引き起こせる、騎士が慌てふためくような人物ともなれば、予測が付く。

　そしてその考えは正しかったことは即座に証明される。

「へ、辺境侯がお出でになられました」

　予期できた答えとはいえ、室内が静まり返り、将軍たちは互いの顔を伺う。先ほどまで話にあったとはいえ、その人物が来るとなると覚悟が必要だ。

　レイを除く全員の目がこの場での最高権力者に向かう。

「お通ししろ」

　カーベインの静かな声に弾かれたように、騎士が外に走り出していく。辺境侯という人物を入り口で止めているのだ。任務とはいえ、白刃の上を素足で歩くような気持ちだっただろう。走り去る後姿にあった安堵の色は、そういった感情の表れだ。

　騎士が走り去った後、外にあったざわめきは一気に止む。まるで人がいなくなったような静寂に、将軍たちは焦りと不安を覚えた。

　辺境侯。

　物理的に絶対なる力を持つ人物であり、皇帝を除き上位者がほぼいない存在。戦時中であれば貴族は将軍たち軍属の人間の下に付くこととなるが、そういった帝国の法律でかの存在を縛れるだろうかという不安がある。

　もし止められたことに怒りを買った場合は？

　不快だと判断し、力を行使する気でいた場合は？

　帝国法はあくまでも法律であり、絶対者たる皇帝の声一つで歪ませることは容易。ならば、辺境侯という人物もある意味法律で縛れる存在ではないかもしれない。絶対的強者を法律ごときでは縛れないのは当たり前だからだ。

　普通に物を考えられる人間であれば、あれほどの強大な力を行使できる辺境侯が帝国法に触れた行いをしたとしても、敵に回すぐらいなら恩赦を与えるであろう。ならば将軍たちの命だって、辺境侯の手の中にあり、絶対に安全だとはいえない。

　ゆっくりと入り口の幕が持ち上げられる。

　将軍たちの喉がごくりと唾を飲みこむ。これより入ってくるのは、危険極まりない、帝国の法でも縛れない可能性のある存在。将軍たちは一斉に立ち上がる。座ったまま迎えるほど、命知らずの者はいない。

　先頭を歩き中に入って来たのはかつての帝国主席魔法使いフールーダ。そしてその後ろからゆっくりと入ってくる人物。アインズ・ウール・ゴウン辺境侯。その見事な服装はその財力を瞬時に理解させる。

　室内の空気が一気に重くなり、空気が粘液質なものへと変わったように肌に張り付いてくる。そんな中、カーベインは口を開いた。

「ようこそ、辺境侯。わざわざこちらに来ていただけなくても、呼んでいただければ出向きましたものを」

「……それには及ばないとも、将軍。あなた方は戦後処理などで忙しいだろうしね」

「そう言っていただけると感謝いたします」

　この理解力のありそうな穏やかな感じが、逆に将軍たちに気持ち悪さを感じさせる。まるで何か演技をしているようなそんな微妙な違和感が、人間観察にも長けた将軍たちの勘に引っかかるのだ。そのために何か裏で隠しているような異様な雰囲気がある。

　一体何を考えている。そして真意はどこにある。それが読みきれずに、将軍たちもどのような対応で、どのように行動すればよいのかが判断できない。

　そんな同僚たちの困惑が手に取るように分かり、レイからすれば物笑いの種だった。




　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯。

　彼の真意であり、将軍たちに対してどのような感情を持っているかというのは少し考えれば理解できることだ。

　まずレイの判断するところでは、あの虐殺は別に王国の兵士を殺すためにやったはずが無い。わざわざあれほどの──おぞましい力を誇示したということには理由があるのは当然だ。何の理由も無く、恐怖されるような魔法を使う馬鹿には決して思えないのだから。

　そうやって考えれば、辺境侯の真の狙いはあの虐殺を見せ付けることであり、敵に回すことの愚を教え込むことだと読める。もちろん、見せ付けるべき対象は帝国の人間だ。

　あれは帝国──より正確に言えば皇帝に対するプレゼンテーション。己の圧倒的な力を見せつけ、歯向かうことの愚を教える行為なのは間違いが無い。

　ただ皇帝という上位者の存在を認める、臣下になって辺境侯という地位に甘んじていることから、お前たちが敬意を示すならばこちらも最低程度は見せようと言葉以上に物を語っている。

　つまりは辺境侯の全ての行動が、敬意を示してくるならば即座に敵意を見せるつもりは無いと語っていると思われた。

　それが何故なのかは分からないが。

　問題となるのは各将軍たちの動きだ。

　彼らはあの強大な力を持つ辺境侯に敵対的な行為を取るような方向で動きつつある。レイからすれば非常に愚かな考えであり、忌避したい動きだ。そんな自殺を望むような行動を取る理由がどこにあるというのだろう。

　いや、レイも将軍たちの取っている行動の理由は理解できなくも無い。

　単純に怖いからだ。

　人間を超越したような力を見せ付けられ、どうにかしないと自分に降りかかってくると考えている。頭を低くし通り過ぎることを祈るでもなく、従うことで慈悲にすがるでもなく。

　そのために辺境侯に対しての敵意という、最も愚劣な選択肢を選ぼうとしている。人間の愚かさ、可愛らしくも無様な姿と言えなくも無いが、そんな沈み行く船に残るつもりはレイにはまったく無い。

　そして同じ将軍だからと、十把一絡げにされては困る。レイは自分だけは他の将軍たちと違うというところを見せなければと考えていた。




　レイは目の奥に宿る輝きを巧妙に隠し、カーベインと辺境侯の話に耳を傾ける。

「それで、辺境侯がお出でになられた理由を聞かせていただけますでしょうか？」

「ああ。それはたいしたことではないとも。今後の予定と私の軍はどこで待機すればよいのか聞かせてもらえればと思ってね」

「おお！ これは失礼しました。今回の戦いでの最高功労者に対してお話が行ってないとは。全て私の失態です、お許しください」

「かまわないとも。色々と忙しいだろうしね。……そうそう、王国の兵士の死体の処理はこちらでしておこう」

「……よろしいのですか？」

「ああ、綺麗な死体だしね。こちらで処分しておくよ」

　何が綺麗な死体なのか。そしてこの提案は呑んだほうが正解なのか、間違いなのか。そういったカーベインの困惑がレイには手に取るように読めた。答えは一つしかないだろうに。そう思いながらも声には出さない。実際、カーベインも同じ答えに行き着く。

「辺境侯のお手を煩わせるのはご迷惑だと思いますが、よろしいというのであればお願いしても良いでしょうか？」

「もちろん、感謝するよ。将軍」

「では……取り敢えずこの先どうするかは皇帝陛下と相談してということになりますので、その結果が出次第、辺境侯の方にはご連絡差し上げます」

「了解した。こちらも死体の処理などに時間がかかるだろうしね。ゆっくりでかまわないとも」

「感謝いたします。それでは辺境侯の兵などを休ませる天幕の準備を──」

「それには及ばないとも、将軍。場所さえ貸してくれれば天幕はこちらの方で準備しておくとも」

「左様ですか？」

「左様ですとも」

　ちょっとした冗談のような口ぶりだが、それで笑えるほど豪胆な者はいなかった。まず冗談のつもりか分からない。そして何が機嫌を損ねるか不明な相手に対して、笑えるはずが無い。

「……では将軍。私の軍を置いても良い場所を教えて欲しいのだが？」

「畏まりました。では部下に案内させましょう」

「それであれば私がご案内しましょう」

　レイはゆっくりと立ち上がる。

「はじめまして、辺境侯。私は帝国第八軍の将軍をさせていただいているレイと申します」

　そして深く敬意を込めたお辞儀を向ける。それは自らの最上位の主人である皇帝に向けるものと同等か、もしくはそれ以上のものだ。

「そうか、レイ将軍。将軍に案内を頼むのは心苦しいのだが、お願いしてもよろしいかね？」

「もちろんですとも。辺境侯」

「そうか……カーベイン将軍。レイ将軍を少しばかり貸してもらうがかまわないかね？」

「ええ。ではレイ将軍、辺境侯を駐屯地で開いている場所に案内してくれ」

「はい。では辺境侯参りましょうか」





凱旋−２

　半年近く待っていてくれた方。それもこちらにまで感想をくださる方、ありがとうございます。

　お陰で御祝儀相場とはいえ、ランキングに載せていただけました。

　そんな皆様に飽きられないよう、変な最強ものが書けていければと考えております。

　今後ともよろしくお願いいたします。









　辺境侯という人物をつれて帝国の陣内をさっそうと歩く。恐怖に彩られた視線がどこまでも追ってくるのが、レイには感じられた。様々な視線を受けることは慣れているが、これほどの恐怖一色の視線と言うのはいままでに経験したことが無い。少しばかり心地良くもあった。

　やがて開けた場所が姿を見せる。辺境侯がぼそりとレイに告げる。

「ここかね」

「はい。この辺りであれば辺境侯の兵を駐屯させることも容易でしょう」

　開けた場所は本来であれば皇帝直轄の軍や第一軍を駐屯させる、もっとも場所的に良い地区である。二万を越える兵を集める場所だけあって、辺境侯の軍勢ならば逆に広すぎるほどだ。

「ふむふむ……これぐらいならばちょうど良いか」一歩、辺境侯が前に出る。「見よ、フールーダ。我が魔法を《クリエイト・フォートレス／要塞創造》」

　瞬時の後、先ほどまで何も無かったはずの陣地には、巨大な漆黒の重厚感のある塔が聳え立っていた。

　レイは目の前で起こったことに、口を大きく開ける。

　砦などの建築は非常に苦労する作業だ。それが一瞬だ。

「な、なんと素晴らしい！ これほどの要塞を即座に構成し、作り出す。クリエイト系魔法の極限を見た思いです、わが師よ！」

　興奮したフールーダの声。しかし、いまだレイは言葉を発することが出来ない。レイはただ、その塔を眺める。強固かつ重圧感に溢れたそれは、まさに聳え立つという言葉が相応しい。

　両開きの扉は厚い作りだというのが外観からでも判断が付く。さらには五階建てだろうと思われるのに、その高さは三〇メートルを超えている。つまりは一階分の高さがかなりあるのか、それともそれだけしっかりとした作りだということだろう。

　横から昇ってくる存在を追い落とすために、壁面には無数の鋭いスパイクが飛び出している。最上階の部分には四方を睨む悪魔の彫像。

　下から見上げるとのしかかってくるような重圧感。塔が立った所為で暗くなったというのは理解できるのだが、闇が光を貪っているようなイメージが浮かんでしまう。

　離れたところからでもこの威圧は十分に感じ取れるはずだ。その証拠にこちらを伺っているだろう騎士たちから一切、声が聞こえてこない。辺境侯の異名として定着しつつある『魔王』という言葉が後押しをする感じで、吟遊詩人が歌う『悪魔の塔』という言葉が似合う雰囲気だった。

「少しばかり大きいバージョンで構築させてもらったが問題なかろう？」

「は、はぁ」

　掠れたような声でしかレイは返答が出来なかった。あれほどの殺戮の光景を見せられてなお、こんなことまで出来るのかという驚きで思考が支配されていた。

　頭の冷静な部分が、辺境侯が一つ魔法を使うだけで、なんでこれほどまでに驚愕しなければならないのかと文句を告げている。しかし、レイの思考の大部分は麻痺するような痺れが襲っていた。特にこんなことを考えると、さらに強くなる。

　他の魔法はどれだけ習熟しているのか、と。

「さて、では私たちはこの中に入るとしよう。私の軍は直ぐにこちらに向かうように指示を出すつもりだ。付き合ってもらって悪かったな、レイ将軍」

　辺境侯が背を向け、歩き出そうとする。それに慌ててレイは声をかけた。

「お、お待ちください、辺境侯。少しばかりお話が」

　今にも門をくぐって塔に入ろうとしていた辺境侯は、ぴたりと動きを止める。仮面の下にあるであろう瞳が、レイを映し出しているのが感じ取れる。

　我知らずに喉が一つごくりと音を立てた。『悪魔の塔』の前でこちらを見つめてくる辺境侯に出来る陰影が、非常に似合っていて、それと同時に非常に恐ろしい。

　自分が愚かな発言をしたのではないかと、先の発言を撤回してしまいたいほどの後悔すら浮かび上がってくる。

「……かまわないとも。ただ、ここではなんだ。折角、住居を作ったのだから中でどうだね？」

　遠慮します。自分の天幕で行いましょう。

　そう言えたらどれだけ安堵できるか。そんな夢みたいなことを思いながら、レイは微笑む。引きつってないことを祈りながら。

「あ、ありがとうございます、辺境侯。折角お作りになられたお住まいに、最初に招いていただけ、幸運を神に祈りたい気持ちで一杯です」

「そうかね。それほどでもないと思うがね。……では行こうか？」

　辺境侯の言葉に合わせ、扉がきしむような音を立てて開いていく。

　なんでこんなに不安を感じさせる作りになっている。

　レイは心の中で愚痴をこぼす。

　自動で開く両扉を潜り抜けた先には通路が続き、そしてまた突き当りには両開きの扉がある。通路自体には魔法の明かりが灯り、歩く分は全然問題が無い。

　ただ、後ろで扉が閉まった時にはレイの心臓が大きく跳ね上がった。幾らなんでも、出てこられなくなるなんて事はないと信じたい気持ちで一杯であった。

　通路を三人で歩き、奥の扉が開いた瞬間、レイの目がくらむ。

　中から毀れてきた光に目が慣れたレイは、その光景に感嘆の声を漏らした。

　そこはエントランスホール。床は白く、天井は高い。

　気品と贅を凝らした作りとなっていた。

　貴族としてレイは生を受けたが、さほど立派な家系でもなければ、金を持っていたわけでもない。そのために贅沢という単語とは縁の無い生活を送ってきたために、物の価値を見るという眼に関しては非常に劣る。しかし、それでもこの場所がかなりの贅を凝らしているのだろうということの推測は立つ。

「さて、向こうにソファーが置かれているし、そこでどうだね？」

　物珍しさと周囲をきょろきょろと見回していたレイは、辺境侯の言葉に我を取り戻す。そして案内された先にある、柔らかなソファーに、辺境侯とフールーダを前にして腰を下ろした。

　ふわりとした感触と共に、何処までも沈んでいきそうな柔らかさ。それでいてしっかりと受け止めてくれる堅さを併せ持っていた。

　もし誰もいなければ、レイはソファーに座ったり立ったりと子供のように繰り返したかもしれない。それほどまでにソファーを一瞬で気に入っていた。しかし、今はそんなことをする時ではない。

　それが理解できていたレイは、後ろ髪を引く思いを断ち切り、ちらりとフールーダの方に目をやる。

　その意味合いを鋭く理解した辺境侯は、安堵させるような優しい声でレイに告げる。

「問題は無いとも、レイ将軍。フールーダは私の忠実な弟子。決して私にとって不利益な事はしないとも」

「無論でございます、わが師よ。私はあなた様の巨大な魔力によって支配された者。この身が尽きようとも決してお心にそむくようなことはありません」

　深々と頭を下げたフールーダ。その姿はレイに辺境侯という人物の強大さをよりはっきりと実感させる。

　言うまでも無く、フールーダという人物は帝国の主席魔法使いという地位にあり、周辺国家において並ぶもののいない力を持つ人物だ。おそらくは一三英雄といわれる伝説の人物に匹敵するともいわれるほどの。そんな英雄たる人物が絶対の忠誠を、それも驚くほどの短期間で忠義を尽くすほどの人物──。

　レイは仮面の下を覗きたいという好奇心に襲われる。仮面の下が化け物であることを期待して。

　逆に単なる人間であるほうが恐ろしい。単なる人間がここまでの強さを得られるというのはある意味非常に恐ろしいことだからだ。

「──とのことだよ、レイ将軍。私も我が弟子の忠誠心は信じるに足ると思うが……君はどう考えるかな？ 君がどうしてもと言うのであれば、下がらせてもかまわないがね？」

「いえ、それには及びません」仮面の下の素顔に対する考察を止め、レイは辺境侯に答える。「辺境侯がそう判断されているということであれば、間違いはきっと無いでしょう」

「それは良かった。それでレイ将軍。一体何を話したいのかね？」

　レイは一息飲む。ここからは本当に命がけの賭け事となる。だが、これに勝つことが出来れば、自らへのリターンは桁が違うものへとなろう。

　レイは覚悟を決め、口を開く。

「辺境侯。私は一つの野望を持っております」

「……話したまえ」

「はい。それは第一軍の指揮官、すなわちは帝国大将軍の地位に就くことです」

「ふむふむ」

　辺境侯は頷くだけで決して何だとは言って来ない。自分から言質を取られるようなことや勘違いされるようなことは口には出さない。貴族の処世術にありがちな対応だ。

　強大な力を有するだけではなく、そういった目ざとさを併せ持つ。それは非常にやり難い相手ではあるが、その反面レイからすれば望んだ相手でもある。

「その際に、お力添えがあればと思いまして」

　じっと、仮面の下で辺境侯がレイを眺めているのが痛いほど分かった。視界の端にいるフールーダの表情に変化は無い。今まで忠誠を尽くしていた皇帝が選んだ将軍が、裏で取引をしようとしているにもかかわらず何の反応も示さない。それは忠誠の対象が完全に皇帝から離れて、辺境侯の下に向かっていることを意味する。

「……私のメリットは何かな？」

　正直あるとは言いがたい。

　あれほどの力を持つ存在が今更、どれだけの力を欲するというのか。

　それにレイ自身、帝国大将軍の地位に執着心は無い。単純にそう言った方が理解されやすいだろうと思っただけだ。なぜならば、レイが本当に欲しているもの。それは──

「──私の忠誠ではいかがでしょうか？ 辺境侯が欲するように私も動かせていただきますし、陛下と意志が対立した場合は辺境侯を支援させていただきたいと思います」

　──辺境侯の部下となることでの命の安堵であり、あの強大な力への憧れだ。

　他の将軍たちは皇帝の臣下として辺境侯への対策を考える。彼らからすればレイの行為は裏切りである。しかし、裏切りを薄汚いと言えるのは、自分の命が失われることが確実と知りながらも大海原に飛び込むような愚か者のみだ。

　レイは人間として自分が生き残れる道を模索し、そしてその上で、神話のごとき存在の部下として、己もまた神話の一部となることを望んでいた。レイが美しいと魅了された強大な力の一端になれることを渇望していたのだ。

　レイはこの心の動きを知っている。

　決して手の届かないモノに憧れる子供のような気持ちの具現。

　それは憧憬。

　とてもとても高みにある力を目にして、その輝きに瞳を焼かれてしまったのだ。

　しばしの沈黙が流れる。

　レイはごくりと唾を一つ飲み込んだ。正面からじっと見据えてくる辺境侯。彼が何を考えているのかさっぱり掴めなくて。だからこそ、さらにメリットを続けて言う。

「他の将軍たちは辺境侯を恐れ、対処するための手段を考えておりました」

　瞬間、フールーダの元から冷えつくような気配が立ち込める。細めた目の奥に冷酷な感情が見え隠れしていた。

「……それは真実なのかね、レイ将軍」

「無論ですとも、フールーダ様。おふた方が来る前、そういった話がありましたので」

「師よ。これは許しがたい行いです。皇帝に命じて──」

「フールーダよ。命じてではない。私は皇帝の部下であり、辺境侯という地位、彼の下についているものだ」

「こ、これは申し訳ありませんでした」

　陛下ではなく皇帝と呼びつけにするところに辺境侯の内心の感情が現れている。レイはそう思い、自らの考えが間違ってないことを知る。バハルス帝国という強大な、そしてより強大になる可能性を充分に持つ国の頂点を、さほどの人物とはみなしていない、と。

「なるほど。なるほど。レイ将軍が私に仕えたいというのは理解できた。しかし私も帝国の臣下。みすみす反逆者を認めるようなことをするとは思っていまい？ だいたい君の地位はジルクニフが与えたもの。反旗を示せば即座に奪われよう」

「確かに。しかし、私は辺境侯のおそばに控えるというのは皇帝陛下にとっても良い結果になられると信じております」

「…………」辺境侯の姿勢の変化に、ソファーがかすかな音を立てる。「……なるほど」

　しばしの時間の経過、思案の海に沈んでいたであろう辺境侯の声が上がる。

　その言葉に含まれている感情を鋭く知覚し、レイは安堵の息を殺す。

　賢い人物だからメリットを理解してくれると判断しての行為だが、その賭けに勝った。もし、何も理解できないような知力に劣る人物だったら、自分の今までのすべてが無に帰すところだった。

　力のみではなく、英知にも優れる。そのレイの予測は正しかった。顔の筋肉を総動員し、必死に漏れ出る笑みを殺す。己がすべてに対して一歩リードしたと知って。

「確かにジルクニフにも利益があるか」

「その通りでございます、辺境侯。皇帝陛下にしても渡りに船でしょう」

「そういうことでは仕方がないな。レイ将軍。許可しよう」

「師よ、一体どのような理由からでしょう」

　フールーダの疑問に満ちた声が横から放たれる。かつての主席魔法使いとは言え、権力闘争などに関して近寄ったことのない人物では悟れないか、とレイは判断する。

「……フールーダ。それを私が答えなくてはならないのかね」

　微妙に固い声が辺境侯から響く。

　自分の弟子が無知をさらしたのだ。上に立つ者として恥を感じたのだろう。

　レイはそう思い、フールーダに僅かな哀れみを込めた視線を送る。それをフールーダも悟ったのだろう。僅かに顔に朱が走る。

「……レイ将軍。私の代わりに答えてくれないかね」

「よろしいのですか？」

「私の考えたことがあっているかの確認もしたいからな」

「はっ。フールーダ殿、簡単なことです。辺境侯のお力は強大です。ですので皇帝陛下はそのお力を簡単にはふるって欲しくはないはずです。そのため力の面で補佐を行い──辺境侯に力を振るう機会を出来る限り少なくしたいと考えられるはずです。その力に私がなればよいのです。もちろん、私たちが結託しているというのは疑りの対象でしょうが、そこは辺境侯に一言言っていただければ問題ないことです」

　レイで無ければ力の面での補佐はいらないと言ってしまえば、皇帝に取れる手段はない。

　それどころか、皇帝はレイを辺境侯の横に付けた上で、逆にレイを自軍に引き込もうとするだろう。

　レイは興奮によって自らの顔が充血していくのが感じ取れた。今、自分は帝国の行方を動かしかねない場所まで上ったと。大将軍すらも足下に置いて。

　そんな自分ならば目の前の人物も決して無碍にはしないはず。レイはそう考える。

「ああ、なるほど……。師よ、申し訳ありません。そこまで考えが至らず」

「気にする必要はない。これからも分からないことは聞いた方が良いぞ。特に魔法とは奥の深いもの。生半可な知識で行えば失敗が待っていよう。単なる失敗であれば問題はないが、それが死につながらないとも限らん」

「おっしゃるとおりです」

「だからこそ、おまえに魔法を教える際は時間をもらっているだろう？ 私の力では当たり前だが、フールーダの力では当たり前で無い場合があるからな。慎重に教える必要がある」

「やはりそうでしたか。私のつまらない質問にそこまでお時間をかけていただき、師のお心遣いに感謝いたします」

「しかし即座にそこまで判断できる人間はそうはありません。流石は辺境侯です」

　レイの賞賛をつまらなげに辺境侯は手を振って答える。

「偶然だ」

「──ご謙遜を」

　即座にレイは答える。

　この人物の近くにいれば、そして役に立っていれば自分は何処までも高みに上れると確信し。

　そこで自分も輝けるのでは、と。




　　　　◆




　レイが塔を出て行く姿を見送ると、アインズは直ぐ傍に控えていたフールーダに声をかける。

「私は部屋に入る。フールーダよ、お前も好きな部屋を選んで使うが良い、もう良い時間だしな。今日一日は戦争など色々あって疲労しただろう？ ゆっくり休むが良い」

「お優しい心遣いありがとうございます。ですが──」

「──良い。お前の知恵はまた明日貸してもらうかもしれない。そのときに頭が回らないでは困る」

　フールーダの言葉を遮り、アインズは語る。アンデッドであるアインズに疲労という概念は無いが、人間であるフールーダは別だ。魔法で疲労を回復させるものもあるが、あれは神官などの使う魔法で、アインズの使用できる魔法ではない。

　ポーションでならあるが、使用するのは勿体ない。普通に休めばよいのに、緊急時でもないのに消費アイテムを使うなんて馬鹿馬鹿しい限りだ。だいたい、薬漬けというのは聞こえが悪い。

　そんなアインズの考えも知らず、フールーダが感謝するような瞳で見つめてくる。

　アインズからすると非常にくすぐったく、そして『なんで感動しているのだろう』という思いを隠しきれない。部下の体調管理もある程度は上司の責任ではないか。

「畏まりました。では私も休ませていただこうと思います。それで警備の方はどういたしましょうか？」

「……そうだな。周辺の警備は取り敢えず、デスナイトたちに任せるとしよう。明日にでも死体の回収作業なども含めてナザリックより幾人か呼び集めよう」

「畏まりました」

　フールーダの下げられた頭から視線を逸らすと、アインズは部屋の一つに向かって歩き出す。自分が先に行かないと、忠誠心が異様に高いフールーダが動かないことはナザリックでもよくあった。

　アインズは扉の一つを無作為に選び、その前に立つ。

　この周りにある部屋はどれも同じもの。何を選んだところで変わったところは無い。

　アインズは扉を開き、部屋に入る。そこは小さなホテルのシングルルームという雰囲気だった。シングルベッドに簡易の机にイス。そして隣の部屋にはユニットバス。それで一部屋という構成だ。

　部屋を横切りつつ、仮面を外し、その骨の顔を外に晒す。仮面に遮られない空気が、心地良く骨の顔を撫でる。

　微かに浮かぶ開放感にアインズはため息を吐き出しつつ──無論、肺が無いのだから真似ごとにしか過ぎないが──ベッドに横になった。靴は面倒なので脱いでいない。持っていた仮面は頭の横辺りに投げ出している。

　アインズがベッドに横になったのは睡眠をとるためではない。

　アンデッドであるアインズの肉体は睡眠や疲労といったものとは無縁だ。しかしながら時折、それらを再び味わいたいという思いに軽くとらわれることがある。睡眠欲、性欲、食欲など喪失した欲望もそれらの類だ。数秒も満たない時間で掻き消える感情であり欲望だが。

　ではベッドに横になったのはそういった感情のようなものの表れかというと、いつもであればそうだが、今回はそれでは無い。

　単純に横になると肩が楽になった気がするのだ。疲労しない肉体を思えば、それも気のせいだとは理解している。だいたい神経自体走ってないのだから。単純に人間であった頃の残滓が、そんな思いを抱かせるのであろう。

　天井をボンヤリと眺めるアインズの考えは、先ほどのレイという男のもの。

　アインズはボソボソと独り言を呟く。

　昔に比べて独り言が多くなった気がするし、事実そうであろう。

　大組織の頂点に立って、未知の世界で間違いないように運営していかなければならないというプレッシャー。そして腹を割って語ることの出来る相手のいないための弊害だ。

「しかし……帝国も一枚岩ではないということか……。困ったものだ。ジルクニフも何をしているんだか。絶対的な権力者じゃないのか？ あのワーカーの記憶ではそうだったはずなんだが……」

　アインズとしては絶対の権力者──ジルクニフに近い席を得られ、ある意味安泰だと思っていた。しかし、そうではないということが判明してしまった。

「レイ将軍か……。まったく、部下なのに主人であるジルクニフを裏切るなよ。ナザリックでは裏切るような奴は多分いないぞ。しかし……ジルクニフがあいつが欲深い人間だと知って泳がせていた場合、厄介ごとに巻き込まれる可能性があるな。ミスったかもしれないな……」

　ゴロリと小さなベッドの上で体を転がしながら、別のことを考える。

「それにどうも騎士たちに怖がられているようだ」

　アインズは歩いている最中の視線を思い出す。あれはどう考えても英雄に向けるものではない。アインズが辺境侯という地位──貴族階級としては上位者だから緊張してという線も無くも無いだろうが。

「その辺の方向も修正しないといけないし……。やはり魔法の選択を間違ったみたいだな。あれが一番効率的に良いからと思ったんだが……炎系の魔法で焼き払ったほうが見栄え的に良かったかもしれないなぁ。ユグドラシルであればあの辺の魔法は受けが良いんだが……」

　経験したことが無いし、この世界での一般的な人間の考え方も知らない。だからこそアインズはユグドラシルであれば、というイメージで行動するしかない。しかしながら、それがどうもこの世界の常識と強く乖離しているところが多々あるということを、このごろ良く実感できるようになった。

　乖離してなければ当初の予定通り英雄と呼ばれる存在になっていただろうから。

「……弱すぎる。なんであの程度の魔法で怯える。単なる超位魔法だろう。課金で発動時間を短縮した。特殊なスキルだって一切使ってないし、強化もしてない程度の」

　独り言を呟きながらも、自分の何が悪いのか、当然アインズは分かっている。

　単純な一般常識の欠如だ。そして次に人間という生き物の立場に立って考えることが出来ていないという点。

　この肉体になってからの人間は『動物』だ。面識の全く無い人間であれば『蟻』と言っても良いほど。好きこのんで殺す気はないが、邪魔をするなら踏みつぶしても罪悪感に駆られることもない程度の生き物である。かつての仲間たちを賞賛したある村娘などの一部の例外を除いて。

　そういった意識が生み出す、視線を『動物』視点に上手くあわせていないが故に生じるギャップだ。

「……やはり帝国で一般人として生活をして少し勉強しないといけないな」

　アインズはナザリックという場所から滅多に離れることなく、この世界を生きてきた。安全性や目立つことを恐れて。しかし、今それが不味い事態となって降りかかっている。

　今後も予測される事態を避けるには、やはりその世界で生きるしかない。

　そうなると色々な問題がある。

「しかし住む場所とかどうするか。コネとか無いし、不動産屋とかも無いみたいだし……ジルクニフにお願いするというのも……セバスにこっそり聞くか。一軒屋とか帝国の基本的な価格だと幾らぐらいなんだろう」

　ベッドの上で再びゴロリと寝返ると、アインズはさらにぶつぶつと呟く。

「無駄遣いはしたくないしな」

　宝物殿には唸るほど金貨はあるし、アインズだって莫大な金額を保有している。しかし、それらを無駄に使うことは出来ない。まずナザリックの運営資金、さらにもしＮＰＣが死亡した場合の蘇生費用、三〇レベル以上のモンスターを召喚する場合に消費される金銭。そういった諸々の理由に使われる。

　だからこそアインズは金が欲しい。

　領地をもらったら税収を普通に取って、その金でさらにナザリックを守るモンスターを召還してやろうと画策しているほどである。

　しかし、それでも辺境侯という地位にいる者が宿屋の一室では話にならないだろう。

　地位に見合った生活という言葉ぐらいは流石にアインズだって知っている。その言葉の意味が本当に成す部分を知らないにしても。

「他に……領地問題は全部デミウルゴスに丸投げで問題ないだろうが、あいつを働かせすぎか？ しかしそれ以外に……」

　ナザリックの面々を思いだしても、領地を運営管理できそうな顔が頭に浮かばない。アインズに領地管理なんか出来る気がしない。色々と考えていたアインズは面倒になり頭をかく。

「面倒だ。恐怖公に任せるとかどうだ。公とかついている貴族風な奴のことだ、意外に上手く管理するやもしれん。ジルクニフが置いていった秘書官を前に立たせて、恐怖公が後ろから操作する」

　そこまで考え、『あー』といううめき声を上げる。さすがに恐怖公は色々な面で不味いかと判断して。

「はぁ。前途多難だな。まずはナザリックに連絡を送り、綺麗な死体の回収作業を命令して、それを媒介に召喚などに用いるようにしないと。雑務がたまっていくなぁ」アインズはベッドに顔を伏せ、呟く。「……ジルクニフの宮殿を見せてもらうのが楽しみだな。本当の宮廷なんかそうは見られないからな」

　不幸の中に僅かな楽しみを見いだす。そうすればまだ頑張れるから。

　そう考えるとアインズはごろごろとベッドの上を幾度も転がる。その時、懐で何かが潰れるような異様な感覚が走る。そこでようやく入れっぱなしになっていた手紙を思い出した。

「そう言えば読んでなかったな」

　アインズは懐から取り出し、蝋を剥がして中の手紙を取り出す。広げて眺めるが、やはり文字が読めない。この世界の法則で言語は自動的に翻訳されているが、文字まではその力は及んでいない。

　だからこそあの場では読まなかったのではなく、読めなかったのだ。

「やれやれ」

　アインズは空間に手を入れると中から眼鏡を取り出す。セバスがかつて王都に向かったときに使用していた物と同じものだ。

　それを着用し、アインズは皇帝の手紙を読み進める。読み進め、数度読み直し、アインズは深く頷く。

「……なるほど。確かに流石はジルクニフだ」

　親愛なるアインズから書き始められた文章は、友人であるジルクニフで終わっていた。その中身は要約してしまえば将軍達に対する絶対な命令書だ。逆らうならば国家反逆罪として捕らえるというものであり、命令しているのはアインズの指揮下に入るようにというものだ。

　今回は将軍達がアインズの願いを聞き届け、問題なく指揮権を委ねられたが、考えてみれば突然現れた男の命令を聞くはずがない。口頭での命令は受けているだろうがそれでも、だ。だからこそジルクニフは側近に手紙を持たせて送ってきたのだろう。

　アインズはジルクニフの細かな手腕に頭が下がる思いだった。

　上に立つというのはこういう細かなところまで考える必要がある。

　ナザリック大地下墳墓の支配者という地位に立つアインズも、所詮は単なる一般人。こういった細かな部分での行き届きがまるで上手くない。

　アインズは強く考える。

　ジルクニフは上に立つよう教育を受けてきたのだろう。そんな人物を出来る限り真似をすれば、ナザリック大地下墳墓の支配者に相応しくなれるのではないかと。

「努力せねば。せっかく帝国の貴族に……ジルクニフの友となったのだ。横で観察していれば私でも……立派な支配者になれる……いや演技ぐらいは出来るようになるはずだ」

　かつての仲間達がいれば問題はなかった。皆で相談し、色々なことを決めていけただろう。アインズは意見をまとめるだけで良かった。そして幾人かはアインズよりも高い教養を受け、深い知識を持っていた。

　彼らがいれば──仲間達がいれば、アインズは何も心配することが無かっただろう。

　しかしいない今、アインズこそが──モモンガという人物こそがナザリック大地下墳墓を支配し、維持し、管理していく最高責任者であることを失念してはいけない。

　もちろん、それだけではない。ナザリックの代表者であり、アインズを通して全ての者はナザリック大地下墳墓、ひいてはかつての友人達を見るのだ。

　友を汚すことは許されない。

　支配者に相応しい者へ。ナザリック大地下墳墓の主人として。

　かつての友たちが呆れないように。

　アインズは虚空を睨み、その意志を強く心に抱くのだった。





凱旋−３

　秋月 実様の作品にインスピを受けて書き上げました。お望みの話では無いかもしれませんが、お許しを。

　深い感謝を送ります。









　バハルス帝国、帝都アーウィンタール。

　その中央に位置する皇城の最重要区画の一つである皇帝の執務室。

　その部屋は深夜遅い時間だというのに、普段以上に多くの者たちが詰めかけていた。多くといっても部屋の大きさからすれば少ない数だ。というのもこの場にまで入室を許される者は、全員が皇帝の信任厚い側近ばかりであり、その才能は皇帝が直々に目をかけたほど。言うならこの部屋こそ帝国で最も優秀な者たちのみが入ることを許される場所だ。有象無象の類では入ることが出来ない。そのために室内にいる者の数は当然抑えられることとなる。

　そして今、そんな広い部屋へと入ってきた騎士に、室内の全員の目が向けられた。向けられたものに眠そうなものは一つとしてない。皆、爛々と輝いている。

　そんな病的な雰囲気すらある視線の束を受けても、騎士に動揺の色は当然見受けられない。

　入ってきたのが帝国最強とされる四騎士の一人、『激風』ニンブル・アーク・ディル・アノックであるためだ。彼のような歴戦かつ死線を潜り抜けてきた者からすれば、この程度の視線でも大したものではない。

　ただし、その端正な顔に浮かんだ表情には、僅かに疲れらしき影が見て取れるが、それは仕方がないだろう。王国との一戦を見届け、すぐに帝都まで戻ってきたのだから。例え飛行する魔獣に乗っているとはいえ、単純に考えれば今日一日での移動距離は半端ではない。

　それだけの強行軍を行った人物に対して、汚れた鎧を拭う僅かな時間すらも与えられなかったのは、この室内に集まった全員が待ち望んだ情報源であるためだ。それを知っているがために、ニンブルもまた疲労した体を押して現れたというわけだ。

「よくぞ戻った、ニンブルよ」

「ありがとうございます。皇帝陛下」

　ジルクニフの優しげな声に対して、ニンブルは深く頭を下げる。

「さて、私は《メッセージ／伝言》で一応聞いているが、この者たちには教えていない。ニンブル。おまえの口から説明するがいい」

　一瞬だけニンブルの顔に怪訝そうな色が浮かんだ。

　なぜ、そんなことを。という疑問だが、それは即座に皇帝に対する忠誠心でかき消される。主人がそういうのであれば、部下である自分の行うべきはそれに従うこと。

　何があったのかを理解し、そしてそれに対しての政策を考える必要がある者たちの、ぎらぎらとした視線を浴びながら、ニンブルは口を開く。

　言うべきは最も重要な部分。帝国の政略に関わってくる最重要点。

「──今回の戦いにおいて王国側の死傷者は恐らくですが、十万を遙かに超えていると思われます」

　その言葉に対し──

「ははは──」

　──室内に複数の穏やかな笑いが広がった。冗談だと判断した幾人かの闊達な笑いだ。

　常識で考えれば当たり前だ。

　今回の戦いにおいて王国側が動員した兵力は二十万を超えるという。その兵力の半分以上をどうやって殺すというのか。

　確かに帝国側の動員した兵力は六万以上。その中には神官や魔法使いなども含まれるので、純粋な戦闘員だけで考えるなら五万前半だろう。そこから単純に計算するなら一人につき二人以上殺せばよい。王国の動員された民兵と、帝国の専業戦士である騎士の実力の差を考えれば不可能ではない。

　しかし、戦争というものは実際はそんな簡単にいくはずがない。一直線に並んで、ただ前の敵を殺せと言うのとは違う。

　正面からぶつかり合えば数の差は大きくのしかかってくるし、命をかけた戦いというのは精神の消耗を激しくさせ、予期せぬ事態を生みかねないものだ。

　人数というのはそれ自体がまさに凶悪な戦略の一つになりうる要因を秘めている。だからこそ、王国は帝国に倍する兵力を動員する。弱い魚が群れを作って強者を追い払うように。

　それだけの兵力差を飛び越え、それだけの殺戮を行うことなぞ、生半可な手段では不可能。

　ジルクニフという帝国の頂点に立つ者の部屋での報告であり、冗談をいうような場ではないと理解した上でも、考察すれば考察するほど、冗談だと考えてしまう。

　しかし、笑い声をあげた者たちはすぐさまその異様な雰囲気を理解する。

　あげた笑い声は尻すぼみに中空に消えていった。

　それは帝国の皇帝たるジルクニフの真剣な表情。そして帝国四騎士といわれる個人としての武勇では最強たるとされる人物たちが決して冗談めいた表情を浮かべてなかったことに起因する。それ以外にも幾人か同じような表情を浮かべる文官がいる。

　それらの表情を浮かべている者たちに共通の事項はたった一つ。

　──アインズ・ウール・ゴウン辺境侯という人物を目にした者たち。

　静まりかえった室内にジルクニフの声が流れるように響く。

「そうか。それでは詳しい話を聞かせてやれ」

　ジルクニフの言葉に頷いたニンブルに即座に質問が放たれる。誰もがその情報を待ち望んでいたというのが理解できる早さで。

「帝国の軍にも同程度の戦死者が出たと言うことですか？」

　それならば理解できるという雰囲気で、側近の一人が問いかける。それに対してニンブルの答えは明瞭だった。

「帝国兵力に犠牲はございません。死傷者ゼロです」

「…………」

　室内が静まりかえる。

　それから爆発したように騒がしくなった。

「何を言っているんですか、あなたは！」

「どういうことですか！ 何をアノック殿は言っているのですか！」

「意味が理解できません！ 帝国の兵力に犠牲無く、王国兵士に犠牲が出るなど……王国側のみに災害でも起こったというのですか？」

　すっと手を挙げたニンブルの動作に喧噪がわずかに止む。ただ、側近たちの目には険しいものが浮かんでいた。彼らは皆、文官ではあるが、それでも皇帝が優秀だと目をつけ引き上げた者たち。その視線は歴戦の戦士にも匹敵させるものがあった。

　そこにある感情は変なことをこれ以上言うことは許さないというもの。

　そんな視線を浴びながら、ニンブルは力無く笑う。

　自分もそう感じておりますといわんばかりの、無力感あふれる笑いを。

「今回の一戦はすべて辺境侯の軍勢によって行われております」

　室内の空気が僅かに変化し、幾人かの視線がジルクニフに向かう。それに対して皇帝は微妙な笑みを浮かべたまま口を開く気配がなかった。

　側近たちは新たに貴族となった人物の知られている情報を思い出そうとする。




　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯。

　その人物に関してはまさに未知という言葉が最も相応しい。この部屋に集まっている皇帝の頭脳であり、手足ともいえる側近たち──彼らをしても詳しいことは知らされてない。

　むろん、ジルクニフには何度も情報をほしいという旨は伝えてある。しかし、なぜか言葉を濁されて終わっただけだ。

　そのために帝国上層部において噂されない日は無い、そんな人物にまでなっていた。

　ジルクニフの政略は皇帝という地位についてから、軍事力を背景に貴族の力を削ぐということで一貫している。だからこそ鮮血帝とまで言われているのだ。

　そんな皇帝が自らに次ぐ地位──それも辺境侯という新たに作ってまで──高い地位を与えた人物だ。噂にされない方が変であろう。

　自分たちの陣営に取り込めないか。

　皇帝に対する牽制に使えないか。

　はたまたは辺境侯を経由して皇帝に媚を売れないか。

　無数の思惑が魑魅魍魎として形取っているような、そんな注目の的の人物。その人物が原因の根元にいるとすれば、興味も沸く。




「つまりは……辺境侯は二十万の兵力を打破しうる兵力をお持ちということですか？」

　納得はいかないが何とか理解は出来た。そういう匂いを込めながら側近の一人は問いかける。

　いったい、それほどの兵力をこの周辺のどこに隠していたんだとか、一体何者なのだという疑問ばかり浮かび上がる、が。

「何万……いや何十万もの兵力を動員した？ いや、何十万程度で可能か？ 辺境侯とはどこかの国の王族？」

「亜種族という線も考えられる」

「それよりはそれだけの兵力を帝国国境付近に動かしたにもかかわらず、いっさいの情報が回ってきてないことは不味いことでしょう。皇帝陛下のご意志でしょうか？」

「食料やその他はどこから生み出したのか。私はそちらの方が気になりますね」

「そういうことなのですか、陛下？」

　側近たちの質問に対して、ジルクニフは嫌な笑いを浮かべて答えた。

「まぁ、話は終わりではないだろう。ニンブル続けろ」

「はっ。まず辺境侯ですが、何万もの兵力は有しているとは思います。ですが、その兵力を見たわけではないので、私の勝手なイメージだということを納得してください」

「……そのお答えは変ではありませんか？ 持っているからこそ王国の兵力を討ち滅ぼせたのではないのですか？」

　その質問に対し、ニンブルは爆弾を投下する。

「今回の戦いにおいては辺境侯が指揮した軍勢はおおよそ三百です」

　沈黙。

　無数の視線にあるのは理解できない感情。そして一部の──アインズ・ウール・ゴウンという人物を見たことのあるごく少ない者たちの、あれならできるという確信にも似たもの。

「……アノック殿はお疲れなのでは？」

「三百って……ドラゴンの群れでも支配しているのですか？」

「何を言っている？ 三百というのは何かの隠喩ですか？」

「皇帝陛下。真実を教えてはいただけないのでしょうか？」

「確かにその三百の兵力はドラゴンにも匹敵するのかもしれません」周囲で起こるざわめきを無視してニンブルは続ける。逆の立場なら自分だってそう思うと考えて。それから一人の人物に視線を向けた「その三百はすべてがデスナイトと言われる者たちです」

　ガタッと大きな音がした。

　まずは帝国四騎士の内、ニンブルを除いた三名。そして新たに主席魔法使いの地位についた男だった。その中でも主席魔法使いの驚愕は大きい。

　口をぽっかりと開け、目には異様な光、そして怯えたように身を震わせていた。その異様な姿が三百の軍勢がどれほどのものかを充分に周囲の者たちに理解させる。

　デスナイトという未知の存在の強さを肌身で実感させたのだった。

「そんな……馬鹿な……。あんなモノを三百も支配しているだと？ 辺境侯というのはどれほどの……化け物だ。もはや人間の及ぶところではないぞ。フールーダ様が弟子になったというのも理解できる」

「……主席魔法使い殿。そのデスナイト。強いのですか？」

「桁が違う。……あの凶悪なアンデッドに勝てるのは英雄といわれる領域に足を踏み込んだ者ぐらい。それが三百というのは国一つでは討伐できない数だ」

　問いかけた側近の一人に対して、はっきりと断言をした。

　しかし国一つで討伐できない。その言葉の意味を真に理解することは難しい。というのもあまりに想像できないからだ。ただそれでも異様さと強さは充分すぎるほど伝わってくる。

　側近たちの頭にあったのは、帝国四騎士たちと同格の強さを保持する兵士が三百人というところ。疲弊という概念を考えず、相手が逃げないと言うのであれば何とかそれぐらいは出来ると、四騎士の強さを知るものは考える。しかし──

「……なるほど。それだけの軍勢を持っているなら十万もの死傷者を生むのも道理かもしれません……ですがそんなに簡単にいきますか？ そんなに強い存在であれば王国の兵士も蜘蛛の子を散らすように逃げるでしょう」

　当たり前だ。

　三百人で考えれば十万人を殺すのに、一人辺り三三五人を殺す必要がある。そんなに殺している間に相手が撤退しないはずがない。ならば、という疑問は続いてのニンブルの言葉で、より一層の混乱へと引きずり込まれる。

「……辺境侯はそのデスナイトすらも使ってはおりません」

　室内に静寂が完全に舞い降りた。ほとんどの側近の頭の上にはクエスチョンマークが浮かんでいるようだった。

　誰の言葉も無い中、ニンブルがたった一言だけはっきりと宣言した。

「アインズ・ウール・ゴウン辺境侯が行われたのはたった一つの魔法の行使。それだけで王国の軍勢は壊滅したのです。それもものの一〇分程度で」

　その言葉が室内にいた者たちの脳内に染み渡るまでには結構な時間が必要だった。

　冗談だと判断した方が生易しい言葉。今までの生きてきた、そして勉強してきたすべてを根底から覆すような言葉。それをどうしても受け入れられなかったためだ。

　静寂に支配された時間が経過し、一人の男が最初に口を開いた。

「大変申し訳ありません、皇帝陛下」

「ん？ どうした？」

「もはや私がここにいてやることは無いと思われますので、退室してもよろしいでしょうか？」

「何を言っている？」

　不快げに向けられたジルクニフの苛烈な視線を浴びながらも、それでも新たに主席魔法使いになった男は言葉を発する。

「人間の魔法でそれだけの破壊力のある行為を行うことは出来ません。ですので、そのようなことを本当にやっており、しかも仕掛けがないのであるとするならそれは人間の領域には無い者。つまりは神などの世界に立つ存在です。ですので人間の魔法使いである私よりは、神官や吟遊詩人などをお呼びになった方が正解かと思われます」

　自棄と言うよりは、魔法というものに詳しいからこその絶望と諦めだ。

「それとよろしければ私以外の者を主席魔法使いに据えた方がよいかと思います。……皇帝陛下と共に行った魔法使いが私を推薦したという理由がわかりました。あれだけフールーダ様の跡を継ぐことに興味を持っていた奴が何故とは思っていましたが……そんな化け物と多少でも魔法を交えたいなんて思う者がいるはずがございません。そしてそれは私も同じことです」

「それは認められん。おまえこそがフールーダの跡を継ぐだけの力を持つ魔法使いだという調べがついている」

「私ではアインズ・ウール・ゴウン辺境侯の……いえ、確実に足下にも届かないでしょう。研究に次ぐ研究、鍛錬に続く鍛錬。帝国の財と材、それらを使用しても」

「……あれと戦うことの愚かさは重々承知している。あれは……強さと英知を兼ね備えた存在だ。おまえに期待しているのはそういうことではない。もっと別のことであり、帝国の魔法分野での切り札でもあるおまえをそんな勿体ない使い方はせん。だいたい、仮想の敵にかのフールーダがいるんだぞ？」

「……申し訳ありませんでした、皇帝陛下。混乱し、見誤っていたようです」

「かまわない。誰だって生贄にされる、そう思うだろうからな。それでおまえの考えるところ、アインズの強さはどれほどだ」

「先も言ったように人間の領域からは完全に逸脱しています。一言で表すなら辺境侯は魔法という深淵の奥底に潜む化け物です。私ごとき凡才では深さの判別すら出来ない奥底に潜む」

「……なるほど」深く理解したとジルクニフは頭を振り、そらから視線を動かす。「さて、私が《メッセージ／伝言》で得た情報をおまえたちに言わなかった理由がわかったか？ こうやってでなければおまえたちは《メッセージ／伝言》の方が偽りだと思ったはずだろ？」

《メッセージ／伝言》は信用性に欠けるというのが一般的なイメージだ。

　つまりは魔法をかけた相手の認識違いや、嘘を言っていた場合むちゃくちゃな情報が流れることとなる。それら不安から生じる低評価が、一般的に《メッセージ／伝言》による情報伝達網の発展を抑止してきた。

「こういうことだ。さて、アインズという辺境侯がどれほどの存在かも理解したな？ ではどうする？」

　楽しげなジルクニフの言葉に返事はなかった。

　神様なみに強い存在が貴族になりました。どうしましょうといわれても、人間では対策なんて考えられるはずがない。黙った側近たちの中、一人がぽつりとこぼした。

「ゴウンという化け物をどのような鎖で縛り付けるのですか？ 個の力で国を滅ぼせそうな化け物を」

　それは皆の思いの代弁だろう。自分たちの住む国の中に、桁の違う、人間と見なして良いのか不明瞭な存在が入り込んでくるのだから。それでも通常であれば決して口には出さなかっただろう。しかしそのような言葉を発してしまうと言うこと事態ある意味、辺境侯という地位を与えた皇帝に対しても、わだかまりがあったとも言える。

　しかし──

「いつから」ピリピリとした空気がジルクニフから流れ出す「帝国の重鎮たる辺境侯を呼び捨てにするよう許可が出た？ 誰の許可があってだ？」

　がちゃりと金属の音が響く。

　帝国四騎士。その二人が鋼の表情で一歩踏み出したのだ。それは罪人を裁く執行官の顔だ。

　ジルクニフからこぼれ出る鮮血帝たる所以の気配に、室内の殆どの人間の背筋に冷たいものが流れる。

「聞かせろ。帝国の皇帝たる私以外の誰かの許可を得たのか？ 私の友人であるアインズの許可でももらったのか？」

「も、申し訳ありません。つい暴言を……」

　ジルクニフの苛烈な視線の先にあった側近が喘ぐように陳謝する。暫しの時が流れ、ジルクニフは軽く頭を振ると口を開いた。

「次はない。アインズの価値を考えればおまえごときゴミにも等しい。それに……どこまでアインズの諜報の手が回っているか不明だ。決して愚かな発言や対応をとるな。アインズはこちらの手も見透かしてくるような英知に溢れる存在だ。変なところを、突っ込まれるような姿も見せるな。お前達の暴言を逆手に取り、帝国内部にナイフを突き入れてくるかもしれないと知れ」

「畏まりました」

　側近達からそう返事が一斉にあがり、その後、訓練していたようにほぼ同時に頭が下がる。その光景にようやくジルクニフは満足げな態度を取り、視線に込めていた鋭いものを隠す。

「先の質問に関しては色々と考えている。お前達が心配することではない。ただ、まず近い問題としては凱旋を祝う準備をしろ。辺境侯の凱旋だ」

　本来であれば将軍や騎士たち──帝国軍将兵ら全員を祝うのが当たり前ではある。たった一人の個人を優先するという考えは異様ともいえた。しかし、この場でアインズという人物の行ったことを知った者で反対意見を述べる者は誰一人としていなかった。

「アインズの軍功面での帝国への貢献は充分すぎるほどだな。そして能力もおまえたちの想定を遙かに上回ることを証明した。これで以後、異論反論に一々対応する必要が無くなったな？」

「理解しました。こればかりは結果を見せられなければ信じられなかったでしょう」

「ただ……少しばかり桁が違いますが」

　側近の一人の呟きに、ジルクニフは苦笑を浮かべる。

「そういうな。私だって王国側の被害はもう一桁少ないと思っていたさ。流石はアインズだな。流石は我らの辺境侯だ」




　そう口にしながら、ジルクニフは内心ではアインズに対して罵声を吐き出したい気持ちで一杯だった。

　ジルクニフの真なる狙いは周辺国家によるアインズ・ウール・ゴウン包囲網の完成だ。しかしこの被害を知ってなお、おいそれとそれに参加しようというものは、もはやいないだろう。特に王国の被害は桁が違う。一気に国力を減少させたことは確実であり、包囲網の一角は既に崩れているともいえる。

　もし、それをアインズが狙ってやったことだとしたら？

　ジルクニフは誰にも悟られないように、頭を小さく振る。

　いや、狙っていた可能性は高い。

　ジルクニフのアインズという存在──化け物に対して最も警戒しているのはその英知だ。あの面識を持った短い時間でこちらの手を読んでくるという。それだけの相手だからこそ、ジルクニフの真の狙いは読まれている可能性は高い。

　それを踏まえたうえで考えれば、そんな魔法──《メッセージ／伝言》でアインズが使った魔法を聞いた時、身震いしたものだった──を使ったのにも理由があるのが見えてくる。

　勿論、あの魔法しかなかったということも考えられるが、そうではないだろう。

　あんな評判を落とすような恐ろしい魔法を使うことの狙い──それはジルクニフ以外にも力、またはアインズという恐怖をはっきりと誇示する目的が考えられた。

　相手は当然、王国であり、そして第三国だ。

　あの戦いはスレイン法国も魔法による監視を行っていただろう。そんな風にあの一戦を注目していた者たちに。

　また一手後手に回った。いや、こちらがアインズの実力を確かめようとしたのを逆手に取られた。

　ジルクニフは舌打ちを抑える。

　一桁少ない被害であれば、ジルクニフの狙い通り、対アインズの包囲網は作れたかも知れない。しかし……。

　ジルクニフは己の顔が歪みそうになるのを鋼の自制心で押さえ込む。

　この場での会議はアインズの耳に聞かれている可能性だってある。だからこそジルクニフはアインズの友人という姿勢を出来る限り崩してはいけない。アインズ自身は見破っているだろうが、対外的にはという意味で。

　ジルクニフは笑顔を見せる。

　アインズへの敵意を巧妙に隠して。そして側近達に心無いことを語る。

　それでも恐ろしい男だという思いまで完全に隠せたかは自信がなかった。




「……しかしながらこれで充分なアピールは成功だ。辺境侯という地位に相応しい力を有していると言うこと。内外への充分な宣伝も。美味そうな匂いが立ちこめだしただろう」

「辺境侯に近寄りたいと思う貴族どもはどうされるのですか？ 辺境侯の不快を買っては危険では？」

「問題ない。アインズは智謀の男。何が利益を生み、何が不利益か重々承知している。その辺りでこちらに対して火の粉を振りまいてくるようなことは無いだろう。上手く利用しようとするだろうしな」

「それの方が危険では？」

「違うな。最も恐ろしいのはアインズが自分で動き出すことだ。貴族の馬鹿どもを手足として使うのであればいくらでも監視が効く。それに動きが少しでも掴めれば全体の動きの予測はある程度はつく。インヴィジブルハウンドなどの不可視のモンスターを退治するには水場に引き寄せろと言うそうじゃないか」

「なるほど。それと同時に馬鹿どもを取り巻かせることで重みにするということですね？」

「そうだ。そうやって鎖で縛るように動きを鈍らせる」

「鎖を断ち切ったらどうされるので？」

「派閥を作ったりしないとしても、馬鹿どもが取り巻いていればそれでも充分な抑止になる。無論、それらを囮にしてアインズが動く可能性は非常に高い。あいつは一を見れば、一〇は看破するだけの眼力があるだろうからな」

　しみじみと語るその姿に、側近達は自らの主人が辺境侯という人物に対して、どれほど高い評価をしているかを深く感じ取る。これほどまでにジルクニフが敬意とも警戒とも知れないものを示すのは、辺境侯で二人目であった。

「それほどまでに陛下は辺境侯のことを高く評価されているのですね」

「ああ。あいつは会った際の少しの会談で、こちらの策を読んできたからな。しかもそれを上手に取ってという反撃までしてくるほどの相手だ」

「それは……」

「まぁ、つまりは決して油断できる相手ではない。……愚痴を言っても仕方が無い。まず私に次ぐ歳費をアインズへの資金として準備しておくよう、財務関係にねじ込め」

　財務関係の管理に関与している者の幾人かが無理難題を押しつけられた表情を一瞬浮かべる。しかし、今までの話を聞いていれば辺境侯という人物がどれほど帝国を揺るがす存在か充分に理解できる。

　嫌なんていえるはずがない。こんなちょっとしたことに、帝国の未来が大きくかかっている可能性があるのだから。

「幾人かの貴族の歳費を押さえてしまっても？」

「かまわん。何が重要かは判別できるだろう？」

「かしこまりました」

「それにアインズの邸宅の準備だ。一等地に最も見栄えの良い館を。幾つかこういう時のために用意していた奴があるだろうから、それらの中で見繕え。それとそこで働く者たち。メイドは見栄えをも重視しろ。……まぁ、あのメイドたちと比べられてはどうしようもないが、な」

「あのメイドたちに勝てる女なんてそういませんよ、なぁ、『重爆』？」

「全くです」

　四騎士の一人、『重爆』のレイナース・ロックブルズが、『雷光』バジウッド・ペシュメルの言葉に静かに同意する。レイナースは四騎士の紅一点である。

　深い青の瞳は極寒の色を称え、表情は固まったように動かない。人形めいた顔立ちは非常に整ってはいる。そんな顔半分を隠すように長い薄い金色の髪が垂れていた。その下に僅かにだが、黒いアザが垣間見える。頬の半分ばかりを覆う黒いアザを、レイナースがあまり外に出したがらないのは誰もが知っている事実である。

　そんな女性は色つやの良い唇を僅かに開く。隙間から真珠のような歯がちらりと覗いた。

「……あのメイドは私たちよりも強く、私が見たどんな女性よりも美しかった。……少々嫉妬してしまうほどです」

　まるで人形のように動かない表情で、さらに平坦な話し方からは嫉妬の色は見えない。しかし、親しい他の四騎士はかすかな感情を感じ取れていた。

　それはたぶん、レイナースが言うように嫉妬という感情だろう。

「確かに」ジルクニフが頷く。「あれの正体は人間以外の生き物だという方が納得のいく美貌だったな。伝え聞く悪魔や天使のように」

　そんなジルクニフの言葉に、側近達の幾人かは男として当然の興味を引かれる。皇帝という地位に立つ、ある意味どんな女でも選べる男の心からの賞賛を聞いて。しかし、この場でそんなことを口に出せるのは四騎士筆頭であるバジウッドのような男だけだ。

「……さて、忘れていけないのが戦勝祝いの贈り物だ。その辺りの準備もよろしく頼むぞ」

「一度に準備しますと、陛下の歳費を超える可能性もございますが？」

「それは仕方あるまい。ただ、それが他の貴族たちに知られるようなことは避けろ。アインズの周りに馬鹿が集まってくれなくては困る。あくまでも私の下にいるということにしなくては不味い」

「戦争の話が漏れ出れば近寄らないのでは？」

　その質問に対し、バジウッドが口を開く。

「そいつは違うとも。軍事力を背景にした陛下の行動のため、各貴族派閥は軍事力の面を補ってくれる存在を求めている。実際俺達や将軍達に軽く声をかけてくる奴は多いぜ。軽くって言っても言葉が軽いだけで目は真剣だからな。てめぇの娘を取引に持ち出す奴なんかごろごろいるぐらいだ。全部受けてたら嫁が今頃五〇人は超えてるぐらいだぜ。年齢は様々で」

　バジウッドは単なる平民上がりの自分に、色々と声をかけてきた記憶の中の貴族達を嘲笑しながら続ける。

「だからこそ強力であれば強力であるほど魅力的に映るって寸法さ。もちろん賢い奴は近寄らないだろうが、最も賢い奴は足下で腹を見せて転げ回るさ。もちろん、幾人か送り込んで安全を確認したあとにな」

　なるほど、などの声が起こる中、側近の一人が羨ましげに呟く。

「……そんな力を持つ辺境侯は数日内に呆れるほどの贈り物──戦勝祝いとして各貴族の方々から受け取るでしょうね。どれほどの美術品や財が集まるか見てみたいものです」

「くっ！ ははははは！」

「へ、陛下？」

　突然の哄笑に側近たちが驚いたように目を丸くする。割れんばかりの笑いがしばし続き、それからジルクニフは己の目尻に浮かんだ涙を拭った。

「すまんすまん。少しばかり面白すぎる冗談だった。財か。アインズの住む居城を見た後で、アインズを感嘆させる財が贈られるとは到底思えなくてな」

「ナザリック……でしたか。そこはそれほどの場所で？」

「白亜の宮殿。神の座する聖地。最高級の物のみで構築されたような場所……だったな。もちろん、すべてを見たわけではないが、会ったときにアインズが身につけていた物の価値の合計が、帝国の国家予算に匹敵すると言われても納得できたぞ」

「それほどの……」

　あまりにも想像できない光景に側近達は言葉に詰まる。荒唐無稽すぎるためだ。そんな中、ある一人が致命的な失態に気がつき、慌ててジルクニフに尋ねる。

「では……贈り物はどうしましょうか？ 金銭的な価値ではなく、希少性を重視したものということでしょうか？」

「……確かに。それは困ったな……。誰か良いアイデアは無いか？」

「……ならば勲章を作ってお渡しするというのは？ 圧倒的多数を屠った者にしか渡されないような勲章を作って」

「それは悪くないな」

　ジルクニフが頷く。

　部下に任せることで、アインズの不満が生じた場合はそちらに逸らすつもりだったが、勲章であれば価値としては充分だろう。何よりアインズには帝国の勲章はまだ授与されていない。そういったことも考えれば妙案だ。

　本来であれば戦勝の祝いだが、新しい勲章の製作までも考えるなら、充分な祝いになる。

「では勲章の製作にかかれ。どうせアインズしか付けることの無い勲章だ。豪華にやって良いぞ」

「畏まりました。ではすぐに典礼の者などを動員して製作に入ります」

「よし。色々と決めていかねばならないことも多いが、ひとまずはアインズの凱旋を迎える準備を大急ぎで行え。それと平行して王国と会談する準備と草案を作っておけ。戻ってきた将軍たちの幾人かの話を聞いてからだが、最低でもエ・ランテル近郊はアインズに渡すためにもらわなければ話にならないからな」

　エ・ランテル近郊という領土をアインズに渡すことで、帝国は法国、王国に対する備えにもなる。そして彼らがアインズにちょっかいをかけてくれれば向こうから生贄が飛び込んでくれることとなる。

「ではついでにアンデッドの多発する地帯である、カッツエ平野も納めてしまえばちょうど良いですな。あそこに沸くアンデッド討伐に騎士を割くのも、犠牲者が出るのも金銭的に大きな出費でしたから」

「確かに。あそこの警備をしないで良いとなると、そこそこ余裕が出ますね。……どうされました？ 陛下」

「ん？ いや、あの地をアインズのものにするというのが良いことなのかと思ってな」

「それはどうして？」

「……無限の兵団を作り出してきそうな気がしてな。アンデッドは食料等を必要としないからな。……いや、まぁ、しても仕方が無い不安だな。よし、あそこも当然アインズに渡すとしよう。帝国にまるで損が無いことだしな」

「その辺境侯の領土問題ですが、領土での収益が順調になるまで帝国の支援も必要でしょうか？」

「……必要ない。アインズがどの程度まで行えるか、魔法的手段で解決するのか、その辺りの力は見たいからな」

「では支援の用意はしなくても？」

「まさか。準備はしておけ。アインズが言って来た場合は即座に貸し出し、恩を売る準備をしておくんだ。まぁ、そんなことにはならないだろうが、こちらの腹を読んでくる可能性もあるからな」

「では陛下。辺境侯に渡す領土の線引きをお願いしたいのですが？」

「そうだな。あとは王国側がどの程度の譲歩をするかだが、最低でもエ・ランテル近郊どころか都市そのものを欲しいな」

　幾重も城壁を持つ王国の守りの柱。

　そして三国への街道を持つ重要拠点。それを王国が簡単に差し出すはずがない。しかしながらジルクニフもそして側近たちも手にしたという態度が言葉の端々にあった。何故なら──

「……辺境侯の武を全面に押し出せば問題ない交渉になるでしょう」

「だろうな。いざとなったらアインズにもう一度頼むだけだ」

　側近の言葉にジルクニフは笑う。

　アインズという人物は非常に危険であり、恐怖してしまう存在だが、直面している王国はもっと恐怖だろうと。

「今日は美味い酒が飲める。王国の運命に乾杯だな。あー、鎖の一環としてはアインズに妻をあてがった方が良いかな」

「……陛下。あの方はそのぉ、子供が出来るんですかね？」

　子供が出来るのかという奇怪な質問をしたバジウッドに視線が集まるが、答えを語る気配がないことを確認するだけで終わる。ジルクニフもまた答えそうな気配はない。

「さぁな。しらんよ。ただ、子供が出来るとかそんなことはどうでも良い。妻という鎖で縛れるか確かめてみるだけだ」

「貴族の皆様のそう言ったお考えは少しばかり理解できませんね。結婚って奴は愛し合った者同士って気がするんで」

　その言葉に側近のほとんど、貴族という社会を知っている者たちが苦笑とも嘲笑とも取れる微妙な笑いを浮かべた。その中にあってジルクニフが浮かべたものは違う。決して嫌みなところも計算しているところもない、本当に無邪気な笑い方だ。

「バジウッド。私はおまえのそう言うところは好きだぞ。色々な貴族に娘をどうだと薦められているにも関わらず、断っているおまえの考え方はな。ただ、貴族というのはそうは行かないものさ。家と家の繋がり、そういった物が優先される。もしかするとこのまま行けば、非常に嫌だが、私の側室にあの気持ちの悪い女が送られてくるかもしれない。そういうものなんだ」

　そう言いきったジルクニフを後押しするように、側近の一人が口を挟む。

「どこかの貴族が辺境侯の親族の地位を手にする前に、何らかの手段を執られた方が良いかとは思います」

「そうだな。牽制は必要か。しかし館に招かれた辺りで……夜這いを仕掛けられるアインズの姿は見てみたいものだがな。まぁ、良い。何か考えてみるか。ちょうど良さそうな相手を捜してリストアップしておけ」

「下は幾つぐらいからでしょうか？」

「そうだな。別に気にすることはないだろう。出来るようになるまでは妾でも作れば良いんだから」

　そう命令を下し、アインズの姿を思い描いたジルクニフも疑問を抱く。

　あの服の下は一体どうなっているんだろうか、そして性欲というものはあるのだろうかと。
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「おはようございます、辺境侯」

　朝。再び塔の中にその身を見せたレイがアインズに深い敬礼と共に、挨拶を行う。後ろに付き従った五人の騎士たちも同じような姿勢を見せた。ソファーに座ったままアインズは手を軽く挙げて、挨拶の返答とする。

「さて、レイ将軍、それで今日の予定はどうなっているのか？ 王国の軍に追撃を行うのかね？」

「はい。昨晩、あれからの会議で追撃は皇帝陛下のご命令あってからと決定しました。幾つかの軍団でこの陣地を固め、王国側に威圧をかけるという案に決定しました」

「そうか。しかし下手に王国側に圧をかけるのは、ネズミのごとき反撃を食らうのではないかね？」

「問題はないかと考えております。辺境侯のあれほどの力を見せつけられ、それで反撃に出るというのはもはや狂人の領域。流石な王国の者達といえども、そのような手段にはでないでしょう。それに綺麗な死体の回収は辺境侯がされると言うことですが、その他の死体の埋葬作業を行わなければなりません」

「そうだな……」

　アインズは少しばかり悪いことをしたという気持ちになる。潰れた死体の埋葬作業は、作業に従事する者たちにかなり精神的な負担をかけさせるだろう。

　ナザリックからアンデッドの群れを呼び出して作業させようか。

　アインズはそんな案を考えるが、口には出さない。今のアインズがやたらと恐れられていることは理解できる。ならば、あまり下手なことを言ったり、出しゃばったりしない方がよいだろうと判断したためだ。

　アインズは思いを口の中のみでもごもごと言葉にする。

「……アンデッドって良い労働力なんだが……その辺が分かってくれれば良いのだが……。意識改善をしないと駄目だろうな。アンデッドは良い労働力ですって」

「……？ ……何かおっしゃいましたか、辺境侯？」

「いや、何でもないとも。それでレイ将軍、他に話はあるかね？」

「はい。それでですが、帝都に先行して帰還する組があるのですが、今回の戦争の最高功労者である辺境侯には先行の組に入っていただきたいのです」

「異論は無いとも」

　軍団と一緒に帝都へ帰還するというのは、一週間以上の時間が掛かることとなるが、こればかりは先行して帰るわけにはいかないだろう。

　アインズはそう考え、鷹揚に頷いた。

「ありがとうございます。それで移動系の魔法をかけることで行軍速度を上昇させたいと考えておりますが、辺境侯の馬車にもかけてもよろしいでしょうか？」

「む？ ……そうか。いや、大丈夫だ。こちらはこちらで準備しておこう」

「畏まりました。一切の補給をしないで帰還する予定ですので、三日で帝都に到着予定となっております」

「それは早いな。補給しないと言うのは、食料等は持てるだけ持つと言うことかね？」

「……それなのですが、荷物を軽くするため、食料の大部分は魔法で生み出されるものとなります。そのために辺境侯には非常に申し訳ないですが、味の方がお勧め出来ないものへとなってしまいます」

　食料の大部分を魔法で補うと聞いてアインズはふむ、と頷く。

　こういったところがアインズの知識との差だ。

　アインズがこの世界を大雑把に知って驚いたのは、文明レベルに関してだ。

　最初は中世から近世の欧州というのがイメージであった。確かにそれは一部で間違えていないとも言えた。農村の生活はその程度だ。しかし、ある一面においては近代を遙かに超える点がある。

　それは魔法という技術によって生み出される部分だ。

　例えば燃料や電気などを一切必要としないで、明るい光源を作り出す魔法のアイテム。有限ではあるが異常なほど水を生み出す革袋。膨大な馬の食料を容易く生み出す飼い葉桶。微妙な味の麦粥を無限とも思えるほど作り出す鍋など。

　そういった存在があると、アインズの知識からなる予定との乖離は大きくなってしまう。

　アインズは声を口の中で転がす。

「……ほんと、人と共に暮らさなくてはならないな」

「何かおっしゃいましたか、辺境侯？」

「いや、なんでもないとも。レイ将軍。……食料の件は問題にならない。フールーダ。問題ないな？」

　アインズは元々食料は必要ではない。だから共に連れ立つ食料が必要な人物に確認する。

「もちろんでございます。ある程度の食料であれば師の統べる地より持ち出しております」

「そうか……。それで後ろの騎士達は？」

「はっ。この者達は辺境侯の偉大さにひれ伏した者たちであり、私の忠実な部下達です。帰還の最中、私に何かご用がございましたら、この者達に命じていただければと思います」

　騎士の一人が一歩踏み出す。

「あれほどの強大なお力を持つ、偉大なる辺境侯にお仕えでき、これ以上の喜びはありません。私たちを使い潰す気でなんなりとご命じください」

「……了解した。しかし使い潰したりはしないさ。私は忠実な部下には優しい男だ。なぁ、フールーダ」

「おっしゃるとおりです。確かに師は忠誠を尽くす者にはお優しい方」フールーダの優しげな声色が変わり、目には鋭きものが宿る。向けられた先にいるのは当然騎士達。「しかしだからといって師の優しさに甘えるような者ならば、師がお手を下す必要も無く、私の魔法でその命奪ってやると知れ」

「無論！ フールーダ殿。そのようなことは決してございません！」

　慌てながらもはっきりとした口調で騎士が叫ぶ。必死という言葉が似合いそうな感じで。

「あれほどの偉大なるお力を見せられてなお、辺境侯にご迷惑をかけるなど考えられません！」

　フールーダがアインズを伺い、その視線に含まれているものを悟ったアインズは大きく頷く。

「……レイ将軍。見事な忠誠心を持つ騎士を貸してくれること、感謝するとも」

「ありがとうございます」

　レイばかりではなく、騎士達も頭を下げる。

「私に対する忠義は当然褒美を持って答えるつもりだ。おまえ達が忠義を尽くしていくなら、それに相応しいモノをやろう。望むモノを考えておくが良い。……個人的には金貨などのつまらないもので無いことを願っているよ。そんなモノは私じゃなくても手にはいるだろ？」

「…………」

　レイ、そして騎士達から返事はない。

　アインズはその奇妙な沈黙に眉を顰めるが、そのまま言葉を続ける。

「まぁ、ゆっくりと考えておくと良いさ。まだ忠義を欠片も見せてもらってないのだからな」

「お一つ、お聞きしてもよろしいでしょうか？」

　騎士の一人がアインズに問いかけた。それに対してアインズは出来る限り優しい声を出すよう心がける。

「なんだ、言ってみろ」

「はい。へ、辺境侯は……死者の復活も可能なのでしょうか？」

　ざわりと空気が動いたようだった。

　レイを含め騎士達の顔にあるのはそんなことが出来るはずが無いという否定的なものだった。事実、帝国に死者の復活を行える人物はいない。かつての主席魔法使いであるフールーダですら出来なかったことだ。

　帝国の人間達の知る復活の魔法というのは、ほとんど神話の世界の話でしかなかった。

　それに対してアインズは不思議そうに頭を振り、顔をフールーダに向ける。

「スレイン法国ならば可能と聞くな？」

「はい、師よ。スレイン法国の大儀式、もしくは最高神官長クラスの存在であれば可能と聞きます。それ以外にも英雄と言われる領域に上り詰めた神官も」

「だそうだが……、質問に質問で問いかけよう」アインズはソファーに座ったまま、ずいっと体を前に押し出す。「何故、その程度のことが出来ないと思った？」

「っそ、その、そのようなことは！」

「おまえ達の顔にはそうはっきりと書いてあったぞ？」

　図星を突かれ、騎士達に言葉はない。別にアインズ自身はなんとも思っていないが、騎士の怯えたような表情にあるのは侮ったと思われたのではないかという考えだ。アインズに押さえるように一歩下がり、ごくりと喉が動く。

　レイが慌てながら口を挟む。

「部下が失礼しました。あれほどの強大な魔法を見せていただけたのに、辺境侯のお力を信じないようなことを口にしてしまって。この失態は私の方──」

「──良い」

　アインズはレイの早口をたった一言で止める。

「復活は神官の領域。魔法使いである私では使えないと思うのは当然だ。剣のみに時間を費やした戦士に、優秀な盗賊の真似事が出来ないようにな。しかしだ──」

　アインズは薄い笑い声を上げながら、さらに続けた。

「死者の蘇生。それが本当に神官のみの技だと思っていたのか？ ……くだらん。知るが良い」

　アインズは手を広げてから、強く握りしめる。返すチャンスを失い、いまだ填めていたワールドアイテム『強欲と無欲』がガチャリと金属音を立てる。漆黒の恐ろしい小手に全ての視線が集まる中、アインズははっきりと言葉にした。

「決して逃れ得ぬ死すらも、この手の内よ」

　静まりかえった室内。そんな中、アインズは戯けるように肩をすくめた。

「とはいえ、死者の復活には膨大なエネルギーを必要とする。これは死という領域から魂を引きずり出した際、その魂にかかる負担だ。この負担に魂が耐えきれない場合は、その肉体は灰と変わる。それは魂の消滅であり、二度と復活できないことを意味する。仮に復活できたとしても、魂にかかった負担はその者の肉体を脆弱にするだろう。……この負担を和らげるには、より上位の魔法の力を必要とする。無論、私ならば使えるがな」

　当然、嘘である。

　まず復活に関する蘊蓄だが、結果的にそうなるからユグドラシルの魔法と比べての勝手な想像だ。もしかするとはずれているかも知れない。

　それに魔法職ではあるが、アインズの魔法系統の中に復活に関わる魔法はない。いや、あることはあるが、アンデッドとしての復活であり、決して騎士が望んだような復活ではないだろう。そして当然神官系の魔法は使えないので、復活の魔法をかけることは出来ない。

　しかしアイテムなら持っているし、ナザリックに帰ればペストーニャがそれを行える。

　そう考えれば満更嘘でもないか。

　アインズはそう思い、最初に質問をしてきた騎士に指を向ける。騎士の体がびくりと大きく動くが、それは無視して言葉を発した。

「そういうことだ。納得したか？ ただ、死者の復活の儀式はよほどの忠誠を見せてくれない限りは無理だな。まず復活魔法に使う触媒はかなり高額なものだからな」

「……か、畏まりました。忠義を尽くします、い、偉大なる辺境侯に」

　掠れるような声で騎士が返答すると、ゆっくりと頭を垂れた。アインズは軽く頭を振り、それに答える。

「期待しているぞ。ただ……面倒ごとはごめんだ。私が死者の復活すら出来るというのは極秘事項だ。おまえ達が軽い口を持っていないことを祈るぞ？ 互いの不利益に繋がるからな」

「畏まりました」

　レイを含め騎士達全員の頭が綺麗に下がった。

　それを見ながらアインズは、自らの対応は合格点だったな、と内心で自己評価を行っていた。




　　　　◆




　三日という時間が過ぎた。

　それだけの時間をかけて、帝都の近くまで騎士達は帰還していた。

　最初の日の数時間。カッツエ平野を進むと言うこともあって張りつめていた緊張感は、いまではその欠片もなくなりつつあった。王国と違い、帝国の街道はかなり安全面が確保されているためだ。

　しかしながら、一行の中、一部の騎士達の緊張感は異様なほど高い。

　ある馬車を中心とした一団は、まさに戦闘態勢に入っていると言わんばかりの警戒心を周囲に放っていた。例え仲間の騎士でも変な行動をしたら斬るとでもいわんばかりの。

　ただ、そんなのは本当に一部だ。たいていの騎士は馬車を故意に視界に入れることなく、帰ってからのことに思いを寄せる。

　そんな緊張感が、騎士達の間で徐々に取り戻されていく。

　そしてそのピークは先頭を走る騎士達が、帝都近郊で自らの前方に見事な武装を整えた一団を発見した時だ。

　その者達の着る鎧は白銀のごとく輝く。ミスリルと鉄の合金鎧に、同じ材質の武器。

　彼らこそが騎士の中でも選りすぐられた精鋭達のみが入ることを許される、皇帝直轄の近衛隊の一つ『ロイアル・アース・ガード』だ。

　それらの者が立てている旗。それは帝国の皇旗。帝国軍でも皇帝に直接率いられているときにしか立てることを許されない、最も尊い旗である。

　騎士達はゆっくりと馬の足をゆるめる。

　少しばかりの信じられない気持ちを一緒に。

　ここに近衛隊が待っているというのは、先触れの知らせで知っていた。しかし、まさか皇帝がいるとは思ってもいなかったのだ。

　近衛隊がゆっくりと二つに分かれ、騎士達はある人物を確認する。

　バハルス帝国の頂点に立つ人物。

　皇帝、ジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクス。

　帝国の最重要人物が帝国軍を迎えに帝都の外まで出てきたのだ。それはありえないような行為であり、このような事は恐らくは帝国の歴史を調べても滅多に出てこないだろう。

　最高位に立つ者が自分の部下を出迎えるなど。

　その後ろには四人の騎士が追従する。完全ミスラル製の希少鎧に身を包んだ『重爆』『不動』『雷光』『激風』の四騎士だ。ある意味、皇帝が直轄軍を率いて出迎える最高の形だ。

　考えれば大勝した軍を労いに出てきたと考えることは出来る。しかし、そんなことを思う騎士は何処にもいなかった。

　当たり前だ。誰にだって分かる。帝国軍を迎えに出たのではない。

　皇帝が出迎えに来たのはたった一人。その一人のためにここまで来たと。

　ぐるっと視線が動き、後方に見え隠れする馬車に視線が向かう。

　そう。

　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯の馬車に。

　軍というものは命令があって初めて行動をするものではある。しかしながらその瞬間にあって誰もが何も命じられることなく、自発的に行動していた。

　軍勢が割れていった。アインズの乗る馬車に道を譲るように、分かれていったのだ。

　そんな中をアインズの馬車は進み、ジルクニフの前までたどり着く。隣に平行して走っていたレイもまた同じように。




　アインズは馬車を降りると、ジルクニフと向かい合う。

　その瞬間、この頃よく感じる気配がアインズを包み込んだ。

　それは周囲の騎士達から向けられた視線の圧力だ。身をくすぐられるような気さえしてくるほどの。

　アインズは仮面の下、表情の浮かばない顔を顰める。周囲から向けられる視線に動揺している己が身を嘲笑って。

　精神の強い動きは直ぐに押さえ込まれるが、弱いものは種火のようにアインズをくすぐる。その結果の微かな動揺。もはやこれは慣れるしかないと知っていても、どうも慣れる事のできない感覚だ。

　ただ、それは許されないことだ。

　アインズは視線をジルクニフに向ける。

　堂々たる姿勢であり、王者の気配すら立ち込めていた。浮かべている友好的な笑顔も、また王者に相応しい威圧をも含んでいるようだった。

　アインズの心に嫉妬ともいうべき感情が微かに沸き上がる。

　今まで生きてきた人生経験の豊富さと言う差はあるが、同じ支配者として段違いの姿を目にし。

　軽く──出ない息を吐き出す。

　臣下の数などの差はあっても、アインズも友と作り上げたナザリック大地下墳墓の支配者。そして友のいない間はアインズこそが代表として、ナザリックを背負って立っている。だからこそ恥ずかしい姿を見せることは出来ない。そんなことをしては友達たち──かつてのギルドメンバーたちが眉を顰めてしまうだろうから。

　アインズは背筋を伸ばし、堂々と見えるように歩き出す。

　後ろに遅れてフールーダ、そしてレイが続く。

「陛下」

　アインズはジルクニフの前まで来ると、臣下としての礼を取る。後ろで同じように気配が動くのが感じ取れた。

「よくぞ、無事に戻ってきてくれた、辺境侯」

　ジルクニフがアインズの元に近寄り、手を取ってアインズを立たせた。

「ありがとうございます」

「そんなに堅くならないでくれ、我が友、アインズよ。君の圧倒的な力は話で聞かせてもらったよ。まさに君こそ帝国の最高の戦力だ。私は君という友人を持てて、これ以上の喜びは無いとも」

「ありがとうございます」

　再び、そんなに他人行儀しないでくれとジルクニフは朗らかに言うと、後ろで控えるフールーダに視線を向ける。

「それにじ──」ジルクニフは咳払いを一つ。「フールーダ。調子の方はどうかね？ 我が友人、アインズの元で魔法の研究は進んでいるかね？」

「残念ですが、陛下。わが師の教えは深遠であり、私が今まで生きてきた中で得てきた知識では灯火にすらなりえないほど。進んでいるとは決して申せません」

「そうか……私としては魔法院などで教師の役目を少しでもしてもらえないかと考えていたのだがね？」

「無理でしょう。わが師の教えを理解できるような位置にいる者は、私がいた頃はおりませんでした。深すぎる知識は身を滅ぼすだけでしょう」

「そうか……残念だ」

　ジルクニフは最後にレイに視線を向けると、即座に興味を失ったような軽い素振りで何も言わずに逸らす。

「さて、アインズ。君の帰還を祝い、パレードといこうじゃないか」

「パレード？」

「ああ、そうだ。今回の戦いにおける帝国の勝利を祝う国民たちに、その姿を見せてやって欲しいんだ」

「……なるほど。了解しました……ジルクニフ」

　ジルクニフはアインズの言葉にニコリと笑うと、手を大げさに広げる。

「今回の戦いにおける最高の勲労をした辺境侯の帰還だ。派手にいこうじゃないか。国民に先触れは行っているか？」

「はい、陛下。既に連絡済です」

　ジルクニフの後ろに控える四人の騎士の一人が返答する。

「騎士達の装備は整っているか？」

「はい、陛下。完璧に整っております」

「ではアインズの馬を引け。辺境侯に相応しい馬を」

　聞き逃してはいけない言葉を前に、アインズは言葉を失う。

　それが何故か。

　理由をはっきり言おう。

　馬に乗れる自信が無かったためだ。

　ユグドラシルにおける騎乗スキルというのはドラゴンやワイバーンなどの飛行系モンスター等変わったモンスターに乗るためのもの。単なる馬であればスキル無しに誰でも普通に乗れた。

　ただ、乗れると言っても所詮はゲームであり、コントロール操作による非常に簡単なものだ。実際に馬を操るのとはまるで違う。

　もしアインズに汗が流れたならば、滝のように流れていただろう。まさか馬に乗れないなんてカッコ悪いことは言えないし、乗ったとしても馬が暴れたりしたらどうなるというだろうか。特に落馬なんてしたら。

　こんなに多くの者の目がある前で。

　そんなことになればどんな評判が立つだろう。今まで自分が作り上げた全てが一気に崩れ去る可能性だってある。

　ある程度の地位にある者は馬に乗れるのが当たり前と言う、この世界の考え方はアインズだってもはや知っている。フールーダとの会話の中で得た情報の一つだ。

　ある程度の地位の人間で馬に乗れないと言うのは、いうなら成人男性で自転車に乗れないと言うのと変わらない珍しさを持つ。しかし、それでも乗れるかどうかの確認はあってしかるべきだろうと、アインズは微かな八つ当たり気味の苛立ちと一緒に考える。

「……ジルクニフ。そのような馬よりももっと別のものを召喚して、それに乗ったりしないか？ 馬ではな……」

「……それは勘弁して欲しいのだ、アインズ。これより多くの市民が君の凱旋を祝うために集まっている。その中、騒ぎは一層起こるようなことは避けて欲しいんだ」

「そ、そうか」

　そういわれてしまうと、何も言えない。確かに良い意味での騒ぎなら良いが、これ以上悪い意味での騒ぎはあんまり起こしたくは無い。

　気がついたら後ろが崖だったような気分で、アインズは仮面の下の顔を引きつらせる。

「勿論、アインズの言っている意味も分かる。君ほどの力を持つ魔法使いであれば、自らの召喚した強力な魔獣に乗れないことを不快に思うのも。だからこそ侘びというわけではないが、君に似合った馬を用意させてもらった」

　ジルクニフのこちらに、という声に会わせてアインズの前に一頭の馬が引き出された。

　八本の足を持つ馬だった。見事な純白の毛並みで、それに相応しいだけの鞍が付けられている。その体躯は見事であり、何処までも駆けていくであろうという雰囲気を感じさせた。

　そんな馬が引き出された時に起こったのはどよめき。まるで信じられないとでも言いたげな雰囲気だ。

　それらが意味するところ。

　馬のことは何も知らないアインズですら容易に推測が立つ。それはこの馬が非常に高額なものであるということだ。

「さぁ、受け取ってくれアインズ。私からのささやかなる贈り物だ」

　友人に自慢の贈り物をする人物に相応しい笑顔で、ジルクニフがアインズに馬を指差す。

「あ、ああ。感謝す、するよ、ジルクニフ。こ、こんな素晴らしい馬をもらえて」

「そんなに感動しなくても良いともアインズ。気にしないでくれ。色々と考えたのだが。これ以上君に相応しい馬がいなくてね。スレイプニール種の中でも何百頭の一頭しかいないといわれる白毛だ。……気に入ってくれているみたいで嬉しいよ」

　その笑顔に対してアインズは『こんちくしょう』と言いたく気持ちをぐっと抑える。

　ジルクニフの笑顔がアインズが馬に乗れないことに対する嘲笑のような気さえし始めていた。

　魅了系の魔法と言う線もあったが、アインズは残念ながら人間種以外に対しては修めていない。巻物で所持はしているが、皆の前で巻物を取り出して魔法では変に思われるだろう。

　アインズは助けを求めるようにフールーダの方に顔を動かす。

「師よ、お気にされず。私は適当な馬でも貸していただこうと思います」

「そ、そうか……」

「ああ、アインズ。心配しないでくれ、フールーダにもちゃんと馬の準備はしてあるさ。流石にアインズの馬ほど立派ではないがな」

「皇帝陛下。師に対してこれほど素晴らしい馬をいただけること、弟子としても感謝しますぞ」

「気にしないでくれ。友人の我が侭を聞いてもらうんだ。この程度は当たり前のことさ。まぁ、凱旋を祝っている気持ちもあるがね」

　アインズに対してジルクニフは微笑を浮かべたままウィンクを一つ。

　そんなジルクニフの親しみを込めたお茶目な仕草は、普段であれば大して何も思わないであろう。せいぜい『良い歳なのに外見の良い人間がやると違うな』程度。しかし今のアインズからすると、やたらと不快だった。

「さぁ、アインズ。馬に乗って凱旋と行こうじゃないか」

　敵しかいない。

　アインズは初めてここが敵地だと理解した。タイミングよくナザリックから救援が来るはずが無く、フールーダの助けは無い。そしてよい切りかえしや、逃げる手段も浮かばない。

　ならば覚悟を決めるしかなかった。

　アインズは自分ならやれると根拠無く必死に思い込むと、出もしない唾を飲み込み、スレイプニールに近寄る。

　そして──

　急に立ち位置を変えたスレイプニールの──蹴り上げられた蹄がアインズの顔面に真正面から炸裂した。




　絶句。

　まさにその言葉が相応しかった。

　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯の頭部が潰された。

　それがその光景を見ていた誰もが思ったこと。

　魔獣であるスレイプニールは、通常の馬よりもより強い筋力を持つ。そんなスレイプニールの蹄の一撃は強力かつ、致命的なものだ。顔面が潰れて御の字、ほぼ確実に頭が弾けるのが普通と言っても良い一撃だ。

　仮に兜を被っていたとしても潰され、平たいミートパイの出来上がりだろう。

　スレイプニールは馬ほど臆病ではないが、保有する馬を超える肉体能力は単にじゃれて来ただけでも人間が死ぬ可能性がある。だからこそしっかりと躾けられる。

　それにも関わらず、何故にスレイプニールが暴れたか。いや、暴れたというよりあれは拒絶のようにしか思えなかった。

　そのために騎士たち、近衛隊たちが絶句したかと言うとそうではない。

　事実と直面し、眼を疑わない者はいなかった。

　その即死の攻撃を受けたはず──死体があるであろう場所に、平然とした者が今なお立っていた為に。

　避けたのではなく、防いだのでもない。一撃を真正面から受けてなお、平然としていた。

　それはまさにありえないような光景であり、その一部始終を見ていた誰もが信じることの出来ない光景であった。

　理論的に判断すればどう考えてもおかしいのだ。しかし、事実は事実として変えようが無い。そのあまりの矛盾が思考を狂わせる。

　しかし、その攻撃を喰らった人間のことを考えれば、その空前絶後の光景も当たり前に思われる。

　そう──あの、大虐殺をたった一つの魔法で行ったアインズ・ウール・ゴウン辺境侯ならばそれが当然ではないだろうか、と。

　スレイプニールの蹄ごときで死ぬはずが無いのでは、と。




　ただし、その光景を初めて目の当たりにする皇帝直轄の近衛隊は別だ。

　ヘルムの下では驚愕に目を見開いていた。




「このスレイプニールを殺せ！」

　そんな周囲の静寂を切裂き、怒号がジルクニフから上がった。

「我が友に害をなそうとする馬なぞ必要は無い！ 直ぐに殺して侘びとせよ！」

　その声に即座に周辺にいた近衛隊が、驚愕を忠誠心で叩き潰し動き出す。その先頭に立つのはニンブル。手には既に抜き放たれた剣があった。

　そしてそれだけではない。フールーダも魔法を放つ準備をしている。何かあれば即座に魔法をスレイプニール目掛け放つだろう。

　周辺に漂う殺気にスレイプニールが興奮したように身震いするが、暴れようという気配は見せなかった。今まで自分を育ててきてくれた人間に対する信頼があるためだ。

　ニンブルが一気に踏み込み、その剣をスレイプニールに突きたてる。その絶妙な瞬間──

「まぁ、待ってくれないかね？」

　──平然とした口調でアインズは止める。

　仮面を撫で回しながら、歩き出した足取りに狂いは無い。

　それはアインズが一切損傷を負ってない証。スレイプニールという魔獣の一撃を顔面で受けて、それでいながら怪我を一切していないという証明。もはや驚くことが無いと心の底から思っているニンブル、そして大虐殺を見た騎士たちでも連続する驚きのあまりに心が麻痺している。

　ある意味慣れた者たちですらそうなのだ。

　近衛隊は違う。はっきりとした動揺──いや混乱があった。何か途轍もなくおぞましい──もしくは強大な力の持ち主を前にした、哀れな小動物のように。

　そしてたった一人の貴族のために、自らの主君が率先して都市の外まで迎えに出向いた理由を強く実感する。

　これは──この男は単なる貴族とかそういうレベルで考えて良い類の者では無い。

　そんなことを考える者たちを前に、アインズは平然とした口調を崩さない。崩すようなことは一切起こっていないのだから当たり前だ。アインズからすれば今のはなんでも無い──風が顔に吹き付けてきたというのと、まるで変わらない出来事なのだから。埃が目に入れば嫌な思いはするだろうが、だからといって暴れるというほどのことではない。

「ジルクニフ。この馬は私にくれたものだ。何も殺す必要は無いだろ？」

　スレイプニールはアインズの防御を超えるだけのレベルを有した魔獣ではない。そのために蹴られたが、それでも強く押された程度のものしかアインズには感じられなかった。だからこそ不快感などは一切無い。

　逆に攻撃されたと言うのは良いチャンスだと判断していた。

「しかし、アインズ。君に攻撃したスレイプニールをそのままにしておくのは」

「気にしないとも。こんな体だ。この馬が怯えるのも分かるというもの。ゆっくりと慣らしていくさ」

　アインズはそういいながら仮面を手で拭う。幸運なことに汚れもついてないようだった。ならば別にアインズが怒るほどのこともない。

「そうかね？ それで君が良いというのであれば構わないが……時間をくれれば別のやつを用意しても良いが？」

　アインズは内心慌てながら、続ける言葉を考える。

　別の馬を用意します。それに乗ってくださいでは完璧な計画が崩れてしまう。

　そう。アインズは馬に乗らなくても良い策を決行する必要があるのだ。

「……気にしないとも。多少刃向かってくれたほうが……楽しいじゃないか」

　アインズの言葉にジルクニフの瞳の奥に僅かな揺らめきがあった。

　まるで己の策を利用してきた相手に対して、敵意を示すように。

　非常に巧妙に隠されたそれは、生半可な洞察力では決して悟れないほど。事実アインズはそれには気が付かない。

「……そうか……。うん、アインズがそれで良いというのであればそれで構わないとも」

「感謝するよ、ジルクニフ。ではこの馬は私の方でナザリックに送るとしよう。流石に私に慣れない馬に乗るわけには行かないだろう！」

「確かにそうだな。では別の馬を用意しよ──」

「──いや、それには及ばないさ！ 流石に他の馬にまで蹴られるのは勘弁だ。それに君からもらった馬以外を使うと言うのは失礼だろ？ だから問題なければ馬車を引いてもらおうと思う！」

「なるほど……わかったとも」

　ジルクニフが頷き、アインズもまた頷く。落としどころとしてはちょうど良く、両者共に利益があった。

「それで馬車を使うのは問題ない。ただ、たとえ仮面で顔を隠しているとはいえ、今まで君が乗っていたような姿が見えないような馬車は少し困る。こちらで馬車を用意するまで少し待ってくれるかね？」

「いや、それには及ばないとも。馬車の一台ぐらいこちらで用意させてもらおう」

「そうか……何から何まで迷惑をかけるな。それにしても今回は本当に申し訳ない。まさかこのようなことが起こるとは想定外だった。許してくれ」

　アインズに対してジルクニフは軽く頭を下げる。下げると言っても大したものではない。本当に軽くだ。

　ただしそれでも周囲がどよめくだけの効果はある。自らの皇帝、バハルス帝国の頂点に立つ人物が、臣下に頭を下げたと。

　その行為ははっきりと物語っていた。

　ジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクスがアインズ・ウール・ゴウン辺境侯をどういう存在と見なしているかを。

「いや、いや、気にしないでくれ。私はこの通り動物には愛されない男なのでね」

　そして自らの主君の謝罪を平然と受け入れる辺境侯。

　そこには誰の目からしてもはっきりとした両者の関係があった。

「……ちなみにアインズ。スレイプニールに蹴られた顔は痛くは無いのかね？ 治療の必要があったら直ぐにさせてもらうが」

「さて、どう思う？ ジルクニフ」

「さっぱり想像が付かないな。君の感じからすると、一切の傷を負ってないようだが……魔法か何かで防いだのかね？」

　ジルクニフの質問に対してアインズはおどける様に手を広げ、それには答えず別の答えを返した。

「秘密さ。ではすまないが少しばかり時間をくれないか。準備をさせてもらおう」

　サブタイトルは馬に蹴られた俺ｔｕｅｅｅｅ!! ……すいませんでした。







凱旋−５







「おかえりなさいませ、アインズ様」

『おかえりなさいませ』

　セバスの言葉に遅れて、一斉に声が上がる。

　ナザリックに帰還したアインズが声の方を見れば各階層守護者にメイドたち、というある意味でのオールスターが揃っていた。

　アインズは鷹揚に手を上げ、それに答える。

「まずは長く待たせて悪かった。本来であれば何時でも帰るチャンスはあったのだが、色々な理由によりそれが叶わなかったことを許して欲しい。特に最も大切な時に呼び出し、長い時間拘束してしまって悪かったな、デミウルゴス」

「滅相もございません、アインズ様。お疲れのお体をまずはお部屋の方で休ませてください」

「……そうもいかんのだ」アインズはデミウルゴスに対して頭を振る。「これから戦勝を祝うパレードだ。直ぐに行かないと不味い」

「……即座にナザリックの武威と力を示すに相応しい儀仗兵をご用意いたします」

「ナラバソレハ私達ノ役目」

　声を張り上げたのはコキュートスだ。胸をバンと強い勢いで叩くと、直ぐに跪き頭を垂れる。

「何卒、ソノ役ヲ与エテイタダケマスヨウ、オ願イイタシマス」

「まった、ずるい！ あたしも！」

　ばっとアウラが飛び出す。そして直ぐにコキュートスの横で跪く。

「威圧感を出すってことでしたらあたしのシモベとかが良いと思います！」

「違いんす。ここは私のシモベのような美しさを持つ者たちを出すべきと愚考しんす」

　アウラに薄く笑いかけ、シャルティアが跪く。

「はん。まさに愚考。腐りかけとか出したら不味いでしょ」

「……犬とか出すよりはマシだと思いんす」

「…………あん？」

「…………うん？」

　額をゴリゴリとぶつけながら、ギリギリと睨みあうアウラとシャルティア。それを普段であれば止めるだろうが、この場は完全に無視しコキュートスが売り込みを開始する。

「私メニオ任セヲ。アインズ様ノ御栄光ノ僅カナ輝キニナレレバ、ソレニ勝ル喜ビハゴザイマセン」

「ずるい！」

「それなら私だって！」

　コキュートス、アウラ、シャルティアの諍いは徐々に熱を帯び始める。ナザリックのために、そしてアインズのためならば、その命すらも平然と投げ出すほどの絶対の忠誠を持つ守護者。その横に並ぶのは同僚であり、共に同じ主人を仰ぐ仲間だというのにも関わらず、この瞬間においては互いを敵だと判断しているような苛烈な感情をその視線に含みだす。

　これは仕方が無いことであろう。

　凱旋パレードというのは力を誇示するという側面を持つ。つまりそのパレードにおいてアインズの周囲に付き従うというのは、ナザリック大地下墳墓の武威を示し、そしてアインズの力を見せ付けるという意味。

　だからこそ決して誰かに委ねて良い仕事ではない。

　互いの忠誠心を認めているとはいえ、各々が内心では自分こそ最も忠誠心を強く持っていると思っている。だからこその諍いだ。

　三人の争いが力での解決に及びそうな雰囲気を得るに至った頃、デミウルゴスが小さく、それでいてはっきりとしたため息を皆に聞こえるように吐き出した。

「……アインズ様を失望させない方が良いと思うがね？」

　コキュートス、アウラ、シャルティアが慌ててみれば、そこには無表情で立っているアインズの姿があった。無論、普段からアインズの骸骨の表情にほとんど変化はないのだが。

『申し訳ありません』

　三人の声が合わさり、同じようなタイミングで頭を下げる。

「……いや、怒ってないとも。お前達の忠誠心の現れ、嬉しかったぞ。ただ、今回はジルクニフにあまり派手なことはしないでくれと釘を刺されているのでな。シモベを連れての参加は避けようと考えている。まぁ、デス・ナイトの少しは参加させても良いだろう」

「そ、そうでありんすか。残念です」

「全くです」

「ウム」

「それではお戻りになられたのは一体どのような目的でしょうか？」

「それだ、セバス。パレードに参加するに相応しい服装を任せようと思ってな。それと上の開いた馬車だ。御者はジルクニフの部下を借りるとしよう」

「なるほど。畏まりました」

　セバスは薄く笑う。

　それを見てアインズは何故か、奇妙な不安を感じた。

「お任せを、アインズ様。全ての者たちが崇拝してしまうような服を選択したいと思います」

「……そこまで頑張らなくても良いのだが……」

「いえ、ここは非常に重要かと思われます。アインズ様の偉大さを愚劣な下々の者に分かりやすい形で示すべきです」

「……デミウルゴスまで」

「そうですよ。でもアインズ様の偉大さを服装でしか判断できないなんて哀れですよね」

「アウラも良いことを言う。所詮、ナザリック以外の下等な存在。至高の御方であられるアインズ様の崇高さは理解できんせんでありんしょうね」

「……下等ト言イ切ル気ハナイガ、哀レナコトダ」

　全く全くと守護者のみならず、メイドたちも同意の声を上げる。そんな中、ぽつりとアインズだけが置いていかれたような気分だった。だからポツリとこぼす。

「……セバス……派手なのはあんまり好まないのだが？」

「下品な物は決してお選びしません。アインズ様に相応しい衣装を必ずや」

　異様な迫力を持ってのセバスの言葉に、アインズの唾の出ない喉がごくりと音を鳴らした。

「まずはアインズ様の旗を準備させろ。それとデス・ナイトのマントがあれでは侮られる。直ぐに綺麗なものを」

「畏まりました。メイド達を総動員し、デス・ナイトたちのマントを順次整えていきます」

　メイドを代表し、ユリがデミウルゴスの指令に頷く。

「ではアンデッド達を使って、デスナイトの鎧を綺麗に磨くとしんしょう」

「私ハデス・ナイトノ持ツ旗ト、武装ヲ準備シマショウ。アノフランベルジュデハ、儀仗兵ガ持ツニハ少々魅力ニ欠ケマス」

　シャルティア、コキュートスがそう言うと、最後に残ったアウラがキョロキョロと辺りを見渡し、きらきらと輝く目で誰とも無く問いかける。

「じゃ、あたしは何をしよう！ アインズ様の武威を大々的にアピールするために！」

「……無インジャナイカ？」

「……え？」

「さて、アインズ様。お時間も少ないようですし、ドレスルームに」

「あ、ああ。ああ、おまえ達、あまり派手な格好は慎めよ」

「無論です、アインズ様」

　アウラを除き全員が頭を下げるが、そんな姿にアインズはやはり胸騒ぎを感じるのだった。




「……え？」




　　　　◆




　アインズとフールーダという人物を失った場所で、いまだ片膝をつくレイに対し、ジルクニフは冷たい視線を向けた。口を開くがその言葉も感情という色が一切含まれていない。

「レイ。アインズの護衛を買って出たそうじゃないか。ご苦労だったな」

「いえ、陛下。帝国での最も重要な人物であられる、ゴウン辺境侯の警護であれば多少の労苦など、なんでもございません」

「そうか……」

　ジルクニフは再びレイを冷たく見据え、それに対してレイは微笑みで持って答える。

「しかし……私は考えてみるとレイを多少働かせすぎたやもしれん。すこしばかりのんびりしてみるのも良いんじゃないか？」

「ありがとうございます、陛下。ですが辺境侯の身辺警護の任がございますので」

「レイ！」ジルクニフが怒りをその面に露わにする。「お前、誰がその任に就けと言った！ 勝手に決めたと言うのであればその首もらうぞ」

　ジルクニフの背後に控える帝国四騎士がずいっと前に一歩踏み出す。圧倒的威圧感から、熱くも無いのにレイの頬を一筋の汗が流れた。しかし、レイは微笑を浮かべたまま表情も口調も乱そうとはしない。

「陛下。これより辺境侯の凱旋です。血で汚すようなことは避けられた方が良いかと」

「……言うじゃないか、反逆者」

「陛下。反逆者というのは少々厳しいお言葉かと」

「ほう。ではどういう理由あっての行為なのだ、レイよ。私ではなくアインズに尻尾を振った理由は」

「簡単でございます、陛下。私が帝国を最も愛しているからです」

　ジルクニフは顎をしゃくると、続けろと言葉を促す。

「はい、陛下。辺境侯は絶対なる力の持ち主。ですが、それを信じない者や既得権益に執着する愚かな者がいるでしょう。それらによって辺境侯が力を行使するのは帝国にとって不利益となります」

「だからお前がアインズの敵を排除することによって、帝国にアインズの力が降り注がないようにするというのか？」

「はい、陛下。そのとおりでございます」

「だが、別にお前である必要は無い」

「やもしれません。しかし、陛下。他の将軍達は辺境侯を危険視しておりました。私でなければ辺境侯の不快を買う可能性があったための行為です」

「……ふむ」

「それに辺境侯ほどの人物に対して、将軍位でも無い者が警護を買って出た場合、それは辺境侯ほどの方を軽く見ていると同意ではありませんか」

「なるほど……口は回るようだな……お前の言いたいことは充分理解できた。しかし──」

　レイはここで切り札を投入する。

「──それに陛下。辺境侯の許可を取っております」

　ジルクニフが苦い顔をし、口を一直線に閉める。数秒以上の時間が経過し、それから大きなため息と共にレイに頷いた。

「レイ将軍。お前の考えはわかった。今後もアインズの警護を頼む。第八軍から厳選して騎士達を警護に付けろ。ただ、それが重要だからといって、警護任務だけに没頭されても困る。それ以外の仕事も当然してもらう。そういった諸々に関して、お前とは個人的に幾つか話したいことがある。時間を作って会うとしよう」

「畏まりました、陛下」

　レイは顔を伏せ、その浮かび上がる表情を隠す。

　辺境侯という美獣の爪や牙になれる。その瞬間が近づきつつある。そう思うだけで、股間が堅くなっていくのを感じ取れた。

　レイは自らがこの時代に生まれたこと、そしてアインズという存在の直ぐ傍にいられた幸運に感謝をする。そして自らの前で偉そうな姿を見せる男に対して嘲笑を浮かべていた。全て自分の計画通りだと。




　無論、ジルクニフもまた己の目的、読みどおりの展開に内心嘲笑を浮かべていたのだが。




　　　　◆




　少年は駆ける。

　向かった先の帝都アーウィンタールの主要たる大通りには、いつも以上の多くの人が詰め掛けていた。

　その場に集った人々から生じる興奮がうねる様に渦巻き、熱気すら立ちこめているようだった。これから現れる人物、この国の頂点に立つ人物を一目でも見ようとして。

　少年は人ごみの中をすり抜けるように進む。

　多くの人がいるとはいえ、少年の小柄な体が通り抜けられないほどではない。やがて少年の体は人ごみを抜け、一番前まで進み出た。無論、数度の罵声はあったが、少年はそんなものを気にしたりはしない。いや、いちいち気にしていては最も良い場所は取れないのだから。

　人波をかき分けて進んだ、最前列。

　横手を見れば自分と同じようにすり抜けてきたであろう少年少女の姿。そして今から来る人物を一目でも見ようとする若い女たちの姿があった。

　その場に集まった誰の目にも期待と興奮の色がある。

　自分のいる国の皇帝。

　少年がその人物のことで知っているのは、即位してから生活が楽になったと言う両親の話ぐらいだ。それと当たり前のことだが、自分では決して近寄ることも出来ないような地位にいるということ。

　天上人という言葉が相応しい存在。

　少年は憧憬の視線で門の方を見る。

　時間の経過が待ち遠しく、何度も何度も辺りをきょろきょろと見回してしまう。

　大通りには軽装の鎧を着た者達が、それ以上飛び出す者がいないか警戒しながら注意に当たっている。そのピリピリとした雰囲気も、それ以上の濃厚な雰囲気でかき消されていた。

　お祭り騒ぎ。

　そんな言葉が相応しいような、そんな熱気の中、時間は過ぎていく。

　ざわめきが一段と大きくなった。それは今から何かが起こるという現れ。それを敏感に察知し、少年は視線を周りの人間と同じ方角に向ける。そして少年の目の中に飛び込んでくるのは、門を潜って通りを進む一団。それが何か分からないほど、少年は無知ではない。

　帝国の騎士──少年は知らないことだが、実際は近衛隊である──たちの登場だ。

　少年ぐらいの歳であれば憧れの職であり、友達たちを木の棒を持ってなりきったりもする。そんな者たちが少年の視界の中、徐々にその姿を大きくしていく。

　歓声が上がる。

　王国との戦争において圧勝した自国の兵士を祝って。

　少年は声無く視線に尊敬と憧憬を宿して、前を通り過ぎていく帝国の国旗を掲げた騎士たちを凝視する。

　全身を包む鋼の鎧は綺麗に磨かれ、太陽の日差しを反射している。そのためキラキラと輝くようだった。馬の蹄の音が規則正しく響く。

　周囲からは歓声が、若い女たちからは黄色い声があがる。

　少年は大きく目を見開き、瞬きすら惜しいという風に騎士達の姿を目に納めていく。

　自分も将来きっとああなってやるという夢を抱きながら。

　どれだけ騎士たちが行軍していったか。

　ある時、少年は違和感を覚えた。実際少年の周りの者たちも同じように違和感があったのだろう。困惑さがざわめきを起こしている。

　それは──静まりかえっていたからだ。

　少年たちのいる場所よりも、門に近い市民たちから声が上がっていないのだ。

　別に騎士たちの行軍が終わっているのではない。まだまだ続いている。それにも関わらず声が起こっていない。

　何があったのか。

　誰もが抱いた疑問ではあるが、それはやがて氷解する。

　一つの馬車の少年の──そして同じような疑問を持つ者たちの視界に入ることで。

　何故に静かになっていたのか？

　答えはそれはその存在を目にし、魂を奪われたからだ。

　すべての者たちの視線の先にあったのはスレイプニールという八本足の馬がひく馬車。

　そこに乗る影は二人。

　一人は黄金の冠を被った男。立派な胸当てを着、その整った顔には僅かな笑みがある。堂々たるその姿は、全身鎧を包んだ騎士を上回るほど。

　バハルス帝国現皇帝ジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクス。まさに帝国を発展させているという言葉が相応しいだけの人物。誰もが目を引きつけられるような雰囲気を持ち、すべてを委ねたくなるような空気を放つ。

　しかし、魂を奪った存在ではない。

　本来であれば皇帝にすべての視線が集まっていただろう。だが、この場ではそれは逆だった。

　皇帝に集まる視線はほとんど無い。

　すべてはその横──。

　やる気がなさそうなのか恥ずかしいのか、片手を軽く上げている人物が乗っていた。

　先ほどまでの騎士達が光を反射しキラキラと輝くならば、その人物は自分から輝いているようだった。

　宝石を無数に付けた長い帽子を被り、飾り気は無いが銀に輝く仮面で顔を隠す。身を包む純白のローブは黄金の紋様を宿していた。白い手袋をした手には巨大なダイアモンドを先端にはめ込んだ杖を握っている。

　それは──光の存在だ。




　もしアインズと同郷の人間がこれを見たなら、成金趣味やド派手というマイナス面のイメージを持つかもしれない。しかし今、アインズの姿を見ている者たちは皆そんなイメージは一切持っていなかった。

　ただ、そこから匂い立つような力に引き付けられていた。

　力というものは無数にある。

　外見の美醜などを含む魅力、権力、肉体能力、そしてアインズが示している財力──。

　生物は力という面に強く惹かれる傾向がある。いや、世界に生きる殆どの生き物がその傾向を若干は持っているのだが、その中でも人間という弱き種族はそれが強い。

　種としての脆弱さ──ドラゴンなどの種族と比較すれば一目瞭然だろう。外敵──モンスターなど──が跳梁跋扈する危険な世界。

　そんな環境下であるために、安全な場所を確保したいという本能や欲求を刺激されるためだ。そして弱者が最も簡単に得る手段は強者の影に隠れること。だからこそ強者に引き寄せられる。

　当然、そういった本能の薄い者だって多くいるし、スレイン法国のように国にしっかりと守られている民の場合はその手の欲求も薄い。

　さらには許容範囲というのだってある。強大すぎる力は恐怖の対象にだってなりうる。超位魔法を使ったアインズのように。

　しかし、今この場にいる者たちはその欲求を強く刺激されていた。

　あの馬車に乗る者は誰なのか。

　どこの大貴族様なのか。

　無数の疑問が浮かぶが、決して口には出せない。それほどまでに飲まれていた。




　そんな馬車の後ろを歩む者たち。おおよそ百名。それは磨き抜かれた漆黒の禍々しい鎧に身を包んだ戦士たち。その巨躯は人間の平均を遙かに超え、顔は同じような仮面で隠されている。腰に下げた剣は見事な鞘に収まっているというのに、その内包しているだろう力を感じさせるほどの魔法の武器。

　先ほどまでの騎士たちを遙かに超える力を感じさせる──いや、この戦士たちを見てしまってはどんな騎士もちっぽけに思わせた。

　そんな戦士たちの先頭の者が持つ旗に描かれたのは、今まで見たこともない紋章。

　財と武。

　二つの力をまざまざと見せつけながら、一行が通り過ぎていく。少年を含め、その場にいた者たちに強い印象を刻み込みながら。

　通り過ぎ、ほっと誰かが息を吐いた。

　その馬車が通り過ぎるまで、呼吸を忘れ、見つめることしか許されなかったように。

　ゆっくりとざわめきが起こり、互い互いに色々な名前が出る。先ほどの馬車に乗った人物が誰かに関しての話だ。

　少年は耳を大きくさせ、その話に注意を傾ける。いまだ騎士達のパレードが続くが、そちらはもはや半分以上意識から抜け落ちていた。

　無数の名前の中、やがて一つの名前が大きく上げられる。




　少年はその日、帝国の最も新しい大貴族アインズ・ウール・ゴウン辺境侯を知る。

　凱旋終了です。

　四月中は忙しくなりそうなので、次は五月ぐらいの更新を狙っています。タイトルは『日々』。１００ｋぐらいの話を予定しています。閑話として何点か１０ｋぐらいのアインズ以外の人の帝国での話を注入したいです。

　こんな感じです。




　雇われた館は恐ろしいところだった。

ソリュシャン「なんですか、この桟に溜まった埃は！」

人間メイドＡ「も、申し訳ありません！」

ナーベラル　「これだから、アインズ様のお世話は任せられないのです！」

　人間メイドＡに襲い掛かるイジメと嫌がらせ。※

　しかし枕を涙で濡らす日を続ける人間メイドＡのひたむきな努力は実り、心強い味方が！

ニューロニスト「脳みそを弄って、苦痛を感じないようにしてあげるわん」

人間メイドＡ　「…………なんか違うだろ、おい」

　頑張れ、人間メイドＡ！　アインズの世話を任されるまで！




　……結構、嘘じゃないから困る……。




※例一：歩き出そうとすると時間停止魔法を発動され、進路に割り込むように家具を移動させられる。その結果、小指をぶつける。

　例二：買い物に行く際、アウラのペットに乗せられ、大急ぎで駆け出され、安定感の無いジェットコースターなみの恐怖を味わう。

　例三：普通の人では手の出ないようなナザリックの高級品を食べさせられ、味を忘れられなくなる。







閑話







　秋にしては寒く感じられる夜風が吹き抜けていく。

　服の前をしっかりと合わせたくなるような風の中、その男は鋼のごとき不動の姿勢を維持したまま立っていた。

　そんな姿勢こそ、その男には非常に似合っている。

　彼こそ王国戦士長であり、周辺国家最強の戦士と言われる男。ガゼフ・ストロノーフだ。

　ガゼフが今いる場所は城塞都市エ・ランテルにある三つの城壁の内、最も外側にある壁の上の部分。周辺にはこの場所よりも高いものがないため、妨げの無い風はより勢いを増して駆け抜ける。

　髪を風で大きく揺らし、服がはためく。吐く息は瞬時に後ろに流れ去っていった。

　そんな場所でガゼフは沈黙の中、鋭い視線を投げかけている。

　夜闇を射抜かんばかりの眼光の先にあるのは、地上を歩いている人の群れ。

　いや人の群れと言ってもバラバラであり、固まってもせいぜい十人程度だ。

　歩く人々の足取りは覚束無く、格好はぼろぼろで非常に汚れているのが都市からの明かりで確認できる。

　それは敗残兵の群れと呼ぶべきもの。

　あまりにも無惨な姿だった。

　足を引く者、怯えたように身を縮めながら歩く者、ヨタヨタと歩く者。

　全ての者に共通して言えるのは、時折、幾度と無く後ろを振り返って何者かがいないかを確かめているということ。

　その恐怖に縛られた無様な姿を、ガゼフは決して笑うことは出来ない。同じ国の民ということを除いてもだ。

　あの地獄を被害を受ける側から見た者で、笑うものがいたらそれは頭がおかしい証拠だ。

　カッツェ平野での戦い、いや虐殺によって多くの王国の民が死亡した。

　理解不能な力によって多くの命は即座に奪われ、続いて現れた想像を絶するような力を持つモンスターによって蹂躙されつくした。

　なけなしの軍規は完全に崩壊し、生き残った兵士達は四散した。何も考えず、生にしがみつこうと逃げ出した。

　我先にと逃げた者を責めることは出来ない。

　ガゼフですらあの場では何の役にも立たなかった。そして前に立つべき者たちですら逃げたのだ。そんな場所で剣をろくに振るったことのない民の逃走を、どんな権利があっても叱咤できる筈が無い。

　そんな四散した兵達は皆が皆、このエ・ランテルを目指し歩く。

　兵士ばかりではない。傭兵たちもだ。

　何故か？

　食料の問題があるだろう。

　バラバラに逃げた場合想定される危険もまたあるだろう。

　しかしそれ以上の理由が一つだけある。

　それは『恐怖』だ。

　戦士として様々な死線を潜り抜けてきたガゼフですら、あのたった一人の魔法使いによって起こった地獄の光景。それが今でも目について離れない。目を閉じればまざまざと思い出せる。

　ではそんな光景を単なる一般人が見た場合どうなるのか。それは心を大きく傷つけるだろう。

　耳をそばだてれば聞こえてくる。

　悪夢を見る者たちの無数のうめき声、暗がりに怯える者の恐怖の叫び。そういった無数の声が都市内から。

　だからこそ城壁に守られた安全な場所だと思えるところに逃げ込む。しかしそれでも心は理解している。あんな化け物が再び具現すれば、この堅い城壁ですら容易く破られるだろうと。

「哀れなものだ」

　ガゼフの呟きは誰に当てたものか。

　それはガゼフ自身分からなかった。もしかするとガゼフも自覚はしていないが、己に当てたものかもしれない。

　そんなガゼフの耳にコツリコツリと足音が届く。

　この城壁に立っているのはガゼフと見張りの兵だけ。一直線にガゼフの元に向かってくる足音は見張りの兵の革靴の音ではない。鉄のプレートの入った重いものだ。

　足音はそのままガゼフの後ろまで辿り着く。

「ガゼフ様」

　しわがれた声が響いた。

　予測したとおりの人物の登場を受け、ガゼフは少しばかり意識を向ける。

「……王はどうなされた」

「はっ。ご就寝されました」

「そうか。ほぼ休み無くここまでお戻りになったんだ、お疲れだろう。……よくぞ王をお守りしてここまで連れ戻した。お前の働きは見事だ」

「ありがとうございます。ですが臣下として当然の務めです」

「そうだな……。だが、あの地獄の中から王をお連れして逃げられた働きは称賛されてしかるべきだ、クライム」

「お褒めいただきありがとうございます。それで、ガゼフ様はそこで部下の方々をお待ちなのでしょうか？」

「そうだな。それもあるな」

　ガゼフ直轄の部下達。それはたゆまぬ努力の結晶だ。

　特別な才能は欠片も持ってはいないが、それでも施した過酷な訓練に耐え抜き、ガゼフにとって最高の誇りともなった者達。

　王国とそこに生きる者を愛した男達。

　彼らが一人でも多く帰ってくれることは、ガゼフにとって心の底からの願いだ。

「……私もそう願っております。あの方達は決して何かに隔てて会話をするような人たちでは無かった。陽気で、優しく……そして強く……これからの王国に無くてはならない人たちです」

「感謝する……クライム」

「いえ……事実ですから」

「それと……な。友人が戻ってこないかと思ってな」

「ご友人ですか？」

「ああ、そうだ」

　ガゼフの脳裏に一人の男の顔が描かれる。蛇のような男であり、ガゼフが嫌っていた男が。

「……まだ色々と話したいことがあるんだ……」

　掠れた声が風に乗って消える。

　そう。まだ話したいことは山のようにある。

　ガゼフの勝手な勘違いで嫌っていたために、宮廷で会ってもあまり会話をすることがなかった。だが、彼の真意が聞けた今、ガゼフの中では共に酒でも飲みながら夜を通して話したい男となっていた。

　無事に帰ってきてくれれば彼の力は今後の王国にとって役に立つことは間違いがないだろう。

　これからの王国のために必要な者達。

　しかし、ガゼフの頭の冷静な部分は嘲笑を送っていた。

　帰ってくるはずがない。

　ここで眺めているのはお前の感傷にしか過ぎない。

　もうあの地獄で、化け物に魂すらも食われて死んだ。

　そんな無数の声が聞こえてくる。

　実際、ガゼフだって悟っている。

　カッツェ平野から部下達も、そしてレェブン侯も帰ってこないと。

　それでも希望を捨てることは決して出来なかった。

　ひょっこりと、危うく死ぬところだったと笑顔を見せながら帰還してくれるのではないかと。




　ガゼフは先ほどから一度もクライムに向き直らず、ただ都市の外を眺めている。その視線の先にあるのは、カッツェ平野だろう。

　クライムはガゼフの背中を見つめる。

　小さかった。

　普段であればその自信に満ちた背は大きく、不動の巨石を思わせた。それが今ではそのまま闇に消えてしまいそうな不安がある。

「人の技とは……思えなかったな」

　風に吹かれ直ぐに消えてしまうような呟きだが、クライムの耳にしっかりと入り込む。そのガゼフの言葉にあったのは、信じがたいことに『諦め』だった。

　いや──クライムは頭を振る。

　あれほどのものを見せつけられれば、ごく当たり前の感情だ。

　例え王国最強の戦士であり、周辺国家最強と言われていても、天変地異のごとき人の勝ち得ぬものを前にすれば、当然そういった気持ちになるだろう。

　クライムは一人の名前を頭に浮かべる。

　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯。今まで名を聞かれなかった大魔法使い。

　クライムが知っているのはそれぐらいだ。

　ただ、その人物の使う魔法はいまだ瞳に焼き付いている。

　強大なる御技。

　十万以上の兵を殺戮する魔法。

　人外の領域ですら踏破し、その先まで突き抜けたような力。

　そしてそれは単騎で国と戦える存在。

　ぶるりとクライムの体が震える。風によって感じる寒さとは別種のもの。その発生源は心。そして生み出している原因は恐怖。

　あの光景を思い出すと、ひび割れた心が叫び声を上げる。あの絶対的な絶望が今なお身近にあるようで。

　自分が生きてきた全てが壊れ、作り替えられていくようなそんなものさえ感じる。

「……もしあのとき、礼儀を尽くして連れてくれば、王国の味方としてその力を振るってくれたのだろうか？」

　再び、ガゼフがぽつりと呟く。

　先ほどの言葉に『諦め』があったのならば、今度の言葉には『悔恨』があった。

　一期一会。

　そのチャンスを手から零した結果がこれではないかという無念。自分が別の手段を採っていれば、この悲惨な光景は目の前に姿を見せなかったのではないか。そういう思いがひしひしとクライムに伝わってきた。

　クライムには言葉が無かった。

　ガゼフにそんなことは無いです、と言うことは容易い。

　クライムはガゼフが何か失態を犯したとは思っていない。アインズという魔法使いがこれほどの力を持つなんて、誰に予測できるというのか。

　しかし、これはガゼフの心の問題であり、アインズという魔法使いと会ったことのあるガゼフのみを苦しめる罪悪感だ。それは誰にも共有することはできない。

　それでも貴族達はガゼフを責めるだろう。いま、ガゼフを苦しめている罪悪感──アインズ・ウール・ゴウンと最初に会った際に味方に出来なかったことを。

　意を決し、クライムは小さい背中に声をかける。

「ガゼフ様の所為ではありません」

　流れる風がゴウゴウと音を立てる中、それでもクライムの声は聞こえたはずだがガゼフは決して返事をしようとはしない。

　それでもクライムは続ける。

「ただそれでも、もし失態を犯したと思われるのであれば、次善の策を取られるべきです。溢した水が盆に返らないならば別の水を盆に戻すように。私のような知恵の無い者でも今後、アインズ・ウール・ゴウンの強大な力を前面に打ち出し、帝国の力は増大すると思っております。ですがそれを踏まえて、王国は進んでいかなければならないと考えております。ガゼフ様はその進むべき道を切り開かれる剣となるべきです」

　つまらない慰めだ。

　しかし、それでも王国は滅びておらず、生き残っている者達がいる。ならばその力を合わせていけば──どのような未来が待つかは不明でも、少しは明るい道が選べるはずだ。

　クライムは子供じみた信頼をガゼフの背にかける。

　数回の呼吸程度の時間が経過し、風に乗ってガゼフから軽く吹き出すような息が聞こえた。

「そうだな」

　無数の思いが籠もった同意の声。そしてガゼフの声に張りが戻る。

「……それが生き残った者の務めだな」

「おっしゃるとおりです」

「なら幾つか手を打つとしよう」

　振り返ったガゼフの瞳には力があった。クライムが憧れる王国戦士長としての瞳が再びそこに姿を見せていた。

「冒険者などの魔法使いに協力を要請して、対アインズ・ウール・ゴウン……そこまで行かなくても対策を立てなくてはならない。いま必要なのは辺境侯がどの程度のことが出来るかを調べることだ。そして兵力の増大だな」

「兵力の増大ですか？」

　多くの兵を失った王国で、さらに兵力を駆り立てるのはあまりにも危険な行為だ。そのクライムの疑問にガゼフは即座に答える。

「一般的な兵力では意味をなさないし、国力の低下を招くだけだ。必要なのは数ではなく質。取り敢えずはブレイン・アングラウスという男を探すことを王に進言しようと思う」

「ブレイン……アングラウスですか？」

　聞いた覚えの無い男の名だ。

「そうだ。かつては私と同等の腕を持っていた戦士だ。どこの貴族にも雇われずに去っていったが、今でも王国にいるのであれば彼の剣は役に立つだろう」

「そのような人物が！」

　クライムは驚きから声を上げる。確かにそんな人物が味方になってくれれば心強い。

「それに蒼の薔薇と真紅の雫の両冒険者パーティーにも協力を要請しよう」

「王国最強の冒険者たちに！」

「辺境侯という存在に勝つには、王国の力をまとめ上げるしかない。それだけでなく周辺諸国にも協力を仰ぐべきだろう」ガゼフは頭を振る。「いや、これ以上は進言の幅を超えるな」

　ガゼフは大きく空を見上げる。

　クライムもつられて空を見上げた。厚い雲に覆われた空に、輝きは一切無い。それはまるで王国の将来を暗示するかのように。

「星は地表に降りているだけさ」

　クライムの不思議そうな顔にガゼフは笑う。

「星は俺達だ。俺達が輝いて王国を照らし出せば良い。戦おう。辺境侯の力は偉大であり、勝算はまるで見えない。それでもかの力が再び王国に向けられるのであれば、次こそ勝たなくてはならない。そのための準備をしていくぞ」

「はっ！」

　クライムは強く返答する。

　クライムはこの国を愛しているわけではない。

　しかし、一人の女性に拾われたクライムは、彼女のためであればその命を捨てることに迷いはない。

　彼女が愛しているだろう国のためであれば、クライムは全てを捨てる覚悟があった。




　　　　■




　王都に戻って最初にクライムが向かったのは当然、自らの主人であり、命を捨てても構わない女性であるラナーの元だ。

　そしてクライムの一通りの報告を受けたラナーが悲しげな声を上げる。

「なんと言うことでしょう」

　ラナーが繊手を上げ、目を押さえる。

　クライムはその可憐な姿に、そして悲しむ姿に王国の希望を見た。

　自分を救ってくれた女性はいまなおその優しい心を抱いたまま、成長しているということを感じ取って。

　クライムは心の底からの歓喜を必死に押し殺す。例え違うといえども、王女の悲しみの涙を前に、喜びを表すわけにはいかない。

　流れた涙を拭い、ラナーがクライムに話かける。

「本当に大変だったでしょ、クライム。無事で本当に良かった」

「ありがとうございます。多くの方々のお陰で無事に生還できました」

　ラナーが立ち上がると、クライムの元まで歩く。そして優しく抱きしめた。

「ぁつ、ひ、、ひぃ、ひめ」

　喘ぐような呼吸を繰り返すクライム。漂う芳しい香りがラナーの体臭だと知って、混乱はより大きくなる。

　もし鎧を着ていなければ、ラナーの体の柔らかさまで感じ取れただろう。鎧に潰されて形を変えている彼女の双胸を、そしてドレスの下の体温を。背中に手を回してよりそれを強く感じたい。

　そんなことを考え、自らに嫌悪感を持つ。

　自分を救ってくれた宝石のような女性に対して、なんと下衆な欲望を抱いているのだろう。

　助けられた自分と、男としての自分。二つの感情がぶつかり合う。

　そんな時間がどれだけ経過したか、やがてラナーがクライムを解放し一歩下がる。

「本当に無事で良かった」

　ラナーの瞳には涙が浮かび上がっている。一瞬でクライムの中にあった欲望の炎は鎮火する。

「ありがとうございます！」

　クライムは深く感謝の念を込めた礼を向けた。

　こんな優しい人に、自分という男はなんという失礼なことを考えているのだ。

　そんな罪悪感がクライムを襲う。

　この優しき人のために、自分の全てを投げ打ってでも忠義を見せる。クライムはそんな思いをより強めていると、ラナーが涙に濡れた顔で微笑んだ。

　──美しい。

　その表情はクライムの心臓が大きく跳ね上がるほど美しかった。

　ラナーが瞳を手で押さえる。

　零れる涙を抑えているのだろう。

　クライムは優しい王女の悲しみを強く感じ、己の心を締め付けられるようだった。

「帰ってきて早々私のところに来てくれてありがとう、クライム。今日はゆっくり休んでください」

「はっ、ありがとうございます」




　クライムが退室し、ラナーは押さえていた手を離す。

　そこに涙の跡はなかった。いや、涙が流れていた気配すらない。

　ラナーは冷然とした顔でイスに腰掛ける。既にラナーの心に死んでいった王国の民のことなど残っていない。

　クライムの憧れる王国の優しい姫は、クライムの退出と共にいなくなったのだから。

　クライムが望むからラナーは優しい王女を演じているだけ、クライムがいなければラナーはそんな面倒な演技をする気はこれっぽちも無い。

　ラナーの頭にあるのは、民が減ったなら増やせばよいということ。そのための手段──後家を優遇して結婚させるなどの政策が無数に頭に浮かぶ。

　その政策には愛した者と死に別れた人の嘆きなど何処にもない。人の心が上手く理解できない彼女にとって、感情というのは完璧な計算を狂わせる邪魔な要素でしかない。

　この世界に大切なのはクライムだけであり、それ以外の全ては数字だ。王国の人間という数が減ったなら増やせばよいだけ。

　ただ、それだけである。

　ラナーはカップを持ち上げ、冷たくなりつつあった紅茶を優雅にあおる。

「詰めの段階に入ってきたわね。……どうやって逃げましょう？ 父には死んでもらわないと大変か」

　戦略や戦術という才能は無いが、内政的に王国が詰みだしているのはラナーからすれば確実。だからこそ安全に逃げる手段を検討する。

　肉親すらも数でしかない彼女に、犠牲にするという行為に迷いはない。クライムさえいればどうでも良いのだから。

　カップを下ろしたラナーの唇が、くすりと笑みの形に歪む。王国でも最も美しいと言われる女性の、最も美しい笑顔だ。

　そして扉に優しい視線を送る。

「……手を背中に回してくれても良かったのに」

書籍化も順調ですので、五月末には『日々』の更新を狙っていきます。







日々−１

のんびりした話が数回続きます。









　ジルクニフに紹介された館は正面に大きな本館、その左右にはそれぞれ別館を配し、小さいながらも綺麗な庭園まで備えていた。裏手に回れば木々が茂り、清涼な空気が静けさの中、流れる。

　本当にここが帝都の一級地に建てられた屋敷なのかと思わせるだけの土地面積だ。

　周辺に並ぶ邸宅も大きいものが多いが、それらと比較しても広く、恐らくは一位、二位を争うレベルであろう。

　かつて帝国の大貴族と言われていた人物の保有していた邸宅というのも納得出来る、見事さだった。

　アインズはジルクニフに連れられ、本館の中を案内される。床は埃が一切無いほど磨かれ、窓にはめ込まれた少しばかり濁ったガラスも綺麗に掃除されていた。

　無数にある部屋には立派な家具が置かれ、すぐに生活が出来るように準備が整えられていた。とはいえ、部屋数を考えれば、幾つかの部屋ががらんどうであったのは仕方が無いことだろう。

　置かれた家具はどれも黒や茶色の落ち着いた色のものが多い。煌びやかなもので飾り立てるよりも、 静謐さを前に押し出しているようだった。

　暗い色ばかりに感じられるため、カーテンや絨毯などは派手な色にしようと考える者もいるかもしれないが、アインズはそんなことが浮かばないほど充分に満足していた。

　家具に宿った静けさが、アインズの心をくすぐる。

　アインズは正直派手なものは好みではない。侘び寂びとまではいかないが、日本人的静けさをどちらかと言えば愛する男だ。

　ゲームの世界であれば、そして短い時間の付き合いならば派手なものもまぁ良いだろう。しかし長く使うことを考えると、周囲が金や銀などがふんだんに使用され、輝くものばかりではあまりに落ち着かない。

　アインズは光り物を好むカラスでは無い。

　特に服に宝石を縫いこむというのは、どういう美的意識から来ているかが理解できない。というより何で自分はあんな外装を手に入れようなどと思ったのか。

　ユグドラシル時代の自分の考えは思い出せないが、リオのカーニバルに参加する気の無いアインズは、そんな無数に浮かび上がった愚痴を追い払う。

そして隣に立つ友人に、心からの言葉を告げた。

「素晴らしい館だ」

　そのアインズの第一声を聞き、そしてその裏にはっきりと感じ取れる感情を悟り、横で案内したジルクニフも安堵の笑みを浮かべる。

「お世辞にしても嬉しいよ、アインズ」

「いやいや、お世辞を言っているつもりは無いとも、ジルクニフ」

「そうかね？ アインズの住んでいるナザリックを考えてしまうとあまりの貧困さに悲しくなってくるのだが、これが限界と言うことで理解してくれないだろうか？」

「……ジルクニフ。比較すべき対象が間違っているとも。ナザリック大地下墳墓と比べては全てが劣ってしまうじゃないか。あれを例外とすれば、ここは素晴らしい館だ」

「ああ、そうだな。君の住むあの場所と比べる方が愚かだったな」

　友と作り上げたナザリック大地下墳墓が、その辺りの家屋に劣るはずが無い。そんな思いを宿すアインズの言葉ではあるが、神域ともいうべき第九階層などを目の辺りにすればどんな人間でもアインズの言葉は事実だと納得するだろう。

　歴然とした差があるからこそ、アインズは素で答える。

社会人が持つべきお世辞やおべっかなどの言葉は当然どこかに忘れていた。

　そしてそんな答えを投げかけられた、ジルクニフに怒りは当然生まれてこない。

　皇帝として、皇太子として、特別な生き方をするために生まれてきた男として、ジルクニフは最高のもので囲まれてきた。

最高の家具、最高の芸術、最高の衣服、そして最高の異性。

そうやって審美眼が鍛えられてきたからこそ、ナザリックの素晴らしさが下手すればアインズよりも理解できる。

　だからこそアインズの答えは極当たり前にしか思えなかったのだ。

　両者がナザリックの素晴らしさという点で同じ結論に達した頃、アインズはボソリと呟く。

「ただ少しばかり広すぎるな」

「広すぎるかね？」

　アインズはジルクニフの質問に大きく頷く。

　アインズの頭に浮かんだ帝都に連れて来る予定の者と比較すると、部屋数の方があまりに多い。空室が大量に出る程だ。

　かといって空室を満たすため予定の幅を広げて、連れて来る数を増やした場合、それもまた問題が生じる。

　何故ならアインズは帝国の、そして帝都の治安などの状況を詳しく知らない。そんな危険があってしかるべき場所に、己の身を守ることの出来なさそうなレベルの低い者を同行させるのは主人として愚かな行為だ。

　では空室をそのままにすれば良いかと考えると、すこしばかり勿体無い気もする。

　そこまで考えたアインズはジルクニフに問いかけた。

「……一つ聞きたいのだが、どれぐらいまでのものならつれてきても良い？」

「……それは……そういうことか」

　ジルクニフの顔に理解が浮かんだ。

　アインズの言う「どれぐらい」というのが、どれぐらい人から離れたもので良いかという意味だと。

「パレードにはデス・ナイトを連れて出たから、あの程度は問題ないかな？」

　それを聞いたジルクニフが苦笑いを浮かべる。

「出来ればやめて欲しいと言うのが本音だな。一応この辺りは貴族達の住居が立ち並ぶ区画でね。アインズが変なことはしないと言うのは承知しているんだが、それでも他の貴族達が警戒して重武装の者達が行き交うようなことになっては欲しくない」

「……デス・ナイトぐらいならば門番代わりにちょうど良いかと思うが？」

「確かにあれが門の前に立つだけで充分な警備になるだろうな」

　あの圧倒的迫力ならば、とジルクニフは小声で呟く。

「その通りだ。しかもアンデッドである奴らであれば、どれだけ働かせてもまるで問題は無い。素晴らしいと思わないかね？」

「……疲労しない、休まない兵は確かに魅力的だが……私は人間の方が良いよ。何が起こるかわからない心配をこれ以上抱え込みたくは無い。それにアンデッドはあまり良い顔をされないからね」

　アンデッドは基本的には生者に敵対する邪悪な存在であり、神官たちが最も毛嫌いする相手だ。そういうものが帝都内で堂々と立っているというのは色々な意味で不味い。

　アインズもその辺りは頷けるが、パレードで歩かせたように顔を隠せば誤魔化せるのではないかという思いが、素直に納得させてくれない。

　しかし、帝都の主人が嫌がるならば、お客さんとして納得せざるを得ないという理解はある。

「そうかね？ それは……まぁ仕方が無いな。非常に残念だが、出来る限り人間からかけ離れた者を連れてくるのはよそう。そうなると警備兵だが……」

　アインズは代案を考える。

　警備兵を置かないというのも手の一つだが、それでは舐められる可能性だってある。結局のところ、警備兵を置くと言うのは抑止の手段であり、その家の権力を知らしめる目的だ。ならばある程度の者を配置したいところだが……ＮＰＣたちを置くのはどうも気が引ける。ナザリックとはここでは重要性がまるで違うのだから。

　しかしＮＰＣを除くと、人の外見を持つ部下が少ない。デミウルゴスの配下にいる魔将といわれる悪魔たちの中に人間に近い外見の者がいたなぁとか思い出すが、どうも門番に相応しい格好ではなかった。シャルティアのヴァンパイアも却下だろう。

　そこではたと思い出す。亜人ならどうだろうと。

「リザードマンとかは？」

「……出来ればやめて欲しいものだ。リザードマンなどは滅多に見たことが無いな。王国の北方、評議国付近であれば都市でも見るそうだが……」

「そうか……」

　行けると思ったアイデアが即座に却下され、僅かにアインズはしょんぼりした。

「……ふむ……こうやって考えると、やはり人間に近い者が少ないな」

「少ないのか……君の居城には」

　ジルクニフの疲れたような呟きを無視し思案したアインズは、これ以上脳を回転させるのは煙が上がるという結論に達する。アインズのある程度の支配者生活でよく理解したことは、面倒ごとは上手く押し付けるべしということ。

　アインズの脳内にちょうど良く浮かんだのは一人の男だった。

「……ならばまずは警備の兵はレイ将軍にお願いして、その関係から力を借りるとしよう」

「それは非常に素晴らしい考えだよ、アインズ。先ほどの君のアイデアも素晴らしかったが、流石に帝都にモンスターを配置されるとね。勿論、私に頼んでくれても構わないが？」

「いや、館まで準備をしてくれた君にこれ以上の迷惑はかけたくはないな」

「……私のことを考えてくれて、嬉しいよ。まぁ、気が変わったらいつでも言ってくれ。君の頼みなら最優先で叶えさせてもらうよ」

「それはありがたい、ジルクニフ。さて、外の問題は片がついたとして、次は中のことだな。館の管理などに人間以外の者を使用しても問題は無いかな？ 外に出さなければ良いわけだし」

　館の管理には清掃など無数に行うべき事柄がある。

　アインズ自身は別に汚くても気にしないが、客を招いた場合のことも考えてしかるべきだ。

　アインズはぼろが出るという意味で他の貴族とは会いたくは無いが、それでも会談を持たざるをえない場合が生じてもおかしくは無いと覚悟はしている。

その際に汚い部屋を見られては、アインズ・ウール・ゴウンの恥だ。

　では館の管理に手が行き届くかと思考すると、不安が強く残る。

　まずナザリックのメイドたちを連れてくるという考えだが、先ほどの理由──帝国の詳しい状況などを知らない状態で一般メイドを連れてくるのは不安が大きい。

　それに元々ナザリック大地下墳墓内のメイドの数は非常に少ない。

四一人の一般メイド、六人の戦闘メイド、それにメイド長。ここに連れて来ることでナザリックに手が回らなくなったら、そちらの方が馬鹿だ。

　ちなみにここより広いナザリックの第九、一〇階層の清掃は一般メイドたちとそれに従うゴーレムなどが行っている。その他としてスライム系のモンスターが使われる場合も多い。

　そういったゴーレムやスライムなどの者たちを連れてくるべきだろうか。

それとも折角だから人間だけで管理できるように努力すべきか。

　アインズは考え込み──そんな迷いを感じ取ったのだろう。ジルクニフが口を開いた。

「ならば私が声をかけて、メイドを集めるとしよう」

「君が？」

「単なるメイドならば簡単に集められるが、辺境侯の館ともなればしっかりとした者を集める必要があるだろ。普通であれば友好関係のある貴族のコネを使うものなのだが……残念ながらアインズにはその辺りが無いだろ？ フールーダもその辺のコネは無いはずだ。だから代わりに私が貴族達に口をきいてみよう」

「そうか……ではよろしく頼むよ」

　ナザリックであればまるで関係の無い人間達が入り込むということに嫌悪を示しただろうが、そこまでの思い入れの無い場所であればと、アインズは軽く答えた。

「そうなると、君が紹介してくれるメイドたちの住む場所はどこにした方が良いと思う？ それなりのメイドなんだろ？」

「そうだな。普通であれば一階などの部屋を宛がうのが普通だが、この館は居住性を最大限考えられた造りだからな。別館の方が生活する場としては格が落ちるから、あちらに用意してくれれば良いさ。それと貴族に声をかけてみるだけだからなんとも言えないが……」

　ジルクニフはニヤリと笑う。いままでアインズが見たことも無いような笑い方だ。

「綺麗どころが集まると思うよ」

「ほう。ナザリックのメイドたちのようにかね？」

「……すまない。それは比較する対象が悪い。訂正して、そこそこ綺麗どころが集まってくるよ、だな」

「綺麗どころか……。確かに見た目もある程度は必要だな」

　未婚の美女が一人いると、男の働きが目に見えて変わるのは会社ではよくあることだ。そんなことをぼんやりと思っていたアインズは続く言葉の意味が一瞬だけ理解できなかった。

「……女性には興味は無いのかね？」

「？ なんで女性への興味の話になる？」

「いや……興味がなさそうだから……？」

「メイドの話だからとはいえ……」

　歯切れの悪いジルクニフにアインズは頭を傾げる。

　ジルクニフという男からすると、あまりにも変な態度だ。

　そう考え、唐突に頭に電球が灯る。かつての仲間の一人である、ペロロンチーノのエロゲー講座によくあったシーンが脳内を駆け巡ったために。

「……あぁ、そういうことか。そうだな、女に関する興味はさほど無いな」

　この体が口惜しい。

　アインズは冗談半分そんなことを思う。実際、性欲があれば冗談ではなかっただろうが、その辺が殆ど抜け落ちている現状では、異性を性欲の対象としてみることは殆ど無い。

　常時賢者状態百レベルである。

「そうか。……ふむ、なるほど。ちなみに男性には？」

「……勘弁してくれ」

「そうだろうな。いやすまないな、ちょっとした好奇心だとも。では……とりあえず、仕事を見事にこなせる者を優先させよう」

「そうだな。そちらの方が良いな。綺麗どころはナザリックから連れてくれば事足りるだろう」

　なんとなくだが、ジルクニフの言葉には別の意図もあったような気もしたが、アインズではそこまでを見抜くことは出来ない。微かな困惑を抱くアインズに、それを忘れさせるようにジルクニフは話しかける。

「では次は別館を案内しよう。その次は庭園かな」




　　　　◆




　様々な荷物がナザリックより運ばれ、館内に置かれていく。

　基本的な調度品はそのままジルクニフが準備してくれたものを使う予定だが、館の生活環境を良くする為、そして一部の部屋の調度品はより良いものへと交換するための作業だ。

　そのほかに館に魔法的防御を施したり、外部からの侵入者対策を準備したりと、ナザリックより連れてこられた数多くのシモベたちが忙しく働いている。

　そんな騒ぎの中、アインズは館の中を歩く。隣にはセバスが控え、現在の進行している引越し作業の簡単な説明を行う。

　とはいえ大抵の説明に対し、アインズは鷹揚に頷くだけだ。別に部屋の使用目的や誰が使うかなど対して興味もないし、なにか問題が生じるとも思っていない。ただセバスが説明してくるから聞いているだけだ。

　やがて初めてアインズの興味を引く話題が出てくる。

「以上で、部屋の割り当ては終わりです。あとは右の別館の方になりますが、あちらはナザリック以外の者たちにあてがう予定です」

　アインズは顔だけ動かし、セバスを見つめる。

　その反応にセバスの顔もより引き締まる。

「そうか。生活環境はしっかりと整えてやれ。辺境侯は下々の者にも優しいと言うところを見せる必要があるし、辺境侯という地位に相応しいだけの財力を見せる必要がある」

「おっしゃられるとおりです。上に立つものはそれなりの物を見せ付けなければなりません」

　だからといってあの格好はどうなんだろう。

　アインズはそう思うが口には出さない。ただ、一応念は押しておく。

　ナザリックには膨大な金銭が眠っているが、それを無駄に使う気はない。あれは仲間達と集めたものであり、使うならナザリック大地下墳墓の強化などをメインとすべきだ。

「無駄に金をかける必要は無いぞ？ まだ税収とかそういったものがまるで無い、土地無き貴族なんだからな」

　いまアインズが持っている金は大半がジルクニフから取り敢えずということで与えられた支度金だ。勿論、欲しいならもっと出すから言ってくれとは言われているが、だからといってそれに甘えるほどアインズははしたなくは無い。

「承知しております。アインズ様よりお預かりしております費用の範囲内で、品物を揃えさせていただきたいと考えております。ただ、人数によっては調度品の数が足りなくなる可能性がありますが、その場合は帝都内で購入いたしましょうか？」

「……アウラが開拓した避難所に、木が余っていたはずだ。それを使って生産しろ。作るための外装は図書室にあったはずだ」

「では鍛冶長に任せて作り出させます」

「そうだな。それとそれ以外の素材は宝物殿に投げ込んである。パンドラズ・アクターに協力を仰ぎ、そこから持ち出してかまわん」

「畏まりました」

「それでメイドたちは何人ほど連れてくるんだ？」

「はい。一先ずはナーベラル、ルプスレギナ、ソリュシャンを同行させました。遅れてですが、ユリ、シズ、エントマを連れてくる予定です」

「お前直下のメイドたち全員ということだな。ナザリックの方に問題は生じないか？」

「問題はございません、アインズ様。現在のナザリック第九階層、及び第一〇階層はペストーニャの管理下、なんら問題は生じておりません。私が王国に向かった際に、仕事を一部委譲しておりましたが、その経験が生きているものかと」

「なるほど……問題がないというならば構わない。ただ、それで連れてきたメイドの数を考えれば少々この館は広い。だからといって無理をさせないように働かせろ。ジルクニフがメイドを連れてきてくれるまで、その少ない人数で上手く活用して欲しい」

「はい、そのことで一つご提案が」

「なんだ？」

「私が王都で拾ってきた娘達のことですが、あの者たちはこれまでナザリックのメイドとして働かせておりました。今回こちらで働かせようかと考えております」

　一瞬だけアインズの頭に『一人寝が寂しいからか』という言葉が浮かんだが、それは言っては不味いだろうと飲み込んだ。

「……上手く行くのか？ ジルクニフが連れて来るメイドたちは恐らくは優秀な者たちばかり。そんなメイドたちと比べて劣っていた場合が問題だ。ナザリックはその程度のメイドが働ける場所だと見なされないか？」

「問題ないかと思います。彼女達にはしっかりと教え込みました。その辺りはペストーニャの保証つきです」

「ほう……」

「それに人間のメイドを連れていたほうが何かと良いと思いました」

　アインズは黙って考え込む。セバスの言うことも道理だと。

　人間以外のものばかりで構成された場合、人間の行動が理解できずに変なミスを犯す可能性だってある。

「確かにメイドの数が少ないと思われるのも業腹だな。よかろう、つれて来い」

「ありがとうございます」

「それで警備に関してだが──」

　アインズにとっての心配はそこだ。

　レイ将軍から兵を借りる予定にはなっているが、アインズはそれをあまり信頼していない。弱すぎるだろうと予測できるからだ。そのため見せ物として役立て、内密にナザリックからの警護部隊も配置させるつもりである。

　帝国の確固たる地位についたアインズに直接的な敵対行動をしてくる存在は無いと思いたいが、実際に無いとは言い切れない。そして帝国、王国の表の見える範囲内にはプレイヤーがいないことは確定だろうが、見えない所にはいる可能性だって皆無ではない。

　そして何より法国の問題がある。フールーダから得た情報をアインズなりに分析した結果、想像される最悪の答え。

「──あそこにはプレイヤーの匂いがある……」

「プレイヤーですか？」

「……いや、何でもない。聞かなかったことにしろ。それより警護のことが聞きたい。どうなっている？」

「はい。庭園にはアースワームを放ち、地中よりの監視を行わせる予定です」

　アースワームはその名の通り、大地の長虫──ミミズを巨大にさせたような外見の、毒々しい色をしたモンスターだ。それだけで判断すればさして恐ろしくはないように思えるが、実際は大地から現れて人を丸飲みにする肉食ミミズであり、酸の体液を射出し、ドルイドの魔法を幾つか使用する、というやっかいなモンスターでそのレベルは六〇を超える。単純なレベルで比較するなら、戦闘メイドよりも強いモンスターだ。

「それに屋根などにガーゴイル、家屋内にナイト・ゴーレムとシャドウデーモンを配置する予定です」

「そんなところか。それでアースワームだが、レイの貸してくれる騎士を襲ったりはしないだろうな？」

　今のところナザリック内で命令無く、同じ陣営の者を攻撃したと言う報告は上がっていない。リザードマンやヒドラが安全に暮らしているように。しかし本当に大丈夫かと問われれば疑問が残る。特に知性がなさそうなモンスターが相手だと。

「問題はないかと。念を入れて蠱毒の大穴に入れて寄生させましたので、完全に支配下に入っていると思われます」

「……そうか。あそこに入れたのか……なら大丈夫か」

「そしてアインズ様のお部屋に代表される幾つかの部屋には防護の準備を整えております。さらに脱出路の準備を複数用意いたします」

「脱出路の準備は非常に重要だ。転移以外の手段は当然あるのだろうな？」

「もちろんでございます。現在穴を掘っている最中です」

「よろしい。それだけ聞ければ十分だ。取り敢えずはそのままセバスの指揮下で、お前が必要だと思われる工事を行え」

「承知いたしました」

「では私は準備が整うまで、ナザリックの自室で待機するとしよう。なにかあった場合は即座に報告せよ」

「承りました」

　頭を下げたセバスを横目に、アインズは転移魔法を発動させナザリックへと帰還する。フールーダと相談した上で、スレイン法国への対応を考える必要があると思いながら。





日々−２







　ジルクニフに館を案内されてから三日が経過した。

　その間に本館内の家具の設置、シモベの秘密裏の配置、本館内の魔法的防御網の形成、ナザリックからメイドの受け入れ、レイから借り受けた騎士達による館の警備など無数の事柄が完了していった。

　つまりは三日間で問題なく辺境侯の館として活動できる準備が整ったと言うことだ。




　アインズは自室でゆっくりとイスにもたれかかる。軋む音が一切しない総革張りのイスに。

　伸ばした足は足置き台に乗せ、心からリラックスした姿勢を取った。

　このアインズのお気に入りのイスはジルクニフから提供されたものではなく、ナザリックから運んで来たものである。それもアインズが選抜した上で。

　皮は黒色で派手なところは一切無い、現在のイスになるまで色々とあった。

　最初にセバスが選んだイスはハイ・ベヒモスの金皮製イスだったのだが、あまりにも室内の雰囲気に合わないということで交換させたのだ。

　アインズは室内を見渡し、その静かな装飾に満足げな笑みを浮かべる。

「やはり落ち着く」

　ナザリック内のアインズの自室もいうほど派手ではないが、それでも絨毯が目に痛いような気がする。そういったものが一切無いこの部屋はアインズとしても寛ぎの場であった。

「セバスがあまり良い顔をしないが、こればかりは了解してもらうしかない」

　セバスだけではない。この部屋を見た守護者全員が不満げな表情を露わにし、ナザリックの支配者たるアインズはもっと良い部屋にすべきだと言ってきた。この場合のもっと良いとはアインズ的な美的感覚からすれば派手な部屋だ。

　それをアインズは己の一存で通した結果が、現在のこの部屋だ。

　アインズが決定したことに守護者が異を唱えるはずが無い。即座に了解の意を示し頭を垂れたが、そこに完全に納得した気配は無かった。

「しかし、この世界の美的感覚はちょっと変じゃないか？」

　飾り立てれば良いというわけではないだろうとアインズは考えるが、本当に変なのは実はアインズだという可能性だってある。

　同じ日本人の意見が聞きたいものだ。そんなことをぼんやりと考えていると、部屋がノックされる。

　アインズは声をあげ、入室の許可を与える。

　部屋に入ってきたのはセバスだった。

「アノック殿がお見えです」

「アノック？ 誰だったか？」

　アインズは思い出そうとするが名前に思い当たるものがない。というよりこの世界では文字が読めないやら、名前が長いやらで半分以上記憶することを諦めている。

　恐らくはアインズが覚えている名前は出会った数の半分も行かないぐらいだろう。

「帝国四騎士のお一人、『激風』ニンブル・アーク・ディル・アノック殿です」

「ああ、そんな奴もいたな」

　アインズは戦場であった姿を思い出そうとし、ぼんやりとした形ぐらいは記憶から呼び覚ます。

「それで何をしに来たんだ？ また贈り物か？」

　先日からこの館にやたらと贈り物が届く。幾多もの貴族達からの戦勝祝いという名目の贈呈品だ。小さいものではネックレスなどから、大きいものでは人間大の彫像まで。本当に様々だ。

　平民であれば驚くようなものばかりなのだろうが、美術品の価値が全く把握できない男であるアインズは、それらの全ての管理をセバスに一任してしまっている。そのために贈られてきているのは知ってはいるが、どんな物が贈られているかはさっぱり知らない。

　価値のあるものがあるのであれば、自分の部屋に置かれるだろうと思ってる程度だ。

　そして部屋を飾るものが増えてないということは大したものは無いのだろうと、漠然と考えているアインズに対し、セバスは頭を振った。

「いえ、おそらくはメイドの紹介と帝都の案内でしょう」

「そうか！」

　アインズは喜色を込めて返答する。

　帝都の散策はアインズが待ち望んでいた行いだ。

　この世界に来てから二ヶ月以上の時間が経過しているが、その間に都市を散策したことは一度も無かった。未知の世界、未知の文化。そういった事柄に好奇心を刺激されながらも、安全のためやタイミングが悪く一度も叶わなかったのだが、それがようやく叶う瞬間が近づいてきている。

　もしこれ以上待たされるのであれば、ジルクニフから釘を刺されていたとはいえ、こっそり見学に行こうかという企みを企てていた矢先のことだ。アインズの機嫌は急上昇で良くなる。

　しかし直ぐに表情を歪めた。

「……喜んでいる時ぐらいは精神を平静なものにしないでくれても良いだろうに……。まぁ良い。ここまで呼べ」

「畏まりました。それと共に連れているメイドはどういたしましょうか？」

「ああ、そうだったな……。玄関で待たせておけ。メイドたちにはすべきことがある」

「承りました。ではアノック殿をお呼びします」

「うむ、頼んだ」

　セバスが部屋を出ると、アインズは机を指でリズミカルに叩き始める。

　子供がピクニックに行くのを楽しむような気持ちと、そんな自分を恥ずかしく思う気持ち。二つの間で揺すられながら。

　やがてセバスがニンブルを連れて戻ってくる。

　扉を開け、入ってきた二人にアインズは機嫌よく声をかける。

　それに対して返礼をしようとしたニンブルが、ほんの一瞬だけ言葉に詰まった。

「どうかされたかな、アノック殿」

「い、いえ、そのお顔は一体どうされたのですか、辺境侯」

　ああ、とアインズは朗らかに笑う。

　アインズは立ち上がり、ニンブルの元まで歩むと、手を差し出す。

「握手をしようじゃないか」

　ニンブルが戸惑ったような素振りを見せるが、アインズはそれを無視して更に手を突き出す。そこまでされては仕方がないと、ニンブルも手を伸ばす。互いの手が握手という形を取ると思われた瞬間、ニンブルの表情が大きく歪む。

「うわ！」

　悲鳴と共に手を離すと、ニンブルは数歩後退をした。その顔は強い驚きに引きつり、目は大きく見開かれていた。

　それもそのはずだろう。手と触れ合うと思いきや、そのまま肉の中に手が入り込んで、骨を触ったのだから。

「い、いまのは」

「つまらん幻術だよ」

　アインズは手をピラピラと振りながら、答えを述べる。

「実際はこの手は肉も皮も無い。それはこの顔だって同じこと」

　アインズは顔に手を当てる。

　その顔は肉も皮もついた普通の顔だ。しかし手は顔の中に半分入り込むような形を取る。

「街に出るのにちょうど良いと思ったんだがな」

「な、なるほど。そのお顔はそう言うことでしたか。失礼しました、辺境侯。取り乱してしまいまして」

「いや、気にすることはないさ。ただ分かってくれたと思うが、触られると問題が発生してしまう程度の幻術だ。その辺りも理解した上での案内を頼む」

「畏まりました。決して辺境侯の使っていただいた幻術を無駄にするような行いはしないと約束させていただきます。しかし見事なものです。そのさえない風貌であれば決して目立つようなことは無いでしょう」

「……そうか。そう言ってくれると……この顔を選んだ自分の考えが間違ってなかったと安堵できるよ」

　アインズは憮然とした気持ちで、その顔──の下の骨の素顔──を撫でながらニンブルの顔を眺める。

　イケメンだ。

　というよりもこの世界の容姿の平均値は非常に高い。帝都でパレードをした際、何気なしに人々を見渡したが、元の世界ではテレビに出れそうな人間を多く見かけた。

　それと比較して考えれば、アインズの作った幻影の容姿はかなり下の位置になり、ニンブルの評価も悪意の無い正当なものだ。

　しかし帝都探索において重要なのは目立たないこと。それが目的だったのだから、選択に間違いは無い。いや、目立つような風貌を作る方が愚かなのだ。

　そんな思いで心を癒し、アインズはニンブルに語りかける。

「ではメイドたちを紹介してくれるかな？」







　エントランスホールにはメイドたちが並んでいた。ジルクニフの言葉を聞いた貴族達が、アインズと親しくなるために送り込んできたメイドたちだけあって、若く綺麗な者たちが揃っていた。

　レイより借り受けた騎士達が、アインズという強大な力をもつ人物を前にしながらも、面付きヘルムの下から視線を投げかけるほどの女性達である。

　そんな者たちのことを一人一人眺めたアインズの感想は非常に簡素なものだった。

「なるほど、なるほど」

　それで終わりである。

　仮にアインズに性欲などが働いていれば、もっと別の不埒なことを考えたかも知れない。しかしそういった感情がほとんど無いアインズからすればその場に並んだ一四人のメイドは単なる従業員だ。しっかりと仕事をこなしてくれればそれで構わない。

　そして選ばれたということはその辺の仕事はしっかり行う人材が選ばれたはずだ。ならばアインズから言うことは何もない。

　とはいえ──

「さて、アノック殿」

「はっ！ どうされました、辺境侯」

「面白い見せ物を見せよう。楽しんでくれると嬉しいのだがね」

　アインズは笑う。

　その笑顔を目にしたニンブルが得体の知れない悪寒に襲われるたように身震いする姿を、アインズは微かに嘲笑した。

　視線を動かし、レイから借りた騎士達にも向ける。

　アインズの仮面の下の顔を幻影と知らない騎士達。その動きや雰囲気に、昨日まで無かった微かな気の緩みを感じ取れた。

　例えあれだけの虐殺を行った人物だとはいえ、凡庸な顔を見てしまえば恐怖も和らぐのだろう。

　それが勘違いだと知って貰わねばな。

　アインズは呟き、明るい笑顔を浮かべた。

「一応、念を押させて貰おうと思ってね」

　アインズはメイド達に向き直る。

　メイド達も何が起こるのかと、表情には浮かべないが瞳の奥にほんの少しの怯えを浮かべている。そんな姿にアインズはより笑みを強くし──

「《マス・ドミネイト・パースン／集団人間種支配》」

　──魔法が放たれる。

　目標はアインズの眼前に立つ一四人のメイド。

　魔法は即座に効力を発揮し、その一四人のメイドの意識を完全に支配する。瞳にあった光は失われ、自由意志を喪失したメイド達はもはやアインズの完全な支配下だ。

「さて始めようか。この中で私のことを調べ、情報を流せと言われたものは手を上げよ」

　ばっとメイド達の手が上がる。

　その光景にアインズは嘲笑を浮かべる。それとはまさに対照的にニンブルはその光景に表情を凍りつかせる。そして戦闘メイドの幾人かが敵意をその瞳に宿していた。

「フールーダより聞いたのだが、魅了に対する対策というのはあっても、支配《ドミネイト》や人形化《マリオネット》に対する対策は僅かしか無いようだな。ジルクニフが着用しているネックレス……だったか？ あれは別らしいが……。そういった精神作用に関する魔法の一部を喪失しているとの話だが……良い勉強になっただろ？」

　ニンブルは言葉無く、アインズを見つめている。その瞳にある感情を察知したアインズは笑みを濃くした。

「おやおや顔色が悪いぞ、アノック殿。調子が悪いなら何処かで休むか？」

「め、滅相もございません」

「ちなみにこの手の魔法は切れた後、自分が何をしていたか覚えている。だから魅了などの精神操作による情報収集が用いられないわけだ。口封じできない相手にかけたりした場合、厄介ごとになるからな。だが……」

　目を細め笑みを浮かべるアインズが言外に匂わせた意味を悟り、ニンブルが荒い息で呼吸を繰り返す。

「ニンブルにも理解してもらったことだ。では始めよう。上げなかった者は列から離れてあちらに行け」

　メイド達が三人、列から離れてアインズの指さす場所に向かって歩く。

「一一人か。これは多い数なのかな？ それと聞いておくべきことが一つだけあったな、アノック殿」

「はっ！」

「……そんな大きな声で返事しなくても聞こえているとも、そうだろ？」

「お、おっしゃるとおりです、辺境侯。失礼いたしました」

　怯え、微かに身を震わせているニンブルにアインズは優しく問いかける。

「では聞かせてくれ。帝国の一般的なルールとして、貴族というのはメイドに情報収集を命じて送り込むものなのかね？ まるでスパイを送り込むように」

「そ。そのようなことは決してありません、辺境侯。そ、そして皇帝陛下も貴族達がメイドに情報収集を命じさせているとは思ってもいなかったはずです！」

　少しずつ声の大きさが上がっていくニンブルに、アインズは冷徹な視線を向ける。

「だが、これが結果だ」

「あ、ぁ……。お、ま、お待ち下さい、辺境侯！ お怒りはごもっともですが何とぞ、何とぞ、お怒りをお鎮め下さい。辺境侯に対して働いた無礼、必ずや謝罪させます！ 平に、平にお許し下さい！」

　跪き、祈りを捧げるようなポーズを取るニンブルから、アインズは興味を失ったように視線をそらせる。

　瞬時にニンブルの表情が凍り付いた。

　カッツェ平野の大虐殺を己の目でしっかりと見たニンブルに取って、これほど恐ろしいことはない。アインズの怒りがどの程度かによって、あの地獄は帝国の頭上に落ちてくる。

　それがはっきりと想像できるニンブルは必死に謝罪し、少しでもアインズの怒りを和らげるしか道はなかった。

「私も知りませんでした！ 陛下も同じのはずです！ 一部の愚かな貴族たちのしでかしたこと！ 何とぞお許し下さい！」

「ああ、了解した」

　ニンブルはアインズが何を言ったか理解できなかった。それほどまでに軽く聞こえたのだ。

「変な顔をするな。一応、確認はするが別に関係ない者まで罰を与えようと言う気は無い」

　安堵を浮かべつつあったニンブルを視界の外に追い出し、アインズはいまだボンヤリと手を挙げたメイド達に命じる。

「では手を上げたものにこれから命じる。お前達に私の館での情報収集を命じた者の前で、このように言うがいい。『お前が私の足元に平伏して、慈悲を願わないのであれば、これがお前の運命だ』。それが終わったのならば、自らの喉をナイフで切り裂け。ソリュシャン！」

「はい、アインズ様」

「人数分、ナイフを用意せよ。特別なものを準備する必要は無い。ただ、よく切れる物が良いな」

「畏まりました。至急ご用意いたします」

「よし、行け」

　アインズの命が下されると、即座にソリュシャンが歩き出す。

　残った者たちの表情は二極化している。至極当然の命令だと思っているナザリック勢と、顔色悪く硬直している帝国臣民という具合だ。

　アインズはニンブルに冷たい視線を向ける。

　それに打たれたように、ニンブルが身を震わせた。アインズは苦笑いを浮かべると、軽い口調で問いかける。

「何か問題があるかね？ 勿論、帝国の法で家に潜り込んだスパイをどのように扱うと言うのが決まっているならそれに従うが……」

「そこまでの細かな場合はございませんが、関係する帝国法をもって裁くことは可能かと思われます」

　慌てて知識を動員して答えたニンブルは、どうすれば最も相手の貴族に罰を与える手段となるか必死に頭を働かせる。最も重罰になるように手を尽くさなければ、アインズの怒りは収まらないだろうと判断して。

「ではその場合は相手の貴族に損害賠償でも請求するのかね」

　その質問に答えようとニンブルが口を開きかける。だが決して言葉は出なかった。ニンブルの視線の先で、アインズのにこやかな雰囲気が一気に変わり、歯をむき出しに敵意を露わにしていたために。

「舐めるなよ、人間」

　低い威圧を込めた声に、広い室内の空気が一気に下がったようだった。

「こちらに喧嘩を売ってきたんだぞ？ ナザリック大地下墳墓の支配者である私に。その愚考がどのような結果になるか、存分に味あわせたいところだが、それをこの程度で抑えてやろうと言っているんだ。それともそれすらも理解できないのか？」

　誰も答えられないような重圧の中、ニンブルは必死に掠れるような声で答える。

「い、いえ、滅相もございません」

「ジルクニフに伝えておいてくれ。幾人かの貴族が数日内に消えることになるかもしれないが許してほしいとな」

「か、畏まりました。必ずお伝えします」

「アインズ様。お持ちしました」

　ソリュシャンが戻ってくるがその手にナイフは無かった。しかしソリュシャンの正体を知っているアインズは、ソリュシャンが何処にナイフを収めているのか瞬時に悟る。

「よろしい。なら渡してやれ」

「畏まりました」

　ソリュシャンはメイドたちの前に立つと一人一人、手渡しでナイフを渡していく。見ればまるでその手の中から湧き出すように、ナイフが姿を現していた。

　手品のような光景だが、そこには種も仕掛けも無い。スライムであるソリュシャンはその体内にナイフをしまってきただけだ。

　全員にナイフを渡し終えたソリュシャンが、アインズの方に向き直り頭を垂れる。

　アインズは鷹揚に頷き、エントランスにいる全ての者、特に騎士達に視線を送る。青ざめた顔で恐怖を必死に堪えている者達の上に、アインズが幻影の顔を晒したときにあった軽んじた空気はなかった。

　十分に恐怖を教えてやった。

　自らの特殊能力を使用せずに、口と行動だけで刻み込んだ己の手腕に満足しつつ、最後の命令を下した。

「行け。そしてお前達に愚かな命令を下した主人に、私を不快に思わせた結果を示して来い」
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　エントランスホールからアインズはソリュシャンを供だって自室へと向かう。帝都内を見学するのに、いつもの格好ではあまりに目立つ。そのために用意しておいた服へと着替えようというのだ。

　別段、衣服の形状があまりに違うということは無いので、アインズ一人で部屋に戻っても問題ない。

　しかし、上に立つ者がそのようなことができるはずが無い。

　アインズはいつも疑問に思うのだが、誰かを伴うのが何故か当たり前なのだ。

　後ろに誰かがついて回るというのは慣れないうちは奇妙な感じがしたものであり、不満をセバスにも述べたことがある。

　しかしそういうものだと言われてしまえば、それ以上強い態度に出ることも出来なかった。

　アインズの上層階級の知識である漫画やテレビでは、言われてみればそうだった気もしたし、かつての仲間達の作り出したＮＰＣにその程度のことでは強く出れなかったためもあって。

　普段であればアインズの後ろにはセバスが控えるが、今に限っては残ったメイドたちを別館に連れて行く仕事があった。そのため残った戦闘メイドからソリュシャンを選んで、アインズは同行させた。

　つまりは単なる偶然でソリュシャンを選んだのだが、その選択肢は正しかったとアインズは考え、後ろに控えるソリュシャンに問いかける。

「なんだ、ソリュシャン。言いたいことがあるなら言っても構わないぞ」

　僅かに後ろでソリュシャンが動揺したのだろう。規則正しかった足音が大きく狂う。

　無言の状態で数歩互いに歩き、それから意を決したようにソリュシャンがアインズに尋ねてきた。

「素晴らしいメッセージではありましたが、アインズ様に逆らった愚かさを後悔させるのであれば、私達にご命令いただければ即座に」

「……あれはあくまでも脅しでしかない」

　アインズは足を止めるとソリュシャンに向き直る。

　不思議そうな表情をしたソリュシャンに苦笑いを浮かべつつ──眼窟の中に浮かんだ赤い揺らめきが変化する程度だが──説明をする。

「お前は仮にメイドの誰かがナイフを持った状態で、私に会いにきた場合、問題無く通すのか？」

「そのようなことは決して……」

　言葉を切り、理解した素振りを示すソリュシャンにアインズは続けて説明する。

「そういうことだ。ナイフの回収など何らかの対処をされるだろう。だがナイフが無ければ私の命令を実行できなくなる。そうなると魔法で操られ、思考力の低下した者は直線的な行動を取りがちだ。この場合はどうにかしてナイフを手に入れようとするのだろうな。そうやっているうちに時間の経過による魔法効果の解除だ」

　アインズは肩をすくめる。

　魔法の持続時間を延長するスキルもあるが、今回はそれを使ってはいない。

「効果時間が経過し、魔法が解かれたメイドは主人に自分が何をされたか真剣に話すだろう。それを聞いた主人はどのような態度に出る？ どうだ？ 良い脅しになっただろ」

「仰られるとおりです」

　本気で脅しをかけるなら、やはり送り出したメイドが確実に自害する方がより良い脅しにはなっただろう。その手段も命令次第で簡単に行える。しかし、単に命令されただけのメイドに死ねと命令するほどアインズも冷酷ではない。

　確かに上から命じられただけのメイドを哀れむ気持ちが無いとは言い切れない。しかしそれは非常に些少だ。

　愚かな主人に仕えた不運を恨めば良い。

　その程度の思いで簡単に塗りつぶせる。

　蟻に親近感を覚える人間がいないように、人間に親近感を覚えるアンデッドはいない。

　アインズが覚える人間への親近感は、あくまでも鈴木悟という人物の残滓だ。そしてその残滓が最も執着するのはナザリックのことであり、人間のことではない。

　そしてアインズは人を苦しめて喜ぶという趣味は無い。

　道を歩いていて少し離れたところにいる蟻を、わざわざ踏み潰しに行くようなことはしないし、進路上にいても気が向けば歩幅を変えて助けることもあるだろう。

　ただ、踏み潰す必要があったり、歩幅を変えるのが面倒な時、踏み潰すことに哀れみや戸惑いを感じないというだけだ。

　この場合であれば、結果として脅しの効果があれば良いのだから。メイドの命に関してはさほど興味が無かった。助かろうが死のうが、魔法をかけて送り出した時点でアインズの目的は達成している。

　脅しをかけるならもっと別の魔法を使って他の手段もあったが、それを取らなかったのはもう一つだけメイドを送り出した理由があったからだ。

「そして、送り出したメイドの中に、暗殺者などの武器を忍ばせるのが得意な者がいた場合はあれで死んでくれるだろうよ。つまりは送り返したメイドの運命を見るだけで、どんな奴を送ってきたのか理解できる。ソリュシャン、場合によっては働いてもらうぞ」

「畏まりました」

　敬意を込めて頭を下げたソリュシャンを一瞥し、アインズは数日かけて考えた対策が完璧だったと自画自賛する。

　それとソリュシャンには言わなかったがもう一つだけ理由があった。

　それは帝国の法律をどの程度まで自分に適用してくるつもりかという探りだ。

　アインズは帝国の法律の下、貴族位をもらっている。ならば貴族としてのアインズに譲歩を要求してくる可能性だって当然ある。勿論、それを受け入れる受け入れないはあるだろうが、そのギリギリのラインを探って。

　だからこそニンブルに法律の件を尋ねた上で、意志をごり押ししてみた。つまりあれはアインズからすればこちらの意思をどの程度強引に押し通せるかという戦いであった。

　結果──

　的外れであり、これ以上は心配性の類だな。

　アインズは自分の考えが大きく外れていたことに苦笑を送る。

　帝国にアインズを法律で縛ろうという意志はないと判断しても良いのかもしれない。

　メイドを泳がせるという考えもあったのだが、それは対処するのが面倒になる可能性もあるため、今回は破棄して入り口で一網打尽にした。中に入り込んだメイドは他のメイドたちの運命を──結果はどうあれ──目にしている以上、恐怖から裏切ったりは出来ないだろう。

　アインズは鼻で笑うと、再び歩き出す。

　既にアインズの興味に先ほど送り出したメイドのことは無かった。あるのはこれからの帝都散策だけであった。





幕間

時間軸上では後になる話です









　巨大な門を前にクリアーナは唾を飲み込む。

　今日からここで働かせてもらうということになってはいるが、それでも今までの職場よりも大きい館ともなれば緊張してくる。さらに今まで仕えていた主人の格よりも上だ。

　クリアーナは横目でチラリと門の左右に控える帝国騎士の姿を確認する。

　不動の姿勢を維持したまま動かない騎士の姿は、拒絶するような何かを感じさせた。

　──やっぱり止めておけばよかったかなぁ。

　クリアーナの前に立つ館の主人は、アインズ・ウール・ゴウン辺境侯と呼ばれる貴族だ。

　つい最近貴族位に昇ったと言うことで、どんな人物かなどの詳しい情報はクリアーナも知らない。前の主人に聞いても大したことは教えてもらえなかった。

　ただ、帝国の頂点に座す、ジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクス皇帝陛下に続く地位の人物であり、帝国貴族社会における台風の目ともいわれるべき存在だということだけは聞けた。

　他にも凄い魔法使いだとか、貴族の力を削いでいる皇帝陛下が恐れから高い地位を与えたとか、キラキラ輝いているとか、眉唾な噂話はクリアーナの耳に入り込んできている。

　実際のところはさっぱり分からない、そんな貴族だ。

　この門の向こうに、クリアーナと天と地ほども地位が違う人が待つ、と思うと気が重くなっていく。

　しかし、立候補してしまった以上、逃げることは許されない。そんなことをしでかせば推薦状を書いてくれた前の主人に迷惑が掛かる。さらには悪い噂を立てられた上での無職だ。

　次の職場を見つけるのが非常に難しいだろう。

　マイナス的な意味合いで意を決し、クリアーナは騎士に向かって歩き出した。
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　クリアーナはメイドである。

　メイドといっても多種多様なメイドがいるが、仮に階級をつけるのであれば上位のメイドという地位につけるだろう。

　まず生まれが良い。

　よく勘違いされがちだが、一般人がメイドになろうと思ってもそう簡単に成れるものではない。貴族など高い階級の者に仕える以上、教養や礼儀作法は必須だ。さらにはそういった場所で働くことに対する保証なども必要となってくる。

　ではクリアーナはどのようにその辺りの諸問題をクリアしたか。

　クリアーナの名前はクリアーナ・アクル・アーナジア・フェレックと言い、歴とした貴族階級の出身だ。かなり下の貴族であり、貴族ということがおこがましい程度の家であるが。

　しかし貴族の生まれであり、家に汚点が無いという事は、十分に身分の保証となってくる。

　では次に教養や礼儀作法、特にメイド仕事を学習するかだが、これは彼女の母親が教師となって指導してくれた。

　クリアーナの母親は元々大貴族の家でメイドとして働いていたため、自分達の娘達にメイドとしての教育を幼い頃から施したのだ。

　これは慧眼だと言うほかないだろう。

　下級貴族という地位を最大限に使え、最も未来が広がるように子供達を育て上げたのだから。

　そういったことよりクリアーナは幾つかの問題をクリアしていた。

　次にメイドとして逃げられない評価がある。

　それは顔──美醜だ。

　どんなに言葉を綺麗に飾ったとしても、やはり美醜の面で劣る者はそれなりの扱いを受ける。雇う側の貴族でもやはり見栄えが良い女性を集めることは、一つのステータスとなるのだから。

　同じ職場でも表の仕事と裏の仕事に篩い分けられるようなものだ。

　そしてクリアーナの美醜はどうかといえば、これは……及第点をあげても良いだろう。

　決して美女ということは無いが、ほのぼのとした顔立ちをしている。特に特徴的なのはそのぱちくりした目だろう。

　そのためか、前に仕えていた貴族に安心できる顔立ちと言われたことがある。ただ、これはクリアーナからすれば喜んで良いことかいまだ不明だが。
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　帝国騎士に案内され、クリアーナは一つの立派な扉の前に立つ。本館を抜けてきたために左右に同じ扉が並んでいた筈だが、緊張のあまりに周囲を見渡す余裕は無かった。そのためこの館で最も立派な扉のようにも思える。

　奥にいるのはかの大貴族、辺境侯だろうか。

　数度呼吸を繰り返し、心が些少でも冷静さを取り戻すのを確認しノックする。

「どうぞ、お入りください」

　中から返答が聞こえる。

　女性？

　辺境侯は男性であったはずだ。ではその傍に仕える者の声だろう。

　そう納得するとクリアーナは唾を飲み込み、扉を静かに開けた。

「失礼いたします」

　そこは応接室だった。中にいるのは二人。

　そしてクリアーナは続く言葉を失った。目を何度もぱちくりさせる。

　そんな来訪者をどう思ったのか、部屋の中にいた人物が先に声を上げた。

「はじめまして、私はこの館で働いているメイドのルプスレギナと言います」

　待っていたのが辺境侯では無いとかの考えはどこかにすっぽ抜けた。

　クリアーナが何も出来なくなった理由、それは出迎えたメイドがあまりにも美しかったためだ。

　クリアーナが見てきたどんな女性すらも及びもつかない美貌の持ち主。

　普段であれば暫く絶句したままだっただろうが、メイドとして受けてきた教育がクリアーナの意識を取りもどさせ、返答させる。

「フラベラ伯爵家より紹介されてまいりました、クリアーナ・アクル・アーナジア・フェレックです。よろしくお願いいたします」

　深いお辞儀をし、頭を上げたクリアーナは手に持った紹介状を誰に渡すべきかと視線を動かす。

　しかし室内にいる相手は目の前のルプスレギナを除けば、もう一人しかいない。

　そちらの人物も女性だ。

　帝国人によく見かける金の髪は肩口ぐらいで綺麗に切り揃えられている。

　顔立ちは整っているが、目の前に絶世の美女がいることを考えれば、まぁまぁの美人だとしかいえない。

　服装は私服であり、色は落ち着いたもの。ある程度裕福な街娘が着るような仕立てで、決して貴族が着るものではない。

　足元に置かれた鞄、そしてそのピンと背筋を伸ばした立ち方。そういった諸々から彼女の正体は当然見えてくる。つまりは彼女もまたクリアーナと同じメイドなのだろう。それも今日から働くこととなった。

　ならば紹介状を渡すべき妥当な相手は、目の前のルプスレギナしかいない。

「こちらが紹介状になります」

　差し出した羊皮紙をルプスレギナは受け取ろうとはしない。困惑したクリアーナにその理由を答えた。

「紹介状に関しては後ほど上の者が受け取る手はずとなっております。取り敢えずはそれはそのままお持ちください。私は部屋の方に案内するよう指示を受けただけですので」

　え、そんなんでいいの？

　クリアーナは疑問を抱くが、自分の先輩であろうメイドがそういう対応をする以上、そう納得するほかない。

「畏まりました」

「本来であればお掛けくださいと言うところですが、直ぐに移動しましょう。その前に、貴方とこの子で同室と言うことになっています」

　指し示す先にいたのは、予想の通りもう一人の女性だ。

「同室になりましたパナシス・エネックス・リリエル・グランです。よろしくお願いします」

「私はクリアーナ・アクル・アーナジア・フェレックです。こちらこそよろしくお願いします」

　互いに頭を下げあい、ちゃんとしたメイドの教育を受けている人のようで、クリアーナは内心で安堵する。メイドというのは専門職ではあるが、中には変なのもいる。そういう人間と同室になったりするともう最悪だ。この館ではそう言った心配がなさそうな雰囲気で、クリアーナは安堵の息を軽く吐く。

「それではあなた方の部屋へと案内しますね」




　ルプスレギナに先導され、クリアーナとパナシスの二人は別館まで案内される。

　別館が本館に比べて劣るのは当たり前だが、案内された別館はこれまた見事な館だった。

　通常の貴族であれば本館と言っても過言ではないだけの立派な作りだ。辺境侯という地位についた貴族の権力をまざまざと見せつけてくれるようだった。

　驚く二人を後目にルプスレギナは館に入り、どんどんと進んでいく。二人も慌ててそれに続いた。

　やがて幾つかの扉の前を通り越し、一つの扉の前でルプスレギナは足を止める。そして二人の顔を見渡した。

「ここがあなた方の部屋です。この部屋にある全ての家具は二人で仲良く使ってください。仕事着は衣装ダンスの中にあります。サイズ等は問題なく合うはずですので」

　少しばかり違和感のある言葉に、クリアーナは内心で頭を傾げる。

　それはパナシスも同じだったようで、ルプスレギナに問いかけた。

「仕事着の準備が終わっていると言うことは、私達が来ることをご存知だったと言う意味でしょうか？」

「いえ、違います。メイド服は全て魔法が込められています。存じているかは分かりませんが、魔法の装備品は着る者の体格に合わせて変化しますから」

　一瞬だけ何を言っているんだろうとクリアーナは思った。

　魔法のアイテムは大抵が高額なものとなる。貸し出すメイド服にそんな価値をつけてどうすると言うのか。

　パナシスも同じであったようで、少しばかり口が開いていた。そんな二人の動揺を知ってか知らずか、ルプスレギナは説明を続ける。

「ご主人様への紹介を含めまして、他のメイドたちとの紹介等、後ほど誰かが呼びに来ると思いますので、それまで室内で大人しくしていてください。最後にもし何か問題や疑問等ありましたら、後ほどユリ・アルファメイド長代理補佐指揮官隊長殿に告げてくれれば対処してもらえると思います」

「メイド長代理補佐指揮官隊長殿……ですか？」

　困惑して問い返したクリアーナにルプスレギナは笑顔を向ける。

　ルプスレギナが浮かべた満面の笑顔は、女のクリアーナが引き込まれてしまうほどの華やかな美しさを放っていた。

「じょーだんっすよ」

　まるで別人ではと思われるような、冗談めかした口調でそれだけ言うと、さきほどのメイドに相応しい表情に戻った。

　その急激な変化は驚くと同時に、ルプスレギナという女性にあっているようにクリアーナは感じた。

「ユリ・アルファメイド長代理です。では私はこれで下がります。お疲れ様です」

　本当に簡単な説明だけで終わらせると、踵を返して歩き出すルプスレギナ。幾つかの疑問や聞きたい点などは残るが、後ほど告げるように言われてしまっては聞くのも失礼だ。

　二人は顔を見合わせ、同時に扉に視線を向ける。

「私が開けますね」

「よろしくおねがいします」

　パナシスが静かに扉を開き、隙間から顔をのぞかせる。

　そして動きを止めた。数秒の時間が経過し、パナシスが驚愕の表情でクリアーナに振り返る。そして感心したように呟いた。

「すっごいわよ、これ」

　思わず好奇心を刺激されたクリアーナは爪先立ちに後ろから覗く。

　そして思わず瞠目した。

　立派な調度品の数々が置かれ、窓には曇ってはいるがガラスがはめ込まれている。最も目を引くのが二つ置かれていた立派なベッドだ。

　清潔な純白の布団が掛けられ、入り込んでくる日差しで輝いているようだった。

　それはまるで二人が掃除する貴族の部屋のようだ。

「……本当にこの部屋を使っていいの？」

「さっきそう言っていたけど……」

「イジメの一環で罠に嵌めるとか。実は間違えて案内したとか」

　ありえる、と二人は顔を見合わせる。

　これは貴族向けの来賓用室ではないのだろうかという思いが頭をよぎる。

　貴族の娘が行儀見習いの一環として働いているような、特別なメイドならともかく、クリアーナのようなメイドにこんな素晴らしい部屋を用意するわけがない。

　壁は石造りで冬は寒く、日差しは入ってこない。薄暗さと湿気によって空気が悪くなるような、そんな部屋が単なるメイドの部屋としての相場だ。それからすればあまりにも違いすぎる。

　チラリとクリアーナはパナシスを横目で見る。そしてパナシスの視線とぶつかった。

「あっ」

「……あははは」

「……つまりは」

「……そっちでも無いということね」

　どちらかが特別なメイドという線は外れだ。

「取り敢えず確認してみましょう」

「何処を？」

　不思議そうに問いかけたクリアーナに、パナシスは指を衣装棚に向ける。

「あの中にメイド服が入っていたら、私たちの部屋の可能性は高いわ」

「なるほど！」

　二人はお互い頷きあうと、部屋に入る。

　あまりにも綺麗にされているためにおっかなびっくりだ。

　そして衣装棚を開け放った。そしてそこにメイド服が数着揃えられているのを確認する。

「……と、いうことは？」

「嘘……、ここが私たちの部屋なの？ 本当に？」

　驚きが理解を生み、それが脳内に浸透するにつれ二人の顔は一気に変わる。喜色満面へと。

　二人は夢の世界にいるようにふわふわとした足取りで部屋を横切り、最初に向かったのはベッドだ。そして勢いよく飛び込む。

「すっご！ ふわふわ！」

「うわー、沈みそうな感じがするけど、マットレスがしっかりしているから気持ち良い！」

「肌触りも最高！」

「なにで出来てるの！ きもちいー！」

「すごいすごいよ！」

「さいこー！」

　しばし転げ回り、一息つく。

　まるで憧れた貴族の生活のようだ。

　もし相手がいなければ貴族の令嬢ごっこでも、子供のようにおこなっていたかもしれない。二人は天井を見上げ、心の底からの感嘆の吐息共に呟く。

「あー、さいこう」

「うん、さいこう」

「ちょう、さいこう」

「すっごく、さいこう」

　どちらかとも知れず、二人はくすくすという笑い声を上げ始めるのだった。




　　　　■




　辺境侯の館で働き出し、クリアーナは毎日、無数の驚きに直面した。

　まず驚きの一つは、この別館がメイドや警備の騎士たちに宛われた建物だという事実だ。この大きく立派な館を一つメイドたちの部屋として使うという意識がまず信じられない。

　メイドたちを一部屋に押し込め──二段ベッドを使用させて──部屋を開けるということをしないのだ。

　更に湯浴みだって暖かい湯が張っている。

　普通の貴族の屋敷であれば、メイドとして人前に出る場合もあるのだから、当然湯には入れてもらえるが、大抵は冷めた残り湯だ。主人や上の人間が入った後、燃料が勿体無いから沸かさないために、冷えるのは当然だ。

　しかし辺境侯の館では違う。

　しかも一つの湯に皆で順番に入るのではなく、本館と別館でそれぞれ別だし、別館も男女で別々に湯を沸かせるという形を取る。

　こんな燃料の勿体無い使い方は普通の貴族はしない。

　湯を沸かせる魔法のアイテムもあるが、それは高額だし、普通の貴族はそれを複数持つぐらいならもっと別のところに金をかける。

　それらの常識が辺境侯には当てはまらない。

　桁の違う圧倒的な財力を見せ付けられるようだった。

　そして食事だって残り物では無い。いま作りましたといわんばかりの暖かい食事をしっかりと食べさせてくれる。

　しかもパンはある程度は食べ放題だし、柔らかなお肉の入ったスープもお代わり自由。新鮮な果物もついてくる。

　更に晩餐の残りでしか食べたことの無いような肉料理も、時折出てくるのだ。まるで自分がメイドではなく、裕福な貴族の令嬢になったような感激をクリアーナに味あわせてくれた。

　そして何よりクリアーナを驚かせたのは、貴族が使いそうな見事な食器を使わせてくれることだ。初日、壊したら大変だと怯えるように扱った記憶は懐かしい。いや、いまでも時折怯えてしまうこともある。

　壊したら確実にクリアーナの一ヶ月分以上の給料が飛びそうな食器で食べる時は。

　まだ驚いたことは無数にあるが、その中で最も心に残っているのは『連休』なるものだ。

　辺境侯が取り入れた良く分からないシステムであり、クリアーナは聞いた時頭を捻ったものだが、連休とは仕事をしなくても良い日を二日連続で与えてくれること。

　つまりは八日間働いたら、二日も休めるという素晴らしいシステムのことだ。

　これはメイドとしてはあり得ないほどの好待遇だ。

　貴族の階級が高くなればなるほど、そこで働く者の待遇が良くなる傾向はあるが、辺境侯の館の待遇は常識を越えたレベルであり、裏を疑りたくなるような領域。

　実は売り飛ばすために、良い生活をさせているんだよと言われるほうが納得できる、そんな最高の生活だった。

　ではその好待遇が仕事の過酷さに出るのかというとそうではなかった。

　あまりメイドの数がいないので一人辺りの仕事量は必然的に多くなるが、それでも待遇から考えれば遙かに釣り合わない程度だ。

　それに仕事量が多いだけで過酷な仕事はない。

　基本的に仕事は別館勤務であり、本館での仕事は簡単なものばかりを任せられる。本館での大半が掃除だ。

　非常に高額なものの掃除が多いので、心臓がバクバクいうがそれ以上のことはない。きちんと丁寧に仕事をこなしていれば誰からも文句を言われたりはしない。

　本館では、ことが済めば追い出されるように別館に移動を命じられ、メイドとしてのプライドをチクチクと刺激されはするものの、そういったことを考えてもトータルとして素晴らしい職場だった。




　クリアーナは一日の仕事を追え、自室へと歩みを向けた。

　夜にもなれば館は暗がりに包まれ、月明かりが取れない曇天の日にもなれば廊下を歩くのが億劫になるのが当たり前だ。貴族であれば魔法の明かり等なんらかの照明器具を用意するのが基本ではあるが、普通はメイドたちの生活環境の場まで用意してくれることは少ない。

　しかし、この館においては違う。

　クリアーナは手に持った魔法の光源を高く掲げる。

　周囲に照らし出された白色の光が、昼間と変わらない明るさをもたらしてくれた。

　そう。メイドたちには魔法の明かりが各々貸し与えられるのだ。

　これ一つを売り飛ばすだけでかなりの金となるだろう。もちろん、そんなことは恐ろしくて出来ないが。

「ほんとうに辺境侯って財力がある貴族なのね」

　感心しているクリアーナの横で、同じように自室へと向かっていたパナシスが言葉を紡いだ。

　同じ部屋になってからというもの、二人はセットで仕事を与えられている。

　一日の労働で疲れた体ではあるが、共だって歩むものがいると元気が沸いてくる。

　二人は大きくならない程度の声で会話をしながら、廊下を歩く。

　パナシスと同じ部屋で暮らして数日にもなれば、ある程度は互いのことが分かってくるし、お互いの家庭環境なども話題に出る。

　クリアーナが知る限り、パナシスも下級貴族の出身で、両親と妹がいるそうだ。

　さらには妹が帝国魔法院で勉強しているために、魔法のアイテムのことも家族の話題に上がるため若干は詳しい。だからこそ魔法のアイテムなどを貸し与えられているということが、どれほど財力的に桁が違うことなのかクリアーナよりも詳しかった。

「ほんと、妹に自慢できるわ」

　ニコニコと笑うパナシスにクリアーナも微笑む。

「あとは人間関係が最高ならもう何も言うことは無いのに」

「パナシス不味いって」

「別館まではあの方々はこないでしょ？」

「うーん、ベータ様は別だと思うけど……。あんまり上の人の悪口はね」

　何処の天国なんだろうという職場で、クリアーナが学んだことは幾つかあるが、その一つがメイドとしての格である。

　生まれや経験、年齢によって上下関係が生じるのは当然なのだが、この館においてはそれは少々異なった意味合いを持つ。

　まずメイドとして上に立つのは絶世の美貌を持つ六人の美女達だ。

　ユリ・アルファ。ルプスレギナ・ベータ。ナーベラル・ガンマ。シズ・デルタ。ソリュシャン・イプシロン。エントマ・ヴァシリッサ・ゼータ。以上の六人のメイドだ。

　そしてこの六人を纏めているのがユリ・アルファなので、彼女こそこの館のメイドの頂点といえよう。

　彼女達六人のメイドは何を言うまでも無く、クリアーナたちとの身分の違いをまざまざと感じさせるものがあった。実際に彼女達の方が上役だと言うのは、この館の執事である人物からの指導でもあったが。

「そうね。ベータ様はこちらに時々お姿をお見せになられるわね」パナシスが周囲を見渡し、誰もいないことを確認してから言葉を続ける「でもなんで……ねぇ、クリアーナ。あなたこの館に入ってから悪口を聞いたことがある？」

「……それは不思議だよね……」

　メイドともいえども人間であり、自分より優れた相手に対して当然、僻みもする。

　休憩時間にいない人間の悪口を言い合うのは極当たり前の光景だ。貴族など自分達より地位的にかけ離れて高い人間の悪口は危険なので言わないまでも、同職の中で上に立つ者への悪口は良いおしゃべりの材料となる。

　しかし辺境侯の館において、それは無い。

　六人の絶世の美貌を持つメイドたちの悪口をいう者が皆無なのだ。

　その六人のメイドたちの性格が良いからなどの理由ではない。

　クリアーナからすれば六人のメイドのうち、幾人かの性格は最悪の類だ。

　それはソリュシャン・イプシロンとナーベラル・ガンマの二名のことだ。

　それからすればシズ・デルタ、エントマ・ヴァシリッサ・ゼータの両名は表情が一切動かないために、人形が歩いているような得体の知れなさに襲われるがまだ我慢できる。

「アルファ様とかベータさんとかは性格がいいのに」

　ユリ・アルファは仕事の最中は非常に冷たいが、別館に戻る時間になれば労を労ってくれる。そして最初に会ったルプスレギナ・ベータは非常に好意的な対応を見せてくれる。

　それらの人物に対してナーベラル・ガンマとソリュシャン・イプシロンは、クリアーナたちを完全に見下している態度を取っている。同じメイドだと言うのに、まるでお偉い貴族のような雰囲気で応対するのだ。

　高みから見下しているようなそんな態度で。

「綺麗だとあんなに歪むのかしらね？」

　パナシスがぼそりと呟く。

　言葉には出さないが、クリアーナも表情で同意する。

「それとも寵愛を得ているという自信からかしら」

　正妻のいないように思われる辺境侯がその六人のメイドに手を付けている可能性は非常に高いと二人とも考えている。

　というより手を出していて当たり前だろう。クリアーナの知る限り、男とはそういう生き物だ。

　だからこそ悪口が聞こえないのが不思議となる。

　出身階級の低いメイドが貴族の愛妾になるというのは、時折聞く話である。そしてそういったものは大抵が勝ち組と見なされるものであり、羨むべき話だ。

　鮮血帝の御世になって貴族階級のものたちの権力が削がれたといっても、メイドたちからすれば大貴族の側室（流石に正室を夢見るほど夢見がちではない）はまさに憧れの地位だ。

　当然、正室と仲良くやったり、確固たる地位を築いたり、子供を生んだりとそれ以降も努力することは無数にあるし、無理矢理などの例外を除けばだが。

　そういう意味では噂が徐々に聞こえだした辺境侯の愛妾という地位はまさに垂涎。裕福な暮らしに憧れる女であれば、誰もが目標にしてもおかしくはない。

　クリアーナは既に諦めているが、その夢を捨てきれないメイドは幾人も知っている。さらにクリアーナがこの館に来ると知って、同輩が妬ましげに見ていたのを覚えている。

　しかし狙うにしても辺境侯の傍に控えることが出来なくば夢物語だ。

　そんな壁として登場するのが六人のメイドだ。

　自分の顔立ちに自信があっても、かの六人と比べてしまえば伸びていた鼻は簡単にへし折られる。あれらの女性を前に、自分の方が上だなんて言うことは恥ずかしくて出来ない。

　そんな絶世の美女六人を傍に控えさせている辺境侯に声をかけてもらえるはずが無い。実際、クリアーナたちの本館での勤務の殆どが雑務であり、辺境侯などに関する仕事は一切回ってこない。

　さらにその六人の誰かが辺境侯には必ず付いているようで、単なるメイドが呼び出されたり、直接に仕事を与えられることは決してない。

　クリアーナが辺境侯を見たのはたった一度だけ。この館に来た最初の日に挨拶を行った際のみだ。

　六人のメイドがいなければ自分達が辺境侯の傍に控えられると考えてもおかしくは無く、そういった思いから悪口が出るのが普通だ。だからこそ悪口が発生するのだ、普通であれば。

　それが不思議だった。

「何を話しているの？」

　突然声をかけられ、後ろめたさから飛び跳ねるような勢いでクリアーナとパナシスは振り返る。そこに立っていたのは同じメイド服に身を包んだ女性だ。

　豊かな胸が大きく盛り上がっているのが制服の上からでもハッキリ分かる。

　彼女は二人よりも僅か先に入った先輩だ。性格も大人しく上品で優しいという、先輩に持つなら完璧という女性だ。それもあって二人が最も親しくして貰っているメイドである。

「せ、せんぱい」

「おど、驚かさないでください」

「ふふ、ごめんなさい」

「明かりも持たないでどうしたんですか？」

　彼女の接近に気がつけなかった理由の一つは明かりを持っていなかったことだ。もう一つはおしゃべりに夢中になっていたことだろう。

「いえ、なんだかあなた達が楽しそうにおしゃべりしているものだから」

　微笑んだその笑顔に、悪戯っ子の何かを二人は垣間見た。

「もう、先輩ったら……」

「ふふふ、ごめんなさいね。そんなに驚くとは思わなかったわ。でも……」すっと表情が真剣なものへと変わる「ここならおしゃべりぐらい多少は許してもらえると思うけど、本館に行ったら駄目よ」

　表情は硬いが瞳は笑みを宿している。

　軽い叱責というところだろう。それに安堵し、二人は交互に謝罪した。

「申し訳ありません」

「お許しください。それと……もちろんです。あちらでは決しておしゃべりなんかしません」

　本館勤務と別館勤務では空気が違う。

　本館でおしゃべりが出来るほど、クリアーナも神経が図太くない。

「なら……よくは無いけど、ストレスを溜めすぎるのもいけないしね。程々にしておきなさいね」

「はい」

「それで何を話していたの？」

　好奇心に目を輝かせた先輩に、二人は顔を見合わせてからさきほどの話を話す。

　六人のメイドに対しての話を聞くにつれ、先輩の表情が凍りつく。クリアーナが変だ、と思ったときには先輩は小さく、それでいて鋭く叫んだ。

「よしなさい！」

　驚くような硬い声だ。

　一瞬で顔が引きつっている。

　青ざめた顔で周囲を素早く見渡し、その話が誰にも聞かれていないかを確かめている。その姿は小動物のものに良く似ていた。

　困ったような微笑を浮かべながら嗜める。そんなイメージがあった女性のあまりの豹変振りに二の句が告げない。

　かすかに目を大きくし、先輩は言った。

「決して、あの方たちの悪口を言ってはいけないわ。考えても駄目よ！」

「か、考えても……ですか？」

「それは難しいんじゃ……」

「そうね、あなた方は後発組だったものね。でもよく聞きなさい。決してあの方達を怒らせてはいけないわ。あの六人の方々は私たちとは比較できない地位のお方々よ。下手すればその辺の貴族様よりも」

「そ、そんなわけ」

　メイドとしての地位が高いのは理解できる。しかし貴族よりもと言うのは言い過ぎだろう。そんな思いから口を挟もうとし──

「そんな訳あるの！」

　──びくりとクリアーナとパナシスは体を震わす。先輩である彼女の言葉に決して冗談や大げさに言っている気配はない。

「決してあの方々の悪口を言っては駄目よ」

「は、はい」

「わ、わかりました」

「いうまでも無いけど、最も怒らせてはいけないのは辺境侯様よ。あの方を怒らせれば……殺されるわ」

「殺されるって……」

　貴族を不快にさせて殺されるという話はよく聞く。しかし、貴族達の生活を知る者からすればそれはかつての話だ。鮮血帝の御世になってから、放免して紙を回すというのがある意味最大に重い罰だろう。

「良いかしら、ここは素晴らしい仕事場だわ。給金、待遇……」

　二人とも頷く。それはまさにその通りだ。

「でもその代わり、絶対に守らなければならないことを守らなければ、その者は行方不明になるわ」

「……いるんですか？」

　聞きたくない質問だが、確認のためにする必要はある。

　冗談だと笑って欲しかった希望は容易く砕かれる。

　ごくりと唾を飲み込んだ二人の前で、先輩メイドは頷いた。

「いるわ。それだけじゃない。私は一番最初に集められたメイドの一人なんだけど、十人以上いたのに最初の日を超えられたのは私ともう二人だけよ」

「それって……」

「もちろん、その人たちは全員辺境侯様の情報を調べるように言われていた人たちだったけど」

「……それって可笑しくないですか？」パナシスが不思議そうに顔を歪める「だってその人達は皆、スパイみたいな人なんですよね？ ならそんなに簡単にしゃべりますか？」

「魔法で操って、全て聞き出したのよ。そして最後にこうおっしゃられたわ『お前達に私の館での情報収集を命じた者の前で、このように言うがいい。お前が私の足元に平伏して、慈悲を願わないのであれば、これがお前の運命だ。それが終わったのならば、自らの喉をナイフで切り裂け』って」

　二人は何も言えず先輩メイドの顔を凝視する。

　嘘だよ、とか笑い出したりしないかと穴が空くほど。しかし先輩メイドの表情は硬く険しいもの。決して嘘を言っている顔ではない。

　つまりは真実。

　そのことが心に染みこむに連れ、体が大きく震え出す。今まで天国だと思っていた場所が、一枚薄布をはぎ取るだけで凄惨な場所に変わってしまったような恐怖に晒されて。

「あの六人のメイドの方々は全員が、そんな辺境侯様に絶対の忠誠を尽くしている人よ。怒らせれば何が起こるか分からないわ」

「わ、わたしたち大丈夫でしょうか？」

「だから言ったの。考えちゃ駄目よって。それを除けばここは良い職場だわ。三食は美味しいし、お風呂には入れる。ベッドは最高だし、給金も高いし、休みだってローテで与えられる。でも……辺境侯様のお側に仕える人たちは恐ろしいわ。特に私たちが時折会う、あの六人の方々は狂気的な忠誠を、辺境侯様に誓っているわ。あの優しげなベータ様であっても、辺境侯様の悪口を聞けばぞっとするお顔をする」

「ご、ごらんになられたことがあるんですか？」

「あるわ……、二度と見たくない」

　ぶるぶると震えだした先輩の顔は青を通り越し、白くなっていた。

　そのにじみ出るような不安は、二人がいままでイメージしてきたルプスレギナという女性の像を完全にうち砕くだけのものがあった。

「近くにいた私ですら怖かったのよ。向けられた人なんか倒れそうだったわ」

「そ、それでその人は」

「このお屋敷を守る騎士の方だったんだけど、次の日から来なくなったわ。……単に元の職場に返されただけかもしれない。でも騎士全員の雰囲気が一変したから……良いことは起こってないはずよ」

　クリアーナの脳内に騎士たちの姿が浮かぶ。これ以上ないと言うほどの真剣な態度を取る騎士たち。その完璧な規律の正体が目の前に姿を見せた気がした。

「そういえば……」何かを思いだしたようにパナシスがぼそりと告げる「裏手に林みたいなのがあるじゃない」

　クリアーナと先輩の二人が頷くのを確認してから、パナシスは続ける。

「あそこで見たんだ……。いままで見間違いだろうと思っていたんだけど」

「……何を？」

「地面がね、盛り上がって動き出すのを」

「……？ それってモグラとか？」

「……人間よりも大きく盛り上がったんだよ？ 暗かったから見間違いだろうと思っていたんだけど……もしかしてそれが騎士なのかなぁ？」

「……いや、いくらなんでも……ねぇ」

「冗談……じゃないんだ……」

　青白い顔で見合わせる三人に、唐突に声が掛かる。

「あのー」

「ひっ」

「きゃ！」

「ひぃ！」

　飛び跳ねるように体を動かし、三人揃って声をかけてきた人物を見た。

　そこに立っていたのは奇妙なメガネをかけた一人の女性だ。

　年齢は二〇ぐらい。外見時には整ってはいるが美人と言うほどではない。いうならクリアーナと同じぐらいか。

「な、なにか、あ、ありましたか？」

　彼女自身も驚いたように周囲を見渡している。

　手に明かりは持っていないが、薄闇を透かし見ることが出来るようだった。

「あ、い、いえ。と、突然お声をかけられたもので」

「あ、そうでしたね。申し訳ないです」

　ぺこりと頭を下げられ、クリアーナ達が困惑する。

「そ、そんなことをされなくてツアレ様」

「ああ、いいんです。様なんかつけてもらわなくて」

　ツアレと呼ばれた女性は、ぱたぱたと手を振る。そんな姿は普通のメイドと変わらない。

　しかしながら馴れ馴れしくすることはできない。彼女の立場はクリアーナたちとは違うためだ。

　確かに彼女の地位も一般的なメイドと変わらず、仕事の内容もだいたいがクリアーナ達と変わらない。

　ただ、彼女の勤務は本館がメインで、別館での仕事はあまりこなさない。

　クリアーナ達の仕事が終われば即座に追い出される場所でも、彼女はそういったことなく働ける。

　これが意味するところは、つまりユリ・アルファに代表される六人のメイド達は、彼女が本館で仕事をすることを全面的に認めているということ。

　このツアレという女性ばかりではない。こういったメイドはそのほかにも幾人かいる。恐らくは昔から辺境侯の下で働いてきている人物達だと思われるが、それ以外の何かがありそうな予感を覚える。

　そんな女性に対し、丁寧にクリアーナは問いかける。

「それでこちらにはどのようなご用件で？」

「あ、えっとですね。ある人を捜しているんですが」

　ツアレの探している人物のいる場所に心当たりはあった。

　直ぐにツアレに教えると、感謝の言葉を残して彼女は歩き出す。

　暗闇へと明かりも付けずに去っていく姿を見送りながら、三人の話題はツアレのものへと変わる。

「それであの人は……どんな位置づけなんでしょう？」

「良くは分からないけど、あの六人の方々も扱いに困っている感じだわ。基本的にガンマ様とイプシロン様は相手にしてないようだけど……」

「多分、セバス様に惚れているか何かで、実際手もついてるんじゃないかな？」

「うそ?!」

　パナシスの言葉にクリアーナと先輩メイドは驚きの声を上げる。

「たぶんだけどね。セバス様を見ている目がうちの妹がする目に似てるけど、その色が強いからの予想」

「そうなんだ……」

「あの程度の年齢差は珍しくないけど……良いなぁ。勝ち組かぁ」

　はぁ、と三人はため息をつく。ツアレの登場によって、この館の恐怖を一時的でも忘れられたのは大きかった。いや、だからこそツアレの話題へとなったのだろう。

「羨ましい」

「ほんと」

　再び三人で顔を見合わせため息をつき、自分達がどこで雑談をしているかをようやく思い出す。

「さ、行きましょう。こんなところで長く喋っていると色々と不味いことになるから」

「そうでしたね」

「とりあえず今日の夕食が楽しみです。この頃ジャガイモをごろっと食べてないから、食べたいなぁ」

「ごろってどんな表現？」

「え？ 言わない？」

　そんな三人の会話が徐々に遠ざかり、それと同時に明かりも離れていった廊下に、ゆっくりと動く者があった。

　まるで影が膨れ上がり二次元から三次元へと進出したようなそんなモンスターは、去っていった三人の後姿を眺めてから、ゆっくりと再び影へと身を潜める。

　そして再び警護の役目を果たすべく動き出すのだった。





日々−３

短いよ。









「ここが帝都の中心であります、大広場です」

「ほぉ、見事なものだ」

　帝都の中心たる皇城の直ぐ側の広場。

　恐らくは様々な用途に使用することを前提に考えられた場所を見渡し、アインズは感嘆の呻きを上げた。

　それはまさに驚くべき光景だった。

　右を見ても左を見ても、たくさんの露天が立ち並び、様々なものが売りに出されている。無数の屋台からは美味しげな匂いが漂い、威勢の良い声が通りがかる者に投げかけられる。

　帝国の活気を全身で感じ取れるようなそんな場所だ。

　確かに日本での繁華街、それも大都市におけるものと比べれば多少劣る。しかしそこにあるのは祭りの時に似た活気であり、異世界を強く感じさせる匂いが立ち込めていた。

　そんな場所を行き交う人々を眺めながら、アインズはニンブルに呟く。

「しかし視線が集まるな」

　アインズ達に集まってくる視線は膨大で、広場にいる全ての者のこちらを凝視しているのではと思えるほどだ。耳をそばだてれば、店の話題にもなっている気配さえある。

「……全くですね」

　ニンブルの同意を受け、アインズは互いの服装を見る。

　アインズは平民の服装であり、さらに全身には魔法による幻術をかけている。端から見ればその辺りを歩く平民と変わらないだろう。それに対してニンブルは皮鎧で武装し、腰には剣を下げるという、帝国領内であればさほど珍しくない格好である。

　二人の格好から考えればこれほどの視線が集まるのは異常である。

　しかし、視線が集まる理由は二人の直ぐ後にあった。

「流石はアインズ様。何もせずともそのお体から漂う高貴なる気配が全ての者の目を引きつけるのですね」

「まさにその通り。人間程度の下等な弱者であれば、アインズ様の強大なる力を感じ取るのも至極当然です」

　アインズは何も言わずにニンブルを見る。

　ニンブルも何も言わずにアインズを見返した。

　二人の気持ちは一つとなっている。

　お前達が付いてきているから目立つんだよ、である。

　まずアインズは平民の格好をしている。そしてニンブルは皮鎧だ。この段階で目立つのはニンブルであろう。それなりの容姿をした屈強そうな戦士ともなれば、人目を集めても可笑しくはない。しかし、集めても直ぐに離れていく。

　そう、ソリュシャン・イプシロンとナーベラル・ガンマ。この二人がいなければ。

　絶世とも言っても良い美女二人。そしてそれに付属される大した格好でもない二人の男。

　どんな人間でも興味を刺激される取り合わせだ。

　特にこういった露天の立ち並ぶところでは。

「うーむ。二人に聞きたいのだが、何故ここにいるんだ？」

「アインズ様のお傍に控える者がいるのは当然です」

「アインズ様を警護する者は入用です」

「……まずソリュシャン。来なくて良いと告げたはずだ。次にナーベラル。アノックがいるし問題は無いと言ったな？ それにこの私より弱い者が警護して何の意味があろう」

　二人は笑顔を浮かべたまま、それには答えない。そこにあるのは明確な拒絶だ。

　それを暫く眺め、アインズは大きくため息をついた。

「すまないな、アノック。この二人はこのまま連れて行こう」

「よ、よろしいのでしょうか？」

「言っても聞かないような気がする……」

「さ、左様ですか」

　苦笑いを浮かべたニンブルに、ソリュシャンが平然とした態度で言葉を発した。

「主人が間違ったことを行っていたら、命を持ってしても止めるのが部下の務めです」

「ソリュシャンの言葉は行き過ぎとは思いますが、私としては素晴らしい職場が失われるようなことにはなって欲しくは無いので」

　一瞬だけの空白が生まれる。それからアインズはおどける様に肩を竦めた。

「やれやれ、ナーベラルは辛らつだ」

　再びニンブルが苦笑を浮かべる。

「事実でございますが、アインズ様。強大なお力をお持ちのアインズ様の下に付くことは安全を意味しますので」

「言いすぎかと思います、ナーベラル」

　ソリュシャンとナーベラル。二人が互いを一瞥し、即座に視線をそらせる。しかし意識は剣となって互いの間で斬りつけあっていた。剣戟によって生じるピリピリとした空気が、アインズとニンブルの顔を曇らせる。

「まぁ、なにはともあれ！」

　やけに大きな声でニンブルが朗らかにアインズに話しかける。

「最初に見に来たのがここで宜しかったのですかな？」

「ああ、もちろんだ！」

　アインズも朗らかに答える。

「やはりこういった物資の行き交う場というのを観覧するのは非常に役に立つことだ。それに好奇心を強く刺激されるぞ」

　アインズの言うことに嘘はない。

　様々な露店で売られている品物は、アインズの好奇心を強く刺激した。

　例えばアインズの知識に無い、日本に無かった様々な食品。西瓜を細長くしたような食料はどのような味がするのか。ジャガイモに似た食品はやはりジャガイモに似た調理をするのか。ブドウとしか思えない食品は、やはりアインズの知るブドウと同じなのだろうか。

　そればかりではない。

　布を売っている店、装飾品を売っている店、怪しげなものを売っている店。どれもが未知であり、全てが輝いて映った。

　いうなら今のアインズは海外に初めて出た人間が、露天で興奮しているような感じである。

「でしたらここで眺めていないで散策してはどうでしょう」

「それは非常に素晴らしいな。近くで見ればもっと変わった発見があるやもしれんが構わないか？」

　アインズの視線の先は多くの人が行き交う中である。警護という観念から考えれば、決して良い顔をするはずがない。しかしニンブルが話を振ってきたように、簡単に答える。

「構いませんとも。辺境侯に相応しきお姿をしていれば不味かったでしょうが、今のお姿であれば大した問題にはならないでしょう」ニンブルの視線が動き、二人の絶世の美女を捕らえる「まぁ、目立つことは間違いないですが、誰に辺境侯と分かるでしょうか。そして私も普段はヘルムを被っておりますので、この格好で見破られる可能性は低いでしょう。以上の点から問題はないと考えております」

「なるほど……ではアノック殿。私はジルクニフから出来る限り帝都内で力を行使するのは止めてくれと頼まれている。何かあった時はよろしく頼むぞ」

「無論、この命に代えましても、御身の安全はお守りいたします。ですので辺境侯は気を楽に散策をお楽しみ下さい」

「期待しておこう。……では行くぞ、ソリュシャン、ナーベラル」

　活気の中にアインズはその身を投じると、周囲を渦巻く喧噪が熱気となって全身を包み込む。

　露天から通り過ぎる者へかけられる呼び声、老若男女の笑い声、威勢の良い値引き交渉の声。そして時折聞こえる殺伐とした声。

　まさに帝国の繁栄を凝縮したような、そんな場所だった。

　アインズは雰囲気に酔ったようなふらふらとした足取りで、幾多の露天を冷やかし半分で眺め、売られている商品を興味深く触る。

　誰がどう見ても満喫しているというのが一目瞭然な、そんな姿だった。

「ふむー。素晴らしい。非常に素晴らしい」

「……楽しんでいただけたようで何よりです」

「心の底からな」

　陽気に答えるアインズに、それとはまるで正反対に暗い声が届いた。

「少しばかり疲れましたね」

　ナーベラルである。確かにナーベラルの発言も当然のものだ。

　二人の美女を引き連れているために、なんらかの立場の人だと判断した者達が道を開けてくれるので、人混みはさほど気にはならない。しかしそれを差し置いても好奇心を強く刺激されているアインズは休むことなく歩き続けた。

　アンデッドであるアインズは疲労しないが、ドッペルゲンガーであり魔法使いであるナーベラルの肉体的な面はさほど優れてはいない。であれば疲れは当然溜まるであろう。

「確か──」

「……ならば最初っから付いてこなければよいのです」

　アインズが何か言うよりも早く、冷ややかなソリュシャンの声が響く。

　互いににらみ合い、両者が何か口を開こうとするよりも早く、アインズが鋭く叱咤した。

「いい加減にしろ。周囲の良い見せ物だ」

　にらみ合う二人の美女は見せ物として非常に優れていたらしく、多くの視線が集まっていた。アインズは頭を振ると、先頭に立って歩き出す。

　そのまましばらく歩き、広場の外れの方まで移動するとようやく足の運びを遅める。そしてニンブルに問いかけた。

「汁気の多い果実を食べたいものだ。こうも日差しが強くては喉も渇こう」

　ニンブルが奇妙な表情を浮かべたことを悟ったアインズは、苦笑と共に二人のメイドの方を目で示す。両者ともいまだ喧嘩状態であるため余所余所しく、物理的にはっきりとした距離が開いていた。

「なるほど……でしたら甘いものの方がよろしいですね」

「そうだな。甘味はささくれだった心を和らげてくれるからな」

「畏まりました。では……」

　ニンブルが周囲を見渡す。

「あちらがよろしいでしょう」

　ニンブルの視線の先を追ったアインズは、深い緑色のゴツゴツとした外見をした果実らしきものを売っている露天を目にする。それは巨大なライチというイメージが最もアインズの知識の中では酷似している。

「あれは……果実のようだが」

「その通りです。レインフルーツと呼ばれるものでして、皮を一枚剥いた中の果肉は非常に人気があることで知られております」

「ほぉ。ならばそれを頂くとしようか」

「畏まりました」

　ニンブルは直ぐにその露天に向かい、複数のレインフルーツを購入して戻ってくる。

　アインズはレインフルーツを受け取り、ニンブルの指示通り皮を剥く。アインズが思ったように剥き方はライチに非常に酷似していた。

　中からは姿を見せたのはピンク色の果肉。漂う芳香は酸味のまるで無い柑橘系のもの。果汁が果肉に表面に浮かび上がり、口の中に涎が溢れるようなそんな瑞々しさだった。

「うむ。非常に美味そうだ。しかしこれだけでは腹持ちが悪そうだな」

「あくまでも果実ですので」

「そういえば最初の方に美味しそうな串肉を売っている店がありましたね」

　ナーベラルが独り言を言うように、しかしはっきりと聞こえる大きさの声で語る。

　ふうとアインズがため息を一つ。

「……では私が買って参りましょう」

「そうだな、ソリュシャン。頼むぞ」

「いえ！ ソリュシャン様にはこちらに残っていただきたいと思います」

　慌てるように声を発したニンブルに、アインズは謝罪するように語る。

「では悪いが頼んでも良いかな。我が儘な部下で申し訳ない」

「いえ、そのようなことはございません。直ぐに戻ってきますので」

　走り出すニンブルの背中に三人が送る視線は冷たいものだった。





日々−４

長いよ。









　ニンブルが人混みの中に消えていく姿を目で追いかけながら、三人は揃って果実を口元に運ぶ。しかしそれを噛み砕くようなことはしない。

「さてあの男は信じたかな？」

「恐らくは」

「愚かなこと。私達がアインズ様のご命令を無視してついて来たと思っているとは」

　ソリュシャンとナーベラルが微かに目元だけを下げる。

「しかし三つの利点まで考えた上での行動とは流石はアインズ様」

「まぁ、内一つはデミウルゴスに言われたからの行動だがな」

　ちらりとアインズはナーベラルに視線を送り、それを受けてナーベラルが目で礼を示す。

「上手く誘導しろ」

「畏まりました。上手く演技してみせます」

「ジルクニフがそんなことをする男とは思わないが……デミウルゴスの言うことだしな」

「しかし嫌な役目です。例え演技とは言え、アインズ様の圧倒的な力のみで支配が成り立っているなどとの嘘をつくのは」

「……本命はアウラ様のお仕事とか？」

「そうだ。アウラはエルフの権利を勝ち取るという目的で私の支配下に入っているという情報を流す。ナーベラルの行為はその前準備だ。……ではソリュシャン。尾行はいまだちゃんと付いてきているか？ こちらを見失ってないな？」

　ソリュシャンは果実を少し齧ると、口をモゴモゴと動かす。しかしまるで別のところに口があるかのように、明瞭に言葉を発した。

「はい。これだけ目立っておりますので問題ないようです」

　アインズは果汁で顔が汚れたと言わんばかりの態度で、顔を手ぬぐいで乱暴に拭う。特に下あごの辺りを。

「念を押しておくが、もしかするとアノックの手の者が後ろから警護しているという可能性もないわけではない。こちらからの攻撃は決して許可しないぞ。それと尾行者はこのまま泳がせるつもりだ。撒いたり……ましてや見失ったりしないようにな」

「それは問題ございません。隠れているつもりでしょうが、既に私のスキルでロックしておりますので、見失ったりするようなことは距離が離れない限りはございません」

　暗殺者でもあるソリュシャンは自信を持って答える。

「ならば全ては順調だな」

「まさに。しかしアインズ様の帝都見学。それにこれほどの無数の策謀があったなど、誰が気付きましょう。まさにアインズ様の英知には並ぶ者がおりません」

「よせよせ。まだこれからが勝負だ。ちゃんと人ごみに紛れて分断するぞ」

　二人が目のみで了解の意を示すのを確認し、アインズは布を乱暴にポケットに押し込む。二人は果実を完全に食べ終わり、汁で汚れた指を清潔なハンカチで拭う。

「しかしやはり食べることはできんな」

　歯で果肉をかじることは出来ても、口底がないために下に落ちてしまうのだ。いや有ったとしても喉も胃も、更には舌だって無いのだから味わうことすら出来ない。

　すこしばかり残念に思いながら、アインズは歯形が小さく付いたフルーツを眺める。

「捨てるか」

　持ち前の貧乏性が勿体ないと大声で叫んでいるが、有効活用する手段も何も頭に浮かばない。持って歩くのも果汁で汚れるので遠慮被りたい。アイテムボックスに放り込むのもなんだか嫌だ。

　露天で食べ物が売られていた以上、どこかにゴミ捨て場があるはずだと、周囲を見渡したアインズは、己を凝視する視線に気が付く。

　それは目の前の二人からだ。

「私の食べ残しだが……いるか？」

「はい！」

「是非とも！」

「……もっと欲しいなら買ってきてもらうぞ？」

「違います！」

「それを頂きたいのです！」

　アインズは二人の剣幕に若干引くが、それでも差し出す。

「一つしかないから二人で半分にして──」

　その言葉が言い終わるより早く、ソリュシャンが手を伸ばした。

　アインズの持つ果実に、上から手をかぶせる。その手が退かされた時には、アインズの手の上にはもはや何も残っていなかった。

「うわ……」

「ご馳走様でした」

　ナーベラルの呆気に取られた声とソリュシャンの満足げな声。そこにはまるで正反対な感情が篭っていた。

「ソリュシャン。貴方は素晴らしい友人でした」

「……ナーベラル。これは仕方が無いことです」

「何がでしょう。納得できないことであれば、全力で戦闘を仕掛けさせてもらいます」

　おいおい。

　アインズが止めようとするよりも早く、ソリュシャンが口を動かさずに語る。

「あの男が帰ってきます。演技の関係上、あなたがアインズ様の果実を食べるのは不味いでしょ？ それにそうやって喋るのは如何なものかなと」

　ナーベラルが大きく目を見開き、ぐるっと顔を回す。そして急いで帰ってくるニンブルに凄まじいまでの憎悪を込めた視線を向けた。

　ちっ。

　やけに大きく舌打ちを一つ。それから鋭い視線をソリュシャンに向け、口を動かさないように喋る。

「次は譲りなさいよ」

「仕方ないわね」

　少しばかり勝ち誇ったソリュシャンを一瞥すると、ナーベラルの表情は直ぐに先ほどのものに戻った。

「遅くなりました。エイノック羊の焼き串です」

　ニンブルが手に持ってきた数本の串を差し出す。大降りの肉が数切れ刺されたもので、肉の表面には程良く脂が滲み、焼き加減もちょうど良さそうだった。肉の焼ける腹の減るような良い香りにまじって、タレの甘い香りが立ちこめる。

「いやいや、アノック殿。すまないな、走らせてしまって。ナーベラル、私の分も食べると良い」

「ありがとうございます」

　遠慮という言葉を忘れたようにナーベラルはニンブルの手から串を奪っていく。

　それを次から次へと胃に収めていく。そのあっぱれな食べっぷりに、ニンブルは微かな驚きを顔に宿した。

　美しい顔立ちを考えれば似合っていそうもない食べっぷりだが、それが逆に違和感なく感じられる。その奇妙な似合い方への驚きだ。

「さてアノック殿、これからどこに案内してくれるのかな？」

「そうですね。大学院や帝国魔法学院を見学してみては如何でしょう。許可を得られないと内部に入ることは出来ませんので、今回は外からということになりますが」

「それは素晴らしい。帝国が誇る学院は非常に興味深い。フールーダとも相談したのだが、私の領地を上手く管理してくれる人材を募集したりしたいとも思っていたからね」

「そうでしたか。そうと知っていれば許可をお取りして置いたものを。見学が終わりましたら帝国美術館や練兵所を覗きに行ってみましょう」

「ほう。美術館などもあるのか。少しばかり興味が引かれるな」

　やはりキンキラのものばかりあるのだろうか、そんな疑問を抱きながらアインズは告げる。

「はい。辺境侯のお目にかなうものが有ればよいのですが」

「アノック殿、楽しみにさせて貰うよ」

「畏まりました。ではナーベラル様も食べ終わったようですし、移動しましょう」

「ああ、そうしよう」

　そして──




　　　　■




「──分断したわけだがな」

　ナーベラルとニンブル。二人と別れたアインズは裏路地で周囲を見渡す。静かな路地に活気は無く、日差しが遮られている箇所もあるために、昼時だというのに少しばかり暗い。

　さらに禿げた石畳やそこから伸びる雑草などが、管理が行き届いていないことを証明していた。

　それら全てが相まって、寂れた雰囲気と治安の悪さを感じさせる。

　流石にどんな世界であろうと貧富の差をなくすことは不可能だと実感させてくれる光景だ。

「予定通りですね」

　後ろからソリュシャンが語りかけてくる。

　アインズは鷹揚に頷くと、歩き始める。取り立てて目的地を定めたものではない。というよりここが何処か、帝都の知識が皆無なアインズにはさっぱり見当が付かなかった。

　見渡しても取り立てて目印になるようなものは無く。代わり映えの無い家屋が続くばかり。

　だがアインズはここがどこか知っていると言わんばかりの自信に満ちあふれた態度で歩く。

　これは別に演技ではない。魔法を使えばどのような場所からでも帰還することは容易だと知っていれば、誰だって迷い無い態度で歩くことが出来よう。

「それでソリュシャンよ。尾行はまだ問題なく続けられているか？」

「……はい。問題ございません。一定距離を維持したまま、後方からこちらに追従しております」

「追従……まぁ、良い。護衛とはぐれるなど、ここまで隙を晒したのだ。仕掛けてくるとしたらそろそろだろう。どのような者が来るかは未知数だが、決して実力を十全に発揮するな。相手にこちらの底を知られるような行為は厳禁だ」

「畏まり……」ソリュシャンが途中で言葉を奇妙に途切れさせ「アインズ様。前方に複数の人間の気配がございます」

「……たまたまの可能性は？」

「無いとは言い切れませんが、ピリピリとしたものがございます」

「ふむ……」

　アインズは前方を眺めるが、その人影というものをみつけることは出来ない。そしてそのピリピリとしたものを感じることも出来なかった。

　しかし暗殺者であるソリュシャンの持ちうるスキルであれば間違えようがないだろう。

「仕掛けてきたか？」

「可能性はございます。どうなさいますか？」

「愚問」アインズはにやりと笑う「こちらからその罠に乗り込んでやろう。こちらとしてもどのように仕掛けてくるかは興味がある」

「畏まりました。ではアインズ様。その先の通りを左手に曲がっていただけますか？」

「なるほど、そちらか」

　アインズはソリュシャンに先導させ、複数の人間の気配というものの場所に向かう。

　そして目を疑った。

　予期していたのはアインズ達に襲いかかるための包囲網。しかし実際にあったのは小汚い格好をした男達五人と、それに囲まれた一人の少女という状況だった。

　男達は体つきはよいが、さほど警戒する危険性を感じはしなかった。実際、腰にも手にも武器らしく物は所持していない。

　対して少女は一〇代中頃だろう。容姿はそこそこだ。元の世界では目を引かれるだろうが、この世界であれば平均よりも少し上というところか。

　そんな中、アインズが目を引かれたのは少女の着ていた服だ。それは先ほどニンブルの案内で外から見た帝国魔法学院の生徒達が着ていた物である。

「……どうやら仕掛けて来たわけではないようですね。無視しますか？」

　興味を無くしたようにソリュシャンは告げる。それに対し、アインズの考えは違った。

「罠だな」

　断言した主人の物言いに、ソリュシャンは困惑を隠せなかったようで不思議そうな表情をする。

「罠ですか？」

「確実にな。常識的に考えて、たまたま裏路地に入ったら少女が男達に囲まれているなどと言う状況に遭遇すると思うか？ それはどんなタイミングだ。ふん、馬鹿馬鹿しい」

「なる……ほど……？」

「これは尾行者の罠だな。少女を助けろと言わんばかりではないか。つまりは向こうの狙いは少女を私たちに助けさせることだろうな」

「では無視しますか？ それとも少女ごと葬りましょうか？」

「いや、ここはあえて罠に乗る。少女を助けることが相手のどのような利益に繋がるか不明だ。相手の手に乗ることで、そこから敵の狙いを引きずり出すのも悪くない」

「流石はアインズ様。そこまでのご判断とは」

「見ろ、こうしていても一切少女に危害を加える様子がない。確実に私たちを待っているのだろうよ。へたくそな演技だ。仕方がない、主演が舞台に登場してやろうじゃないか」

「はっ！」

　アインズはゆっくりと姿を見せると、侮蔑するような口調でその場にいた全ての者に告げた。

「少女一人を囲んで何をしているんだ？」

　囲んでいた男達の顔に困惑の表情が浮かんだ。まるで予期していたのはと違う人物が登場したとでも言いたげに。

　帝国四騎士が登場すると思っていたのか？

　アインズは男達の顔に浮かんだ表情に、既にお前達の策略が狂っているのだと内心で思いつつ嘲笑を送る。

「失せろ」

　アインズは親指を立てて、命令を下す。その自信に溢れた表情は圧倒的強者だから出来るものである。

「な、なんだ、おめぇ」

　男の一人。最もがたいの良い男が困惑した声を上げてから周囲を見渡す。誰かを捜すような態度に、アインズは浮かび上がってくる笑いを隠しきれなかった。

「残念ながらここにいるのは私たちだけだぞ。ほら、かかってきても良いんだぞ？ しかしチャンスをやろう。失せろ」

　完全にバカにされていると理解したのだろう。男たちの顔が怒りから紅潮し、憤怒の表情へと歪む。

　それを敵対行為と捉えたソリュシャンがすっと流れるような動きで、アインズの前に踏み出る。そして両手を広げたと思うと、手には大降りのナイフが握られていた。

　鋭いナイフは誰が見ても実用性を重視したもの。それも決して身を守るための物ではなく、相手に致命傷を与えるために作り出された物だった。

「なっ！」

　その男達の驚きはソリュシャンがナイフを構えたことか、はたまた何処からともなくナイフを準備したことに対するものか。それともそのナイフを用いる目的が理解できたためのものか。

「……殺しますか？」

「ふむ……まぁ構わないかもな。死体は我々の実家に送るとしようか」

「承りました」

　人を殺す。

　平然と言える内容では無いはずにも関わらず、世間話のように言う二人を見る男達の表情が変わった。

　薄々とは気が付いていたではあろうが、明確に生きる世界が違う危険な存在に喧嘩を売ったと悟ったのだ。

「お、おまえら、いったい……」

「今から死ぬあなた方が知る必要はありません」

　男達の表情にはっきりとした恐怖が宿った。

　絶世の美女であるソリュシャンの冷徹な言葉に、それを実際に行うだけの力を持つと本能が感じ取ったためだ。

　それだけで無い。無造作に詰め寄っていくソリュシャンに得体の知れない感情を抱いたのだろう。及び腰になったその姿は、逃げるタイミングを伺っているのが丸分かりだった。

　やれやれ。

　アインズは内心で肩をすくめる。その男達の反応で、アインズ達がどの程度の存在か一切知らされず雇われたというのが明白になった。所詮は捨て駒ということだ。

　ならば必然的に少女の方が本命である可能性は高い。

「さて、ここまでを冗談にするか、本当にするかはお前達次第だ。これが最終警告だ。失せろ」

　男達は互いの顔を見合わせ、脱兎の勢いで逃げ出す。

　殺そうと思えば姿が消えるまでに幾度も殺せただろう。実際、ソリュシャンが殺害を許可する視線をアインズに向けてきた。しかしアインズは縦に頭を振ったりはしなかった。

　殺す価値すらない。

　アインズの男達への評価はその程度だ。逃がしたところで困ることなど何一つとして無い。

　そしてアインズは男達のことを忘却する。

　アインズ・ウール・ゴウンという強大な存在が、体格が良いだけの人間にそれ以上の思考を割く必要すらない。アインズは少女に向き直ると、優しげに語りかける。

「それで怪我はないかな？」

「あ、ぁ、あ、ありがとうございます」

　少女が感謝を口にする。顔色は若干悪く、事態のあまりの急変に思考が付いていっていないという態度だった。それだけでなく、恐怖から来る怯えもあった。恐怖の対象はソリュシャンがメインで、アインズがサブと言うところ。恐らくはソリュシャンとの会話で「殺す」などの言葉を使ったことに対してだろう。

　アインズは反省をする。

　男達から救った相手がもっと薄暗い社会の人間だと思っても可笑しくはない会話だった。もう少し濁して伝える方が良かった。相手がどのような策を練っているか不明な以上、出来る限り法に触れる行為は避けるべきだった。

　後で悔いるから後悔という。

　そんなことをぼんやりと思いながらアインズは少女を眺め、浮かび上がってくる困惑を隠しきれなかった。

　あまりにも自然な怯えかたなのだ。

　本当に単なる少女が恐怖に捕らわれているようで。

　……もしかして本当に単なる一般人？

　アインズは頭を横に振りながら、心の中で生じた疑惑を必死に塗り潰す。ゲームのイベントじゃ有るまいし、そんな偶然があるはずがない。たまたま裏路地に入って、たまたま少女が屈強な男達に絡まれている。そんなことが起こりうるはずがない。

　これは全て何者かの陰謀である。そう考えた方が納得がいく。

　だが、完全に疑問を消すことは難しい。

　もしそうだったら、先ほどまでの自分の説明はなんだったのか。

　ソリュシャンをチラリと横目で伺い、アインズは少女からより一層の情報を引き出そうと話しかける。

「そうか。それはよか……」

　突如、ソリュシャンがアインズの耳元に口を近づけ、本当に小さく告げる。

「……アインズ様。こちらに駆けてくる者が」

「失礼」アインズは少女にそれだけ言うと、少し離れソリュシャンに尋ねる「……尾行者か？」

「いえ。それとは別口です」

　アインズは何がなんだかと思いながら、新手が来るという方向に視線を向ける。

　ほんの少しの時間が経ち、姿を見せたのは一人の少年だった。年のほどは少女と同じか若干上。息を切らせているのはここまで全力疾走したからだろう。秋の空気は涼しげなものを宿しているが、少年の額には汗が滲み流れていく。

　凛々しい顔立ちではあるが、目を最も引くのは左目を覆う眼帯だ。

　魔法によって肉体的な欠損すら癒えるこの世界において、眼帯をしていると言うことは、それほどの金銭的は余裕がないか、はたまたはそれがマジックアイテム。そう言ったところだろう。

　そう考え、アインズは少年の服を見て、後者だろうと判断する。

　着ている服は少女と同じ帝国魔法学院の服だった。

　少年は少女を目にすると、安堵の息を吐き出し、表情が一気に緩む。

「無事だったのか！」

　そして少女の怯えを察知すると、アインズに警戒の視線を送ってきた。敵意すら含まれた少年の視線に反応し、ソリュシャンがゆっくりと前に出ようとする。殺意などは何処にもなく、先ほどまで持っていたナイフは握られてはいない。

　しかしナイフなど無くてもソリュシャンは人間を容易く殺せる存在であるし、人間ごとき劣等生物に自らの敬愛する主人へ敵意を向けられて許すほど慈悲深い性格もしていない。

　さきほどの男達よりも少年は危険な場所に立っている。

　それが理解できたアインズは、ソリュシャンに対して手を軽く持ち上げることで意志を示す。

　即座にソリュシャンはアインズに頭を下げると、元の位置に戻った。

「ち、違うの！」

　その時になってようやく少女は少年の表情に含まれた考えを悟り、慌てて叫ぶ。

「この人たちが助けてくれたの！」

　少年の顔に困惑が生まれ、数度アインズと少女を見比べる。

　アインズは戯けるように肩をすくめた。

　そのポーズでようやく少年の顔に浮かんでいた険しいものが溶けて消えていった。

「そうでしたか、勘違いして申し訳ありません」

「い、いや、構わないとも──」

「こんな治安の悪いところに一人で来るなよ、バカ」

　アインズが言い終わるよりも早く、少年は少女の方に向き直ると叱咤する。

「うん……ごめんね」

　頭を下げ、少年に謝る少女。そのまま二人はどうしてここに来たとか、そんな会話を始め出す。

　アインズは何となくだが、とてつもない場違い感を全身で受け止めていた。

　二人の間の空気におっさんには入れない、精神的な空間障壁のようなものが張られているような感じがしたのだ。一言で言えば『むず痒い』。

　ああ、俺もこんな青春を送ってみたかった。

　そんな憧憬をアインズに感じさせるが、その感情の波は即座に収まる。

　それがアインズには苛立ちを覚えさせた。

　この肉体に変化してからは強い感情が生じた場合、強制的に沈静化させられる。つまり今のように冷静さが急激に戻ってきたと言うことは、あの二人を眺めてそれだけ強い憧憬を得たということの証明になる。

　それほど強く憧れてなんかいない！

　アインズは己の心を叱咤する。確かにアインズは高校を卒業すると同時に働きだしたため、学生生活は若干短いと言えよう。さらに中学、高校生活もさして明るいものではなかった。

　しかしそんな暗い生活を払拭するように、ユグドラシルでの日々は素晴らしかった。まさに黄金のように輝いていた。

　そう──アインズの青春は遅れて来たユグドラシルでの仲間達との冒険にある。そしてその輝きはあの二人を見て、羨ましがるようなちんけな物ではない。

　ならばあんな関係を見て羨ましがるなど、かつての仲間達との素晴らしき日々を汚す行為だ。

　アインズが己の無様な心に怒りを感じながら眺めていると、二人の会話は終わりを迎えたようで、揃ってアインズに向き直る。

「助けてくださってありがとうございます！」

「……あ、ああ。良かったな……」

「では私たちはこれで」

「ああ、気を付けるんだぞ」

　物分りの良いおじさんと化したアインズを尻目に、二人は歩き出す。

　二人で去っていく姿──少年と少女は並んではいるが、完全にくっついてはいない。その微妙な空間が二人の関係を如実に示しているようだった──を見送りながら、アインズは呆然と呟いた。

「……まさか、本当に関係ない……単なる遭遇だったのか……。嘘だろ……」

　ソリュシャンがはっきりとした驚愕を表に浮かべる。自らの主人のぐったりと倒れこみそうな姿を前にして。

「ど、どういたしましょうか？」

「お、驚きだぞ、ソリュシャン。これは本当にまるで関係ない遭遇だったみたいだぞ……」

「いえ、そうであると決まったわけでもないかと愚考します！ 全ては今後の布石としての陰謀という可能性もございます！ 決してアインズ様の予測が外れたわけではないと考えます！」

「……その可能性もあるか」

　なさそうな気配を感じるが、そうでも思いこまないとやってられない。

　それにソリュシャンが必死に慰めてくれているのだ、落ち込んでばかりもいられない。

　しかしアインズのやる気メーターは完全に空だ。もはや何をするのも億劫だった。

　強い精神の動きは抑圧されるが、そこまで行かないレベルの波は押さえ込まれたりはしない。弱い怒りが長く続いたりするのはそのためだ。その例で言うなら今のアインズは弱い脱力感が長く続いている状態と言うことだろう。

　アインズは肩を竦めると、ソリュシャンに話しかける。

「もう、とっとと帰るか」

　転移魔法で帰って、屋敷からナーベラルに魔法で命令を送れば良い。

　そんなことを考えていたアインズに対し、ソリュシャンが引き締まった表情を向けた。

「アインズ様。現在、何者かが周囲に展開するように包囲網を形成しております」

「……ほう」

「……包囲網を縮めてきております」

「その中には私達しかいないのか？」

「はい。私達が包囲網の中心となっております」

　今度は確実だ。そう思いながらもアインズは自信が持てない。というよりもなんだかどうでも良くなっていた。

「ならば待っていてやろうじゃないか。どんな手で来るか興味がある」

「でしたらアインズ様、こちらに」

　ソリュシャンに言われ、アインズは壁を背にするように立つ。

　それから数十秒後、半円を描くようにアインズたちを包囲したのは、家々から飛び降りてきた総勢八名の男達だった。

　飛び降りたと言うのに、音も無ければバランスを崩したりもしない。まるで猫か何かを彷彿とさせる姿だった。しかしながらかつて闘技場でアウラの見事な着地を見たアインズとしては驚きは何もなかった。

　それどころか見苦しいとも言える。

　アインズは冷めた目で男達を観察する。

　全員が都市迷彩を思わせる色の服を着て、着地の際も金属の音がしなかったと言うことは隠密行動を主眼に置いた武装で整えていると言うことだろう。

　顔はすっぽりと布で覆っており伺う事は出来ないが、隙間から覗く瞳はいやに輝きが無い。暴力に慣れていると言うよりも人を殺すことを職業としている雰囲気。

　さきほどの男達とはまるで違う、異質な気配を放った者たちだった。

　少しばかり何故かアインズはほっとした。

　今までの辛い空気が拭われていくような気がして。

「なんとも直線的な手だ……」

　アインズの呟きに答えることなく、その中でも中心人物と思われる男が口にする。

「……辺境侯とお見受けする」

「そうだが……サインでも──」

　言葉が終わるよりも早くきらめきが起こり──複数の金属音が高く響き渡る。アインズの前に躍り出たソリュシャンが抜き放ったナイフで、投擲された飛び道具を迎撃したのだ。

　大地に落ちた長い針のような武器は、数にして八。

　両手にナイフを構えたソリュシャンが薄い笑いを湛えながら宣言する。

「アインズ様に対する攻撃をこの私が許すはずが無いでしょう」

　全員からの奇襲を完全に迎撃したその姿は驚くべき光景であり、常人であれば目を疑うものである。実際、男達の瞳に初めて人間的な感情、驚きが宿る。

「……強い」

「……むっ」

　思わずという感じで毀れ出た言葉が、放った攻撃に自信があったことを示している。しかしそれを破られながらも、それでも撤退するという気配は無い。

　まだ切り札があるのか、それとも職業的なものか。

　アインズはそんなことを考えながら相手の動きを伺う。

「……流石は辺境侯のメイド。その女は強い。幾人か死ね」

「畏まりました」

　了解の意を示し、男達は一斉に刃物を抜き放つ。

　ソリュシャンのナイフを肉体で受け止め、残った男達がアインズに殺到すると言う手なのだろう。男達は良いポジションを得ようと、じりじりと動く。

　張り詰めた空気。

　小さな呼吸音でさえ、全てが崩壊するのではと思えるような静寂の中、ソリュシャンが問いかける。

「アインズ様。全て殺すべきでしょうか？ それとも幾人か瀕死で留めますか？」

　決死の覚悟を決めている男達に対し、ソリュシャンの言葉は何処までも場違いなほど軽く聞こえる。男達が突貫してきても容易く仕留められる。そんな余裕がそこにはある。

　しかし決してそれは油断ではない。

　歴然たる事実。

　単なる人間の男達と、ナザリックの戦闘メイドであるソリュシャンの間でははっきりとした差があった。

　それを感じられるからこそ、男達は襲い掛からない。いや襲いかかれない。

　決死の覚悟ですら届かない、そんな巨大で高い壁が前に立ちはだかったような気がして。

「むぅ……」

「これは……」

「つっ！」

　男達の瞳に焦りが浮かぶ。

　目つき険しくソリュシャンを睨む。

「なんとも、これは……」

「八人でも……勝てぬ」

「倍は……いる」

　男達の目にはソリュシャンに容易く迎撃される自らの像が浮かんでいた。

　決死ではなく必死。

　獅子の前のネズミ。

　逃げることも攻撃することも出来ず、立ち往生した男達にアインズが問いかける。

「さて……聞かせてくれないか？ 私は魔法使いだぞ？ 私を自由にした時間が長ければ長いほど、お前達を容易く殺せると思わないのか？」

「…………」

「もしかしてそれを教えられてないのか？ ……私の暗殺許可は何時出た？ まさか今さっきとは言わないよな？」

「…………」

「……ソリュシャン、尾行者は？」

「まだ……おります」

「はぁ。答えは出たな……とっとと失せろ」

　冷ややかな声が響く。発したのはアインズだ。

「…………」

「お前達は私の力を見るための捨て駒だ。ならばここでお前達を殺すことは私にとっての不利益。それにお前達も死にたくはないだろ？ ほら、互いの利益は一致する」

「……愚か。死など」

　ヒュンという音と共に、言葉を発しようとした男の一人の首がぱっくりと裂ける。

　噴き上がる大量の血が、雨のごとく石畳を染め上げていく。

「かっ、かっ」

　男は喉を押さえるが、噴き出す血が止まるはずがない。そのまま男の目はぐるりと動き、白目をむき出すと崩れ落ちた。

「……な、なに？」

「伏兵……？」

　何が起こったのか、それを理解できる者は男達の中にはいなかった。しかし、ソリュシャンの腕を見た者はその目を大きく見開く。ソリュシャンの持っているナイフはいつの間にか鮮血に染まっていた。

　ならばそのナイフで切り裂いたのは明白。だが、男との距離を考えれば、ナイフが届くはずがない。投擲し、回収したというのは無理がある。

　では何故か？

　その疑問はナイフの先に目をやれば即座に解消されるものだった。

　男達は目を大きく見開く。そのあまりな光景に。

　腕が伸びていたのだ。元々ソリュシャンの腕は細く繊手という言葉が似合いそうなものだ。それはメイド服の上からでも十分に悟れる。

　しかし今のソリュシャンの腕は骨や筋肉などの人体の構造を無視したように、細くくねった物へと変わっていた。その長さは二メートルを超えよう。決して人間に出来るとは思えないような変化である。

　その腕ならばどうやって男の喉を切り裂いたかは理解できる。その鞭のようにしなる腕が、男達の動体視力では捕らえることすら出来ない動きを可能としたのだ。

　驚愕の表情を色濃く残し、男達は大きく飛び退く。

　その腕の攻撃範囲から逃れるように。

　ごくりと唾を飲み込む音が大きく響く。

　それを合図にしたように、ソリュシャンのぐにゃりと曲がった腕が鞭のようにしなり、人の物へと戻る。しかしその異質さはもはや隠しようがない。

「英知に長けたアインズ様に対し、『愚か』などと最も相応しくない暴言を吐くとは……」

　ソリュシャンが鼻で笑い、それから顔をぐにゃりと大きく歪める。それを目にした男達の覆面から覗く目が大きく見開かれる。整った顔立ちが嘘のようにグニャグニャと変化したのだから。

「……不快だったために思わず攻撃してしまいましたが……抱擁を与えるべきでした。己の皮膚が溶け、肉が焼かれていく苦痛を味あわせるべきでしたでしょうか、アインズ様？ その『愚かさ』を後悔させるべく」

　濃密な血の匂いが周囲に立ちこめる中、ソリュシャンの言葉は何処までも軽く聞こえた。

　しかしその口調に含まれた思考は、男達が一斉にナイフをアインズから反らし、ソリュシャンに向けるほどのプレッシャーがあった。いや、その前から──顔の形が変わった頃から男達はナイフを向ける意志を持っていたのかも知れない。ただ、タイミングを逃していただけで。

「……困ったものだ。私のメイドは危険だな。君たちが持つナイフよりも恐ろしい」

「お戯れを。それよりアインズ様、どういたしましょう？」

「……ソリュシャン、後は私が片づけるとしよう」

「畏まりました」

　アインズは一歩前に進み出ると、ソリュシャンが前に出ていた間に準備していたものを取り出す。

「これを見ろ」

　掲げたのは巨大な宝石だ。

　これほど大きいものが本当にあるのかと思えるものであり、イミテーションだろうと考えてしまうほどの。

　しかし別にこれを見せつけることがアインズの狙いではない。男達がこちらを向いてさえいれば良いのだ。

　その宝石を掲げると同時にアインズは魔法を発動させる。

《サイレントマジック・マス・ドミネイト・パースン／無詠唱化・集団人間種支配》

　無詠唱化した魔法が男達の意識を縛り上げる。

「さて、準備はよしだな」

　最初に行わなければならないのは男達の正体だ。

　一応、正体に心当たりはあった。しかしアインズは先ほどの失態が記憶に新しいために、今まで問いかけることが出来ないでいた。ここでまた外れたらと思ってしまい萎縮していたためだ。

　アインズは咳払いを一つ。

「さて、お前達が何者なのか聞かせて貰おう」

　魔法によって完全に支配されている男は、通常であれば拷問をされたとしても話さないことを即座に答える。

「我らはイジャニーヤ」

「ほう！ やはりお前達がイジャニーヤか！」

「ご存じなのですか、アインズ様？」

「ああ。フールーダより聞いたことがある。かつての一三英雄の一人にイジャニーヤという名の暗殺者がいたという。その弟子達が技術を受け継いで今なお暗殺集団を形成していると。雇うのにはかなり金がかかるそうだが……ではお前達を雇ったのは誰だ？」

「知らぬ」

「……何故だ？」

「我らは辺境侯を殺すように命令を上の者より受けただけ」

「ああ、そうか。なるほど」

　当たり前だ。あくまでもこの者達は実戦部隊でしかない。

　そうなると知りたいことは何も知っていない可能性が高い。

　ふーむ、とアインズは考え込む。

　殺すつもりは元より無かったのだが、これで完全になくなった。

　イジャニーヤという暗殺集団のような隠密系スキルを持っていそうな存在は欲しかった。ナザリックの強化という面でも、コレクター的視点からしても殺すのは勿体ない。

　では無傷で解放というのも、アインズを狙ったと言うことを考えれば面白くない。

「取り敢えずはお前達は解放する。しかし、私を狙った罰は与えなくてはならないな」

　アインズは良いことを考えたと、ニンマリと笑った。







　ある通りに二人の人影があった。

「役に立たないなぁ」

　片割れである女が戯けるように言いながら、男のように短い金髪をかき上げる。

　顔立ちは整っているが、それは猫科の生き物の可愛らしさだ。瞬時に肉食獣としての素顔を見せ付けるような。さらに筋肉が乗ったすらりと伸びた体格が、猫科の獣の持つ優美さを強くイメージさせる。

　そんな猫のような女が着用しているのは皮鎧であり、腰にはスティレットと呼ばれる刺突専門の武器を四つほど下げ、それ以外にも双頭モーニングスターを下げている。

　その姿は戦士と見なして間違いではないだろう。

　己に対する強い自信とそれに釣り合うだけの能力を感じさせる女だった。

　細められた青い瞳は愉快げな色を宿し、女の心の内を十分に物語っていた。

「そう思わない？ イジャニーヤとか言って、結構な金払っているのにさ」

「……………………」

　女の質問に対し、聞き取り辛い返事が返る。

　女の直ぐ横にいた人影。それは非常に小さく、異様な男だ。

　まず服装が腰に布を巻き付けているだけである。ただ、異様なのはその服装ではない。肉も脂肪も無いほど痩せており、さらにしわくちゃな姿はミイラを彷彿とさせる。

　ぽっかりと開いた眼球の無い目が女に向けられ、歯の抜け落ちた口がもごもごと動く。

　声は小さく嗄れているために、何を言っているのかさっぱり分からない。しかしその女には十分に聞こえているようで、即座に返答した。

「ああ、まぁね。捨て駒だけどさ。噂に聞いた辺境侯の力の一端を見るための」

　角度的には女のいる場所からではアインズ達の姿は一切目にすることは出来ない。しかし、女はまるで先ほどまで見ていたような素振りで口にする。

「……………………」

「うーん、そりゃ確かに。それで結局、あいつらを操ったのはどっちだと思う？」

　女の言っているのはアインズの掲げた宝石だ。

「辺境侯は魔法を使える。でもあのアイテムの力によるものかも知れない」

「……………………」

　女は大きく頷く。

「ああ、そうだね。そう思うね、私も」

「……………………」

「さて、どうしようか？」

「……………………」ミイラのような男に何を言われたのか、女が顔を堅くした。そして舌打ちを一つ「……………………」

「マジで？ 漆黒とか陽光とかが動いた場合、私でもちょっと厄介……。貴方も苦手でしょ？ 特に英雄クラスしかいない漆黒教典の連中はね」

「……………………」

「え？ 風花？ なんだ教典内のマジものの情報収集担当じゃない。ならサクっと殺しちゃおうか？」

「……………………」

　ミイラが強い物腰で言葉には思えない言葉を告げる。それに対して女が頭を掻く。

「はいはい。さくっと殺っちゃいますよ。遊んだりしないって。流石に法国の特殊部隊相手にそこまで遊ぶ気はしないから。大丈夫、信用してよ」

「……………………」

「ああ、そうだね。ここでの仕事が終わったら次に風花の皆さんが探す姫さんから奪った秘宝を使える奴を捜して、それから行方不明のバカの捜索か。まぁあいつはどうなってもいいけど超レアアイテムの回収ぐらいはしないと」

「……………………」

　ミイラが肩を竦め、女が朗らかに笑う。

「全くだよね。人数が足りないって。漆黒教典の十一神徒を真似ているなら、それだけ増やしてくれればいいのに。うちの教祖も人使い荒いから」

「……………………」

「ああ、うん」女は満面の笑みをたたえる「私が裏切ったから今じゃ十神徒か。いやいやご苦労様です」

「……………………」

「あいよー。うんじゃ行動開始しようか。まずはぶち殺しからね」







　アインズは駆けてくるニンブルを目にすると、軽く片手を上げる。

　それを目にすることでより速度を増したニンブルがアインズの元に辿りついたのは直ぐのことだ。

　ニンブルの息は荒く、どれだけ必死に走ったのかが一目瞭然であった。呼吸を整えようとするニンブルから視線を動かし、ナーベラルに視線を送る。

　五〇レベルを超えるナーベラルも、魔法職である関係上肉体能力値はそこまで高くない。恐らくはニンブルよりも高い程度。さらにマジックアイテムでの強化もされてない関係上、若干息を乱し、顔を紅潮させていた。

　そんなナーベラルは走った影響とは別の意味で、微かに頭を動かす。そこに含まれた意味合いを掴んだアインズは、浮かびそうになる笑みを必死に堪える。

「はぁ、はぁ、辺境侯。はぐれてしまい申し訳ありません」

　額に滲んだ汗を拭いもせずにニンブルは謝罪を告げる。

「ああ、気にしなくても良いとも。ゆっくりと好きな速度で帝都内を散策できたからな」

　案内人兼警護が逸れるという失態は非常に大きいもの。しかしながらアインズの計画ではぐれるようにし向けた以上、ニンブルを責めるのは少しばかり可哀想だ。

　だからこそ話を変えて誤魔化す。

「しかし……あちらの方が騒がしいようだが、何か催しごとでも行っているのかね？」

　アインズはニンブルが駆けてきた方に目をやりながら問いかける。先ほどよりは収まってきたが、アインズの視線の先は騒がしい。

　ニンブルがはっきりと嫌そうな感情を表情に浮かべる。幾度か口を開きかけ閉ざすという行為を繰り返し、ようやく覚悟が出来たのか言葉を発した。

「……なんでもあちらの通りで頭のおかしい集団が姿を見せたようで」

　言葉を濁したニンブルにアインズは重ねて問う。

「頭がおかしい……？ 一体どのように頭がおかしいのかな？」

　アインズの口元に微妙に浮かんでいる笑みに気が付かず、ニンブルは答えた。

「詳しくは分かりませんが、集団で裸になって卑猥な踊りを踊っているようでして。しかも騎士が捕らえようとすると見事な動きで回避してそのまま……。周囲には人だかりが出来ておりましたし……何を考えた者たちなのか……」

「そうか。そうか」

　アインズの表情に浮かんだ笑みをニンブルはどう受け取ったのか、慌てて擁護する。

「お待ち下さい、辺境侯。普段であればこのような変なことは決して起こったりはしないのです。それが何故か今日に限って……」

「……いやいや、気にするほどのことではない。酔った人間が踊っているのだろうよ。よくあることだとも。酔いが醒めれば自分が何をしたのか嫌悪で涙を流すだろうよ。本当に元気なのは良いが、風邪を引かないといいな」

　機嫌良く笑うアインズに、ニンブルは追従の笑みを浮かべた。




　　　　■




　館に帰ったアインズ、そしてソリュシャン、ナーベラルの三人を戦闘メイドの四人とセバスが出迎えの挨拶を送ってくる。

　これはいつものことだ。ただ、ナザリック大地下墳墓の場合はこれに儀仗や親衛、アインズの近辺警護を行っている守護者やそのシモベたちなどが加算され、非常に派手なものとなる。下手すればアインズがその声で威圧されそうになるほどの。

　それからすれば寂しげなものだが、アインズとしてはこれぐらいの方が肩が凝らなくて良い。

　挨拶に軽く頷くことで答えると、アインズは自室へと歩き出す。後ろに控えていたメイド二人はエントランスホールで別れ、各々の仕事を始める素振りを見せた。

　アインズの歩運びにあわせるように、セバスが横手に並んだ。

　その行為にアインズは違和感を感じる。セバスがアインズの後ろに続くことは珍しいことではなく、極当たり前の行為だ。しかし大抵の場合、アインズの横に並ぶことは無い。

「どうした？」

　アインズの疑問に対し、セバスは即座に囁いた。

「お客様がお見えです」

　アインズは館に帰ってきた際に馬車が止まってなかったことを思い出す。

　ただ、巨大な館に相応しく、馬車を止める場所も広いため一台、二台程度ならその屋根つきの駐車場にすっぽりと隠れてしまう。

　だから見逃したかとアインズは顔を顰め、セバスに問いかける。

「……何？ 誰だ？ ジルクニフか？」

「いえ、違います。皇帝よりの使者だとのことです。既に四時間ほどお待ちです」

「……使者だと？ 何をしに来たんだか。しかし四時間も待たせているとは……もしかして私達が帝都見学に行ってからすぐか？ これは少しばかり不味いな。直ぐに行くとしよう」

「その前に御召替えを」

「……そうだな。確かにこの格好は不味いな」

　皇帝の使者であるならば、辺境侯に相応しい身なりをする必要がある。流石にアインズもそれぐらいは分かる。

　直ぐに自室に戻ると身支度を整え、幻影から仮面へと顔を隠すものを変えたアインズは使者が待っている部屋まで向かう。

　部屋に入ったアインズを前に、立ち上がりかけた使者をアインズは手で差し止める。そして向かいのソファーに腰掛けると開口一番謝罪の言葉を述べる。

「ジル……皇帝陛下の使者である君を待たせたことまず謝罪させてもらおう」

「滅相もございません、辺境侯！ 頭を下げていただかなくても結構です！」

　頭を下げかけたところで使者に止められ、アインズの頭はそのまま直ぐに上がる。

「それは感謝させていただこう。それで使者殿が来られた目的は何になるのかね？」

「はい」

　使者は一枚の羊皮紙を広げ、その文面を読み上げる。

　それは三日後に城で行われる授与式や戦勝祝いなどの式典の案内だった。そこでアインズが内外に対して辺境侯という地位を公式にアピールすることになっている。

　流石のアインズも自分がその式典の主賓の一人だというのは理解できる。上手くこなせるか不安な所があるが、三日にもあればだいたいの流れは暗記できるだろう。

　そんな思いで聞いていたアインズは続く使者の言葉に息を飲んだ。

「そしてその後、各国の大使を招いた舞踏会が開かれることとなっております」

「…………何？」

　動きを完全に止めたアインズに対し、使者は怪訝そうな顔をした。自分が何か変なことを言ったのか、辺境侯の不興を買うようなことを言ったのか。そういった不安が滲み出るような表情だ。

　だからこそ慌てて問いかける。

「どうかなされましたか、辺境侯？ 何か？」

　慌てふためいた使者に、アインズは溢すように問いかけた。

「武……道……会？」

「？ あ、いえ。失礼しました。舞踏会です」

　自らの言い間違いかと理解した使者は再び、今度ははっきりと一言一言を区切るようにアインズへと語る。

　それによって己の聞いたことに間違いが無いことを確信してしまったアインズは、血を吐くように呟く。

「…………なん……だと？」

　アインズ「罠だな」ドヤァ!!

　アインズ「確実にな」ドヤァ!!




　ＴＵＥＥＥＥ系の主人公で社交ダンスをマスターしているキャラは絶対いないでしょう。というかこういう式典に出席できるような知識ある主人公っているのかなぁ。

　というわけで次回は『舞踏会』です。やっとあのキャラが出せるよ！

　書籍化作業により六月末更新は難しいと思います。七月に大きくずれ込むでしょう。のんびり待っていただけると助かります。ではでは。







日々−おまけ

　答え合わせです。名前消せという人は言って下さい。あと敬称略。

　数字が書かれていた方で抜けてるぜという人は教えてくれると載っかるよ！












　ニンブルは新しく作られた皇帝の執務室を前にする。扉は重い作りであり、囚人の拘置所を思わせる。周囲には魔法使い、神官、近衛などが目を光らせている。それだけではない。盗賊という判断が間違っていないだろう者や、レンジャー風の者。そういった感知力に優れた者も多く控えている。

　一種異様なその景色は、どれだけ警戒をしているか、何を警戒しているかが一目瞭然である。

　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯。

　強大すぎて何も言えなくなるほどの魔法を使う存在であり、恐らくは個にして数国を滅ぼせるだろう力をもつ化け物の中の化け物。そのおぞましき素顔はニンブルの心に強く焼き付いている。

　そんな強大無比な存在に対して、これらの対策が効果を発揮するかは不明だが、それでも警戒はおこたれない。

　ニンブルは前に立ち、合図を送ることで扉は重くゆっくりと開く。

　瞬間、周囲の者達が一斉に警戒態勢に入った。知覚力を全開で解放し、どのような者が接近しても即座に発見するという態度を示す。

　人一人が入るのがやっとという隙間にニンブルは体を滑り込ませる。

　部屋にはジルクニフと四騎士の一人、扉の開閉を行う近衛が二人。そして主席魔法使いとその部下。計六人の姿しかない。

　窓がないために魔法の光源によって照らし出されている部屋は息苦しさすら感じさせる。実際、空気が僅かに淀んでいる気がするのは間違いないだろう。

「……愚か者」

　部屋に入ってのジルクニフから投げかけられた最初の言葉はそれであった。それが何を意味しているか理解しているニンブルは深く頭を下げる。

「申し訳ありませんでした、陛下」

「お前の報告であったが、あそこはメイドを庇い、アインズに帝国の法律を何処まで守る気があるのか伺うべきだった」

「誠におっしゃるとおりでございます。申し訳ありません」

　ジルクニフはニンブルの謝罪を前に、深くため息をつく。

「……しかしお前の考えも理解できる。アインズが腹を立てれば、帝国が崩壊するのではと思ったのだろ？」

　その通りだ。

　あのアインズという存在の力を目の前で見たニンブルは今でも恐ろしい。

　あの王国の兵を虐殺した強大な魔法が帝国に向かって放たれれば、この国は終わりだと理解しているために。

　だからこそ引くしかなかった。アインズの憤怒が帝国に降り注がないために。

「まぁ、私が行くべきだったな。それをお前に任せたための失敗だ。お前ばかりは責められん。今回は仕方がないといえよう。それとお前が手に入れた情報だが……」

　ニンブルはナーベラルというメイドから得た情報を思い出す。

　ナザリックには守護者と呼ばれる、アインズに匹敵するだけの化け物が幾人かいる。その中で最も忠誠心が低いのはアウラという名のダークエルフで、異形しかいないナザリックでは浮いている存在だということ。さらには古参の守護者である存在と仲が悪いため、肩身の狭い思いもしているとのこと。

　彼女がアインズに協力しているのは、ダークエルフ達の安全の確保のためにだということだ。

　それはもしかすれば帝国が、アインズに匹敵するだけの切り札を獲得するチャンスを得られるという情報。

　しかし不安がある。それはその情報が真実であるか不明だと言うこと。だからこそナーベラルに深く追求せず、浅いところでニンブルは下がったのだ。

「この羊皮紙を見るが良い」

　ジルクニフが投げた羊皮紙を広げ、ニンブルは眺める。

　羊皮紙には幾人もの名前が書かれていた。

　Ｓａｔｓｕｋｉ、ｈｉｇａｓｉｉ、クロル、燃える天空、ぷーりん、ルメス、カメムシ惜しむメカ、空、らた、水月、エミ、ｂａｂａ熊壱号、パパ、ｂａｅｋ、オラクル、ハロハロ、ミケ

　だが誰一人としてニンブルの記憶にある名前はない。しかし頭を働かせるまでもなく、何らかの偽名だろうという予測が付く。つまりはこの羊皮紙が何者かの手に渡ることを警戒して。

「これほどの者達がアインズの取っている手が罠だと判断している。我が国にも優秀な者たちもいるじゃないか。見事だ」

　ジルクニフは満足げな笑みを目にし、その言葉を聞き、ニンブルは自分が手に入れた情報が辺境侯によって差し出された危険物だと言うことを知る。

　二つの考えの間で迷い、そこまで思い至らなかったニンブルは羞恥を感じた。だからこそ挽回するつもりで問いかける。アインズの策を読んだと言うことは、こちらにチャンスが回ってきたということであると考え。

「ならばそれを逆に利用して」

　問いかけられたジルクニフは冷ややかな笑いを浮かべる。

「まさか。それを行うには危険すぎる。策というものは剣での斬り合いにも似ているものだ。一つのミスが傷となる。しかし強者にとっては掠り傷だが、弱者にとっては致命傷となることは往々にしてあること」

　何より力を発揮すれば全てをひっくり返させるアインズは規格外すぎる。帝国の皇帝であり、最高権力を持つジルクニフですら、その手に持つ見窄らしい武器でアインズに致命傷を与える難しい。

　その思いを鋭敏に悟り、ニンブルは深く頭を下げた。

「何よりアインズは頭が切れる。今回の情報でこちらの動きを完全に止めたのだからな。本当にアインズが完全に組織を支配しているか、こちらから調べることが出来なくなった」

「なるほど……」

　罠かも知れないという疑心暗鬼が、帝国サイドの謀略を完全に押さえ込んでしまう。

　ニンブルはたったあれだけの情報を流すことで、帝国の動きを止めた辺境侯。そしてそれを読んだジルクニフ。そして同じく見破った帝国の臣下に敬意を抱いた。

「まぁ、そんな訳でしばらくはあまり本腰を入れて調べるのは止めて、アインズの鎧を剥ぐか、持つ武器を強化するしかないないな。取り敢えずは地に伏せて隙をうかがうとしよう」

「はっ！」

「そしてその前に幾人か帝国に反旗を示そうという意志が見受けられるものがいた。アインズの強大な力に魅せられた者だろうな。それらの者は別の羊皮紙に記載してある。早急に調べ上げ、場合によっては首を切れ」

　首を切れは追い出すなどの比喩ではない。何らかの罪を捏造し、断首しろということだ。鮮血帝と言われているのはこういった面を平然と見せるからこそ。

　レイを代表とされる、既に泳がせている者以上に必要はない。帝国の害悪は即座に切って捨てる。

　ジルクニフの冷徹な瞳を目にし、ニンブルは深く頭を下げるのだった。

次回は本当に未定。また明後日から忙しい！

あと首を切れって言った対象は、感想欄でそういうことを言っていた人です。本編には関係ないのであしからず。







舞踏会−１

なんか久しぶりの気がする……。









　アインズはナザリック大地下墳墓に帰還を果たし、己の自室に戻るとイスにどかりと腰をかけた。

　その乱暴な態度はアインズの内心を強く物語っている。

「……舞踏会か」

　ぽつりともらした呟きには複雑なものがあった。その中で最も大きいのは「踊れるわけ無いでしょ、この馬鹿ぁ！」という絶望にも似たものである。

　単なる社会人であるアインズは今までに踊りなどを学んだ経験は無い。従って今からでも未来に起こりえる可能性の予測は立つ。

　しかし、だ。

　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯が踊れないと聞いたならば、それはどのような目で見られるか不安が残る。貴族という生き物がどういうものか漠然とだが知りつつあるアインズは、貴族が品位、そしてそれに連なる様々なものを重視しているというのを理解している。場合によっては見栄を張るぐらいなのだから。

　その様々なものの一つがダンスである。

　特に今回の舞踏会には他国の人間も来るはずであり、その場での失態は大きな余波を生むだろう。辺境侯という今まで作り上げた立場が瓦解することは無いにしても、それに匹敵するだけの何かが起こったとしてもおかしくは無い。

　それに凱旋の際にあの派手な格好をしたアインズが、実は貴族の作法は全然出来ません、などとなったらどのようになるか。今ある評価が一気に地の底にまで落ちるのは間違いが無い。

「盆踊り……いや何を考えている……。時間はいま少しある。その間にダンスを覚えればいいんだ。最低でも基礎を」

　アインズは強く決心し、ぼそぼそと呟く。

　しかし、不安は大きい。

　世の中には二種類の社会人がいる。

　一つは社会に出てからも勉強する社会人。そしてもう一つが社会に出ると勉強しなくなる社会人である。アインズは後者であり、勉強は学生の頃しかやってなかった。脳みそ──この肉体にあるのか不明であるが──が固くなっているのは間違いなく、ちゃんと覚えられるのだろうか、という不安だ。

　無いはずの胃が痛くなるほど不安を覚えながら、アインズはさらに何かに気が付くと、空虚な眼窟の奥に真剣なものを宿した。

「しかし……その前の典礼なども知らないぞ？ そのあたりもやはり一般常識なのか？」

　貴族社会を垣間見てきたがそこまでは詳しくは知らないアインズは、頭を抱えようとしてぐっと堪える。やはり貴族などという立場に立つべきではなかった。という思いがそこにはあった。

　だが、もはや逃げることは出来ない。

　恨みをぶつけて良いなら、セバスに凱旋の時あれほど目立たなければ、もう少し立場的に楽だったかもしれないと言いたいぐらいだった。

　アインズは机の上にあった小型の鈴を鳴らす。

　遅れて扉がノックされた。

　アインズはドア横に立つメイドに一つ頷いた。メイドは頷き返すと扉を開け、外の人物と何かを話している。

　そして扉を閉ざすと、アインズの前まで歩いてきた。

「セバス様がおいでです、アインズ様」

「入室を許可する」

「畏まりました」

　アインズがセバスを呼んだのだから、来た人物がセバスなのは当たり前である。しかしこういった形式がアインズという絶対的支配者には必要だ。

　アインズがトコトコ扉の前まで向かい、ガチャっと開けてはいけない。

　支配者はイスに座ったままシモベを顎で使うべきだと考え、それをナザリックの全ＮＰＣたちは望んでいるからだ。

　アインズの一般人的思考ではこういった形式も眉を顰めたくなるが、上司的思考では部下の望みを叶えるのも当然という考えが浮かぶ。結果、文句を言えずに七面倒な対応を余儀なくされるわけだった。

「失礼いたします、アインズ様」

　セバスが部屋に入り、アインズに忠誠を向けてくる。その姿に鷹揚に頷き、自らの元に来るようにアインズは指示を出した。セバスが目の前まで来ると口を開く。

「良くぞ来たな」

「お呼びとあらば即座に」

　アインズは少しばかり口ごもった。ダンスが出来ないと発言した場合の、自らへの忠誠心が変動する可能性を考えて。しかし、もはやアインズには手はない。これで忠誠心が一気に下がったらその時は記憶でも操作してやると、内心で決意を固めてから問いかける。

「セバスよ……。私は実はダンスというものが出来なくてな。それでお前の助けを借りたいのだ……。失望するか？ ナザリック大地下墳墓の主人たる私がダンスを出来ないことを」

「いえ、そのようなことは決してございません」

　セバスから即座に返答があった。

「アインズ様に苦手とする分野が無ければ、私たちが存在する意味が無いというもの。私たちの喜びはアインズ様のお役に立てることなのですから」

「……そうか、それは礼を言わせて貰おう。それでは続けてセバスに問う。……ダンスは出来るか？」

「いえ、申し訳ありませんが、私もその分野は習得しておりません」

「まぁ……そうだろうな……」

　予測された答え。というよりもナザリック大地下墳墓にダンスが出来そうなＮＰＣは記憶に無い。

　アインズは内心では奇妙な雄たけびを上げながら、床に転がりたい衝動を一瞬だけ覚えた。

　何故、俺はパンドラズ・アクターにダンスが出来るという設定を書いておかなかった。あんなオーバーなアクションとか、意味の無いキャラ設定なんて作っておくべきじゃなかっただろう。

　後悔とはまさに『あとにくいる』ものだ。アインズはそれに心から納得する。

「では、セバスよ。ナザリック内にダンスが出来そうなものはいるか？」

「であれば、デミウルゴス様はどうでしょうか？」

「デミウルゴスか……。知識としては確かに持っていそうだな。しかし、何から何までデミウルゴスに頼るというのもな……」

　デミウルゴスには命令を与えナザリックの外で任務に付かせているのだが、あまりにも頻繁に呼び戻している。振り返ってみれば、本当に些細なことで呼び戻しているような気さえしてくる。

　これはデミウルゴス以上に知恵があり、ナザリックを指揮できる者が欠けているためだ。戦闘指揮においてはコキュートスをその任に就けようとしているが、知略の面でのナザリック運営を補ってくれる人材の欠如が大きな問題となっている。

　この問題を大きく感じているのがアインズだけだというのもまた問題だ。

　シャルティア、アウラ、コキュートス辺りは力で解決しようという傾向が強く、敵がいるなら自分が一人で落としてくるという守護者──管理職にあらざる思考を持っている。

　もう少し考えてくれよ、などとアインズは思うが、守護者の性格や思考の設定はかつての仲間達の行った結果であり、叱咤するべき対象はかつての仲間たちであろう。

　それにアインズ自身、単なる社会人であるために、実際に守護者達の考えが間違っているのかどうかという点に関しては自信がない。

　だからこそデミウルゴスにおんぶに抱っこという形が出来上がっていた。

（フールーダがナザリックに所属したことで大きく変わるかと思ったが、あれは魔法キチな面があるから……微妙に役立たないし……）

　フールーダは自らがより強大な魔法の力を得るという点に固執している部分があり、微妙に帝国の一般常識──特に貴族社会に関しては無知な部分がある。今までの人生でそんなことに労力を割かずに、魔法の深淵を覗き込むことに集中していたためだ。そしてそれを歴代の皇帝たちが認めてきたからでもある。

　そんなフールーダだからこそ、強大な魔法の力を持つアインズには心底敬服しているのだが、時と場合によっては良し悪しということだろう。

「仕方が無い。デミウルゴスに聞いてみるか」

「それがよろしいかと。それと私はナザリック内にダンスが出来る者がいないか、色々と当たってみたいと思います」

「そうだな……そうしてくれ。私が知らないだけで誰か踊れる者もいるかもしれないからな」

「はっ！」




　　　　◆




《伝言／メッセージ》の効果時間が切れて魔法が解除され、アインズはゆっくりと頭を抱え込もうとし、それを途中で止める。アインズの執務室には先ほどと同じようにメイドが控えているからだ。

　確かにこの部屋にいるメイドは空気であり、一切気にする必要がないとセバスからも言われているが、それでも支配者に相応しい行動を出来る限り取って行きたいとアインズは考えている。だから頭を抱えるなんて行動は取れない。

　しかしどうしてもその行動が取りたかったアインズはゆっくりと立ち上がると、扉の近くに立っていたメイドに声をかけた。

「席を離れる。寝室にいるつもりだ。誰かが来たならばここで待たせて、呼びに来い」

「畏まりました、アインズ様」

　深々と頭を下げたメイドから視線を外し、アインズは寝室に向かう。

　部屋には天蓋付きベッドが一つ鎮座している。そのキングサイズのベッドにアインズは身を投げ出す。

　身が沈むような柔らかな感触に擁かれながら、アインズは靴を脱ぎ捨て、もぞもぞと尺取虫のようにベッドの中央へ進む。

　そして「あー」などと言いながら右へ左へ転がった。

「やばいな……デミウルゴスもダンスに関しては詳しくないとは……これは想定外だぞ……」

　不味い、不味い。などと言いつつもさらにごろごろと転がる。

　唯一の救いは典礼であればどのようにするべきか、儀典官などからの指示があるはずなので、そのリハーサルで覚えれば問題ないだろうと言われたことだ。

　ただし一つ脅されたことがあった。それは舞踏会などは最初に皇帝、もしくはそれに準ずるだけの地位や働きをした者などが踊る場合が多い。そのために下手すれば貴族達が周囲で見守る中、アインズがトップバッターとしてパートナーと一組だけで踊る可能性を示唆された。

　不安がもっと強くなれば感情が抑止されるのだろうが、いまだそのレベルには達していない。アインズは「あー」や「うー」などと言いながらベッドの上を再び転げ回る。もはやおっさんの行為ではない気もしたが、子供に戻って転げ回りたい気分だったからだ。

　きちんと伸ばされたシーツや毛布がしわくちゃになるが、それ以上に頭が一杯のアインズにそちらに回す余力はなかった。

「あとはセバスに任せた俺が知らない奴に期待するしかないが……そんな奴いたか？」

　頭の中で色々なＮＰＣを思い返すが心当たりは一切無かった。

　そうやってアインズがベッドの上で転がっていると、慌てて走ってくる音がアインズの鋭敏な聴覚が捉える。アインズの部屋のみならずギルドメンバー四一人、全員の部屋はしっかりとした防音が施されている。それにも関わらず音を捉えられたのはアインズの聴覚が優れているだけではなく、その人物が大慌てで、しかもかなりの速度で走っていることを意味している。

「……これは……メイドか？」

　アインズの推測は当たり、すぐに寝室がノックされる。ノックのリズムはさほど慌ててはいないが、それはアインズの寝室だから最低限の礼儀を思い出したというところだろう。

　アインズはもぞもぞとベッドから降り、靴を履きなおしてから自らの服装を見下ろす。

　多少、皺が寄っているが、ちょっと引っ張ることでそれらは直ぐになくなる。アインズは頷くと、ドアを開いた。

「何用だ？ 忙しないようだが？」

「はっ！ アインズ様、お休みのところ申し訳ありません。ある方がダンスの件でお話があるとのことでいらっしゃってます」

「何！」

　アインズは目に宿る灯火を明るいものにする。

「そうか！ 直ぐに案内せよ！」

　案内せよと言っても、いるのは執務室なのは間違いが無い。アインズはメイドをすり抜けるように寝室の外に出ると廊下を歩き出す。

　慌ててメイドが後ろを付いてくるが、それを気にも留めない速さで歩いたのはそれだけアインズが期待に胸を打ち震わせていたからだろう。

　執務室の扉を大きく開く。

　そして期待を込めて見渡した。いたのはユリ・アルファ、シズ・デルタ、ナーベラル・ガンマの三人、そしてセバスの姿だった。

　確かに女性ならばダンスなどのそういった設定を組み込まれている可能性は充分にありえる。アインズはなるほどと思い、お辞儀をしてきたその三人に対して大きく頷く。

　まさか三人もいるとは、と思いながら話しかけようとし──

「──これはアインズ様、お久しぶりに会えて、我輩嬉しく思います」

　突如、第三者の声がした。男の声だが、セバスのものとは違う。

　慌ててアインズが視線を向けた先、執務机の後ろにいたために見えなかった者が横から姿を現した。

　そこにいたのは三〇センチほどのゴキブリだ。

　豪華な金縁の入った鮮やかな真紅のマントを羽織、頭には黄金に輝く王冠をちょこんと乗せている。手には頭頂部に純白の宝石をはめ込んだ王杓。直立しているにもかかわらず、頭部が真正面からアインズを見ている。

　それが誰かアインズが知らないはずが無い。

「恐怖公！」

「ははぁ！ アインズ様。忠義の士、恐怖公でございます」

　すっと礼儀正しいお辞儀を見せる。デミウルゴスに匹敵するだけの優雅さだ。

　アインズは内心「どうやって腹の辺りで体を曲げた」などと驚愕しつつも、冷静に答える。

「良くぞ来たな。それで……何用だね？」

「おや？ セバス殿から聞きましたが、ダンスを指導できる人物と探していると聞きまして、我輩、これは駆け参ぜねばと思い、シルバーに乗ってここまで参りました」

　メイドが慌てていた理由がなんとなく理解できた。

「そ、そうか……。だが、シルバー？ なんだ、それは？」

「はい。我輩の騎乗ゴーレムである、シルバーゴーレム・コックローチでございます」

「…………そんなのいたの？」

「はい。るし★ふぁー様がお作りになってくださったゴーレムでございます。ちなみになんでもボディは超希少金属のあまりをちょろまかして、そして希少貴金属スターシルバーを溶かして作ったコーディング剤で覆っているそうです。強さは我輩を遥かに超える七〇レベルだとか」

　アインズの視界の隅でぐらっと戦闘メイドの誰かの体が大きく動いていた。その動きは充分に内心の驚きを語っている。

　それはそうだろう。

　アインズは頷く。ゴーレムとはいえ、自分よりも遥かに強いゴキブリなど微妙なショックを受けるに充分だ。

　しかしそんな可哀想なメイドたちにアインズは慰めの言葉を掛ける余裕は無かった。というよりもそれ以上に聞き逃せない言葉があったためだ。

「…………やぁろぉう…………。あれをちょろまかしたとか……」

　あの希少魔法金属の採掘所はある事件で奪われ、アインズ・ウール・ゴウンが独占していた希少金属は市場に流通するようになった。その際はアインズ・ウール・ゴウンに売らないようにという宣言付きで。そのために非常に入手が困難になった経緯があった。

　もちろん、最初に発見して鉱脈をあらかた掘っていたので、再発生する金属の生産量など遙かに超えた量を懐に蓄え込んでいたが、ゴーレムの作成にあらかた回っていたので、ギルド内でもあまり出回らない金属であった。

　アインズ自身、そのためにあるアイテムの作成に使う金属を別の金属に変えたぐらいなのだから。

　しかし憤怒は即座に収まる。それにいまさら言ってもしょうがないことだ。それどころか、振りかえってみればそれも懐かしい思い出。怒っているのも馬鹿馬鹿しい。

　それよりは今しなくてはいけない問題は別にある。

　アインズは恐怖公を眺め、複雑な感情を抱く。

　どの世界にゴキブリにダンスを教わる者がいるのだろう。

　アインズは言いようが無い感情に襲われるが、抑止される前にそれらを全て飲み込んだ。それしかないのであれば、そうするほかないのだから。

　人類始まって以来のゴキブリに物を教わる人間──いやアンデッドというのも乙な物だ。などとアインズは必死に自分を誤魔化す。

「……よろしく頼むぞ、恐怖公」

「畏まりました、アインズ様。我輩、アインズ様がゴキブリの舞踏会に出ても問題無いレベルまで教えますぞ」

　アインズは一部の聞きたくない台詞は頭の中から除外する。

「……そうか、それは本当に心強いな！ それで私のダンスの相手は……恐怖公なのか？ それとも別のメスゴキブリなのか？ 流石に一人でエアダンスというのはちょっと厳しく感じるが？」

「いえいえ。私や他の同族では流石にサイズが違いましては問題がありましょう。そしてお一人では成長が鈍ります。やはりパートナーあってのダンスですとも。それで、どなたか他にダンスを得意とする方はおられないのですか？ 出来ればアインズ様が踊られる国の社交事情についてある程度の知識がある者がよいのですが？」

　そんな相手はいない。フールーダは先の通り、その辺の知識はない。

　アインズは必死に考え、いないことを確信する。

　貴族を一人ぐらい浚ってくるか。

　そんな危険な考えを遂行する手段を頭の中で練りだしたとき、セバスが声を上げた。

「そういえば、シャルティア様の所に一人、帝国貴族の娘がおりませんでしたか？」

止まっていた作品が一話だけ更新する。エターフラグ！

短くてごめんなさい……次回は九月中頃以降？ 書籍化の進行具合によってはもっと早くにも遅くにもなるかもしれません。







舞踏会−２

ちょっと長めで。









　ブレイン・アングラウス。

　それはシャルティアによって生み出されたヴァンパイアの名前である。生者であった頃は剣の腕を高めることのみを追求した男であったが、現在では自らの主人であるシャルティア・ブラッドフォールンのためにその全てを捧げることに喜びを感じるようになっていた。

　そうなった理由の一つとして、当然シャルティアによってヴァンパイアに変えられたからと言うのがある。

　そしてもう一つは己が誇りに思っていた剣の腕は所詮はより強大な存在の前ではゴミ同然で、ガゼフ・ストロノーフによって知った敗北など糞みたいなものだと知ったためだった。

　そんな男が第二階層にあるある玄室の前で不寝番を行っていた。アンデッドであるヴァンパイアには疲労や睡眠欲などがないために最も適した仕事の一つといえよう。

　扉の前で不動の姿勢を維持しつづける。

　無造作に立っているように見えて、その実、意識は周囲に拡散し蟻一匹も見逃さないだけの警戒ぶりだ。

　突如、そんなブレインの目の前の空間が揺らいだ。

「むっ！」

　ブレインは刀に手を伸ばす。

　もちろん、ナザリック大地下墳墓は強固な魔法によって守られているために、侵入者などは考えにくい。しかしブレインとしては念のために僅かに腰を下げ、構えを取る。かつての失敗が頭の中をよぎるが、もしかしたらという可能性が極微少でもある以上は注意は怠れない。

　空間の揺らめきが一人分の姿を取る。

「──！」

　ブレインは転移してきた人物を目にして、口を大きく開く。

　自らの主人に連れられて──それも数度しか会ったことがない、ナザリック地下大墳墓の最高支配者である天上人──アインズ・ウール・ゴウンが自らの前にたった一人で姿を見せたためだ。

　何故、一人なのか。

　ブレインは困惑する。

　支配者が供を連れずに歩くという行為は聞いたことが無い。供を連れるという行為は警護という意味もあるが、それ以上に権威を示すという意味がある。

　もしアインズという至高の存在が供を引き連れて歩くならば、行列となり目の前を過ぎるのに一時間ぐらいかかる方がブレインとしては納得がいく。

　しかし、周囲を見渡しても従者の姿は無い。

　まさか、何者かが偽装しているのでは。

　そう考え、それ以外の理由に思い至る。

　国を容易く滅ぼすような超級の化け物──自らの主人であるシャルティアを含め──を従える存在が、警護という意味であれば供を連れる必要などあるはずが無い。何故なら、そんな化け物たちよりも強いのだから。

　個にして万を蹂躙できる存在が、周囲に煩わしい存在を侍らすだろうか。

　そんな思いからブレインは目を凝らし、本当に天上人かを判断しようとして唐突に悟る。

　放たれる異様な気配が自らの主人であるシャルティア・ブラッドフォールンを上回るほどの『死の気配』だと知り、ブレインはそれが誰かを知性ではなく、感情で確信し、我知らず声を上げてしまう。

「げぇ！ アインズ様！」

　そして即座に直立不動の姿勢を取ると同時に、己の口を押さえる。今、慌てて、思わず口にしてはいけないような発言をしてしまった。最高支配者の名前の前に「げぇ」などと。もし聞こえていれば自分の首が切り飛ばされてもおかしくは無い。

　ブレインはチラリと視線をやり、自らの主人の主人から吹き上がるようなプレッシャーを全身で感じる。

　自らの主人、シャルティア・ブラッドフォールンに代表される守護者は皆、ブレインでは勝てないと即座に理解できる存在感を放っている。ヴァンパイアとなり恐怖を感じなくなったブレインでさえ、怯えてしまうほどの鬼気を。

　転移してきた超越者は無言でブレインを眺めていた。

　それがどういう意味を持っての行動か分からず、我知らずブレインの呼吸は荒くなった。アンデッドであるために呼吸は意味を成さない作業でしかないが、人間であった頃の肉体の記憶がそうさせた。

　ブレインは慌てて跪く。

「ひ、平に、平にご容赦を」

　ブレインの額が床に音を立てて叩きつけられた。

　自らとリザードマンに剣を時折指導してくれる、第五階層守護者であるコキュートスが謝罪の究極の形として教えてくれた土下座である。

　そのまま凍るような時が流れる。ヴァンパイアになってなければ冷や汗が全身をびっしょりと濡らしただろう。

「──良い」

「ははぁ！ 感謝いたします！」

　重く静かな声に、いまだ顔を上げずにブレインは感謝を告げる。

　重圧が溶けていくような開放感をブレインは頭を下げたまま感じていた。

「……シャルティアに会いに来た。今、室内にいるのか？」

「ははぁ！ 少々お待ちください！」

　ブレインはばね人形のように跳ね上がると、即座に後ろの扉に向かって全力でダッシュ。

　そしてしっかりとした装飾の施された扉を激しく幾度も叩く。連打という言葉こそが最も正しい勢いだ。主人の扉の叩き方ではないと知りつつも、それ以外の叩き方は全て非礼に値するような気がしたためだ。

　もし仮に礼儀正しくノックした場合、それはアインズ・ウール・ゴウンというナザリックの最高支配者を僅かでもドアの前で待たせるよ、とブレインが判断していると見なされる可能性がある。ブレイン一人の失態で許されるならば、それは構わないかも知れないがシャルティアの失態に繋がった場合、それはどうやって謝罪を請えばよいのか分からない。

　そんな混乱がそこにはあった。

　やがて重い音を立てながら扉が開いた。

　顔を見せたのはシャルティアの側女の一人である。非常に美しい顔立ちではあるが肌の色は白蝋であり、瞳の色は真紅。ヴァンパイア・ブライドと言われるシャルティアのおもちゃ兼従者だ。

「シャ、シャルティア様にお会いしたいと──」

「──騒がしい。シャルティア様のお部屋をそのように騒がしく叩くことを誰が許すというのですか」

　ブレインの言葉に被せるようにヴァンパイア・ブライドは平坦な声を発した。この部屋にいるヴァンパイア・ブライドはシャルティアの側女であるために、立場的にはブレインよりも高い。そんな女性であるためにブレインを見る目は下等な存在を見下すようなものであり苛立ちすらあった。

「それにシャルティア様はただ今、入浴中です。お取次ぎは──」

「──アインズ様です！ 至高の御方であられるアインズ・ウール・ゴウン様です！」

　逆にブレインが被せるように声を発し、そしてヴァンパイア・ブライドの目が訝しげに細まる。言われた内容がピンと来ないようであり、その真紅の瞳がゆっくりと動いて、少しばかり離れたところに立つ人物を捉えた。

　変化は劇的なものがあった。

　まず細められていた眼は転がり落ちそうなほど大きくなり、閉ざされていた口はＯ《オー》に広がる。

「う──」

　ヴァンパイア・ブライドは口を押さえると、ブレインを睨み付ける。

「それを先に言いなさい！」

　扉の前に立つブレインを押しのけるようにヴァンパイアは外に出ると、深い敬礼を送った。

「よ、ようこそ、偉大にして至高なる死の王たるアインズ様！ シャルティア様のお部屋までおいで下さいまして、か、感謝いたします！」

「ああ……。それでさきほどもその男に言ったのだが、シャルティアに会いに来たのだが……」

「はい、いらっしゃいます！ 直ぐにアインズ様が御出になられたことをお伝えしてまいります！」

「そうか、よろしく頼む。入浴中ということならば少しばかりここで待つが？」

「い、いえ！ アインズ様をそのような場所で待たせるわけには参りません。どうぞ、中へ！」

「……そうか？ ではそうさせてもらおう」

　ヴァンパイア・ブライドがきっ、と視線をブレインに向け、非常に小さな声で怒鳴りつけた。

「手が足りないからあなたも入りなさい！ そしてアインズ様に失礼無いようにお相手をして！ 貴方をシャルティア様の眷属と認めての大役よ、絶対にミスをしないように！」

　正直、ブレインとしては遠慮したかった。桁の違う領域に立つ存在をもてなせなどと言われても、逃げたいぐらいだ。しかし、そんなことをいえる状況でもないことは充分に理解できた。

　せめてシャルティア様に対して不快に思われないようにしなければ。

　その決死の覚悟でブレインは一つ頷いた。
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　アインズはヴァンパイア・ブライドに先導され、シャルティアの住居に入る。シャルティアの家は幾つもの玄室からなっており、先ほどまで外に立ち込めていた死と腐敗の匂いは一切無かった。あるのは濃密で甘ったるい匂いであり、香を焚いているためなのか僅かに空気に色が付いているようだった。

　室内の照明は若干落とされて、室内に薄絹がつるされている。その薄絹にピンク色の光が当たり、僅かに輝く様は淫靡なものがある。

　全体的に室内を評価して、ハーレムか何かを想像して間違いなかったが、現在はその気配は一切無い。

「シャルティア様は！」

「湯浴みから出られて、いま大急ぎで乾かされているところよ！」

「不味いわ！ これ以上アインズ様をお待たせするわけにも！」

「シャルティア様が分かってない筈がないでしょ！ そんな事よりも手を動かしなさい！ もしこちらに来られたら恥よ！」

「アインズ様には何をお出しすればいいの？ 新鮮な血？」

「ちょっと！ そこの拷問道具、片付けて！ 急いで！」

　扉一枚を隔てても聞こえるほど、バタバタと忙しい。

　室内に唯一置かれたイスにアインズはもたれ掛かりながら、横でピンと背筋を伸ばしているヴァンパイアを眺める。

　その男の顔は完全に引きつっていた。やたらと緊張しているのが伝わってきて、アインズとしても座り心地が悪い。

　空気を読める人間であれば、何か適切な声をかけてやるのだろうが、そういったスキルをアインズは持ってないために、両者とも黙ったままの時間が過ぎていった。

　アインズがこのヴァンパイアに付いて覚えているのは、シャルティアが捕らえた捕虜でそこそこの情報を持っていたと言うこと。名前は──と考え、頭に浮かばない。

（ブレイン？ プレイン？ 確かそんな名前だったはずだ）

　あまり真剣に覚えなかったために、時間の経過と共に記憶から滑り落ちている。

　やれやれとアインズが頭を振ると、横のヴァンパイアがびくりと動いた。このまま微妙な空気を維持していても、無いはずの胃に厳しい。話題を作る良いタイミングだとアインズは考え、口を開く。

「……どうした？ 何かあったか？」

　アインズが周囲を見渡しても特別な変化はない。耳をすませば、ヴァンパイア・ブライド達が別の部屋で右往左往しているのが聞こえる程度だ。

「いえ、何もございません、アインズ様！」

「そうか？ ……ブレ……インだったな？」

「はっ！」

　先ほども名前を思い出そうとしていたのだが、ようやく思い出せたことに安堵する。これまでに色々とあったとはいえ忘れかけるとは、とアインズは己の記憶力に不安を抱く。

　痴呆などアンデッドのこの身に起こりえるのだろうか？

　そんな下らない考えを追い払い、ブレインに問いかける。

「少しばかりお前に聞きたいのだが……アルシェという帝国貴族の娘の事は知っているか？ このナザリックに侵入した罪によって捕縛され、シャルティアに与えられた娘なのだが」

「…………！」

「どうした？」

　アインズはブレインの顔に微妙な困惑が浮かんだのを見抜く。

「シャルティアには一切傷を与えるなと命令してあったために生きていることは間違いないなのだが……何か知っているようだな」

「あ、はぁ。確かに……知っておりますが……」

「どうした？」

「……あ、いえ……その、なんともうしますか……。いえ……はい……」

「ブレイン、答えろ。アルシェについてお前が知っていることを隠さずに言え」

「はっ！ 私も詳しくは知らないのですが、その娘はシャルティア様のペットで……私が見たのはその……シャルティア様のご命令で自分で……その……なんと申しますか……慰めてと言いましょうか……」

「…………？ …………！ …………そうか…………」

「はい。それを見るようにシャルティア様に命令されたとき位でして……そのう……」

「あ、その辺で充分だ。話しづらいことを聞いたな。了解した……」

　調教の一環で見たんですね、分かりました。などと言えないアインズは話題をそこでうち切る。

　結果、男二人で視線を一切合わさずに、気まずい時間をボンヤリと過ごすはめとなった。その沈黙がアインズにとって心地よくもある。

　やがてバタバタという音が近づいたと思うと、アインズたちのいる部屋への扉が大きく開いた。

「遅くなりまして、申し訳ありませんでした、アインズ様！」

　複数人のヴァンパイア・ブライドを引き連れた銀髪の少女が開口一番謝罪の言葉を投げかけてくる。

　言うまでもなくシャルティアだ。風呂に入っていると言っていたのは冗談では無かったらしく、髪の毛は濡れてぺたりと額に張り付いている。さらに普段であれば結んでいる髪もそのままストレートに流していた。

「いや、いや、湯浴みの最中に急に来て悪かったな。本来であれば《伝言／メッセージ》の魔法でも使って、アポイントを取ってから来れば良かったにもかかわらず」

「何をおっしゃいますか。ナザリック大地下墳墓はアインズ様の物。ならば何処に何時、赴かれようとご自由であり、私たちにそれをお止めする権利はございません！」

「……そうか。それは感謝するとも」

「感謝などと止してくんなまし、アインズ様。それで今回いらっしゃったのは何ようでございんしょうかぇ？」

　言葉使いが変わったことにシャルティアの余裕が戻ってきたことを悟り、アインズは本題を尋ねる。

「昔、シャルティアに渡した人間の娘がいただろ？ アルシェという少女だが、彼女に利用価値が出てきたのでね、あわせて欲しいのだ」

「アルシェ……ああ、あの犬でありんすね」

　ニンマリとシャルティアが笑う。心の底から楽しげであり、アインズに少しばかり自慢したがっているような、子供っぽい部分も見え隠れしていた。

「アインズ様のご指示通り、一切の傷は与えておりんせん。例えあの娘が奪ってくれと泣き叫んでも決して純潔は散らしておりんせんし、裂傷が出来ないように尻尾も徐々に大きくしていきんした。充分に調教し終わった頃でして、完璧な仕上がりとして充分に楽しんでいただけると思いんす！」

　脱力がアインズに襲いかかった。

　しかしシャルティアを叱る事は出来ない。シャルティアをこのように設定したかつての仲間である、ペロロンチーノこそが諸悪の根元だ。それにアルシェを渡せばこのような未来の可能性はあった。実際、あの時のシャルティアの会話を断ち切ったアインズこそ悪い。

「……いやそういうことが聞きたいのではなく……利用価値というのはあれの経験……違う。貴族に関する知識という面で力を借りたくてな……。……まともな思考回路は残しているのか？」

　アインズが恐る恐る尋ねると、僅かにシャルティアの顔が引きつる。それを目にし、アインズもまた引きつるような思いを抱いた。

「……べ、別に問題はないかと思います。多分ですが……」

「……そうか……。ならば連れてこい。少し聞きたいことがある」

「畏まりました！」

　慌ててシャルティアがヴァンパイア・ブライドを連れて部屋を出ていく。再びアインズはブレインと視線を交え、そしてどちらとも無く反らした。

　聞くとも無しに隣の部屋からシャルティアの慌てふためく声が聞こえてくる。

「犬を連れてきなんし！ 尻尾は外して！」

「──汚れは？」

「風呂に投げ込んで最低限の汚れを落としてくんなまし！ 直ぐに！ アインズ様がお待ちよ！」

「服は、服はどうしましょう？」

「……ああ！ 今まで着せて無かったわぇ。 適当に準備！」

「サイズがあわない場合は詰めますか？」

「そんな時間は無いわ。魔法のかかった服であれば、サイズは合うはず。それを持ってきなんし！」

「それではシャルティア様のご洋服でよろしいですか？」

「しかたありんせんでありんすね！ それより急いでくんなまし！」

　パタリと音がすると、シャルティアが現れた。その顔には微妙な笑顔が浮かんでいる。媚を売るような、もしくは相手の出方を窺うようなものだ。

「アインズ様、急いで準備をさせておりんすによりて、その間、わたしの部屋にどうぞ」

「……そうさせて貰おう。ご苦労だった、ブレイン。下がって良いぞ」

「はっ！ ありがとうございます！ アインズ様！」

　ブレインが微かに安堵の息を吐き出すのをアインズは鋭く知覚した。無礼だという思いはない。ブレインの今の立場が親会社の会長が突如来社したために、それを必死で接待する系列子会社の新入社員というところだろうと理解できたためだ。

　アインズの瞳に宿る灯火に優しげな物が混じる。

　数度、うんうんと頷き、アインズはブレインの肩に手を置いた。びくりと震えたブレインにアインズは優しく声をかけた。

「ご苦労だった」

　俺は殺されるのか。

　そんな顔をしたブレインを後ろに、アインズはシャルティアの先導に従って歩き出した。
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　シャルティアの部屋は外見とは裏腹にと言うべきか、はたまたは外見通りというか、少女らしいものであった。可愛らしい机にイス、天蓋付きセミダブルベッド。壁紙はクリーム色であり、アインズが警戒していた様々なおもちゃが散乱していると言うことはなかった。

　先ほどまでの部屋からすればまるで違った光景だ。

　アインズはイスに座って、ベッドに腰掛けたシャルティアと向かい合う。机の上にはコーヒーが置かれているが、アインズはそれに手を出したりはしない。というよりも飲食が出来る体ではないからだ。

「シャルティアはこういったものが飲めるのか？」

「はい。私は飲めます。ですが、普通の人間が食べるようなものはさほど美味しいとは思えませんし、食べたからと言って成長したりといったことは一切無いのですが」

「なるほど。アンデッドの中でもヴァンパイアは特別か」

　血を吸うのだから当たり前だな、などと思いながら、物を食べられるということが少しだけ羨ましくもあった。帝国の市場に並んだ様々な食べ物。それがどのような味をしていたのだろう。

　アインズはそんなことを思いながら、良い香りを漂わせるコーヒーを指で押して遠ざける。

「それでアルシェを必要とされる理由をよろしければ教えていただけんすか？」

　アインズは鷹揚に頷くと、シャルティアに一連の話を行った。神妙に聞いていたシャルティアは話が終わると、大きく一つ頷く。

「なるほど……舞踏会でありんすか……。しかしそうなりんすとパートナーはどうされるんでありんすか？」

「う……む、アルシェがまともならば任せようかと考えていたんだが……」

　舞踏会で問題となるのは最初にアインズ達だけで踊るときだ。それ以降は別の人間に誘われても拒絶すれば良いだろうと考えている。アインズという存在に強制できる人間はジルクニフぐらいしかいないだろうから拒否は簡単だ。

「それは止めた方がよいでしょう。あれをナザリックの代表とするのは少々問題かと思います！」

「そうか？ しかしそれ以外に私のパートナーをこなせる者がいないからな……」

　言うまでもなく舞踏会はパートナーが必要となる。しかしそれをこなせる者はナザリックにはいない。流石に恐怖公の眷属をパートナーとして連れて行くことはどんな状況下でも不可能だ。気が狂ったと思われるだろうし、アインズだってそう思う。

　そのためにパートナーをアインズと同様に一から鍛えるか、アルシェが踊れるならばという前提が付くがアルシェを選ぶしかない。

　アインズ的には何らかの魔法でアルシェを支配して連れて行くのが一番だろうと考えていた。

　アインズがアルシェを選ぶ理由は、経験者であればアインズが失態を犯したとしても直ぐにサポートしてくれるだろうという考えがあったためだ。もしこれが互いに一から訓練を受けた者同士では、サポートは困難だろう。

「私がアインズ様のパートナーを勤めさせていただきます！」

「何！ まさかシャルティアは踊れるのか？」

　確かにシャルティアの外見は姫といっても過言でない。もしかするとペロロンチーノがそういった設定を組み込んでいる可能性がある。しかし、そんな希望ははかなく消えた。

「いえ、私も踊ることは出来ません」

「そうか……」

「しかしアンデッドである私であれば、時間を最も上手く活用することが出来るでしょう。睡眠を不用とし、疲労を感じない私であれば」

「……なるほど……それも道理か。了解した。ではシャルティアに私のパートナーを頼もう」

「畏まりんした、アインズ様」

　ぐっと握りこぶしをシャルティアがさり気なく作ったのを、アインズは努めて見なかったことにする。そのとき、扉がノックされる。

「入りなんし」

　シャルティアの返事に従い、一人の少女が入ってきた。

　着ている物はゴシックドレスではあるが、その顔立ちはアインズの記憶にあるものだ。

　アルシェ・イーブ・リリッツ・フルト。

　若干、堅かった表情は柔らかく崩れ、頬が染まっていたり瞳が濡れているなどの点はあるが、あの時から殆ど変わっていない。

　五体満足の姿にアインズは満足感を得る。

　彼女には傷をつけないというのが約束であり、それが守られているからだ。

　首の周りが円を描くように色が変わっているような気がするが、怪我は無いようなので努めて無視をする。

　アルシェは部屋に入ると、一直線にシャルティアの前まで歩く。そして足元にひざまづいた。いや、より正確にいうなら、その姿勢は這い蹲っているというほうが正しい。その動きはやたらと慣れた動きで、違和感が一切無かった。

　シャルティアが無造作に足を上げると、アルシェの体の上に乗せる。

　ふわぁ、という息とも声とも言えるような音がアルシェの口から漏れた。

　続いてシャルティアの指が伸び、アルシェの口の中に差し込まれると舌を摘んで引き出し、二本の指でもてあそぶ。アルシェもそれに答えるように舌を動かし、シャルティアの指に透明の唾を塗りつけて、舐め取っていく。

　恐ろしいのはその間、無意識のように両者が行動していることだ。シャルティアはアインズに視線を向けたままだし、アルシェもそれが極当たり前のように指の動きに合せて舌を動かしている。

　まるで授業中にシャーペンを指で回転させているような自然な動きだった。

「……ペロロンチーノ。お前が望んでいた光景がここにあるんだろうな。つーか……ドン引きだわ」

「ペロロンチーノ様がどうかされんしたかぇ？」

　指をアルシェの舌から離れ、銀色の橋が途切れる。アルシェの舌が惜しむように動いてから、口腔に戻る。

「いや、なんでもないが……アルシェ・イーブ・リリッツ・フルト。お前に問いたいことがある」

「……はい。大ご主人様」

「大ご主人様？ ……まぁ、良い。お前は帝国の皇帝主催の舞踏会に出席した経験はあるか？」

「ございません。ですが規模は違いますが、舞踏会には出席したことがございます」

「そうか。ではその際のマナーや、その他諸々を教えてくれ」

　じっとアルシェがアインズを見つめる。それから口を開いた。

「大ご主人様……畏まりました。その代わりにお願いがあります」

　すっとシャルティアの指が伸び、アルシェの顎を軽く持ち上げると覗き込むように顔を近づけた。アルシェの頬が赤く染まり、唇が若干突き出されるが、シャルティアの行動はアルシェの望んでいたものではなかった。

「犬の分際でアインズ様にお願い？ 不快だわ」

「良いのだ、シャルティア。働きには等価を与えるべきであろう。それが例え、犬だとしても、な」

「……なんと、お優しいのでありんしょう 。流石はアインズ様」

　感激に目を潤ませるシャルティアから視線を動かし、アインズはアルシェを見つめる。

「願いを言うが良い。等価であるが故に不可能なこともあるだろうがな」

「畏まりました。では私の純潔をシャルティア様に奪って欲しいのです」

「…………」

　アインズは自分の耳に指を入れ、何か詰まってないかを確認する。それから大きく溜息を吐いた。

「……本当にそれで良いのだな？」

　アルシェがこくりと頷く。アインズは肩を落とし気味に了解した。

「……好きにするがいい……」




　　　　■




　客を見送り、レイは草臥れたようにソファーに身を沈める。いや、レイは心身ともに非常に疲れていた。瞼ごしに目を揉み解し、大きく溜息を吐き出す。

　それから側に控えている執事に声をかけた。

「次の客は少しで良いから待たせておけ」

　レイは今日、既に六人の貴族と面会している。かかった時間は九時間以上。時間の長さも疲労の原因ではあるが、それ以上に話に無駄があるというのがレイの精神力を削った。

　恐らくは本題のみで終わらせてくれれば、その一〇分の一になっただろう。将軍としてどちらかといえば手短な話を愛するレイとしては貴族の社交辞令に満ちた会話は苦手ではあった。

　勿論、やろうと思ってできないわけではない。だからこそ、これほどまでに時間が掛かったのだ。

「ふぅ」

　再び溜息を吐き出し、首を回す。固まっていた首がゴキリと小気味いい音を立てた。

　今まで会って来た貴族は、みなアインズ・ウール・ゴウン辺境侯に近寄りたい貴族達だ。

　現在のバハルス帝国は皇帝を頂点に擁いた絶対君主制の国である。そのために皇帝の関心を得るということは、力を得るということに直結する。

　才能がある貴族は良い。しかし才能無く、貴族としての家柄だけで地位を維持してきたような貴族は皇帝に媚びへつらう位しか家を維持する手段が無かった。

　しかしながら媚を売ったところで、数多の貴族の一人として埋没してしまう可能性がある。だからこそ、現在の帝都では様々な手段によって家を安泰せしめようとする者たちが暗躍する場合が多かった。

　そしてそんな貴族達の目の前に放り出された巨大な宝石の輝きこそ、辺境侯だ。

　帝国の貴族家が潰されていく中、新たに最高位として作られた家に座る謎の貴族。

　膨大な魔力を持ち、その力のみで王国を蹂躙できるという噂の主。

　さらには皇帝が最も信頼し、高い地位を与えたといわれる存在。

　媚を売るには最適の相手だろう。

　そしてそれを考えるのは吹けば飛ぶような木っ端貴族ばかりではない。かつては帝国の重鎮とも言われていた大貴族たちもそうだ。

　実際、レイが今日あっている貴族達は全てが大貴族といわれるような家柄の者たちである。それよりも下の貴族たちからも会いたいという旨は受けてはいたが、時間が無いことから断るぐらい、様々な伝から会いたいという大貴族達のメッセージが届いていた。

　大貴族達が辺境侯に最も期待しているのは、その武力だ。

　皇帝は自分が帝位に就くに当たって、その武力を背景に苛烈な改革を行っていった。

　独自の軍隊を持つ大貴族家は皇帝の勅命で王国との戦争に借り出され、軍事費を搾り出された。その結果、体力を奪われ、いまでは無残な有様な家が多い。

　反旗を翻した家や、そこまで行かなくても皇帝の命令に逆らった家はある。

　しかし、そんな家はもはや残っていない。一族郎党なで斬りである。

　その過酷さこそが、鮮血帝と呼ばれる所以だ。

　だからこそ各大貴族は皇帝の帝国軍に匹敵する武力を欲していた。それこそ単騎で万を殲滅できる人物ということだ。

　もしどこかの貴族派閥に肩入れすればそれだけでその派閥が一気に力を取り戻すだろうし、下手すれば皇帝に対してもある程度の要求を通せるようになるかもしれない。

　そういった「昔の夢よ、もう一度」という狙いを持って、貴族達がレイに近寄ってきているのだ。

「個人的には迷惑な話なんだがな……私はあくまで辺境侯の従者のようなものであり、主人に意思を告げる力は無いと分かってくれれば嬉しいんだが……」

　レイは確かに大貴族が見抜いているようにアインズの下に潜り込んでいる。しかしそれはアインズがレイの価値を見出して配下に取り込んだというより、レイがなんとか足元に座させてもらったという方が正しい。

　決して大貴族達が思うように、辺境侯派閥に属しているわけではないのだ。

　そして主人の意志が何処にあるか分からないうちに、勝手に貴族派閥に属するとも属さないとも決めることは出来ない。更には会いたいという願いを叶えられる権利などあろうはずがない。また大貴族たちを相手にしないわけにもいかない。

　本来であれば面会してどのような考えを抱いているか問いかけたかったが、現在は辺境侯は屋敷の方にはいないようで連絡を取る手段がなかった。確かに言付けを願ったが、その返事は未だ来なかった。

　レイは暗いため息を再び吐き出す。

　勝手に行動して不興を買えば、レイごとき容赦なく切り捨てるだろう。そうなれば皇帝に睨まれているレイは容赦なく殺される。レイが生きているのは後ろにいる辺境侯がいるからだ。

「……さて我が身を守るという意味でも、次の方を呼んでくれ。確か、これで最後だろ？」

「はい。明日、会いたいという方々はいらっしゃいますが、本日は最後となっております」

「そうか……」

　明日もあると知り、多少草臥れた声を出すが、レイは最後という言葉に気力を取りもどす。

「で、最後の貴族の名前はなんだった？」

「グランブレグ伯でございます」

　よく見知った貴族の名前を出され、レイの顔に安堵の色が浮かんだ。

「伯が！ ……そうか、あの御仁なら意外に早く終わりになりそうだな……」

　執事に通された貴族は立派な体躯をした人物であり、見ようによっては戦士とも思える人物であった。ただ、その品位は確かであり、貴族の中の貴族といっても良いだろう。

　そんな人物が礼儀正しく、レイの前のソファーに腰掛けた。

　互いに挨拶を行うと、開口一番にグランブレグ伯は王国との戦いの勝利を祝ってくる。それに対してレイも感謝の意を伝えるというごくごく当たり前の会話だった。

　これはレイが既に本日だけで六度繰り返したパターンである。しかし今までの人物とはここからが違った。

「将軍もお疲れのようですし、本題に入りましょうか？」

「これはありがとうございます」

　レイは破顔した。まさに自分の知っているグランブレグ伯らしい行動だ。

「数日後行われる式典で、エ・ランテル近郊から王国は撤退し、帝国の領土になることを宣言されるそうです」

「早すぎる！」

　レイは慎みを忘れ、大きな声を上げた。

　エ・ランテルを譲渡するように、帝国の外交官が王国と交渉しているのは知っていたが、結果が出るのがあまりにも早すぎた。

　交渉は規模が大きくなるほど時間がかかる。数ヶ月単位は基本であり、今回のような一件であれば一年かかったとしてもおかしくはない。しかし、冷静に考えれば分かる気もした。

「辺境侯のあれほどの力を全面に押し出されれば、それも仕方がないと言うことか」

　王国が全面的に白旗を振ったと言うことだ。

「そればかりではありませんよ。帝国は代わりとして王国との数年に及ぶ不可侵条約を締結します」

「何故……。辺境侯がいらっしゃるのだから、王国の運命は風前の灯火でしょう？」

「さて……陛下が何を考えていらっしゃるかは分かりません。ある時期で約を破棄するつもりなのか、はたまたは肥え太らせてから食べる予定なのか。どうにせよ結ぶことで帝国に利があるのでしょうな、陛下が考えられたのでしょうから」

「なるほど……それでその話はどの程度まで漏れているので？」

「噂というレベルでならばある程度の貴族なら知っているでしょう。それ以上の貴族であれば詳しい話も知っていると思われますよ」

「そういう理由があって面会を求める者が増えたと言うことか」

　レイはようやく貴族達が自分に擦り寄ってきた最大の狙いを知った。

　皇帝に選抜される将軍に貴族はあまり近寄ったりはしない。皇帝という絶対権力者が後ろにいるために、不興を買うのではと恐れるためだ。

　そのために将軍達は貴族社会とは距離を置いた場所に立っている。高い貴族位を持つ将軍であれば多少話は異なるが、レイのような弱小貴族位では殆ど秘境に住んでいるような物だ。レイがそういった話を知らなかった理由はその辺のパイプがないためだ。

「でしょうな。エ・ランテルは三国の要所。あの地を守りきるだけの力がある独立貴族が手にすれば、それがどれだけの力と富を生むかの想像は容易です。そんな御仁とパイプを持ちたいのは誰もがそうでしょう。今回の舞踏会は無数の欲望が渦巻くお祭りになりますよ」

　レイもグランブレグ伯も思わず軽い笑い声を上げる。今からでもその光景が目の前に浮かぶようだった。

「いや、いや面白い話でした。伯との会話はつまらない貴族のおべんちゃらを聞くよりも何倍も楽しい。さて……それで伯は何をお求めかな？」

「おやおや、単刀直入ですな、将軍」

「伯の場合もそちらの方がよろしいでしょう？」

　違いないとグランブレグ伯は笑った。

「何、お一つ聞きたいことがありまして、将軍。……あなたには正妻がいらっしゃいませんでしたね？ 私の娘はどうですか？」

　レイはまだ一〇歳ほどの少女を顔を思い出す。

「辺境侯にでは無く、私にですか？ 将軍位は陛下より授かったもの。陛下のお心次第で私は罷免ですよ？」

「辺境侯が将軍に価値があるとお考えでしたら、他の将軍の方よりも安全と思われますが？ 陛下も辺境侯と正面切って抗争される気が一切無いのは今までの対応で透けて見えております」

　グランブレグ伯は帝都凱旋での、辺境侯と皇帝の仲の良さのアピールを語る。

　そしてそこでの辺境侯の素晴らしい姿を。

　レイもその辺りは今までの貴族達との会話で幾度も聞いている。自分も知っているが、第三者の話として聞くとそれもまた面白い。特に何処に目を引かれたかで、その人間の欲望が透けて見えるために。

「だからこそ貴族の方は辺境侯と面識を持ちたいのでしょうね」

「全くですな。そんな方々だからこそ、辺境侯に娘を差し出したいのでしょう。正妻の地位を得ればその貴族家は安泰ですので」

「伯もそうされれば……」

「ははは、将軍もお人が悪い。私は他の大貴族の方々と正面切って喧嘩をするつもりはありませんよ」

「なるほど。だから私と言うことですか」

　グランブレグ伯は何も言わずに微笑む。暖かい笑顔だが、一枚捲ればもっと別の顔が隠れているのがはっきりとわかるものだった。

「そうなると、今度の舞踏会にはかなり綺麗所が集まるのでしょうね」

「でしょうな。辺境侯に面識を持てるところまで行かない貴族からすれば、その場で娘を紹介出来る良いチャンスでしょうから」

　今までの舞踏会では皇帝に娘を紹介する場でもあった。それが今回は辺境侯に紹介する場ということだ。

「今回の舞踏会は本当に面白くなりそうでしょ、将軍？」

ｗｅｂのアインズは書籍のアインズに脳みそを吸い取られている気がする……。でも丸山的にはこっちの方が好きだなぁ。お馬鹿で。

次回は九月中にあと一回ぐらい更新したいです。

それと感想をくれる優しい方々。本来であれば全員に返したいのですが、ちょびっと忙しいために手を止めさせていただきます。本当にごめんなさい。目は通しておりますので、変なところ等ありましたら、ばしばしとどうぞ。

どうしても何かありましたらメッセージを下さい。そちらなら返せると思います。

皆さんの感想こそ丸山の原動力です。本当にありがとうございます。







舞踏会−３

時間がない？　違う、時間は作るものなのだ！ とかやってる内に書籍二巻の大きなミスを見つけたぞ！ あぶなーい！









　今回の舞踏会の会場として、帝城に複数あるそういう用途の部屋の中でも最も大きい場所が使用されていた。無論、単なる部屋の大きさだけを考えれば、帝城にはより広い部屋だってある。しかし、舞踏会の会場となると、単に広さだけで片がつくものではない。

　舞踏会は単に踊るだけの会というわけでは無く、それは一つの権力闘争の場であり、縁故を強めるための場所でもあるがゆえだ。

　それも今回の舞踏会は皇帝が開いたものであり、つまりは今回の場所に来た者は、皇帝の声がかかったある程度の地位のあるものばかり。皇帝の招きに逆らえる貴族は少ないために、結果として派閥を超えて様々な貴族達が集まることとなる。

　ようは通常であれば会えない様な天上人や、敵対派閥の貴族などと渡りをつける良いチャンスでもあった。

　そこまで考えられているため、他人との会話が面倒なほど広すぎても狭すぎてもいけなく、相応しい様式を整えた場所で無ければならない。

　それらまで考えれば部屋の数は自ずと限られてきたのだ。

　そんな部屋にはいまや多くの貴族達が華やかな格好で集まり、穏やかな表情で談話をおこなっていた。天気の移り変わりや、自らの趣味などの穏やかな話を語り合っているが、それは表面的なものでしかない。

　談合、他派閥との交渉、威圧など、そういったドロドロとしたものが透けて見える。

　夫人や連れられた息女などの女達も互いの服装などを微笑みの仮面の下で観察し、自分達の敵となる人物を探しており、たわいも無い会話に紛れて棘をぶつけ合っていた。

　ある意味、今回の舞踏会こそ貴族社会の醜悪な部分を集約した部分といえよう。

　そんな彼らの話題として最も最新トピックスは新たに領土を得た貴族の話題だ。

　彼らの貴族としての目からすれば、先に行われた式典において一部拙いところもあったが、辺境侯という人物は貴族社会を知る人物に思われた。

　これには若干の驚きがあった。

　辺境侯という人物は強大な魔法使いであり、かつての主席魔法使いフールーダのような人物を僅かにイメージしていたためだ。フールーダは自分は魔法使いであると公言し、貴族社会とは線を引いていた。そのために式典などでは非常に荒い動きが多々見受けられた。

　それに対して辺境侯は──という具合に。

　無論、厳しい眼で見ればまだまだというべきだろうが、それでも貴族の品位に関して知識にあると言うのは彼らからしても好ましい。

　それに貴族社会にさほど詳しくない方が彼らからすれば嬉しいのだから。




　彼らがにこやかに微笑む中、真剣に働く者たちだって多い。

　見事な料理が乗ったテーブルでは、《毒感知／ディテクト・ポイズン》が付与された専用の道具を持った従者が料理を取り分けており、部屋の端に目をやれば楽団が雰囲気を壊さぬように静かな曲を奏でている。

　さらには貴族達の中を選りすぐったメイドたちがすり抜けるように歩きながら、貴族の言葉に従って働いていた。彼女達はメイドであると共に、毒殺等の暗殺の警戒訓練を受けた、ある意味その道のプロ達である。

　無論、帝国の最高権力者が開いた舞踏会で暗殺などを行えば、その結果がどのようなことになるかの想像ができないほどの愚か者は数少ない。しかしそれでもこれだけの欲望が集まれば、何が起こるかは不明であり、警戒は怠れなかったためだ。




　権力と欲望が入り混じり、警戒が行われる中、同じ派閥の令嬢同士が裏表の無い他愛も無い会話をしているのが、僅かな清涼剤だ。

　皆、気品と美しさを兼ね備えた少女達である。顔に施しているのが僅かな紅だけだというのだから、その可憐さは決して化粧によって作られたものではなく天然のもの。

　しかも着ている服は見事なものばかりであり、家の格を感じさせた。

　和気藹々とおしゃべりをする彼女達の話題にあるのは、辺境侯と呼ばれる新たな貴族の正体だ。

　仮面を被っておりその素顔はうかがい知ることが出来ないために、令嬢達の意見としては二つに分かれている。一つは絶世の美男子だ。そしてもう一つがその間逆である想像を絶するほどの醜悪さだ。

　自分達の父親にアピールするようにと婉曲に言われているため、その話題は大いに盛り上る。

　令嬢達も大半が自分達の婚姻は家の道具としての面が強いというのを理解しているために、仮面の下がどんな顔だろうと覚悟は出来ている。しかしそれでも凛々しい美丈夫を求めるのは少女としての思いだろう。

　そんな令嬢達の会話はやがてひと段落を迎えた。そのとき、一人の令嬢が穏やかに話しだした。

「それで皆さん……ちょっとした相談があるんですの」

　言い出したのは家柄的には最も高い家の息女だ。

　たとえ友人同士といっても家柄の差は少女達の中にも歴然とした順位を作り上げる。彼女達に他の令嬢の集まりのように厳しい上下階級が無いのはこの少女の性格によるところが大きいために、全員が慕っているほどだ。

　そのために即座に全員が聞く姿勢を取った。

「えっと、辺境侯にどなたが見初められたとしても、喧嘩せずにいきたいんですの」

　その言葉に含まれた意味を理解できないような令嬢はいない。令嬢達は微かに横目で仲間達をチラ見する。

　もし仮に辺境侯に見初められたら、その婚姻相手の家の地位は一気に上昇するのは確実である。そうなれば派閥の主導権をその家が取ったとしてもおかしいことは無いもない。そのために派閥間でも若干のぶつかり合いはあり、同派閥他家の娘の服装を一段低いものを強制する家だってある。

　事実、目を凝らせば、そういう令嬢の姿はあった。特に美しい娘ほどその傾向は強い。

「大丈夫ですわ。そんな人間はいません」

　少女の問いかけに優しく答えた令嬢がいた。そしてそれに賛同し、他の令嬢達も強い調子で頷く。

　無論、そこには何の根拠も無い。たとえ彼女が保証しても、家の都合ではそれは容易く破られるだろう。しかしそれでも今まで優しく扱ってきてくれた少女に恩返しをしたいという気持ちがそこにはあった。

「そうです。もしそんなことになったら、夫に言いつけます」

「まぁ」

　別の令嬢の発言に全員が破顔する。

「そうよね。夫に泣きつけばいいのよね」

「それはそうね」

　夫というのは言うまでも無くアインズ・ウール・ゴウン辺境侯である。かの人物に泣きつけば瞬時にそんな下らない家の対立はなくなるだろう。

　当たり前だ。帝国で指折りの大貴族、そして眉唾な噂ではあるが、それでも圧倒的な軍事力を持つ魔法使いに誰がおいそれと逆らえるものだろうか。

「私が選ばれたら、皆さんを側室に推薦しますわ」

「それは……難しいでしょうね。他の派閥の方を入れないと色々と問題になるでしょうし……。それに辺境侯としての家を強化するのであれば……そちらの方が賢いですし……」

　やがて互いの顔を見ながら、思いを述べる。誰が辺境侯に見初められたとしても喧嘩せずに、互いの家の協力を取り付けるように行動する、と。




　そんな会話を耳にして顔に微かに歪めているのは、その少女達の一人に懸想していた若き青年貴族だ。友人達から慰められるように肩に手を回されたりもするが、それを乱暴に払いのける。

　結局のところ、権力や家柄というのはなによりも大きな壁として存在する。

　好き、嫌いでどうこうなる世界ではないのだから。




　　　　■




「はぁ、綺麗ごとを言える家はいいわよね」

　小さくぼやいたのは額をでこっと出した少女だった。

　その左右には二人の少女が並んでいる。三人ともあまりパッとしない格好だ。服装は良い仕立てのものだが、何処と無く古臭い感じがする。それに彼女達は外見にあった色ともいえない。

「不味いよ、レーちゃん」

「……レーちゃんはよしなさいよ」

「ヴァネルラント公の集まりだよ。聞こえたら大変だって」

「はいはい」

　少女は髪を軽くかき上げる。金糸のような輝きがそこにはあった。

「はぁ。お父様も無理難題を言いつけてくるんだから。私が辺境侯に見初められる可能性なんて低いでしょうが……娘で博打うつなって言うの」

「で、でもレーちゃんなら選ばれる可能性はあると思うよ」

「うんなわけないでしょ」

「そんなこと無いよ。レーちゃんは凄い美人だもの。きっと選ばれるよ」

　その言葉は決してお世辞ではない。

　レーちゃんと呼ばれた少女は非常に美しかった。

　金の髪を後ろに流し、額を大きく出した髪形をしている。

　意志の強さを感じさせる瞳の色は赤に近い黒。盛り上がりに欠ける点が難点といえば難点だが、それ以外にマイナス点が付けられる場所は無い。

「レーちゃんはよしなさいって。って、さっきも言ったけど……」

　じろりと少女が半眼を送り、視線の先にいた少女がびくりと体を震わせる。

『でも私にとってレーちゃんはレーちゃんだから』

　二人の声が唱和する。レーちゃんといわれた少女はニヤリと笑い、レーちゃんと呼んでいた少女は驚きの表情を作る。

「あんたのパターンなんてお見通しよ。ふふふ」

「フェンドルス様。そろそろ終盤に入る頃です。良い位置に移動しておく必要があると思いますが？」

　冷静に声を上げたのはボブカットの少女だ。三人の中では最も身長が高く、低い二人と並んでいる所為でやたらと高く見える。

「……はぁ。親がお金使ってまで娘を潜り込ませたんだから、一応働いておかないと不味いか……。はぁー面倒。夢を見るのもそれぐらいにしておきなさいって」

　そこまでぼやいた少女はボブカットの少女に冷たい口調で言い切る。

「リズ。あんたもあれよ、うちみたいな没落貴族は見放した方がいいって、親に忠告しておきなさい」

「……フェンドルス様」

　リズと呼ばれたボブカットの少女はそれ以上何も言わず、眉を顰める。

「はいはい。暗い顔するのはやめ。取り敢えずは私達はこの辺で見てましょう」

「よろしいのですか？ ここはあまり良いとは思えませんが？」

「落ちぶれ貴族が前に出て、いい場所を取ってたら不快に思う人は多いでしょ。やめておきましょうね、親に悪いけど」

「左様ですか……」

「はぁ。我が世の春よ、もう一度って考えてるみたいだけど……辺境侯か……」

「どうしたのレーちゃん？」

「うーん、おもいっきり得体が知れないわよね。王国軍を十万人一掃した大魔法使いらしいけど……」

「フェンドルス様は同じ魔法使いとして感じるところは無かったのですか？ 凱旋を見に行かれたとは聞いておりましたが？」

「うん？ そんなに便利な能力じゃないわよ、感知するって言ってもなんかつかめたらラッキーって言う程度のものだし、実際私は何にも感じなかったわね。それよりはドンだけ凄い宝石で身を飾っているのあの人っていう驚きの方が強かったし」

　少女は自分の目の前で手を左右に振る。それからしみじみと告げた。

「あの娘だったら辺境侯がどれぐらいの魔法使いか分かったんでしょうけどね」

「あ、レーちゃんの学校の友達？」

「そう。昔の友達。冒険者だかなんだかになっちゃった娘。今頃、どこで空を眺めているのかしらね」

　少女はぼんやりとした視線を部屋の一角に向けた。そこには真紅の絨毯が敷かれた階段が伸びており、その上はちょっとしたテラスのようになっていた。階段突き当たりはカーテンが垂れているが、その奥にさらに道が続いている。

　テラスに一人のでっぷりとした男が、見た目とは裏腹な、品の良い声を上げた。さほど大声を出していないというのにも関わらず、広い室内に響き渡る。

　呼んだのは貴族の名前だ。

　それに伴い、カーテンが開かれる。

　そこに立っていた二人の男女が集まっていた貴族達の様々な感情を含んだ視線を浴びながら、微笑みを浮かべ優雅に階段を降りはじめた。その男女が下まで降りきれば、再び貴族の名が呼ばれ、カーテンが開かれる。

　それを繰り返し、幾人もの貴族達が優雅にパーティー会場に入場していた。

「あ、生徒会長じゃない。あの人も来ているんだ」

　視線の先、ちょうど階段から降りてくる貴族の令嬢を見て、レーちゃんと呼ばれた少女は声を上げる。

　少女の通っている学校におけるトップの姿があったために純粋に驚いてだ。

「公爵家のご令嬢ですね」

「すっごーい、きれー」

「公爵家は結構上だから、そろそろ貴族たちの来場も終わりね」




　先ほどからふとった男──儀典官が呼び上げているのは、次に入場する貴族の名前だ。

　この順番こそが参加貴族の順位を示すものであり、後ろになればなるほどその貴族が高い地位についていることを証明している。これは基本的にどの国でも一緒ではあるが、帝国においてはもう一つだけルールが存在していた。

　それは皇帝の評価だ。

　つまりは皇帝の覚えがよければ、同程度の地位でも後ろに回され、場合によっては爵位を超える時もありえた。

　同じ爵位でも明確な順番がそこにあるということ、そしてその順番を他の貴族達の前で公表するということは、貴族の自尊心を満足させる働きがある。

　事実、いま呼ばれた貴族とその供である夫人の目には僅かな優越感があった。しかし二人が階段を下りる頃、次なる貴族の名前が呼ばれることで、彼らの瞳に宿っていた感情は塗り替えられ、微かな嫉妬を抱くのだが。




　呼ばれた貴族の爵位と名前を聞き、粗方入場が終わったことを悟った少女は舞踏会場で一段高くなった場所に目を向ける。

　テーブルと何席ものイスが置かれており、四隅を唯一武装した騎士達が守っている。最強と名高い、帝国四騎士が守るその場所はいうまでもなく皇帝たる人物が座す席だ。

　しかし、そこに腰掛けている者はいない。

　通常、主催者であれば最初にここに来て、招いた客を歓迎するのが普通である。しかし絶対的な権力を持つ、皇帝に関しては話は別だ。皇帝こそ最後に呼ばれる名前である。

　儀典官が身なりを正すのを見た少女は連れの二人に声をかける。

「そろそろ辺境侯の来場よ」

　その少女の考えは集まっていた全ての貴族達が擁いていたものであり、全員の視線が階段に向けられる。しかし、結果として予測は外れる。

　儀典官が上げた名前は辺境侯のものではなかったためだ。

「皆様。リ・エスティーゼ王国使者のイブル侯爵とそのお連れの方々のご来場になります」

　ざわりと微かな困惑が貴族達の中を走った。

「あれ？ 違うみたいだけど……どうしてみんな驚いているの？」

　少女は問いかけに呆れた表情を作った。それから自身の眉の間を乱暴に揉み解しながら答える。

「少しぐらい宮廷のことについても知っておきなさいよ。一応は貴族家なんだから……。いい？ まだ辺境侯が呼ばれて無いにも関わらず、国賓を入れるのよ？ 帝国は辺境侯を他国よりも上に見なしていると公言しているようなものじゃない」

「常識で考えれば、ありえない判断です」

「でもそれしかないんだろうから……信じられないわね……」

　少女の呟きは集まった貴族たち、皆が抱いたものだ。

　自国の貴族を他国より重視すると内外に発表するような国は通常はありえない。それが当たり前である。

　しかし、そうではないのだ。

　つまりは辺境侯──アインズ・ウール・ゴウン侯を、帝国皇帝ジルクニフがどれだけ重要視しているかの証明であり、齧りつけば涎が垂れ落ちるほどの地位を持つということの証明である。

　貴族達の殆ど、特に意味が分かる女達の目に真剣な炎が強く宿った。父親などが小さい声で発破をかけている例だってあった。

　国賓もまた帝国がどの順番で重視しているということを証明している。つまりは最初に呼ばれた国であるリ・エスティーゼ王国は周辺国家では最も下に見ていると言うことだ。

　微笑みの形に顔を固定した使者が、幾人もの連れと来場する。

　彼らからすれば見世物の気分であり、決して気分は良くは無いだろう。しかし、皇帝からの招きであり、様々な貴族と会えるチャンスを逃すほど愚かではない。

　そんな色々なものを混ぜこぜにした感情が、笑顔の下にあった。

　それから幾多の国賓が呼ばれ、最後がスレイン法国の使者達だった。

　カーテンの後ろから入ってきたのは三人だ。先頭にスレイン法国の典儀に使われる法衣を着用した使者。そしてその後ろには二人の護衛官を従えていた。

　法国からの使者が入場する姿を見た貴族達がざわめく。大きく動いたのは帝国四騎士だ。その動きにあるのは困惑でもあり、驚愕でもあり、そして警戒だった。

　確かに使者の法衣は見事ではあるが、空気が変貌するほどのものではない。貴族達が注視しているのは後ろに控える二人の護衛官だ。

　一人は屈強な男であった。

　厚い胸板、太い腕。日に焼けた顔には満面の笑顔が浮かんでいた。

　そしてもう一人はスラリとした美青年だ。柔らかな笑顔を浮かべている。

　両者とも派手なところは無く、変わったところは無い。しかし、見るだけで普通の人間とは違うものを感じさせた。ある種の強者が放つ、人を引き付けるような魅力を。

　彼らはすたすたと気取ることなく階段を降り、会場の片隅に位置どる。

　国賓の来場が終わり、貴族達は次こそが辺境侯の入場だろうと階段上を見上げ、儀典官の顔に緊張が浮かんでいるのを見つける。

　それに疑問を抱くよりも早く、ありえない人物の名前が呼ばれた。

「バハルス帝国皇帝、ジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクス陛下のご来場です」

　貴族達の困惑は一気に膨らむ。いまだ登場してない貴族を思ってであり、皇帝の横に並ぶ女性を眼にしてだ。

　慌てたように貴族達が頭を下げる中、貧しいともいえるような質素な格好をした女性を連れたジルクニフが階段を優雅に下りる。

　内縁の妻と目される女性が公の場に出ることは滅多に無い。それは出身地位が低いことが理由の一つであり、他の理由はその容姿に起因する。

　この場に集まった婦人達と比較すればよく分かる。下から数えた方が早い容姿だ。彼女が着飾っていないのは、見事な衣装ではその容姿がより一層悪く見えてしまうからだ。

　女性達の瞳に蔑みの色が浮かぶが、皇帝に近い地位に座る貴族達の瞳にはそれは無い。その女性が決して容姿で皇帝に選ばれた人物ではないためだ。

　かつて一人の貴族が問いかけたことがある。何故、彼女を選んだのかと。

　それに対してジルクニフはこう告げた。

「美しいだけの女ならば幾らでもいるし、欲しいだけ集められる。しかし子供を──将来の皇帝を育てられる女は少ない。あれはそれが出来る珍しい女だ。それに自分の子供は容姿が劣る可能性があるから、美しい女との間に美しい子供を作れ。自分が立派に育ててやると言う女だぞ？ 外見だけで、頭が空っぽな女よりも何倍も面白いな」と。

　実際、公ではないにせよ、政治のことに関与できるジルクニフの手の付いた女は彼女しかいなかった。

　二人はそのまま進むと壇上の席に座る。合図をテラスに立つ男に送った。

　それはまだ入ってくる人物がいると言うことの証明。つまりはジルクニフ──帝国の頂点に立つ男が、帝国の貴族の一員たる辺境侯を主催者として歓迎しようとしていることを意味している。

　それがどれほどのことか理解できない貴族は極少数を除いていない。

　そして声が上げられる。

「皆様、これよりアインズ・ウール・ゴウン辺境侯のご来場となります」

　次回、会場で起きる事件！

「電気が消えたぞ！　真っ暗だ！　何も見えない！」

　そして凄惨な事件が幕を開ける。

「シャルティアが殺された！」

　一体、誰が犯人なのか!? 犯人の目的は一体!?

「くふふふふ……あなたが悪いのよ。ｗｅｂに私がいないからって……」

　冥探偵アインズがこの謎に挑む！

「謎は全て解けた！　……と思う」

（……というか、あのバルディッシュを持った黒の全身鎧は何者なんだ？ こっち見てくねくねしていて、やたら気持ち悪かったぞ？）

　続きは一〇月中頃に公開したいです。……うー、大丈夫かな……。前の話の誤字の修正もしてないのに







舞踏会−４

漆黒教典がｗｅｂでは正解の筈ですが、書籍に統一して聖典に変更します。ご了承を。












　辺境侯の登場を待ち望んでいた貴族達は、己の目を疑った。姿を見せたのが謎の貴族ではなく、六人の女性たちだったためだ。

　彼女達が何者か。それはその身に纏う服が雄弁に語っている。

　メイドである。

　彼女達が着ている服はメイド服と呼ばれるものに酷似していた。決して貴族が社交界で着るものではない。そんな彼女たちがその場にいることはあまりにも場違いなはずだった。しかしその光景を目にする誰もがその言葉を発することが出来ない。

　脳の冷静な部分はこれがありえないことだと、叫び声を上げている。

　通常メイドのような地位の低い者が、階段の上に姿を見せることはありえない。貴族を下に見るとことが──こういった場で──許されるはずが無いからだ。

　しかし──しかしだ。

　声を上げることが出来るだろうか。

　その圧倒的な美を前に。

　どんな貴族のどんな血を引く女よりも美しい顔立ちをした娘達。それも姉妹などの血縁ではなく、それぞれが違った美を放った六人の美姫。彼女たちほどの美しい女性であれば、メイド服を着ていたとしても貴族と同等の扱いをしても良いのではないだろうか。そんな思いすら込み上げる。

　美しい女は見てきた。そして抱いてきた。そういった男であっても、これほど美しい女たちが一同に会した光景を目にしたことは無い。

　自分の美貌に自信を持つ女達は、自分が完全に敗北したことに対して嫉妬の念は起こらなかった。何故なら、超一級の芸術家がクリスタルを削りだして作り出した美に負けたとして、何の悔しさが生じるだろうか。既に基礎の段階で勝敗は付いているのだから。

　その場に集まった貴族達は息を飲み、美しさを少しでも目に焼き付けようと、六人の女性をただ黙って眺める。

　恐らくはこの場にいたのが単なる平民であれば、ここまでの反応は示さなかったであろう。しかしながらこの場にいるのは美しいものに見慣れてきた審美眼確かな貴族達である。そのために衝撃は平民よりも遙かに大きかった。

　楽団ですら演奏することを忘れてしまい、静寂の場と変わった会場へ、メイドたちはゆっくりと左右に並んで階段を降りはじめる。ただし、かなりの間隔を開けて、だ。

　二人のメイドが階段下まで降りたのに対し、次の二人のメイドは階段中腹。そして残りの二人のメイドは最初の位置から一切動いてなかった。

　その奇怪な行動はメイドたちが、その手に真紅の絨毯を持っていることで氷解される。

　並んでいたメイドたちが左右に別れて絨毯を広げると、階段にそれが敷かれた。

　その次に互いあわせに向き直ると、背筋を伸ばし、綺麗な姿勢で頭を垂れる。それはまさに主人の登場を待つ、メイドの見事な姿である。

　顔が隠れたことで魔法が途切れたように──一部の貴族達はいまだ視線を外せなく、人によっては臀部などに視線を釘つけにしているが──貴族達の視線が動き、新たに姿を表した男女を捕らえる。

　一人は見事なまでに美しい、純白のタキシードでスラリとした肢体を纏った男だ。

　白金を使っていると思わせる輝きを放ち、汚れは当然のように無い。一着で大貴族一族の一年の生活を支えることすら余裕であろう服だ。

　その顔はやはり仮面に隠れているが、その人物こそ辺境侯であるのは明白だ。

　ただし、本来であればこの場の支配者になるべき人物であったが、この瞬間においては添え物にしか思われなかった。

　その横に並ぶ銀髪の女性。いやもっと年若く、成人になったばかり程度の年齢に思われた少女の存在があるためだ。

　それは女王──支配者の雰囲気を漂わせる少女だった。

　距離があるというにも関わらず、その顔に傲慢な、そして真紅の瞳には嘲りの感情が浮かんでいるのが感じ取れる。しかしそれが少女にはそれが非常に似合っていた。

「おおぉ！」

　幾人かの貴族達がうめき声を上げた。

　全てを下に見下す一人の女王が、視線が隣に立つ辺境侯に動いた瞬間、一人の可憐な少女へと変わったためだ。

　それは男として羨望したくなる視線だった。自分には決して向けられない、辺境侯のみに向けられる感情をそこに感じ取り、幾人もの男が嫉妬の念を抱く。

　思わず頭を垂れたくなるような二人組み──特に少女の方──が、真紅の絨毯が敷かれた階段をゆっくりと降りはじめる。少女が辺境侯に手を預けながら降りてくる光景は、まさに女王の降臨を思わせた。

　そして二人が通り過ぎると、メイドも頭を上げて、その後ろを静々と歩き始める。

　一人の女王と男、そして美しい六人のメイドからなる一行が階段の下まで降りた。

　基本、こういった場にあっては、男が女の替え添えに回る場合は多い。それは男と女、どちらが派手で金の掛かった服を着ているかを見るだけで一目瞭然だろう。だからこそ、男一人でこういった会場に来る者は無く、必ずパートナーを見繕うのが基本だ。勿論、例外はいないわけでもないが。

　ただ、だからといって男が下に見られるなどのことは絶対にありえない無い。

　こういった集まりでの際、女というのは男の身を飾る宝石のようなもの。女が輝けば輝くほど、それを連れた男の力を誇示する面がある。女の美しさも、男の代理戦争の一面に過ぎないのだ。

　だからこそ全ての貴族達が理解する。

　辺境侯という男が──これ以上無い宝石でそれも無数に身に飾っているということが、どの貴族もが足元に及ばないだけの力を持つと言うこと。

　幾人もの貴族達が男としての敗北を知り、目線を下げた。

　貴族達が道を作る中、辺境侯の一団はゆっくりと歩き出す。向かった先で座していたジルクニフがゆっくりと立ち上がると、壇上から降りる。

　そして柔らかい笑顔と共に両腕を広げた。

「良く来てくれたな、我が友。アインズよ」

　まるでその辺りの貴族が友人を迎え入れるような、そんな気楽な態度であった。対して辺境侯も答える。

「招いてくれて嬉しいよ。ジルクニフ」

　互いに抱き合い、軽く背中を叩く。それは貴族としての態度ではなく、男友達の姿だった。

　その光景に貴族達がジルクニフの言いたいこと、そして見せたいことを十分に理解した。

「さぁ、最も大切な友人も来たことだし、舞踏会を始めよう」

　そのジルクニフの声に我に返り、楽団が曲を奏で始め、静かなざわめきが戻りだす。しかしながら、殆どの者の目が、壇上の席に腰掛ける四人とその後ろに付き従う六人のメイドたちから離れることは無かった。
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「かはっ」

　同じ部隊に所属する仲間が息を吐き出す。それはまるで溺れていた者がようやく水面に上がったときにあげるものと酷似していた。

　見事な体躯を持つ、漆黒聖典第七席次『巨壁万軍』エドガール・ククフ・ボ−マルシェは仲間の背中をその分厚い手で叩く。

「おいおい、大丈夫か？ こんなところでマウス・トゥ・マウスはしたくはないぞ」

　並びの良い白い歯をむき出しに笑うエドガールに対し、男は苦笑いを浮かべるだけだった。その微妙な笑いに真剣なものを感じ取り、エドガールも表情を真剣なものへと変える。

「……それで辺境侯の強さはどんなもんだった？」

　漆黒聖典最下位の席次──つまりは最弱の──第一一席次である彼が、ある意味危険な場所であるここに連れてこられた理由はたった一つだ。その彼の特殊な力を期待してである。

「その前に……あの六人のメイドだ」

「ほほぉお。あの美女たちか。なんだ、惚れたか？ そりゃ確かに国でも見ないような……」そこまで軽口を叩いた辺りで、仲間の顔に浮かぶ真剣な表情にもはや完全に冗談を言える空気ではないと悟る。「……あれがどうした？」

「私たちよりも強い」

　言葉を溢そうとし、それを飲み込む。数度繰り返してエドガールは問いかけた。

「おいおい……本気か？ あの娘っこたちがか？ ……いや、嘘のはずが無いわな。そいつがお前の力だし、冗談を言う性格ではないからな。しかし……あれがか……それにしても六人全員がか？ 一人ぐらいだよな？」

　一握りの期待を込めての問いかけは即座に否定される。エドガールは天を仰ぐ。




　漆黒聖典。

　それは一一人からなるスレイン法国最強の特務部隊の名である。

　彼らを知る者は、大抵が暗殺部隊だと思っているが、実のところは違う。

　彼らは人類最強の守り手である。当然、守るべき対象は人類というか弱き種族である。

　六百年も昔、強大な他種族との生存競争に敗れ、滅びつつあった人間種族を救った神々──六大神の教えを強く体現した存在である彼らは、自分たちこそ人類最強であるという自負を抱いて、今なお上を目指して鍛錬を積んできている。

　かの周辺国家最強の戦士ガゼフ・ストロノーフ。彼が最強と言われるのはあくまでも漆黒聖典の者達が表舞台に出ないためにしかすぎない。もし仮に出れば最強の座は容易く奪えるだろうと、彼らは考えており、そしてそれは事実でもあった。

　流石にフールーダに匹敵する魔法使いはいないが、並ぶだけの──第六位階の魔法を使用可能な──神官などが極秘ではあるが、所属しているほどだ。

　特別な例外を除き、彼らに勝てる人間はいないはずだった。

　そんな漆黒聖典のメンバーを容易く越える存在が幾人も出てくれば、その衝撃は信じられないほど大きい。




「そしてあの少女」

「ふむ」

　もう何を言われても動揺しない。そういった意気込みは彼の話を聞いて一瞬で吹き飛ぶ。

「あの少女は私達の隊長なみに強い」

「……だと！ それはまさか……ありえん……いや、こればっかりは信じられん……」

　嘘の筈は無いと理性が叫ぶが、感情が信じてくれない。こればかりは同僚の誰に聞いたとしても信じるものがいないだろう。漆黒聖典最強の存在たる第一席次。つまりは六大神の血を覚醒させた唯一の存在。竜王と対等に戦える存在と同格だというのだから。

　それもあんなに美しい少女が。

　エドガールは必死に感情を押し殺す。今重要なのは冷静な思考であり、凝り固まった考え方ではない。それに縛られてはすべき任務を見失う。

「……もしやあの少女も神人か？」

「その可能性が無いとは言い切れないが……真なる竜王の可能性だってある」

「五百年の──世界盟約を破ってだと？ いやそうか。確かに、この状況下ではまだ盟約は破られていないな」

　エドガールは眉を潜める。世界を汚す猛毒に対する同盟。スレイン法国がかたくなに守る最強の契約。それが最悪な事態でも破られて無いと知って。

「エドガール。少しだけ注意して欲しいんだが、彼女と隊長。どちらが強いかまでは分からないんだ。両者とも私より桁外れに強いと感じ取れる程度で……」

「そうだったな……」

　小銭しか使ったことがない者では、九億と十億どちらも大金としか思えないようなものだ。その微妙なニュアンスを上手く受け取り、エドガールは頷く。ただ、どうにせよ。あの少女は容易く国を滅ぼせるような存在だということだ。

「それで辺境侯も隊長なみに強いのか？」

　仲間が困ったように表情を歪める。その微妙な表情にエドガールは困惑した。普通に考えればあれほどの強さを持つ少女を連れているのだから、同格程度の力を持っていてもおかしくはない。何を迷う必要があるのだろう。

「どうした？」

「いや……実は全然強さを感じなかったんだ」

　疑問を抱き、首を傾げる。

「それは一体いかなるわけだ？」

「辺境侯が影武者を出している。辺境侯は何らかの手段で強さを隠している。実は辺境侯は強くない」

　男が指折りながら可能性を羅列していく。

「最後はありえんだろ？ 十万を超える軍勢を殺しつくしたと言うし、実際、その光景は騎士に潜り込んだ風花の人間が見ているのだろ？」

「マジックアイテムと言う線がある」

「ああ、なるほど。規格外品。神々の残せしアイテムか」

　うんうんとエドガールは頷く。

「それ以外に実はあの少女の方が本命という可能性だってあるだろ？」

「ふむー。ちと良くわからんな。その辺は頭脳担当の仕事だ。取り敢えずはまだ情報が不足している以上、辺境侯に接触を持ったりアクションを起こしたりするのはやめたほうが良さそうだな。というか隊長なみにあの少女が強いと聞いて、金玉がきゅうっと縮み上がったぞ」

「それは悪かったな」

　顔を顰めた友ににやりと男らしい笑いを向けると、エドガールはジルクニフと話しているアインズ・ウール・ゴウンを眺める。

「さて。その仮面の下はどんな顔をしていることやら」
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　ジルクニフはまさに完璧なホストであった。

　というのも話が上手く、面白い。

　身近な題材を会話のネタにしながらも、引き込まれるような話の展開や描写だ。そして上手いタイミングでこちらにも話を振って、会話を引き出してくる。本来であればそのまま何時までも話をしていたかったが、完全にのめり込めなかったのは、これから待っているダンスのためだ。

　それを考えるだけで胃が痛い。

　勿論、アインズに胃は無いのだから、そんなのは気のせいである。気持ち悪いのも緊張などの所為ではなく、気のせいである。

　そんなのは嘘だ！

　アインズは叫びたい衝動に駆られる。胃がむかむかとし、きりきりと痛みが走っているのに、これがアインズの思いこみであるはずがない。

　それともこれが幻肢痛と呼ばれる奴なのだろうか。

　恐らくは残滓のごとくある、人間の精神が緊張のあまりに叫び声を上げているのだろう。

　これほど多く集まった観客の前で踊るなど、どんな拷問なのか。仮面の下で視線を動かし貴族達を眺めれば、談話をしながらアインズたちに注意を払っているのが丸分かりだった。

　恐怖公の監修の下、ダンスの練習はみっちりと積んだ。

　アンデッドであるアインズもシャルティアも、休息や睡眠といったものが必要でないために短い時間ではあったが、その内容は非常に濃い。数日の訓練は、普通の人間であれば数週間にも匹敵するものだっただろう。

　それだけの訓練をこなしたために「人事尽くして天命を待つ」と言う言葉があるが、ここに来るまでのアインズの心境はそんな感じだった。それだけの自信と僅かな諦めがあった。

　しかし、こうして貴族達を前にすると不安がこみ上げる。

　アンデッドであるために、精神の大きな変動は抑止される。しかし、その波が連続して起こる場合は完全な抑止が不可能。

　アインズはちらりとシャルティアに視線をやる。シャルティアがどのようにしているかで自らの不安を紛らわせようというのだ。

　視線を送った先でアインズは頭を抱え込みたくなる気分に襲われる。

　アインズのホストがジルクニフなら、シャルティアのホストはジルクニフが連れた女性──名前はロクシーというらしい──である。そのロクシーが幾度もシャルティアに話しかけているのだが、冷笑を浮かべて軽く流す程度を繰り返している。

　人間ごときと馴れ合う意志を持たない。そんな態度が完全に読み取れた。

　確かにペロロンチーノと言うアインズの友人である男に創造された、ナザリック大地下墳墓の守護者シャルティア・ブラッドフォールンとしては正しい態度なのかもしれない。それに対してアインズは強く言うことはできない。

　しかし帝国の辺境侯アインズ・ウール・ゴウンのダンスパートナーとしては失格な対応だとしかいえない。

　アインズはコツンとテーブルを叩く。

　手袋で包まれてはいるが、アインズの骨の指が鋼鉄よりも強固な硬さを持つために、意外に良い音が響く。

　その瞬間、後ろに控えていたメイドたち、そしてシャルティアの視線が集まった。何時の間にか直ぐ後ろまで控えたメイド──ユリを下がらせ、シャルティアに軽く顔を向ける。

「シャルティア。私に恥をかかせるな」

　シャルティアは何も言わずに頭を軽く下げると、満面の笑顔を浮かべた。それはまさに夜薔薇が咲き乱れるような光景を幻視できそうな美しさだった。

　シャルティアの微笑を目にした貴族達の一部から「ふわー」とかいう気持ち悪い類の声が起きたり、「ぎぎぎ」などという歯軋りと殺意の視線がアインズに向けられたりもするが、ジルクニフが頭を抱えていることだし、この際それらは無視する。

「失礼いたしました。ロクシー様。ちょっと入場までにお時間があったもので、すねてしまいましたわ。大人気なかったですよね」

「いえ、そんなことはありません、シャルティア様。私もその気分は本当に良く分かりますわ」

　少しばかり背伸びした──演技だが──少女と、大人の女性の穏やかな会話が始まる。

　それを聞きながら──

　シャルティア、すげぇ。

　──アインズはそんなことを思いながらも決して態度には出さない。代わりに軽くため息をつくと、微笑を浮かべながら見つめてくる──ただ目の奥が笑ってない気がする──ジルクニフに話しかけた。

「シャルティアが失礼したね、ジルクニフ」

「いや、なんでもないさ。確かに長く待たせたことは事実だ。今度はもう少し考えるとしよう」

「いや、いや。シャルティアの我が侭に過ぎないとも。気にしないでくれ」

「そうかい、それは嬉しいな。それでこれから主賓に代表して踊って欲しいのだが……本来は私達も一緒に踊るのが基本なんだが……」

「ああ、言いたいことは分かっているとも。今回は私達だけで踊らせてもらうよ」

　アインズはそう告げると、ゆっくりと立ち上がる。後ろに控えていたユリがイスを動かした。

「シャルティア」

「はい。アインズ様」

　頬を微かに赤らめたシャルティアの手を引き、ゆっくりと立ち上がらせる。アインズは無数の凝視をその身に浴びながら舞踏会場の中央へと歩く。

　突然、楽団が奏でる曲が変わった。

　彼らが真剣という表情を通り越し、必死に奏でる姿は失敗した場合何が起こるかを知っての形相だ。

　流れ出した曲は静かな曲であった。

　アインズは何気ない態度で見渡し、この曲に奇妙な反応を示す者がいないか、確認する。

　貴族達ははじめて聴く音楽に首を傾げていた。帝国で一般的に奏でられる曲とは完全に違った系統だ。幾人かはあまり良い反応を示していないが、こういったものには個人の好みというものがある。

　デスメタルを最高だという者がいれば、クラシックしか聴きたくないという者だっているということだ。

　アインズは微かな笑いをかみ殺す。

　どこの世界にこんな曲でダンスをする者がいるのだろうと。

　会場に流れる曲こそ、ユグドラシルのゲームサウンドだ。

　ユグドラシルもサウンドを搭載しており、場所に応じた曲が響く作りとなっている。しかし、モンスターの移動音など細かなサウンドエフェクトも同時に存在するために、音楽を聞くことによって重要な音を聞き逃すことを嫌う人間は非常に多い。

　そのためにユグドラシルの音楽は聞く者が殆どいない、誰もいない辺境を旅する際に暇つぶし程度に聞くという程度の扱いでしかなかった。アイテムとの抱き合わせ販売のミュージックデータ集で初めて聞いたという人間は多いほどだ。

　アインズはシャルティアの手を引いて、部屋の中央に出る。そして音楽に合せて、シャルティアと踊り始める。

　この曲を恐怖公が選んだのは、帝国で一般的に使用されている曲では、ダンスの荒さがばれる可能性があると考えてだ。今までに聞いたことが無い曲であり、かなり違った形式の踊りであれば、致命的な失敗さえ見せなければ、そういったものと誤魔化されるだろうからだ。

　アインズは恐怖公に言われたことを思い出しながら、動く。

　もっとも重要なのは姿勢。指の伸ばし方や顔の動かし方。そういった細部こそが重要なのだ。大きく派手な動きも目を引くが、それはこじんまりとした程度でなければ良い。逆に練習の度合いが足りない場合、派手は動きは雑に見える。

　アインズはシャルティアと優雅──水面下では必死に足をばたつかせているが──に踊る。

　幾度も──いや幾百度も練習した動きを。




「あれはどこの舞踊の礼法なのですかな？ 何かの決まった流れがあるように見受けられますが……」

「さて……浅学でして……。この曲も聴いたことが無いですな」

「辺境侯のご出身の地の曲では？」

「でしょうな。奇怪……といっては失礼ですが、変わった曲ですな」

「そうですか？ 私はこの静かな感じが好きですがね」

　幾人かの貴族達がアインズの踊りを眺めながら、小さい声で呟きあう。一挙一動を見逃さないような鋭いものをその瞳に浮かべて。

　十分に観察し、一人の貴族がこぼす。

「なるほど。やはり貴族の礼儀はご存じの様子」

　曲もダンスも何処か見慣れないものでは在ったが、それでも練習を積んだ動きかどうかぐらいの判別はつく。彼らの判断ではアインズの動きは十分にダンスに触れたことをある者のものとしか思えなかった。

　確かに厳しい目で見れば拙い部分もあるとは言えよう。しかし、そこまで厳しく見る必要もない。実際、彼らだってそこまで上手く踊れる自信はないのだから。

　この場で最も重要なのはそういった教育、つまりは貴族社会の生き方を知っているかどうかだ。

　そしてそれが合格と見なした貴族達は続く手段に思いをはせる。

「ふむふむ。であれば……辺境侯とお話する際はこちらも油断は出来ませんな」

「全く。貴族としての礼儀を知らないもので在れば、言葉での戦いで勝てると思っておりましたが……かの御仁はその辺りも修めているご様子」

「隙が無いとは……流石は辺境侯と称えるべきでしょうかね？」

「まさにおっしゃるとおりです。しかし……厄介ですな」

「何がですか？」

「彼女ですよ。辺境侯のダンスパートナーを務めている」

「……年齢の割に胸が大きいですな。のわりに動きがダイナミック。下着を着ていてあれだというのであれば、作り物のにおいが──」

　一人の貴族のことを視界の外に追いやり、その場に集まっていた貴族は静かに話し合う。

「あれほどの女性を連れてこられるとは……困ったものです」

「然り。あれほどの美貌を持つ女性を側に控えられては……なんとも……。親の欲目を入れたとしても私の娘では彼女には勝てませんな。侯爵様のご息女では？」

「無理を言わないで欲しい。あの少女には勝てませんよ」

「そればかりか、あのメイド達。辺境侯と婚姻関係を結ぶのはかなり難しいですな。見てください、女達の諦めきった顔」

「まぁ、こればかりは仕方がないでしょう。一踊りされた後の辺境侯に、ダンスを申し込む際はあれだけいる美姫たちと比較されることは確実。確実な敗北に飛び込み、更にそれが嘲笑のタネになるなど、女性からすれば我慢出来ないでしょうな」

「しかし、あの少女とはやはり婚姻を結ばれているのでしょうかね？ どなたかあの少女について何か知っておられる方はおりますか？」

　全員が顔を横に振った。

「情報を集めた方がよいですな」

「ええ。しかし……あれほどの美少女であれば噂ぐらいは耳に入っても良いはず。この曲といい、辺境侯はやはり遠方の国から来られたのかな？」

「もしくは昔から外に出さずに、自分の手元で育て上げていたという可能性もありますぞ」

「掌中の珠ですか。まぁ、あれほどの少女であればその価値はありますな」

「……しかし、あれほどの美しい女性……夜闇の女神というべき少女がどこのどなたなのか。せめてお名前ぐらいは聞かせて欲しいものです」

　美に対して懇願するような、そんな熱い感情を滲ませた青年貴族の言葉に、年いった貴族達は苦笑いを浮かべる。

　彼の心を支配する少女への思いを理解して。ただそれはあまりにも不味い。

　辺境侯の連れた女性を称えるのは良くても、彼の感情はその先までがある。辺境侯を不快にさせる可能性の高いものが。しかし止める気はなかった。派閥内でも権力闘争はあるし、誰かがミスをすればそれを踏み台にするチャンスも生じる。

　一人の若手貴族を失うことがさほどの犠牲ではないのであれば、必要な犠牲ですむ。

　互いの目の奥に宿る物を読みとり、他の貴族達は彼を焚きつけようと話し始めた。




　ただ一人、シャルティアに視線を動かし、ぽつりと言葉をこぼす貴族がいた。

「魔性の美か……。恐ろしいな……」

　その貴族は真紅の瞳が自分を射抜くように動いた気がして、身を震わせると人混みに隠れるように移動していった。




　　　　■




　一度の失敗もせずに、アインズとシャルティアはダンスを終える。万雷の喝采を全身に浴びながら、アインズは仮面の下を拭いたくてしょうがなかった。もちろん、アンデッドであるために新陳代謝は無いが、それでもべっとりと汗で濡れているような気がしてたまらない。それだけプレッシャーを感じていたのだろう。

　アインズは安堵の息を軽く吐き出しつつ、再び用意されている席へと戻る。

　そこではジルクニフとロクシーも笑顔で拍手していた。

「お見事でした」

「全くだよ、アインズ。素晴らしいダンスだった。それにそちらのレディも」

「ありがとうございます」

　シャルティアがスカートの端を軽く持ち上げ、無邪気な少女が浮かべそうな無垢な笑顔を見せる。さきほどから思っていたことだが、改めてアインズは思う。まるで別人だ、と。

　二人が席を座るやいなや、ジルクニフが問いかけてくる。

「それでは悪いんだが、そろそろ貴族に君を紹介したいんだ。共についてきてくれるかね？ 多くの者達が君と話したいとうずうずしているようでね」

「もちろんだとも。同じ帝国貴族と面識を持つのは重要だからね」

　アインズは一も二もなく頷く。

　恐怖公とアルシェ。二人から聞いたこういったパーティーの基本を思い出す。

　これから始まるのは自己紹介を兼ねた顔つなぎだ。

　本来であればパーティーの主催であり、貴族との面会で多忙のはずのジルクニフが先導する例はあまりないそうだが、そうでないところをみるとそれだけ重要視してくれているのだろう。

　友人になろうというのは本気だったのかもなぁ。

　アインズはジルクニフの心配りを嬉しく思う。ただ──アインズは目だけを動かして、こちらを伺っている貴族達を眺める。どれだけの時間がかかるのだろう。仮に一人数分だとしても時間単位でかかることは間違いがない。アンデッドであるために疲労はもはや縁の無い言葉だが、それでも顔を顰めたくもなる。

　本当に名刺無しにどうやって彼らは名前と顔を覚えているんだ？

　アインズは既にその疑問の答えを得ている。アルシェ曰く「顔と名前の記憶は貴族の必須技能ですから」とのことだ。そうアインズが考えている間に、ジルクニフに続いてロクシーまでもが立ち上がる準備を始める。

　仮面を被っているために表情が読まれたわけではないが、微妙な空気を読みとったのか、説明するようにジルクニフが告げる。

「女性の方もいるからね。私と君以外にも女性がいた方が良いだろからさ」

「……そういうものかね？」

「そういうものだとも。シャルティア嬢は君にとってどんな関係と言うことでよいのかね？ 婚姻相手などであれば共に連れ立って歩くべきだろうし、そうでないのであればあまり一緒に来て欲しくはないんだ。悪いね」

「ふむ……」

　それが貴族社会の礼儀だとしたら、婚姻関係でも無いシャルティアを連れて行くことは不味いだろう。

　アインズとシャルティアは互いに目を交わせ、それからアインズが小さく頷いた。

「畏まりました。では私はこちらで待っております」

「すまないな」

「いえ、滅相もございません。アインズ様はごゆるりと」

　アインズはシャルティアに軽く手を挙げ、挨拶を送ると二人と連れだって壇を降りる。後ろからは壇の周囲を守っていた武装した兵士達が追従する。

　確か、帝国四騎士とか言ったか。

　そんなことを頭の片隅で思い出し、それを振り払う。いま考えねばならないことは、もっと重要なこと。こういった場で注意しなければならないことだ。

　ジルクニフに先導されながら、アインズは必死に思い出す。

　最重要なのは言質を取られないことだ。

　こういった大勢の前での言質を取られるのは、時には厄介な事態を引き起こし、場合によっては辺境侯はその程度の人間だと侮られる可能性に繋がる。

　御しやすいと思われるのはアインズとしても癪だ。

　アインズは仮面の下で貴族達を睨む。

　ここから始まるのはアインズの不得意な場での戦い。

　ただし、敗北はナザリックの名を傷つけることとなる。

　アインズはダンスの成功で緩んだ兜の緒をしっかりと締めた。




　　　　■




　顔ごと動かして、シャルティアはアインズの後ろ姿を追う。今もジルクニフを仲介に白髪の老人と会話している。話が弾んでいると言うより、互いの腹を探って上辺での挨拶をしているようだった。

　しかし、そのために深くまで話が入り込まず、別れの挨拶を始めている。

　これで何十人目だろうか。

　すこしづつアインズの動きに精細が欠けてきたような感じがした。これはずっと後ろを眺めてきた──身近に控える存在だから気が付いたのだろう。

「アインズ様もお疲れのご様子。何かしてこちらに戻ってきていただいた方がよろしいかしら」

　シャルティアは唇に指を当て、ボンヤリと呟く。そんな時──

「失礼します」

　シャルティアの前に一人の貴族が進み出た。

　髪は金色。瞳の色は青。整った顔立ちに見事な衣装を纏っている。身長は高く、すらりと伸びた肢体は鍛えられた雰囲気があった。

　青年貴族が優雅に会釈をする。それに対してシャルティアも静かに微笑む。

　興味はこれっぽちも無かったが、自らの崇拝している主人の意志を受け止め、それはおくびもださない。

　シャルティアの微笑みを受けて微かに頬を赤らめた貴族が問いかけてくる。

「お手をお借りしても？」

　つまりはダンスに自分を誘っているのだ。

　──この私を？

　シャルティアは内心で嘲笑する。

　──人間ごときが？

　この私の手に触れたいと？

「──くきっ」

　思わずシャルティアの口から奇怪な音が漏れてしまった。一瞬、青年貴族の表にも僅かな困惑の色が浮かんだようだった。しかしそれを誤魔化す気はなかった。

　──バカめ。

　この身に触れることが許されるのは至高の方々のみ。いや、まぁナザリックの仲間やシモベも許してあげましょう。ただ、それはゴミには許されない行為。

　殺すか？　右手を軽く振るだけで終わる。

　いやここで殺すのはアインズ様をご不快に思わせる。それは絶対に避けなくては。

　シャルティアは顔を動かさないように、周囲の目を伺う。

　視線が幾つも集まって来ている。それがシャルティアにどのような手に出ればよいのかを迷わせる。

　ここで騒ぎが起こっているの皇帝は知っている筈。

　にも係わらず主催である男が何故、動かない？ これ自体が何かの理由がある？ ……面倒だな。

　邪魔をする人間であれば殺せばよい。しかしここではそれは出来ない。

　だが、本当に出来ないのだろうか。自分の今の立場は人間を一人殺すことすら許されない地位なのだろうか。

　シャルティアの目が細まると、その視線を遮るようにユリ・アルファがその貴族の前にすっと立った。そればかりか、シャルティアの身近に他のメイドが近寄ってきている。

「シャルティア様はご遠慮したいとおっしゃっております。お下がり下さい」

「シャルティア嬢か良い名だ。さて、彼女は何もおっしゃってはいないと思うのだが。下がるのは君の方だろう。メイド風情が」

　思わず、シャルティアは嗤う。

　ユリ・アルファは確かにメイドである。しかしそうであれと至高の存在に生み出されたのだ。ならばシャルティア・ブラッドフォールンとユリ・アルファに立場の差は大きな問題だろうか。どちらもその使命を尽くすために生み出されたというのに。

「ユリ、下がって」

「よろしいのですか？ シャルティア様」

「ええ、構わないわ」

「そうだとも、下がってくれないか？」

　ユリが一歩下がると、シャルティアは勝ち誇った表情を浮かべた青年貴族に微笑みかけ、真紅の唇を開く。

「──失せろ、糞。お前の臭い息を私に吐きかけるな。そして私の名を呼び、至高の御方々に付けていただいた、尊き名前を汚すな」

　何を言われたのか理解できないと、青年貴族が目をぱちくりさせる。そんな態度により一層、シャルティアは酷薄な笑みを強いものへと変え──青年貴族の横に並んだ人物を目にして表情を一瞬で緩める。

「私の連れに何かようかね？ これに何か言いたいことがあるなら私を通してくれると嬉しいのだが？」

「アインズ様！」

　シャルティアは背筋をぞくぞくと震わせる。一瞬、自分がアインズの所有物になった気がしたためだ。

　いや所有物はそうなのだが、普段は自らの主人は慎み深く、慈愛の心を持って創造物たる自分たちを相手をされる。しかし、今の一瞬だけ、己の所有物に対する雰囲気がそこにあったのだ。

　先ほどの極寒の表情を一瞬で変え、瞳を走ったのは情欲の色。アインズが望むのであれば、この場で何をされても構わない。そんな狂ってもいる感情が瞳からこぼれだしてしまう。

　それを目にし、青年貴族は言葉をなくす。最初から相手にもなってない、つまらない独り相撲と知って。

　もはや戦う気力すらない。

　口の中でもごもごと青年貴族はわびを入れると、アインズとシャルティアの前から立ち去る。

「やれやれ。私たちはダンスが苦手だというのに、な。上手く捌けていたのであれば邪魔をしたな」

「アインズ様」

　シャルティアは席から立ち上がると、アインズの腕にもたれ掛かる。アインズが一瞬だけびくりと動くが、シャルティアの体をしっかりと受け止める。

　そんな態度に喜びを感じながら、シャルティアは体をこすりつけるように動かしながら甘えた口調で話しかける。

「怖かったんですよ、アインズ様。あの男がいやらしい目で私を見て……」

「えー？ んん！ そうか、それは……、シャルティア許せ。お前を怖がらせてしまった、私の過ちを許してくれ」

「駄目です。許しません。ですから、今日は一緒にいてくださいね」

「……ああ、分かったとも。今日はこのまま一緒に行動するとしよう」




　緩やかな時間はこうして流れていった。





舞踏会─５

　丸山からのお願いです。

　今回の話は４８ｋほど。文字数二万四千文字を（多分）越えておりますので、お暇な時間にどうぞご覧下さい。

　……長すぎるという方は感想にどうぞお書き下さい。場合によっては二分割します。









　こいつは何をさっきから言っているんだろう。

　あの舞踏会から五日が経過し、帝都内に与えてくれた邸宅で、アインズが最初に考えたことはそれであった。

　すわり心地の良いソファーに腰を下ろし、背もたれに背中をペッタリとつけたアインズはしげしげと前に座る男を観察する。

　さきほどからひっきりなしにペラペラと喋る貴族。歳は五〇代を半ばほどは過ぎているが、髪はまだまだふさふさと生え、血色の良い顔と相まって、遥かに若く思える男だ。

　そんな男の、綺麗に刈り揃えられた髭が動くさまをぼんやりと眺めるアインズの頭の中には、彼の言っている内容の半分も残っていなかった。

　確かに聞く気を喪失しているためなのも理由の一つではあるが、それ以外は貴族の社交辞令に溢れた会話に慣れていないこと、そして彼の会話があまりにも回りくどく理解しづらいためだった。しかも話の半分は余談であり、アインズの聞くという意欲をガリガリと削いでいった。

（本題だけであれば数分で終わっただろうよ。それを下らない話題でずるずると長引かせて……。というか結局何が言いたいのかサッパリ分からんぞ？）

　アインズは仮面の下で目だけを動かして、壁に備え付けられた時計を確認する。貴族と部屋に入室した時間から逆算し、時間がどれほど経過したかということを知ると、より一層、肩が落ちる気分にさせられた。

　別にアインズだって暇ではない。時間を持て余しているから話を聞いているのではないのだ。

　どちらかと言えば今のアインズは忙しい身だ。エ・ランテルを自らの領土として数ヵ月後には与えられるために、その前準備が色々とあるためだ。

　個人的には「とっとと帰れ」と言えれば、どれだけ楽だろうとは考えている。

　しかし、貴族社会の礼儀というものをさほど知らないために、どのように対応すれば良いのか分からず、相手に譲るしかなかった。

　アインズの社会人生活でも自分が上位者の立場で、相手と面会したことが滅多に無いことも理由の一つだ。基本的に上役と会う場合は、相手が話を打ち切ってくる。そのためにアインズ──鈴木悟はそれに身を任せるだけでよかった。絶対に落とせない営業の時は食いついたが。

　そのためにどういう風に話を打ち切れば、相手に対して自分が有利な位置で、なおかつ機嫌を損ねたり貴族の品位が無いと思われずに終わるのかが不明瞭だった。

（滑らかに回る口だな。どんな高級な油を塗っているんだ）

　アインズは目を細め、貴族のつややかな唇を睨む。

　流石にアインズもそろそろ限界だった。特に今日はすべきことがある。

　会議を行うために、守護者を呼び集めているのだ。特に忙しく外で働いているデミウルゴスを呼んでまで。

　既に待たせている以上、こんなくだらない話には何時までも付き合っていられない。

　アインズは軽く手を上げる。そこに含まれた意味を察したのだろう、貴族のおしゃべりが止まった。

「非常にためになるお話だったと思う。この後も聞いていたいのだが、なにぶん忙しい身。この辺りで話を終えたいと思うのだがどうだろう？」

「そうですな。私も辺境侯とのお話が面白すぎて少々、時間を忘れてしまったようです。申し訳ありません」

　貴族の微笑を目にし、アインズは心の中で「ちっとも思ってないくせに」と毒づく。それと『とのお話』という部分に「喋っていたのはお前だけだ！」とアインズは嫌な顔をするが、流石に仮面をつけているためにばれることは無い。

　対して貴族は微笑みながらアインズに問いかける。

「それで、もしよろしければ、私の邸宅の方でお暇な時にお話をしませんか？ 今度は私の方で辺境侯を歓迎させていただきたい」

「……ふむ」

　アインズは考えこんだ。大抵がこんな感じで終わるな、と。

　舞踏会が終わってからというもの、毎日のように貴族達がアインズの邸宅に押し寄せて来た。

　同じように腐りやすい──領地で取れた新鮮な果実などを持ってだ。そして同じように無駄話をダラダラと垂れ流し、そして次回の約束を取り付けようとする。それも大抵が自分の邸宅に招きたがっているのだ。

　何か理由があるのだろうが、その辺りはアインズに分からない。

（デミウルゴスにさりげなく聞いてみるか）

　そう決心したアインズは貴族に対して笑いかけるように答える。

「申し訳ない。時間が無いのだよ、理由はいわなくても分かるだろ？ それらの問題が綺麗に解決した暁には貴殿の邸宅に御呼ばれするとしよう」

「……おお、そうでしたな」

　貴族が破顔し、アインズは溜息を堪える。

　彼ら貴族はなんだか知らないが、それらしいことを匂わせると、勝手に納得してくれるのだ。少しばかりどんな納得の仕方をしたのか不安な部分もあるが、アインズが言葉にしたことではないので彼らが勝手な勘違いをしたところで、そこまでの責任は持つ気は無い。それに彼らがそれを盾にしたときは断固たる対応を取る考えであった。

「ご理解いただけたようで何よりだ。セバス、見送りを」

「畏まりました」

　不動の姿勢で直立していたセバスがゆっくりと歩くと、部屋の扉を開く。貴族はまだ話し足りない人間がするような、そんな残念そうな表情を一瞬だけ顔に浮かべるが、直ぐにそれを塗り潰す。

「では、また辺境侯お会いしましょう」

「ああ。そうだな。今度は私の方から赴かせていただきたい」

「ほう！ それは嬉しいですね。辺境侯をお迎えするとなると準備が必要です。何時にするかここで決めていただいても構いませんか？ 辺境侯をお招きするに相応しいものを準備させていただきます」

　社交辞令に決まっているだろうが。

　アインズは心の中で思う。だが、短いながらも貴族生活の中で若干分かってきたことだが、向こうもそれを理解したうえで話をしてきているのだ。

　アインズ自身は自分を招くことがそれほど価値があるようには思えないのだが、向こうはそう考えていない。どうにか理由をつけて自宅に招こうとしていることも感じられていた。

　決まってこんな感じのやり取りがある。だからこそこんな時にどんな対応をすれば良いかも決まっていた。

　アインズは軽く笑う。

　そして演技のように手を広げて、答えた。

「君に私を招くに相応しい準備ができると言うのかね？」

　貴族の目が部屋を飾る調度品に動いた。どれも派手ではないが、品の良いものであり、アインズとしても自慢の一品だ。

　勿論、アインズに美的センスがあるわけではない。どちらかと言えば無い方だろう。

　これらを集めていたのはギルドメンバーの一人である。彼はデザイナーの卵であり、自分の製作したものを宣伝する目的でユグドラシルというゲームを行っていた。

　クリエイトツールを使用することで、外見を変えることのできるユグドラシルというゲームのメリットはこういったところにも現れていたのだ。

　実際、彼のみでなくデザイナーを目指すもの、デザイナーとして駆け出しの者などもゲームに参加していた例は多数ある。貴重な材料や貴金属を好きなだけ使って、そしてそれの完成品を現実のように見れるのだから時間を費やしても十分なメリットがあったためだ。

（……それが嵌りすぎて、駄目人間になる一歩手前だったんだがな）

　そんな彼が自分のセンスを信じて集めた調度品などをアインズたちにも渡してきたのがこれらだ。実際、そこそこのデザイナーになった人物の作品も中にはある。

　希少な材料──この世界においても──ふんだんに使い、元の世界でのデザイナーが作った調度品は、貴族の目はどのように捉えたのか。

　アインズの見たところ、低い評価を下した雰囲気は皆無であった。

　今までの貴族達と同じように、アインズの目の前にいる貴族の顔にも苦笑いに似た微笑が浮かぶ。

「これは辺境侯、手厳しいですな。確かにこれほどのものを準備するのは難しそうです。一体、これらはどこでお手に入れたものなのですかな？ 帝国の一般的な美術品からするとかなり外れたものが多く見受けられますが……。どのような芸術家の作品でしょう？」

　また話し出しそうになる貴族に対して、アインズは断ち切る意味を込めて、鋼の口調で答える。

「帝国以外からだよ。さて、そろそろ……」

「おお、そうでしたな。では、辺境侯」

「ああ、またそのうちに会うとしよう」

　貴族がセバスと共に部屋を出て行き、扉越しに微かに聞こえる足音が小さくなっていくと、アインズは背を伸ばす。

　アンデッドではあり、肉体的疲労は感じないとはいえ、人間の残滓が精神的疲労を訴えていた。しかし、部下の目の前で、伸びをするわけにはいかない。

「ご苦労だったな、シャルティア」

　アインズは今までアインズの横に座って、無言で微笑んでいた少女に語りかける。

「いえ、滅相もありんせん、アインズ様」

　シャルティアはアインズの膝の上に優しく乗せていた手をどかす。

　シャルティアを横に連れていると貴族の話が早いのだ。そう、あれでも話が短くなっているのだ。

　アインズはげんなりしながら思う。

　あとはなんだか知らないが、女性の話題が出ないと言うのも嬉しい。

　美人がどうの、とか言われてもそれに対して上手く切り返せないアインズとしては、最初っからそういった話題が出ない方が楽だ。そのために迷惑だとは感じたのだが、毎回シャルティアを連れて貴族達と面会していた。

「しかし舞踏会以降、シャルティアをこちらの館に待機させてしまって悪いな。向こうは大丈夫か？」

「はい。あちらは私のシモベに任せておりんすによりて、なんら問題はありんせん。それにアインズ様は悪いなどとおっしゃりんすが、私はアインズ様のお側にいれて幸せです」

「……むぅ、そうか。いや、照れるな」

　アインズはカリカリと頭をかく。それに対してシャルティアが鈴の音が鳴るような軽い笑い声を上げた。

「さて、では次は……会議だな。セバスが戻り次第行くとしよう」




　　　　■




　アインズがセバスとシャルティアを引きつれ、扉を開ける──言うまでも無く扉を開けたのは、外に控えていたユリ・アルファである──と、室内にいた三人が立ち上がり、深々と頭を垂れた。中にいた三人とはデミウルゴス、コキュートス、アウラの守護者たちである。

　アインズは鷹揚に手を振りながら語りかける。

「ああ、気にするな。座って良いぞ」

「ありがとうございます」

　三人の守護者に、新たに加わったセバスとシャルティアを含めた全員が同じ趣旨を口にする。頭は上げたものの、イスに座ろうとする気配は見せなかった。

　主人より先にイスに座るような、忠誠心の低い者がこの場にいるはずが無い。

　それが理解できるアインズは、足早に守護者達の横を通り抜けながら、上座に置かれた最も豪華なイスに腰掛ける。そして再び同じ台詞を言うと、今度は守護者達も素直に従った。

「さて、話を始める前に、遅くなったことを謝罪させてもらおう。特にデミウルゴスには悪いことをしたな」

　アインズは貴族との面会で時間に遅れたことを謝罪する。数分ぐらいの遅れどころか、十分単位での遅れであるために、口調も若干真面目なものだ。

　守護者の中でもデミウルゴスを名指ししたのは、外で最も忙しく働いている者である彼を、ちょっと問題があるたびに呼び戻すということを繰り返しているために、アインズとしても前から罪悪感を抱いていたためだ。

　対してデミウルゴスは目を細めて笑う。

「そのようなことはありません、アインズ様」デミウルゴスが微笑みを浮かべながら答える。「私ども至高の御方々に創造されたものはアインズ様にお仕えすることこそが最上の喜び。アインズ様が謝罪されることなど何一つとしてありません」

「デミウルゴスの忠誠心にはほとほと感心してしまう。何か欲するものがあれば遠慮なく言うが良い。何かあるか？」

「いえ、何もございません。ただ、もし頂けるというのであれば、今後もアインズ様に忠義を尽くすことのご許可をいただければと思います」

「……全く、デミウルゴスは欲が無い。お前の、いやお前達の忠義、ありがたく受け取るぞ」

「ありがとうございます」

　言葉はデミウルゴスだけであったが、部屋にいる他の者たちも同じように深い忠誠心を表に出した、敬遠なる動きでゆっくりと頭を下げた。

「……では、これより会議をはじめるとしよう。では議長役としてデミウルゴス頼む」

「畏まりました」デミウルゴスはアインズに頭を下げると、守護者達に視線を向けた。「さて、皆、これから会議を始める。議題はアインズ様が支配する都市、エ・ランテルを中心とした領土の管理運営に関するものだ。ではその前にアインズ様、お言葉を頂戴出来ますでしょうか？」

　そう言われるだろうと、予測していたアインズは頭の中で組み立てていた台詞を口にした。

「これよりデミウルゴスから話があったように、エ・ランテル周辺の我が領土をどのように管理運営していくかの議論を始める。既に私はどのように統治していくかを考えてはいるが、守護者であるお前達の意見もまた聞きたい。というのも私の想像も及ばないような画期的な意見が出るのでは……と考えているためだ。とはいえ、無理に搾り出す必要は無い。お前達ならばどのように支配していくかという話を求めているのだ。私の顔色を窺うことなく、雑談のような気楽な気分で自由に意見をぶつけ合うが良い」

　そこでアインズは思い出し、最後に付け加える。

「それと守護者各員、忙しい中わざわざ来てくれたことに感謝する」

「何をおっしゃいますか、アインズ様！ 我ら至高の御方々に創造された者、アインズ様のためであればこの程度の行為は苦労でもございません！」

「デミウルゴスの言うとおりです！ アインズ様が感謝なんてしないください！」

「誠ニ。アインズ様ノオ役ニ立テルコトコソ、私達ノ喜ビ」

「そうです！ 私たちのほうが感謝しておりんす。アインズ様のお役に立てて」

　一斉に口々に臣下の言葉を述べる守護者達に、アインズは満足げに頭を動かし、それからデミウルゴスに顔を向けた。

「では、デミウルゴス、始めよ」

「畏まりました、アインズ様。では諸君、アインズ様のお言葉をしっかりと抱いて、私達なりの統治について考えよう」

　それが口火を切るように様々な意見が飛び交いあう。

　アインズはそれを聞きながら、内心で満足げに頷いていた。勿論先程の発言にある「どのように統治していくか」など考えているはずが無い。というより単なる一般人であるアインズにそんなこと出来る能力が有るはずが無い。

　アインズに出来るのは表計算ソフトとデーターベースソフトを使って、プレゼンテーションを行うことがなんとか出来る程度だ。統治などに関する知識など皆無だ。さらに世界が変われば、今までの世界で使えてきたであろう知識がまるで意味を成さない可能性があるのは当然だ。

　農業だって、牛が道具を引っ張っているとか、魔法で大地が耕されたという状況なのに、機械による全自動が当たり前の世界の知識が役に立つはずがない。

　ぶっちゃけ、アインズはそういう意味で自分の役立たずっぷりは十分に理解していた。

　勿論、アインズだって役立たずに終わる気はなかった。さりげなく、帝国法などの帝国の法律関係の書物を読んだりして勉強をしたつもりだった。しかし、殆ど頭に入らない。

　今までの人生の中で得てきた知識とは、まるで違った学問であったためだ。読書のかいもあって、欠片のようなものは頭の中に宿ってはくれたが、それだってアインズがアンデッドであり、睡眠を不必要とする肉体でなければ、まるで収まらなかっただろう。

　興味が湧かず、更には回りくどくて難解な書物など、そんなものだ。

　そんなアインズだからなのかもしれないが、彼らの会話。特にデミウルゴスの発言は「なるほど」としか思えなかった。

　流石はナザリック大地下墳墓最高の知恵者。

　アインズはデミウルゴスの話を聞くたびに、内心では感嘆の声を上げていた。守護者の誰かがどうしてそのようなことをするのかと問うと、納得がいく答えが返るのだ。

　デミウルゴスのイメージする管理社会は、矛盾無く、完璧な統治としかアインズからすれば思えなかった。

　このまま行けば「私の心はデミウルゴスが知っているようだ」とでも言えば、完璧な統治をしてもらえるように思えた。

　しかし、そんな気持ちをアウラの一言が完全に砕く。

「でもさ。何で人間なんかをそこまで優遇して管理しなくちゃいけないの？」

　室内が静まり返る。

　アインズは「何を言ってるんだ、アウラ？」という驚愕のものであったが、守護者のものは「確かにその通りだ」という目から鱗が落ちたという類のものだった。

「全くだね、アウラ。君の言うことは正しい」

「そうぇ。人間なんかをそこまで優遇して管理する必要も無いわね」

「アノ土地ヲ支配スルノハ、金銭ナドヲ得ルタメ。ナラバアインズ様ノオ力ヲオ借リシテ、アンデッドニ働カセレバ済ムコト。人間ヲ重要視シタ政策ヲ取ル必要ハ無イナ」

「アインズ様にかしずくアンデッドの群れ。美しいね」

「全くだわ。それこそ偉大なる死の王たるアインズ様に相応しい光景でありんしょう」

　興奮が守護者たちの中に宿りだした中、この部屋で唯一冷静な主が声を発した。

「しかし人間にも良いところがあると思いますが？」

　セバスの発言に、守護者達は顔を見合わせる。そして代表して、デミウルゴスがやけに優しくセバスに問いかけた。

「何処に？ どんな部分がね？」

「それは……」

　デミウルゴスに対して、セバスは言葉を呑む。

　悪魔の表情が何を言いたいのか理解しているためだ。そんなセバスに対して、シャルティアが救いの手を伸ばす。

「……セバスの言う通りかもしりんせんわ。だって人間を殺すのって楽しくない？ わたしは今度、親と子で殺し合いとかさせてみたいわ」

　……全然救いの手ではなかった。ただ、そこにはデミウルゴスに有った、セバスへの敵意は僅かも無い。あるのは心の底からそれが見たいという好奇心に溢れたものであり、言葉の内容とは裏腹に非常に無邪気な雰囲気であった。

「強者ハ別デハアルガ……弱者ヲ有益二活用スルトナルト試シ切リカ？ 訓練ハ実際二武器ヲ持ッテ殺シアッタ方ガ練習ニナル」

「うーんとあたしのペットの餌にもいいかも」

　人が飼っているペットに生き餌を与えるような、そんな口調でアウラも言う。それら守護者の人間の有効活用方法を受け止め、デミウルゴスは良かったね、とセバスに告げる。

「……確かにセバス、君の言うとおりだね。羊にも価値があるね」

　セバスは何も言わずに静かに目を閉ざした。そんな執事に片方の唇を釣り上げたデミウルゴス。

　羊？

　アインズは不思議そうに思うが、生贄の羊のことを隠喩しているのだろうと納得する。その際、どこかで昔同じような感じのことを聞いた気がするが、そこまでは思い出せなかった。

「ならばあの辺りで人間の繁殖場を作ると言うのはどうだろう？」

「いいんではない？ 一五歳ぐらいから始めて、毎年産ませるの。それで四五ぐらいになりんしたら潰して……」

「卵ヲ作ルトイウワケニハ行カナイノダカラ、結婚相手ヲ準備スル必要ガアルガ、ソレハドウスル？」

「無理矢理決めればいいんじゃないかな？ 狭い部屋にでも押し込んでおけば、勝手に番うでしょ？ 孕まなかったら潰しちゃえばいいんだし」

「食料はアンデッドに生産させて、ただひたすらに腰だけ振っておけば良いか……。人間にとっては最高じゃないかな？」

「……やはり不細工は殺して、見た目の良いものを残していくべきなのかしら。そうすると一夫多妻などの方針が良いかも……」

「いや、見た目だけで選別しないほうが良いとも思うね。それに別にアインズ様のお側に控えさせるわけでないないのだから気にするほどことはないだろう」

「そういうものでありんしょうかぇ？ 殺すにしても醜いものよりは美しいものの方が楽しいと思うんけれど……まぁ、デミウルゴスが言うことなら了解しんす」

「でもさ。四五歳はちょっと産めないと思うよ。三〇歳ぐらいでストップさせて、子供を育てさせればいいんじゃないかな？」

「しかし四五歳では殺してもあまり面白くないと思いんす。殺すなら、生命に満ちあふれ、希望を持った人間の方がいい声で叫ぶんでありんすから」

「デアレバ、ソレグライノ年齢ニナッタ人間ハ殺シテ、アインズ様ガオ持チノ『強欲と無欲』ニ吸ワセレバ良イノデハ？」

　セバスを除く、全員の顔に明るいものが走った。

「素晴らしい！」

「まったくだ。私達の楽しみばかりを考えてしまった……恥じるべきだね」

「うんうん。命をアインズ様に捧げるのは正しい姿だよね！」

「どうにせよ、人間の技術の発展をどのように支配するか、アインズ様に相談したいと思っていたのだが、それであればその辺の心配もなくなるね」

「技術ノ発展？」

「そうさ。魔法技術の発展を許せば、私達を害する存在が発見されるかもしれない。今の技術が進歩しない方が支配者たる我々にとっては好都合だ」

　そこでアインズは「なるほど」と思った。

　話の最中、幾度と無く──もっぱらセバスより──出た話がある。それが識字率を上げるなどの教養を平民に与える手段だ。

　例えば学校を作って、そこでアインズの素晴らしさを伝えよう、などの案が出たが、それに対してデミウルゴスは一貫して否定的な側に回っていた。

　それがそういった考えに基づいてのことだったのかと、アインズは感心してしまった。

　実際、被支配者は愚かな──盲目の羊であってくれた方が支配者としては楽だ。逆に変に自由などの知識があるほうが面倒だ。鞭で打たれるのが当たり前と覚えさせておけば、支配も楽に続く。

　楽しみを知らなければ、今あるもので満足するだろう。自由を知らなければ、自由を求めようとしないだろう。

　ブラック企業を知るアインズとしては可哀想に思うが、自分が支配者となって考えてみれば、それこそ必要な行為であると断言できた。

　そして何より技術を発達させないというのは、自分たちのアドバンテージを維持できるために重要なことだ。もちろん、自分の領土だけ発展の波を止めていても意味がないので、その辺りは考える必要があるだろうが。

　しかし──アインズはコツンと机を軽く叩く。

　その瞬間、今まで人間牧場の運営方法について楽しげに話していた守護者達の顔つきが変わる。真剣な面持ちでアインズの眼差しをむけた。

「各守護者よ。楽しげに話しているところ、悪いのだがそれは却下だ。人間達に苦痛を与えるのは私の望むところではない」

「その理由をお聞きしても？」

「はぁ。本気で言っているのか、デミウルゴス」

　恥じるように顔を伏せた守護者に対して、アインズは語る。

「私に匹敵する存在がいるかもしれない状況で、そのような敵に回す行為は避けたい。先の戦においては帝国貴族としての正しい務めであった。しかし、エ・ランテル周辺をそのように支配するのは、帝国貴族の正しい務めではなかろう。そういった場合、言い訳がきかん。昔言ったはずだぞ、私は英雄となることを望んでいると」

「なるほど、失念しておりました」

「いや、構わん。途中までの話は私の心を読んでいるのではと思ったほどだったぞ、デミウルゴス」

「ありがとうございます！」

「統治方針としては先程の……話がずれる前の感じでよかろう。しかし……私が実は気にしているのは、どうやって統治するかなのだ」

　守護者達が不思議そうに顔をかしげた。

「いや、悪魔やアンデッドに全て任せては、なんというか……いらん敵意を買いかねない不安がある。だからできれば人間達を支配して、それに統治を任せたいのだが……」

「なるほど……そういうメンバーがいないことにアインズ様は心配されていると」

「そういうことだ」

「浚って、調教しては？」

「シャルティア。ちょっと黙れ」

「……はい」

　しょんぼりと顔を伏せたシャルティアを視界の隅に置いて、アインズは守護者達に話し続ける。

「私は英雄であり、帝国の大貴族だ。そんな男はどのように人間を集めれば良い──」

　アインズがそこまで言った辺りで扉が数度躊躇いがちにノックされた。

　守護者達の視線が向けられ、それがどういう意味かを悟ったアインズは軽く頭を縦に動かす。

　許可を得て、代表して扉に向かったのはアウラだ。扉を開き、外の者を確認する。

「ユリです」

「入れろ」

　アインズの返事を受け、アウラが外に立っていた戦闘メイドの一人であるユリ・アルファを室内に招き入れる。

　メイドとしての一礼を見せるユリにアインズは話しかける。

「どうした？ ユリ」

「はい。アインズ様にお目通りしたいと言う貴族が参っております。どういたしましょうか？」

「またか……」アインズは手で顔を隠すと、乱暴に言い捨てた「私は体調不良だ。そう伝えて追い返せ」

「畏まりました」

　再び一礼をして部屋を出て行くユリを見送り、アウラが口を開く。

「アインズ様が嘘を言うなんて不必要です。邪魔だから失せろで十分だと思います」

「そうもいくまい。一応私も貴族だ。他の貴族どもとある程度の関係は維持しておきたい……しかし、あの舞踏会で舐められたと思うか、シャルティア？」

　ばっと顔を上げたシャルティアが即座に答える。

「そのようなことは決して無いと思いんす！」

「そうか。ならば何故だと思う？」

「……よろしいでしょうか、アインズ様」

「なんだ、デミウルゴス？」

「恐らくですが、それはアインズ様が貴族としての十分な教養や礼儀を持つところを大勢の前で公表したからだと思われます？」

　アインズはデミウルゴスが何を言っているのか理解できず、そのまま続けるようにと指示をした。

「はい。つまり、一言で言い切れば、貴族の常識が通じるので、彼らなりの常識の範疇で行動してきているのでしょう」

「……そういうことか」

　狂人に近寄るものはいない。それは何を仕出かしてくるか不明なためだ。

　対して、アインズは貴族としての礼儀──ひいては常識を持つと、舞踏会で大きく公表した。そのために貴族達は礼儀を知るものであればと、その礼儀の範疇で行動してきているのだろう。実際、彼らが土産として持ってくる新鮮な果実は、腐るからなどと理由をつけて、突然の面会を求める理由があってのことだろうと、アインズは薄々気がついていた。

「さて、ではどうするか」

　貴族としての品位を持つということ証明するために行ったことが、思わぬ事態を招いている。しかしこれはアインズが我慢すれば良いことかもしれない。貴族の一員と見なされているのだから。

　ただ、貴族としての礼儀を知らないアインズは、どこかで致命的なミスをしかねないという不安も持っていた。

　モモンガもしくは鈴木悟という人物が侮辱されるのはまだ良い。しかしアインズ──アインズ・ウール・ゴウンという名前を持つ者が侮辱されるのは我慢できない。

「アインズ様。そろそろ次の段階に移るべきかと思われます」

「何？」なんのことだ。そう問いかけるほどアインズは愚かではない。いや、己の手に余るようなナザリックの最高支配者としての経験が、アインズに知ったかぶりをさせる。「やれやれ。少し早いのではないか？」

「そのようなことはありません。そろそろかと」

　わけも分からず答えるアインズと、全てをお見通しですよというべき表情のデミウルゴス。その二人の会話についていけない守護者達がボソボソと言葉を交わす。

「ねぇ、シャルティア。何を言ってるの？」

「そ、そんなこと私は分からないわ。コキュートスは？」

「アインズ様ノ深謀遠慮ヲ、私達如キニ見抜クコトガ出来ヨウハズガ無イ。ココハデミウルゴスコソ見事ト称エルベキデアロウ。流石ハナザリック最高ノ知恵者ト。オ前ハドウ思ウ、セバス？」

「私はどのような命であれ、アインズ様のお言葉を遂行するだけですから……」

　アインズはそんな守護者達に顎をしゃくる。

「デミウルゴス。守護者達に説明を」

「畏まりました。アインズ様は仮面を着け、貴族社会に溶け込まれました。ここで重要なのは仮面をつけたまま、何故行動されているかと考えるべきだということなんだよ？」

「それは素顔をさらしたら人間達が怯えるからでしょ？」

　アウラが即座に答える。

　アインズも同じく内心で頷いた。

「その通り。そのかいもあって舞踏会を通じ、貴族達はアインズ様と会話し、貴族の礼儀を知ると知ったね？ 実際、アインズ様に会いにきている貴族がいるというのが、その証明だよ。では、そろそろ仮面を取り、その素顔を見せる時だと言うことだ」

「フム……ソコガ分カラン。何故、素顔ヲ見セル必要ガアルノダ？ 人間トイウ弱キ生キ物ハ、アインズ様ノ素顔二恐怖ヲ抱キ、敵意ヲ抱クノデハ？ アインズ様ガ欲シテイル英雄トイウ地位ハ遠ノクトト思ウノダガ？ ソレ……」コキュートスが何かを悟ったように口を閉ざす。「英雄……仮面ヲツケタママ、素顔ヲ晒サナイ英雄カ……」

　不味い？　アインズはそう思うが、冷静に考えてみると、怪しすぎる。ならば幻影で偽りの顔を作ればいいじゃないかと思った。しかし──

「それであれば幻影でいいんではない？ ルプスレギナがアインズ様より頂いた顔を変える仮面を持っていたのではないでありんしょうかぇ？」

「見破られたら？ もし何かあって、最も重要な時にその幻影を打ち破られたら？」

「ならアインズ様ご自身の魔法で良いじゃん。アインズ様の魔法を打ち破れる存在なんかいないよ」

「とも言えません、アウラ。私は色々と巻物を買い込みましたが、やはり未知の魔法は幾多も有るようです。幻影を完璧に打ち砕く魔法が無いとも限らないでしょう」

「セバスの言うとおりだよ。それがアインズ様の恐ろしいところ。今まで決して幻影などに頼らず、仮面で全て補ってきている理由はそこにある筈だとも。全ての行動を予測し、注意深く行動をされてきているのさ」

　おお！　というどよめきが起こった。

　すげー、と目をキラキラとさせながら顔を向けてくる守護者に、アインズは軽く頭を振る。

「さて、話を戻そう。素顔を見せると、人間が恐怖を抱くということだが……」デミウルゴスは冷笑を浮かべる。「抱かせればいいじゃないか。アインズ様が理知的であるという宣伝は終わったのだから、次は恐怖と力を演出するべきだろ？ 勿論、最初から素顔を見せていれば、こうはならない。しかし、アインズ様と話した貴族は警戒しながらも、普通に会話が出来たことを思い出すだろう。そして大きなメリットを与えれば、欲望に身を滅ぼすために近寄ってくるとも」

　デミウルゴスはそれだけ言うと、アインズに頭を下げた。

「お見事です。全て計算づくとは……」

「……いや、そこまで私の全ての策略を読み切る、デミウルゴスこそ見事だ。……そこまで私の心を読んだのだ、準備は任せても良いか？」

「勿論です。アインズ様のお目に適うようなものを準備したいと思っております」
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「あら、来たんですか？」

「来て早々にそういうことを言われるとはな」

　ジルクニフは冷徹な声を投げてきた女に、憮然とした表情を向けた。帝国広しといえどもこんな台詞を投げかけてくる女は皆無といっても過言ではない。いや、数ヶ月前からその数は増えてはいるだろう。辺境侯という存在を受けて。しかし、人間ではこの女ぐらいだ。

　普段であれば皇帝としてそんな言葉を許すはずが無いのだが、この女だけは別だ。

　ジルクニフはこの部屋──この辺り一帯の主人である女を眺める。

　四つのイスを置いた丸型のテーブルに腰掛けた女の身を飾る宝飾品は最低限度のものであり。室内の雰囲気からは大きく浮いている。

　そして顔立ちもさほど整ってはいないし、気品に溢れているわけでもない。貧乏貴族の娘が主人面をしてイスに座っているようだった。

「お待ちしておりました、とか可愛いことを言ったらどうだ、ロクシー？」

　ぼやきながらジルクニフは部屋を横切り、女──ロクシーの座るイスの前に腰掛けた。

「いえ、別に待ってませんから」再び冷徹な言葉を吐く。「まだ身篭って無い娘がいるんですから、とっとと妊娠させてあげてください。私の部屋に来る時間は無いと思うんですけど？」

「ふん。厳しいな」

　次代の皇帝を作るのも現皇帝の役目ではあるが、それを真正面から突きつけられると、ジルクニフとしても顔を顰めてしまう。

「それで私の部屋に来たのはどうしてなんですか？ 別に無駄うちしたくて来た訳ではないのですよね？」

「……お前の見たところが聞きたい」

　初めてロクシーの瞳に興味の色が浮かんだ。

「アインズから手紙が届いてね。内輪の小さなパーティーを開くから出席して欲しいということなんだ。それで……舞踏会でアインズと会ってどう思った？」

「一般人」

　打てば響くように言葉は返る。

「としか思えませんでしたね。その代わり、連れたあの少女は恐ろしく感じました。一部の貴族が平民を見下すのとは違い、あれは人間以下のものを見る眼です。あれは……人間ではないですよね？」

　ジルクニフは何も言わずに頭を縦に振る。勿論、あれの正体までは完全には判明していないが、人間である筈が無い。

「それにあの周囲にいたメイドたちも同じような雰囲気を幾人か放っていました……。帝国四騎士の方々は誰に警戒していたのですか？ 辺境侯じゃないですよね？」

「そこまで気がついていたか……。アインズ以外の全員だな」

　アインズは理知的な男であるが、その部下までそうだという保証は無い。だからこその警戒だった。無論、あのシャルティアという少女がアインズの側近としてあの玉座の間にいたのだから、無駄な努力だった可能性は高いが。

「そうですか……。ならばそれらの者を支配する辺境侯が、一般人という評価自体が間違っているんでしょうね。まぁ例外的に主人は無能ですけど、優秀な臣下が揃っている場合もありますが……優秀な者を集められる段階で、無能であるはずが無いですよね」

「……そうだな。アインズの場合は例外ではないな。あの男の擬態は見事なものだよ。よくぞあそこまで一般人の振りができると感心してしまうほどだ。もしかすると何らかの魔法によるものかもしれないな」

「辺境侯と会っての感想はそんなものですね。……あまりダンスには慣れて無いようなイメージもありましたが、十分に貴族社会のマナーはご存知の様子でしたし……同じ魔法使いでもフールーダ様とは大きく違いますね」

「ふむ……」

「それであの舞踏会を開いた結果はちゃんと他国に伝わったんですか？」

　ジルクニフは目を細めてロクシーを睨む。強烈な眼光を浴びてなお、ロクシーにひるむ様子は無い。自分が殺されないと知っているのではなく、自暴自棄でもない。

　殺すならその程度の男であり、見切りをつけることができると見なしているからだ。

　ある意味、ジルクニフとしても厄介な相手だった。ロクシーのこういった部分は、君臨するべく育てられ、支配することに慣れたジルクニフからすれば新鮮であると同時に苦手であった。

　ある意味少し離れたところに置いて眺めていたい人物であるが、それが出来ないのは彼女が非常に優秀だからだ。

　優秀というのは頭のデキでない。

　いや、確かに賢さという意味ではジルクニフの会って来た女性の中でも五本の指に入るだろう。しかし彼女の真価はそこではなく、『母親』であるというところだ。

　自身の栄達を望まず、出身家の利益を考えない。ある欲望はたった一つ。それは次代の皇帝を立派に育て上げたいという無欲なもの。そして無能な子供──次代の皇帝レースに脱落した子供にも、母親としての愛情は与えることが出来るという希有な才能だった。

　ジルクニフが美貌などを重視して選んだ、愛妾の大半が欲望にその目を曇らせたところがあった。貴族であれば、出身家の利益などがあるのだから当然であり、それを責めることは出来ない。

　事実、ジルクニフの母親だってそうだった。

　ジルクニフは今もあの優秀な競走馬に向ける目は思い出せる。

　ジルクニフが得ることの出来なかった母親。望んでいた完璧な例が、ロクシーという女だった。

　そしてジルクニフ自身、自分は親としては失格だと思っている。子供を愛するということが頭では理解出来るのだが、それを上手く表現することが出来ないのだ。

　自らの父親がしてくれた──愛情を与えるということができない。だからこそ、ジルクニフはロクシーを手放せなかった。

　父親が愛情を与えられないならば、母親が真っ直ぐな愛情を与えればまだ子供はまともに育つだろうと考えて。

　無論、皇帝に愛情などいらないなど言い切ることは可能だ。しかし、父親から愛情をもらったジルクニフにはそれが正しいと断ずることは出来なかったのだ。

　ジルクニフは少しだけため息を吐き、言い訳するように言葉を紡いだ。

「どこに目があるか分からん」

「私程度でも読めるのです。辺境侯であれば即座に看破したと思いますよ。勿論、それを表に出すような方ではないからこそ、厄介な相手なんでしょうけど」

「……はぁ。リ・エスティエーゼ王国の使者は理解してない雰囲気だ。法国はさっぱりわからん。近くに潜ませていたが、魔法で阻害しているしているらしく、情報を得られなかったな。諸国連合などの他の国は理解しているようだが……それ以上にアインズという剣を帝国が振るうのでないかと考えているようだな。そして神官どもの脳みそは空っぽだ」

「……帝国の内部は貪り食われるということですか」

「……うまそうな餌を提供できなければな。やれやれ、アインズめ。戦であれほどのデモンストレーションをしてくれるとは……」

　ジルクニフが考え込む素振りを見せると、ロクシーが冗談交じりの口調で問いかけた。

「ところであのメイドは皆、美しく優秀そうでした。陛下の後宮に招いたりはしないのですか？ 婚姻関係を結ぶというのは辺境侯との仲をより強めるのでは？」

　先ほどのロクシーと同じように即座にジルクニフは返答する。それも心底嫌そうな表情というおまけつきで。

「勘弁してくれ。あの者たちまで入れると、私の嫌いな女の順位が大きく変わりそうだ」

「確か……一位が黄金の姫で、二位が竜眼の王……いえ、今では女王ですね。そして三位が聖王女でしたね。……私は黄金の姫と陛下の間に生まれる子供は、素晴らしい才能を持つだろうと思うんですが？」

　ロクシーの言葉には「嫌でも子供作れよ」という提案じみたものがあった。

　ジルクニフは絶対に断ると心の中で宣言する。

「止めておいた方がいいな。あの女は自分の好きな男との間に子供を作っておいて、それを私の子供だと言いくるめようと行動しそうな雰囲気がある。しかも私が老いたら平然と殺しに掛かって、自分の子供と本当の夫で帝国を統治しそうな気さえする」

　ロクシーが苦笑いともいえそうな微妙なものを浮かべ、ジルクニフの想像を笑う。

「それは……考えすぎでは？ 確かに彼女の話を聞く限り、考え方が理解できない部分はありますが……そこまでのことをする娘とは思えないのですが……」

「いや、やる。お前はまだ理解できるが、あの女は理解できん。あいつだけは絶対に嫌だ。……アインズの周りの女も嫌だが……」

「まぁ、そこまでおっしゃるならば無理とは言いませんが……。それでお聞きしたいのはそれだけですか？」

　ジルクニフが一つ頷くと、ロクシーが微笑んだ。その笑顔は今日、ジルクニフがこの部屋に来て最も明るいものだった。

「話が終わったら、とっとと他の娘のところに行ってください。一度妊娠した娘のところには絶対に行かないようにお願いしますね」

　ジルクニフは眉間に皺を寄せた。
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　ある日のアインズ邸宅の玄関口には立派な身なりの男が立っていた。

　歴代の流れる貴族の血が作った、品位を感じさせる顔立ちであり、白く綺麗に染まった髪がそれをより一層強める。温和そうな瞳の奥には英知が宿っていた。

　彼こそ大貴族の一人として数えられる、グライアード侯爵である。

　グライアードはドアノックを使うと、軽く微笑む。

　侯爵たる自分が供も連れずに他の貴族の館を叩くなどありえないことだと。

　直ぐに扉が開き、執事が姿を見せる。

「ゴウン邸へようこそおいで下さいました」

　一礼をするその姿勢にグライアードは瞠目する。

　辺境侯が見事なメイドと女性を連れているのは舞踏会で知った。そして執事もまたそれらに劣らない人物だと僅かな態度から掴み取ったのだ。

（ふむ……。我が家の執事たちに見せたいものだ）

　グライアードに長く仕える筆頭執事である人物は別としても、他の執事に目の前の人物ほど優秀なものはいないだろう。その執事は頭を上げると、問いかけてくる。

「まずはご招待状を拝見してもよろしいでしょうか？」

「ああ、これだとも」

　グライアードは準備していた招待状を差し出す。

　薄い銀の板に文字を刻み込んだものだ。それを恭しく受け取った執事は眺め、微笑む。

「畏まりました。では中へどうぞ」

「うむ」

　敵地に乗り込む気持ちでグライアードは一歩踏み込む。いや、実際に敵地なのかもしれない。

　グライアードは舞踏会で眺めた、仮想敵たる辺境侯の姿を脳裏に浮かべる。

　出身等から不明な得体の知れない人物であり、強大な力──財力、権力を有する。そして性格は温和であり、貴族としての礼儀を持つ──そんな男を。

　執事に案内されて静かな廊下を歩きながら、今までにあった様々なことを思い出す。

　最も印象に残っているのは、情報収集の一環で派閥の者にメイドを送るように示唆した件だ。その結果を思い出し、グライアードはミリ単位で眉を顰める。

　その件は失敗に終わったらしい。仮定でしか判断出来ない理由は、メイドを送ったはずの貴族は「辺境侯は恐ろしい人物だから、絶対に関係を持ちたくない」と言って、何があったのかを一切語ろうとしなかったためだ。

　その貴族は今では辺境侯の名前を聞くだけで怯え、舞踏会にも出席を拒んだほどの無様な有様を晒している。

　グライアードが集めた情報では、メイドが死んだという噂があることから、何をされたのか大体の予測は付く。恐らくはメイドの死体を送りつけられたのだろう。

　やりすぎだとは思わなくも無いが、似たようなことはグライアードだってやったことがあるので、辺境侯を責める気持ちにはなれない。

　温和な性格ではあるが、それぐらいは平然とするだけの性格も兼ね備えるということだろう。

　大貴族である彼を殺しにかかることはありえないと思われるが、言葉には注意を払った方が良いだろう。

　そんなことを考えながら歩いていると、前方に一人のメイドが立っているのを発見した。その美しい顔立ちには覚えがあった。舞踏会で辺境侯の側に控えていたメイドの一人だ。

　ここまで先導してくれていた執事が、メイドの前でグライアードに語る。

「侯爵様。今回のパーティーは趣向を凝らしたものであり、これを胸に着けて欲しいのです」

　執事がそういうと、メイドが薔薇のようなものを見せた。それをまざまざと目にし、グライアードは瞠目する。

「これは薔薇水晶で作ったものかね？」

　そう。それは透き通る輝きを持つ水晶であり、模ったものは薔薇であった。

　その精巧な作りはまさに神の技だった。ある種のモンスターが生きている者を石化できるように、水晶化出来るモンスターが薔薇を変えたのではと思わせるだけのものだった。

「はい。水晶を薔薇状に削ったものです。侯爵様におつけしてもよろしいですか？」

「あ、ああ、頼む」

「では、ソリュシャン」

「畏まりました」

　メイドがグライアードの胸に水晶の薔薇をつける。その間もグライアードの目は、あまりにも見事すぎる作りの薔薇から離れることが出来なかった。

　観察すれば観察するほど、その見事さが理解できる。

　花弁を作る水晶の薄さ。これらは張り合わせるのではなく、一つの水晶から削りだしているのだ。魔法で大雑把なものを作るのではなく、これはまさに職人──それも神技級の天才職人がどれほどの注意と、時間を割いて作り出したものか。

　グライアードはメイドが離れてなお、その目を薔薇から離すことができなかった。

　大貴族である彼ですらこんな芸術品は持っていない。

　まざまざと辺境侯と呼ばれる未知の貴族の財力を見せ付けられる思いだった。

　グライアードは頭を振り、視線を動かす。

　今なお引きつけられており、眺めていたい欲求に襲われるが、それを可能にしたのは自らが大貴族と呼ばれるものであるという自負だ。

　貴族である以上、見栄は重要なもの。それを辺境侯の館に入って早々失って、我を忘れるなど恥ずるべき行為だと己に言い聞かす。

「すまない。案内してくれるかね？」

「畏まりました。こちらへどうぞ」

　執事に案内された部屋は広く。そこには幾人もの人がいた。彼は目を細める。

　そこにいたのは大貴族と呼ばれるような、高位のものばかりだった。そして帝国の貴族のみに絞られ、他国の人間や、神官などの貴族以外の高い地位に着く者もいない。唯一、大貴族ではない男──レイ将軍を発見するが、グライアードは彼が辺境侯の派閥に付いたという噂を思い出す。レイは誰とも喋らずに、じっと壁にもたれかかるように立っていた。

　そしてグライアードは呆れたように惚ける。勿論、顔には一切出してはいないが、それに自信がないほどの衝撃だった。

　先ほどグライアードが驚愕した薔薇の作り物。それをこの部屋にいる全ての者がしているのだ。

（どんな財力だ！ 辺境侯は一体、どうやってその財を築き上げた！ それとも魔法で作り上げているのか！）

　心の中で大きく叫ぶ。あまりにも荒唐無稽な光景としか思えなかった。

　財、力、美。それらあり得ないほどの桁外れのものを持つ辺境侯。一体、どこで培ってきたものなのか。噂では人間以外の種族──ドラゴンの変身した姿であるなどと言う噂も流れているが、それらが真実である気さえする。

　グライアードは数度、深呼吸を繰り返す。辺境侯の強大さは十分に思い知った。だからこそ頭を切り換え、冷静さを保つ必要がある。今回のパーティーの真なる目的を見破り、それを派閥に有利にするのが、派閥を纏める者のすべき事なのだ。

　辺境侯の強大さに目を眩ませていては、失敗する可能性がある。

（ではこれからどうするか。ここで立食パーティーでも行うのかな？ それは少し興ざめだな……。これほどの財を持つ人物ならば、想定外の事をしてくれても良いと思うんだが……）

　普段であれば他の派閥のボス格とつまらない話をするのだが、ここでも同じようにやって良いものか。

　グライアードは室内を再び見渡す。

　グライアードが立食パーティーと思った要因として、奥の壁には食事の乗ったテーブルがあった。もちろん、飲み物もある。ただ、普通であればいるだろうメイドなどの給仕をする者の姿が奇妙なことに見受けられなかった。つまりは大貴族、自らの手で料理を取れということを宣言しているのと同じことであり、それは無礼──引いてはそんなことをさせる主人の礼儀知らずを蔑むことに繋がりかねない。

　そう、普段であればそうだ。

　しかしそれが辺境侯ほどの財力があるものの行いだとすると、それには何か深い意味があるように思われた。

　だからこそ誰も不満や文句を言おうとする者はいない。それぐらいの考えが浮かばないような貴族はこの場にはいないからだ。

　そのほかに目を引くものは、人の等身よりも大きな鏡だろうか。

（ここで何をするというのだろう）

　パーティーをしたいということだったが、ここで辺境侯が何を望んでいるのか、何をしようとしているのかが読みきれない。そして他の大貴族の顔からもそれはさっぱり読みきれなかった。

　そんな中、一つの叫びが上がる。

「美味い！」

　視線が集まる。それは食事の置かれた辺りにいる貴族の上げたものだった。

　その叫びは数多の貴族達の興味を引きつけた。声を発したのがその辺りの貴族であれば興味も引かれなかったが、声を上げたのは同格の大貴族。そんな人間が己の品位を疑われるような行為をしてまで感動を表に出す料理。引かれないはずがない。

　決して慌てないが、それでも興味津々な態度で貴族達は料理の置かれたテーブルに近寄り出す。今までは一見すると良くありがちな食材を良くありがちに調理したものにしか思えない。だからこそ、様々な高級食材を食してきた貴族達の興味を掻き立てなかった。

　先ほどの声を上げた貴族が、夢中になって食事をばくばくと貪っている。次から次に食べ物に手を伸ばし、頬は大きく膨らんでいた。あまりにも品位のない態度であり、嘲笑されて可笑しくない。

　しかし、それ以上に貴族達に強い好奇心を懐かせる。

　それほどのものなんだろうか、と。

　金に物を言わせて高価な食材を最高の料理方法で食してきた、そんな貴族が貪るほどの食べ物。

　そして、それはグライアードも同じことだった。

　水晶の薔薇を人数分用意できる辺境侯の財が準備する食事。それに興味が湧かないはずがない。

　部屋にいた全ての貴族が食べ物の置かれたテーブルに集まると、数多の料理に思い思いに手を伸ばした。

　グライアードが手を伸ばしたのは鳥の腿を揚げた料理だ。それは一口サイズに切り分けられており、銀の取り針が全てに突き刺さっている。その料理を取ると口に入れる。

　銀の針を抜くと、噛み締めた。

「うま！」

　思わず叫びが漏れた。

　恥ずかしいという思いは浮かばなかった。周りからも同じ類の声が聞こえるし、これほど美味い料理に対して黙ったまま食べるというのは失礼だ、などという気持ちすら起こる。

　柔らかな肉を噛み締めるたびに口の中に旨みたっぷりな汁が溢れる。

「うま！」

　再び、叫んでしまう。

　ありえない。冷めているはずなのに、なんでこんな事が起こりえる。

　グライアードは自分が今まで食べてきた料理が何だったのか、というべき驚愕に襲われながら噛み締める。

　飲み込み、次の料理と集まった貴族達が全員手を伸ばしかけたとき、扉がノックされ、開かれる。

　我に返り、料理に夢中になってしまったということに羞恥を感じ、扉に向き直ると、そこに立っていたのは案内した執事であった。

「皆様、長らくお待たせしました。パーティー会場の準備が整いましたので、移動をお願いいたします」

　執事は室内を歩くと、グライアードが目を止めた鏡の前で立ち止まる。

「ではこの中にどうぞ」

　一瞬、何を言われたのか。理解できた者はいないように思えた。そこにあるのは鏡であり、扉のようには見えない。

　しかし執事の顔は真面目なものであり、冗談を言っている気配はまるで無かった。

　室内に満ちた混乱を、一人の男がばっさりと断ち切る。

「なるほど。辺境侯の魔法ということですね」

　レイ将軍である。

　彼は歩き出すと、鏡の前に立つ。そして手を伸ばし、鏡に触れた。いや触れたように思えた。次の瞬間、起こった光景にグライアードは目を疑った。

　レイの伸ばした手が鏡の中に、まるで湖面に沈むように入っていったのだ。

「では皆さん、お先に」

　それだけ言うと、レイは鏡の中に入っていった。

「なんという……」

「これが辺境侯の魔法？」

「なんと……」

　室内がざわめく中、レイに続いて鏡に向かう者たちがいた。レイの知り合いや、最初に向かうことで辺境侯の覚えをよくしようとする者たちだ。信頼していたから、直ぐに来ることができましたとアピールする狙いだろう。

　グレイアードもその手は十分に使えると考え、歩き出す。

　数人並び、グレイアードは鏡を潜る、そしてまばゆい輝きが目の前に広がった。

　そこはまさに別世界だった。思わず口を半開きにして、眺めてしまう。

「白銀の世界だと……」

　そう。そこは氷結した世界。壁や床、そういったもの全てが青みがかった氷から削りだされている。氷のシャンデリアが吊るされ、意外に柔らかな白色光が室内を照らしていた。赤い布が敷かれ、金の燭台が置かれた氷のテーブルには先ほどのものよりも豪華そうな食事があった。

　そんな部屋だが、寒くない。身を震わせるような冷気が漂っていても可笑しくないにも関わらず、寒さというものはこれっぽちも感じなかった。

　それらが相まって、御伽の世界のように感じてしまった。

　室内には先に向かった貴族以外にメイドたちの姿があった。

　どのメイドもグライアードですら滅多に見たことが無いような美貌の者ばかりであり、辺境侯が舞踏会に連れてきた者以外にも美しいメイドたちを控えさせているということに驚いてしまうほどだった。

　グライアードの後ろから来る貴族達も皆が驚きの表情を浮かべる。そういった感情を強く表に出すということが笑われる世界にあって、目撃した貴族は誰一人として侮蔑の雰囲気は漂わせない。

　それ以上に「貴方もか」といった親近感すらあった。

（当たり前だ！ なんだこの部屋は！ 魔法とはこれほどのことが容易に出来るものなのか！ ではあのメイドたちも魔法で作り出しているのか！）

　心の中で絶叫しながら、グライアードは差し出された銀の盆の上に乗っているグラスを一つ取る。中に入っているのはクリアブルーの飲み物であり、かすかなアルコールの匂いがした。

　飲むべきか、飲まざるべきか。

　グライアードは迷う。

　毒とかアルコール度数などを心配したのではない。これを飲むことで、自分の今まで培ってきた常識が、粉々に砕かれることを警戒したのだ。

　迷い。そして同じようなドリンクを飲むことで絶叫している貴族達を視界に入れる。

　今まで飲んだことも無いようなものへの好奇心が、グライアードを強く掻き毟る。そして他の貴族たちが次を欲するその姿に、自分のお代わり分が無くなるのではという焦りが。

　一口、口に含み──即座に飲み込むと、グライアードは何も言わずに飲み干す。

「うまい……」

　深い溜息と共に、グライアードは天井を見上げた。

　アルコール度数はかなり低いようだが、口の中に広がる潤沢な香り。

「世界にはこんな美味い酒があったとは……俺は人生を無駄にしてきたんだろうか……」

　グライアードが己の人生について振り返っていると、執事が鏡を抜けて姿を見せた。そして声を上げた。

「皆様、お待たせしました。これより主人、アインズ・ウール・ゴウン辺境侯とジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクス陛下のご登場となります」

　その言葉にグライアードは今になってホストである辺境侯の姿が無かったことを思い出す。

　そんなことに頭が回らないとは、と失態に心中でぼやきながらも、これほどの部屋を見せ付けられればそのあまりの素晴らしさに忘れてしまっても仕方がないと考える。そして続いた飲み物の素晴らしさのせいだ。

　無論、辺境侯がいれば最初に目に入ったのは間違いが無い。毎回、辺境侯の格好には敬服という念しか起こりえなかったほど、見事な装いなのだから。

　全員の視線が鏡に向かい、それを裏切るように部屋の中央に歪みが生じた。空間が歪んだような異様な光景だ。そして歪みが元に戻ったとき、そこには二人の人影があった。

　一人はグライアードも見慣れた人物だ。豪華な衣装を着こなす貴公子。帝国皇帝、ジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクスである。

　そしてもう一人は当然の如く、舞踏会の際に見慣れた仮面をし、その時とは違う豪華な衣装に身を包んだ人物。辺境侯──アインズ・ウール・ゴウンであった。

　辺境侯が派手な礼を見せる。それはまるで数百回以上は行わなければ決して出来ないような優雅で、見事な礼であった。

「皆様、私のささやかなパーティーに参加していただき、誠にありがとうございます。慎ましいものしかございませんが、楽しんでいただければ幸いです」

　その言葉に室内にいた貴族達──グライアードを含め──苦笑いを浮かべてしまう。この何処が、ささやかで慎ましいものだというのか。もしこれが貴族の慎ましいパーティーの基準だとしたら、今まで帝国で行われた貴族のパーティーは、酒場での平民の打ち上げ以下だ。

　グライアード、そして貴族達がそんなことを考えている間にも、辺境侯の言葉は続く。

「先の舞踏会では皆様と歓談する時間がありませんでした。今日はそれを取り返そうと思ったのです」

　なるほど。

　グライアードはこのパーティーの真の狙いを理解し、辺境侯という人物の評価を一段下げる。

　ここで歓談の場──貴族用語では交渉の場を開くということは、行うだけの理由や狙いがあると言うこと。つまりはここから辺境侯の狙いが読めるということだ。

　もし自分であればこのような行為はしないだろう。辺境侯が誰と話そうが、自分の手の中を見せる行為であり、それは悪手である。そして話しかけられた貴族も、深い話をするのを戸惑うはずだ。つまりは無駄話で終わるだろう。

　もし本当にそれがしたいのであれば、幾らでも内密裏に交渉出来るチャンスはあったはずだし、こんなパーティーを開く必要はなかった。

　例え、どれほどブラフを混ぜようが、それぐらい見破れない自信の無い貴族が派閥の長をするはずがない。

　グライアードが心の中で薄く嗤う。

（それとも見破れないとでも思っていらっしゃるのかね、辺境侯。そうだとするなら舐められたものだ。確かに貴殿の財力、そして力は十分に思い知った。まさに帝国でも最も噂になる貴族に相応しいものだ。私の持ちうる力では何一つとして勝ち目はないだろう。しかし派閥の長を務めるものとして、仮面で顔を隠そうと、その下に走る感情を、そして企みを見抜いてやろう）

　そう決心していると、一つ気になることにグライアードは気が付く。それはジルクニフの表情だ。僅かに──しかし見る者からすれば思いっきりはっきりと──ジルクニフが嫌な顔をしていたのだ。ジルクニフほどの男に、そんな顔をさせる何か。それはグライアードには思い当たらない。しかし、その理由は即座に解明される。

「そして親愛なる皆さんを信頼し、私の素顔をお見せたいと思います」

　その言葉と共に辺境侯が仮面を外し──室内の貴族達はどよめくと同時に大きく頷く。

　仮面の下から現れた顔は人間のものではなく、おぞましいアンデッドのものだった。思えば、魔法による幻影など脳裏によぎっても良いはずなのに、すとんと納得する。

　なるほど、と。

　確かにこういう人物ならばこれほどの力を持つのは当然だ、と。

　グライアードの心中に恐怖などの感情は無かった。その理由は今までの辺境侯の対応にある。

　確かにその素顔は身構えてしまうものだ。アンデッドは基本、生ある存在を憎む敵意に満ちた存在だと、幼き頃から神官などに教わってくるのだから。しかし、辺境侯が貴族としての品位を持つ人物であると知っているが故に、その恐怖が若干和らげられ、逆にどうやればその力に触れられるかと派閥の──いや、自分の利益までも考える余力が出てくるのだ。

　グライアードは笑う。それは諦めたような、空虚なものでもあった。

（なるほど……。辺境侯とはこういった存在……財力を持ち、純粋な力を持つ……化け物か……。人間では太刀打ち出来なくても仕方がないのか……）

　仮想敵などどれだけうぬぼれていたのだろう。

　グライアードははっきりとした敗北を悟った。

　しかし派閥の長として敗北で終わるわけには行かない。グライアードは笑顔を作ると辺境侯に向かって歩き出した──。

　これで舞踏会は終わりです。

　この舞踏会編は「アインズすげぇ」を描写する練習もあったんですが、その辺の雰囲気はありました？ あとこの帝国編は最強もので真面目にギャグをやってみようという実験もあります。ちゃんと真面目なギャグだと伝わっているでしょうか？

　では次の「邪神」でお会いしましょう。予定はお正月ぐらいでしょうか？ ではでは。

　それとオーバーロード二巻「漆黒の戦士」の作業は終了しましたので、予定通り今月末（一一月三〇日）発売です！ 多分！







邪神−１

今年最後の投稿に間に合いました。ふぃー。二日でなんとかなるものだ……眠いよ……。









「あああああ」

　濁点の付きそうなおっさん臭い声を上げながら、アインズは大きく息を吐き出す。それは安堵の溜息であり、溜まっていた──肉体的ではなく、精神的に──疲労を吐き出すようなそんなものだ。

　それからソファーにゆっくりと身を沈める。柔らかなソファーはアインズの全身を優しく受け止め、包み込んでくれる。

　総革張りのソファーも悪くは無いが、この柔らかなソファーも捨てがたい。

　そんなことをぼんやりと思いながら、アインズは頭もソファーに預け、ぼんやりと天井を見上げると、自分に声をかける。

「お疲れでーす」

　非常に気の抜けた態度であり、ナザリックの支配者に相応しい態度を取るように時折心がけている男からすれば見っとも無い姿だった。しかしここは帝都内のアインズの私室であり、普段であれば控えているメイドたちも現在は下がらせている。

　ならばこれぐらい良いじゃないか、とアインズは考えていた。

　自室ですら寛げなかったら、そんなのは自室ですらないとも。

　勿論、アインズがこんなに気を抜いているのも理由がある。

　それを一言で言ってしまえば、顔を晒してから二日間、貴族達の来襲がぱったりと途絶えたためだ。

　今までの忙しさから解放されたがための、空虚感がアインズを包んでいたためだといっても良いだろう。地獄の忙しさを乗り越え、暇になったりするとベッドから離れなくなってしまう現象と同じことである。

　勿論、精神的な影響をさほど受けないアンデッドでありながら、こういった状況になるのは、アインズの中に残っている人間の残滓によるものだろう。

　アインズは自分の中に残っている人間の精神構造に複雑なものを感じながら、今後の方針をぼんやりと考える。

　そうなると二日間押し込めていた不安が滲みあがってきた。

「……うーむ。来ないと来ないで不安に感じるものだな」

　顔を晒したのは少々早かったのではないかという思いが駆け巡る。しかし、アインズよりも知恵に優れるデミウルゴスが太鼓判を押したのだ。問題はないはずだ。

　そうアインズは思い込むことにし、己の中に生じた不安を無理矢理に霧散させる。

「取り敢えずはシャルティアをナザリックに帰還させておくべきか。貴族達が来ないのであれば、シャルティアをここに置いておく理由も無いしな」

　シャルティアにはナザリックの警備を固めて欲しい。確かに彼女はアインズの身を守るために、守護者の一人はここに配置すべきだと意見も出したし、デミウルゴスもそれには賛同していた。

　守護者の中でその任がこなせる者はたった一人しかいない。

　帝国ではエルフは奴隷とされている場合があるので、ダークエルフであるアウラは警備兵としては置けない。あまりにも異形の姿であるコキュートスも論外。そしてデミウルゴスは色々な仕事に忙しく駆け巡っているので除外。ガルガンチュアなど置けるはずがない。

　そういった理由でシャルティアだ。

　外見的にはさほど人間と変わりないし──本性は別に──、そして貴族達にも周知されていることだ。彼女が館内にいたとしても変に思う者はいない。そういう意味ではまさに適任だろう。

　しかしアインズ自身の考えとしては自身の安全よりもナザリック大地下墳墓の警備の方が硬くしておきたかった。

　守護者各員の心配は確かに理解できるのだが、この館にはセバスがいるし、危なければ即座に転移すれば良いのだから。それに敵によって帝都の拠点であるこの館を失っても痛くも無い。ならば出来る限り、兵力をここに置いておくというのは愚策だろう。

　そこまでぼんやりと考えたアインズはふとアウラから連想して、奴隷という存在に思いをはせる。

「奴隷……。買うなら筋骨たくましい男の奴隷だな。抑止力として武器を持たせた屈強な男の存在は必要だし……な。女などいらんわ、セバスじゃあるまいし」

　ナザリックから兵を連れてくれば問題はまるでないが、そういうわけにいかない。

　顔を晒したとはいえ、それはまだ上位貴族達のみだ。平民達の前で晒したわけではない。これは単純にアインズという人物をどの程度知っているかを考えての行いだ。

　辺境侯という存在がすぐに攻撃をしたりはしないということを知っている貴族ならば問題はないが、辺境侯を殆ど知らないであろう平民では、アインズが素顔を晒した際の衝撃の度合いは大きく異なる。これは言うまでも無いことであろう。

　だからこそ平民達に怯えられる情報をアインズから漏らす気はまだ無かった。勿論、大貴族達が流す可能性は十分に考えるが、それに関しては計算ずくである。

　そんなわけで目立っても問題ない、つまりは人間の兵力をアインズは欲していた。

　これは抑止という意味でもある。

　確かにアインズは強いし、セバスだっている。それに戦闘メイドたちだっているのだから、いまだ存在が不明なユグドラシルプレイヤーを除けば、大概の相手は撃退できるだろう。

　しかし、老人や美女を見た目で判断し、舐めてかかってくるだろう相手がいるのも事実だ。

　そのために見せ掛けの戦闘力として、屈強な男たちがいると便利だとアインズは前から少し考えていたのだ。

「それに力仕事などもあるからなぁ……。流石に数トンとかのものをセバスが一人で持っていたら不味いだろ……。警備ということで借り受けている騎士たちに雑務をお願いするというのも、人材がいないということを知られるみたいで情けないしな」

　アインズの邸宅は確かにレイ将軍配下の騎士達に守られてはいる。彼らの熱意は確かに一級品であり、一部の騎士は死んでも良いというほどの忠義の姿勢を見せる。

　アインズの口に出した褒美を狙ってのものだ。

　実際、軽く幾つかの褒美を与えている。アイテムを与えては勿体ないので、病人などで有ればペストーニャを呼んだりしてだ。

　下位の病気治療の魔法では治らないはずの病人を、アインズが預かって一日で癒して返した日から、彼らの忠誠心は限界を突破していた。

　これを現金と見る者はいるだろう。確かに見返りを求めての忠誠は信用できないという人間もいるが、アインズはどちらかといえばそちらの方が信用できると考えていた。メリットがあれば裏切らないということの裏返しだからだ。そういう意味では理性を重んじる男の方がアインズとしては使い勝手的にも嬉しく、感情を優先させる女の忠義は信用できないでいた。

　デミウルゴス辺りにすると「感情を掴むと非常に信頼できます」とのことだし、セバスのつれてきた女のことでもそうだと理解できるが、そこまで女の心を掴むすべを知らないアインズからするとやはり女の忠誠は鬼門の部類だった。

　アインズが無償での忠義を示してくれる者で信頼しているのはナザリックの存在だけだ。

　そんな騎士たちであればアインズの命令に従って汚れ作業や肉体作業を行ってはくれるだろう。しかし、それはあまりにも恥ずかしい。

　アインズは辺境侯という地位に就いている。ならばそれほどの地位に就いているだけの力を誇示する必要がある。

　大貴族がみすぼらしい格好をしていれば、それは単に嘲笑の種である。それと同じことで、肉体労働させる人材がいないというのも、笑われてもおかしくはない。

「それに奴隷ならば裏を調べる必要も無いだろうし……購入の件は真剣に検討しても良いな。闘技場に出てる剣闘奴隷なんていたら買って良いかも……」

　アインズは脳裏に屈強な戦士達を浮かべる。昔見た映画に出演していた、海外のマッチョな俳優たちをだ。

　無論、ナザリックのシモベ達からすればゴミ同然だろう。しかしそれでも見せかけの兵力としては、アインズの脳内では合格だった。

　もし奴隷を購入したら、どこに住まわせるべきかなどと考えていると、扉が数度ノックされる。

　びくりと体を震わせてから、アインズは己の服装を整える。

「セバスです、アインズ様」

「……入れ」

　扉越しに聞こえた声に、務めて重々しく答えると、扉が静かに開く。

　そしてセバスが部屋に入ると、深々と一礼を示した。対してアインズは支配者らしく鷹揚に答える。

「どうしたセバス。何かあったのか？」

「はい。アインズ様。一つ面倒なことが」

「なんだ？ どこかの貴族でも来たのか？ いや、それであれば面倒とは言わんか」

　皮肉めいたアインズの質問に、セバスは眉を顰めながら答える。

「はい。どうもそのようなのですが……」

「なんだ？ はっきりしないな。何があった？」

「はっ。馬車が一台参りまして、辺境侯様──アインズ様に乗って欲しいと」

「爵位に敬称を付ける？ ということは相手は貴族ではないのか？」

「はい。御者が使者も兼ねているようでして、どちらかの貴族の御方とお約束でも？」

「いや、そんな約束はしてない。……セバスがそう聞いてくると言うことは、馬車を送るという旨の連絡をしてきた貴族もいないのだろ？ それで……セバスは面倒と言ったな？ ならばそれで話は終わりではないのだろ？ 続けろ」

「畏まりました。実は、問題となるのはその馬車──見事な馬車ではありますが、どこの家紋も刻まれていないようなのです。更には御者に問いかけてはみたのですが、向かう先も不明とのことで……。いかがいたしましょう？ 非常に怪しいのですが」

「それは……罠などはありえないな」

「かと思われます。まさか、堂々とアインズ様の別邸まで来て、乗って欲しいまで言うのが罠とは……。極秘の会談と見せかけて、向かった先で罠にかけるなどでしょうか？ ならばもう少しアインズ様を誘導するような嘘をついてくるかと……」

「そうだな……なんというか。罠の雰囲気が無いというか……」

「それにどうも非常に礼儀正しい対応を向こうが示すのです。アインズ様を特別なお客様と認識しているような雰囲気もありまして……どういう対応をして良いのか……」

　なんだそりゃ、などと思いながらアインズは入ってるか不明な脳みそをフル回転させる。

　しかし答えは出ない。

　御者に魔法をかけて情報を入手するという線も考えたが、実のところ魔法も万能ではない。つまりは途中で御者が変わってしまえば、魔法で得た情報と行き先は、大いに異なる結果となるだろう。これが魅了などの精神操作系の魔法に対する対策の一つらしいと、アインズが知ったのはつい最近の話だ。

　とりあえず断ったらどうなるんだろうか、という好奇心が湧いてくる。しかしロールプレイングゲームのようにセーブやロードが出来るわけでもない。断られたらそれで話が終わりとなってしまう可能性だってあった。

　静かに考え込んだ時間はさほど無かっただろう。どうにせよ相手の懐に飛び込まれなければ情報は入手できないわけで、更にはこの謎の馬車の存在はアインズの好奇心を刺激していた。

　ならば出てくる答えは一つ以外あり得ない。

「御者に聞け。私以外の者の同行は認めないかを。もし認めるならばソリュシャンを同行させる。認めないならば、私一人で行くとしよう。勿論、どちらになろうが、隠密理に馬車を追ってくる者を選抜せよ。エイトエッジ・アサシンなどを使用する許可を与える」

「畏まりました、アインズ様」

「それでは……今回の仮面はどうする？ 落ち着いたものが良いと思うよな？ 先方も目立たないものを望んでいるようだしな」

「いえ、ここは辺境侯という地位に相応しい物が良いかと思われます」

「……そうか。でも鳥の羽が生えたのは嫌だぞ？」




　　　　◆




　途中で馬車を乗り換え、御者が変わるなどを繰り返し、ようやく目的地に着いたらしき時には十分な時間が経過した頃だった。巨大な帝都であっても端から端まで着いてしまうだけの距離を走ったのは、アインズに場所を悟られないという目的ではなく、尾行を警戒してだろう。

　アインズは横に乗る美女の耳元に口を寄せると囁く。

「……ソリュシャン。尾行は？」

「はい、アインズ様。六名。上空に二名。地上に四名。全てナザリックの手の者です」

「その尾行が見破られている可能性は？」

「非常に低いかと思われます。三百メートルは各員離れております。これは上空の存在が指令塔として命令を出しているためだと思われます」

「そうか……ならば虎穴に入りに行くとしようか？」

「畏まりました。では私が先を」

「いらん。辺境侯が、メイドを先に送るような腰抜けだとは思われたくもない」

　二人がそんな会話をしていると、外を歩く音が聞こえ、扉の向こう側から男の声がした。

「辺境侯様。目的地に到着いたしました。降りていただけますでしょうか？」

「分かった。今、降りよう」

　扉は向こう側から開かれ、外気が流れ込んでくる。その中にあったのは土の匂いだ。

　アインズは月光にその身を晒し、周囲を見渡す。

　戦士達が周囲を囲むなどということはなく、途中で交代した御者がいるだけだ。そしてその場は墓地であった。

「ふむ……夜のデートコースとしては不合格な場所だが、これが帝国風という奴かな？」

　御者がアインズの問いかけに苦笑いで答える。

「すまないな。下らない冗談だった」

「いえ、非常に面白かったです。辺境侯様」

「そうかね？ それで……私に会いたい御仁はどこにいるのかね？」

「はい。申し訳ありませんが、実はここからもう少し歩きまして……」

「ああ、気にするな。歩くのも健康に良いという奴だ。夜の墓地というのもなかなか乙なものだしな」

　御者の作ったような笑顔に罅が入る。その原因となったのは憤怒などではなく、怯えだ。アインズとしては素直な思いだったのだが、不快さから皮肉を口にしたと思ったのだろう。

（実際、墓地というのも悪くはない）

　夜空は多少の雲がかかっているために月光は遮られてはいるが、魔法の光源があるために墓地内はさほど暗くない。しかも綺麗に整列されているためか、不吉さなども皆無だった。

　ぐるっと見渡しても動く影は無い。いや、アインズは遙か上空に一瞬だけ動く影を見つけるが、直ぐに目をそらす。

「……ナーベラルか」

「は？」

「いや、何でも無い、何でも無い。こっちの話だ。それよりも何処に案内してくれるかね？」

「はい。こちらです、辺境侯様。足元の方、大丈夫でしょうか？ 申し訳ありませんが明かりをつけるのは許されておらず」

「問題ないさ。私は意外に夜目が効くんだ。それにもし無理だったら魔法でどうにかするさ」

　そういいながらも、アインズは心の中で小首を傾げる。

　墓場に馬車で乗り込み、さらには声を潜めるでもなく、ここまで堂々としていれば明かりをつけるぐらい大した問題ではないだろう。

　微妙に対応がちぐはぐしていることが気になったのだ。

（……ある程度は口をふさぐだけの力があるが、同格の対抗貴族家があるために派手すぎる行動は取れない。もしくは墓場の管理に関する家か）

　アインズはその辺りかと予測し、御者の後ろをソリュシャンを引き連れ続く。

　着いた先は霊廟であった。御者は慣れた雰囲気での石の扉を押し開ける。

　中から香の甘い匂いが漂い出す。

　御者はアインズとソリュシャンを霊廟内に招き入れると、扉を閉める。アインズがここから何をしているのかと考えていると、ソリュシャンが顔を下に向けているのを発見する。

　アインズも釣られて下を見るが、石の床があるだけで何か変わったところがあるようには思えない。そんなアインズにソリュシャンが告げる。

「下に大きな空間がございます。恐らくは隠し部屋かと」

　なるほどと、アインズは頷く。

　盗賊系の能力を持っていないアインズではそういったものを発見することは困難だ。特にこの世界ではそうだ。スキルを持っていない料理を行おうとすると、炭ができあがるのと同じ理論だ。

　ソリュシャンの声が聞こえた御者は僅かに驚いたような表情を浮かべながら、奥に置かれた石の台座に近寄ると、石の台座の下の方にある意外に細かな彫刻を押し込んだ。

　壊れることなく、それは動くとガチンという何かが噛み合う音がした。そして一拍後、ゴリゴリと言う音を立て、ゆっくりと石の台座が動き出す。その下から姿を見せたのは地下へと続く階段である。

「では、まいりましょう」

　そのまま御者に従ってアインズは階段を下りる。

　途中で一度折れ曲がった階段を下りきると、そこは広い空洞が広がっていた。壁や床はむき出しの地面ではあったが、人の手が入っているために簡単に崩れたりしそうな雰囲気はない。

　空気もまた淀んではおらず、何処から取り入れてるかは不明ではあるが、新鮮なものだった。

　ただ、そこは決して墓場の一部ではない。もっと邪悪な何かであった。

　壁には奇怪なタペストリーが垂れ下がり、その下には真っ赤な蝋燭が幾本も立てられ、ボンヤリとした明かりを放っている。踊るように揺れる灯りが、無数の陰影を作る。微かに漂うのは血の臭いだ。

　そしてそこには三人の人影があった。その内の一人に御者は話しかける。

「公爵様。辺境侯様をお連れしました」

　それはアインズがパーティーを開き、貴族達に素顔を見せたとき、最初に向かってきた貴族だ。

（確か、ウィンブルグ公爵だったか？）

「よくぞ、来てくださいました、辺境侯──様」

　その言葉にアインズは仮面の下で顔を歪める。公爵に様をつけて呼ばれる理由が思い至らない。しかし、顔を見せたことによって、警戒の意味もあるのかも知れないと判断したアインズはそこには深く追求することなく流すこととする。

「好奇心を刺激されてしまったからね。秘密裏に呼ばれたからには、楽しいパーティーでも始まるのだろ、公爵？」

「はははは。まさに」

　公爵は機嫌良く笑うと、隣にいた神官のような服装をした──ただ黒い──男の方を向く。

「行こうか、皆も待ち望んでいよう」

「畏まりました。クレマン殿。私は公と共に皆様の準備をしているので、辺境侯様をお願いします」

「分かりました。では辺境侯様、私が部屋の方まで案内させていただきますので、着いてきてください」

　答えたのは猫のようなところのある女だ。紫の瞳がじっとアインズを見つめていた。

「ああ、よろしく頼む」

「ではまた後で、辺境侯様」

「……ああ」

　なんか奇怪な敬意を示してくる公爵と別れ、アインズはクレマンと呼ばれた女の案内で別の部屋に通される。

　そこは玄室のような作りであり、奥に一つの石製のイスがどんと置かれていた。そんな部屋の中央まで来た辺りでクレマンがアインズに話しかける。

「あれに座って待っていてくれますか？」

　口調こそは丁寧ではあったが、その中には先ほどまで微かにはあった敬意が皆無であった。先ほどの態度は公爵の前だったからだということなのだろう。

　更にはその目にはアインズを値踏みするようなものがあり、実力を計っているようにアインズには感じられた。

　アインズは若干不快に思う。公爵の護衛かもしれないが、そんな目で見られる筋合いは無い。そんな思いをぶつける最適な標的として、アインズはあるものを選択する。流石にクレマンを選ぶことは出来ない。

「いらんよ」

「はい？」

　不思議がるクレマンを無視して、アインズは巨大な石の玉座に近寄る。

「薄汚いイスだな」

　アインズはそれだけ言うと玉座に手をかけた。軽く動かす。幸運な事に下まで固定されてないようで、僅かに動く。

「まさか、私をこんな汚い石の塊に座らせたいのではないだろ？」

　クレマンにじっと視線を向けながら、アインズは石の玉座を──二トンはあるだろうものを片手で持ち上げる。

　クレマンが驚愕したように一歩後退し、腰を軽く落とす。それは即座に反応出来る、戦闘態勢だ。

　アインズはそんな態度に聞こえるようにわざとらしく鼻で笑うと、玉座を放り出す。放り出すといってもアインズの腕力を駆使した投擲だ。それは剛速球を投げるに等しい。

　壁と玉座がぶつかり合い、あり得ないような激突音が響き、大地が揺れるような音がする。

　砕け散った石が周囲に飛び散り、壁には蜘蛛の巣のような罅が入っていた。天井からぱらりぱらりと土がこぼれ落ちてくるが、抜ける気配は無かった。

　天井が抜けてきた時を考えて準備していた魔法を解除しつつ、クレマンの様子をアインズは横目で伺う。

　そこにいたのは単なる女だ。

　壁の激突音で「ひっ！」と軽い悲鳴を上げたクレマンは、土埃が天井から落ちてくるたびにびくりびくりと肩を竦めている。

　それにまるで小動物のような動きで、横倒しになった大きく欠けた石の玉座を眺めていた。浅く荒い息がその内心を雄弁に物語っている。

　先ほどまで腰を落としていたのが戦闘態勢であるとしたら、今の落としている姿は少しでも自分の身を小さくすることで、アインズの視界内に体を入れたくないというもの。

　そんな姿にアインズは先ほどまでの評価を一段下げることにする。

（やはり……護衛とかではなく、単なる女か。公爵に気に入られているから私に対して偉そうな態度を匂わせてしまったというところだな。やれやれ、単なる小娘の跳ね上がりに苛立つとは……大人の度量を見せるべきだったか？ まぁ、舐められても困るし、妥当な判断だったと思いたいものだな）

「……汚いイスは無くなったな。さて、私は何処に座るとしようか？」

「では私がイスに？」

　今まで黙っていたソリュシャンの久しぶりの声を聞き、アインズは軽く脱力する。

「それも悪くはないが──」

「──で、では私が」

　クレマンが恐る恐ると問いかけてくる。その瞳にはあるのは怯えた光であり、完全にアインズには単なる平民の小娘にしか思えなかった。

（俺は女に座るような者だと思われているんだろうか？ ……結果的に人が苦しむことになっても構わないが、だからといって率先して人を苦しめたいとは思わないのだが……。やはりこれが平民的な反応なんだろうか？ 仮面を取るのは避けた方が良いのかなぁ）

「いらん」

　かつてのシャルティアを思い出しながら、アインズは言い捨てる。クレマンがびくりと肩を振るわせた。

　そこまで怯えなくても良いだろうとアインズは内心でぼやきながら、先ほどまで石の玉座があった場所に指を突きつける。

《上位道具作成／グレーター・クリエイト・アイテム》

　魔法の発動と共に、そこには黒曜石で生み出された玉座が鎮座していた。揺らめく蝋燭の光を反射し、黒く輝くその玉座はまさに見事な物であった。

「嘘……本当に魔法使い……あれだけの肉体能力を持った……？ ハハ……冗談。あり得ないでしょ……」

　呆然としたような女の声を無視し、アインズは鷹揚に黒曜石の玉座に腰掛ける。ゆっくりと足を組みながら、肘掛に右腕を乗せると、手の甲に顎を乗せる。それからゆっくりとクレマンへと顔を向けた。

「何か言ったな？ 何だ？」

「イぃ、いえぇ、な、何でもナいでス！」

　何かが壊れたような引きつった笑いを浮かべ、幾度も裏返った声で返事をする女に、アインズは鼻で笑う。別に本気でおかしいわけではなく、支配者に相応しい傲慢な態度を演技してだ。

　それが見事にはまったのだろう。クレマンがブルリと体を震わせた。そのタイミングを待っていたように、入ってきた木のドアが音を立てて開かれ、息を乱した公爵が顔を覗かせる。

「何事ですか！ 何か凄まじい音がしましたが！」

「ああ、大したことは何も起こってないさ、公爵。私が座るべきイスがなかった物でね、準備させてもらっただけだ」

　公爵の目が動き、横倒しになった石の玉座に釘付けになる。何か言いたげな素振りを見せ、それから頭を横に振った。

「ならば仕方ありませんね。もうしばらくお待ち下さい、辺境侯様」

　それだけ言うと立ち去る公爵に対して、アインズは意外に物わかりがよい、と思う。普通であれば壁や玉座の状況から、もう少し大きな反応を示しても良いところであろう。ただ、冷静に考えてみれば、アインズが強大な力を持つと知る者からすれば、十分に納得のいくところなのしれない。

　王国の軍を十万も殺し尽くした男であれば、壁に大きな罅を入れることも用意であろう。それにアインズの開いたパーティーでも、参加した全ての貴族が口々にその財と力を称賛していた。

　それらが相まって、この程度アインズからすれば容易いことと判断されたに違いない。

　計画していたとおりに物事が進展していることに、アインズは仮面の下で満足げに笑いを浮かべる。

　この調子で行けば、アインズ・ウール・ゴウンの名は不偏のものとなるだろう。その時にギルド長としてかつての仲間達に顔向けが出来るというもの。

　喜悦をアインズが感じていると、横にソリュシャンが並び、耳元に口を当ててくる。

「アインズ様。こちらを伺う者をおりますが処分いたしますか？」

　アインズの視線が、部屋の隅にいつの間にか移動して、小さくなろうとしているクレマンへと動く。それから部屋全体をぐるりと軽く見渡し──

「警備の者だろ？ 無視しておけ」

「畏まりました」

　一礼するとソリュシャンが離れる。

　そのまましばらく時間が過ぎる。クレマンに話しかけようと思っても、一番遠い場所でおどおどとこちらの様子を窺っている女に話しかけるのもなんだかなという気持ちが働いたので、アインズはぼんやりと待つことにした。

　ソリュシャンがアインズを待たせるという行為に不快げな雰囲気を放つが、それはアインズ自身が押しとどめた。

　待たせた結果を見てから判断すべきなのだから。

　やがて扉が叩かれ、そして開かれる。

　ついに何か始まるのかと、若干期待した気持ちで扉を眺めたアインズは出てきた者達を見て、完全に硬直した。

　入ってきたのは男女交えて、総数二十人ほどだ。

　顔は骸骨を思わせる覆面を被っており、うかがい知ることは出来ない。問題はその下だ。上半身、下半身共に裸である。

　もしこれが若者のものであれば五歩ぐらい譲って、男の裸でもまだ我慢出来たしれない。鍛え抜かれた体であれば三歩ぐらいで済むだろう。

　しかし──違う。

　中年というより老人の皺だらけのものであり、弛んだぶよぶよとした皮のものだ。老人で無ければ、あるのは中年のだらしない肉体は油の詰まった肉袋だ。

　男がそうなのだ、女だってそうだ。第一の感想は干し柿である。

　アインズは仮面の下で目を閉ざす。

　見たくなかった。もはやそれは精神的ブラクラでしかなかった。

（な、なんだ、これは……ヌ、ヌーディスト……ビーチではない。グレイブヤード？ ヌーディスト・グレイブヤードなのか？ ……なんで俺はこんなところに呼び出されたんだ？ いやヌーディストとかではなく……噂の乱交とかだったらどうする？ それとも仮面を愛する貴族達の集会とか言われたら、俺はどうすれば良いんだ?!）

　アインズが仮面の下でアンデッドであるにも係わらず非常に動揺していると、先頭に立つ男──当然、全裸である──が声を発する。

「辺境侯様！ 仮面をお取り下さい！ そしてその真なるお顔をお見せ下さい！」

　公爵の声だ。

　こいつ実は狂人だったのか、などと思いながら、アインズはどうするか迷う。正直こんな狂人たちの前で仮面を取ることが良いことなのか、判断があまりにもつかなかったのだ。

　アインズの真なる素顔とは公爵の知っているアンデッドの顔であることは間違いない。しかし、真の素顔を晒した場合、なんだか得体の知れないことが起こりうる可能性がある。

「辺境侯様！ どうぞ、仮面をお取り下さい！」

　繰り返され、アインズは覚悟を決める。

　もはやあまりにも理解出来ない事態であり、この仮面を外すことが良いことか悪いことかもは判断つかなかったのだ。

「……ならば見るが良い。私の素顔を」

　アインズは仮面を外し、そのアンデッドの素顔を晒す。

　動揺が走った。

　だが、それはアインズが想像していたものとは違い、マイナスではなくプラスの雰囲気を醸し出していた。

　一斉に変質者達はひれ伏す。そして声を合わせて、呼びかける。

「邪神様！ 邪神様のご光臨だ！」

　おお、という称賛の呻きが響く。

　アインズは嫌な予感を覚えつつ、目だけで周囲を見渡す。

　いない。

　邪神など何処にもいない。

　何処を見渡しても、それらしきおぞましき存在はいない。

　何処を見渡しても、それらしい絶対者はいない。

　ならば残る答えは一つである。ソリュシャンというわけでもないだろうから。

　どうみてもそうとしか考えようがなかった。

　つまりは──

（──俺が邪神か!!）

　そう内心で絶叫する。

　そしてアンデッドであるにもかかわらず、アインズは混乱する。

　おかしい。

　おかしすぎる。

　何故こうなった。

　王国軍を一撃で崩壊させた強大な魔法使いであり、そして貴族の礼儀を知る人物。アンデッドではあるが、それでも即座に危険をまき散らす存在ではない。

　そう理解してもらうよう、腐心した筈ではなかったのだろか。

　それなのに、何でこうなった？　それとも邪神とはこう……良い意味を持った神様なのだろうか？

　しかし、そんなアインズの動揺は一瞬であった。

　確かにアインズ一人で立案した計画であれば、失敗したと思っただろう。しかし、デミウルゴスやフールーダの賛成を得た計画が狂うのはあまり無いはずだ。

　思案すれば出てくる答えは限られていた。

（この場にいるのは、帝国の中でも一部の勘違いした者達ということだな）

　そう結論を出したアインズは薄く嗤う。

　さて、どうやってこの勘違いしている者達を利用してやろうか、と。

クレマンさん「良かった。敵対する前に実力を知っておいて！」

次は一月後半を狙っていきたいです。あ、邪神は次で終わりです。

さぁ、三巻の作業に戻るよ！　お正月中に大半終わらせないとね！







邪神−２







　それは万物の死であり、全ての終焉であり、例えようが無いほどの悪であった。

　僅かな動きで、おぞましき地獄の闇が現世に侵食してくるような気配が立ち込める。更には精神や魂を腐敗させる風が吹き付けてくるようだった。

　絶望の具現を前に、彼は吐き気をもよおす。

　しかし、唾と一緒に飲み込み、決して無様な姿を見せないよう、必死に努力する。

　──当たり前のことだ。

　眼前に座する死の邪神。

　その感情を感じさせない瞳に宿る意志が、自分達に対して何を思っているのか窺い知ることが出来ないのだから。

　良い方向に転がるか、悪い方向に転がるか。

　それが問われる状況下で、不快な姿勢を晒せば、悪い方向──死が自分達の命を奪うのは確実だろう。それが仮に恩寵だとしても、ごめんこうむりたい。

　弱者が強者に対してみせる姿勢として最も正しいのは、崇拝であり、服従であり、敬服だ。

　それ以外の行動──吐いたり、逃げたりは苛烈な怒りを受けるだろう。

　その場にいる弱者である誰もが、理解している。だからこそ、怯えていながらも彼の仲間達は、誰一人として無様な姿を見せなかった。

　立派だ。

　彼は少しだけ、その場にいる同じ目的を擁いた者たちを評価する。

　これまでは同じ方向に顔を向けてはいても、心の奥底では侮蔑の感情も抱いてはいた。しかし、今は違う。

　死の恐怖と直面しながらも、決して無様な姿を見せない者たちに、ある種の親近感を感じていた。

　実際、それは彼だけではないだろう。

　覆面からの覗く瞳には、彼が今抱いているのと同じ感情が見え隠れしたのだから。

　同じ体験をした者が、親近感を抱くことは珍しいことではない、特に彼らが直面している状況下であれば、普段以上の強い親近感が湧いたとしてもなんら疑問は無かった。

　彼たちが見ている中、見事な漆黒の玉座に座った滅びの王が、ゆっくりと口が開く。

　しかし言葉は出ずに、再び閉ざされる。

　それは何か言いたげな素振りのようにも思われたが──。

　彼は、内心で頭を振った。

　いや、違う。

　そんなことをしようとしたのではない。恐らくは体内の冷気を吐き出したに違いないだろう。

　彼は感じていたのだ。その裸の体を覆いつくす鳥肌。そしてつま先からこみ上げてくるような冷気を。

　勿論、彼が現在、裸であるために、単純に寒さを感じたなどという下らない理由によることではないのは確実だ。

　それは目の前にいる死の王の存在。そして語られる神話の内容だ。

　彼らが信仰する邪神は、名無き邪神と呼ばれ、死と暗黒を統べると言う。その邪神は極寒の世界に居城を作り、死した魂を凍りつかせて弄ぶといわれていた。

　ならば今の動作は伝説に語られる、魂を凍りつかせる吐息であるのは間違いないだろう。

　彼の心に少しだけの安堵が生まれた。

　息を吐き出しながらも、自分達の誰一人として死んでいないということが、逆説的に、神は即座に死を与える気が無いということを意味しているのだから。

　彼は恐る恐る、自らが信仰する神を伺う。

　その素顔から視線を逸らし、衣服を眺める。

　着ている服は貴族が一般的に着用するものである。所々に豪華な刺繍を付け、その刺繍の品と豪華さで地位を誇示するタイプのものだ。

　では、かの存在のそれはどうか。

　貴族として幼い頃から質の良いもののみを目にしてきた人間特有の審美眼からすれば、まさに人の手では創れないような一品であった。かすかな光沢のようなものがあるが、それは衣服の材質と言うよりは宿した魔法の力によるものの気がする。

　一体、買うとしたらいかほどの価格が付くのか、彼には想像もできない。

（いや、神の衣服を買うなど……傲慢も良いところか）

　座っているのは見事な漆黒の玉座であり、光を無数に反射しているさまは黒曜石ではないかと思われた。

（なんと美しい。今までのつまらない玉座に座っていただけないのも当然だな）

　横に目をやれば転がった巨大な石の玉座。人間が何人も協力しても動きそうも無い石の塊。

　あんなものをどうやって動かしたのか不明ではあったが、神にできないことなど無いに違いないと考えると、納得もいった。

　そんな邪神の人の世での名前は──アインズ・ウール・ゴウン辺境侯という。

　たった一人で王国の軍勢を滅ぼしつくした魔法使い。初めて聞いた時は、何のプロパガンダだと思ったものだ。帝国騎士達が行った大勝を、一人の人間が成したことにすることで、何を皇帝は企んでいるのかと。

　しかし、今、目の前にいる滅びの邪神を前にすれば、王国軍が滅んだのも当然だと言える。そして魂を貪り喰らったという噂も。

（ああ、違うんだ。魂を貪り食らったのではないんだ）

　彼は噂の発生源であろう帝国騎士たちに、優越感めいた気持ちで語りかける。

（偉大なる死の王は魂を凍りつかせ弄ぶ。殺した者の魂を集めて、己の居城を飾り付ける目的なんだよ。おお、なんと恐ろしい。未来永劫、解放されぬ魂は居城に泣き声を響かせると言うが……。まさに凶悪の所業よ）

　勿論、そんな悪を信仰し、崇拝する彼らも悪ではあろう。しかし、魂すらもおもちゃにするという大悪からすれば、子供だましも良いところであろう。

　彼が邪神のおぞましき姿を失礼にならない程度に眺めていると、その横を衣服を纏った一人の男が通り過ぎる。そして全員の前に立ち、邪神──アインズの前に立つ。

（神官どのか……）

　この邪教集団のまとめ役は高位のある貴族であるが、神官と呼ばれるその男は生贄の手はずを整えたり、この邪神殿の管理に当たっている男だ。実際に魔法を使用できるために、元々はどこかの神官であったのだろうと噂されていた。

「偉大なる邪神よ。いと尊き御身のお姿を私どもの前に現せて下さったことを深く感謝いたします」

　ゆっくりと頭を下げる神官に合せて、彼らも一斉に頭を下げた。

「……良い。頭を上げよ」

　ぶっきらぼうと言うか、静かな声だった。

　感情の無い平たい声は、聞くだけで不安が滲みあがってくる。

　危険な肉食動物と対面したような、突如、敵意を向けられても可笑しくないような雰囲気があるのだ。それは遅延魔法にも似ている。何時発動するするか不明な危険な魔法にも。

　しかしそれらとは違い、人の世で動くことができるという知性を持つがゆえに、彼でも僅かではあろうが、邪神の雰囲気を感じ取ることが出来た。

　高位の貴族として様々な狸たちと交渉してきた経験が、その声に僅かに含まれた、呆れているような気配を敏感に察知したのだ。

（いや、違う。多分、こちらを試しているんだ）

　魂を弄ぶような邪神だ。人間ごとき弱小な存在と同じ精神構造を持っているはずがないだろう。にもかかわらず人である彼が、気配を察知できたのは、わざとそういった雰囲気を放っている可能性が高かった。

　つまりはこちらの価値を計っているのだ。

　彼は身震いする。もし、その試験に不合格だった場合はどうなるのか。

　同じように感じたのか、彼の視界内でも幾人かの者たちが同一のタイミングで身震いしていた。

　問題は何に呆れているかだ。不満なのか。退屈なのか。何に起因してのものかが読みきれない。

（考えろ、考えるんだ。何を呆れていられるんだ？）

　普段であれば、人の上に立つ者としては、こんなことは考えない。しかし、相手は強大な力の持ち主であり、ここにいる全ての者を殺すのに迷い無いと思われる人外の王。ならばどれだけ警戒をしても足りることは無い。

　そしてそれ以上、邪神は何も言うことなく、口を閉ざしたままだ。

（神官どのは……）

　神官も邪神の反応に戸惑っている雰囲気が、後ろからでも掴めた。

（この馬鹿が）

　いつもであれば決してそうは思わなかっただろう。神官が黙々と邪神に対する儀式を行い、手はずを整える姿を知っているのだから。ある意味、神官の敬虔な態度には彼も頭が下がった。

　しかし、この場で邪神を不快にさせれば、こちらの命が危ない。せめて気分良く、人間と同じように感じてもらえるかは不明であったが、だからといって魂を凍りつかせたいなどと思われないうちに、己の世界に帰ってもらいたいものだった。

　もしかすると帝国に貴族として現れたのも、自分達の召喚が変な方向に転がって、想定外のところに出現させてしまったかもしれない可能性も無いではない。

「贄を！ 御身に若き魂を！」

　神官が突然、そう口にした。生贄の儀式を行うと。

　これは悪い手ではない。彼も大いに頷く。

　生贄を捧げることで不快な気分を少しは収めてもらえれば恩の字だ。最低でも悪い方向に転がったりはしないだろう。

「……え」

　かすかな驚きの声が漏れる。

　恐らくはその横に立つ女のメイドが上げたものであろう。

　彼がそう思っていると、一番後ろに用意されていた皮の袋がバケツリレーの形式で前に持ってこられる。皮袋の口は紐で縛られているが、大きさとして子供が一人入るのに十分なサイズだ。

　この皮袋を持って前に回すと言うことは、邪神に捧げものをする意志があると言うことであり、信仰心の表れであるとされている。だからこそ枯れ木のような老婆でもそれに必死に持とうとした。

　そのためなのか、生贄として選ばれるのは子供が多かった。

　彼もその皮袋を持ち、前の人間に渡す。そして視線を回し──

（……もう一つ？）

　少し離れたところを、もう一つの皮袋が前に向かって渡されてきている。

　やがて二つの皮袋が床に置かれる。中を確認しないのは、殺意を削がないためだ。たとえ中に入っているのが人間だと知っていても、直接目にしてなければ、意外に残酷なことも出来るものである。

　そしてもう一つ理由がある。それは人間であることを確認しないこと。もし仮に捕まったとしても、人間というのは嘘で動物だと思っていたと論理武装するためである。

　六人の男女が前に進み出る。そしてその手には鋭い刃物。

　彼らは順番で選ばれた者たちだ。本来であれば三人なのだが、今回は二つ袋があると言うことで、その倍の人数だ。

　彼は羨ましく思う。この最高のタイミングで死の邪神に、生贄を捧げるチャンスを得れる彼らに。

　そして剣が振り上げられ、サディスティックな熱気が満ち──

「良い！」

　再び声が発せられた。先ほどよりも力強いものだ。

「……死は私の支配するところ。いずれ来る命を私以外の者が、無下に奪うのは多少不快だ」

　剣を持っていた六人の男女が怯えたように後ずさる。魂を捧げ、死の存在より褒め言葉をもらえると思っていたら、間逆の言葉が返ってきたのだから、驚きもより大きかったのだろう。

　ただ、考えれば納得のいく答えだ。

　死を支配する存在からすれば、生きている者はすべて己のものであろう。そして死を絶対的強者として与えるのであれば、人間ごときに勝手に死を作り出されるのも不快ということだ。

「申し訳ありません！」

　六人の男女は一斉に頭を下げる。合せて彼も、そして周囲の者たちも頭を下げる。もしかすると今まで行ってきた生贄の儀式は、邪神を不快にさせるだけだったかもしれないのだから。

「……そ、それでは、贄はどういたしましょう」

　神官の問いかけに、彼は身震いをする。そんなことを神に問いかけるな、と。

　ただ、邪神は思ったよりも温厚であったのか、呆れているのかは不明ではあったが、答えを返す。

「そのままにしておけ。それよりもだ。今まで私のために生贄を捧げてきたのだろう、お前たち？」

「っ！ わ、我らが神に届くよう、数多の贄を捧げさせていただきました。神においてはお好みに合いましたでしょうか……」

　声が尻つぼみで小さくなっているのは、先ほどの応答で、贄を喜んでないと知ったからだ。嘘をつかないのは、それの方が危険だろうと理解出来るからだ。

「うむ、うむ。お前達の信仰は私にとっても喜びだ。そんなお前たちに私は褒美をやろう。何を望む？」

　一瞬だけ言われた言葉の内容が理解できなかった。しかし、その言葉が徐々に脳裏に浸透し、信じられないような快感を覚える。

「無論、お前達への褒美は現世での利益を考えている。さて、なんだ？ 金とか異性などというつまらぬ欲望ではないだろうな。皇帝の地位もこの人数分与えるのは難しいな」

　最後に邪神は軽い笑い声が上げる。

　しかし彼らの中で笑えるものはいない。つまりは辺境侯たる神は、帝国皇帝の地位すらも容易く与えることができるものだと告げているのだから。

　ならばそれはこういうことだ。

（やはり帝国の貴族になったのはもっと違う狙い。想像を絶するような邪悪な企みがあってのことに違いないのか）

　彼の考えたことは、他の貴族達も思ったようでぶるりと体を震わせていた。ただ、その裏にある感情までは見抜くことが出来ない。恐怖なのか、それとも彼と同じく興奮のものなのか。

　彼がそう裏にあるであろうおぞましい計画について思いをはせている間に、邪神は問いかけてくる。

「それでは聞こうか。何が欲しい？ お前達の望みはなんだ？」

　問われたのであれば、答えは一つだ。この教団に彼が所属した理由、そしてこの場にいる者たちが所属した理由。それは──

「不老不死を！ 不老不死を私達に！」

　それを待ち望んでいた声は幾多も重なり、不老不死以外を求める声は発せされない。

　生まれた瞬間から死に向かって歩を進める。それが生物である以上、避けることのできない宿命である。肉体は衰え、精神も弱くなっていく。しかし、それを受け入れられるかというと、それは別問題だ。

　誰だって何時までも若さを保ち、美味いものを食べ、美麗な異性に囲まれたいものだ。もしこれが一度も経験したことがないのであれば、我慢できたかもしれない。

　しかしこの場にいる者は、そんな欲望を上位貴族として経験してきたからこそ、喪失するのが惜しくなってしまっていた。

　だからこそ魔法に手を出し、薬物に手を出し、そして信仰に身を染めた。

　それがこの邪神を信仰する教団の正体である。

　己の欲望を晒しだした声は、方向性は同じものであっても、調和は一切取れていない。そのために雑音としか意味を成さないようであったが、その中で死の王はそれを理解した素振りを示した。ゆっくりと手を上げたのだ。

　そこに込められた意味を見抜けない者はいない。即座に神殿内には静寂が戻ってきた。

「──愚か」

　小さい声。ただ、そこにある圧力は誰にでも理解できる。まるで巨大で分厚い壁が前方から迫ってくるような、そんな威圧感だ。

「お前達は私の手の中から逃げたいと言うのだな。この私の手の中から」

　ゆっくりと手が突き出され、それが握り締められる。

　その瞬間、魂を弄ぶ死の支配者が何を言いたいのか彼は──そしてその場にいた誰もが理解できた。

　死を支配する存在の前で、不死を願う。つまりは永遠にその手から逃れること。ならばそれは憤怒を擁いても当然のことだ。

　逃げるべきだ。

　そんな思いがこみ上げるが、足はガクガクと震え、動こうとはしなかった。凶悪な肉食獣に直面した小動物のように、死を与えられるのを待つだけであった。

　ただ、そんな中でも彼は必死に声を張り上げた。その結果、最初に殺されるかもという思いが脳内を過ぎったが、せめてもと行動に出る。

「ち、違うのです！」

　何が違うのか。言葉を発した彼も続く言葉が浮かばない。口をパクパクと開閉し、息のみを外に吐き出す。汗がびっしょりと吹き上がるのを彼は感じた。

　邪神は決して優しい神ではない。どちらかと言えば冷酷な神である。だからといって即座に命を奪われなかった今までの流れに油断して、愚かな行動を取ってしまった。

　あそこは静かに様子を伺うべきだったのだ。

　彼にとっては何十分にも感じられるような時間が経過し、邪神は呆れたように、肩を竦めると口を開く。

「……不老不死はやれんが、代わりに……そうだな。お前達に若さを取り戻してやろう」

「え？」

　誰かの問いたげな声に、邪神は鷹揚に頷きながら答える。

　彼は何かを考える余裕は無かった。

　許されたと知って、気が抜けて倒れこみそうになるのを必死に耐えるので精一杯だったのだ。

「若返りだ。お前達を望む若さに戻してやろう」

　全身を再び鳥肌が走った。それが本当に行われるとするならば、不老不死の前の部分、不老がある意味実現するようなものではないか。

「とはいっても、だ。この人数全てに若さを取り戻すとなると、力が分散する分、長く取り戻すことは出来ないが……一〇日ほどと言った頃だろう。まぁ、お試し期間という奴だな」

　彼は思わず周囲を見渡してしまう。互いに値踏みしあうような視線が交差しあう中、邪神は更に告げる。

「もし次回があれば、その際には私のために最も貢献したもの一人の若さを完全に取り戻してやろう」

　ざわりと空気が大きく揺らいだ。

　発言内容が脳内に染みこむと、喉がごくりと鳴った。欲望が胸の中で轟々と炎を発する。

「ではお前達に祝福をやろう」

　いつの間にか、邪神の手は変質していた。それは善を意味するだろう純白の右手であり、邪悪を意味するだろう漆黒の左手であった。まさに邪神に相応しいともいえる見事なものであり、その内包した力は桁が違うと直感してしまうほどだ。

「解放。超位魔法《ウィッシュ・アポン・ア・スター／星に願いを》」

　何か、目に見えざる力の波動が駆け抜け、驚愕の声が起こる。

　彼が手を見れば肌の皺は無くなり、瑞々しい張りが戻っている。脂肪はこそぎ落ち、たるんだ肌には筋肉が戻っていた。記憶にうっすらとだけ残っている、若かりし頃の体へと戻っていたのだ。

　それが決して幻術などで無い証拠に、触っても何も変わらないし、全身の感覚が鋭敏さを取り戻している。

　そして変化は彼だけではない。

　子供が乱暴にぶかぶかになった覆面を取り外している。

　若く豊満な肢体を持つ女が泣き笑いしながら自らの豊満な胸を触っていた。

　筋骨たくましい男が、己の肉体を誇示するようにポーズを取っている。

　歓喜に満ち満ちた声によって、まるで玄室が爆発したようだった。

「ああ、神様！ 貴方様こそ、真なる神です！」

「偉大なる邪神様！ 私の信仰をお受け取りください！」

「おお、絶対なるお方！ まさに貴方様こそ、死すらも超越されるお方！」

　彼も震えながらこれこそ真なる神の御技だと敬服する。

　神官たちの使う魔法の力の源は神である。しかし、だからと言って神は信者に特別な奇跡を与えない。どれだけ金銭面で奉仕したとしても、若返らせたりは絶対にしてくれない。魂は安息の地に向かうだろうと、死した世界での褒美を語ってくれる。

　それが違う。

　目の前の邪神は違う。

　信仰に相応しいだけの奇跡を具現化して、与えてくれるのだ。

　ならば先ほどの「もし次回があれば、その際には私のために最も貢献したもの一人の若さを完全に取り戻してやろう」も真実だと言うこと。

（次は俺だけが、俺だけが独占して……若さを取り戻す。たった一〇日などではない！ そして忠誠に忠誠を尽くして、幾度も若さを取り戻してもらうんだ！）

　彼が欲望に満ちた目で周囲を眺め、同じ色に燃え上がった瞳を見つける。

（お前も、お前も、お前もか。だが、許さない。俺こそが邪神様にお役に立つんだ）

　彼が思いを新たにしていると、歓喜と崇拝の声で玄室内は満ちる。

「邪神様！ 邪神様！ 邪神様！ 邪神様！ 邪神様！ 邪神様！ 邪神様！ 邪神様！ 邪神様！」

　永遠に終わらないような祈りの声は、冷ややかなたった一言が断ち切った。

「──静まれ」

　重い静寂が戻る。たとえ、歓喜と驚愕の中にあっても、敬服すべき偉大なる主人の声を聞き逃すはずが無い。

　失望したように顔を隠す邪神に対し、彼を含め、全ての者が膝をつき、威光によって頭を垂れる。

　静寂の中、滔々と声が響く。

「お前達が望んだ若さを取り戻してやった。その時間は一〇日。それが過ぎれば、再び先ほどの体に戻っているであろう。それとお前達が望んだのだ。屋敷に戻れなくなったとしても、私は責任はとらん」

　誰かが唾を飲む音がした。

　それは与えられた時間に絶望したのか。それとも若さを取り戻した自分を屋敷の人間が見間違わないだろうかと言う不安からきたものか、それは彼にはわからなかった。

「それとその人間はかい……私の方でどうにかしておこう。問題はないな？」

　神の決めたことに不平を漏らすことが出来るはずが無い。ただ、一言だけ聞く必要があるだろう。

　彼がそう考えていると、神官が思いあたったようで、口を開いた。

「よろしいのですか？ 至高のお方にそのような雑務をしていただいても」

「構わない。贄なのだろ？ 私の方で処分しておこう」

「畏まりました！」




　　　　◆




　玄室内に先ほどまであった熱気はもはや薄れてなくなっていた。室内にいたのは三人の男女だ。そのうちの一人である神官が、女に伺うように問いかける。

「クレマンティーヌ様。一体どうしましょうか？ 辺境侯に完全にこの教団を奪われてしまいました」

　問いかけられた女──クレマンティーヌは転がった巨石の玉座を眺め、それから玉座があった箇所を眺める。先ほどまで魔法で作り出されていた黒曜石の玉座の姿は、座する者がいなくなると即座に消失してしまっていた。

「……はぁ」

　草臥れ果てたようにクレマンティーヌは肩を落とす。いや、もはや彼女は精神的な面で、完全に疲労しきっていた。泥をすすり、血路を開くことすらやってきた彼女が、だ。それほどまでに、さきほどまで目の前で起こっていた現象への衝撃は大きかった。自らの中に蓄えこんだ知識がある分、起こったことがどれほど凄まじく、力の桁が違うのか理解できたためだ。

　クレマンティーヌレベルまで理解はしていないだろうが、神官が教団を横から奪った敵を、爵位までつけて呼んでいるのは、彼自身も強大な力に飲み込まれているのだろう。

「なんていうか……神々ってあんな感じだったんでしょうね。本当に」

「………………」

　答えたのは神官ではなく、女の直ぐ横にいた人影。非常に小さく、ミイラを彷彿とさせる異様な男だった。

　ぽっかりと開いた眼球の無い目がクレマンティーヌに向けられ、歯の抜け落ちた口がもごもごと動く。

　声は小さく嗄れているために、何を言っているのかさっぱり分からない。しかし十分に聞こえているようで、クレマンティーヌは引きつった笑いを浮かべる。

「あー、もう疲れて、そんな演技をする気さえしないって」

「………………」

「うん。そうだね」

「………………」

「世界は広いね。なんというか……いままでの自分に対する自信が一瞬で蒸発してしまったと言うべきか、馬鹿馬鹿しいというか。どうにせよ、もう二度と会いたくない」

　無視された形であったが、今まで沈黙を守っていた神官は驚きの視線を向けた。

　そこに込められた意味を掴みとり、クレマンティーヌは眉を顰める。

「あんなのに勝てるわけ無いでしょうが」

　吐き捨てがちに神官に告げる。

　あれは勝算とかを考えて良いレベルの化け物ではない。

　この教団を上手く運営するために、邪神などと架空の神を作り出していたが、先ほど言ったようにあれが本当に神だとしても変だとも思わないだろう。

（あれと戦おうとかしなくてよかった）

　辺境侯が来ると聞いて、場合によっては王国軍を十万単位で滅ぼすと噂される眉唾な力を、確かめてみるかなどと考えていたが、それがどれだけ愚かしいことだったかいまなら分かる。

　アレを知ってしまうと、戦闘に入れば、自分が一撃すら持たなかっただろうと理解できる。

　まさに噂は真実だった。

（化け物じみた筋力のみならず、魔法でも桁が違うとか……。神人レベルとか真なる竜王クラスと考えて……いえ、それ以上の超級の化け物や神とかと見なすべきでしょうね）

　命拾いしたという事実にクレマンティーヌは大きく息を吐き出す。

「ではどうしましょう？ このままでは……」

　隣で神官が焦燥感にかられたように呟いている。そんな姿にクレマンティーヌは呆れたように問いかける。

「あなたは一生懸命頑張るよねー。びっくりしなかったー？」

「いえ、非常に驚きました。しかし、私の与えられた役目が、そして偉大なる盟主に対しての忠義の思いが、意志を強く持てる働きをしてくれました」

「ふーん……」

　この教団は元々、ズーラーノーンの下部組織として運営するために作り出されたものだ。邪神という存在は元々、スレイン法国では信仰されている、闇の神が他国では信仰されていないという面を利用して、作りだしたものだ。

　儀式だって適当なもの。単純に貴族達の弱みを握るために、人間を殺させていただけにしか過ぎない。

「まさか、あんな本物が現れるとは思わなかったけど」

「それでどういたしましょう。このままでは盟主に顔を向けられません」

「あっそー。じゃぁ、盟主が貴方にするだろう罰をプレゼントしてあげるー」

　ヒュンという音が立ち、神官の目玉にスティレットが突き刺さる。グリッと大きく回されたスティレットが抜き取られ、物言わず神官は崩れ落ちた。転がったまま全身を痙攣させているが、それはあくまでも肉体反応としてのもの。

　脳をかき回されて生きていられるはずがない。

　秘密結社であるズーラーノーンに共に属する者が殺されたが、横にいた男に変化は見受けられなかった。目を向けるような素振りすら見せない。浮かんでいるのは神官の運命だと知っていたような冷たい態度のみだ。

「どうにせよ。この教団を奪われた段階でお前の運命は決まったみたいなものなんだよー。一思いに殺されただけマシだよねー」

　痙攣が止まりつつあった、もはや死体と化しつつあった神官に冷たくはき捨てると、クレマンティーヌは枯れ木のような男を冷たく見据えた。

「うんでさー、どーするー。ここで殺しあおうかー？」

「………………」

　男の「演技は疲れたから止めたんじゃなかったのか」という場違いともいえる問いかけに、クレマンティーヌは思わず苦笑を浮かべた。

「はぁ、癖みたいなものだね。素を出しているつもりでも、なんかふとした拍子にでちゃう。……それで、どうするの？」

「………………」

「そう。裏切るよ。私が持っている火の巫女姫の証は、その辺の風花を捕まえて渡すわ。それでもう教団とも法国とも関係が無い場所を目指して逃げる」

「………………」

「……馬鹿じゃない？ あの邪神を見たでしょ？ あれに盟主が勝てる可能性は低いわ。あれに間違えなく勝てる存在なんて、多分……神人ぐらいでしょ。いや……神人でもどうだろう」

　スレイン法国は六大神という存在を信仰し、その国民の中には神の血を──濃い、薄いはあるが──引く者がいる。そういった者は、潜在的に強くなれる可能性を有していた。

　そういう意味ではクレマンティーヌも、神の血を引いているといって良い。

　ただし、それはあくまでも血を引いているに過ぎず、神人と呼ばれる存在はまたそれとは違った。

　神の血を引く者の中で、神の力に目覚めたものを神人と呼ぶのだ。

　現在、神人はスレイン法国に二人。それがクレマンティーヌがかつて所属していた漆黒聖典と呼ばれる秘密部隊の隊長であり、法国の神官長である。

　その能力は桁が違い、神々の残した武具に身を包んだ場合、個人で大陸を滅ぼせるとまで言われる。

　ただ、それでも──

　大陸内、並び立つ者は極少数とまで言われる神人ですら、先ほどまでこの玄室にいた化け物と戦った場合どうなるかが、クレマンティーヌですら予測がつかなかった。

　人間程度の強さに対する判断力では、遥か高みにある化け物同士、どちらが強いかなどと判別がつくはずが無い。両者とも強いというレベルでしか計れないのだ。

「………………」

「かもね。しかし、本当に邪神がいるとは」

「………………」

「まぁ、確かに。普通に神様かもしれないし、法国以外で生まれた神人かもしれないか。あとは竜王とか？ 大罪者の血を引いている線もあるし……分からなーい。それでそっちはどーするのー。裏切りが許さないっているなら殺しあおうよー」

「………………」

「は？ まじ？」

　クレマンティーヌは驚いたように男を見下ろす。思わず耳をほじくり、何も詰まってないことを確認する。

「……いや、まぁいいけどさ。……裏切ってくれる人間は多い方が嬉しいわ。まぁ、そうよね。貴方だってアレには勝てないものね」

「………………」

　クレマンティーヌは苦笑いを浮かべる。憮然とした男の「あんなのに勝てる人間がいるか、アホ」という言葉はクレマンティーヌも強く同意するところだ。

「あー。そうね。取り敢えずは聖王国に逃げようか。あっちは風花も教団もあんまり動いてないし。あそこでしばらく身を潜めて、それから考えるとしましょう！」

　良い考えだとクレマンティーヌは笑い、男もそれに頷いた。




　　　　◆




「やれやれだったな……」

　馬車に戻って開口一番飛び出たのは、愚痴であった。

　アインズはアンデッドであるために疲労感を感じたりはしないはずなのだが、肩ががっくりと下がるような気分を抱いていた。

　何故、俺が邪神。生贄とかなんだよ、そりゃ。邪教集団とか馬鹿じゃないの。などという様々な感情を集合体が、疲労感の発生源であった。

　アインズは隣で寝かされている少女を眺める。

　アインズとしては生贄とされていた二人の子供は、即座に解放するつもりであった。その辺に放り出して、知らん振りでも全然構わないと思ってもいた。というのもアインズが命を助けたのは、生贄など捧げられても正直困るという一般人的思考からだ。

　決して可哀想などと言う人間らしい気持ちからではない。

　確かに皆無かと問われれば、頭を捻ったかもしれない。人の命を奪うことに迷いは無いが、それでもまるで関係の無い命を奪いに行くほど、アインズは残酷ではないのだから。

　それに殺すことにもメリットが無い。経験値という観点からしても、せいぜい二点ぐらいだろうから。

　ただしそれ以降は考えてみれば蛇足であった。

　利益があれば殺害を黙認しただろう価値の無い命に、アインズが別になんのかんのと手を割く必要もない。だからこそ最初は放置と考えたのだ。それが一番面倒でない気がして。

　ただし、放り出すよりは少しぐらいは優しいところをアピールするのが、色々な面で良いかもしれないと判断し、アインズは御者台に座る男に命じる。

「騎士の詰め所まで向かえ。そこでこの少女達を手渡すとしよう」

　せめてそれぐらいはしてやっても罰は当たるまい。折角助けたのだから、最後まで面倒を見てやろう。そんな気持ちでアインズは判断したのだ。

　御者は驚くほど従順に、アインズの命令に従い、夜の帝都内を走らせていく。来る時に馬車を乗り換えたぐらい警戒していたのが、ある意味嘘のようだった。

（あれは……私達に警戒する意味ではなく、尾行を警戒してという意味だったのか？）

　来る時は外が覗けない様に板が張られていた窓も、いまでは解放されている。そこから外にチラリと視線をやったアインズは、馬車の中で寝る二人の少女へと動かす。

　横に寝かせた少女を眺め、それからソリュシャンの横に寝かせたもう一人の少女を眺める。髪の毛をかきあげ、その横顔を観察する。

　整った顔立ちの少女たちであり、二人とも非常に酷似した顔の作りをしている。

　身長的にも重さ的に同じぐらいなので、恐らくは双子なのだろう。

「ふむ……」

　アインズは少女の顔だちをじっくり見つめた。

「……なんというか、品が良いな……」

「でしょうか？」

「ああ……」

　この世界はアインズの元いた世界に比べ、美形が多い。ただ、この二人は単なる美形とは違ってこの数日間で飽きるほど見た──特にパーティーの際に──貴族の令嬢的な雰囲気がある。

　アインズは手を持ち上げると、ひっくり返したりして、確かめる。

　その手は非常に柔らかだった。

「これは……もしかして本当に貴族か？」

　手は柔らかく、爪の形も良い。アインズ的には常識的な子供の手のように思われたが、この世界の子供の手は生活レベルに応じて荒れてくる。少女の手は、平民ではありえないような綺麗さだった。

　それに服も多少ほつれてはいるが、平民が着るものよりは段違いで質がよかった。

「ソリュシャン、この者たちの服の仕立て、私の目ではなかなかのものと思うが」

「まさにアインズ様の仰るとおりかと。ナザリックに存在するどのような者の服に劣りますが、確かに平民のものとは思われません」

「なるほど……ならば答えは一つか。ソリュシャン、騎士の詰め所に向かうのは止めだ」

「畏まりました。ではどちらに向かわれるので？」

「邸宅に戻るとしよう」

　貴族の令嬢がなんらかの理由があって浚われたのでは、とアインズは想像したのだ。

「悪くはないじゃないか。意外に良いネタになるかもしれないな」

　少女たちを家まで戻せば、もしかしたら恩義を売れるかもしれないと判断したアインズは、ソリュシャンが御者台の方についている窓を開き、そこから馬を操る男に命令を下す姿を眺めながら、今晩の行動について考える。

　今回の一件は利益に繋がったのだろうか、と。

　超位魔法であり、経験値を消費する魔法までを使った価値はあったのだろうか。あの戦争で得た経験値、さらには転移前から貯蓄されていた経験値はこれで空になってしまった。

　超位魔法《ウィッシュ・アポン・ア・スター／星に願いを》は普通の超位魔法のように発動に時間の掛かる物ではないために、課金アイテムを使用しなくても済んだが、それでも心の中で貧乏性のアインズは転げ回っていた。

　ただ、もし、あそこで奇跡を起こさなかった場合はどうなったのか。口だけでうまく誤魔化すことはできただろうか。

　邪神と見なされ、崇拝されている中、何もせずに帰った場合のことを考える。

　アインズは首を傾げる。

「損はしてないだろう。いや、そう思いたいものだ」

　目先の利益だけを追い求めると、大きな魚を釣り逃がすのは営業マンを行っていたときに知った事実だ。ある程度餌を食べさせておけないと、別の漁師が横から持っていってしまうのだ。

　そういった部分を考えれば、今回の手は完全な損とは言い切れない。正直、大判振る舞いが過ぎたかもしれなかったが、完全にデメリットしかなかったとは思っていない。

「問題は……邪神だと思っているのが、あの集団以外にもいるのかどうかと言うことだな……。計画を修正した方が良いのか……。レイを使って、意識調査をしてみるか？ 私をどのように思っているのか……。英雄、邪神、大貴族……あとは……」

「神に匹敵するお方、ではないかと」

「……そうか？ ではそれも付け加えるとしよう」

　アインズはソリュシャンにそう答えつつ、いまだコンコンと眠る少女たちを再び眺める。

「しかし目が覚めないが……魔法かな？」

「いえ、先ほど血管内を流れているものを吸って調べましたが、薬物によるものです。大したことのない……失礼いたしました。人間のこれぐらいの子供にとってはかなり強力なものです。実際に心拍数や体温などがかなり低下しております。さらにこの薬物であれば、体内器官のどこかに強い負担をかけると思われます。これぐらいの年齢の子供であれば、何らか後遺症を残す可能性は有ります」

「生贄として殺されるのだから、それほど強い薬でも問題ない。目覚めるのが一番問題だと言うことか。それで……大丈夫なのか？」

　アインズの保護下にある間に死なれては厄介だ。

「出来れば早急に毒を抜いた方が良いと思われます」

　その言葉を聞き、アインズは考える。

　消費アイテムを使用して目覚めさせるのは少々勿体無い。この世界を知れば知るほど、ユグドラシルのアイテムそのものの入手は困難だと分かってきた。消耗品系のアイテムを、単なる貴族の娘程度に使うのは眉を顰めてしまう。邸宅に戻れば、神官系の魔法を使うことのできる者がいるのだから。

　それに何より、アンデッドであるアインズは睡眠系のバッドステータスとは無縁であった。そのために睡眠回復のアイテムはほんのちょっとしか持っていなかった。

　一言で表せば、今のアインズの心の働きは、貧乏性とよばれるものである。

「ルプスレギナを呼ぶとしよう。……場合によってはナザリックまで戻ってペストーニャに会うとしよう」
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　アルシェ・イーブ・リリッツ・フルト

　彼女が冒険者を、ワーカーをやって来た中で、死と言うのは身近に感じられるものであった。

　自分がモンスターを殺す時、話したことのある同業者が死んだときなどに、だ。

　今回の依頼で死ぬかもしれない。そう思ったことは幾度となくある。

　想定外のモンスターなどと遭遇した時には特にそうだ。

　それでも彼女が冒険をやめなかったのは、これ以上に見入りの良い仕事なんてなかったからだ。

　死の恐怖と戦いながら金を稼ぐ日々。

　精神が磨り減るような思いを抱きながら、それでも戦い続けられたのは、幼い妹たちの未来を案じてだった。

　モンスターの一撃で骨をへし折られ、腕を噛み千切られ、腸を溢しながらも、それでも今まで戦ってきた。そんな彼女でもそれには耐えられなかった。

　彼女はあの光景を覚えている。

　仲間の一人、ロバーデイク。

　非常に気立ての良い神官であり、甘いものが好きな男だった。

　帝都にいる最中は甘いものをよく食べていたのを知っている。冒険に出ている最中は逆に一切食べず、不思議がった彼女が聞いた時、縁を担いでだと寂しげに笑ったのが良く思い出せた。

　彼女が連れ出されたのはそんな彼の前であった。

　いや、それをロバーデイクと呼んで良いのだろうか。

　そこにあったのは肉団子だ。

　ピンクの肉団子。生々しい、目も覚めるような赤色が所々走った生肉の塊。

　その上にロバーデイクの頭が乗っていた。顔はうつろで、意識を感じさせない。それでも──生きていた。

　手も足も何もない肉団子になっても。

　そしてアルシェは見た。見させられた。

　齧るメイドの姿を。

　いやあんなおぞましい化け物をメイドと言うのは失礼だ。単にメイドの格好をした化け物と言うべきだろう。

　そしてアルシェは聞いた。聞かされた。

　ロバーデイクが悲鳴を上げる姿を。苦痛に身──肉団子であったが──を振るわせる姿を。

　肉を噛み千切られ、血を啜られ、そして回復魔法で癒される。何度も何度も繰り返される拷問すら生易しいその光景。

　苦痛に身を捩る仲間の姿。

　彼女は冒険者として死を感じることは何度もあった。しかし、それでもこんな様になってまで生かされ、そして食べられるというのは想定していなかった。

　あれが次の瞬間の自分の姿だと悟った時、泣き、吐き、そして漏らした。

　心がへし折れた。

　もはや再起不能なまでに反抗心は砕かれた。

　おぞましいと思っていた感覚に多少の気持ちよさが混じった時、彼女はそれに縋ることを覚えた。

　そしてそれこそが最も自分が長生きできる手段だと知ったのだ。

　確かに、そんな生はゴメンかもしれない。

　それでもあんな肉団子はゴメンだった。まだ愛玩物として生の方が受け入れられた。

　自らの主人である化け物が自分を玩具だと判断しているのは重々承知していた。だからこそそこが命を繋ぐチャンスなのだ。

　面白い、飽きない玩具であれば破壊されたり捨てられたりはしない。

　媚を売ることを理解したのだ。

　舐めろと言われればなんでも舐めた。性行為の一つとして舐めるという行為があるのは知っていたが、異性経験のない彼女にしても、まさか同性のものを舐めるときが来るなど思ってもいなかった。それでも笑顔で舐めた。

　しろと言われた事はなんでもした。

　自分で慰めることは殆どなかったが、それでも皆無だと言うことではない。ただ、それでも多数の目の前で慰めたことなどなかった。それでも笑顔で慰めた。

　そうして主人が楽しげに笑うたびに、自分は生きてると知った。

　その頃には嫌だったはず全てが、快感へと変わっていた。




　　　　◆




　久しぶりに帰ってきた自分の主人、シャルティアがアルシェの前に服が投げ出す。

　ちゃんとした服であり、普段着用することを許されるような、胸の部分と股間の部分だけがむき出しの服とは違う。

　アルシェは、不思議なものをその顔に浮かべ、四つんばいのまま主人を見上げる。

　彼女は基本的に玄室にいる間は服の着用は許されていない。動物の耳を模ったヘアバンドと、尻尾以外の何も着用はしていない。

　例外的に服を着たのは──

「早く着なんし」

　主人からの言葉に、記憶を呼び覚ましていたアルシェは慌てて服を着る。

　苛立った雰囲気などは一切ないが、山の天気のように変わりやすく、そして雷雲のごとき短気な部分を持つことは今までの生活でよく知っている。

　つまらないことでヴァンパイア・ブライドの何体かが、容易く滅ぼされる姿を幾度となく目にしてきた。

　主人の機嫌を損ねたくない彼女は慌てて服を手にする。

　非常に良い仕立てであり、布もかなり高級なものを使用しているのが分かる。しかし、アルシェに驚きはない。このナザリック大地下墳墓で使用されるものは、アルシェの生きてきた世界にあるどんなものよりも高級品が揃っている。

　外で買えば破格の衣服であろうが、このナザリックに存在する衣服の中ではかなり下のほうである可能性は高い。

（いえ……これは違う？）

　アルシェは主人の勘気を買わない程度に眉を顰める。

　着用してみると、自らの主人の衣服に匹敵するような感じがしたのだ。

（もしかして……）

　これほどの衣服を纏うことを許された理由が何か、薄々とアルシェは悟る。

　尻尾をつけたまま下着を着用するのはちょっとだけ面倒ではあったが、アルシェは服をまとう。

「よろしい。ではついて来なんし」

　そしてくるりと振り返ると、シャルティアは歩き出した。当然、アルシェもその後ろを続く。

　幾度か転移し、彼女達が着いたのはナザリック第九階層である。

　アルシェは驚きの声を飲み込む。

　この豪華さは前に一度だけ見たが、それでも驚嘆を隠し切れなかった。

　学院に通っていた頃、一度帝城の中まで入ったことはあるが、それすら足元に及ばないレベルでの豪華さだ。

　更には転移門を守るモンスターたち。

　底知れない強さを持つ者たちであり、アルシェなどたった一撃で殺せるだけの気配を漂わせている。

「行きんすよ」

　それだけ告げると主人が歩き出し、一斉にモンスターたちが頭を下げてくる。

　これだけ強大なモンスターを使役する主人。背中を見れば小さく、本当に少女のものだ。決して領域外の力を有するなんて思えない。

　しかし──

　ぶるりとアルシェは身を震わせる。

　自らの主人こそ、このナザリックという魔王の居城における最高位者の一人。その力は逃亡した時も思い知ったが、あれすらも本当にお遊びだったというレベル。

　アルシェは笑顔を浮かべる。主人に媚を売る、いつもの表情を。

　廊下をひたすら歩き、幾度か人間以上の背丈を持つ武装した蟲の衛兵とすれ違いながらやがて目的地であろう扉が目に入った。扉の横には二体の昆虫にも似た衛兵が直立不動を維持したまま警戒に当たっている。

　アルシェはそこが誰の部屋か知っている。

　ここでダンスを教えてのはつい最近の出来事だ。

　主人が背筋をピンとはると、扉をノックする。勿論、アルシェも命じられる前から、出来る限り無礼がないように背筋は伸ばしている。

　ここがこの魔王の居城、その支配者の部屋だ。無礼な態度だと思われれば、即座に殺されるだろう。

　中から顔を見せたメイドに自分達が来たことを告げる。

　それから暫く待たされるが、その間一切の話題はない。ただ、黙って時間が過ぎるのを待つだけだ。

　こういうときに立場の違いを思い知らされる。アルシェがどれだけ媚を売ろうが、所詮は愛玩動物であり、決して言葉を交わすほどの対象ではないと。

　やがて扉が開かれる。

　主人が部屋に入り、それに追従する形でアルシェも部屋に入る。笑顔を浮かべながらも、内心では怯えていた。

　相手を不快にさせればそこで自分の運命は決まる。それもこの部屋の主人は化け物たちを統べる魔王。無礼を働けば、ロバーデイクよりも過酷な運命が待っているだろう。

　アルシェは貴族として生きてきた中で得てきた、礼儀作法を必死に行いながら、無礼にならない程度に室内の状況──ひいては情報を──得る。

　ぱっと見た感じ、部屋にいたのは──

　アルシェは固まりかけた表情を笑顔で覆い尽くす。

　そこにいる人物達の正体を、アルシェは教育の一環で聞いている。いや、たまたま一人のヴァンパイアの男が教えてくれたと言う方が正解か。

　彼が自分に抱いているのは共感に近い、奇妙なもののようだと、アルシェは認識していた。

　敵意を抱いている気配も、ナザリックの者達が抱く、アルシェを下に見るような感じがない。なんというか遠い自分を見るような、そんな気配だったのだ。

　アルシェに対して、同じような雰囲気を抱いていたのは、偶々遠くを歩いていたリザードマンの一団ぐらいしかこのナザリックでは見たことがなかった。

　そんな彼は優しげと言っても過言ではない態度で、まるで失敗したことがあるかのように、アルシェに細かく説明をしてくれた。

　決して怒らせてはいけない最高位者たちを。一人で国を容易く滅ぼせる──無知であれば笑い飛ばしてしまうような──力を持つ存在。それは──

　ダークエルフの少女、アウラ。

　蟲の戦士、コキュートス。

　そしてゆっくりとアルシェの後ろに回るような位置取りへと移動した、主人である吸血鬼、シャルティア。

　──その三名だ。

　そんな存在達の暖かいところが皆無な視線を全身に浴び、アルシェの体の芯をゾワリと震わすような恐怖が走り抜けた。しかし、全てが終わった後に与えられるだろう快楽を思い描くことで、それを必死に塗りつぶす。お尻の尻尾がむず痒かったが、そんな態度を示せるわけがない。

「アインズ様、娘ガ来マシタ」

　カチカチと硬質な音と人間以外の存在が無理矢理に声を作ったような音に合せて、イスがキシィと動く。

　今までアルシェに背を向けて座っていた──大きなイスであり、背もたれも大きかったために気がつけなかった──ナザリック大地下墳墓の主人が、イスを回すことで振り返った。

　媚を浮かべようとしたアルシェの顔は凍りつく。

　魔王を思わせる男──ダンスの練習をするということを得てなお、恐怖を忘れることの出来ない男。自分達のパーティーを崩壊させた化け物。

　その男が膝の上に乗せている人形のような可愛らしい双子。

　決してアルシェは忘れることの出来ない。残骸になった心の奥底で埋もれるように輝いている宝物。

　それを目にし──

「あああああああ！」

　雄たけびが上がった。

　アルシェは自分でも信じられないほど、心の底から何かがこみ上げてきたのが理解できた。

　砕けたはずの、もはや完全に奴隷と化した心に、炎が灯されたのだ。

　アルシェはアインズを魔法の目標とするために手を突き出し──

　──喉元に刀が突き当たられ、鞭が構えられ、後ろから伸びたほっそりとした指が頭を鷲づかみにする。

「殺しんすが？」

　平坦な声を発したのは、頭部を握りしめたシャルティアのものだ。彼女の桁外れな腕力を考えれば、アルシェの頭など生卵のように簡単に砕けるであろう。

「愚カ者。私達ガイルノニアインズ様ニ触レルコトガ出来ルハズガナイ」

　カチカチと音を立てながら、喉に刀を突き立てたコキュートスが告げる。恐らくはアルシェが瞬きをするよりも早く、首を切り落とせるだろう。

「そうそう。魔法を使おうとする時間なんかあげないよね」

　無邪気な笑顔を見せるアウラではあるが、鞭を振るうだけで衝撃波でアルシェの体を引き裂けるだろう力を有しているのは伝え聞いている。

　桁が違う存在を三人を前に、何か出来るはずがないことは知っていた。

　そしてその三人がいなくても、死の王に少しでも痛みを与えることが出来ないもの知っていた。そんなことが出来たならば、仲間は誰一人として死ななかっただろうし、自分もここにいない。

　愚かな行為をした、そう確信を持ってアルシェは言える。

　殺されて御の字、下手すればロバーデイクと同じ肉団子。いや今回行ったことを考えればそれ以下は十分にありえる答えだ。

　それでもアルシェは胸を張って言える。

　自分の先に待つ未来がどれほど無残なものだと知っていても、再び同じ状況下に遭遇すれば、行うことは変わりないだろう。

　アルシェは目に力を宿し、アインズを睨む。

　それを目に出来る怪物たちが不快げに動いたのも視界の隅で捕らえている。それでも決して止めようとはしない。

　自分の最後の矜持だ。もはや亀裂が入った、いまにも壊れそうなものではあったが。

「よい。シャルティア、アウラ、コキュートス。アルシェを解放しろ」

「はっ！」

　一斉に声が響き、アルシェの周りから武器が離れる。頭を掴んでいた手が最後まであったが、それもまた離れた。

　死を覚悟していたとはいえ、生が目の前にぶら下がれば、覚悟という物は薄れる。

　アルシェはガクガクと痙攣する足に力を入れる。それから目じりに浮かんだ涙を拭い、前方で大切な妹達の顔を眺めるアインズを睨む。

　膨大な魔力が押し寄せ、吐き気を催してしまうが、それでも必死に耐える。

「なるほど……お前の知人であることは間違いがないようだな」

　アルシェは迷う。正直に言って良いか。ただ、あんな反応を示した以上、隠してももはやメリットはない。

「……妹」

「ふむ……なるほど……さて、どうするか」

　何故、この死の王は妹達を人質に取っているのか。

　常識で考えれば理解できない。アルシェに言うことを聞かせるなんて容易くできることだ。わざわざ妹達をここまで連れてくる理由が思い描けない。

　ただ、アインズの告げた言葉に含まれた微妙なニュアンスで、妹達をここに連れてきたのは偶々だと知り、自分の軽薄さに苛立ちを覚える。

　やはりあそこは知らない振りをするべきだった。

　瞳に涙が滲む。

　アルシェの心の底からこみ上げてくる恐怖は想像を絶した。

　愛玩物でも生きられるならまだ良い。もしロバーデイクと同じような肉団子にされたら、どうすれば良いのか。どうやって殺してやれば良いのか。

　来るかもしれない最悪の光景にアルシェが覚える中、平坦な声が響く。

「そういえば……お前に与える褒美のことがあったな。シャルティアを私が共にしていた所為で、あのときの願いはまだ叶えていない筈だな？ ならばあの時と意見は変わったか、聞かせてもらおう」

　空気が動いた気分をアルシェは抱いた。

　目の前の化け物の意図が一瞬だけ把握できなかった。

　そして言っている内容が頭の中に染みこんでない、アルシェの口は言葉を紡ぐことができなかった。

　次に問われた意味を理解し、それでも口を開くことが出来なかった。物語でよくある、願い事を歪めて叶える悪魔を思い出したのだ。

　言った後で「聞いただけだ」などと嘲笑されたら、アルシェの心は完全に砕け散るだろう。それがあまりにも恐ろしくて。

　ただ、そんなアルシェに焦れたように、アインズは繰り返し問いかける。

「ほら。言ってみろ。……私は意外と律儀な男だ。願い事は無理ではない範囲で叶えてやろう。ただ、お前を現状外に出すのは難しいな。それはお前から受けた利益の範疇を超えているからな」

　アルシェはその言葉に賭けるしかないことに気がつく。もしこれ以上黙ったままでいた場合、周囲の者たちが不快に思う確立は非常に高い。特に自分の主人はそういった反応を示すだろう。

　だからこそ、まさに神に祈る気持ちでアルシェは口を開く。

「なら妹達を無事に帰して！」

「……本当にそんな願いでいいのか？」

　問い返してきた言葉に、アルシェは「構わないと」即座に答えようとして、何も言えなかった。

　ここまで脳を酷使したことはないというだけ、必死に思考をめぐらせる。確かにこの化け物は約束は守ってきた。自分が生きているのもロバーデイクの願いのお陰だ。確かに結果は悪かったが、それでも最悪ではなかった。

　ならば多分ではあるが、それがあまりに不快な願い出なければ、叶えてくれるだろう。

　ここでの願いは非常に重要だ。どうすれば妹達、そして自分も幸せになれ──その瞬間、アルシェの目の前に光が宿った気がした。

「私達、三人を……」

　間違ってないか、幾度も問いかける。本当にチャンスは一度きりなのだろうから。

「私たちが考える幸せを維持したまま……ここで暮らさせて欲しい。魔法などによる幻術などではなく」

「……本当にそんな願いでいいのか？」

　先ほどと同じ問いかけに、アルシェは怯えながらも頭を縦に振る。

「……幸せというのは抽象的過ぎて難しい願いだな。まだ若返らせて欲しいとか、不老不死を欲しいとかの願いの方が分かりやすい」

　アインズの視線がアルシェをそれて天井に向かう。アルシェは何も言わない。自分はボールを投げた立場であり、投げる立場ではないのだから。

「アウラ。確か、お前の階層にログハウスを作るように言ったことがあったな」

「はい！ 建ててあります」

「あそこにこの娘達を連れて行け。食事やその他諸々は与えてやれ。当然だが、安全は保証しろ。玩具を貰い受ける形になるが、構わないか、シャルティア？」

「勿論でありんすぇ。わたしの持ってありんす皆は、アインズ様のものでもありんすによりて」

「アルシェ・イーブ・リリッツ・フルト。飢えず、寝る場所があり、安全である。それは十分に幸せだろ？」

　アルシェは呆ける。

　突然、自分の目の前に振ってきたものが信じられなくて。いまの彼女の心境を表すなら、星に願ったら金貨が振ってきたようなものであった。

　ただ、不死の王が自分の返事を待っていると知り、喉を振るわせる。

「……はい。幸せだと思います」

　口にしながら、何か裏がないかと疑ってしまうのは仕方がないことだろう。だが、そんなアルシェにもはや興味を失ったようにアインズは視線を動かす。

「そうか。ならばそうしよう。さて、ではアウラ、六階層まで案内してやれ。それと心配せずとも、この二人は魔法で眠らせているだけだ。時間が来れば目も覚めよう。……最後になるがアルシェよ。私のために働けば、それなりの褒美は約束しよう。姉妹揃って解放してやっても構わないと知るが良い」

　アルシェは深々と頭を下げる。未だ自分に突然与えられた状況に不安と懐疑の念を抱いてはいたが、それでも手渡された妹の温もりは真実であった。




　　　　◆




　アウラとアルシェ。そして眠ったままの二人の妹たち。それに続いてコキュートスが部屋の外に出ていき、今この場所に残るのはアインズとシャルティアだけになっていた。

　幾たびか伺うような視線を横から感じていたアインズに、ようやくシャルティアが問いかける。

「それで……よろしかったんでありんすかぇ？」

　なんとも答えに困る問いかけだ。意図を読みとろうとアインズは思考を巡らせ、面倒くさくなって問い返す。

「……ん？ なんだ？ 手放したことを勿体ないと思っているのか？」

「いえ、そのような事はございんせん。 先も告げんしたように、わたしの皆はアインズ様の物でありんすぇ。ただ、アインズ様に唾を吐いた人間をお許しになられてよろしいのでありんしょうかぇ？」

「……願いを叶えると言ったのも事実だし、それにフールーダがいるとは言え、あれの能力……それにあの娘が得てきたであろう知識は役に立つ。舞踏会の時十分に分かったではないか。そういうことだ」

　アインズはイスの背にもたれかかり、冷たい視線をシャルティアに向けた。その口元には冷ややかで邪悪な笑みがあった。

　妹たちから聞いた話では、アルシェは帝国の元貴族しかも魔法学院の出である。ならば、今後も重宝出来るだろう。特にいま人間を主とした官僚組織を作らなければならないと考えている状況下であれば。

「あの妹たちは意外に良い拾いものだった。あれほど……そう、私に戦いを挑む覚悟を抱くほど、妹達を愛しているんだ。ならば良い人質になるだろう」

「まさに仰るとおりかと思われんす。流石はアインズ様」

　シャルティアの称賛に平然とした素振りを見せながら、アインズは眉を潜める。

「……こんなところが邪神と思われるのか？ まぁ、良い。取り敢えずはエ・ランテル近郊をもらった際の組織の構築は至急の課題だ。出来れば私に忠誠を尽くしてくれる者を見繕わなくては」

「アインズ様のご威光に触れれば、みな の者は頭を下げ、忠義の念を持つでありんしょう」

「……だと、いいがな」

　そんな簡単であればいいけどな、と心の中でぼやきながら、アインズは指を組み、視線を天井に向ける。不可視化を行っているエイトエッジ・アサシンたちが張り付いている姿は、この際は取り敢えず無視しておく。

「アンデッドを前面に押し出すと神殿などがうるさい……。それに領民が不安がるだろうから、人間の組織を作った方が良いよ……か」

　ジルクニフに言われていることを思い出す。

　本当はアンデッドを主とした潤沢な開発計画を考えていた。単純にアンデッドでやればたくさん畑を作れそうだよね、などという単純な考えからだ。そしてたくさん作れれば、色々と領民の負担も軽くなるだろう、とアインズにしては友好的な気持ちからだ。

　もちろん、この世界の金貨でナザリックの強化が行えるのだから、ありとあらゆるところまで慈悲をかけるつもりはない。ただし、アインズも豚は太らせた方がたっぷり食べられる程度の知識はある。

　エ・ランテルが慈悲深い領主によって支配されているとしれば、静かに大きくなっていくだろうから。

「しかし……あれはどういう意味だったのか」

　アインズは隣に立つ、シャルティアにも聞こえないような小さな声で独り言をこぼす。

　アンデッドを働かせて領土を富ませるというプランを最初に持ち出した際、「プランテーションを作ることによって、安価な食糧を生産。圧倒的な武力を背景に、経済侵略を企むということですね」などと意味の分からないことを言っていたが……。

「食い物で侵略出来るはずがないだろう……だが、デミウルゴスが言うぐらいなのだから……。何か手段があるのか？ 押し売り？ 大体、侵略など今現在は考えてないんだがな」

　デミウルゴスに「そういうことですね？」と問われたとき、いつものように「デミウルゴスは私の全ての狙いを読んでいる」と答えてしまった。それが──

「その内痛い目を見そうな気がする……。まぁ良い。シャルティア」

「はっ！」

「私はしばらくしたらあの娘とあって色々と情報を得ようと考えている。お前はどうする？」

「では、わたしもそれに同行させていただこうか、と。ただ、どのような情報を得られるおつもりでありんしょうかぇ？ 一通りの事はあの娘から聞いたことがございんすが？」

「ああ、実は……」

　アインズは苦笑いを浮かべ、答える。

「学院生活に関してだな」

これで終わり。次から学院ラブコメおーばーろーど始まるよー。

アインズの出番？　純愛エロゲーにおける男友達ぐらいあるよ！







学院−１

４０ｋぐらい。二つに分けた方が良かったかな？









　帝国魔法学院。

　魔法という言葉が付くように、魔法を学ぶ専門的な機関である。




　……と勘違いする者は多い。しかしながら実際のところは違う。

　確かに魔法を教える部分もあるが、所属する生徒の大半は魔法を使う能力の無い者たちである。この学院を現代社会にある機関で例えるのであれば、高等専門学校と高等学校の中間的なものだと表現するのが妥当だろうか。

　大陸に代表される一般的な国家であれば、学問を学ぶための手段として家庭教師を雇うのが、貴族など金銭力を持つ者たちの基本である。優秀な家庭教師ほど高額の依頼料を取る。

　対して教育に回す余裕のあまり無い平民たちは、知識を持つ者が開く私塾に通わせることで、ある程度の知識をわが子に習得させる。もっともその費用すら払えず、子供に教育を施せない平民もいるのが普通だ。村においての教育はもっと別の──その村独自のものになるのが基本なので例外としておく。

　そんな教育手段では一つ致命的な問題がある。

　優秀な子どもが教育を受けずに、地に伏せたままで終わるということだ。そんな不利益を解消するために、帝国前々皇帝が世界最高とも言える伝説級の大魔法使い、フールーダ・パラダインに協力を仰いで作り上げたのが、帝国における最大の教育機関──帝国魔法学院である。

　優秀であると評価されたのであれば無償、場合によっては報酬金まで出る学校である。

　では、なぜ、魔法という名前が付くのか。帝国学院でない理由は何か。

　一五〇年近く、帝国主席魔法使いの地位にいたフールーダが建立に大きくかかわったという点もあるが、それ以上に魔法というのがこの世界──人間社会における大きな役割を果たしているからである。

　ここで様々な知識を習得した学生たちが多種多様な道を進むこととなる。一般的には専門的知識を学ぶために大学院に進学する者、そのまま就職する者──非常に優秀な者は帝国魔法省──などに分類される。

　今後、仮に建築学を学ぶ者が、帝国魔法学院で無理矢理に魔法を学んで──使用できない教育を施されることに──何の意味があると思う者は多いはずだ。

　しかし、だ。

　建築学の一つとして、巨大な石を縁石にする場合、軽量化の魔法があるという知識を得ているのと、得ていないのでは大きな差が出るのは想像がつくだろう。さらには何キロの石にはこの人数での軽量化の魔法が必要であるという知識だって、入り用になる可能性は高い。

　そのために魔法知識は必須の項目として、学院の教育システムに組み込まれていた。

　だからこそ敬意を示すという意味でも「魔法」という名前が付いていた。




　　　　◆




　リーンゴーンと鈴の音色が鳴り響く。

　鳴っている先は教壇後ろの壁。天井付近に付けられた小さな箱だ。耳を澄ませば教室の外からも同じ鈴の音色が響いてくる。

「鳴ったな。このクラスでも問題なしということか。では、これで本日の指導を終わりにする」

　教壇に立っていた教師が持っていた本を閉じながら宣言する。それに合わせ、本日の教室担当者の合図に従って、教室内の全生徒が教師に対して感謝の礼を告げた。

　教師が教室の外に出ることで、授業が全て終わったという事実が生徒たちの中に生まれる。徐々に始まったざわめきは大きなものとなる。授業が終わった解放感。これから何をするという楽しみ。そういったものに彩られた空気が教室内に満ち満ちた。

　ただし、そんな明るい空気に水を差すような男がいた。

　顔立ち自体は凛々しいのだが、暗い雰囲気を宿し、どんよりとした瞳をしている。目の下にはクマがあり、それが病んだような雰囲気を放っている。

　着ている服は周りの者たちと変わるところない。その片方の目を眼帯が覆っていることを除けば。

　少年──一六歳ほどであり、この年で結婚する者もいるが──は教室内を力なく見渡す。授業が終わった解放感から弛み、あちらこちらで雑談に夢中になっている集団を。

　中でも少年が最も興味を見出したのは、教壇横で上を見上げている生徒三人だ。

「……しかしどんな魔法的理論や魔法によってこの小さい箱から音を流しているんだろうな。鈴がこの箱の中にもあるのか？」

「開けてみればその辺りの謎も解けるんだろうけどな……」

「言うまでもなくやめておけよ？ あそこの印を見ろよ」

　一人の生徒が指示した場所へと、少年の目も動く。そしてその箱下部に刻み込まれた、特別な紋様が確認する。印はよく見慣れたものであり、この学院内で知らない者はいない。帝国魔法省──帝国内で唯一、新規の魔法や魔法のアイテムの開発。および魔法を使用した新技術の開発などを行っている機関──でよく使われるものなのだから。

　知られている理由の一つは、帝国魔法省に務めるというのは、帝国の魔法使いが最も憧れる職業コースだ。だからこそ応援している野球選手のサインが見分けられるように、紋様を見分けることも出来る。

（冒険者の道から、より上を目指す人もいないわけでもないけどな）

　少年は憧れていた女性を思い出す。天才という言葉がふさわしく、少年にこの道を教えてくれた人物を。

　彼がノスタルジーに浸っている間も、生徒三人の話は続いていた。

「シールだろ？ あれ見るたびに震えるぜ」

「ああ、下手に触ったりすると印が刻まれるぞ」

　そしてもう一つの理由。

　それはシールと呼ばれるものを知らなければ危険であるためだ。

　シールとは封印であり、警報装置であり、犯人逮捕を円滑にするための防犯装置だ。

　魔法学院では帝国魔法省で新規に開発された技術の一部を実験的に使用するために持ち込まれる場合があった。最新技術であるために当然のことながら、防犯対策も施されることとなる。

　これはこの箱だけではない。学院内に幾多もある。

　そしてそれらには一様にシールが施されていたのだ。

　下手に弄れば特殊な魔法を発動し、周囲の存在に特別な印を魔法的に痛みなく刻み込んだ。これは盗人の印と影で呼ばれる物だ。これを押された生徒は帝国魔法学院を退学、場合のよっては帝国スパイ法案違反の罪で重罪となる可能性があった。

　したがってそれらはある意味、カチカチと音を鳴らしている爆弾に近いものだ。知らずに開封しようとすれば、人生を終わらしかねないのだから。

　だが、生徒たちの中に噂がある。

　シールをうまく解除したり、退学されるまでの短い時間の間にその中身を真似るようなことができれば、即座に魔法省に取り立てられると。それも一気に高い地位で。

　もちろん、噂にしかすぎない。学生の身分で、帝国における最大な魔法研究開発機関に所属する者たちに勝れるはずがないのだから。それでも根強く存在する噂でもあった。

（もしかすると、本当にあってほしいという願いなのかもしれない、な）

　一応は魔法を学ぶ身だ。自分たちが絶対に乗り越えることのできない壁なんかあってほしくないと若さが願うのだろう。もう少し年を取り、守るものなどができてくれば決してできない若さが。

　それと現皇帝が能力を重視するという方針を持っているという噂からだろうか。

（どっちにしろ……皇帝……鮮血帝か）

　彼個人としては非常に複雑な感情を抱いてしまう。どちらかといえばマイナス寄りの感情を。実際、少年が苦労しているのも、皇帝の所為とも言えなくもないのだから。

（愚痴を零しても仕方がないか……そろそろ行かないと不味いしな。しかし、遅いな……また何かあったのか？）

　見れば教室に残る生徒の数も少なく、教壇の横手に集まっていた生徒たちもいつの間にかいなくなっていた。

　少年は「どっこいしょ」などという若さに足りない声を上げると、席から立ち上がる。

　少しばかり心にさざ波のようなものが生じているのは、何時もであれば顔を見せるはずの幼馴染が姿を見せないことだろう。もう少し幼かった頃はわずらわしいなどと考えたりもしていたのだが、今では可愛い妹を持つ兄の心境まで行き着いていた。

「探すか？」

　内心の葛藤をぽつりと言葉を零す。

　時間がないために、彼女を探していると下手したら遅れてしまうかもしれない。それはできれば避けたい。しかし、ちょっと前に起こった一つの事件が迷わせる。

（あのときは変わったおっさんのおかげで助かったが……だが、学院内でちょっかいを出してくるか？）

　ありえないという思いと、ありえるという思い。二つの思いが拮抗し、やがて不安感からありえるという思いに傾く。約束の時間ギリギリまで発見できれば、などと彼が考えていると──

「ごめんなさい！」

　声と共に駆け込んでくる人影が一つ。それは一人の少女のものであり、それを目にして彼は張りつめていた心が緩んでいくのを感じた。

「別に待ってないから」

　少年はそう答え、室内に誰もいない現状を思い出すと、少しだけ恥ずかしさから耳を赤くする。しかし、彼女はどうやらそれには気が付かなかったようで、ハヒハヒと息を整えていた。

「ハヒ……そ、掃除でちょっと遅れちゃった。怒ってる、ジエット？」

　いや、怒ってないから、と声を返し、少年──ジエットは納得する。

　学院において教室内の掃除は生徒たちが行うこととなっている。掃除といってもごみを捨てたり、箒で掃いたりなどの簡単な作業で、より綺麗にする行為は長期休暇中に業者が入ることとなっている。

　そんな簡単な掃除当番が回ってきたというのだろう。

　そこまで考え、ジエットはあることを思い出し、疑問を抱いた。

「それより……ネメル。お前の掃除当番はまだ先じゃなかったか？」

　そうだ。彼の記憶ではそうなっている。それに対する反応は苦笑いであった。

「うん、そうなんだけどね。都合の悪い人がいて、変わってあげたの」

　なるほどとジエットは納得する。そういう都合であるならば、彼が知らないのも無理はない。

「だから今度の私の番は飛ばしだよー」

「了解。でもその日は俺が当番だけどな」

「……は！ そうだったね……じゃぁ結局一緒に早く帰れないかーってもう時間だよね！」

「まぁな。そろそろギリギリの時間だな。帰るぞ？」

「はーい」

　にこやかな笑顔を向けてきた少女──ネメルに、ジエットは苦笑いを浮かべると教室を出て、歩き出す。

　荷物などは手にはしない。確かに人によっては家で予習復習をするために色々なものを持ち帰る者もいる。しかしジエットはそうしない。別に授業中に全てを覚えることができる──などというわけではない。

　単純に財力の所為である。

　魔法学院の授業には紙で作られた教科書を使用する。この教科書が非常に高額なものなのだ。ジエットのように単なる平民出身の生徒で、教科書を購入できるものは皆無に等しい。そのために学院側は授業ごとに教科書を貸し出しし、図書館で予習復習が行えるような準備を取っていた。

　実際、ジエットと同じクラスでも、教室を出た生徒の半数近くが今頃、図書館で予習復習を行っているだろう。

　本来であればジエットも図書館に行って予習復習を行うべきだ。魔法学院を卒業し、大学院を目指すならば入学試験に合格する必要があるのだから。

　しかしながら時間がないためにそこまでの余裕がなかった。

（それに……俺は就職しないといけないからな……）

　大学院に行けばジエットのような貧しい者には無償奨学金が提供される。無償といっても返さなくてよいだけで、将来的には帝国の行政機関のどこかで働くことが前提になるが。

　しかしそれでは生活できないのだ。

（お嬢様が冒険者になった理由もわかるような気がするな……）

　能力さえ優秀であれば高額を得られる冒険者。今のジエットには魅力的な職業だった。とはいっても、それはあくまでも光り輝く面であって、暗い面に目を向ければ、生きて帰ってこれないという可能性もある非常に危険な職業だということ。

「はぁ……」

「ジエット暗いね。目の下に眉も酷いし……ちゃんと食べている？ 無理は仕方ないにしても倒れないようにしないといけないよ？」

「ああ、勿論だよ。今は倒れることもできないからな」

　そうだ。そんな余裕はない。倒れて神官に見てもらうことも、仕事ができなくなることもまずい。

「うーん……お金少しぐらいなら貸そうか？」

「ん？ まぁ本当にどうしようもなくなったらお願いするけど……そんな余裕あるのか？」

　ネメルがにっこりと笑った。

「凄いんだよ。お姉ちゃんが大貴族様の方のところにメイドとして雇われたからね！」

「へぇええ！ パナシスさんだろ？ それは本当に凄いじゃないか」

　ジエットは素直に賞賛の声を上げた。

　実際、大貴族に雇われるというのは、現代における一部上場企業に雇われたようなものだ。

「ごろごろっとしたジャガイモも食べ放題～♪」

　奇怪の音程で歌うように言葉を紡ぐネメル。いや、実際、彼女の心の中で美声な歌声を響かせているのだろう。決してジエットはその音程変ではないか、などとは言わない。すでに諦めた道なのだから。

　それにまぁ、悪くもない。

　洗脳されたかなどと思いながら、ふと浮かんだ質問を口にする。

「それでなんていう大貴族に雇われたんだい？」

　大貴族といえどもピンきりだ。良い噂を聞くものから、逆に悪い噂しかないものまでいる。ブラック企業とホワイト企業があるように。

「それはね～♪」

「何をそんなに機嫌よくしているのかね？」

　作ったような男の声が聞こえ、ジエットは瞬時に浮かんだ表情を隠す。ただし、その一瞬の動きすら見抜いたようで、声をかけてきた男は微笑んだ。ただしその微笑みはひどく冷酷なものであり、こちらにわかるようにわざとらしく浮かべた嘲笑があった。もし本気で隠すならば、ばれないようにすることも出来ただろうから。

（クソッタレの登場か）

　ジエットはさりげなく半歩だけ前に出る。ネメルが自分の後ろに隠れやすいように。それに気が付いているだろうが、男は相手にもせずにネメルへと礼儀正しい挨拶をする。

「こんにちわ、ネメルさん」

「あ、こ、こんにちわ」

「ふふ、どうされたんですか？ そんなに縮こまっていて。何かあったんですか？」

　整った顔立ちの男であり、あちらこちらに品というものがあった。

　目を細めた彼から、うかがい知れない悪意のようなものを感じたのはジエットだけではなく、隣に立つネメルも感じたらしい雰囲気を放っていた。いや、末端とはいえ貴族である彼女の方がジエットよりも鋭敏かもしれない。

　ランゴバルト・エック・ワライア・ロベルバド。

　それが男の名前であり、ジエットと同じ魔法学科に所属する生徒だ。

　問題は彼の家がそれなりに力のある貴族であるということだ。

　帝国魔法学院にその者が優秀であれば無償での入学を認める。その際は厳しい試験に突破する必要があった。その一方で普通に金銭を支払うことで、ある程度は簡単な試験を受けられ、それの結果でも入学を許可された。

　そのために帝国魔法学院には貴族の者も多い。

　帝国魔法学院という場所で教育を学ぶということは、自分たちの家にあった教育ということができずに、貴族家からすると迷惑な部分がある。場合によって洗脳教育を施される場合だってあるためだ。そんな自分の家よりも皇帝に絶対の忠誠を尽くすように、指導されるかもしれない場所に入学を許可するのには当然訳がある。

　コネクションを作成する場所という面で考えれば、非常に有益な場所ともいえるためだ。

　人はどうしても共通の話題がある方が仲良くなれる可能性がある。例えば同郷。同じ趣味。家族構成を持っているなどだ。そして同じ学校を卒業したというのは大きなアドバンテージになる。

　だからこそ帝国魔法学院には多くの貴族たちが在籍していた。ただし貴族出身で魔法学科に所属する者は少ない。それは魔法学科は魔法が使用できる者にしか入学を認められない学部であるためだ。

　魔法の使用できるできないは生まれ持った部分が大きいため──神官系統などは別だ──所属する貴族の数は少ない。そのためか、ある意味選ばれたエリート的な部分を影で見せる者がいる。

　彼もその内の一人だ。

　家柄も考えれば将来は羨望されるような地位に昇れる片鱗を示していた。

　ただしだからといって、好きになれるかどうかは別問題だ。

　同じ学科に所属し、貴族の末席に連なるネメルに対して、好意を抱くというのであればまだ良い。しかし彼はそれなりの貴族家の跡取りで、それに対してネメルは木端貴族の娘。地位があまりにも釣り合っていない。貴族家の婚姻を含む男女関係はある程度同レベルのところで行われるのが基本だ。

　それでももし彼が、純粋な気持ちでネメルを愛しているというのであればここまで敵意を強く出したりはしないだろう。しかし、実際は違う。遊び半分の気持ちであり、ジエットと仲が良いからというくだらない理由のためだ。

　それを目の前に言われた時に、たとえ冗談でも決して許したりはしないとジエットは心に強く決心した。

　実際、それからいろいろと情報を集めたりもしたが、録でもない男だという評価はこれっぽちも翻っていない。

「い、いえ、なんでもないです。はい……」

　ペコペコと頭を下げるネメルの姿にジエットは腸が煮えくり返るような気分を抱く。

　貴族家としてかなり格下なネメルの家では、たとえ学友といえども目の前の男が不快に思うような行動はとれない。だからこそ頭を低くした対処しか取れないのだ。

（平民ごときに貴族様が力を使われるんですか、っていう技が使えないからな）

　ジエットはそれを使うことで幾度か切り抜けたが、ネメルでは難しい。それが地位によって救われる分、地位によって迷惑をこうむる部分だ。

「そんなに頭を下げないでください。それよりもお話があるんですか、ちょっとよろしいですか？」

「あ、すいません。彼女は急な用事があるんですよ。ですから帰らないと不味いんですね」

　ジエットが割り込む。

　彼女が断れば角が立ち、家の問題に発展する可能性もある。相手がそういった問題にしようとした場合だが。しかし平民である彼であれば傷つくような家柄は持たない。問題は就職の際に不利益を被るかもしれないと言うことだが、騎士団所属の──つまりは軍人になれば、貴族の力も届かないだろう。

　流石にどれほどの貴族家だとしても、皇帝直轄の騎士に圧力をかけるほどの馬鹿はいないのだから。

「君には話していないんだがね？」

「ネメルが急いで帰らなくてはならない理由を教えただけなんですけど？ 感謝してもらうのはあっても、つんけんされる覚えはないんですが？」

「……ああ言えばこう言うとはまさに君みたいな奴なんだろうね」

　先ほどまでオブラートに包んでいた侮蔑を、もはや隠すことなく、その面にランゴバルトは現す。整った顔立ちであるために、その冷たい表情は一変したような感じさえあった。しかしジエットに怯えはない。

「親にも言われてます。口から先にこの子は生まれてきたってね」

「……ちっ」

「それじゃ、失礼しますね。ほら、早く帰らないと不味いんだろ？」

「う、うん」

　ジエットはネメルの手を握ると急いで通り過ぎようとした瞬間、ランゴバルトの顔に勝ち誇ったものが浮かぶのを発見する。嫌なものを感じ、声が聞こえる距離から全力で離脱すべきかと判断するが、ランゴバルトの方が早く叫ぶ。

「待ちたまえ」

　待てと言われて待つ奴が何処にいる。

　ジエットは心の中で罵声と共に吐き捨てながらも、足を止める。

「どうかしましたか？ 大声出したりして」

「いや、君たちに言っておくことを忘れてしまっていてね。学院の昇年試験の件なのだが……ほら、君たちが組む話をしていた生徒達が別のメンバーと組んだらしくてね。一応、知り合いのボクがそれを言いに来たんだ」

　最初から言えよ。

　ジエットは口の中でその言葉をかみ殺す。続いて──

　てめぇが圧力かけたんだろう、この糞やろう、と。

　ランゴバルトの性格は兎も角、権力や魔法の力はこの学院の生徒の中では群を抜いている。既に第一位階を使いこなし、第二位階も使えるのは間近というだけの能力だ。

　それはまだ第一位階がやっとのジエットや無位階のネメルよりも遙かに上だ。だからこそ、この学院の第二年次においては幅を利かせ、己の目的のために人を動かせることも出来る。

「そうなんですか。僕たちも実は別の人と組むことになっていたんですよ」

「そうなのかい？ それは知らなかったな。そうであれば別に言いに来る必要も無かったね」

　ジエットが睨み、ランゴバルトが冷笑を浮かべる。それはどちらが勝っているかを共に理解しているからの態度だ。

　言葉でどんな強がりを言おうとも、ジエットが追いつめられているのは事実だ。後ろでネメルがおろおろしているのは気が付いていたが、どんな罵声を飛ばそうかと思考を巡らせていると、突然声が掛かった。

「何をそんなに睨み合っているのかしら？」

　女性の声であり、初めてランゴバルトの顔が固まる。

　全員で声のした方を向き、記憶通りの人物がいることを確認する。

　動揺したのは刹那のことだ。即座にランゴバルトの顔には好意に溢れる笑顔が浮かんだ。その対応の良さは、敵意を抱いているジエットですら感心してしまう。

　これが貴族という奴なんだろうな、と。

　ランゴバルトからは──作った──笑顔を、ジエット達から満面の──心の底からの──笑顔を向けられた女性は艶やかに笑う。

　帝国魔法学院には生徒たちによって構成される生徒会というものがある。とは言っても帝国行政機関傘下の機関であるということもあり、さほど権力的には強くない組織だ。しかしながらそこに所属する者達は選りすぐりの力を持つ者達ばかりである。

　貴族としての権力を持つ者、知力に長け者、多くの者達から人望を集める者など、だ。逆に言えば貴族達が在籍する魔法学院に置いて、それらの上に立つにはそれだけ評価を受ける者が必要と言うことでもあるのだが。

　ではそんな中で、生徒会長と呼ばれる眼前の女性はどうなのか。

　彼女──フリアーネ・ワエリア・ラン・グシモンドは魔法学科に所属し、学院でも三指に入る力を持つ女性である。呼ばれる二つ名は「秀才」である。本当は天才とも呼ばれていたのだが、「真に天才と呼ばれるに相応しい女性を知っている以上、私の能力は才能ではなく努力し、その努力が報われる程度の才能を持っているにしか過ぎない」と言ったがためだ。

「ほらほら。二人が睨み合っている理由を、この会長に言ってみなさい」

　公爵家の令嬢でもある彼女にはランゴバルトの権力なども届かないためどころか、下手な対応を取れば彼の方が不利に追いつめられる。この学院の中で、彼を叩き潰すことの出来る唯一ともいえる生徒は、好青年然としたランゴバルトに再び問いかける。

　そんな彼が口を開くよりも早く、ジエットが叫ぶ。

「生徒会長！ ランゴバルト君に虐められたんです！」

「な！」

「あらあら」

　ランゴバルトはそんなことを言うかという驚きの表情を浮かべる。貴族からすると恥ずかしい態度だろう。もしかすると男としても。後ろに立つネメルからも、がっかりされているかもしれない。

　それでも最優先すべきは幼馴染みがこの男の毒牙に掛からないように守ること。そして敵意を自分に集めることだ。

　ならば何処にも恥ずかしいなどと思う部分はない。例え、虎の威を借りる狐だとしても。

（大体、分かってることじゃないか。お前が俺に敵対心を抱いているのは、後ろの影に対してなんだろ？ だったらそういう人間だと思っておけよ）

　ジエットは鼻でランゴバルトを笑う。

　平民に笑われるという完璧な挑発を受け、ランゴバルトの目尻が痙攣している。恐らくは被った仮面が剥がれ落ちそうなほど内心で煮えくり返っているのだろう。

「そうなんだ。じゃぁ、ちょっと聞かないと不味いわね。ほら、そっちの二人は今度話を聞くから先に帰りなさい」

「はい！ よろしくお願いします、生徒会長」

　去りざまにウインクをしてくれるフリアーネに心の中で感謝を送りながら足早にその場を離れる。

「大丈夫かな？ フリ姉さん」

　学院の門付近で速度を落とすと、ネメルが不安を吐露する。

「まぁ、大丈夫だとは思うけどな……」

　ありとあらゆる部分でランゴバルトの上に立つ先輩だ。問題は何もないはずだ。自分が何が出来るかを知っている分、相手が何を出来るかを知るために力押しなどの手段には決して出るはずがない。

　何よりも今は時期が悪い。現皇帝によって幾多の貴族達が凋落している中で、自分よりも上位の家の人間に対して、醜聞になるような騒ぎを起こすわけがないだろう。

（ありがとうございます）

　ジエットは感謝の念を送る。フリアーネがジエットたちに好意的なのは理由がある。全て後ろの影──彼女の加護のお陰で、今の自分がいると言っても過言ではない。しかし、その加護も薄れつつあった。

　ジエットは顔が歪みそうになるのを精神の力で押し止める。

　問題は──

（それより一番やばいのはお前なんだよ……）

　出来る限りは守ってやりたいが、それでも手が届かない部分がある。それはジエットがあくまでも力のない平民でしかないという部分。もし仮に向こうが貴族としての手段に出始めたら、ジエットでは助けることが出来ない。

　今のランゴバルトは鼠を弄んでいる虎だ。本気を出せば対処できないと知りつつも、からかい半分で弄んでいる。

　だからこそ本気で怒らせてはいけない。無様な姿を見せ、貴族として本気で相手をしてやるには不快だという──貴族としてのプライドを突っつかなくてはならない。

（フリアーネ先輩がいる内は問題ないだろうけど……卒業されたら……）

　自分が騎士団に所属し、牽制するばなんとかなるかもしれない。しかし、それまで持つだろうか。

　怖気が走る。

　妹のような幼馴染みが、ゲスに好き勝手に弄ばれる姿に。

「それとさ……あの人がいっていたけど昇年試験なんだけど……」

「大丈夫だ。俺に全て任せておけ。お前はのんびりいつもみたいに過ごしていれば良いんだ。自分が犠牲になればとか言う考えは捨てろよ？ 物語に出てくるような聖女様プレイはいらないから。……お前は何も考えず……まぁ笑ってるのが似合う」

「う、うん！」

　ぱっと明るくなったネメルを横目で伺い、心の中に滲み上がる不安を押し殺す。

　ランゴバルトは貴族だ。権力闘争という面で優れた能力を持つ。恐らくは周囲を完全に潰した上での発言だっただろう。

　帝国騎士団たちが守りを固める横を通り、門から帝都に出ながらも、笑顔を浮かべながらもジエットの心は決して晴れなかった。




　　　　◆




　幼馴染みを家に届け、自分の家で着替えるとジエットが最初に向かったのは商会だ。それも香辛料などを扱っている店だ。

　ジエットはそこで魔力が続く限り、塩や香辛料などを生み出す魔法を使い続ける。

　これが彼のアルバイトだ。ジエットのような程度の低い魔法使いでは生み出せる香辛料などの量は少ないが、それでも高位の魔法使いがこんな仕事をするはずがない。そのためにこの手の仕事は非常に需要があった。

　需要があると言うことは当然給金も良いと言うことだ。もちろん、良いとは言っても肉体労働よりも若干色が付く程度。ただし、時間給で直すと非常に良い。魔力が枯渇すれば仕事にならないためだ。

　第一位位階魔法一回、もしくは二回分を残して、全魔力でもって生み出した香辛料が測りにかけられ、それにあった金額が皮袋に入れられ、渡される。

　意地汚いとは思うが、小さな皮袋の詰まった硬貨の感触にジエットはにたりと笑う。ただしそこでは受け取らない。いったん預けると、次の商会の仕事を行う。

　行うと言っても帳簿を付けたりなどの仕事ではない。幾つもの店に香辛料を運ぶ仕事だ。雑用であり、賃金は遙かに安いが、それでもしないわけには行かない。

　取引先の店舗を指示通り回り、香辛料を渡すと同時に、注文用紙を受け取る。場合によっては代筆し、サインをもらう。それの繰り返しだ。

　届けた数──場所なども多少考慮されるが──で給金が変わるのだから休む時間は無いに等しい。魔力に続いて体力も無くなりかけるほど、帝都内を駆けめぐる。

　日が暮れれば仕事は終了だ。

　例え寒い時期といえども真剣に走り回れば、汗が噴き出る。風邪を引かないように乾拭きすると、服を別のものへと着替える。ぐっしょりと汗を吸った服は持ってきている袋に丸めて詰めておく。

「はぁあああー」

　軽くにじみ出す汗を乱暴に拭いながらジエットがぐったりと座り込んでいると、この商会の長が皮袋を持って現れた。

「ご苦労様だね、ジエット君」

「あ、ありがとうございます！」

　慌てて立ち上がると頭を下げる。

　そんなに畏まらないでくれと言われるが、雇い主に舐めた態度がとれるはずがない。全然姿勢を崩さないジエットに笑みを向けると、商会の長は皮袋を手渡してくる。

　いつもの重みだ。

「ありがとうございます！」

　再び頭を下げるジエットに、商会の長が口を開く。

「どうだい？ うちに本格的に就職する気はまだ生まれてこないかね？ そうなら給金も弾むし、もっと別の──やりがいと苦労に見合った給金が受け取れる仕事も覚えて欲しいんだがね？」

　帝国魔法学院は基本的に卒業生を帝国の行政機関に組み込もうとする。これはそう言った目的で作り出されたのだから当然だろう。しかし、そればかりでは民生に魔法使いが回らなくなってしまう。それを避けるために多少の金額を納めることで、ある程度は自由に将来を決めることが出来た。

　商会の長の幾度かジエットにこの話を持ちかけていた。違約金とも言うべき金銭であれば、自分たちが支払うとまで。

　ただ、それに対するジエットの反応はいつもの通りであった。

「申し訳ありません！ 卒業したら騎士団に所属しようと考えていますので、そのお話はなかったことでお願いします」

　そして頭を下げる。

　商会の長は仕方がないかと笑う。

　ジエットとしても悪いとは思う。しかし実際、騎士団などに所属すれば命の危険はあるが、支払われる報酬はそれなりに多く、商会で得られるだろう額よりも高い。

　ならばジエットにはそれ以外の道を選ぶのはありえなかった。

　商会の長が立ち去り、ジエットは帰路につく。

　念のためにちょっとした防御魔法を発動させるのは金を持つからであり、ランゴバルトと睨み合っているためだ。

　つい最近、ネメルが幾人もの男達に絡まれた。その前後にあったことを考えれば、ランゴバルトと何らかの関係が合ったはずなのは間違いようがない。

「名前に傷さえ付けなければ、家の力を使うことはないと思っていたけど……」

　個人でも学院の外にまでのばせる手を、持っているとは思ってもいなかった。金銭で雇われたのかもしれないし、個人のコネクションで何かあったのかもしれない。少しだけ甘く見ていた自分をあざ笑う。

（もう少し相手の動きに注意を払っておくべきだったな……）

　とは言っても個人では出来る限界があるし、下手に動くと他の貴族の駒になりかねない危険があった。権力闘争の刃物の一本として利用されるのはまっぴらごめんだ。しかし、もしどうしようもなくなったならば、自分の人生を売り渡す覚悟でフリアーネに頼むしかないだろう。

　とぼとぼと夜の帝都を歩く。一応は明るい道や人通りの多い道を歩く。

　ざわめきを受けながら、思考の一部を潜らせて考え込む。問題は他にもあるのだ。

「昇級試験……どうするか」

　昇級という名の通り、魔法学院では一年ごとに試験がある。基本的にペーパー試験や実技試験が基本であり、魔法学科は団体試験という実技試験である。

　人数にして最高八人。最小五人の班を作り、試験に挑むのだ。

　では人数が作れなかった場合はどうなるか。言うまでもない試験不合格。留年で済めばマシ、下手すれば退学だ。

　これは就職するにしても団体行動を是とする組織に入る可能性が高いためだ。それに一年間の学院生活の中で、誰とも組んでくれないような人物に魔法という──抜き身の刃物よりも恐ろしい力を与えることへの不安があるためだ。

　逆にこういったことがあるからこそ、生徒達は上手く自分を隠し、仲良くやっていく。これが将来の団体行動への練習になっていくのだ。

「俺とネメル……最小であと三人……」

　八人で受ける試験だ。五人では優秀な成績を取ることは難しいだろう。しかし、それでもある程度の成績を残す自信はある。ジエットはこれでも第一位階までならば使えるのだ。……香辛料作成の魔法を除いても幾つか使える魔法は習得している。

「なんとかしないといけないな……」

　呟き、前を歩く者達を通り越し、道を横手に入る。数度曲がり、着いた先は集合するように小さな家が乱立している区画だ。その中の一つがジエットの家である。

　着替えた服を入れた袋を担ぎ直し、家の扉を数度叩く。

「かあさん、ただいま。俺だよ」

　声に反応し、扉の向こうで誰かが動く。そして扉が開かれた。

　魔法で作り上げられた光源を背に、やせこけた女性の姿が浮かぶ。

「お帰り、ジエット」

「はい、ただいま。さぁ、もうベッドに入ってよ」

「ええ、悪いわね」

　コフコフと咳をしつつ、ジエットの母は家の奥へと歩き出す。その弱い、へし折れそうな背中を眺め、ジエットの心にささくれ立つ。その一回一回の咳ごとにどんどんと命を吐き出しているよな気がして。

　いや、そうなんだろう。

　実際に命を吐き出しているのだろう。

　ジエットは心の中から込み上げる恐怖と戦う。

　金銭をためている理由は母親の病気を癒す魔法のアイテムをどうにかして手に入れるためだが、それが手に入る前に亡くなったりはしないかと。

　父親は若く亡くなってしまい、二人だけで生きてきたのだ。生きている以上死ぬのは当たり前だが、それでもまだ亡くなるには早すぎるとジエットは思う。

　しかし、どうすれば母を癒せる魔法が手に入るか分からなかった。

　神殿で聞いた話では魔法の発動に、非常に高額がかかるとのことだった。その金額はジエットがどれだけ努力しても通常の手段では稼げるとは思えなかった。もし稼ぐとしたなら、冒険者──いや、ワーカーしかないだろう。

　冒険者になるのであれば、神官に些少で癒してもらえばよいと考える者はいるかもしれない。しかし、神官達はそれを決して行わずに、適切な額を要求するはずだ。これは神殿の方針に従っているためである。冒険者ギルドも適した金額での治癒を推奨している。

　不当廉売を避けるという意味でもあり、これを破って癒している神官は突如謎の死を遂げる場合があった。実際、癒しを求めている人が金銭を持たないからと言って治癒しないのは可笑しいと、冒険者を脱退してワーカーになる神官もいないではないが、数ヶ月以内に不測の事故で命が失われる場合が多かった。

　とはいっても冒険者仲間の親を癒す、泊めたもらったお礼に魔法をかけるなどまで厳しくチェックされているわけではない。ようはあまり派手にやるなと言うことだ。

　そのためにもし仮にジエットが冒険者になれば、仲間が母に対して無料で魔法をかけてくれる可能性は高い。

　しかしジエットが組めそうな単なる神官では駄目なのだ。

　確かに神官の使える《病気治癒／キュア・ディジーズ》であれば、殆どの病気を瞬時に癒すことが出来る。しかし何事にも例外というものがある。ジエットの母が煩っている猛病と言われる特殊な病気は、その一部の例外であり、より上位の治癒魔法を使用する必要があった。

　ジエットは寝所から届く、静かな寝息に混じって聞こえてくる、辛そうな呼吸音を耳にする。

　太股の辺り縛り付けていた皮袋を取り出し、中身を覗く。銅貨ではあるが、全部合わせれば銀貨二枚は軽い。ジエットぐらいの年齢であればかなりの額だと言えよう。

　しかし、これでは少なすぎるのだ。

「学院を止めて冒険者の道か……」

　それしかないだろう。しかし出来ればそれはしたくはなかった。ジエットが学院に入れたのも、母親が務めていた貴族の家の令嬢がいたためだ。彼女の親切を無にするような事はしたくなかった。

「お嬢様に会ってないけど、お元気なのかなぁ」

　貴族の端くれであるネメルと出会ったのも、その貴族の家でだ。考えてみればジエットを構成する全てがあの家のお陰で与えられたような気がする。

　ジエットが魔法で作った明かりに目をやり物思いに耽っていると、突如断ち切るように扉がノックされる音が響く。

　突然の音に身を震わせ、ばくばくと暴れる心臓を服の上から押さえると、ジエットは扉に目をやる。

　再び、数度ノックが繰り返され、扉の向こうから声がかかる。

「ジエット・テスタニアの家で間違いないか？」

「……どちら様？」

　聞いた覚えの無い声だ。

「帝国騎士団に所属するレイと言う。ジエット・テスタニアに会いたいという人物を連れてきた。開けて欲しい」

　騎士団のレイ。言われてぱっと浮かぶ名前はない。大体、レイなどという名前など幾らでもあるだろう。

　一瞬だけランゴバルトの手の者という思いも走るが、それでも騎士団の名前を借りるような人物を利用するとは思えない。次に浮かんだのは何かの犯罪に巻き込まれたなどによる捕縛だ。

　数秒迷ったジエットの背中を押したのは、母親の辛そうな咳。ここで問答していては母親を起こしてしまう。

「ちょっと待ってください」

　ジエットは皮袋を家の中に巧妙に隠すと、扉を僅かに開けて誰がいるのかを確認する。

　そこにいたのは優男といっても良い外見をし、貴族の血が流れているのは一目瞭然な端正な顔をしている男だった。年齢もジエットよりも上。服装は非常に綺麗なもので、知識にある騎士団の高位者のものだ。

　ジエットは心の中にあった警戒心が若干溶けたのを感じる。ランゴバルトの手の者ではないだろう。

「君がジエット・テスタニアで間違い……ないようだね。この中にお呼びしても問題ないかい？」

　レイなる人物に問われ、自分に会いたい人がいるという先ほどの話を思い出す。

「え、えーっと、ちょっとだけ中は不味いんで、外でよろしいでしょうか？」

「そうか。ならば直ぐ近くに馬車を止めてある。そちらで構わないかね？」

「あ、分かりました」

　レイの案内に従って歩くと、大きな馬車が一台止まっていた。横手に刻まれた紋章は見覚えがないものではある。一応紋章学は勉強しているので知らないということの方が珍しいぐらいだ。新興の貴族家だろうかとジエットは予測する。

　馬車の扉を開け、入ってみるとそこは見事な作りのものだった。

　もちろん、貴族御用達の馬車など礼儀作法の実地訓練以外で乗った事がないので、これが凄い馬車なのかどうかまでの判断は付かない。ただ、ジエットでは到底乗ることはないだろうなと言うだけの財力か権力を感じさせた。

「こんばんわ、テスタニア──君と呼んでもよろしいかね？」

　声をかけてきたのは馬車の中にいた老人だ。鋼のような人物である。ただ、どことなく貴族とは違った感じがした。いうならば戦士だろうか。

　ジエットの名を確認する際に、老人の視線が向けられたのは目の眼帯だ。それを知って、どうして自分に会いたいと言ってきたのか、その一端が掴めた気がした。

「はい、問題ありません。それであなたは……」

「……私は主人の代理で来たセバスと……言います、よろしく」

　にこりと老人が朗らかに笑う。男から見ても魅力溢れる笑顔だった。今だ僅かに残っていた敵対心や警戒心というものが抜け落ちていくようなそんな気分を抱かせる。

（これがカリスマという奴なんだろうか）

　貴族の中でも一部の人間は本当に品の良い空気を放っている。この老人からもそれに近いものが漂っていたのだ。

「さぁ、中に入ってください。もしあれであれば近くのお店で飲み物を飲みながらでも構いませんが？」

「あ、いえ、この中で結構です。あんまり家を留守にもできませんので」

「なるほど了解しました。ではどうぞ」

　セバスの指示に従ってジエットは馬車に乗り込む。後ろからレイがそれに続いた。

　席に座ると早速セバスが話しかけてくる。

「時間もないとのことですので、単刀直入に言わせていただきます。テスタニア君。私の主人に仕える気はありませんか？ もちろん、報酬等は非常に高額なものをお約束させていただきます」

　それだけでは判断出来ない。じっと伺ったままのジエットを目にし、セバスは続けて話し始める。

「私の主人は新たに領土をもらいまして、今後起こるだろう領土の管理に関して、人員を募集していたのです。それで貴方の名前が出たと言うことですね」

　何故、このセバスは主人の名前を出さないのか、それがジエットが最初に抱いた疑問だった。

　次に自分である必要性だ。ジエットはあくまでも魔法学院の一生徒にしか過ぎない。正直、統治に関する知識など自信がない。ただ、これにはおおよその検討がついている。

（俺の目が狙いなんだろうな。自分の手元に置いておきたいと言うところかな）

　さて、ではどうしようか。

　ジエットは頭を働かせる。ただ、これだけは最初に聞いておく必要がある。

「えっとこんな事をお聞きするのは非常に失礼だとは知っているのですが、教えて頂けると幸いです。給金は正確なところ幾らぐらい何でしょうか？」

　質問に対して、セバスの提示した金額は想定の三倍の金額であった。その高額さが警戒心を引き起こす。どうしてそんな金額なのか、もしかすると非常に危険な場所に領土がある線が考えられた。例えばカッツエ平野付近。もしくは亜人などの集落があったり、モンスターが頻繁に出現する辺境の地などだ。

　危険性の高い騎士団に所属するよりも高いのだから、それなりの──劣悪な環境下などは想定してしかるべきだろう。

　うまい話には裏があるし、報酬が高いならそれなりの理由があるものだ。

　黙ったままのジエットに金額が足りなかったと判断したのであろう。セバスは更なる上乗せとして計四倍にもなる金額を提示してきた。

　それが更なる不信感を抱かせる。

（……おいおい、単なる学生にそんだけの金額を提示するって……どんな家なんだよ。ざる勘定？ それともこの目にそれほどの価値があると判断しているのか？ もしくは第一位階まで使えることを重視しているとか？ もっとやばい理由？）

　普通であれば貴族家の名前を聞くべきだろう。しかし相手が告げてこないということと、やけに高い給金がジエットの口を重くさせる。

（……やばい案件っぽいな）

　断った方が良い。確かに提示された給金は非常に魅力的であり、今のジエットにとっては喉から手が出そうなほどだ。しかしながらジエットはそういった結論に達する。

　どう考えてもやばい。

　だとしたら断る際も非常に注意が必要だ。下手な断り文句はとてつもない不幸を招きかねない。そこまで考えたジエットは頭の中でポンと手を叩く。

「申し訳ありません。まだ学院に所属する身でして、お言葉に応えることは出来ません」

「なるほど……あと二年でしたか？ 飛び級で卒業するというのはどうでしょう？」

　どんだけ自分の情報を知っているのか、と背中に汗をジエットは走らせる。その割りにはあまり学院のことを知らないな、とも。

　飛び級などは本当に優秀な人物だけでジエットにそんな事が出来るはずがない。その辺りは自分の情報に書いてなかったのだろうか。そんなジエットの疑惑は次のセバスの言葉で氷解する。

「私のご主人様に告げておきましょう。そうすれば飛び級どころか、最高の成績で学院を卒業したという評価を約束しましょう」

　それだけの権力の持ち主と言うことだろう。

　ただ「眉唾だな」とジエットは思う。

　帝国魔法学院は帝国直轄の教育機関だ。そのためにコネクションでどうにかしようとしても難しい部分がある。下手すれば皇帝の逆鱗に触れる可能性が高い。

　今のこの時代に鮮血帝の怒りを買うような真似を、たった一人の平民のためにする貴族がいるとは思えなかった。

（もちろん、相手が皇帝であるというのであれば別だけどな）

　そんな筈がないのは至極当然だ。皇帝であればなんだかんだという必要はない。取り立てるの一言で全て終わりだ。世間知らずなどが妥当なところだろうか。ジエットはそう判断する。

「……申し訳ありませんが、自分の力で卒業したいと思っておりますので結構です」

　執事の顔に変化はなかったが、隣のレイが驚愕の表情をしたのはどうしてか。恐らくは断ったからだろうと予測する。

「左様ですか……。では……卒業の前に進級ですね。再来年には卒業出来るので？ そうであるならばその年にもう一度声をかけさせていただきます」

「そうですね……もしかすると難しいかもしれません」

「それはどうしてでしょう？」

「実は──」

　喋りだしてジエットは後悔する。何とも恥ずかしいことを告げているのだ。執事の柔らかな雰囲気に飲まれて口を滑らせすぎた。自分の現状。下手すると進級も難しいかもしれないという話を。

　しかし頭を回転させてみれば、全てが愚かな行動とも言えない。というのもこれで少しでも興味が逸れてくれれば、向こうが自分を忘れている間に、騎士団なりなんなり、自分でまともそうな道を選べるだろうから。

　ジエットにそう思わせたのは、レイという騎士は微妙な──評価が下がった相手に対してお世辞的に浮かべそうな──苦笑いを浮かべていたこと。

　そしてセバスの反応もさして芳しいものではなかったためだ。まるで「ふーん」という相槌が正しいような、そんな態度だったのだ。

　だからこそジエットはのんびりと考えていた。この老人にとってはその程度の話にしか過ぎないんだろうな、と。

　そして話を終え、馬車を降りたときには、自分も貴族から声をかけられるほどの価値があるのか。勿体なかったかな、などと気楽に考える程度であった。
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　明朝、何時も通り学院にネメルと共に行き、教室に入る。ネメルは別のクラスなので、教室は別だ。

　入れば半分程度の生徒達が真面目に勉強をしている。それ以外は友達同士でお喋りをしていた。話は様々だ。魔法に関する話題、昇級試験に関する話、そういったかなり真面目なものが殆どである。

　これは別にこのクラスだけの特徴と言うことではない。魔法学科の生徒は大抵がこうだ。平民などの出身が多いために、自分たちが最も上の地位に昇れるのが、持って生まれた魔法を使用出来るという才能を伸ばすことなのだから。

　この学院内での生活によって自分の将来の着地地点が大きく変わってくるとなれば、真面目にならざるを得ない。もちろん、例外というのは何処にでもいるように、全員がそうではないが。

　級友の幾人かが教室内に入ったジエットに対して簡単な挨拶をしてくる。それに対してジエットも返すと、自分の席に座った。

　回りから話しかけられる雑談──ジエットは第一位階魔法を使用出来るために、そっち系の話題は良く振られる──に乗じていれば直ぐに朝礼となる。

　生徒全員が誰一人としてかけることなく、席に座って担当教師が来るのを待つ。

　そのまま時間が流れる。

　普段であれば授業が始まって可笑しくない時間を過ぎても担当教員の姿は教壇の上にはない。

　徐々に教室内が困惑からか生じたざわめきによって支配される。

　何かの非常事態。誰もがそんな言葉を脳裏に描いた頃、扉が静かに開かれた。普段であればがらっと勢いよく扉を開ける担当教員の姿を認め、室内の誰もが安堵の息を飲む。

　しかし、それは一瞬だ。

　それは担当教員の顔が青かったためである。

　何処から見ても体調の良い人間のする顔色ではない。まるで今にも倒れそうなのにも必死で動いているようにすら見える。

（──無理して学院に来たのか？）

　そうだとしたら遅くなった理由も分かるというものだ。

　担当教員は教壇の昇ると室内を見渡す。狂人の目とでも言いそうな、血走った目で見渡され、小さく息をのむ音があちらこちらで聞こえる。

　担当教員──いや魔法学科の教師は誰もが第二位階以上、第三位階までの使い手だ。人によっては騎士団でモンスターと戦ってきた経験があるだけの実戦を積んできている。

　そういった人物の視線だ。

　ジエットを含め、生徒達の心の内に小さいながらも恐怖が生まれたのは仕方がないだろう。

（……一体、何があったんだろうか）

　ジエットが疑問を抱いていると、担当教師が引きつった顔で口を開く。

「み、みなさん、きょうからあたらしいせいとがみなさんといっしょに、いっしょに」

　ゼイゼイと深呼吸を繰り返す。青ざめた顔の額には脂汗がびっしょりと垂れていた。そのあまりの態度に、生徒達が全員不安を感じる。一体どうしたのかと、好奇心と言うよりも恐れから固唾をのんで見守る。

「よ、よくきいてください。いっしょにあたらしいせいとがべんきょうを……べんきょうをまなぶそうです。でははいっていただきます……絶対に失礼の無いように！」

　最後の瞬間、今まで見たことがないほどの真剣な表情で警告を発すると、担当教員が扉を開いた。外の人物に一礼すると、招き入れる。

　誰が入ってくるのか。

　不安と期待が入り交じった状況下、その人物を見た瞬間、まるで時が消し飛ばされたような感覚を抱く。

　あり得ない。

　それが全員が同時に抱いた思考だ。いや、それ以外の考えなど頭に浮かぶはずがなかった。

　その人物は教壇にあるボードに文字をつづる。書かれた文字は誰もが知っているものであった。いや、知らないはずがない。この帝国魔法学院において、その人物を知らない人がいるはずがないのだ。

　生きる伝説。英知の御仁。帝国最強の魔法使い。本数冊はあるだろう偉業をなした人物。今なお横に立つものがいないほどの大魔法使い。

　その人物は生徒達に向き直ると、自分の名前を小さいが、誰の耳にでも聞こえる声ではっきりと告げる。




「今日より諸君と同じく、この教室で勉強をすることとなったフールーダ・パラダインだ。よろしく頼む」




　白髭をたたえ、髪も雪のように白い老人が同級生達に軽く頭を下げた。

次回は１５ｋぐらい？　本当は一気に纏めちゃった方が良かったかも。

五月中に更新したいです。二日で書き上げたせいで脳みそポーン。というか一年近く前か……。その頃に考えてたこと一部忘れてるな……。ちょっとミスってたら、優しく教えてください。
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　静まりかえった教室内に、教師が黙々と黒板に文字を書き込む音が響く。

　張りつめた空気を支配しているのは緊張感。

　授業に集中しているようであって、してはいない。なぜならば全員の注意はたった一人の生徒に向けられている。目を向ける者はいないが、それ以上に針のごとく研ぎ澄まされた意識が向けられている。

　そこにいるのは新たな学友と素直に認めることが難しい一人の男。いや老人というべきか。

　フールーダ・パラダイン。

　二百年以上とも言われる時を生きた、帝国最強の魔法使いにして、幾多の伝説を持つ偉人。

　彼の偉業をこの学院で知らない者はいない。

　帝国史を紐解けば幾たびも出る名前であり、魔法史を書いた物であれば最初のページに必ず賛辞と共に名前が載っている人物だ。入学して一週間以内読むのは確実であり、このクラスの誰もがそうであった。

　そんな人物をすぐ近くに迎え、緊張しない人間がいるはずがない。

「……ということになります」

　一通り文字を黒板に書いた教師はくるりと振り返ると、フールーダを正面から見つめる。

「何か問題があったでしょうか？ パラダイン様！」

「……問題ないな」

「ありがとうございます！ では次になります」

　ぺこりと頭を下げる──それも九十度ぐらいは頭を下げる敬礼だ──と、再び教本の説明に入る。

　この教師は普段であれば誰かに教本を読ませるという授業を行うのだが、今日に限っては一度たりとも誰かに読ませようとはしてなかった。それどころか質問すら投げかけようとはしない。

　一人で説明し、一人で本を読みあげている。それも教本通りの決して脱線のしない授業を。

　ある意味、教師の独り相撲だが、ジエットを含め教室内の一人の人物を除き、誰もが感謝の念を送る。もし仮にフールーダの前で質問に答えられなかったときはどうなるというのだろうか。

　即座に魔法学院を退学になる可能性が無いとは決して言えない。

　彼自身がそういった行動をしようとしなくても、偉人が眉を片方でも顰めれば、それは色々な責任問題に派生する可能性だってある。生徒を退学にすることで問題をもみ消せるならば、それぐらいしかねない怖さがある。

　ジエットは額に浮かぶ冷や汗を拭う。

　そんな簡単な行為一つでも、信じられないほど精神力を消耗させる。

　横目で窺えば、教室内の生徒たちの幾人かの顔色は悪い。

（誰か倒れるかもな）

　ジエットがそう考えたあたりで、再びある程度黒板に文字を書き込み、説明を終わらせた教師は振り返る。

「……ということになります。何か問題があったでしょうか？ パラダイン様！」

「……ふむ、問題はない。非常に教科書通りの説明だ。しかしながら強いて言うのであればその変換方式には無駄があるので、第四位階より上位の魔法を使用するのであれば、もっと別の式を組み込んだ方が良いと思うな」

「も！ も、も、申し訳ありません！ わ、私の無知をお許し下さい！」

　ガクガクと青白い顔で教師がペコペコとフールーダに謝る。

　その姿はあまりにも哀れみを誘った。

　悪い教師では全然無い。それどころか非常に親切で詳しい説明を行ってくれる教師だ。大体第四位階など普通の魔法使いには到達不可能な領域。その領域での話を基本でされてはどうしようもない。

　哀れんでしまうのは無礼だろう。しかし、生徒達はそうとしか思えなかった。

　しかしながら流石のフールーダも同じような感情を抱いたようで、手でそれを差し止める素振りを行うと口を開く。

「そ、それほど謝罪することはない。私はあくまでも一介の生徒。何かする度に問いかける必要は一切無いのだ。そうだ……普通の生徒として扱ってくれれば問題ない」

　出来るわけないだろ！

　ジエットは心の内で叫び、そして教室内の全学生が同じ思いを抱いたと確信を持って言える。いや、きっと教師だってそう思ったはずだ。

　帝国における伝説の魔法使いに教科書を読ませることが出来るだろうか？

　かの魔法の深淵をのぞき込む偉人に簡単な質問を投げかけるだろうか？

　ましてや授業に集中しなさいと叱咤することが出来るだろうか？

　では同じ学生として、帰りにどこかによらないかと誘うことができるだろうか？

　昨日の宿題難しかったよな、と話しかけられるだろうか？

　今度のテストは俺の方が成績良いと思うぜ、など言えるだろうか？

　絶対無理だ。

　ジエットはそして教師、生徒は全員が自信を持って断言出来る。

　何かが引っくりかえろうが──彼がここにいるということが既に引っくり返っている気もするが──そんなことが出来る人間がいるはずがない。出来るはずがない、と。

　もしそんな事が可能なのは非常に無知な人間か、はたまたは狂人の類である。

　そのまま、授業は進み、鐘の音色が引いた辺りで教師は精も根も使い果たしたように、がくがくと崩れ落ちる。汗が流れ落ちる顔に浮かぶのは、やりきった漢が浮かべそうな見惚れる爽やかな笑顔だった。

　そんな男の口が小さく動く。

「終わった」

　ジエットは別に読心術を有しているのではない。本日、今までの三人の教師が指導してくれたが、全員が全員同じ言葉を呟いていたためだ。

「で、では……これで授業を終わりにします。ご静聴、ありがとうございました」

　教師が感謝の礼をする。

　もちろんジエットたちに向けたものではなく、フールーダという伝説の魔法使いに、だ。
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　休み時間にもなれば、他のクラスから友達に会いに来る者もいるだろう。しかし誰一人として扉を開けて入ってくる者はいない。これはこの時間だけではない。今までの時間──フールーダという人物は級友になってからだ。

　それどころか、喧噪すら聞こえてこない。まるで扉が数百センチの鉄板で出来ているかのように、周囲の教室からも声が聞こえてこなかった。ただし、誰もいないはずがない。

　廊下を本当に静かに歩く気配のような者はあるし、隣のクラスで出入りする微かな音が聞こえる。

　しかしまるで何かに怯えるようにすべての者たちが息を殺している。

　本来であれば昼食の時間であり、一日の中で最も活気に満ち満ちた時間だ。だが、そんな雰囲気は皆無であった。食堂に行きたいという気分はあっても、それを行うだけの勇気は何処にもない。現状が変化することのみを静かに待つだけであった。

　静かに椅子を動かす音が聞こえる。

　その瞬間、緊張感が一気に高まる。誰もが動くことを望んでいたとはいえ、本当に行動を開始されると唾を飲み込んでしまう。

　立ち上がったフールーダは隣の学友に話しかける。

「さて、君」

「ハ、ハイ！ 何でしょうか！ パラダイン様！」

　ジエットはばっと立ち上がり、手を後ろに回して微動だにしないポーズを取る。

　そう、ジエットこそがフールーダの隣の席であった。

　当然そこはもともとは空席ではない。別の級友が座っていた席だ。それを押しのけて座るというフールーダの発言は、横暴という単語こそが最もふさわしいだろう。しかし、伝説の魔法使いの言葉に異を告げることのできる者がいるだろうか。

　凡人ではおよびつかないような、何か深い意味あって可能性だってある。

　それまでその席に座っていた者が、教室内の別の場所に移動するという運びとなったのは当然の展開だろう。

　フールーダが少しばかり苦笑を浮かべ、再び話しかける。

「……そこまで硬くならずとも良い」

「ありがとうございます！ ですがこの格好でお願いします！」

　フールーダは白い髭を数度しごき、それからしょうがないという風に肩を竦めた。

「なんでも昇格試験というものがあるそうだが？」

　昇格試験と言われて昇級試験のことかと即座に理解する。しかし、訂正することは出来ない。出来るはずがない。思わず周囲で静かにしているクラスメイト達に視線を送る。

　誰か助けて、と。

　しかし誰一人としてこちらを見ている者はいない。全員静かに席に座り、瞑想にふけるかのように微動たりともしてなかった。普段であればふざけた行動で笑いを取る男も、服装や化粧などで騒がしくしている女も、誰も何も言わない。

　助けはない。

　全員耳を大きくしているはずなのに、誰一人として何か発言しようとかする者はいない。頭を抱えてしゃがみ込んでいれば、天災がどこかに行くと信じている子供のようだった。

　ジエットは一人で立ち向かう必要がある。

　覚悟を決め、問題に立ち向かう。

　まずはフールーダのミスを訂正するかだ。

（しない方が賢いだろうけど……）

　当たり前の答えにジエットは行き着く。

　だが、もしそのまま訂正しないで、後日真実を知った際、かの大魔法使いは不快に思わないだろうか？ だからここは勇気をもって踏み込む。

　ブルリとジエットは震える。

　それはこれから行うことがどのような結果になるのか未知であったためだ。

「ハ、はい。知っております。昇級試験は近日行われる予定です」

「……ふむ、なるほど。昇級試験か。ではその試験なんでも幾人かで組むものだと聞くが……君は既に組んでいるのかね？」

「は…………はい！ あの、一人だけおります！」

　ごめん、とジエットは心の中で謝る。巻き込んでしまった人物に対して。

「そうか……それはある意味ちょうど良いな」

　何がでしょう、などと聞くことはできない。そして次にフールーダが何を言うのかと固唾を飲んでいると、教室のドアがノックされる。

　授業中でもない教室のドアがノックされることはない。しかし、なぜ、ノックをしたのかというのは誰にだってわかる。

　このクラスにいる偉人に敬意を示してだと。

　ドアが開く。それの向こうにいた一人の女性が、頭を下げた。

「失礼します、パラダイン様」

　ジエットの位置からその女性の後ろにいた生徒も頭を下げているのが見えた。

「私、当学院、生徒会長をさせていただいております、フリアーネ・ワエリア・ラン・グシモンドと申します」

　顔を上げたその女性の面持ちには微笑みがあった。媚を売るのとは違う、心から浮かべた好意的な笑顔だ。

　その物怖じしない姿はまさにこの学院でも最も不可侵たる生徒会長に相応しい姿のように他の者たちからは見えたはずだ。しかしながらジエットからすると、今まで見たこともない女性が目の前に現れたようだった。

　それは大貴族令嬢という存在が姿を取った──なるほどと、ジエットは理解する。

　魔法使いとして伝説の魔法使い、フールーダ・パラダインの前に立つことは非常に気後れするのは当たり前だ。彼はそれほどの偉人なのだから。

　魔法使いとして学習を始め、一〇年程度の経験しか積んでいない子供が、数百年の経験を積んだ古老相手にまともな対応ができるはずがない。

　しかしながら貴族の令嬢であれと育てられているのは産まれた時から。ならば貴族として対応した方が気後れも少ない。それに大貴族の令嬢として様々な政治の化け物たちと遭遇した経験を活かすつもりなのだろう。

　そしてもう一つ。

　フールーダ・パラダインという人物は大魔法使いではあるが、貴族としては高い地位にはなぜか就いてはいない。一説ではフールーダという人物の能力を恐れてのためという噂があると、ジエットの読んだ眉唾系の書物に記載されていたのを読んだ記憶があった。

　そういった面も考え、相手の有利な土俵ではなく、不利な──もしくは自分に有利な土俵で戦うための武装だと予想できた。

「これはご丁寧に、御嬢さん」

　軽く頭を下げたフールーダにフリアーネは誰もが魅力的に思える笑顔を向けた。

「よろしければお昼をご一緒したいと思っております、どうでしょう。フールーダ様？」

「……できれば学友と一緒に食事をしたかったが……まぁ構わないか。では今日はご一緒させてもらうよ、御嬢さん」

　ちらりと生徒会長の目が動き、ジエットを見据える。その瞳に浮かぶ感情は、今までの付き合いの中で初めて読むことができなかった。優しげで好意的なものではあったが、決してそればかりに思えないものを直感的に感じれた。

　友人の知り合いの少年でも、学院の生徒に向けるものでもない瞳だった。

（これが……大貴族令嬢としての先輩の姿か）

　ジエットがまじまじと見ていると、それに対して軽く微笑んだフリアーネはフールーダを先導し教室から出て行く。

　扉が閉まり、それから三分以上が経過した頃、誰かのため息が聞こえる。それは心の奥底から漏れ出た、深い深いものであった。

　その瞬間、魔法が解けたとはまるでこのことを言うのかと思えるほど、見事に教室内の空気が弛緩していく。ぐにゃぐにゃになった生徒たちが机に突っ伏し、そればかりか教室内に横たわる者たちもいる。

　さらに数分ほどの時間を費やし、精も根も尽き果てたような生徒たちがヨロヨロと立ち上がる。

　緊張感から胃がむかむかしているが、食事をしないと午後の授業を耐えきれる自信がなかったためだ。

　学院では学生食堂による食事を勧めている。そのため、様々な面で生徒の負担にならないようにされていた。

　まずは貧しい家庭の生徒を考え、一般的なランチならば無料で飲食できるようになっていた。金銭がかかるのはより豪華な料理を注文した場合だ。

　次に魔法による毒感知などを行っているため、外から持ち込む弁当などよりは安全であることを保証していた。

　それらの理由あって、ほぼ１００％に近い生徒たちが学食を使用していた。

　問題はたった一つ。非常にごった返すということだ。

　学年を隔てた関係を作り上げてほしいという学院の狙いがあって、学食はたった一つしかない。敷地自体は広いため、全生徒が押し寄せても席がないということはないが、流石に人気の食事は売れ切れてしまう。

　それらの理由で、昼食ダッシュなどが行われるのが基本となるのだが、このクラスの生徒でそれだけの気力をいまも持つ者はいない。どんな飯でも腹に入ればいいや、その程度の欲求しかもはやなかった。

　生徒の一人がヨロヨロと立ち上がる。

　それに釣られるように、くたびれ果てた生徒たちが動き出す。それはまるでゾンビの群れのようだった。そして勿論、ジエットもその一員である。




　　　　◆




　ジエットは学食を手に、空いている席に腰を下ろす。

　それから大きく息を吐き出す。

「つかれた……」

　あまりの精神疲労で、食欲が沸かない。しかしこれを食べなくてはこれからが乗り切れない。

　ジエットはフォークを持つと、揚げた肉に突き刺し、口に運ぶ。

　肉体的な疲労であれば受け付けられなかったかもしれないが、今のジエットの疲労は精神的なもの。ニンニクを下味に使った肉が美味しく食べられる。

「あー、うまい」

　あー、うまい。あー、うまいなどと繰り返し呟きながら、パン、肉、野菜、水、パン、肉と三角食べの要領で食事を口にする。多少機械仕掛けにも似た動きではあったが、それは仕方がないだろう。

　本来であれば級友と一緒に食べる場合が多いのだが、隣に座る者は誰もない。というのも皆、できれば一人で食べたいらしく

、食堂に入った段階で無言で散っていったためだ。

　誰もが同じことを考えていた。

　できればクラスのことを思い出したくはない。せめて食事の時間ぐらいは、と。

　ジエットは胃の辺りを抑える。食事を食べたことによる負担以外の何かを感じたためだ。

　人は環境の変化に慣れる生き物だ。しかし、与えられた状況によって慣れるまでの時間は大きく変わる。

「それまでに胃が絶対に荒れるよな……」

　隣にフールーダが座ったジエットの負担はクラスの中でも、とびぬけているはずだ。おそらくはそれ以上のプレッシャーと戦っているのは教員ぐらいだろう。彼らの青白い顔は極度の緊張の中で戦っている戦士を思わせたぐらいだ。

　ジエットはため息を吐き出しながら祈る。せめてこの幸福な時間を噛みしめさせてほしいと。

　しかし、祈りは神には届かない。静かなひと時というのはそこまでしか許さなかったらしく、ジエットの向かいの席にかちゃんと食事を乗せたお盆が置かれる。

　料理を運んできた女生徒はニンマリと笑顔を浮かべる。

「やほー、ジエッちゃん」

「失せろ」

「ひど！」

　耳が少し出る程度のショートヘアをした少女は、一言で切って捨てられたことに対して、ショックを受けたらしき言葉を発する。しかし態度や表情にそれらの気配は一切なかった。口調もあまりにも軽い。

　実際、ショックを本当に受けるようであれば、たとえ疲れているからといってもそんな乱暴な口調で切って捨てなかっただろう。ジエットは先ほどとは違ってわざとらしく「はぁー」とため息を吐き出し、目を細めて眺める。

「何か用か、ディモイヤ？ 今は疲れてるんで、あまり付き合ってられないぞ？」

「んー、ふふふ」

　女生徒──ディモイヤはワザとらしい笑顔を作って椅子に座ると、薄い色のついたメガネを持ち上げる。

　年齢の割に幼い感じのする彼女は決して、知的な雰囲気を持っていない。そのためか、子供が大人ぶっているような微笑ましさがあった。

「疲労しているんだー、ふふふーん」

「何がそんなに楽しんだ？」

　問いかけながらもジエットはその理由を薄々とは気が付いていた。将来、外務などの省に所属したいと願っているディモイヤは色々な情報を集めるのを日課としている。集まった情報を分析し、多角的に判断することが将来の自分の役に立つと信じているからだ。そのためにディモイヤは学院内の驚くような情報まで入手していることがある。

　学院内で情報屋的な活動をしているのは、その一環である。

　ジエットも実際、彼女に幾つか情報を求めたこともあり、対価としてディモイヤから情報を求められたことがあった。いうならば持ちつ持たれつの関係を作っているということだ。

「凄い情報を得ちゃってさー。それで確認に来たってわけ」

「ああ……話の中身に予想はつくが、言ってみろよ。どんな情報だよ」

「……フールーダ・パラダインが入学したっていう噂」

「事実だ」

「……なるほどなー。帝国最高の魔法使いが、学生にねー。笑っちゃうなー」

　ニコリとも笑わずにディモイヤは告げる。

「それでジエット。なんで、かの偉人は学院に入ったの？」

「しるか」ジエットは言い捨てる。彼だって答えを知りたい質問だ。「お前は何か聞いてないのか？」

　目を閉ざした彼女を見て、ジエットは「おや？」と思った。彼女のその行動は持っている情報と提供した場合のメリットを秤に乗せた際のもの。つまり何らかの情報を握っているということだ。

「……噂であれば、勧誘とか聞いているよ」

　その言葉は軽い脱力をジエットにもたらした。ディモイヤは確かに情報を集めるが、その全ての信頼性が高いわけではない。下手すれば単なるゴシップでしかない場合もある。彼女自身はそういった物の中に、宝石が埋まっているんだと口にはしているが──。

「はいはい、それは眉唾眉唾。というか完全な嘘だろ？ 大体なんで学生なんだよ。特別教師とかで全然問題ないし、自分のところに呼びつけるのが普通だろ？ というかあれほどの御方が直接動くような人間がこの学院にいるはずが……あ！」

「ど、どうしたのよ、ジエット。何か思い当り点でも？」

「いや……一人だけいたか」

　その人物が誰を指すか、ディモイヤにも理解できたようで、ポンと手を叩く。

「なるほどね。あの先輩ってわけ？」

「ああ、あの人であれば、動いてもおかしくはないよな。でも……今はもういないけどな」

「冒険者になったんだよね？ あの学院始まって以来の天才。自主退学する際には第三位階まじかとまで言われていたんだっけ？」

「……そうだな」

　今なお、彼女の名前は学院内で木霊のように響き渡っている。現在この学院内の生徒、トップ三の誰もが「彼女にはいまだ到底届かない」と悔しげながらも認めるぐらいなのだから。

「第三位階まじかって……あり得ないよね。いや、嘘とかそういうんじゃなく。自分と同じぐらいの年齢の人が一般人の最高位階まで到達してるなんて……」

「お嬢様は本当に天才だったからな！」

「……今はどうしてるの？」

　憧れの女性に向けられた敬意に、自分のことのように喜ぶジエット。そんな彼にやけにディモイヤがつまらなそうに話を振る。

　彼女の心境の変化をこれっぽちも理解せず、ジエットは首を横に振ることで答えとする。

「そう。……まぁ、知っていたところでもう世界が違うか」

「言っている意味がよくわからないが……冒険者とかにはなれないな……。俺にはそんな勇気はないよ」

　冒険者。

　モンスターと戦うある意味、人の守り手だ。一攫千金を目指す者や食い詰めた者もいるが、全員に共通するのは強大なモンスターと戦うだけの覚悟をしているということ。もちろん、危険の少ない仕事を選んで受ける者もいるが、これは非常に例外的な部類である。

　ではそんな冒険者に自分はなれるだろうか、とジエットは考え、頭を振る。

　無理だ。確かに欲しいものはある。しかし、命を懸けて、とまで考えると尻込みしてしまう。

　そんな自分に勇気があるはずがない。しかし否定意見は目の前の女性から出た。

「そんなことないと思うけどね。ジエットは勇敢だよ」

「買い被りってやつだな、それは」

「……いや、そんなことあるんだよ……」

　小さな声で呟くディモイヤにジエットは眉を潜める。一体どうしたのか、何か心当たりでもあるのか、と疑問に思って。

　二人の間を微妙な沈黙が支配し──それが自分たちだけでないことに同時に気が付く。

　食堂内には奇妙な沈黙があった。

　見渡せば、ほぼ全員の生徒たちの視線がある一点にくぎ付けとなっている。

　その奇怪な静寂。緊張感が入り混じったようなそれはジエットの記憶に新しい。

「うわ、本物だ……」

　目の前に座る女性のその言葉がジエットの予想が正解だと告げてくる。ジエットはそちらに目を向ける。そこにいたのは三人の男女。一人はフールーダ。一人はフリアーネ。一人は学長である。

　学長はフールーダに似ているところがある白髪の老人だ。この国の魔法使いの年配者が大抵フールーダを憧れて髭を伸ばすように、学長もまた髭が伸びている。違うのは長く伸びているのではなく、下顎を覆うように綺麗に整えてあるところだろう。

　ジエットは噂話で聞いた「一部の年配者は髭をどのように整えるかを自慢している」という話を思い出してしまう。

「……ビッグスリー」

「ああ、まったくだ」

　ディモイヤの言葉にまさに思わずジエットも相槌を打つ。その三者を示して、それほど当てはまった単語はなかったためだ。この国最高の魔法使い、学院の生徒代表、教員代表の三者を。

　彼らは何かを話しながら食事を受け取り、歩き出す。

　そして──

「うわー」

「うわー」

　ジエットとディモイヤは同じ言葉を口から発する。ただしそれは本当に小さい。決して横に誰かが座っていたとしても聞こえない程度の大きさでしかなかった。というのもその三者が自分たちのすぐ横に座ったためだ。

　ジエットは思う。

　すぐにこの場を立ち去りたいと。幸運なことに自分の食事は既に終わっている。席を立ってもおかしいことは何もないだろう。

　ディモイヤもその考えに至り、ジエットの次の行動に気が付いているらしく、縋るような目を向けてくる。

（悪いな。これ以上胃が痛くなるような事はごめんだ）

　見捨てるということに罪悪感がこみ上げるが、クラスに帰ればまだ同じ地獄が待っているのだ。ここは許してもらいたいとジエットは心の内を目に宿す。

　それを鋭敏に読み取ったディモイヤが幼子のような表情を作った。

　見れば誰もが庇護欲を刺激される表情ではあったが、ジエットには通用しない。自分の表情が他人にどう思われるかを知っている女の態度だと、ある程度の付き合いの中で学んだためだ。

（しかし、相手が席に座ったタイミングで立ち上がるのは、失礼に思われないだろうか？）

　心配しすぎかもしれない。しかし、しすぎて損はないだろう。ならばどのタイミングで席を立つべきだろうか。

　迷うジエットに対して、ディモイヤが我好機を見つけたりといわんばかりの対応を取る。それは食事を食べるスピードが一気に速くなったのだ。

　その姿はジエットにとって天啓を得たようだった。

　彼女が食事を終わらせたタイミングこそ最高ではないだろうか。

　そう決めたジエットは彼女が食事が終わるまでと、隣で談話をする者たちの話を聞くとはなしに聞いてしまう。それはちょうど昇級試験の話をしていたためでもあったかもしれない。

「パラダイン様であれば昇級試験はパスということでも構いませんが？」

　学長にフールーダは苦笑いで答えた。

「それはまずいな。私は生徒としてこの学院に入ったのだ。それが特別な待遇で扱われてはいろいろと差し障る」

「パラダイン様ほどの方であれば、多くの方がチームに入って欲しいとお望みになると思われます」

「だろうね」

　その後に呟かれた「それが師のお望みであろう」という言葉は誰にも聞こえずに空中に溶けていく。

　フールーダは優しげな老人が浮かべそうな微笑みをフリアーネに向ける。

「それもまた好むところではないのだよ、御嬢さん。フールーダ・パラダインだからという考えでメンバーに入れてほしくはないのだ」

「ですが、この時期にもなりますと、メンバーが決まっていない方が珍しいぐらいです」

「だからこそ、少しばかり困っているのだ……」

　困惑しているとフールーダは眉を顰めた。

　ジエットは目の前の少女の瞳に悪戯な輝きを見つけ、目を細くする。

（食べる速度が遅くなっているぞ。くだらないことを考えないで、とっとと食べろよ。いや……もう先に行くか？）

「……やはり規則の一つに途中入学は認めないということを記するよう、陛下に進言した方が良いのですかな」

「それは分からないとも、学長。かつてその規則が作られなかった理由は飛び級する生徒や、優秀な生徒たちのことを考えてと聞いたことがある。私一人の所為で禍根を残すのは望むところではない」

「なるほど……」

「とりあえず、色々な者に声をかけてみるとしよう」

「かのパラダイン様から声をかけられるとは……その者はきっと喜ぶと思われますよ」

「そうかね、御嬢さん。そう思ってもらえると私もうれしいのだが」

「ところで……」

　ずいっと身を乗り出した学長の姿に、思わずジエットは横目ではなく、顔を動かして話をしている三人を伺ってしまう。しかしそれはジエットだけではなかったらしく、同じような姿を幾つも見かけることができた。

「パラダイン様にお聞きしたいのですが、パラダイン様は長い時を生きておられますが、それはどのようにして行っているのですか？」

　周囲はもともと喧騒などなかったが、耳が痛くなるほどの静寂が押し寄せる。

　フールーダ・パラダインが長く生きている方法。それはあり得ないほどの好奇心を招く。ジエットですら胃の痛みなどを忘れてしまうほどだ。

　しかしながら予感もあった。決して喋ったりはしないだろう、と。

　ところが──

「私の開発した魔法で、第六位階相当のものによる働き……だな」

　──息を呑む音があちらこちらからする。

「そうですか……では第六位階を使える物であれば誰でも不老になれると？」

「理論的には、だな。最低でも私が全力で絞り出すだけの魔力を持つことも前提の一つだな。私でもその魔法を使った日はほとんど何も出来ないだけの脱力感に襲われるのだから」

「……では重ねてご質問が。では若返ることは可能ですか？」

「……これは奇妙なことを問うな」

　フールーダは髭を扱きながら、目を閉ざす。やがて答えが出たのだろう。見開くと正面から学長の顔を見据えた。

「はっきり言わせてもらおう、学長。今の帝国に存在する魔法技術では不可能だ。もしそれを行えるのであれば神などの領域に立つ者だけであろう……多分だがね」

「なるほど……そんな方がいらっしゃったら、魔法学院の長として敬意と崇拝を捧げたいものですな。いえ、誓わせていただきますとも」

　その直後、ジエットはフリアーネが手が一瞬だけ握りしめられたのを発見する。

（何かあったのか？）

　表情にも雰囲気にもジエットの目からは変化があったようには思えなかった。これも貴族令嬢として内面を隠すすべに長けた人物だからだろう。

（では、そんな生徒会長が何を感じて、手を握ったんだ？）

　心当たりがあったのか、はたまたは貴族派閥に関しての何かを悟ったのか。

　貴族でなく、その辺りの情報を全く持っていないジエットは及びもつかない世界での何かだろうと思われた。

「……そうだな、学長。私もそう思うよ」

　答えたフールーダと、向かいに座る学長の笑顔が重なるような奇怪な気分をジエットは抱く。これは外見的に似ている部分があるというだけでは決してないだろう。

（……なんだろうな？ 知り合って……いやパラダイン様な学長を知っているだろうから……うーん、違う気もするけど、さっぱりわからないな。誰か共通の知人でもいる？ だとしたら先の会話はその辺にかかわって……）

　そこでジエットは自分が的外れな想像を抱いていることに気が付く。

（若返りとかできるはずがないって、パラダイン様も言っていたじゃないか。なら別の話題に関係した人物？）

　先の話を思い出そうとするが、若返りと不老の印象が強く、他の部分がぼやけてしまっていた。しかしそのことをジエットは残念に思わない。なぜなら、フールーダという大魔法使いと自分の人生がこれ以上重なるとは決して思えないかったからだ。

　どうせ、フールーダ・パラダインという最高位の魔法使いからすれば自分など、その辺の生徒と同じにしか見えないはず。それがその日の彼の考えであった。そしてそれが引きつるような笑いとともにひっくり返るのは数日後のことである。




　　　　◆




「なんという鬼才！ そのような手に出るとは！」

　その言葉は報告を受けた誰もが同時に抱いた感想であった。

　フールーダ・パラダイン──魔法学院入学。

　最初に聞いたときは耳を疑った。しかし、それがどういう意味を持っているかを理解すれば、怒号も上げたくなる。それがたとえ新たに作り出された皇帝の執務室であったとしても。

「いや、狂人の発想だ！ かの伝説の魔法使いを学院に入学だと！」

「狂人？ ふん！ この手がどれほど効果的かは問うまでもなかろう！ 狂人というのは凡人である我々の言い分であって、そのような手段に出たアインズ・ウール・ゴウン辺境候は天才と呼ばれる人物だ！」

　それらの言葉には驚愕があり、畏怖があり、憤怒がある。しかし決して軽蔑など相手を侮るものはなかった。常人には考えられない奇策を打ってきた。というのがその場にいる者たちに共通した認識だったためだ。

　帝国では並ぶ者がいない大魔法使いを学校に入学させるなどいう手段を考える帝国の民はいないだろう。それが常識だからだ。しかし、それを平然と破る。

　ならばそれは鬼才や天才などの領域に立つ者。まさに化け物と呼ぶべき異才。

　それがアインズ・ウール・ゴウンという化け物に対する、彼らの共通認識であった。

「まさに奴は化け物だな」

　ゆっくりとジルクニフが立ち上がる。

「これが怖いのだ。奴の最も恐ろしいところはその魔法でも部下たちでも、居城でもない。叡智溢れる、切れすぎる頭だ」

　ジルクニフの顔が憎々しげに歪む。

「今まではこちらの手を見破り、軽く脅し……もしかしたらあれは脅しではなく忠告や、見破っているぞという世間話程度だったかもしれないが、ついに攻勢をかけてきたな」

「はい。確実にフールーダど……いえ、フールーダを使用した勢力拡大でしょう」

「それ以外考えられません。そしてフールーダを使うというのがどれほど効果的なのかは言うまでもないでしょう。フールーダが敬意を示す辺境候の偉大さを、多くの学生に宣伝する働きとなるのは間違いありません」

「そればかりか、フールーダほどの帝国に尽くした人物が座る場所を変えたという情報は……陛下の評価の低下を……」

「その通りだな……。もともと大貴族たちには伝わっていたが……これで平民の中でも教養のある者たちに知れ渡るわけだ……」

　苦虫をかみつぶし、ジルクニフは椅子から立ち上がる。

　アインズ・ウール・ゴウン。強大な力を持つアンデッド。

　では最も恐ろしいのは何か。

　ジルクニフは容易くその答えを口にできる。それは情報がないことだ。

　どこまでのことができるのか。どういった組織形態なのか。どんな部下がいるのか。対策を考えるのに必要な、それら重要情報の全てが厚いベールに包まれ、見通すことができない。

　勿論、相手からすれば知られたくない情報だろうから、アインズが巧妙に隠しているのは間違いないだろう。

　だからこそ、様々な手段で少しでもベールを剥ぐようにジルクニフは行動してきた。

　スレイプニールに蹴らせることも、婉曲な手段を使ってメイドたちを送り込んだのも、領土の支配に官僚を貸し出そうかと打診しているのもその一環だ。

　しかしそれら全てをあの智謀に優れたアンデッドは見抜き、逆にジルクニフに皮肉をいう有様だった。

「本当に恐ろしい相手だ」

　智謀に優れた強敵を待ち望んでいたのは事実ではあったが、ここまでとなると枯れた笑いが浮かんでしまう。

「策謀にセンスというものがあるとするのであれば、たった一つの手で複数の影響を与える奴のセンスはどれほどの高みにあるのか」

　訝しげな表情を浮かべた部下が幾人かいることにジルクニフは苛立ちを覚える。なぜ、そこまで見抜くことができないのかと。あと一歩踏み込むだけだろう。

　そこでジルクニフは頭を振る。気が付いている部下もいることに喜びを覚えるべきだ。

「……アインズの手の者の影響を受けた者を、帝国の主要機関に取り込んで問題ないのか？」

　ようやくその意味を悟った者から擦れたような声が上がった。

　そうだ。

　フールーダという人物によって優秀な者がアインズの手の中に引っ張られる。そこまでは許容の範囲内だ。逆にそこを使用して攻勢をかけれる可能性だってある。しかし、問題になるのは声をかけられつつもそこに残ること。埋伏した毒の危険性だ。

「陛下、フールーダを退学という扱いにしては」

「バカか、貴様！」

　ジルクニフは進言した部下に対して怒鳴り声を上げる。抑え込んできていた蓋が外れてしまったような急沸騰ぶりであった。

「帝国皇帝がたった一人の生徒に対して権力を行使して、退学にしろというのか！ それが例えフールーダといえどもな！」

　確かに出来る。ジルクニフの権力であれば容易だ。しかし何の理由もなく、アインズの手の者を退学にするというのは正面から喧嘩を売ったと思われても間違いないし、アインズという人物に対してどれほどジルクニフが警戒しているかを明確に宣伝することとなる。

　確実に貴族たちへの権威は薄れるだろうし、アインズに強大な派閥を作らせる理由ともなりかねない。

　ジルクニフは知っている。

　アインズとの熾烈な戦いを。決して目には見えない権力闘争を。

　だからこそ貴族の力を削ぐための粛清は、アインズに辺境候としての地位を与えてから一切行っていない。それはアインズの元に逃げ込む貴族たちを少しでも減らすつもり狙いでだ。

　それらの甲斐もあってアインズの素顔を見た大貴族たちの一部は、ジルクニフに対する更なる忠誠を約束した。それはジルクニフがアインズと対等に渡り合っている──もしくは友好的に対応していることを舞踏会で目にし、知っているからだ。

　強大な力を持つアンデッドを警戒し、その対抗馬、旗印としてジルクニフを強く認めたということだ。もしくはアンデッドに媚を売るよりは、ジルクニフに忠誠を誓った方が安全だとみなしたか。

　では、そんな者たちが実はジルクニフも非常に警戒していることを知った時、もしくはジルクニフでも相手にならないと悟った時、反アインズ・ウール・ゴウンの旗印に不安を抱くだろう。

　そればかりではない。

　アインズ・ウール・ゴウンの派閥は小さい。

　それは彼が自ら作ろうと行動していないこと。それと生者を憎むとされるアンデッドであることの不安によるものだ。それとアインズの派閥の属せば、治癒などを司っている神官たちを敵に回す可能性があると知っているからである。

　だからこそ、アインズの派閥に所属しようとする者はその絶対的な力に引き寄せられたものが多い。そのため、この帝国最大の権力者であるジルクニフが警戒していると知れば、彼らは頭に乗るだろう。

　つまりはジルクニフが警戒している、または対抗できていないという事実はジルクニフ派閥を弱め、アインズ派閥を強大化させるという二つの面を同時に持つ。

　それらの事実がジルクニフに齎した反応は劇的なものだった。

　鮮血帝と言われ、冷やかな微笑で多くの貴族に血を流せた男が、その顔をまだらに染めたのだ。

　心に吹きあがった激しい熱を、怒鳴り声という形でジルクニフは吐き出す。

「これがアインズという策謀家の恐ろしいところだ！ 教師として入り込んだのであれば、幾らでも追い出すことはできた。教育が不適切である、偏った思考を植え付ける恐れありとしてな。そうであれば他の貴族たちも自分の子供を入れている関係上、素直に理解しただろう。しかし、生徒一人に、なぜ皇帝が動く。それがたとえフールーダであろうとも、な！ 大体放校させる理由はなんだ。不適切？ バカか、そんなのが通じるわけがない。後ろにいるアインズに怯えたと誰もが思うだろう！ だからこそ、あいつはフールーダを生徒として送り込んできたのだ！」

　ジルクニフは憎々しげに顔を歪める。

「このタイミングで仕掛けてくるとは。まさに機を見ていたな、奴め！ アインズ・ウール・ゴウン……智謀の化け物！ ……王国を馬鹿にしてきたが……同じ状況下になってみると……。やはりあの男の前に餌を与えて……。いやまずはそれよりも先にすべきことがある！ ……おい！」

　声をかけられた部下の一人が頭を下げる。ジルクニフは矢継ぎ早に命令を下す。

「学院の諜報員に命令を伝達させろ！ フールーダの動きを、そして狙いを監視させるんだ！ 次に──」




　　　　◆




　ナザリック大地下墳墓には強大な存在は珍しくない。確かにフールーダは人間としては最上位の存在ではあるが、そんな彼程度のモンスターは呆れんばかりにいる。もしこの墳墓の主人が蓋を開ければ、散らばるモンスターたちによって世界は滅ぶだろうと確信しているほどだ。

　そんなナザリックのモンスター群の中でも一際強大な者たちがいる。

　ナザリック大地下墳墓における守護者と呼ばれる究極の「魔」だ。

　フールーダは彼らがどの程度の強さを持つかはさっぱり知らなかった。というのも彼の目による知覚はあくまでも魔法の位階を知ることができるだけだ。そのためフールーダはこの目で見抜いた強さは、実際の戦闘能力とは関係ないと生まれてから二百年以上経ちし、初めて理解した。

　普通であれば何位階を使えるかというのは強さの基準になるのだが、このナザリック大地下墳墓では第十位階の魔法を使用できる者の姿は珍しくない。初日墳墓内を連れまわされた後、与えられた部屋で自分の今までの知識と墳墓内のありとあらゆることのギャップに興奮を通り越し、転げまわったのは懐かしい思い出になったぐらいだ。

　つまりは守護者たちが十位階の魔法を使用したとしても、それぐらいなら──世界の危機がそれだけいるということではあるが──驚くほどではないということだ。……このナザリック大地下墳墓においてはという注釈はつくが。

　それに上位のモンスターがそこにいるだけで全身を走る震えと同時に圧力を感じるのに対して、彼らからは威圧されたりはしなかった。「魔」の一人に、アウラというダークエルフの少女がいるが、話していても普通の少女にしか思えなかったぐらいだ。ただしその瞳の奥の光を考えなければ。

　それが台風の目のようなものだということは知っている。

　それでも普通に対話ができるというのはフールーダにとっての安らぎでもあった。

　つまり、フールーダは師と司書長を除き、彼らと非常に親しくさせてもらっていたのだ。話しかけるのすら躊躇う強大なモンスターたちが多い中、まともに話しかけられる存在は彼らぐらいだったのだ。それに彼らの対応も非常に紳士的で好意すら感じるものだったというのも大きい。

　──ただし。

　フールーダは確かに魔法研究に自分の人生を捧げてきたためもあって、人の観察に長けているわけではない。それでも自分への好意的な対応は、自らが師と仰ぐ、アインズ・ウール・ゴウンへの忠誠心への裏返しですらないことも分かっていた。

　彼らは主人が弟子としているからこそ、人間という下等な生物にすら好意的な反応を示しているだけだと理解していたのだ。

　主人が飼っている虫だからこそ、従者たちが好意的に接しているということ。

　だからこそフールーダは彼らにも敬意を示した対応を取ってきた。もちろん、彼がいまだ到達できない領域の魔法を使う偉人というのもあった。そして今後、このナザリックで魔法の深淵を探求しつつ、働いていきたいと考えていたので、繋がりを作りたいという野望もあったためだ。

　それらの甲斐もあって、「面白い」程度の好奇心もあるのだろうが、デミウルゴスという叡智あふれる悪魔と、時折酒を酌み交わす程度の友好関係は築き上げていた。もちろん──それが人間を玩具としか思っていない、おぞましい悪魔との仮初の物だというのは理解したうえでだ。

　そんなデミウルゴスという大悪魔と、ナザリック内にあるマイコニドがやっているバーで飲んだ時の話を思い出す。

　話は共通の話題であった主人のことではあったが、そこから色々と話が飛び、行き着いたのは命令を受けた際の心得だ。

「必要なのは主人が何を考えているかを予想し、下準備をこしらえておくことです」

　もちろん、と悪魔は続けて言った。

「天才的な人物というのは得てして説明が下手であったり言葉が足りない場合があります。自分は優れた能力で考え付くのですが、他人も同レベルあると思ってしまい、それで通じるだろうと見做すためです」

　それはフールーダの胸にすとんと落ちた。自分も過去同じような経験があると思い出して。

　弟子たちが自分に説明を聞きに来た際、親切丁寧に教えたはずなのに理解した素振りを見せない者たちが多かったからだ。聞き返し、何が理解できていないかが掴めたとき、幾度となく「なんでこうした発想に行き着かないか」と疑問を覚えたことは頻繁にあったのだから。

　そして最後にデミウルゴスはこう言って話を締めた。

「アインズ様は洞察力に長け、優れた叡智をお持ちの方。そのために言葉で語ることは少ない。なぜならばそれぐらい気が付くだろうと思われるためだ。だからこそ、命じられたときはその裏を、アインズ様が本当に考えられているところを見抜く必要がありますよ？」

　その会話を思い出しながらフールーダは頭を下げ、自らの師に報告を始める。

　フールーダが疑問に思っていたのはたった一つ。なぜ、自分を魔法学院に送り込むのか、である。

　確かに理由は聞いている。

　それは一人の学生を卒業させるように、という指令。

　素直に言うならば、師がそう命じたとき、フールーダは自身の耳を疑った。正直、あまりにもあり得ない命令だとフールーダは感じたのだ。

　自分は帝国随一の魔法使い。それがなぜ魔法学院に入学しなければならないかと。しかも教師という形ではなく、生徒としてだ。

　即座に思い至ったのは「お前の能力はその程度だ」という侮蔑であり、フールーダの才能の無さに師が幻滅したのかという二点だった。しかし、自らの師の智謀に対する敬意がそれを握りつぶした。

　そんな単純な命令であるはずがない。フールーダが気が付いてないだけであり、ちゃんとした理由があるのだ、と。

　そしてようやく気が付いたとき、恥をかかなくて済んだという安堵がフールーダを包み込んだ。もし、あの場で問い返していたり、自分が最初に思ったことを問いかけていたら、説明は受けれただろうが、その程度の智謀の持ち主と評価を下されただろう。

　自分は師により優秀なところを見せなければならないのだから。

　結局のところ、フールーダが師の望んでいる真意はこうではないかと判断しているのは二点。帝国内で名高い自分を送り込むことで青田買いをすること。そうでなければ辺境候の自分を使った知名度の急上昇を狙ったものだと。

　報告を終え、それが正しいのかを師に問いかける。

　自らの師がゆっくりと椅子から立ち上がり、窓から外を眺める。その後ろ姿を黙って見ていたフールーダに声がかかる。

「……さ、流石だ、フールーダ。ワ、私の考えを読むとは……な」

「はっ！ ありがとうございます！」

　やはりそうだったのか、とフールーダは頭を下げながら満足感を覚えた。

　もしかするともっと別の狙いも同時にある可能性はあるが、それを聞くのは自分の底の浅さを伝えるようなもの。十分に検討しておく必要がある。

「しかし……あと二人か」

「はい。あの調子ですと声をかける覚悟を決めるまでに若干の時間がかかるかと思われます」

「そうか……分かった。お前はそのまま命令に従って行動をしておけ」

「畏まりました。それと今後、声をかけてきた、つまりは自分に自信があるものたちのリストを製作する準備もしておきます」

「ああ、よろしく頼むぞ」




　フールーダは部屋を退出する。その瞬間、小さな声が聞こえた気がするが、空耳だろうと考える。しかし、それは違う。部屋の主人、アインズの本心からの呟きだった。それは──




「……あと二人か……ついに俺の出番が来たな」

六月中にもう一回更新したいです……。







学院−３

　５０ｋを超えましたが、活動報告で聞いた限りは問題なさそうなので、一回で更新です。

　携帯の人、ごめん！　丸山は携帯の人が頑張ってくれると信じてます！












　かの伝説の魔法使いをクラスメートの一人として迎えいれてから数日という時間が経過していた。

　さすがにこれだけの時間が経過もすれば、多少は慣れというものが生じていた。

　確かにフールーダが最高の魔法使いであるのは、わずかな会話からもひしひしと伝わってくることだし、実技ではその圧倒的な力を見せつけられる。しかし、だからと言って暴君であったり、恐怖を撒き散らすようなことはしない。

　気難しそうではあったが、ある意味、賢者然とした人物だ。

　そこまで怯えなくても良いのではないかという、共通認識が生徒間で生まれた結果であった。

　もちろん、無駄話が驚くほど少ないということは変わっていないし、多少空気が緩んでいるのは同じクラスの生徒ばかりであって、他クラスの生徒たちはフールーダの前で、非常に緊張した素振りを見せる。食堂がどれほど静かかは言うまでもない。

　共に数日を過ごした同じクラスの生徒であっても、親しげに話しかけたりするような者がいないのだ。フールーダという人物を書物や像や絵などでしか知らなければ、ごくごく当たり前の反応だろう。休み時間などでこのクラスの前を歩く者の姿は驚くほど少ない。遠回りしてでも避けているぐらいだ。

　それに指導する教員たちの緊張感は一切、緩んではいない。特にフールーダに指摘を受けた教員たちの緊張感は増すばかりであった。

　ただし、それでも大きく変わったところがあった。

　それは──

　扉がノックされ、一人の生徒が入ってくる。

　全員の視線が動き、またかと判断する。

　その生徒は静かな教室内を見渡し、一直線に歩を進める。

　向かった先にいたのはフールーダである。

「初めまして、フールーダ様。私の名はジーダ・クレント・ニス・ティアレフと申します」

　貴族特有の、平民には真似のできないような品の良いお辞儀を見せた。

「ふむ……。私に何か用かね？」

「はい。フールーダ様のチームに私を入れてほしいと思ってまいりました」

　これだ。

　この二日間、学院の中でも指折りの生徒たち──魔法を行使できるという意味で──がフールーダに自分を売り込みに来ているのだ。より正確に言えば、フールーダのチームに入れてもらいに来ているということか。

　実際、今来ている生徒も魔法行使能力でもかなり上位に位置し、ジエットでも顔を知らなかったが名前ぐらいは知っている。

　そんな生徒が、ジエットが見ている間にフールーダに自分をチームに入れてもらうよう懇願していた。

　ジエットは本気で感心してしまう。

　嫌味などではない。

　フールーダのチームに入れてもらおうと来る者は高貴な家柄の、優秀な者ばかり。そしてこれ以外でも伝説級の魔法使いに魔法のことで問いかける者は、皆、学院内でも名の知れた者であった。

　それらの生徒に共通したのは、優秀さでは無いとジエットは判断していた。

　それは意欲。

　もしかすると欲望なのかもしれない。つまりはジエットのようにある程度の場所で満足するのではなく、より上を目指すという意欲に燃えた者。貴族として生まれ、優秀な魔法の力という潜在的な能力を保有し、それでもなお自分を高める努力をする者。

　それに感心せずに何を感心せよというのか。

　確かにジエットは自分で好きで今の場所を好んでいる。誰かを追い落とし、何かを犠牲にしてまで自分を高めることを求めていない。それでも自分の出来ないことをする者に、尊敬の念を抱けないほど狭量ではなかった。

　やがて生徒のプレゼンが終わり、フールーダの裁定が下る。

「君の思いは十分に伝わった。しかし……」

　その後は何時もの繰り返しだ。

　君の思いは伝わった。しかし、君を私のチームに入れる気はない。君が非常に優秀なのは分かったが、そういった人物を私のメンバーに入れることは将来の帝国の不利益につながる。この試験では優秀な人物は上に立たなくてはならないのだ。君は上に立つ者として他の仲間を引っ張りたまえ。決して私の下で引っ張られてはいけない。

　私が望むのは出来れば普通の者がいいな。引っ張るのではなく、どちらかといえば引っ張られる側の。そんな人物が私をどのように引っ張るかが興味のあることだ。

　そして最後に──

「君の名前は覚えておこう。ジーダ・クレント・ニス・ティアレフ君」

「ありがとうございます、フールーダ様」

　ここまでは既定の流れだ。

　生徒が深い礼を見せてからさっそうと──貴族出身の生徒はやはり品が良い──教室を出ていく。

　なぜ、自分なのか。

　ジエットは考える。

　話の最中、チラリと動いたフールーダの視線の先に自分がいるのは間違いがないだろう。

（……大体の予想はつくんだけど……）

　納得がいかなし、理解ができない。

（やはり先輩に協力を仰ぐしかないか。いや、協力じゃなく、交渉という方が正解だけど……っと、そんなことを考えている時間はないか）

　ジエットは立ち上がると、静かな教室から廊下へと出る。ネメルと約束をしているためだ。歩く速度は何時もよりも早い。というのも約束の時間に遅れているためだ。ジエットもネメルも大抵約束の時間よりも若干早めに着くように行動する。そんな彼が今回遅れてしまったのは、あの状況下で堂々と教室から出ていくことが出来るほど、空気が読めないわけではないためだ。

　こういった点がかの偉人を迎え入れて困る事態だ。ありとあらゆることに気を回さないと不味いということが。

　心の中で愚痴を呟きつつ、約束の場所が視界に入り、ジエットは表情に敵意が現れるのを必死で抑え込む。

　ネメルがいたのは良い。問題は彼女を壁に押し付ける様にしている男がいたことだ。廊下を歩く生徒は見て見ぬふりを行っている。男の方が大貴族の子息であると知っているための処世術だ。

　助けを求める様に動いたネメルが、ジエットを発見し、その顔を明るいものへとする。眼前の少女の急激な変化に誰が来たのか理解したのであろう、男は薄い笑いと共にジエットへと顔を向けた。

「何してるんだ……ですか？」

「いやいや、彼女とちょっと話をしたくてね」

「そんな恰好で話さなくても良いんじゃないですか？」

「色々と秘密裏に話したいことがあったからね」

　ネメルはランゴバルトが離れると、すぐにジエットの元に駆けてくる。その駆け寄ってくる姿は幼馴染の昔を思い出し、より一層強い憤怒がジエットの心を燃やしていく。

　拳であれば負けないだろう。

　しかし、そんなことをすればジエットは退学となり、ネメル自身何をされるかわからない。

　彼の立場上、家の権力を全力で使えないかもしれないが、軽くはたく程度の力でも平民と下級貴族には巨大な鉄槌となってしまう。ランゴバルトが玩んでいると思わせる程度に留めなくてはならないのだ。

　殴り飛ばすなどという多くの人の前で恥をかかせる行為をしてはいけない。

「……さて」

　ランゴバルトは髪をかきあげると、ジエットの方に向かって歩き出す。

　一歩だけ前に出るとランゴバルトをジエットは睨んだ。

「……ふん。別にどうこうしようという気はないさ。君のクラスに用があってね」

　それがどういう意味か、予想はできた。フールーダへチーム参加希望を出すつもりなのだろう。

　その瞬間、ジエットは光が輝いた気がした。

　毒を逃れるために猛毒を飲む行為なのかもしれない。しかし、もしかするとこれは一発逆転のジエットの最高の手である可能性は十分にあった。

　今はまだネメルを守れる。しかし、今後、それがどうなるかは予期できないところだ。問題は生徒会長であるフリアーネが卒業した後──。

　ランゴバルトの後姿を見送りながら、ジエットは覚悟を決める。

「あのさ、ネメル」

「うん？ 何、ジエット？ あ、でもその前にありがとう助けてくれて」

「……別に……俺こそ遅れてごめん。もしもっと早く来てれば」

「ううん。でも……だんだん近寄ってきてる気がする……」

　それがどういう意味か。

　ジエットは胃の辺りがムカムカとしてくる。

「……あのさ。もしかすると俺は間違った手段を取るかもしれない。でも信じてくれるか？」

「ん？ よくはわからないけど、ジエットのすることなら信じるよ？」

　無邪気ともいえそうな信頼の満ち満ちた瞳がジエットに向けられる。

　ならば──

「すまないけど一緒に来てくれ」




　ちょうど教室に戻った時、中からはフールーダの断りの言葉が聞こえるタイミングであった。

　ジエットは迷うことなく扉を開ける。その音でフールーダの返事が途切れることも理解したうえで。

　幾多の非難の視線が集まる。特に強いのは振り返ったランゴバルトだ。普段の平民を見下している彼から想像もできないほどの、はっきりとした敵意がそこにはあった。

　ネメルは横で空気に当てられたように硬直している。

　一息吐き出すと、覚悟を決めたジエットは口を開く。

「フールーダ様！」

「どうしたのかね？」

「よろしければ、私たちとチームを組んで下さらないでしょうか？」

　動揺がさざなみとなって広がる。「馬鹿か、こいつは」という視線が幾多も自分に向けられているのをジエットは感じ取る。教室内のある程度はジエットと親しいクラスメイトからもだ。

　狂人と見做されても可笑しくないことをジエットは言っていると自分でも理解している。実際、自分も第三者的な立場であればそう思っただろう。

　これ以上の上がないと知られる最高位にして伝説の領域である第六位階魔法までを使う──大魔法使いフールーダ・パラダインに対して第一位階を使うのがやっとという学生が願うことではない。

　己の分をわきまえろ。

　視線に含まれた言葉はそれ以外に考えられないだろう。

「まだ、人数が少なく、私ともう一人。彼女しかいません。ですので、フールーダ様が入っていただけたとしてもあと最低二人を探す必要がありますが……」

　横のネメルは石像と変わっていた。そして視界の端でランゴバルトが嗤っているのが見えた。

　当たり前である。フールーダという人物には不釣り合いすぎる。

　これはある意味、博打だ。

　もし断られれば、横からしゃしゃり出た平民に対して、自分の顔が潰されたとランゴバルトが今まで以上の攻勢を仕掛けてくるだろう。そればかりか、この学院内の貴族子息たちに不快感を与え、庇ってくれる者が皆無になるだろう。

　もし本当に賢く行動するのであれば、こっそりと行動すべきである。このタイミングでなくてもいいはずなのだから。

　しかし、この瞬間こそが最高のタイミングでもある。攻撃という意味では。

　──次の瞬間、教室を驚愕が揺らす。

「良いぞ。では君のメンバーに入らせてもらおう」

「ありがとうございます！」

　ジエットは深く頭を下げる。

　そして上げた時、視線を動かし、ランゴバルトに向ける。

　そこには信じられないものを見たと浮かんでいた。驚愕に目を見開き、口は喘ぐように半分開いていた。高貴な血族には似つかわしくない間抜けな態度ではあったが、嫌っているジエットですら馬鹿にしようという気は起らない。

　あまりにも理不尽だろうことが彼らの前で起こったと知っているから。

（取りあえず、これでネメルは安全だ）

　フールーダのメンバーであるネメルや──そしてジエット──にちょっかいを出せば、それはフールーダに対する妨害に取られるだろう。学院に入学したことのある者で、かの大魔法使いの身内に害をなそうなんて考えれる者がいるはずがない。それはどんな大貴族であろうが、同じことだ。

　確かに平民であり、貴族社会について詳しくないジエットには、絶対とは言い切れない。しかし、それでも何も手を打たないよりは安全だと思われた。

　虎の威を借りる狐。

　情けないとみなされるかもしれない。しかし、本当に情けないことというのはなんだろうか。悪意から幼馴染を守れないこと、無力であるということを突きつけられること。

　大貴族の権力などから守るためには、平民であるジエットの出来ることなど、たかが知れている。ならば守るための手段として、汚水を浴びることに躊躇してどうするというのか。矜持を投げ捨てることすらできない男の方が情けない。

　ランゴバルトは真っ青な顔で数歩後ずさった。

　もしフールーダが「彼と話している」とでも言えば、彼の立場は守られただろう。しかしそうではなかった。つまりはランゴバルトとの話よりもジエットとの話を優先させたということに等しい。

　それがどういう意味を持つのかを理解できない上流社会の者はいないだろう。

　ジエットはいまだ凍りついたままのネメルの背中をポンと叩き、フールーダに紹介すべく歩き出した。




　　　　◆




　ジエットは情報の大切さをよく知っている。

　情報というものは金銭的な価値を持つ。実際にジエットは情報を上手く使ってこれまでの生活を有利に運んできた。

　幼馴染に近寄る悪意の発見、自分に迫る敵意の誘導などだ。

　ただし一つ問題がある。

　それは現在自分が握っている情報に、金銭的な価値がどの程度あるか不明だということ。正直、一般市民であるジエットにとっては貴族の社会にかかわってくる情報の価値が分かりかねた。

　もしジエットに貴族の友人がいれば歪曲に聞き出すことで、価値が推し量れただろう。しかし、ジエットが目をつけられているという理由より、多少はいた貴族の友人たちは少しばかり離れてしまっていた。

　あとは売り手の問題もある。

　だからこそ選んだのは一人の女性。

　フリアーネ・ワエリア・ラン・グシモンド。

　学院の生徒会長であり、大貴族グシモンド家の令嬢だ。彼女であればジエットの知りたい情報を持っている可能性は高い。しかし、だ。彼女が教えてくれる可能性は低いと言えた。

　フリアーネがジエットに親しくしてくれるのは、彼女の──魔法の──ライバルであった生徒がジエットのことを頼んでくれたからだ。「ほんの少しの慈悲で良いから、ちょっとだけ目をかけてやってほしい」と。

　そのおかげもあって財力やコネなどの一切ない平民の生徒は、幼馴染や自分の身を守れてこれた。

　ただし、それはあくまでも学院生活の支援だ

　決して、帝国貴族社会に関することではない。

　放課後、生徒会室に入ると、幸運なことにいたのは彼女一人だけであった。

　普段通りの笑顔は親しい後輩を迎え入れるのに相応しいもの。

　ジエットは唾を飲み込む。

　フリアーネは優しい。しかし、それは生徒会長のものであり、友人《ライバル》に面倒を頼まれた者としての優しさだ。大貴族令嬢としての優しさではない。

　質問を投げかければ、今までのフリアーネが決して見せたことの無い彼女の一面が姿を見せるだろう。

　それが怖いのだ。

　予測はできたといえども、親しくしてくれた先輩の冷酷で恐ろしい姿はみたいとは思わない。

　そして質問を投げかけたとしても、平民である彼にその情報を聞かせるメリットがフリアーネになければ、教えてくれるはずがない。それが情報の価値を知る──貴族であれば当たり前だろう。

　つまりは虎の尻尾を踏むだけという結果に終わる可能性が十分にあった。

「どうしたのかしら？ んー、何も用事がないなら……悪いんだけど……」

　口ごもったジエットにフリアーネが優しく語りかけてくる。

　しかし、その瞳には普段のフリアーネが浮かべないような硬質なものが含まれているのを、ジエットは察知する。彼の態度から、どのような目的で来たのかを鋭敏に読み取ったのだろう。

　生徒会長ではない彼女に会いに来たと知って、単なる平民である彼に魅力を感じないための冷たい反応だ。

　これは当たり前のことだ。平民であるジエットに、フリアーネを驚かしたり、利益をもたらす話を提供できるはずがない。そう、普段であれば。

「フールーダ様は私に会いに来た、そのためにこの学院に入ったと言ったら……狂人の戯言でしょうか？」

「間違いなく」

　笑顔でばっさりとフリアーネが切り捨てる。

　あまりにも荒唐無稽な話だ。帝国最高の大魔法使いが、一生徒になんの理由があるというのか。しかし、ジエットは何も言わずにフリアーネを見つめる。

　そんなジエットの反応に、フリアーネの目に別の色が強く混じりだす。それは興味だ。

　ジエットの性格を知っている彼女だからこそ、断言しながらもジエットがそう判断している何らかの理由があると認めたのだろう。

　ジエットは掌にかいた汗をズボンで拭う。

　最初の話の持っていきかたとしては間違っていなかった。まずはこちらに興味を持たせるという交渉の第一段階が終了だ。次に対等の立場まで持っていく必要がある。対等の立場でなければ、情報を安く買いたたかれてしまう。

「理由があるんです」

　そこで言葉を閉ざす。そしてそのまま口を開いたりはしない。

　知りたいと、フリアーネの口から言わせる。決して自分から情報を垂れ流したりはしない。

　そんな取引を望んでいるジエットの意思を認め──生徒会長はそこにはいなくなっていた。

　まるで別人であった。

　大貴族令嬢──家との結びつきのためだけにいる道具ではない、大貴族としての教育をしっかりと受けた貫禄ある人物がそこにいたのだ。

　しかし、大貴族令嬢たるフリアーネはすぐにいなくなり、生徒会長としてのフリアーネが戻ってきていた。いや、それは本当に生徒会長のフリアーネなのだろうか。大貴族令嬢が生徒会長の仮面を被っているだけなのではないだろうか。

「……んー、貴方の勘違いだと思うけどね。なにかあったの？ 聞かせてくれる？」

　生徒会長として生徒を心配しているの、そう言葉の後ろにつきそうな感じではあった。しかし、それは違うとジエットは判断する。

（仮面だ。生徒会長の……優しくしてくれたフリアーネ先輩ではない……）

　黙ったままのジエットを眺めていたフリアーネの視線がふっと動き、天井へと向けられる。無防備な姿は、フリアーネという一人の女性を感じさせた。

「見破った？ 少しだけ……あなたを過少評価していたみたいね」

　やはり優しげな声色ではあったが、その後ろに一本の冷たい鋼が隠れているのが感じられた。いや、これは故意的に見せているのだろう。

「……ねぇ、ジエット君？ 今まで私にあれだけの恩を受けながら……まさか、私と交渉したいとか言わないわよね？ 普通、あれだけの恩を受けながら、対等の立場になろうなんて考えないよね？ そうだとしたら、どんな恩知らずなのかしら？」

　薄い笑みが浮かぶ。それと同時に圧力がかかるようだった。あり得ないようだが、フリアーネから風が吹き付けられるような気分をジエットは抱く。

「それとも私まで敵に回したいの？ ……私が止めなくなればアレは暴走するかもしれないわよ？」

　ジエットはようやく自分が対等の交渉の立場に立ったことを理解する。これは決して脅しではない。そうすべきとと判断したらフリアーネは口だけではなく行動を起こすだろう。しかし、どちらが上かを知らしめる行為というのは、はっきりとさせるためにするのだ。どちらが上かはっきりしていれば、そんな行動は取らない。

　だからこそ、対等なのだ。

　より大きな利益を得るようにフリアーネが行動し始めたということが、ジエットの交渉の仕方が間違っていないことを意味している。

　ジエットは自らの持つ最大の切り札を切る。

　こここそが最も効果的だと判断して。

「先輩。私のチームにはフールーダ様がいます」

「……そうなの。初耳ね」

「そうでしたか……。ならば、そういうことです。私たちのメンバーには彼女も入ります」

「わかったわ。先ほどの言葉は少し過ぎたみたいね。ごめんなさい、謝るわ」

　ぺこりと頭を下げるフリアーネだが、初耳であるはずがないだろう。知っていながら圧力をかけてきたのだ。ジエットがうまく札を切れるか、それを確かめる意味も含めて。もし、切り返しを上手く行えずに無様な姿を見せれば、そこから有利に運ぶように行動したに違いない。しかし、そうはいかなかった。

　つまりはフリアーネの攻撃に対して、ジエットの切り返しがうまく決まり、ダメージを与えたということだ。

　他力本願な切り札ではあったが、やはりこのカードは最高の意味を持つ。

　もちろん、当然のことだ。

　フールーダという大魔法使い（カード）を安く見れるギャンブラーなどいるはずがないのだから。

（……これが貴族としての先輩か）

　優しげな笑顔を浮かべているが、決して今までのフリアーネではない。

　ジエットは先ほど拭ったはずの手がびっしょりと濡れているのを感じていた。

　正直に言えば怖い。しかし、彼女以上に信頼できる情報源がないのも事実だ。

「先輩……私の知っていることを全て話します。ですので先輩の知恵を貸して欲しいのです」

「そう……。ならば……最後にあなたと親しくしている先輩からの警告を発するわね。ここからの会話は私にとって有利にするためのものである可能性が高いわ。注意してね」

　もって回った言い方であり、真意が一見掴み辛い。しかしジエットはフリアーネが何を言っているのか、理解できた。

　そして最初に抱いた感想は「優しい」というものだ。

　生徒会長は自分の家の有利になるように──場合によっては曲解させるように──話を持っていくだろうし、得た情報を有効活用すると宣言してきたのだ。だからこそ頭を使って話せと。

　ようは慈悲をかけてくれたのだ。

（ありがとうございます、アルシェお嬢様）

　フリアーネがここまで優しい対応をしてくれるたった一つの理由に感謝の念を送る。自分の母親が仕えていた家の令嬢の名前に呼びかけ。

「……先ほどの話になりますが、フールーダ様は私のメンバーになるためにこの学院に来たのではないかと思っております」

「……根拠は？」

　ジエットはフリアーネにフールーダが来る前、夜に自らの家に来た貴族の使いの話をする。

　自分がチームを組めずに進学が難しいかもという話をして、すぐにだ。あまりにもタイミングが良すぎる。

　これがまるで別のクラスで、たまたまチームに入るよう声をかけられたりしなければ、そうは思わなかった可能性はある。しかし、同じクラスであり、ジエットに幾度も声をかける姿勢が、あり得ない話だが、そうなのではないだろうかという確信を抱かせるまでに至った。

　だからこその疑問がジエットにはある。

　いったい、裏にいるのは誰だということだ。

　確かに、伝説級の魔法使いであり、知らぬ者がいないといえるほどの存在。フールーダ・パラダインに学生をやれなどと命令することのできる──悪く言えば頭のオカシイ人物がいるとは到底思えない。命令できるであろう唯一の人物──現皇帝は特にそんな人物であるはずがない。

　では第三者の介入しない、フールーダという人物の判断かというと正直あり得ないと思われるし、あり得ないだろう。幾らなんでもあれほどの人物が学生を望んでやっているとは思えなかった。

　考えられるのはたった一つ、フールーダに学生をやらせるほどの何者かがいるとしか思えなかった。

　では、その人物はどれほどの権力者だというのか。

　ジエットは思う。それは確実に皇帝に近い権力の持ち主であろう。だからこそ恐怖を感じて、情報を集めに走っているのだ。

　対して黙って聞いていたフリアーネの態度は奇妙なものだった。

　目が鋭くなったり、大きくなったり、あまりにも先ほどの姿からは逸脱した態度だったのだ。

　それほど驚くほどだったのだろうか。ジエットが疑問を抱いた時、一方的に聞くだけであったフリアーネが初めて質問を投げかけていくる。

「その……騎士の名前は聞いたのかしら？」

「確か……レイと言っておりました」

「レイだけでは分かりかねるわね。どんな人なの？ 外見など、覚えている限り教えて」

　ジエットはその人物の外見を思い出せる限り、口にする。

　普段であれば記憶にも残らなかった可能性はあったが、あの初めての体験──自分を雇いたいなどという驚きが、強く印象を残してくれたおかげだ。

　答えたジエットに、さらにフリアーネがいくつかの質問を投げかけてくる。それはその騎士の細かな外見的な特徴であり、それは誰かと結びつけるためのものに思えた。つまりはフリアーネはその騎士の正体に心当たりがあるということだ。

　人相風体を十分に聞き出したフリアーネが大きくため息を吐いた。その瞳に宿る感情は複雑であり、得体のしれない感情のこもった物。

「……フールーダ様とそのレイという騎士をつなぐ一本の糸があるわ。……でもそれこそ荒唐無稽としか……」

　ぽつりと言葉を零す。

　ジエットは知っている。貴族が笑顔の下に自分の本当の感情を隠すすべに長けているということを。別にフリアーネほどの高位の貴族でなくても、ある程度の貴族家の者であれば基本的に行える技とも言うべきそれだ。

　そんなフリアーネが、今、心からの動揺を表にしている。

　勿論、動揺すらも演技である線はないとは言えない。しかし、ジエットは本心からの感情のように感じ取れた。

「……辺境侯、アインズ・ウール・ゴウン。この名前に聞き覚えは？」

　突然、貴族の名前を告げられ、ジエットは己の記憶を探る。

　一応、紋章学などを含めた貴族知識は学院の授業の一つにある。しかしながら教本で読んだ記憶のある名前ではない。ただ、どこかで聞いた名であった。特に辺境伯ではなく、辺境侯などという耳に新しい地位の貴族家を──

　記憶を探り、ジエットはようやくその名前に思い至る。

「あ、つい最近の貴族様……ですよね」

　そうだ。新しい貴族家として帝国に迎えられたという、御触れが出たという話を耳にしたことがある。

「その程度？ 目にした記憶はないの？ ……パレードをしたんだけど、陛下の横にいた貴族……知らないかしら？」

「……戦勝を祝ってパレードがあったとは知っておりましたけど、私はそれは目にしてないので」

　その時のジエットは忙しく働いていたために、そちらを見に行く暇はなかった。伝え聞く話であれば、すごい豪華そうな衣装に身を包んだ方だったらしい。

「では、あなたは辺境侯に関しては何を知っているのかしら？」

「……大したことは。魔法使いで、新たな貴族位に就いたということぐらいでしょうか」

「了解したわ。一般的にはそれぐらいしかまだ知られてないのね？ ではまず……帝国の第八軍の将軍にレイという名を持つ人物がいるわ」

「レイ将軍ですか？ 第八軍はグレガン将軍では？」

「それは二年ぐらい前でしょ。グレガン将軍は今では六軍だったはずよ。違ったかしら？」

　分かりませんとしか答えられなかった。

　帝国軍の詳しい将軍位など平民であるジエットの知るところではない。勿論、帝国軍に就職を望む人、それも上に行きたいと願う者であれば違うのかもしれないが、ジエットは下の方で安全な裏方を希望だ。そのため縁のない世界だと思って、気にも留めてなかった。だからこそそうなんだーという程度のものでしかない。

「それで辺境侯とレイ将軍、そしてフールーダ様に難からの繋がりがあるんですか？」

「そう。これは貴族社会の危ない話に属するところだけ……聞く？」

　知りたくもない。

　ジエットは心の中で叫ぶ。

　何らかの理由でジエットが捕縛等された際、変なことを知っているとより一層厄介になる場合がある。特に単なる平民が貴族社会の裏話を知っていたりしては怪しいのは確実なのだから。とはいっても彼から問いかけたことだ、止めてほしいですと逃げても良いことはないだろう。ここは覚悟を決めて踏み込むべきだ。

　ジエットはそう決心し、頭を縦に振る。

「……レイ将軍は辺境侯にすり寄っているという話よ。そしてフールーダ様は辺境侯の絶対的な魔法の力に敬服して、下についたわ」

　言われた内容を理解し、ぞわりとジエットの背中を何かが走り抜けた。

　現皇帝がその力を誇示するため、すなわち絶対的な権力を誇示するための武器である帝国軍。それを指揮する最高位者の一人である将軍が、皇帝以外の人物にすり寄る。さらにはその人物に帝国の歴史上の最高位魔法使いが服従している。

　確かに貴族社会は複雑であり魑魅魍魎の住む世界だ。所詮は一般人であり、権力闘争などに詳しくないジエットでは確かなことは言えない。しかし、それでもそれぐらいはわかる。

　それは下手すると、皇帝の絶対的な権力に罅を入れるということになるのではないだろうか。

「それって……」

　大きな内乱の可能性があり得るということではないだろうか。

　言葉にはならない質問が胸の内で生まれる。ジエットは平民であり、己の感情をうまく隠すすべを知らない。だからこそ面に現れているだろうが、それを認識しているだろうフリアーネは答えたりはしない。

　別の質問を投げかけるだけだ。

「あなたにはどんな価値があるの？ なぜ、あれほどの超越者があなたに目をかけるの？」

　超越者──アインズ・ウール・ゴウン辺境侯。

　それはいったい、どれほどの人物なのか。いや、あの大魔法使いを敬服させる超魔法使いともいうべき者なのだから、よほど恐ろしい存在なのだろう。

　ジエットはそんな強大な存在に、すでに目をつけられている可能性が高いという状況に身震いし、そして思い当るたった一つの理由を答える。

　指差したのは眼帯だ。より正確に言うのであれば、その眼帯の下にある目なのであるが。

「一つしかないと思います。この眼です」

「……どういう意味？ その眼に何があるの？」

「この眼は一つの能力を持っているんです。それは幻覚を見破るという力です」

「……特異能力？」

　ジエットは頷く。

　どんな幻覚であってもこの眼は見破る。そんな特殊な力を有していた。それ以外単なる平民である彼を、それほどの大魔法使い貴族が欲しがる理由がほかに思いつかない。

　いや、それでもかの大魔法使いを学生にして送り込んでくるほど価値のある物なのだろうかという疑問はある。もしかするともっと別の使い方や狙い、理由があるのだろうか。

　そんな疑問で頭を一杯にしていると、更なる疑問が生まれた。

　一体、どうやってその情報を入手したのだろうかという疑問だ。

　この眼のことを知る者は少なく、大抵の場合、眼が弱いためという理由で隠してきた。それなのに、いったい、辺境侯はどうやって知ったというのか。

（……いや、フールーダ様より優れた魔法使いであれば、なにかすごい魔法で発見したということなんだろうか？）

　あとは知っている者──彼の母が仕えていた家の令嬢──などから聞き出すほかないだろうが、二人が線で結びつかない。

「なるほど……ならば……理解したわ。それであなたが聞きたいことは何？」

「はい。アインズ・ウール・ゴウン辺境侯に関して教えてください。警戒するためにも」

　単なる平民にしか過ぎない彼にはもはやどうしようもない相手のように思えた。いや、フールーダという人物を送り込むほどのできる相手なのだから分かりきった結論ではある。それでも危険はできるだけ避けたいし、知らないよりは知っていた方が賢い。

「分かったわ。ある程度のことは教えてあげる」




　　　　◆




　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯の話を聞き終えたジエットが一礼をすると部屋を出ていく。

　扉が閉まり、少ししてからフリアーネは息を吐き出した。

　まさかこんな話になるとは思わなかった。

　それが彼女の真なる思いであった。

「ジエット君との付き合い方を変えて方がいいんでしょうけど……」

　どちらに変えた方が賢いのかが分からない。

　辺境侯に恩を売る形にするのがベストなのだろうが、狙いが掴めないために判断しかねた。

　ジエットはフールーダを送り込んだのが辺境侯だろうと判断しているようだが、フリアーネは違った。別の何者かが間にいるとみなしていたのだ。

「だって……あまりにもバカっぽいじゃない」

　フールーダを同じクラスに、それも生徒として、しかもそのタイミング。あまりにも物事を考えていない人物のように思われたのだ。

「でももし、かの辺境侯であれば……別の狙いがある？」

　鮮血帝と称される英才が、辺境侯を警戒しているという噂は大貴族で流れる信憑性の高いものだ。そしてその噂は辺境侯の持つ軍勢でも魔法の力でもなく、恐れているのはそのあり得ざる叡智だという話で結ばれていた。

　それほどの人物が自分やジエットで読み切れるような手を打ってくるはずがない。

「……私だけでは無理だわ。お父様とお兄様に相談してみないと……」

　はぁ、と息を吐き出し、フリアーネは室内を見渡す。

　もちろん、誰もいない。しかし、誰かがいるような嫌な感じ──辺境侯がこちらを窺っているような気分を抱いたのだ。

　あり得ないのは分かっている。

　辺境侯ほどの存在が、自分のような小娘まで監視しているはずがない。しかし、一度覚えた不安は消えないのもまた事実であった。

　フリアーネは視線を動かし、扉を向ける。

　ジエットに話した辺境侯の話は一部を故意的に喋らなかったものだ。

「……教えることのメリットが判断できない以上……語るべきではないでしょうけど……」

　アインズ・ウール・ゴウン辺境侯。

　その本当の姿──アンデッドに類似する存在であるということを。

　その正体が帝国内上層部に知られることによって、様々な者たちが、多様な目的を持って動き出しているということを。

　そして──

「神殿関係者を中心にした敵対派閥が生まれつつあること……」




　　　　◆




　生徒会室を出て、廊下を歩く。

　前を見据えながら真っ直ぐに歩を進めていたが、その姿勢とは裏腹に、ジエットの頭の中はかなり混乱状態だった。

　フリアーネから聞いた辺境侯の情報。

　帝国で現在最も力のある貴族。軍事力、個人武力、叡智、財力を保有し、想像を絶する美姫を幾多も従えた人物。

　そんな頂に住まう人物が、自分に興味を持っている可能性は高いという事実。

「そんなにこの眼に価値があるのか？」

　頂に立つ人物がジエットを気に入る理由などこれぐらいしか心当たりはない。

　しかし──

　冒険者であれば役に立つかもしれない。警備兵なら、門の警備なら──。

　それが彼を導いてくれた女性の言葉だった。

　実際、他の人々が持つ雑多な能力よりは有益なものかもしれないが、それほど効果的なものではない。彼女の言ったように何かを守るような職に就くのであれば、非常に役立つ能力だろう。しかし、それ以外という面では微妙としか言えなかった。

　大体、幻術の看破はアイテムや魔法でもどうにかできるもの。彼の能力は非常にレアなものだというわけでもないのだ。

　初期費用の投資などが必要ない程度にしか過ぎないと、ジエットは今まで考えてきていた。多少の付加価値がある程度だと。

　だからこそ納得がいかなかった。単なる学生にあれほどの金額を提示する以上、初期費用の軽減などの理由ではないはずだ。

「……実は幻術の看破はこの眼の能力の一面でしかなく、隠された──もしくは本当の使い方があるとか」

　先ほどちらりとフリアーネに言ったことだが、ジエットは繰り返しその可能性について考え、吹き出してしまう。どこかの英雄譚で歌われそうなネタだと思って。だが、あの時に感じたやばい案件というのは正確なところを掴んでいたのかもしれない。

　どんな狙いがあるのか情報が集まった段階でも、さっぱり見当がつかないという辺りが。

　ジエットは「はぁ」とため息を吐き出し、頭を軽く振る。そして脳内からひとまずは辺境侯のことを追い出そうと腐心した。

　推測しても答えはでない。だからジエットはひとまずは忘れることにしようと。

　それよりもしなくてはならないことがあるのだから。

　そのまま廊下を歩いていると、前方の角の辺りが騒がしいことに気が付く。

　視界が通らないために何が行われているのかは不明ではあったが、複数人が揉めている気配が伝わってくる。それも決して良好な感情によるものではない。

　どうするか、とジエットは考える。

　このまま進むと厄介ごとに巻き込まれる可能性は高い。しかし、いちいち遠回りして教室に帰るというのも面倒だ。大体、自分に関係ないだろう面倒で、なんで自分が割を食わなくてはならないのか。

　ジエットはある意味、頑固な子ども的な考えを持って、足をそのまま前に進める。一応、念のため、大きく角を迂回するようなコースを取るのは最低限の防衛だ。

　ただ、責めているのが男の声で、責められているのが女の声でなければ踵を返したかもしれなかったが。

　そしてジエットが角を曲がろうとした瞬間、そのタイミングを計っていたかのように、少女──ジエットと同年齢ぐらいだ──が倒れてきた。大きく迂回していたために、助けることはできなかったが、あまり力が入ってなかったようで、少女は尻もちをついた程度ですんだ。

　ジエットは険のある目で何をしているのかと睨む。

　そこにいたのは四人の男──彼らはジエットよりも年齢が上に思われた。そして倒れた少女。

　見覚えのある者は誰一人としていない。

　男たちもジエットと同じように鋭い視線を送ってくるが、別に恨みがあるとかでなく、とっとと失せろ的な意味合いを持っているのが読み取れた。

　ジエットは視線を動かし、床に座ったままの少女に向ける。そして青い瞳と交差する。

　怯えたような瞳だ。

　それがジエットが最初に思ったことだった。

　容姿は整ってはいるが、おどおどとしたところがあるためか、暗いイメージを最初に擁かせる。濡れたような瞳がそれをより一層強めた。雰囲気的には貴族というよりは平民という感じがする。

　対して男たちは貴族的な雰囲気を宿していた。

「……なんだよ、お前。とっとと行けよ」

　顎をしゃくって廊下の先を示す男にジエットは低い声で問いかける。

「……お前ら、何してんだ？」

　その声に含まれた感情を認識した男たちが、嘲笑うような顔をする。一部の貴族たちが平民に向ける、良く見馴れた表情だ。そしてジエットの非常に嫌いな表情でもある。苛立ちが憤怒に変わるが、それはまだ表に出さない。できる限り抑え込む。

　とはいっても、平民であるジエットの演技など、貴族らしき彼らからすれば容易く見破れるものでしかないだろう。

「お前には関係ないだろ？ 違うか？」

　男の一人の言葉に、ジエットは内心で頷いてしまった。

（おっしゃる通りです）

　確かに関係はない。ここで面倒ごとを抱え込む必要なんてこれっぽちもない。ただでさえ厄介ごとを抱えている身だ。これ以上のしょい込んだら潰れてしまう。

　それに学院という場所にあっても、社会のしがらみはついて回る。例えば、この少女の肉親が、この男たちの家に仕えているなどのなんらかの関係があった場合、横から口を挟む方が迷惑となる可能性だってある。それにこの男たちが大貴族の子息である場合だってあるだろう。

　小さな親切、大きなお世話になりかねない。

　ならばここはどう出るのかが正解か。

　容赦なく見捨てるべきかと迷い、ジエットはチラリと少女の様子を窺う。

　救いを求めるようなおどおどとした姿が、幼馴染──ネメルに被さるような気がした。

　だからこそ決心する。

　いつでもそのまま歩き出せるようにしていた姿勢を変え、真正面から男たちを睨む。

「関係なくないな。同じ学院の仲間だからな」

「はん！ 試験メンバーでの打ち合わせに外部の奴が口出しすんなよ」

「これが打ち合わせだというのか？」

「そうさ。いろんな打ち合わせの方法はあるもんだからな、な！」

　男の低い声に、女の肩が震える。

　その姿はどう見ても強制されたものだ。

　ジエットは舌打ちを一つ。それもはっきりと聞こえるように、だ。

　男たちがはっきりとした敵意を浮かべる。一人だけ、じっとこちらを観察するような男がいるが、あれがリーダーなんだろうか。

（……しかし、貴族の割には浅い奴らだな）

　ジエットの知っている貴族は大概が感情を隠すのがうまい。それも上の家柄であればあるほど。

　そういう意味では彼らはそれほど高い貴族家の人間ではないのだろう。

「てめぇ、調子に乗るなよ」

　一人の男が拳を握りしめると一歩前に出る。分かりやすい態度だ。ジエット的には非常に好感が持てる態度でもある。というのも権力や財力、家柄などで来られるよりも分かりやすいためだ。

　ジエットも拳を握りしめる。

　状況は最悪だ。運の悪いことに周囲には中立的な立場の観客がいない。喧嘩すれば一方的に悪者にされるのは確実だろう。

（また、あのお方の力を使うのは……）

　ワイルドカードをジエットは持っているが、それを切った場合、後ろにいる人物、アインズ・ウール・ゴウン辺境侯に大きな借りを作ることになる。

　先ほどまでの無知な頃であれば使用しただろう。ばれなければ問題ないと。

　しかし知ってしまうと迷ってしまう。

　伝説級の大魔法使いの名を出せば、それが真実か情報を求める者は確実に出てくる。そうなれば大貴族の中の大貴族である辺境侯の耳に届くのは確実だろう。そこから芋づる式でジエットのところまで行き着くだろうし、ジエットがフールーダの名前を使用したことも掴むだろう。

　フールーダという人物の名前を使用することは、蜘蛛の巣で暴れるようなもの。

　おぞましく恐ろしい巨大な蜘蛛が動き出す可能性は高い。

　しかし──

　座り込んだままジエットをじっと眺める少女の様子を窺う。

　両手を組んだ姿勢は、まるで神に祈りを捧げるようでもあった。

　覚悟を決めたジエットはせめてもと思って、先に殴らせる覚悟を決める。一発殴らせてからカードを切った方が効果的だからだ。

「……おい。ちょっと待て」

　一触即発の状況下、先ほどのこちらを観察するような視線を送ってきた男が静止した。

　やはりこの集りの中では力が強いらしく、ジエットに向かって歩き出そうとしていた三人の男たちの足は止まる。

「オーネスティ」

「は、はい」

　返事をしたのは少女だ。

「お前から言ってくれないか？ これは私たちの話であって、部外者には関係がありませんって」

「っ！」

　ジエットは苦々しげに顔を歪め、男はにやりと勝ち誇ったように笑う。

「え、え、あの」

　少女は目をきょろきょろと動かし、周囲を伺う。それから下を向いた。髪によって顔が隠れる。

（やられたな……）

　少女が関係ないと言ってしまえば、そこで終わりだ。しかし、少女は口を開こうとしない。そういう性格のためとも、少女が嫌がっているからだと取れる沈黙だ。

　そんな少女にリーダーらしき男が苛立ちを隠そうともせずに、低い声で語りかける。

「お前みたいな役立たず、誰がチームに入れると思うんだ？」

「……俺が、俺たちがいる」

「お？」

　ジエットはここが攻め時だと判断し、優しく語りかける。ここで手を取ってくれなければ終わりだ。

「ちょうどよかった。実は俺を合わせて三人しかいないんだ。君が入ってくれると嬉しいね」

　少女が驚いたようにジエット見上げた。青い瞳が大きく見開かれ、その中に自分が写っているのが見えた気がした。瞳に宿る煌めきはすぐに黒いものに覆われていく。

「あ、で、でも。私は役に……」

「おい！」

　怒鳴る男を無視しして、ジエットは再び優しく少女に語りかける。

「三人なんだよ。メンバーが集まらなければそれで終わりだ。君が入ってくれるだけで、ほら、役立たずじゃない」

　そして手を出した。

「いつまでも座ってないで立とうよ」

「おま！ そんな役立たずに！」

「なぁ、ちょっと黙れよ。俺は彼女と話しているんだからな。君は役立たずなんかじゃないさ。さぁ」

　迷った彼女が自分でその手を取る。女性の細い手だ。貴族のような綺麗な手ではなく、ざらざらとした平民の手だ。

　彼女の意思をしっかりと握りしめ、ジエットは彼女を引っ張り上げる。

「それで、俺のチームの仲間に何か用があるのか？」

　後ろに隠し、男たちを睨むと、男の一人が大きな舌打ちをする。

「そんな役立たず連れていって後悔すんなよ？」

「しないね」

　ジエットはざっくりと言い捨て、彼女の手を引いて歩き出した。
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「あ、あの助けてくれてありがとうございます」

　男たちと離れ、歩き出してから少しして彼女が話しかけてくる。勇気のないようなおどおどとした話し方だが、声が小さいということはない。ただし話し方が早く、抑揚がないためにちょっと聞き取り難いのも事実ではあった。

「いや、さっきも言ったんだけど、メンバーが足りてなかったからこっちとしても助かるんだ。ただ……あと一人がいないんで、もしかすると助けたんではなく迷惑をかける結果になるかもしれないんだけどな」

　ジエットはおどける様に肩を竦めようとして、自分が今でも彼女の手を引いていることを思い出し、握りしめた小さな──体温の高い手に羞恥を感じた。

　ジエットたちと同じように廊下を歩く生徒たちに好奇心や嫉妬に満ちた視線がこの時になってようやく気が付く。一体、どれぐらいの間、こうして歩いてきてしまったか。

「あ、ごめん」

　慌てて手を放すと、少女が少し寂しそうな顔をしたのはジエットの気のせいではないだろう。

　少女はジエットが掴んでいた手を胸元まで上げると、もう片手で抱きしめる様にする。それはそこに何か大切なものがあるかのようで。

　ジエットは自分の顔が赤くなっている気がしていた。周囲からギギギと歯の軋むような音が聞こえた気さえする。

「いえべつに悪いことなんかなにもないです」

「あ、うん。あり……がとう。それで……あー、名前を教えてもらえるかな？ 俺あー、私はジエット・テスタニア」

「私はオーネスティ・エイゼルです」

　聞いたこともない名だ。

　学院がある意味コネクション作りなどにも使用される関係上優秀な生徒の名はよく知れ渡る。見たことがなくても名前は知っているということが起こるのだ。

　しかし、彼女の名前はジエットは聞いたことがなかった。

　だからジエットは自分の教室などを教えるのと同時に、彼女の教室などを聞き出す。そしてさりげなく、彼ら──先ほどの男子生徒──の関係を聞いてみる。

　非常に早口ではあったが、要約してみると

　彼らは同じクラスの生徒で、友達がいなかった彼女をチームメンバーにしてくれたということ。それで色々と嫌なことをされて困っていた。

　そんな話だった。

　色々という所で非常に暗い表情をしたので、深く通級することはできなかったが、ジエットは腹の底から苛立ちを抱く。

　それと同時に、チームをどうにかして作り上げないとまずいと強く決心した。もしチームメンバーの数が足りず、解散ということにでもなかった、ジエットやネメルよりオーネスティが非常に厄介になることは予想できる。

　そしてもう一つ大事なことは、彼女をフールーダに紹介することだろう。

　自分の一存で決めてしまったが、フールーダが否定的な意見を発した場合が厄介だ。しかし、本当に辺境侯がジエットを欲しくて、フールーダを送り込んだのであれば、ある程度は引いてくれる可能性が高い。

　ただしその場合は辺境侯から恩を買う形になるが、それはあそこで彼女を見捨てられなかった以上、仕方がない出費であろう。その額が小さいことを祈るしかないというのがあれなのではあるが。

「それでちょっと時間を割いてもらっていいかな？ 実はあとの二人が教室にいるはずなんだ。よかったら来てほしいんだ」

「あ、わかりましたいえ私のほうこそ行かせてくださいよろしくおねがいします」

　フールーダを見た時、彼女はどんなことを思うのだろうか。
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　答え。

　ぎょっとして目を見開く、だ。

　当たり前の反応だといえよう。誰もが知る偉人が教室にいれば驚愕に目を見開くだろうから。

「あのえっとうそですよねなんらかの幻術だとしたらまずいですよ一部の偉人を幻術などで生み出すのは罰則があったはずです」

　教室に戻ってくるまでの会話に倍する速さで、オーネスティが濁流のごとくジエットに話しかける。

　学食で見たり、噂に聞いたことがないのだろうか、と疑問を覚えるが、知らない者がいてもおかしいことはないとジエットは納得する。特に彼女のように知り合いが少なそうな人物であればあり得る話だ。

「いや、違うから。あれご本人だから」

「……!?」

　目を白黒させているオーネスティを無視し──相手にしていたらいつまでも話が進まない予感を覚え──こちらを伺っている二人に話しかける。

　二人とはもちろん、フールーダとネメルだ。生徒会室に向かう前、打ち解けてもらおうとネメルを教室に呼んだ結果だ。

　残念ながら二人の間にある空気は、打ち解けたといえるほどの軽いものではない。それにネメルの背筋はピンと伸び、顔は微妙に引きつっている。それでも初めて会った時よりも、遥かに慣れた気配があった。

「戻りました、フールーダ様」

「お帰り、ジエット君。ところで君の後ろにいるのはどちらかな？」

「はい。私たちのチームに入れようと思う少女でオーネスティ・エイゼルと言います。入れてもよろしいでしょうか、フールーダ様？」

「私は君が良いというのであれば構わないとも」

　ジエットはオーネスティの腰を押し出し、フールーダの視線の前に出す。

「あ、あのかのフールーダさまにおあいできこれ以上の喜びはありません！ わたしのなまえは紹介にありましたようにオーネスティ・エイゼルと申します凡才の身ではありますが同じ班としてフールーダ様に失礼が無いように頑張りたいとおもいます！」

「気にすることはない。それに同じチームとして助け合っていけばよいのだ。私に失礼がないように頑張るのではなく、このチームで良い結果が出る様に頑張っていこうではないか」

「は！ っはひ！」

　ペコペコと頭を下げるオーネスティから幼馴染に視線を動かし、違和感を覚える。

　見馴れた幼馴染であるはずなのに、別人のような感じを一瞬だけ感じたのだ。そんな気配は瞬き一回程度で薄れ、そこにいるのは何時ものネメルだった。

「オーネスティ。あっちがネメ──」

　そこまで言いかけた時、後ろでドアが開く音がした。

　振り返ってみると、見たことの無い少女が入ってくるところだった。顔立ちはごく普通であり、長い金髪をサイドテールで持ち上げている。そして一直線にジエットたちの方に歩いてきた。

「私の名前はナーベ。あなたたちのチームに入りに来たの」

　それが少女──ナーベの第一声だった。そして彼女は指に嵌めた指輪を外しだす。それがどんな意味を持つかはさっぱりジエットには分からなかった。

（もしかして金銭とかでお願いするつもりか？ でもそれをフールーダ様の前でするか？）

　平民である彼に金銭を支払うことでフールーダと同じチームに入るという寸法だ。しかし、それを皆の前でする考えが分からない。

　目を思わず点にする中、ぶっと吹き出す音がする。音の発生源に視線を動かしたジエットはあり得ないようなものを目にした。

　かの大魔法使いが驚愕で目を丸くしていたのだ。

「反対意見がないと嬉しいんだけど？」

　まるでほぼ確定事項のように告げてくる少女にジエットは直感する。

（フールーダ様の反応を考えると……辺境侯に関する人物と見たほうが正解かな？ だったら……）

「いや、残念だけど、人数は埋まるかもしれないから難しいね」

　ジエットの反対を受け、ナーベがぐるっと顔を動かしジエットを見据えてくる。この辺りでは珍しい黒の瞳に宿った感情は困惑なのだろうか。

「フールーダ様。どうしましょう、難しいとは思われませんか？」

「い、いや……入れても良いのではないかね？ 私は彼女で構わないと考えるよ？」

「……フールーダ様がそうおっしゃられるのであれば、私も彼女をチームに入れることに賛同いたします。二人とも構わない？」

　コクコクとまるで双子のようにネメルとオーネスティが頭を振る。

　ジエットは自分の目論見通り事が進んだことに安堵した。

　先ほど反対したのも、フールーダに聞いたのも、借りを返す的な意味合いでだ。つまりは自分はオーネスティをメンバーに入れた。それに対してフールーダの意見でナーベを入れたということを明確にしたかったのだ。

（なんでこんなことまでいちいち考えているんだろう……。流れに身を任せて、行き着くとこまで行ってしまいたい）

　魅力的な思いが頭の中を走りぬける。単なる学生に超大貴族とも言うべき相手と戦える力はないのだから、無意味な抵抗である可能性は非常に高い。しかし、それでも相手の狙いなどが明確でない以上、できる限りの深入りは避けた方が安全だろう。

　ジエットは無駄な抵抗とは思いながらも努力する気でいた。

「そちらの四人で少し自己紹介をしていてくれるかね？」

　フールーダはそれだけ言うと、教室の隅へと歩いていき、懐から取り出した板のようなものを操作しだす。そんな姿に軽く目をやってからジエットはナーベにいくつか質問をしようと話しかけるのであった。
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　取り出した板には何の意味もない。マジックアイテムを操作していると演技をするための道具である。

　というのもフールーダが離れたのは、彼に対する魔法──〈伝言／メッセージ〉が発動したためである。勿論。使用者は自らの師だ。本来であれば即座に反応したかったが、彼らの前では少々問題だろう。師の言葉は頭の中で響くが、こちらの声は口に出す必要がある。

　無音でやり取りできる魔法の開発が色々なところから望まれてもいたが、そんな魔法が作られたかどうかはフールーダも知らないところだ。

　頭を下げたくなる気分を抑えて、フールーダはアインズと連絡をつける。

「師よ」

『うむ、フールーダよ。ナーベラルを送ったのだが、これで四人揃ったわけだな？』

「いえ、五人揃いました」

『……え？』

「──え？」

　暫し──まるで空間が凍結したかのような静寂が広がった気がフールーダはした。いや、もしかするとあり得ないようなことかもしれないが、実際に凍結しているのかもしれない。〈伝言／メッセージ〉の魔法越しではあるが、常識外の力を持つ、自らの師ならばそれぐらいは可能であろうから。

　というよりも師の力の限界は理解できない領域にある。もしかすると不可能がないほどなのではと思えるほど。

『い、いや、人数が揃ったのか？』

「は、はい。師がナーベ……さまを送って下さったおかげです」

　少しだけ前もって教えてくれればもっとうまく演技できたのに、と心の中で声が上がるが、そんなことを師に告げれるはずがない。

　もし何らかの理由があって、緊急事態で送り込んできたのであれば、そこまで読みとれない自分の馬鹿さ加減を伝えることになる。他にも自分の行動に対するお目付け役だという可能性だってないとは言い切れない。

（優れた叡智をお持ちの師のお考えだ。なんらかの理由があってのことだろうしな）

『……四人ではなくか？』

「は、はい。幸運なことに一人、その前に参加しまして」

『そ、そうか。そそれはよかった。心配していたのだぞ？』

「心配していただき、ありがとうございます。ですがこちらは何とかなりそうです。お世話をするナーベ様を御貸出しいただき感謝に耐えません」

『う、うむ。そ、それでは頼んだぞ』

　あまりにも異様であった。

　冷静沈着であり、全てを見通すほどの存在。巨大な魔力を身に宿し、恐れる物は何もないとも思える師が動揺らしきものを浮かべたのだから。それも話していてわかるほどの、だ。

（どういうことだ？ 何があった？）

　考えられるのは想定外の何かが起こったということ。しかし、かの超越者が動揺するほどの異常事態など単純なことではないだろう。では一体、何があり得るというのか。

　フールーダは脳を全力で回転させる。

　幾多の案が生まれ、即座に破棄される。アインズ・ウール・ゴウン辺境侯という超越者が動揺するほど何かが浮かばないためだ。

　フールーダは基本に戻って考える。すると一筋の光が暗雲から差し込んだ気がした。

「もしや……」

　四人ではないということに驚いていたということは、たった一つしかあり得ない。

「つまりは五人目に何かがあるということですな……」

　それが何かは不明だが、そうとしか考えられないだろう。

　フールーダがちらりと視線を動かすと、ジエットの連れてきた少女──オーネスティの視線と交わる。たまたまこちらを見ているだけという態度ではあった。

　フールーダも普段であればそう感じただろう。フールーダという帝国でも名の知れた魔法使いに対して、好奇心の視線を向けることはごくごく当たり前のことだから。

　しかし、先ほどの師の態度を考慮すれば、それは別の意味でフールーダを窺っていたものだと明白に思われた。

　流石は師。

　フールーダは心の底から敬服する。

　おそらくはこのタイミングで五人目が参入したことに、離れていたとしても何かを読み取ったのだろう。もし、あの態度がなければ、騙されるところであった。もしかすると〈伝言／メッセージ〉解除後に廊下を走る音が聞こえたような気がしたが、それも何か関係があるのかもしれない。

　ならば問題は一つだ。

（一体、正体は何者……。しかし、師が動揺されるほどの相手だとすると……あり得ぬとは思うが法国の人間……か？ 魅了などの魔法で情報を収集するのは危険か。出来る限り深入りは避け、様子を窺うとしよう。もしかするとナーベラル様を送ってこられたのも……？ タイミング的に先手を取られたから驚かれたのか？ とすると相手は師に対する叡智の……ここは恥を忍んで、師に……いやデミウルゴス様に聞いてみるとするべきか……）




　　　　◆




　静かな庭園に人の気配はない。時間によっては噴水が起動音とともに水を撒く──魔法のアイテムによる働きだ──のだが、その時間ではないようで、目の前の噴水は静かなままだ。

　はぁ、とランゴバルトはため息を吐き出す。

　今の自分の立場があまりにもまずい状態で。そしてそれ以上に自分が逆に追い詰められるという事態に嘲笑を浮かべてしまう。

　ランゴバルトは先ほど昇級試験のメンバーを追い出されたのだ。彼がリーダーを務めているチームを追い出された理由は非常に簡単だ。

　彼がジエットたちとやりあっていることはチームの仲間も知っていた。だからこそランゴバルトがフールーダの怒りを買うのでは、と恐れたのだ。そして自分たちにも降りかかってくるのではないかと。

　そんな彼らの取った行動はランゴバルトをチームから切り離すという行為だった。

　不快ではある。

　苛立だしい行為である。

　しかし、貴族であれば当たり前の行為でもある。

　ランゴバルトは側室の子供であり三男だ。

　家を継ぐべき長男は魔法の力こそは有していないものの、なかなか優秀な人物であり、ランゴバルトに家の相続が回ってくることはあり得ない状況だった。そんな彼が家の力を使えるのは、一概に他の兄弟たちが魔法の力を使えないために、そちら方面で家の強化に？ がると判断されているためだ。

　そんな彼が魔法面で役に立てないと判断された場合、家の力を一切失う事態となるだろう。勿論、そうなる可能性は非常に低い。幸運なことにランゴバルトは魔法の才を持っていた。それもかなり高いものを。就職先に困ることはないだろう。

　ただし、フールーダと敵対したともなれば、就職先があるとは思えなかった。

　この学院には貴族たちが多く在籍する。つまりはランゴバルトの現状は、貴族たちに流れ、様々なところに流れるだろうから。

　いや、就職先がない。それで済めばいい。場合によっては家に迷惑を与えたと見なされ、最悪のパターンではあるが殺される可能性だってある。

　そう、そんな未来がないと誰に断言できるだろうか。

「……噂が広まれば、敬遠する人間が増えるだろうから……今までのコネクション作りが全部瓦解するだろう。そうなると誰かに協力を仰いでというのも難しいか……」

　新たに昇級試験のメンバーを集めることは難しい。落第などしたらもはや完全に自分の立場はないだろう。

　八方ふさがりであり、現状を打破する手段はない。

　そこで再びため息を吐き出し──もう一つのため息を重なる。

　ランゴバルトが視線を動かせば、そこには一人の青年がいた。

　平凡な顔立ちは品がなく、貴族の血が流れているとは思えなかった。それにランゴバルトが必死になって覚えた、自分の家と同程度の貴族家の学生リストには載っていない容姿だ。

　平民だろうと判断し、自分のすぐ近くにいることに多少の不快感を覚える。そしてそんな自分を嘲笑する。

　平民の学生と今の自分。どちらの方が立場的に優れているのだろうと思って。

「……ほら」

　ぽつりとその青年は言葉を零す。

「憧れていたんだ。危ないところを助けて、手を差し出してくれるような人物に。だから……タイミングが悪かったんだろうな。チームに参加できなかったのは。数がいるのに俺も入れてって……かっこ悪いものな。彼女に内緒にしていたのは良かったのか悪かったのか」

　何を言っているのかはさっぱりわからない。彼も自分に教えたくて告げているのではないだろう。

　ようは独り言の類だ。思わずこぼしてしまった言葉でしかない。しかし、そこには深い何かが籠っていた。

　ランゴバルトには話の全貌は分からなくても、彼がおそらくは昇級のためのチームに参加できなかったというのは理解できた。

「チームを組んでくれる者に心当たりはないのか？」

　青年が一瞬だけ息を飲んだようだった。それから水の出ていない噴水をぼんやりとした顔で眺める。

「いないな。ここでもいない。メンバーに心当たりは。だからもう帰ろうかな、と思って」

　寂しげに青年は告げ、その声にランゴバルトは閃く。

　そして考える時間もなく、ランゴバルトの口を動かした。普段であれば少しはメリットとデメリットに関して考えただろう。しかし、この瞬間だけはそんなことをしたりはしなかった。おそらくだがその理由は二つだ。

　一つは言うまでもなく、これからメンバーを組む心当たりがないため。

　そしてもうつは自分が今の立場になって、同じであろう青年の思いが理解できたためだ。

「もし後がないなら……私と組まないか？ ……私と組むと非常に厄介ごとに巻き込まれるだろうけどな。それでも良いというのであれば……組もう」

　数秒か。それ以上の時間かもしれないだけの静寂が流れ、青年は一つ頷く。

「それも悪くない。これで帰ったら……あまりにも悲しいものな」

「そうか、それは良かった。では名前を聞かせてくれるか？ 私の名はランゴバルト・エック・ワライア・ロベルバドだ」

「あ、私はモモンだ。よろしく頼む」

　謎の転校生モモンさんの「何をしたんだ、貴様！」「なんてすごいことを！」などの話は、裏なのでダイジェストでお送りします。こっちの方が面白いけどな！ 気が付くと闘技大会に優勝していたり、奴隷を買っていたりします、きっと。

　あと、ｗｅｂのナーベラルさんは、書籍のナーベラルさんよりもまだまともです。より正確に言うと演技できます。人間軽視を隠せるというか……。あっちのナーベラルさんはダメだと思う。でもどっちにしても隠し事とか裏がない分、可愛いかもしれない。

　久方ぶりに書いたけど、設定では彼女は口調はざっくりなんですね。こんなところから書籍とは違ったりします。

　あー疲れた。一日で８ｋとかは色々とすり減ります。

　次は八月……無理じゃね？







学院−４

　ランゴバルト・エック・ワライア・ロベルバドは家に帰る。

　家は貴族の邸宅に相応しく立派なものだ。

　モモンが隣で「へー」などと感嘆の声を上げながら周囲を見渡す姿は、余りにも恥ずかしい。運が良いことに使用人がたまたまその場におらず、目にしたのは自分だけということに安堵する。

　普段なら強く窘めただろうが、今日に限っては言う気が起こらなかった。自分がリーダーとして支配していると思った班員たちから反逆され、追い出された身としてショックを受けていたからというのが一つ。

　もう一つは、唯一のメンバーである彼の機嫌をあまり損ねたくないという打算的な部分だ。

　ランゴバルトはモモンを窺う。

　間の抜けた賢くなさそうな顔立ちの人物だ。

（彼は一体、何者なんだ？）

　思い出すのは庭園での出会いのシーンだ。

　初めて会った人物であるために、ランゴバルトは自らの名を名乗った。初対面の人物と名を交わす。ごく当たり前の姿勢に思われるかもしれないが、貴族社会であればもっと別の意味も多々含んでくる。

　たとえば、相手と自分の家の関係、力や派閥などを判断するという意味がある。そこから互いの立ち位置を決めるための、丁々発止が始まるのだ。どちらが上かというのを明確にするのは貴族社会であれば非常に重要なこと。いや、一般社会でも同じことだろう。船頭多くて船山昇るということわざがある様に、集まりの中でリーダーを決めるのは必要なのだ。

　ランゴバルトがモモンに名を聞かせたのも、そういう理由あってのことだ。

　しかしその結果はあまりにも理解不能な事態だった。

　モモンは最初はぴんと来てなかったようだが、突然、何かを思い出したように幾度も頷いていた。ランゴバルトはどちらが上からを認識したためのものかと思ったのだが、どうやらそれは違ったらしかった。

　なんというか突如、打ち解けたような態度──悪く言えば馴れ馴れしい態度に変わったのだ。

　突然、そんな態度を取られればランゴバルトも不機嫌になっただろう。しかし、彼もその態度をひとまずは受け入れるしかない理由があった。

　まずモモンが馴れ馴れしくなったという理由を考察すれば、想像される答えの一つはランゴバルトよりも上位者であるからだろう。

　ただ、その場合、問題になるのはモモンの返答だ。

（……一体何者なんだ？）

　ランゴバルトは心中で同じ疑問を繰り返す。それから再びモモンの平凡な顔を眺めた。貴族のようなある種、品のある顔立ちとは違う。平民にありそうな顔だ。ただ、どことなく単なる平民ではないような気がした。

　特に異国、南方の血が混じっている感じがある。

（モモンか……）

　自分が名乗ったにも関わらず、モモンという名前しか名乗っていない。

　貴族は四つからなる名前を持つ。平民でも二つだ。では一つしか名の無い者はいったい何者なのか。それは身分不肖な人間や、己の家名を捨てた人間など後ろ暗いところがあるものだ。

　よくいるのは冒険者だ。彼らの場合は、かっこよいからという理由で名乗ったりする場合もあるが。

　ではこの眼の前の人物はなんなのだろうか。

　冒険者という線もないわけではない。しかし、そうだとしたら理由が分からない。学院に入り、そしてあんな場所にいた理由が。

　家に得体の知れないチームメイトを連れてきたのは、彼が父親に会いたいと言い出したからだ。

　いつもの彼であればすべなく断っただろう。

　しかし、今の自分の置かれている状況では強く出ることは出来ない。それにもしモモンが本当に自分よりも上位者であった場合、すげなく断るのは不味い立場に追い込まれる。

　だからこそ父が忙しかったり、いなかったら勘弁してもらうという条件を付けて連れてきたのだ。

　ランゴバルトがモモンという得体の知れない人物に関して考えていると、かつりと足音が響き、年の召した品の良い男が顔を見せた。

　髪も品よく生えた髭も白いものが多く混じっている男だ。その横にはランゴバルトと顔立ちが似た若者──ただし年上の──が付き添っている。

「帰ってきたのか」

「はい、帰りました、父上。兄上」

　二人に頭を下げると、白髪の混じった男──父親はそうか、と答えると、すぐに興味が無くなったように目を動かす。

　隣の兄は尊大そうに頷いて答えた。

「そちらの学生は」

「はっ。私の学友です」

　ランゴバルトの返答は簡素であり簡潔なものだ。互いに肉親の愛情というものがほとんど感じられないと、第三者が見れば判断するやり取りだ。実際、親子というよりは上司と部下という感じである。

　これは彼があくまでも三男であるという理由によるものだ。

　貴族社会における子供というのは家を存続させるための道具とみなされる面がある。次男、三男などは嫡男に何かがあった場合の代用品的な意味合いすらあるのだ。だから順当に成長した嫡男さえいれば、三男などは邪魔ですらある。

　複数人の子供がいたとして、その子供たちに家の財を分ければ、分散することによって家の力が削がれることになるだろう。子供が多くいると、家が割れる場合だってあるのだ。勿論、養子に出すなど血の繋がりを有効に活用できる場合などの例外はあるが。

　それでも彼の場合は普通の貴族家とは違って、ある一定の立場を得るにまで至っていた。

　それはランゴバルトが魔法の力を有し、ある程度は高いレベルで使用できるためだ。

　つまりは魔法使いとして大成できるのであれば、それは家をより強くするための有益な道具として使える。ならば何も追い出すように扱うのではなく、より高く売れる先を探しておくべきだろうという商人たちが行いそうな判断によるものだ。

　だからこそランゴバルトは学院でも、それ以外でも自分の家の権力を行使できた。

「もう少し選べなかったのか？」

　一瞬言われたことが理解できなかったが、ランゴバルトは即座に納得する。先ほどまでのモモンの顔を思い出せば、父親の言葉にも合点がいく。兄が苦笑いのようなものを浮かべているのが視界に入った。

　謝罪すべきだろう。

　しかしモモンの前では流石に不味い。

　モモンの心象を損ねたりして、チームを解消を提示されたりしては不味いのだ。

　昇級試験を受ける資格を失うというのは、結果としてランゴバルトの最高の取り柄であり、最も価値が付く部分である、保有する魔法の力という点に傷をつけてしまう。そうなって、家にメリットなしと判断されれば、変なところに売り飛ばされたしする可能性でってある。

　勿論、奴隷ではないのだから普通の平民よりは恵まれた人生を送れるところに向かわされるだろうが、それでも自分を高く売りたいのは誰だって思うことだ。

　それにモモンが本当に上位者なら、今の発言は危険であろう。

　もちろん、高位の貴族である父に、学生の身であるモモンが対等の地位にいられるはずがないが、モモンの親が同格以上の地位にいる可能性だってある。ただ、ランゴバルトはモモンという名の高位貴族嫡男の名は聞いたことがないが。

　それでも得体の知れない人物であるモモンを不快にさせないように、対処すべきだ。

　しかしその手段が全く頭に浮かばない。ランゴバルトが板挟みになっているほんのわずかな時間にモモンが口を開いた。

「すまないな」

　ランゴバルトの体内の血液が音を立てて下に落ちた気がした。

　父親が眉を吊り上げる。モモンのそれは貴族に対する言葉づかいとは思われない。

　ランゴバルトは慌てて制止しようとするが、それよりも早くモモンが再び口を開く。

「ところで一つ質問だ。奇跡の時間はお前にとって短かったか？」

　突如、落雷でも浴びたかのように父親が硬直した。ランゴバルトにはどういう意味の質問なのかさっぱりわからなかったが、父親にとっては違ったらしい。

　喘ぐように口をパクパクと動かし、その眼はこぼれ落ちそうなほど大きく見開いていた。

　生きてきた中で一度も見たことのないそんな表情だった。

　隣に立つ兄を盗み見するが、兄も自分と同じような驚いた表情であり、思い当る点はないらしい。

「それで……二人だけで話したいんだが、空いている場所はあるか？」

「う、うむ。あ、いや、はい。……そうだ、いや、そうですね。……応接室が。お前たち、そちらで……私はこの方と少し話をする。誰も近寄らせるな」

　モモンの言葉に我に返った父親は、額に汗を滲ませながら返答をする。

　大いに慌てふためく姿は、普段の父親からは想像もできないものだった。

　モモンを案内するように歩く父親の姿を残った彼は見守る。

　来客だとしても父親が自ら案内する姿など見た記憶がない。

　実際にあり得ないのか、と誰かに質問されれば、父親が案内する貴族だっていないことはないと答えるだろう。ただし、それは父親よりも上の貴族が相手で、モモンという得体の知れない人物は対象外だ。

「あのモモンというのは一体何者なんだ？」

　兄の質問にランゴバルトは答える言葉をたった一つしか持っていなかった。

「……さぁ？」









　仕事が終われば、ジエット・テスタニアの魔力はほとんど底をついている。肉体的な疲労とは違う、体の中央に貯まっている、目にはできない何かが抜け出たような、奇妙な脱力感を覚えながら、家まで帰る。

　だが、その足取りは軽い。懐に入った金銭の重みという以上に、十日間、学院で面倒事が一切起こっていないという状況によって生じたものだ。

　問題は確かにないわけではない。

　かの大魔法使いフールーダという人物を班員としたことで、一般的な生徒たちから話しかけられなくなったという面があるある。話しかけてくる生徒たちのほとんどが貴族の子弟であり、ジエットをカードの一枚としてどれだけ有益か判断しようという、貴族のゲームの駒にしようと考える者たちだ。

　ジエットは身震いをする。貴族社会の権力闘争などの一端を目にした、一般人が起こしそうな身震いを。

　生き馬の目を抜こうとする世界は大人の世界であればよくあることだとも言える。しかし、子供の内から代理戦争を行い始めているというのは、少しばかり恐ろしい。

　今まで見えなかった、世界が違うと思っていた学院の裏が見えてしまったような感じだった。

　しかしそれらも今のジエットからすれば許容範囲だ。

　フールーダという巨大な存在が後ろにいてくれる間はジエットは彼らよりも上位者。物理的にも精神的にも圧力をかけてくるような相手はいない。ここで図に乗ると愚かなことになるので、いなくなった時のことを考えて、誰にも接近しないでいれば安全だろう。

　ただ、唯一の心配は超越者──アインズ・ウール・ゴウン辺境侯の動きだ。

　ジエットは瞳を眼帯の上から押さえる。

　勿論、貴族として高みにある人物が動き出したら、ジエットに出来ることなど何もないのだが。

　せいぜい、どうやればもっとも自分を高く売りつけられるかなどを考えるぐらいしかないだろう。

（一度会ってみたいな。……噂に聞く大貴族）

　もちろん、会ったところで自分に何ができるなどとは考えられないが。

　同級生などからパレードの事を聞いたジエットが、辺境侯がしていたという素晴らしい身なりについて考えていると、家が見えてきた。

　到着し、扉をノックしようとして手を止める。中から人の気配がある。勿論、母親と共に暮らしているので、人の気配がないはずがない。特にジエットの母親は病気であるために、外に出ることはほとんどないのだから。

　ただ、普段とは違って扉越しの気配は明るい。

　来客だろう。では誰が来たというのか。

　扉から微かに聞こえる話声。それは女性のものだ。

　ならば誰が来ているのかの予想はすぐにつく。ジエットの家に来る女性など一人ぐらいしかいないのだから。ただ、違和感を覚えるのは声が一人分しか聞こえないということ。まるで独り言を呟いているみたいだ。

　ジエットは疑問を抱きながらも、扉を開ければすぐに答えは得られると判断する。

「ただいま！」

　ジエットは扉に向かって声をかけるとノックを数度行う。

　鍵の外れる音と共に、扉が開かれる。逆光の中、一人の女性の姿が扉の所に浮かぶ。母親とは違う輪郭の持ち主はジエットの予想通りの人物だ。明るい声がかかる。

「お帰り」

「ああ、ただいま。ネメル」

　ジエットは家の中に入ればそこは、台所兼リビングの狭い部屋だ。奥の母親の部屋への扉が開かれており、ベッドの横になっていた母親と目があう。ネメルはリビングで、母親はベッドで横になったままお喋りをしていたのだろう。だからこそ独り言に聞こえたのだ。

「ただいま、かあさん」

「お帰り、ジエット」

　ジエットは起き上がろうとした母親を手で押しとどめる。

「良いって。別に起きてこなくても大丈夫だって」

「そう？ じゃぁ、私はちょっと寝かせてもらうわね」

「あ、ごめんなさい、おばさん。お喋りに夢中になっちゃって」

　ネメルが謝ると、母親は体を軽く起こして、そんなことはないと頭を振る。

「ううん。この子はあまり学校の話とかしてくれないから、ネメルちゃんのお話はすごく面白かったわ。この子が学院ではどんな感じなのかがよく分かったし」

　ジエットは眉を顰める。自分のいないところでどんな話をしていたのかと、嫌な予感や気分を抱いてしまうのは仕方がないことだろう。特に幼馴染はジエットの行動を美化する傾向にある。誰だお前、と問いかけたくなるような貴公子が生まれている可能性だってあった。

　ネメルがそんなジエットに慌てたようで、手をパタパタと振る。

「へ、変なことは言ってないよ！」

　はぁ、とジエットは溜め息を一つ吐き出す。言ってもしょうがない。昔から何も変わってないのだから。

　ジエットが椅子に腰かけると、ネメルが台所に置かれていたシチュー皿を持ち上げる。

「ジエット、食事するよね？」

「ああ、え？ 何か持ってきてくれたのか？」

「じゃがいもゴロゴロのシチューだよ。おばさんには先に食べてもらったんだ。もう取り分けてあるから、温めるだけで食べられるよ？」

「おお！ それはいいな。もらえるか？」

「じゃぁ、すぐに温めちゃうね」

　ジエットの前に中身の入ったシチュー皿が置かれる。そこにネメルが魔法を発動させた。すぐにシチューが暖まり、湯気が上がる。

　ゼロ位階、または生活魔法と言われる魔法にもならないような魔法だ。皿一枚を温める魔法。魔力の消費は第一位階と同じだけ使うので、ぶっちゃけ役に立たないとされる程度の魔法だ。

　安いマジックアイテムなどでも代用できるが──この場合はコマンドワードに従って中身を温める皿などがある──そういったアイテムを買うことの出来ない身にとっては時折役に立つ。というのも薪代がかからないのだから。

「おお、良い匂いだ。美味しそうだな」

「うん。すごく美味しいよ。パナシスお姉ちゃんが務めている先の貴族家からもらってきた食材で作ってあるんだけど、どれも良い食材ばかりだったんだよ？」

　ほろほろに煮込んだジャガイモをジエットは口の中に放り込む。ほぐれてすぐに崩れていくジャガイモを飲み込む。

「へぇ。傷ありなどをくれたんだろうけど、結構大きな貴族みたいだな。なんていう名前なの？ というかそんなに頻繁に帰ってこれるものなのか？ 確か、この前のそんな話をしていたけど……」

「うん。詳しくは聞いてないんだけど、かなり大きな家みたいなの。しかも数日働くと休みをもらえるみたいでね」

「へー。そりゃ珍しい家だな」

　ジエットはお喋りの合間にも次々シチューを腹の中に収めていく。固くなったパンを持ってきてもらって──これはジエットの家に元からあったものだ──シチューに浸して柔らかくする。

　全部が胃に収まるまでにそれほど時間はかからなかった。

「あー、美味かった」

「お粗末様」

「さて、時間も遅いし、家まで送ってやるよ」

「うん。ありがとう」

　繰り返し行われたやり取りのため、送らなくていいよ、などとネメルが言うこともない。

　帝都の治安度を四等分して評価するのであれば、ジエットの住居がある辺りは三の中ほど。歩いていて襲われたりなどの事は少ないが、騎士の見回りも大雑把な物であって、絶対に安全だなどとは言えない。

　特にこの時間帯にもなれば女性一人を返すわけにはいかなかった。

　もちろん、ネメルは魔法が使える以上、弱いわけではない。魔法というのはある種の武器だ。放つだけで筋骨たくましい男を容易く殺すことだってできる。しかし殺すための技を持っていようとも、それが振るえるかどうかは別問題だ。

（だからこその昇級試験なんだけどな）

　母にお願いして鍵をかけてもらい、ジエットはネメルと連れ立って夜の帝都を歩く。

　全行程の半分ほど歩き、治安の良いエリアに入った辺りでジエットは問いかける。

「それで何があった？」

　普段と何も変わってないネメルだが、それは幼馴染の目からすれば何かに迷っている姿にしか見えなかった。特に夜に治安の悪いジエットの家に付近まで来ることを嫌っているのに来たのはそういう理由あってのことだろう。

　昔からネメルはこんな感じだ。

「う、うん。あのね。舞踏会への招待状が来たの」

「招待状？」

　ネメルの家も貴族である。舞踏会の招待状が来たとしてもおかしいことではないだろう。同じぐらいの貴族家で行う、パーティー的な集まりには彼女だって参加しているというのは聞いたことがあった。

　参加状が来たとしてもおかしいことは何一つとしてないだろう。

　そんなジエットの疑問を見抜いたようにネメルが続けて口を開く。

「差出人の家がすごく上の貴族家なの」

「派閥とか、上司とか、そういった関係じゃないのか？」

　ネメルが頭を振り、ジエットはネメルの言いたことを理解する。

「差出人の貴族家は何処だ？」

「──ロベルバド家」

　ゴウン家と言われたらどうしようかと思ったがそうではなかったようだ。ジエットは安堵の息を吐きつつ、さて何が最も最適なのかと考える。

　ロベルバド家と言われれば思い当たる貴族は一人しかいない。そんな家がなぜ、ネメルを招待するのか。

　考えられるのは一つ。フールーダが自分たちの班に参加していることにちなんだことだろう。

（あいつがやっていたことを聞きつけて、ネメル経由で仲介してほしいということか？）

　行くななどとは言えない。貴族社会とはそんな子供っぽい考えでどうにかなるものではない。

　家と家の繋がりというのは、平民が考えるよりも重視されている世界だ。ここで断ることによって将来的にネメル達の家が悲惨な運命をたどるかもしれないのは十分にあり得る。

「……行くんだろ？」

「うん」小さな返事が聞こえた。「いかないと不味いから。それにお父さんたちも乗り気だし」

　娘が大貴族の舞踏会に招かれたなどというのは、父親たちからすれば歓喜の感情を抱くのは当たり前のことだ。

　そして自分の中で結論付いているにもかかわらず、ネメルがジエットに聞いてもらいたかったのは単に不安なためだろう。彼女自身、特別な理由があってではないはずだ。

　自分とはまるでかけ離れたところから招待状が届けば不安にもなる。

「なるほど、分かった」

　そのまま互いに何も言わずに、ネメルを家まで送り届ける。

　ジエットは帰り道、頭を高速で回転させる。

　別にネメルが舞踏会に行ったところで何かあるわけはないだろう。逆に客として招く以上、非常に丁重に扱ってくれるはずだ。ジエットが何かするまでもない。しかし──

　──心配だという思いがなくなることはない。

　それにネメルが招待されたのは間接的に自分に理由があるはずだ。確実にフールーダに関する事態であるとしか考えられなかった。ならば向こうがどんな狙いがあって招待したかを掴むのは、自分がしなくてはならないことではないだろうか？

　しかしそれを平民である自分に出来るだろうか。

　力を貸してくれる人として頭に浮かぶ、フリアーネ・ワエリア・ラン・グシモンド生徒会長にお願いをするのかあまりしたくない。彼女にこれ以上力を貸してもらうのはあまり良いことではない。というのも取り込まれる可能性もあるためだ。

「どうすればいいのかな……」

　ジエットの呟きは夜闇の中に溶けて行った。

　応接室から出て来た父親はランゴバルトを目にすると一直線に歩いてくる。そして両肩をがしっと掴んだ。

　顔は紅潮し、鼻息は荒い。

　後から出てきたモモンは先ほどと変わらないぼんやりとした顔だ。

（怒らせたか）

　勘弁してくれよ、とランゴバルトは心の中で悲鳴を上げる。

「よくやったぞ！」

「…………は？」

　思わず自分でも間抜けだなと思うような声が漏れてしまった。しかし、父親はそんなことを気にせず、強く肩を握りしめる。

「いいか、あの方のためにしっかりと働け！」

「あ、え、ええ。はい」

「あの方のためであれば、お前が死んでも構わん！ 分かったな！」

　血走った眼で鋭く睨みつけられる。ランゴバルトはこくこくと頷いた。信じられないがあの御方とはモモンの事だろう。

　ランゴバルトは横目でぼんやりと此方を眺めているモモンを盗み見る。まさか本当に彼は自分よりも上位の人間、大貴族である父と対等クラスのものだというのだろうか。

「は、はい。分かりました」

　良しとだけ言うと、父親はランゴバルトから離れてモモンに近寄る。そして揉み手でもしそうな雰囲気でモモンの問いかけた。

「ところでモモン様。今日は我が家で過ごされてはいかがでしょうか？」

　様、という言葉にランゴバルトは硬直してしまう。父親と同格などではない。父親よりも上位の人間だ！

　あり得ないという思いにランゴバルトが動きを止めている間にも、二人の会話は先に進む。

「いや、行かなくてはならないところがあるので、これで帰らせてもらう」

「そ、そうですか。それは残念です。……では見送りをさせていただければ」

「……別にそこまでする必要はない。私は班員の名前に覚えがあったので会いに来ただけだ」

「おお！　覚えておいてくださるとは！」

「誰が最も私を喜ばせてくれるか、我が祝福を与える時を私も楽しみにしているからな」

　歓喜の表情を浮かべていた父親が、一瞬で迫力ある顔へと変わり、ランゴバルトに向けられる。

「息子！　モモン様のためにしっかりと働け！」

　はいというよりは、はひぃという返事を上げ、幾度も頭を振る。そんな態度に不満げな表情を父親が浮かべる。

「──お前！」

　迸る憤怒を浴び、ランゴバルトの体がびくりと震える。

　貴族として高い地位にいる父親の叱責は、常人のものよりも迫力にあふれている。

「モモン様がいらっしゃる場でなんという腑抜けた態度を！」

　普段以上に激しい怒りで詰め寄ってくる父親の姿に、ランゴバルトが硬直していると、横から静かな声がかかった。

「──家族のしつけにまで口を挟む気はないが、私のためだというのであれば、それぐらいにしてほしいものだな。何より、彼は私の班員だぞ？」

「こ！　これは失礼しました！」

「謝る相手が違うんじゃないか？」

　父親がランゴバルトに軽く頭を下げる。

「すまなかったな」

　あの父親が自分に頭を下げていると思うと、驚きのあまりに口がきけない。

　ただ、縦に頭を振るので精いっぱいだった。

「ではランゴバルト、行こうじゃないか」

　先を歩くモモンに追従し、ランゴバルトは歩く。

　何も見た目は変わってなどいない。来た時と同じ平民然とした雰囲気だ。しかし、その下に見えない何か途轍もないものが蠢いているような気がする。

「……そ、それでこれからどうされるんですか？」

　ランゴバルトが恐る恐る問いかけると、やはり何も変わらない平凡な顔が見返してくる。

「さすがに二人では試験を受けるのは無理だから、メンバーを増やそうと思うんだが……どうだろう？」

「は、はい。それは良い考えだと思います」

「それで……誰か知り合いはいる？」

　ランゴバルトは考える。今の自分に協力しようという人物がいるとは思えなかった。

　横に頭を振ると、モモンがさびしそうに笑った。

「気にするな。そういうこともある」

　モモンは再び前を見ると、呟くようにアイデアを口にした。

「奴隷を買って、チームメンバーにしよう」

　ランゴバルトは何も言えなかった。あまりにも右斜めにぶっ飛んだアイデア過ぎる。頭に蛆でも沸いたのか、と問いかけなかったのは先ほどの父親の姿が脳裏をチラついたためだ。

　しかし──

（なんでここまで自慢げに言えるんだ？　常識で考えれば絶対に無理だろうが……）

　学院に入学するための様々な条件──入学金、身分、能力。これらをどうやってクリアするというのか。

　大体チームメンバーを増やすために、学院に新入させれば良いというのは常人の考えることではない。狂人の考えではあるが──

（もしかしてそれほどのことができる……大人物なのか？）

　だとしたら先ほどの父親の姿も納得がいく。

（だが、それでも奴隷を買って、チームメンバーにするはないな……）

「さて異論はないようだな。では奴隷市場に行くとしようじゃないか！」

　モモンの声は明るい雰囲気に満ちており、満足げな何かがそこにはあった。

（……なんで彼は嬉しそうなんだ？　奴隷を買うことが、なのか？ それとも奴隷市場に行くことが？ いや……まさか意見を……）

　ランゴバルトは頭を振る。意見を受け入れてもらったから、などあり得ない想像だ。いや妄想の域に等しい。

　ランゴバルトは自分が得体の知れない何かに巻き込まれたような気持ちを抱きながら追従する。幾度か横に並んだら、と声をかけられたが丁重に断りつつ。




※謎の転校生モモンさんたちとジエット君では時間軸がちょっと違います。パーティーで合流するよう、短めの更新です。一二月中にもう一回は更新したいなー。でも会社で昼飯を食べながらこっそり打ち込みたくはないです……。







学院−５

　ランゴバルトはモモンの後ろを従うように奴隷市場を歩く。

　男や女たちが自分のプロフィールを書いた羊皮紙を広げていたり、筋骨逞しい男であれば力瘤などを作るといったアピールをしている。

「思ったよりも綺麗だな」

　ぽつりとモモンが言葉を零すのが、ランゴバルトに聞こえた。

　ランゴバルトは周囲を見渡す。モモンの言った内容を理解しようとしての行為だ。

　奴隷市場に来た経験はさほどないが、ごくごく当たり前の市場の様子だ。奴隷商人たちは多少見栄えの良い服を着ているが、それはあくまでも商人としてのものであり、華美なところはない。奴隷たちは当然平民の服を着ており、綺麗という言葉には程遠かった。

「えっと何が綺麗なんでしょうか？」

　ランゴバルトはモモンに問いかける。

　本来であれば、これは良い行為とは言えない。相手の考えを見抜くというのも貴族にとっては必要なスキルだ。言葉は悪いが相手におべっかを使うとき、反応を鋭く見抜けなければ逆に不快に思われる。そのため、こういった相手の真意を窺うような問いかけは、よろしいものではないのだ。

　勿論、これはおべっかを使うことが前提の考えであり、そうでないのであれば不要な行いだ。

　つまりはランゴバルトは先をぶらぶらと歩くモモンという人物に、おべっかを使いたいと思っているための不出来な行為ということだ。

　自らの父親に敬意を示されるモモン。彼を不快に思わせればどういったことになるか不明な以上、対等な態度など取れるはずがない。

「いや、奴隷たちが綺麗だと思ってな」

「綺麗ですか？　普通の恰好だと思うんですけど……平民が普段から着る服ですし、汚れは当然無いようですが……」

「あー、まぁそうだな。奴隷というぐらいなんだから麻の貫頭衣を着ているぐらいで、糞尿に塗れて……とか考えていたんだが……」

　ランゴバルトは苦心して内心の感情を面には出さない。

　モモンの考えはあまりにも的外れであり、素っ頓狂すぎた。

　どの世界に薄汚れた商品を買いたいと思うものがいるのだろうか。

　食材で考えれば分かるだろう。

　泥付き大根などの例外はあるが、店頭に並べられる商品はどれも綺麗にされている。もし仮に、牛の糞に汚れている食材などがあったら、それを欲しいと思うものが出てくるだろうか？

　自らの商品を綺麗にするのはごくごく当たり前の知識だ。

　つまりモモンという人物は自分で市場などに出向いて、商品を買ったりしないような、そんな人物だということなのだろうか？

「汚い奴隷はやはり評判が悪いものですから」

　苦心してランゴバルトは当たり障りがないように口にする。

「まぁ、それはそうだな……。しかし……若い男がいないな」

「たまたまでしょう。若い男もいないわけではないですから。それでどこの奴隷商人に会いに来たんですか？」

　モモンがランゴバルトを不思議そうに眺める。

「……奴隷商人に会いに来たんですよね？　普段からお世話になっている商人がいるのではないんですか？」

　モモンからの返事はない。

　おいおいおい。

　ランゴバルトは表情は動かさずに内心で眉を顰める。

「いないで来たんですか？」

　ある程度の人数を抱え込む貴族であれば、御用商人などがいるのが普通だ。こういった者が賄い方も任されていたりする場合があるというと疑問に覚えるかもしれない。何故、メイドなどに買い出しに行かせないのかと。しかし、冷静になって考えれば分かるはずだ。

　大貴族のような大きな家にもなれば、食料もかなりの量になる。その購入に人を割くよりは、安く良いものを大量に買い込んでくる商人を抱え込んだ方が、購入金額という意味でも、人件費という意味でも安く上がる。

　そのため、貴族は何かを買いに行く場合は御用商人の口利きや案内を頼むものだ。

（貴族じゃないのか？　……いや、御用商人に知られると不味い？ 家に情報が流れるのが不味いのか？）

　ランゴバルトは黙々と歩くモモンの背中を眺める。

（握手したときの感じも変だった。まるで固い鉄を触ったような……）

　護身用のマジックアイテムの可能性があるためにそれを口にはしなかったが、考えれば考えるほど胡散臭い男だ。

　ランゴバルトが真剣に正体について悩んでいると、モモンの足が止まる。

「ここの店が大きそうだな。入ってみるか」




　　　　◇




　普通であれば一見様の飛び入りの客に、店の主人が自ら接客することはないだろう。しかし、二人の着ている服が何かを知っており、ランゴバルトの指輪を目にした使用人がすぐに呼び出してくれた。

　そして今、ランゴバルトの前ではモモンが奴隷商人からたんたんと説明を受けていた

　モモンが欲した奴隷は生きるも死ぬも主人の意思次第で、どんな命令も従う存在だ。しかし奴隷商人は残念ですがという断りを入れてから、現在の帝国での奴隷制度に関する説明を始めたのだ。

「お客さんの望んだ奴隷って三十年ぐらい前ならいましたよ。戦奴とかの類ですよね？ だけど今の奴隷はちょっと違うんです」

　現在の帝国でどんな人物が奴隷になるかというと急に大金を必要となった者などだ。ようは自分の人生を売り払うことで、対価を前払いしてもらうのだ。

　身売りではあるが、期間などは帝国法に従った契約で決められている。確かにどんな命令も強制できるが、大怪我をしたり死亡した場合は奴隷の家族に金銭を支払う契約となっている。更には奴隷が大怪我などした場合は、関係所に届け出を出したり、負傷理由によっては罰則さえ存在する。

　しっかりとした契約に縛られた制度。それが帝国での奴隷制だ。

　これは奴隷と言えども元々は帝国の臣民なのだから当たり前だろう。逆に自国の民が奴隷として酷使される状況を許す方が絶対王政下では可笑しい。

　奴隷売買が下火になっている理由もそれらがちゃんと制度したということも理由の一つだ。特に現皇帝の御代になり、奴隷を乱暴に扱った貴族家を幾つも理由を付けて取り潰した状況であれば。

　モモンが「なるほど」と頷いていると、ごく一部の例外について商人が説明を始めた。

「ただし他の国から流れてきた人間は別ですね。特に法国から流れてくるエルフや捕えられてくる亜人種はいい例です」

　彼らは帝国の法によって守られていないのだから当たり前だということだ。ただしドワーフは帝国の法で守られているし、隣国である王国の民は刺激しないという意味もあってよほどしっかりとした文面などが出来ていない限り商品にはなりえない。

「ならそのエルフ──」

「エルフは非常に高額な商品ですので、残念ながらここまでは流れてはこないんです」

「ここは奴隷市場だろ？」

「はい。ただ、やはり高額な商品というのは長い付き合いのある方などのところに優先的に話が回りますので」

　高額商品を手元に置いておくよりは、できればすぐに売ってしまいたい。在庫として持っておくのは損失でもあるのは、経営的な考えれば正論だ。だからすぐに買ってくれる人に話が回るし、逆に予約が入らなければ手に入れようともしない。

「ならエルフを手に入れようとするなら、どれぐらい時間はかかるんだ？」

「そうですね」

　商人がモモンをじっと眺める。金銭や信用。そういったものを値踏みしているのだろう。チラリとランゴバルトへも値踏みの視線が動き、指にしている家紋付きの指輪を眺めた。そしてにこりと顔を崩した。

「一カ月もあれば」

「それでは長すぎる」

「と、申し上げられましても」

　商人が困ったなという顔をしたが、本気で困っているわけではないだろう。モモンやランゴバルトは彼からすればあくまでも客になるかもしれない程度の相手だ。これが最優先に重要視すべき取引相手なら即座に本気で動きだすだろうから。

「どうにか手に入れられないか？」

　モモンの相談を受け、商人がうーんと考え始める。

「難しいと思われますね。時間はどれほど？」

「明日」

「それは無理です」

　モモンの即答に、苦笑した商人もまた即座に答える。

「そうか……それは残念だ。では別の話をしても良いか？」

「どうぞ、どうぞ」

「ならば売ってくれるような奴隷を紹介してほしいんだが」

「畏まりました。ではその前にどういった人物を望まれているか教えていただけますか？」

「魔法使いはいるか？」

　一瞬、商人は動きを止める。

　ランゴバルトは肩を落とす。

　常識で考えれば魔法使いなどという専門職が奴隷まで身を落とすことはめったにありえない。魔法使いならば奴隷にならずとも色々な手がある。

（まぁ、奴隷という言葉が変わっただけの場合もあるけど……）

　それすらも知らないモモンの発言は無知をさらけ出し、相手にその程度と見なされただけだ。

　もちろん、ランゴバルトがいる以上、商人も下手な奴隷を押し付けようとする気はないだろうが、良い奴隷をおすすめされる可能性は低い。ならば別の商人の元に行くべきだろうか。

　ランゴバルトが考え込んでいると、モモンが振り返った。

「どうする？　別の商人のところに行ってみるか？ 変なの買ってもしょうがないし」

　ランゴバルトが答えようとするよりも商人が先に口を開く。

「魔法使いを奴隷として売っている者はいないと思いますよ？ 魔法使いであればもっと金銭を稼ぐ手段がありますから。特に帝国魔法省は一時金支援制度まで行っていますので」

「なるほどー」

　モモンが軽い返事をする。

　無知を恥ずかしいともしないところが、モモンが何者なのか掴ませない。

　貴族であればこんな行動は決してとらない。

　貴族にとって面子などは重要なものなのだ。そのために無知を晒すなどの下に見られるような行動は避ける。

　ただ、平民だと断言できるはずがない。今までの状況証拠がそれを物語っている。

（何者なんだ……。それとこれが無知の知というやつか？ そちらの方が賢い場合もある……。まぁ、父なら下調べしてない段階で問題だと怒るだろうが）

「取り敢えずこちらを見ていただけますか？」

　商人はモモンの前に羊皮紙を数枚取り出す。

「ランゴバルト、見てくれないか？」

「構わないですが……」

　ランゴバルトはモモンの隣で羊皮紙を一緒に見る。

　身長や年齢、どんなことが出来るかが書かれている。しかし、ここに書かれていることだけで誰が良いかなど分かるはずがない。

　見ても、乗ってもいない馬を買うようなものだ。

「もしどのようなことに従事させる奴隷を探しているのかを教えていただければ、より良い人物を提案できるのですが？」

「ああ、そうだな。魔法学院に入学させるつもりなので、それに相応しい人物が良いな。年寄りは不味いかな、ランゴバルト？」

「不味いでしょうね。学院に年齢制限はないですが、あまりにも年齢が離れすぎているのは……」

「そうか……。年寄りは不味いか……」

　前で話を聞いていた商人が目を丸くする。

「いや、それは……入学は無理……」

「試験やその他の問題はどうにかする。年齢が同じぐらいな人間を頼む」

　モモンが言い切ると、商人はより目を丸くした。

「なぜ……そのようなことができ……あ、いえ！ 失礼しました」

（モモンが何者だかさっぱり分からなくなっただろう？ 無知な部分を見せたのも狙っている？ もしかして演技？）

　ランゴバルトはモモンを横目で伺う。羊皮紙を前にしながらも見ている気配がない。まるでもっと別の何かに注意を払っているようだった。考えられるのは商人の反応だろう。

　つまりはモモンの発言は全て狙っていたものである可能性が高い。

　とすると先ほどの無知もまたワザとである可能性も高いと言えた。

　こういった部分が本当に得体が知れない。

　ランゴバルトは背筋を走る冷たい物から逃げるように、商人へと視線を動かす。そして商人の混乱が手に取る様に分かった。

　魔法学院に奴隷を入学させる。そんなこと一般人には到底不可能である。ではそんなことが出来る人物は何者なのか。絶対の権力を握る皇室に近い人物ならば可能だと考えるのはごく当たり前の思考だ。

　そう考えるとモモンの無知な部分が、反転する。

　馬鹿だから知らないのではなく、あまりも尊い人間だからこそ、当たり前のことを知らないのではないか。はたまたは全てどうにかできる力を持つからこそ、無理だと知らないのではないかと。

（現皇帝になって、血族のほとんどが処刑された。でも……生きていた、ということなのかもしれない）

　荒唐無稽だ。しかし、そう考えると色々な面で思い当たる部分がある。

　自分の父親があれほどの対応をする理由。モモンという人物が自分の権力に自信を持つ理由。

（だがそれはエル＝ニクス陛下に敵対する行為に繋がらないだろうか？）

　ランゴバルトは考え、頭を振って考えを追い払う。経験の浅いランゴバルトには答えを出すことは出来ないだろうから。

「魔法学院と言いながらも別に魔法を使えない者でも問題ないんだから、まぁ、若ければどんな奴でも良い……か？」

「いや、そんなことはないですね。昇級試験の場合はある程度戦える者じゃないと」

「戦える……？」

「ええ。昇級試験などといってますが、正体は軍事演習です」

　モモンが軽く目を見開いたので、ランゴバルトは昇級試験に関して詳しく説明を行う。

　魔法学院という場所で育成した魔法使いたちが国外に流れたり、冒険者などになられたりするのは帝国にとっては非常に出費となる。帝国としては魔法使いには騎士団、もしくは魔法省などに所属してほしいのだ。特に望んでいるのは騎士団である。

　そのためにチームを作り、騎士団に協力してモンスターを狩るという昇級試験を行う。ここで職業体験をさせ、そして騎士たちからも評価させることで、絶対に手放してはいけない人物を見定めるのだ。

　だからこそチームを作れない人間は評価が低くなるのだ。軍隊にとって団体行動を行うことが出来ない者はそれだけで価値が低くなる。

　そういった側面を持つため、魔法使いがいると戦うことになるモンスターが強くなる傾向にある。そのため奴隷もある程度は自分の身を守れた方が良いだろう。勿論、騎士たちが前で盾になってくれるだろうが、絶対に守り切れるとは言い切れないのだから。実際に昇級試験では非常に稀ながらも死者が出る時がある。そういった時でも魔法使いが死んだという話はないが。

「なるほど。その辺りでお願いしても良いか？ 人数は三人だな」

「畏まりました。至急相応しい人物を探したいのですが……御費用の方は？」

　皮袋がテーブルに置かれる。数多くの貴金属がぶつかり合う澄んだ音と共に、袋が重力に引かれて形を変える。

　商人は唾を呑み込みかけるのをぐっと堪えていたが、ランゴバルトには容易く見抜けた。

　客の前でそんな情けないことをするような商人は失格だ。しかし、彼の気持ちはよく分かる。

　手を伸ばし、袋の口を緩めれば、限界まで入っていたのだろう。金貨が毀れる。

　袋の中に入っているのが仮に全て金貨だとしたら、それは破格すぎる額だ。

　大貴族であれば持つかもしれないが、それは当主であり、学園に通う生徒が持つ額ではない。ならばこの目の前の青年は大貴族の当主なのだろうか。

　そう考えている頃だろう。

「調べてもよろしいですか？」

「もちろん構わない」

　数枚の金貨を手に取ると、商人は頷く。

「畏まりました。……残った金額の方はお返しします。それと性別に関してはどういたしましょうか？」

　普通の奴隷は男の方が女よりも高い。しかし、見てくれが良く、若い場合はこの金額は引っくり返るときがある。それに実際のところ、女奴隷の方が意外に簡単に手に入ったりするときがある。

　若い女で見てくれが良くても、強制的に性的なことはできない。しかし互いの同意があれば別だ。奴隷を変えるだけの金銭を持つ者の、妾を狙って、奴隷となろうとする女もいないわけではないからだ。勿論、破れかぶれ的なところがある一部の女に限られるのだが。

　それに異種族の場合も女の方が高い。

　エルフの女奴隷はかなり高額で、冒険者や大貴族のような金持ちでなければ手を出せない。これは言うまでもなく、彼女たちが帝国法で守られていないためである。

　それに対してモモンは即座に答えた。

「男で頼む。それ以外は出来れば頭が良い奴が良いな」

「女の方が良いのかと思っていました」

　ランゴバルトの軽口にモモンがやけに真剣な態度で返答する。

「知らないのか？　ランゴバルト、打ち解けていないチーム内に異性がいるとそれだけでチームが崩壊する危険性だってあるんだぞ？」

　実感のこもった言葉だった。冒険者などが言いそうな言葉だ。

　冒険者はチームメイト内に異性がいることをできるだけ避ける。これはモモンが言った理由によるためだ。

「さて、話は終わったが別件で良いか？　私は……戦奴のように使い潰しても構わない奴隷を提供できると言ったらそれなりの金額で売れるか？」

「それは魅力的なご提案ですね」商人の目の奥で真剣な色が宿る。「ですが帝国の法によって──」

「問題ない。その辺りはクリアできる」

「…………その奴隷がどの程度役に立つかによって違いますが」

「戦闘能力であれば比類ないほどだろう。興味あるか？」

「もちろんです」

　商人の答えを聞いてモモンがにんまりと笑う。

「ならばあとで詳しい話を詰めよう。その前にこちらもすべきことを終わらせないといけないからな」

「なるほど……」

　じっと商人が何かを考え込みだした素振りを見せる。

　上手い。

　ランゴバルトは口には出さず、心の中で感心する。

　モモンの取った手は非常に効果的な技だ。

　ようは良い客になるかもしれないと相手に自分を売り込んだに等しい。例えて言うなら「この商品を大量に買い込みますよ。仲良くしていきましょう」と提示したに等しい。

　いま、商人はモモンがどれぐらい本気でさきほどの言葉を口にしたのか。そしてどれだけ自分はモモンに協力した方が良いかを考えているに違いない。

　もし本当に良い取引相手になるのであれば、先に恩を売っておくのは当然だ。つまりは大量に買い込む相手ならば、多少に値引きしますよと提案するのが賢い商人だ。何でもそうだが、互いが利益を取る関係こそ長く続く商売の基本だ。片方ばかりが利益を取る関係はすぐに壊れる。

　これら二つ──モモンが大金を容易く支払ったということと、良い取引相手になる可能性をみせしめたということ──によってつまらない奴隷を売られることはなくなっただろう。

「……もしよければ、明後日までお時間を頂ければより良い奴隷をお探ししますが？」

　商人の提案に、ランゴバルトは表情を動かさない。

　しかし──

（モモンの勝ちだ。完全に商人を自分の側に取り込んだ）

「ならばよろしく頼む……おっと、ランゴバルト。時間の方は問題ないかな？」

「モモンさんのお好きにされると良いと思います。明後日ぐらいであれば問題ないでしょう」

　モモンが商人に首を縦に振っているのを目にしながら、ランゴバルトは額を流れた汗を拭う。

　もしかして、全て、ここに来た時から計算ずくだったのだろうか。

　いや、そうなのだろう。

　だとしたら──

　ランゴバルトはモモンという人物の評価を一気に引き上げた。












　学園の自分の席に座るとジエットは頭を抱える。

　あれから朝まで頭を悩ませてみたものの、答えは何一つとして出なかった。

　結局は自分も招待状をもらって、そのパーティーに出るしかないだろう。

　しかし、単なる平民であるジエットには不可能だ。大貴族の舞踏会への招待状など、金銭で買える物ではない。コネと権力、つまりは手に入れるにはそれなりの貴族の力が必要となるだろう。

　この学園にも貴族の子弟がいるので、八方手を回し、手段を選ばなければどうにかできるかもしれない──が、そこに問題がある。

　貸しや借りが出来てしまうことだ。

　貸しや借りというのは強い拘束力を持つ。特に貴族社会においてはこれは非常に重要なものとなる。

　貴族社会において恩を借りておきながら返さないというのは、その程度──下等な人間とみなされる傾向にあった。貴族たちは平民にも当然これを要求する。その考えの違いが時には喜劇や悲劇を生んだり、時には感涙するような感動話が生まれるのだ。

　一人の村人が貴族にみすぼらしい雨具を貸したら、その村が飢饉で食べ物が無くなった際に、その貴族があふれるような食料を運んだ来たなどの話もあるぐらいだ。

　だからこそジエットは注意をしなくてはならない。

　まずどこに恩を借りるかだ。

　最初に頭に浮かぶのはアインズ・ウール・ゴウン辺境侯であろう。

　かの貴族であれば大貴族の舞踏会の参加状など手に入れるのは非常に容易だろう。しかし、ジエットとしては躊躇う理由があった。

　一言で言えば、かの大貴族からは恩を受けつつある現状にいるということだ。

　フールーダという伝説の魔法使いを送り込んできたのは、ジエットに対する恩を着せるため、もしくは何らかの利益を得るためだと思われるが、それほどの恩は受けていないと言うことは実はできる。

　というのもこれはジエットがお願いした結果ではないということ。

　つまりはあなたが何もしなくても私はどうにかできた、理論だ。

　これは非常に相手を不快に思わせるかもしれないが、貴族社会においては有効だと授業で聞いたことがあった。

　恩などが強く生まれるのは、要求された時だ。ようは相手が望んでいないときにやったとしても効果は薄い。恩の押し付けとみなされる可能性があるといえば分かりやすいだろう。

　だが、今度ジエットがお願いしたらはっきりとした借りを作ることになる。何が相手の狙いか不明瞭なこの時に、これ以上の恩を受けるのは得策ではない。

　では別の貴族にお願いしてはどうだろうか。

　悪くはない。しかし様々なところに借りを作るのは危険だ。

　ＡとＢ。二つの貴族に借りを作ったとして、もしこの二つの貴族が喧嘩をして両方が自分につけと言ってきた場合、どうすればよいのか。

　どちらについたとしても、もう片側から恩を受けておきながら裏切った者だとみなされるだろう。そうして生まれる恨みは、恩を受けていないときよりも強くなる。

　だからこそ人は派閥に所属する面を持つ。

　はっきりと自分の陣営が分かれば、色々な面で分かりやすいからだ。

　こういった奇々怪々な貴族社会を上手く泳げるからこそ、貴族なのだ。

　ジエットは頭を悩ませる。

　平民のジエットには貴族社会の生き方は出来ず、最適解を出すことができない。

　そうやって頭を掻き毟っていると、隣に座る生徒の話が耳に入る。

「そういえば家族でこの前闘技場に見に行ってきたんだよ」

「おお、すごいな！ この時期だとトーナメントとかやっているだろ？ 一人でもそこそこの値段なんだ、家族じゃかなり高いだろう！」

　闘技場の入場料はそこそこの値段がする。とはいっても市民の不満などを解消するという意図もあるため、絶対に手が出せない金額ではない。だが、そういった娯楽に金を出せない人間というのは少なからずいる。

　父親のいないジエットは金を出せない組に入っていた。

「いや、親の金だから金額までは知らないけど、やっぱトーナメントは燃えるな。カッコいい戦いばっかりったし、ゴブリン数十匹以上と冒険者一チームとの戦闘とかカッコよかったね」

「ふーん。それが一番印象に残った戦いか？」

「いや……実は……奴隷商人が奴隷を連れて出てきたんだよ」

「……戦闘奴隷系？ それともよくある亜人奴隷と魔獣とかの虐殺もの？ 後者なら聞きたくないなぁ。不公平な戦いは好きじゃない」

「お前って結構、公平を重んじるタイプだよなぁ。まぁ、安心してくれ前者のパターンだ」

「ほう。それでそれで？」

「あ、うん……。なんか自分の奴隷をアピールする狙いだったみたいでさ。その奴隷が武王を相手に戦ったんだよ」

「はぁ！ あの武王か？ そりゃ一瞬で勝負付いただろ？」

「いや、それが違うんだ……結果は引き分け」

「うぞ！ 武王と引き分け？ どんな奴隷よ？ もとＳ級冒険者とか？」

「それは分からないけど、顔の一切見えない黒い全身鎧を着て、波打つような剣と巨大な盾を持った巨大な戦士。武王よりは小さかったけど、身長二メートルはあるな」

「波打つような剣？ なんだろうな？ フランベルジェか？」

「さぁ？」

「……しかし武王と引き分けなら、すごいアピールになっただろうな」

「間違いないさ。まぁ、その奴隷商人はすぐに入ってきた『ロイアル・アース・ガード』たちに……連行されたみたいにも見えたけど……囲まれて出ていったな」

「なんで近衛が？ ということは皇帝陛下がご覧になってたのか」

「そうみたい。始まる前に貴賓席がざわついていたのも陛下がいらっしゃっていたからかもしれない。神殿旗が立っていたから高位司祭が来てるのかなとは思っていたんだけど……」

「なるほどなぁ。つまりは皇帝陛下が来る日を狙った奴隷商人をアプローチってことか。……それだけ凄い奴隷なんだ、十分な魅力があるだろうし……買い取って騎士に配属ってのもありえるのか」

「その可能性はあるな。近衛に囲まれて出ていくとき、商人は超ほっとした顔をしていたぜ」

「ほっとした顔？」

「多分、武王と良い勝負ができるかわからなかったんだろ？ その奴隷商人、最初は緊張のためか震えていたんだぜ。遠くからだってわかったぐらいに大きく」

「分かるなぁ。ばくち半分もあったんだろうな。……でも勝ち組だな。一人でも非常に高額な値がつくだろうし……。あとはその商人が奴隷を手に入れるのに、どれだけ金を払ったのかっていうところか……」

「……実はその戦士以外にもあと二人まるで同じ格好をしていた奴が並んでいたんだよ」

「マジで?! 流石にその他の二人も同じだけの力を持っているとは思えないけど……すごいな」

　世の中というのは不公平だ。そういった凄い力を持つ者がいる一方で、ジエットのように大した力を持たない者がいる。

　もし自分がそんなに凄い力を持っていたら、どんな事に使うのか。

　とりあえず今のような悩みからはきっと解放されるだろう。もちろん、力持つ者には力持つ者特有の悩みがあるだろうことはジエットだって分かる。しかし、力持たない者よりはより悩みも少ないのではないだろうか。

　ジエットがぐったりと机に頭をつけていると、がらりと扉が開く音と共に、一斉に生徒たちが立ち上がる音がする。誰が入室したのかを悟り、ジエットも慌てて立ち上がる。

「おはようございます！」

「おはよう」

「おはようございます」

　先に返事をしたのがフールーダ。そして続いたのはナーベだ。

　フールーダは前より一目置かれているが、ナーベもまた一目置かれていた。

　ナーベという偽名っぽい名前を名乗る女性はフールーダともある程度普通に話しているということと、第三位階魔法まで使いこなせるという自己申告のため、恐らくは一流の冒険者、もしくはワーカーなのではないかという噂が立っていた。

　フールーダと近い人物のために、誰も真偽を問うことはできない。しかし第三位階は才能を持った人間がようやく到達できる領域の魔法であり、凡人では決して到達不可能な世界だ。それをあの若さで使えるということがその噂に信憑性を持たせていた。

　そんな二人が自分の班にいる。

　そんなことに──そしてその二人の後ろに見え隠れするアインズ・ウール・ゴウン辺境侯の存在に胃をキリキリと痛めながら、ジエットは目線が交差した二人に頭を下げる。

　──この力ある二人も、悩みなどは持っているのだろうか？

　ジエットはぼんやりとそんなことを考えた。




　　　　◇◆◇




　授業が全て終われば、次は試験に向けてのミーティングとなる。流石にあと十日も切ってしまうと、装備品や運搬する道具などのことで相談する必要があった。

　確かに騎士が数名ついてはくれ、色々と手を貸してはくれるが、試験のメインとなるは自分たちだ。

　最低限度の準備や運搬は自分たちで行った方がより良い成績がつけられると聞く。準備にかかった費用などは学園に請求できる──この購入金額なども成績の一環となるらしい──が、買うところまで自分たちでするのだ。

　御用商人に任せてしまえば問題は解決する貴族たちはこの辺が有利なので少しばかり羨ましいが、基本はみんなで揃って買い出しに行く。

　ただし、だ。

　全員が同じ立場ならともかくとして、ジエットの班にはフールーダのような殿上人がいるのだ。

　同じように荷物を買ってきて、同じように荷物を運んでください、などと言えるはずがない。もし仮にフールーダにも同じように荷物を持たせると言ったら、多くの学生がジエットを狂った人間を見る目を向けてくるのは確実だろう。

　ならば、フールーダの分の荷物はどうするのか。そして──立ち位置をどこに置いたら良いか不明な──ナーベの分はどうするのか。

　そういったところまで二人の顔色を窺いながら、しっかりと決める必要があった。

　しかし、今日は他の三人──ネメル、ナーベ、フールーダが都合が悪いため、ジエットは二人きりとなっていた。

　タイミング的には良いとも言えた。

　ジエットはその辺りの相談をすべく、この部屋にいるチームメイトに顔を向けた。

（こいつもよく分からないんだよなぁ）

　ジエットの視線の先にいるのは、あの時苛められていた少女で、今は自分のチームメイトであるオーネスティ・エイゼルだ。

　彼女は持った本に目をおとして、じっと読みふけっている。

　窓から入る日差しを横顔に浴び、陰影が作られたその顔立ちは、普段よりも魅力的なものがあった。悪く言えば男を誘う蠱惑的な物さえあるような気がする。

（バカか、俺は）

　どうも彼女を見ていると、時折変なことを考えてしまう。なんというか男の獣欲に支配されやすい、容易に自分の物にできそうな雰囲気を放っているような気がするのだ。

（だから……あんな男たちに色々とやられていたんだろうな）

　色々がどこまでのことなのかを聞けるほど、ジエットは頭がおかしくはないので、そのあたりは謎であるが。

　ジエットが疑問を抱く、よく分からないというのは彼女が時折放つ、淫にして陰の雰囲気ではなく、彼女の背後にあるかもしれない情報だ。

　オーネスティはジエットと同学年の学生で、魔法系ではなく、建築系の学生だ。

　苛められていた件もあって軽く話は聞いているし、友人付き合いで得られる程度の情報は入手している。それらから分析すれば怪しいところは一切なく、不審な点も見受けられない。

　しかし、彼女以外のところから疑問があった。

　フールーダという存在がいる以上、苛めていた貴族たちからのちょっかいがないのは理解できる。しかし、それにしてもあまりにもなさ過ぎた。まるでジエットとオーネスティを会わせるのが目的だったように。

　そう。何もなさすぎるのが逆に得体が知れないのだ。

　そこまで考えてジエットは顔を振った。

（何を考えているんだか）

　あまりにも被害妄想が激しすぎる。なんというか無理矢理にでも貴族の陰謀と結び付けようとしている自分を嘲笑う。

（これも全部、辺境侯の所為だ）

　この頃、悪いことが起こると内心ではかの大貴族の所為にしているが、半分ぐらいは本当に辺境侯の所為だろう。

　ジエットははぁ、と息を吐き出す。

「これで六回目」

　本に目を落としていたオーネスティが口を開く。

「何が？」

　何がなど聞かなくても、オーネスティの言いたいことは理解できた。しかし、あまり触れてほしくないという思いからの問いかけだったのだが、オーネスティには通じなかったようだ。

「ため息、です」

「そう」

　連れなくジエットは答える。これで話が終わればいいな、などと思いながらオーネスティの様子を窺うが、本に再び目をおとす気配はなかった。

「どうしたんですか？」

　言っても仕方がないことだろう。この問題は自分でどうにかするべきなのだから。それにオーネスティは平民だ。厄介ごとを聞かされるだけであって、どうしようもない話なのだから。

　拒絶の空気を感じ取ったのか、先手を打って彼女が口を開く。

「仲間ですから」

　その言葉を言われると困る。これで言わなかったらまるで信頼していないようではないか。

　ジエットは若干迷いながら、自分が頭を悩ませている問題をオーネスティに聞かせた。




　黙ったまま話を聞いていたオーネスティが頭を傾げる。

「ジエットさんは……貴族さんなんですか？」

「いや、違うさ。だからこそ困っている──」

「──そのジエットさんの幼馴染さんってジエットさんが頑張って守らなくちゃいけないんですか？」

「え？」

　口調は何も変わってないし、表情だっていつも通りのものだ。しかし何かが違う予感を覚えた。

「それに……貴族であればより上の貴族に見初められて子をなすのが幸せって言われているんですよ？ ジエットさんは幼馴染さんの輝かしい未来を閉ざそうとしているのかもしせんよ？」

「かもしれない」

　それはジエットも思うところだ。ネメルの幸せを邪魔しているかもしれないと。

　だが、迷ったのは数秒。すぐにジエットは顔を横に振る。

「あいつはそれを望んでいない」

「……あなたの勝手な思い込みでは？」

　少し声が重いものとなった。苛められていた少女とは思えない、剣呑な気配が宿っている。

　同じ女性として何か感じるところがあったのだろうか。

「……俺はあいつを見てきた。だからこそ自信を持って言える。あいつは決してそれを望んでいない。だから流される前に手を差し出してやる」

「……ジエットさんは彼女さんが好きなんですか？ それならあなたの行動の理由もよく分かります。そうなんですか？」

　なんでこんなに拘るのだろうという疑問はあったが、オーネスティの瞳に宿った真剣な光りに、ジエットは真面目に答える。

「分からないんだよ……どうなんだろう？ 妹を心配する兄の……長く隣にいたからこそ、家族としての愛情かもしれない」

「……男として愛する女に対する感情かもしれない？」

　わざと言わなかった言葉を口にされ、ジエットは苦笑いを浮かべた。まさにその通りだ。自分でも彼女に対する感情を上手く表現できる気がしなかった。

「……馬鹿ですね……」

　オーネスティが瞼を閉ざし、再び開けた時にはそこにいるのは苛められていた一人の少女だった。

「もしかすると……どうにかできるかもしれません。私の知り合いの人がある大貴族家に仕えていますので、そこ方のつてを頼ればどうにかなると思います」

「そこまでして──」

「──気にしないでください。私をこの班に入れてくださった恩を返さないと、と前から思っていたんです。その恩を返すだけですから」




　　　　◇◆◇




　去っていくジエットを見送り、誰もいないことを確認してからオーネスティは顔を歪める。

「ガキの糞みたいな思いか。くせぇな。童貞に良くありがちな自分がどうにかしてやる願望かよ」

　普段の自分に戻り、低い声で吐き捨てる。

　どろどろと汚れきった水の中で泳ぐオーネスティにとって、ジエットの態度は侮蔑の対象でしかなかった。ああいった精神年齢が幼すぎる相手は不快でしかない。

　ならばなぜ、自分は招待状を手に入れる約束をしたのか。




　──もし自分にあんな男がいたら、今のような──




　オーネスティはぼりぼりと乱暴なしぐさで頭を掻く。今、浮かんだ思いを追い出すように。

「ちっ。とっとと上に願い出ないとな」
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　まるで別世界だ。

　こういう世界があることは知っていてもジエットはいつでも、そう思う。

　煌びやかな貴族の世界への入り口──ロベルバド家の門が少し離れたところに見える。煌々と魔法の明かりが灯る姿は無数の宝石で身を包んだ貴婦人のようだった。

　輝かしいスポットライトの下、飾り立てられた貴婦人たちが微笑み、身なりの整った紳士たちが談笑する。そんな世界を幻視する。

　分かってはいる。こんな煌びやかな世界に生きる者でも、苦悩はあり、苦労はあることを。自らの母が仕えていた貴族家は取り潰されたように。

　それでも必死に働かなくてはならない身と比較すると、嫉妬という黒い炎がジリジリと身を燻る。

　人は生まれが殆んどだ。ここで運が良かったものは幸福な一生を、悪かったものは不幸の多い一生を送る。裕福な家に生まれれば、それなりに色々な面で支援が受けられるように。ならば貧しい家の子供であるジエットは──

「……忘れろ」

　ジエットは己に言い聞かせ、浮かび上がる感情に蓋をする。

　幸福か不幸かを判断する基準は誰かとの比較ではない。自分でどのように感じられるか、だ。

　自分で不幸だと感じ、それに浸れば心が歪む。もし不幸だと思うのであれば、沈まない様に足掻くだけの事なのだ。

　一度だけ目を閉ざし、数秒してから見開く。

　再び煌びやかな世界が視界に飛び込むが、先ほどまでの黒い感情は押し込められていた。

　そして切り替わった思考で、唾を一つだけ飲み込む。

　自分の生きてきた世界とはまるで違う世界に飛び込むのだ。緊張しても可笑しくはないだろう。いや、平民が緊張しないわけがない。さほど経験したことがないことを行おうとすれば、プレッシャーがあってあって当たり前のこと。

　ただ、隣の少女は平然としているようだった。

　この少女──オーネスティ・エイゼルは一体何者なのだろうか。

　舞踏会への参加状を用意してくれたことは非常に嬉しいが、どうやって本当に手に入れたのかという疑問が頭に残る。彼女は「私の知り合いの人がある大貴族家に仕えていますので、そこ方のツテを頼ればどうにかなると思います」と言ってはいた。

　しかし、そう簡単なことではないはずだ。大体、単なる平民にそんなツテがあるはずがない。世の中、コネのコネを頼って行けば、五回ぐらいで皇帝とだって繋がるとは言う。しかし、実際にあり得るはずがない。

　生きる世界が違うというのは、思った以上に断絶があるのが普通なのだから。

　──そういえば、この少女のことをほとんど知らない。

　前にも思った疑問が再び鎌首をもたげる。

　懐疑心に支配されそうになる。オーネスティの後ろにいるのはもしかするとかの大貴族、アインズ・ウール・ゴウン辺境侯なのではないだろうか、と。

　強迫観念に囚われている可能性は非常に高いが、この頃──大魔法使いフールーダの登場以降、全てにおいてかの大貴族が裏で手を引いているのでは、という思いが頭からどうしても離れない。

　それに、ジエットという平民の少年に力を貸してくれそうな貴族なんて、辺境侯ぐらいしか想像できないというのも理由の一つだった。勿論、オーネスティに力を貸しているんだということを除いてだが。

「どうしたんですか？」

「あ、いや、別になんでもない」

　突然の問いかけにジエットは慌てて答える。

「何でもない」筈がない、動揺が明らかな返答だったが、オーネスティは特別な反応を示す様子はなかった。おそらくは舞踏会を開いている貴族の家屋の豪華さに息を呑んだとでも思ってくれたのだろう。

「そう……ですか。これから行きますけど、準備の方はよろしいんですか？」

「ああ、問題はないはずだ」

　オーネスティの視線がジエットを上から下まで舐めるように動く。数秒の後にすっ、と離れていった。おそらくは合格点は取ったということなのだろう。ジエットの服装の乱れは彼女の恥であり、彼女に招待状を準備してくれた貴族の恥に繋がるのだから。

　こういった場所における服というのは一種のステータスであり武器だ。というのも舞踏会などに代表される社交界は貴族の戦場。みすぼらしい服や、流行から遅れた服を着用する者はその程度と見なされ、影で侮蔑される。貴族にとって面子というのは大事であり、見栄もまた甲斐性の一つだ。

　これは貴族だけのものではない。平民だってそうだ。

　例えば、結婚式などの時にどのような格好をしていくか。この時に非常に貧しい格好をしていけば、その程度の人間だと判断されるだろう。そういうことなのだ。

　しかしながら平民にとって、舞踏会に着ていくのに恥ずかしくない格好というのは非常に困難極まりない。頻繁にあるはずがない衣服にそんな費用は掛けられないし、トレンドを追っていくことも難しい。

　では平民であるジエットはそんな戦場に対して、恥ずかしくない格好をどのように選んだのか。

　答えは簡単だ。

　ジエットが選んだものではなく、帝国魔法学院の生徒にとって切り札というべき礼服があるのだ。

　それは魔法学院から与えられる礼服だ。

　魔法学院の生徒は様々な式典に参加する。入学式や卒業式などから始まり、長期休暇前の式典、建国記念式典などだ。そういった大貴族などが参加する式典に、平民の生徒が貧しい服装をしていては色々な者にとっての恥となる。そのために各員に一着づつ礼服が与えられるのだ。

　それほど華美な物ではなく落ち着いたものは、煌びやかな舞台ではみすぼらしくも見える。しかし、この服を着ていれば、貴族たちは特別に何も言ったりはしないし、できない。

　というのも数代前の皇帝が選んだという学生用の礼服は、既に数十年以上の重みを抱いているために、由緒正しい衣服であるという評価を得るに至っている。もし仮に貧しいと思っても、それを口に出すという行為は、帝室に対する侮辱となる。

　鮮血帝──ジルクニフ・ルーン・ファーロード・エル＝ニクスという圧倒的強者が皇帝であるこの時期に、そんな竜の尾を踏むような愚か者はいないためだ。

　ちなみにオーネスティもまた同じ礼服──女性のものを着ている。

（これも謎なんだよな。コネがあるなら服の準備もお願いできるんじゃないか？ ……いや、この舞踏会に参加したいというのは、俺への借りを返すためだと言っていたな。追加でコネに借りを作りたくないとか、か？）

「じゃぁ、行きましょう。でもそれは外さないでよろしいんですか？」

「ああ……これか。どうするかな」

　ジエットは己の目を覆っている眼帯を触る。こんなものをして行ったら非常に目立つだろう。

　数秒間、ジエットは迷い、それから覚悟を決めて外す。家での生活では普段から外しているので、別に解放感があるわけではないが、視界が広がるのと、片目にかかっていた負担が軽減されるために、目の疲れが一気に取れていく気がする。

「……一つ、聞いてもよろしいですか？ なぜ、眼帯をされているんですか？ どちらの目も何ともなってませんが、何も隠す必要はないのじゃないですか？」

　ぼそりと投じられた彼女の質問も当然のものだ。外見だけであればジエットの目はどちらも変わらない。にもかかわらず、眼帯で片目を覆っているのだから異様にも思えるだろう。

「うーん。確かに、な。……ぱっと見た感じはどっちの目も正常に思えるかもしれないけど、実際は生まれつきの異常があって、目が光に弱いんだ。だから日中は悪い方の蔽ってないと疲労しちゃって、悪くなると失明するらしいんだよ」

　普段から言い馴れている嘘を付く。

　チームの仲間に虚偽を告げるというのはあまり気分の良い物ではない。それもジエットのために招待状を手に入れる様に努力してくれた相手に。しかし──

（──この目のことは隠しておけって言われているからな）

　恩人にそう言われて以来、この目のことを知っているのはごく少数だ。学院の友人未満ぐらいの仲間でも知っている者はいない。

　ジエットは目を動かして隣に立っているオーネスティを眺める。

　その視界に重なり合うように現れるオーネスティの姿はなかった。つまりは彼女は幻術を使ってはおらず、素顔のままだし、見た目通りの年齢だということだ。

　そう。ジエットの片目は幻術を完全に看破する瞳なのだ。といっても見破れるだけであり、魔法の効果を打ち破るわけではない。看破できるだけだ。ならば日常でも外して行動すれば問題ないように思われるかもしれないが、たった一つだけの、ただし非常に致命的な理由があった。だからこそ外してはいないのだ。

「そうだったんですか。変な質問をしてごめんなさい」

「いや、気にしないでくれ。よくされる質問だしな。それに──何も変わってなくて安心したよ」

　どういう意味なんだと、不思議そうな表情をした彼女にジエットは苦笑いを浮かべる。

　冗談の類と判断したのか、答える意思がないことを感じ取ったのか、オーネスティは「そうですか」と答えると歩き出す。

　追従してジエットも歩を進める。前にあるのは格子門であり、横手には武装した兵士──この家に雇われた警備兵がいる。それと執事が一人。

　警備兵たちは歩いてくる二人に一瞬だけ訝しげな顔をした。

　舞踏会に来る者は大抵馬車だ。歩いてくる者は普通いない。

　しかし警備兵の疑問は二人が魔法学院の礼服を着用していることで氷解したいようだった。この家の息子が魔法学院に入学していることを知っているのだ。学院の友人──馬車に乗れないような身分の低い──が来たと判断したのだろう。

「ようこそいらっしゃいました」ジエットたちが門の前まで着くと、執事が頭を下げる。「失礼ですが、招待状を拝見してもよろしいでしょうか？」

　オーネスティは持っていた小さなバッグから、招待状を一枚取り出す。

　手渡された執事はまずは封蝋に押された紋章を真剣に眺め、それから剥すと中から取り出した用紙を上から下まで真剣に眺める。それから深々と頭を下げた。

「確認させていただきました。ようこそお出でくださいました。会場の方は別館となっておりますが、そちらまで案内する者をお付けしてもよろしいでしょうか？」

「いえ、遠慮させてください。あそこでよろしいんですよね？」

　彼女の指差した方向に振り返った執事は品の良い笑顔を浮かべる。

「左様でございます。あちらが別館となっております。あちらの入り口でこの招待状を渡して頂ければ、係りの者が会場までご案内させていただきます」

「分かりました、ありがとうございます」

　返された招待状を受け取ったオーネスティがぺこりと頭を下げ、ジエットも遅れて頭を下げる。その頃には格子門は開いており、二人は間を抜けるように敷地内に入った。

　門を抜け、舗装された道を歩く。

「ふぅ」

　別館に向かって歩きながらジエットは小さく息を吐き出す。帝都内であるために別館と言っても遠く離れているわけではない。ちょっと大きな声で話せば、執事たちまで十分に聞こえる程度しかまだ離れてはいない。

　それでもため息を吐いてしまったのは最初の難関を突破したような気持ちで一杯だったためだ。

「……舞踏会の会場に着いたら別行動で構いませんか？」

　普段より抑えた声で彼女が口を開く。若干聞き取りづらく、ジエットは少しだけ身を屈めた。

「どうして？」

「あまり……睨まれたくないんです。申し訳ないのですが」

「ああ──」

　当然だ。ここは大貴族の一人に数えられるだけの家だ。下手な騒ぎを起こしたりすれば、非常に不味い立場になる。

　ジエットもその辺は流石に弁えている。

　相手のホームグラウンド、生きる世界が違う場所で喧嘩を起こすことの愚くらいは。

　今でもそうだが、平民と貴族では生きる世界が違う。よりこの差が激しかった昔であれば、貴族につまらないことで殺される平民もそれなりにいたらしい。今のように無意味に平民を殺せば鮮血帝によって「丁度良い」とばかりに家を潰される可能性がある中で、理不尽なことはないとは思われる。しかし、逆に言えば理由があれば殺されるということだということぐらい。

　ここに来たのはあくまでも幼馴染──ネメルが心配だからで、遠くから見守るつもりだ。何か不味いことがない限りはネメルの元に行くつもりもない。

「騒ぎにはしないつもりだ。下手なことをすれば、オーネスティの──招待状を準備してくれた方にも迷惑がかかるから」

　オーネスティの目が少しだけ細くなったような気がジエットはした。いや、目の奥が変化したというか、雰囲気が変わったという方が正確なのだろうか。

　何か危険な生物がそこにいるような、奇妙な気分を抱く。

（バカか？ 彼女だぞ？ あの苛められていた。大体、なんで雰囲気が変わったんだ？ 何か怒らせたか？）

「気にしないでください。貴方が一人でここで揉め事を起こす分は構わないですから」

「え？」

「もともとここの貴族とはあまり仲が良くない貴族家の出した物です。ある程度の喧嘩であれば笑って許してくれる……と思います。でも負けるとちょっとまずいかもしれません。戦うときは勝ってください」

「おいおいおいおい」

　ジエットは微笑を浮かべる。オーネスティなりのエールなんだろうと考えて。

「……騒ぎを起こすようなことを勧めないで欲しいな。もともと、俺──いや私だって好きでやっているわけではないのですから」

「そうですか」ちらりと彼女の視線が、近くになった別館の入り口へと動く「私は会場に入ったら貴方とは別れますので、帰りは……どうしましょう。お互い別々に出たとしても問題はないとは思いますが……」

「どうしてですか？」

「私にも会いたい人がいます。ですので待ち合わせの約束をしたとしても守れるかには心もとないので」

「了解しました。でしたら各自バラバラに撤収に入るということにしましょう」

　平民の彼女が会いたいというのは招待状を準備してくれた人と関係があるのだろうか。やはり、オーネスティにはどこか謎がある。

　とはいってもその辺りを無遠慮に問えるはずもない。特に今のように無理を叶えてもらった──借りがある立場では。

　ふと、ジエットの脳裏にある女性の立場と彼女が重なる。

（ああ──そうかもしれないな）

　彼女の正体として可能性があるのは、辺境侯とつながりのある人物、もしくは──鮮血帝に潰された貴族の令嬢か。

　ジエットはアルシェ・イーブ・リリッツ・フルトという女性をことを思い出しながら、別館入口でこちらを待っているメイドと目を合わせた。




　　　　◇◆◇




　案内されたそれなりの大きなダンスホールでは、楽曲が奏でられ、着飾った男女が多数談笑していた。品の良い笑顔の下に毒花が隠れているのが貴族社会なのだが、それとは違う何かがあるように感じられた。確かにあることはあるのだが、ライバルや同じサークルの仲間という雰囲気だ。ただ、貴族社会をほとんど知らないために、その違和感の正答に辿り着くことは不可能に違いない。

　これ以上頭を悩ませたところで時間の無駄であると、賢くも判断したジエットは壁の花となるべく端っこを目指して迂回するように歩く。

　学院では魔法のみならず様々な勉学を教わる。貴族社会の礼儀作法、紋章学なども当然その一環だ。こういった場所での立ち振る舞い、ダンスマナーなども当たり前のように学んでいる。特に魔法使いとして卒業した場合、時には貴族家に雇われる例もそれなりにある。そのための必須教育の一つだ。

（ダンス一つとってもそうだ。上手くなくても、最低限は踊れないとそれだけで下に見られるからな。貴族社会は羨ましいけどど、影ながらの努力が必要で、ミスると弾かれるというのが怖いよな）

　平民と貴族の違いをぼんやりと考えながら、目立たないように慎重に壁際まで移動をする。

　その甲斐もあって、貴族たちがちらりとこちらに注意を払いながらも、すぐに興味を無くしたように視線をそらしてくれる。

　壁にもたれ掛り、ジエットはふぅと息を軽く吐く。

　次にしなくてはならないのは目的の人物を探すことだ。

　ダンスホールを見渡す。煌びやかな者たちばかりで、魔法学院の礼服は見つけられない。これだけ煌びやかだと逆に目立つはずなのだが──

「どうしたの！ ジエットにも招待状が行ったの?!」

　だから、そんな声が身近で上がるまで気が付くことは出来なかった。聞き慣れた声に心臓が喉から飛び出るほど驚き、慌てふためいて声のした方に顔を向けたジエットはより一層の驚愕に身を浸すこととなる。

　宝石がそこにあった。

　宝石で作られた華ともいうべき輝かしき美。

　そこらの令嬢を遥か下に置くような見事なドレス──多少、派手すぎる傾向にはあるが──を着用したネメルがいた。

　美しかった。

　顔にはうっすらとした化粧をしており、髪から漂ってくるのであろう微かな香水の香りが鼻をくすぐる。

　一瞬で顔が紅潮する。

　見慣れた幼馴染であればこれほどの衝撃は受けないだろう。しかし今のネメルはジエットの知っている彼女ではなく、見知らぬ美人としてそこに立っていた。

　確かにネメルは貴族としての品のある美は持っていない。それでも素材自体はそれほど悪くないのだ。着飾れば驚くような美人になるのは自明の理だ。

　愚かな話だ。自分がそうであるのだから、彼女もそうであろうと固定概念にとらわれていた。しかし冷静に考えても見れば、ジエットとは違い、彼女は非常に下とはいえ貴族位を持つ人間だ。最低限度の礼服などは持ち合わせているだろう。

　頭の片隅にいる少しだけ冷静なジエットがこれほどの衣装を揃えることができるほどネメルの家は裕福だろうかと疑問を投げかけてくる。

　話題を探す。普段であればするりと口から滑り落ちるはずなのに、時間をおいて探さないと出てこない。そんな自分にショックを受けつつも、ジエットは何とか言葉を零す。

「えっと、その、あー、ドレスは一体、どうしたんだ？」

「お姉ちゃんが準備してくれたの。借りているものだから当然返さないといけないんだけどね。……ね、綺麗？」

「あ、ああ。凄く綺麗だ」

　この言葉は非常にすっと出た。

「えへへへ──」

　幼馴染の勘が働き、お世辞や偽りなど一切なく答えたと判断したのだろう。ネメルが恥ずかしそうに微笑む。

（お！ 落ち着け！）

　笑顔を目にした瞬間、バクン、と異様な速さで打ち始めた心臓と自分の心に冷静になる様にジエットは叫ぶ。

　ネメルが喜んでいるのは、自らが来ている服が褒められた喜びだ。きっと、そうだ、と。

　──そんなはずがない。

　心の中で聞こえた声に対して、プルプルとジエットは頭を振る。

　今はそれ以上にやらなくてはならないことがある。ひとまず、自分の感情を落ち着けるべきだ。数度深呼吸を繰り返す。そこで視界の中に見馴れたくはないが見慣れてしまった男──ランゴバルト・エック・ワライア・ロベルバドを発見してしまう。

（それはいるよな。あいつの家の舞踏会なんだしさ）

　二人組で親しげというか──ランゴバルトは若干、緊張しながら、隣の男と話している。ただ、その横に立つ男を目にした瞬間、ジエットは心臓を鷲掴みにされたような気分に襲われた。

「──な、なんだよ、あれ」

「え？」

　あれは──化け物だ。おぞましい化け物がいる。

　生者を憎み、世界に死を撒き散らかすモンスター。煌びやかな世界が一瞬で色褪せ、錆びついた世界へと変わるような存在感。

　干からびた死体のようにも見える顔は、間違いなくアンデッドであることの証拠。

　貴族の舞踏会という煌びやかな世界であるがゆえに、異質さがより引き立つ。

「どういうことなんだ?! ここは──いや、あいつだけか」

「え？ え？ え？」

　幻術で外見を変えているのはそのアンデッドだけで、それ以外にいる様子はない。勿論、不可視化などの魔法によって隠れていないことが前提ではあるが。ただ、この場がアンデッドの闊歩する死の世界でないことを確認し、ほんの少しだけ安堵する。

　実は自分たち以外全員アンデッドだったりしたら、恐怖にあまり気絶したかもしれない。

（まぁ、食べたり飲んだりしている貴族がいたんだからその可能性は低いとは思っていたけど……）

　ならば次の問題はアンデッドがここにいると知った上で、この舞踏会は開かれているのだろうか。それとも知らずにアンデッドが潜り込んでいるのだろうか、ということだ。

　前者ならここは虎口だ。仮に後者ならば──生者としてこの場所にいる、アンデッドの存在を知らない者たちに危険を教える必要がある。

　だが、単なる平民であるジエットに、貴族たちを説得できる自信はなかった。幻術を看破しているのはあくまでもジエットだけで、それ以外の人の目からは、そこにいるのは貴族然とした男なのだ。常識的に考えれば、狂人の戯言、もしくは平民の無礼な発言と流される確率の方が間違いなく高い。

　ではアンデッドに戦いを挑んだらどうなるのか。

　ジエットも一応は多少の魔法を使用できる。ゾンビやスケルトンなどの低位のアンデッドならば勝てるだろう。

　しかし──

（──桁が違う。幻術を使っている以上、確実に魔法を行使できるアンデッド。ゾンビやスケルトンなどの弱いアンデッドとは違う。更には憎悪を抑え込み、人に紛れ込めるほどの意志と知恵がある。……もしかすると……あり得ないと信じたいけど……多分だが……リッチだ）

　リッチ──魔法を使うことで知られる、かなり高位のアンデッドだ。

　第三位階の攻撃魔法すら使えるリッチに戦いを挑んだら、ジエットごとき一瞬で殺されるだろう。そしてアンデッドが人の世界に潜り込んで、更には貴族の舞踏会に出るほどの地位を得ているのだ。かなり智謀に長けた化け物であることは確実。ならば正体を明かすことで、日の下に引きずり出すことだって無理だ。ジエットごとき容易く論破されてしまうだろう。

　ここでジエットの出来ることなど何一つとしてない。ならば一刻も早く、逃げるべきだ。

　それに最も大切な物が何かを考えれば、それ以外に答えはない。

　ジエットは横で不思議そうな顔をしている幼馴染をちらりと見る。

　そう。ここで助けなくてはならない、最重要人物は今自分の横にいる少女。

　心の中でこの場にいる全ての貴族に謝罪する。自分は何も言わずにここから逃げるが許してほしいと。

（第一、ネメルが呼ばれたのも、あのアンデッドに対する生贄ではないと誰に断言できる？）

　恐ろしい想像をしてしまい、決心したジエットは逃げる手段に関して思考を巡らせる。

　全力で走って逃げた場合、確実に目立つ。それはあまりにも危険だろう。現在、相手は此方のこの目には気が付いてないと思われる。であるならば、上手く逃げ切る方法は相手に悟られないことだろう。

　そこまで考えを巡らせ、片目を慌てて閉ざす。

　その頃にはもはや遅かった。リッチが周囲をきょろきょろと見渡している。

（遅かった!!）

　ジエットの幻術を見破る瞳には一つだけ問題があった。それは幻術を見破った際、幻術を纏っている相手に違和感を与えることだ。無生物であれば何も問題はない。しかしながら生物が幻術を使用していた場合、何かを隠したいということ。下手に見破ったりすれば非常に危険な問題を招きかねない。

　──冒険者などとして、遺跡に潜るのであれば非常に役立つが、街中でその眼を使っているのは手に負えない厄介ごとに出くわす可能性がある。それとその眼を役立てて生活していこうとするなら、しっかりとした後ろ盾を得ておかないと、情報の漏洩に繋がりかねないという理由だけで平民のあなたは殺されるかもしれない。出来ればその眼の情報はあまり漏らさない方が良い。

　そう、自らの姉的存在に警告された。

　だからこそジエットは眼帯をして、決して幻術を見破ろうとはしてこなかった。それが今、最も重要な時に見破ってしまうとは──

（──糞、糞、糞、糞！）

　罵声を幾度となく飛ばす。だが、そんなことをしていても事態は良くはならない。必要なのはたった一つ。ここからどのように逃げるかだ。グルグルと思考は回転するばかりだ。

「え？ ねぇ、どうしたの？ 顔色が凄く悪くなったよ！」

　慌てふためく声にジエットは我に返る。それでも何をどのように逃げたら安全なのかが纏まらない。

　声が聞こえたわけではないのだろうが、ランゴバルトとリッチの二人組がジエットたちの方に向き直ると連れだって歩き始める。

（来るな！ 来るな！ 来るな！）

　心の中で繰り返し願う。しかし願いは叶わない。二人はジエットの前で立ち止まる。

　目の前にアンデッドの顔を背けたくもなる顔があった。

　口から上げてしまいそうになる悲鳴を必死に押し殺す。リッチが発動している幻術を見破ったと読み取られてはいけない。

「これはこれは……というかなんで君までいるんだね？ というかどうやって入ってきたんだ？ 招待状が無い者を入れたりはしないだろうが……」

　ランゴバルトの厭味ったらしい口調がまるで天上の音楽のように聞こえる。ジエットは嫌味に耐えかねたような顔を見せた。怒ることで無理矢理ここから逃げる計画だ。しかし、それよりも早くリッチが口を開く。

「ランゴバルト、そんな口調で言うのは止めたまえ。彼に失礼だと思うんだが？」

　普段であれば好意を抱くような発言だが、言う相手によっては非常に不快なものにもなる。

（畜生！ ランゴバルトを窘めるとは……逃がさない気か?! そんなに慎重に行動するなよ！）

「これは失礼しました」

　ランゴバルトがリッチに頭を軽く下げる。その態度はまるで従者のようであり、はっきりとした上下関係を匂わせていた。ジエットは目を白黒させる。この二人の関係を考えてだ。リッチであるという正体を知っての行動か、知らないでの行動かによって大きく分かれる。

　前者であればここは獅子の顎。全てに注意を払わなくてはならない。後者であればもしかすると彼を味方に引き込めるかもしれない。

「いや、いや、そんなに遜らなくても良いんだ。私たちはチームなんだからな。それで聞かせてくれないだろうか。そちらのお二人は一体どちら様なのかな？ 見慣れた制服を着ているようだが？ あ、いや、こちらの少女の名前は知っているな。ネメルさんだったな？」

　目をぱちくりとさせてから、ネメルがスカートの裾を持ち上げる、舞踏会時の挨拶を見せる。

「あ、はい。そうです。初めまして」

「よろしく。非常に似合っているよ、そのドレス」

「あ、ありがとうございます」

　軽くリッチが手を挙げて答える。まるで親しい友人に対するような演技で。

「それで聞きたかったのはこちらの少年なんだが……」

「……ジエット・テスタニアという単なる平民です」

「ふーん？ ジエット？ 何処かで……ふむ……。ところで顔色が悪いがどうかしたのかね？ 調子でも悪いのかね？ 熱に充てられたとか？ 涼しい風にでも当たったらどうだい？ そうだな。ランゴバルト、手を貸してくれ、同じ学院の生徒だ」

「いや！ 結構──です」

　触られまいとジエットは飛びのく。

「どうしたんだい？ ……ネメルさんの連れだろ？ 彼女も心配しているようだよ？」

「ネメルには手は出させない！」

　ジエットはネメルを自分の後ろに隠すように動く。相手はリッチ、ジエットを容易く殺せる相手。だからと言ってネメルを危険の前に晒すことができるはずがない。

「……何をしているんだ、お前」

　ランゴバルトが冷たく言い放つ。押し殺した声は彼の内心の不快感を表している。舞踏会を開いている家の者として、平民であり、かつ変な態度を取る相手が眼前に現れたとしたら当たり前の態度であろう。

　自分が愚かな行動を取っているのは十分承知している。だが、ジエットからすれば必要な行動でもあった。

　周囲の視線が自分たちに集まり出す。それは彼らの動きを止める行為に繋がるはずだ。というのも幻術を使って、自分の正体を隠している以上、絶対に人目に付くような行動は取らない──と信じたかった。

「……そう毛嫌いすることもないだ……ん？ ジエット？ ……それに先ほど感覚……ああ！ そうか、そういうことか。なるほど……目か」

　心臓が跳ねた。

　リッチのおぞましい瞳には理解の色がある。ジエットの能力を一瞬で看破したのだろう。

　リッチはアンデッドの魔法使い。知性が高いとは聞くが、たったあれだけの情報から見抜いたとしたなら半端じゃない知力を保持していると思うべきだろう。

「なるほどなるほど。ならば君と二人で話したいのだが構わないよな？ 別に君にどうこうするつもりはない。ネメルさんにはあまり聞かせたくはないんだ」

　何を聞かせたくないのか。恐怖に震えそうになる体を必死に抑え込む。

「……信じられない。おま──あなたの言っていることは何一つ信用できない」

「困ったな」

　リッチはおどけるように肩を竦める。その際にジエットはリッチがネメルを眺めたのを認識した。

　脅しだ。

　この場で従わなければ彼女がどうなるかは理解できるよな。そうリッチが問いかけてきているのをジエットは直感できた。ならばもはや答えは一つしかない。

「……分かりました。……ネメル、少し待っていてくれるか？」

　何か聞きたそうにしているネメルとランゴバルトを残し、ジエットはリッチに案内されるようにテラスに出る。会場で流れる音楽も流石にここまで届かず、開放されるような静寂がある。さわやかな空気が火照った体を覚ましてくれるのだろう──普段であれば。

　ただ、ジエットにとっては呑み込むような虚無の闇と、禍々しい瘴気を放つ空気が漂っているような気分にしかなれなかった。もちろん、その理由は自らの前に立つ、死の気配を放つリッチだ。

「さて、最初に名前を告げておくとしよう。先ほど言うのを忘れていたからしな。私の名前は……」

　そこまで言いかけてリッチが口ごもる。数秒間、もしくはそれ以上の時間が経過し、ようやくその名を告げた。

「モモンだ」

　覚えのない名前だった。

　歴史上、幾人──いや幾体か名の知れたアンデッドがいる。〝国堕とし〟などが非常に有名だが、それ以外にも多くの人を殺した、廃墟都市を支配している、十三英雄と戦った、などと敵役として吟遊詩人の謳われるような強大なアンデッドたちのことだ。その中に名前がないということは、危険度が下がるということである。

　しかし、安心はこれっぽちもできるはずがない。

　まず、その名前が本名である保証は皆無。実際、リッチ──モモンは語る前に数秒間の沈黙を抱いた。それが偽名を考えた時間だと見做すのはごく当たり前だろう。

　次に、ジエットが知る知識はあくまでも学生が教養として学んだ程度のものだ。底が浅いということである。

　もしかすると、冒険者などのみが知る深い知識の中で、より危険度の高いアンデッドとしてモモンという名前がある可能性だってあり得る。アンタッチャブル的な存在として。

「それで君の名前は知っている。よく知っているよ、ジエット君」

　ごくりと唾を飲み込む。ランゴバルトから聞いた、そう思いたいところだった。

（その眼に関して調べていたんだなどと言われたら凄く怖いからな）

「ここまで呼んだのは大した理由ではない。君に求めているのはたった一つ。私のことを誰にも話さないで欲しいということだ。特に君のチームにいる──者にはな」

　ドクンと、一つ心臓が跳ねた。

　ジエットには切り札がある。フールーダ・パラダインという名の最高の魔法使い。彼であればリッチ──モモンを屠ることも容易のはず。だからこそモモンはそれを阻止してきた。

（というかどこまで情報を入手しているんだ！ ──いや、人間の世界に潜り込んだリッチなんだ、情報網を既に作り終えていると見做した方が良いのか？ それともランゴバルトを経由してたまたま手に入れたというのか？ さっぱり分からない！ 見馴れた制服、同じ学院とか言っていたようだったが、ランゴバルトのことか？）

　ジエットは必死になって頭を回転させる。

　一番の安全策はここは了承しておいて、明日の朝一でフールーダにモモンの情報を流すべきだ。生者を憎むアンデッドが帝都内にいると聞けば、フールーダであれば的確な対応をしてくれるはずだ。ジエットが導き出せる答えよりも優れた回答で。

　だが、だ。

　問題は一つ。言葉だけでモモンは了解してくれるのだろうかという疑問。普通、信用できない相手の約束なら、保証を取るはずだ。有名なところで──

（──人質だろうな。ここまで連れてこられた時と同じように！ 畜生！）

　ここに来た段階でネメルの人質としての価値を教えてしまった。今さら「無意味だ」などと言ったところで信じるはずがない。既に初手でミスってしまったのだ。

　頷くしかほかはない。

　ジエットにあるのはたった一つの答えだけ。しかしながら収まりがつかない。負けたのは理解しているが、負けっぱなしというのは癪に障る。

　ジエットは少年らしい反抗心の赴くまま「嫌だと言ったら」と問いかけようとし──

「ここは静かだし、涼しいな。会場は少し空気が悪い気がする。空気を入れ替えするために、ここへの入り口を開け放っても良いと思うんだが……そうなるとここが騒がしくなって憩いの場にはならないか。君はどう思う？」

　モモンの言葉にジエットは額を脂汗でびっしょりと濡らす。

　そう、この場所は静かだ。人の気配は無く、つまりは目撃者は誰もいないということ。そんなごく当たり前のことを口にしたのは、ジエットの発言次第で物理的手段で口を塞いでやろうという脅しに他ならない。

　忘れてはいけない。ジエットの命。そしてネメルの命。全てをモモンが握っており、ジエットにあるのは生の道と、皆を巻き添えにする死の道の選択権しかないということ。

　元々、この場所に何の疑いもなく連れてこられた段階で、もしかするとモモンというリッチを目撃してしまった段階で、勝敗は確定してしまっているのだ。

　それらを理解してしまった──心折れかかったジエットにはモモンの望む答えを返す以外の力を持たなかった。

「わ、分かりました。話したりはしません」

「質問に答えてないが……まぁいいか。流石はジエット君……ジエット君と呼んでも良いかね？」

「も、もちろんです。そう呼んでください」

　アンデッドに馴れ馴れしく呼ばれるなど気持ちが悪い。しかし、そんなことを少しでも表に出すことの愚ぐらいジエットだって理解できる。どれだけ遜ったとしても、ここはモモンの望むままに行動すべきである。

「いや、感謝するよ。面倒にならずにすんだ。快く受け入れてくれたお礼として何か送らせてもらおう。何か欲しい物はあるかね？ 金銭的に解決できるものであれば簡単で嬉しいんだが？」

　飴と鞭ということか。

　ジエットはモモンの恐ろしさをしみじみと感じる。恐怖だけで、力だけで己が意志を通そうとすれば何処かで破綻が生まれる。それを知るから──人間の社会を知るからこその行動だろう。

　ジエットは迷う。

　質問に対する答えとして正解は「受け取らない」だ。下手に受け取れば、これを脅しの材料としてより邪悪な願いをしてくるとも限らない。もしくはジエットの心が汚れ、悪に落ちるかもしれない。人は欲望に弱い。清廉潔白な英雄でも山のような金貨、東西の美姫などのよって心が汚れ、闇の落ちるという話は多く存在する。

　対策としては目を瞑ること。欲望だって、知らなければ耐えられるのだから。

　しかし、それを知りながらもジエットは願いを口にする。

「金銭的ではないですが、た、ただ、お願いしたいのです。内緒にする代わりに危害を加えないでほしいんです。俺とネメル、その家族に」

　薄汚い願いだ。

　もし多くの人の事を考えるのであれば、モモンの存在を広めるべきだ。例え、自分やネメルがどうなったとしても。しかし、見ず知らずの人間の命よりも、将来の悲劇よりも、ジエットは自分の周りの数人の命を優先する。

「……不思議なお願いだな。それとも欲がないのかな？」

「いえ、そんなことではありません。お願いします。約束して頂けませんか？」

　ジエットは頭を深々と下げる。

　相手の──生者を憎むアンデッドの約束など信頼できるはずがない。こんなおぞましいアンデッドとの契約を信頼できるのは愚かな者だけだ。しかし、切れそうな糸であろうと今のジエットには掴むしかないのだ。

「安心したまえ。君が何を考えているのかはわからないが、保証するとしよう。君に何もなければ、これぐらいで話は終わりにしようじゃないか」

「いえ、私には何もありません」

「そうか、では行こうじゃないか。あ、それとあの二人とは会いたくはないが、もし君一人しかいないときであれば学院で会った際に気軽に声をかけてくれたまえ」

「……学院？」

　前後を考えると理解できない発言だが、聞き違えているのだろう。ジエットはそう判断する。というよりもそれ以外に考え付かない。

「ありがとうございます。その時はよろしくお願いします」

　返事を聞き、リッチが邪悪に笑う。弱者を甚振る強者の笑みを。

「それとそろそろ試験だろ？ 何か協力してほしいことがあったら言ってくれても構わないぞ？」

「いえ、それには及びません。大丈夫ですので。ご心配ありがとうございます」

「そうか？ ……そうか、まぁ、そうだろうな。うむ、あの二人もいるしな」

　軽い笑い声をモモンが上げる。ジエットは追従の微笑みを浮かべたまま、握りしめた拳は必死に隠す。

　痛烈な皮肉だった。

　モモンを倒せる人物たちがチームにいるにも関わらず、話すことの出来ないジエットを嘲笑っている。

　誰か、このリッチを屠れる存在はいないだろうか。

　そこまで考えたジエットは一人の人物の名前を思い出す。

　辺境侯──

　切れるカードとしては最強最高。しかし、それは正しい行為なのだろうか。チップの代わりに支払うのは自分の命だけではなくネメルの命も、だ。そんな危険な賭けをしても良いのだろうか。

　ジエットは下唇を噛みしめる。血が出るほど強く。




　　　　◇◆◇




　調子が悪くなったらしいジエットを連れた男が返ってくるのを目ざとく発見した少女は、今まで行っていた盗み聞きを止めて、そちらに注意を向ける。

「まだ調子が悪いみたいね。……帰っちゃうのかしら？」

　ジエットの青白い顔はこれ以上ここにいたら不味い、と素人目でも分かるような顔色だ。

　情報を集めるのは、湖に魚がいるかを確認するようなものだ。静かな湖面を上から眺めるよりは、石でも投げこんでみた方が反応が分かるというもの。

　ジエットという少年はその石の予定だった。

　この場に連れてくることで、魚が動くことを期待しての行動だった。

（ということになってるんだけどな）

　上司にはそう提案して招待状を用意してもらったのだ。

　では実際にそんな状況下になった場合、オーネスティという名前を名乗っている少女は黙認することができたのだろうか。ちゃんとした招待状を使って入った以上、ジエットは庇護下にある。そのために無礼を働いたからといって「平民が！」などと簡単に殺されることはない筈だった。しかし、絶対ということはあり得ない。

「もう少し、何か決定的な情報が得られるまで頑張ってほしかったけど、あれじゃ無理か。……招待状を準備してもらった以上、なんの結果も出さないと不味いんだけどな。どうするかなぁ」

　今回のこのパーティーに潜り込んでいる彼女の仲間は一人ぐらいだろう。

　普段であればこういった大貴族のパーティーに潜入する者の数からするとあまりにも少なすぎる。これは現在、多くの者が別件に回されているためだ。

　彼女クラスの者では詳しいことは知らないが、数日前、非常に重要な会合がどこかで行われるはずだった。それに対して辺境侯が先手を打って脅しをかけてきたらしい。そのために何処かで情報が洩れてないかを全面的に見直すということだ。

「裏切り者か……」

　見直すなどという話だが、その裏にあるのは──そして警戒しているのは裏切りだ。相手は魔法において並ぶものがないと言われる存在であり、帝国は最大の魔法使いを失っている。そのために上層部はかなり混乱しつつも、難行に挑んでいるらしい。

　安全な場所で眺めている身としては困ったものだと気楽に言えるが、その結果として任務に余波が生じているのだから──

「──困ったものだわ」

ざっくざっくと話を進めていこう！　そうしよう！ もう枝葉末節はカットだ！







学院−７

遅くなって申し訳ないです。












　ジエットはネメルと連れ立って、朝日を背負いながら学院へ向かって歩く。朝日と言っても、時間帯にして八時ほど。ジエットたちと同じように通りを歩く者たちの殆んどが一つの仕事を終えたような、そんな充実感と疲労感が漂っていた。

　確かに都市で暮らす者の生活は村で働く者ほどは早くない。

　しかしながら八時ともなれば平民が行動を開始するには遅い時間であり、既に一仕事を終えた者たちの朝食が始まる時間だ。食堂は賑わい、姿は当然見せないが賄いを食べている者だっているだろう。

　そういった理由もあって、帝都のメインストリートの割には人通りはさほど激しくはなかった。

　ジエットは手で隠すが隠し切れないほどの大欠伸を一つする。それから目の端に滲んだ涙を拭った。

「大きな欠伸だね。昨日は普段よりも寝るのは遅かったの？」

　隣を歩く幼馴染──ネメルに問いかけられる。

　普段であれば欠伸の一つぐらいで聞かれたりはしないだろう。

　病弱な母と二人で暮らすために、ジエットが学院が終わるとその足で仕事場に向かい、夜遅くまで働いているのを彼女は前から知っている。欠伸の一つや二つ程度は見馴れたものだ。だが、流石に家を出てからこれで六度目ともなれば話題になるのは当然のことだろう。

「……まぁな。ちょっと……」

　そこまで言った辺りで、さぁどうするかと、ジエットは迷う。ネメルを心配させても仕方がない。それも今日みたいな重要な日に。ジエットはわざとらしくならない程度に明るい声を出す。

「ドキドキしてよく眠れなかったんだよ。ネメルはそんなことなかったのか？ 試験としてこれから数日間以上、帝都の外、モンスターの跳梁跋扈する場所に行かなくちゃいけないんだから」

　そう。今日こそが試験の日。

　試験の内容は前に組んだチームで帝都の外に出て、数日間旅を続けなくてはならない。帝国国内は騎士たちの巡回などの甲斐もあって、モンスターと遭遇するに確率は非常に低いが、それでも皆無ではないのだ。

「う、うん。そうだよね。ちょっと怖いよね」

　彼女の声が幼馴染ではなければ分からない程度、重みを増す。

（しまった！ 何を怯えさせているんだ！ えっと──）

「お、お。ああ、そんなことないって。俺たちのチームにはかのパラダイン様がいらっしゃるんだ。俺たちほど安全な──」

「他の人たちも安全ならな……。なんでこんな試験あるんだろう。昔……数年前まではなかったらしいのに……」

　暗く淀んだ声にジエットは自分のあまりの愚かさに吐き気がする。

　この数日間、あまり睡眠がとれてなく、頭の回転が鈍っているとはこれはないだろう。ネメルの気持ちをまるで考えないやり取りだ。

　ジエットは慌てて、慰めるようには聞こえないよう、ごく当たり前のことを告げるように装って言葉を発する。

「俺たち以外、他の奴らだって安全だよ。守ってくれる帝国騎士の人たちと一緒に旅するんだ。それに治癒魔法が使える人だって同行するって聞いてる。大丈夫。数日後、何もなかったように元気な皆に会えるさ」

　実際、旅とは言っても帝国騎士のチームが同行するので非常に危険は小さい。しかもチームには野伏や神官としての力を持つ者たちも同行する。いうならば帝国に仕える冒険者チームが警護として付いてきてくれるようなものだ。安全性に関しては十分に留意されている。

「そうだね。騎士の方々が守ってくれるんだからね」

　ネメルが笑顔を見せてくれるが、それがあくまでも作り笑いで本心からは笑ってないのが手の取る様に分かった。

　当たり前だ。

　騎士たちが守ってくれたって、死ぬ者は出てくる。

　絶対に安全な旅など存在しない。

　村や都市などから外に出れば、そこはもう人の世界ではない。居住地から離れれば離れるほど、危険の待ち受ける確立は高くなる。確かに帝国領内は騎士の巡回あってモンスターや獣の出現率は低いが、今回の旅は安全ではない領域をかすめるように旅する計画だ。

　それに学生は魔法を使える者ばかりではなく、使えない者たちや、武器の振るい方を碌に知らない者たちだっている。ゴブリンのような非常に低位のモンスター──亜人なのだが──との遭遇だって、前衛で押さえてくれるであろう騎士たちをすり抜けてくれば、学生を殺すことは容易だろう。

　もしかすると数日後、クラスメイトの数が減っていることはあり得る話だし、実際にそういったことが起きたとも聞いたことがある。

（俺たちみたいに……かの大魔法使いがいるチームとは違うからな……）

　学友と会えなくなる可能性があると思うと、重い気分がより一層重くなってしまう。とはいえ、肉体の反応は感情に従ってくれない。ジエットは再び大きな欠伸をしてしまう。

「あのね、ジエット。……この頃、良く寝れてないんでしょ？」

　一瞬、何を言われたか分からなかった。隣を歩く幼馴染に間の抜けた表情を向ける。

「目の下にうっすらとクマがあるよ？ 何か心配事があるの？」

　どきりと一つ、心臓が跳ねた気がした。

　ジエットは冷静さを取り戻すよう心掛けながら、表情を取り繕いながら顔を横に振る。

「いや、別にな──」

「──あの舞踏会に行った後からだよね？ 何かあったの？ 言えないこと？」

　被せるように発せられたネメルの言葉に、よく見ているんだな、と思ってから少し照れくさくなる。

　実際、ジエットはあの舞踏会以降、あまり睡眠が取れなくなった。さきほど彼女に言ったように、悪夢を頻繁に見るのだ。呪いでもかけられているのではないかという頻度で。

「……う、そういうわけでもないんだ。単純に夢見が悪くてな……」

「そうなんだ……」数秒迷ってから、意を決したようにぐっと手を握ると、彼女は続けて問いかけてくる。「話せないこと？」

　ジエットは息を呑んでから、頷く。

「ああ。無理なんだ。これは他人に話すことは出来ない」

「パラダイン様とかにも？」

「……ああ。話せない。自分で解決しなくちゃいけないことだ」

　違う。

　解決などできない。

　解決などすることができない。

　そして他人に話すこともできない。

　あんな恐ろしい化け物に「誰にも話すな」と脅迫された以上、従うほかない。

　ジエットは確かに魔法を少し使えるが、英雄とか言われるような人間ではない。冒険者ですらない、単なる一般人だ。

　昨日見た悪夢を思い出す。

　フールーダ・パラダインに話した結果、その化け物を退治しようと動き出してくれるところまでは良い。しかし、相手に先手を打たれてしまい、大勢の市民がアンデッドへと変わる。大量のアンデッドが人を襲い、眷属を増やしていくという地獄の中、フールーダが圧倒的な力で殲滅していくが、母親とネメルを心配したジエットは別行動を取る。

　そして家まで戻ってきたところで、アンデッドと化したネメルと母親に襲われるのだ。

　この数日間見ている夢は大体がそんなものだ。

　なんでこんな夢ばかりを見ているのかなど分かりきったことだ。

　天秤の片側には帝国の多くの市民が乗り、片側にはネメルや母親が乗る。

　傾いている側──重いのは人数の少ない方だ。

　ジエットは見ず知らずの人と知っている人であれば、知っている人を選ぶ。博愛主義者でも、命の価値は平等だなどと言う聖人とは違う。

　ただし、不安は相手の言うこと、約束は信頼できるのか、ということ。

「ふぅ……」

　欠伸の代わりにため息を吐き出したジエットを、ネメルが心配そうに見ていることを察知し、ジエットは笑顔を浮かべる。彼女の心配を少しでも減らそうという笑顔は、彼からすれば会心のものだ。

　しかし、その下にある不安を読み取られ、ネメルの表情は晴れない。

「やっぱり、私にも……。う、ううん。アルシェ姉さんにも話せない？」

　全て言ってしまいたかった。帝都内、それも学院におぞましいアンデッドが潜入していると。生者を敵視し、憎悪をまき散らすアンデッドが。

　だが──

「言えない。ごめん」

「う、ううん。私が無理を言っただけだから」

　ジエットは唇を噛みしめ、空を見上げる。青い空が瞳に痛いほどだ。

「大丈夫さ。きっと大丈夫。だから心配しないで良いよ」

　ジエットは横のネメルに聞かせるように、自分の心に語る様に呟いた。




　　　　◆◆◆




　登校してみると校門には普段以上に多くの人の出入りがある。多くの荷物を運搬する商人や、全身鎧で身を包んだ騎士などの姿が見えた。

「じゃぁ、さっそく待ち合わせ場所に行くか」

「うん。早く準備をしないとね」

　ネメルと共にジエットはチームの仲間たちとの待ち合わせ場所に向かう。本日は教室に向かう必要はない。校門をくぐった段階で、既に試験は始まっているのだ。ここからの全てが評価につながる。

　あり得ないほどの熱気が学院内を包み込んでおり、元気な声が普段以上に聞こえている。

　生徒たちへの試験への真摯な態度が熱意へと変わっているのだ。

　試験には参加した──メンバーを揃えられた──段階でほぼ昇級は確定している。ならば、ある程度手を抜いて行ったところで問題はないだろう。しかし、そんな姿勢を見せる者は誰一人としていない。

　この試験における点数。それはある種のステータスとして卒業以降も付いて回る。当然、良い点を取ればペパーテストの結果などが悪くても、本番に強いなどみなされるだろう。そしてまた逆のパターンだってある。

　自分たちの今後の人生を左右しかねないものである以上、この熱気はごくごく当たり前だ。

　ジエットもネメルも周りの空気に背を押されたように、徐々に歩運びは早くなっていく。

　試験での評価は旅の最中の様々な態度。倒した、もしくは相対したモンスターの強さなどによって多角的に判断され点数がつけられる。当然ではあるが準備が終わらず、遅い出発をする者は評価が低くなる。

　逆に早い者は良い点が付くということだ。

　若干早く待ち合わせ場所に着くと、丸めた羊皮紙を片手に持った女生徒がいた。

「早かったですね」

　ポンポンと羊皮紙で自分の肩を叩きながら挨拶をしてくる女生徒──オーネスティ・エイゼルにジエットとネメルも返事する。

「とりあえず、荷物の準備の方は私の方で先に済ませておきますので、それ以外のことをやってくれますか？ 個人的には革鎧を私の分まで借りてきてくれると嬉しいのですが……。あ、幌馬車の方の借り受けは私の方で先に済ませておきましたので、安心してください」

　オーネスティは手に持った羊皮紙をアピールしてくる。あれがその関係書類なのだろう。

　彼女が荷物の準備をおこなってくれることにはジエットも問題はない。というよりジエットの班で実際に旅をしたことがあるのはオーネスティ一人だけであり、ジエットもネメルも知識でしか知らなかった。

　この場にはいない残る二人の班員、フールーダとナーベは旅こそしたことがあるが、至れり尽くせりの、様々なマジックアイテムに包まれたお大臣旅行しか知らないために、旅の準備を任せることは出来なかった。いや、フールーダに雑用をお願いできるはずがない。

「準備って言っても、幌馬車に食料などの積み込みもあるだろ？ 一人で肉体労働は辛いだろ？ 俺も協力するよ」

「問題ないです。〈浮遊板／フローティングボード〉などの魔法を使えば一人でも問題ないですから」

　断られてたが、それでも念のためにもう一度問いかけようとするが、それよりも早く彼女が口を開く。

「こっちの準備は一人で十分。二人は二人の仕事をこなしてください。ネメルさんは地図管理の役目ですよね？ 早めに手に入れて、先輩方などから情報を手に入れておいた方が良いと思いますけど？」

「う、うん。そうするね」

「そうした方が良いと思います。皆、自分のできることをしっかりやっていきましょう。では失礼します」

　矢継ぎ早に言い終わると、手をピラピラと振ってオーネスティは歩き出す。

　その颯爽とした後姿を見送りつつ、ネメルがぽつりと言葉を溢した。

「んー、オーネスティさんってあんな雰囲気だったっけ？」

「いや……あんなに率先して行動するタイプだとはなかったと思っていたけど……大体、あれは苛められるような感じじゃないよな……」

　苛められていた彼女が嘘のようだった。ちょっと前のオーネスティはおどおどとした感じで暗い印象があった。確かに口調こそは変わっていないが、話す速度など細かなところが全然違い、雰囲気がまるで違って感じられる。別人が演技していると言われても、否定できないぐらいだ。

（あの舞踏会以来なんだよな……。被っていた猫が取れたというか、素が少し顔を覗かせているというか……）

「仲良くなったからかな？」

「あー、その可能性はあるか。親しくなって安心できたから、元々の彼女の性格が出てきたような感じか」

「うん。そうかもね。……周りに人がいると初めて会った頃に戻るし」

　二人でうーんと頭を悩ませてみるが答えが出る問題ではない。

　それに別に問題ある変化ではなく、どちらかといえば明るくなったとも言える良い変化だ。二人が心配することはたぶんないだろう。

「うん！」

　ネメルが明るく声を出した。

「オーネスティさんにも言われたし、私も役目をしっかりと果たしに行ってきます！」

「ああ！ ネメル、頼んだぞ！」

　ジエットも釣られたように明るく、覇気ある声を飛ばす。

「はい！ じゃぁ、ジエットもお仕事よろしく！」

「ああ。ここであとの二人を待って、革鎧を借り受けに行ってくるな」

　手を振ってから駆けていくネメルを見送り、ジエットはそのまま二人──フールーダとナーベが来るのを待つ。

　数分ほどしてから見馴れた二人組が歩いてくるのが遠くからでもはっきりと分かった。というのも二人が歩くと人混みが真っ二つに分かれるのだ。怖いものすら感じるほどに。

　まさに無人の野を行くように、一直線にフールーダとナーベがジエットの元に到着する。最初に挨拶するのは当たり前だが、ジエットの方だ。深く頭を下げる。

「おはようございます！ パラ──フールーダ様！ ナーベさん」

「おはよう、ジエット君」

「おはよう」

　フールーダの優しげな声とナーベの平坦な声が聞こえ、ジエットは頭を戻した。

「素晴らしい活気に満ちている。一学年とはいえ、百組を超える班が、そして警護の騎士たちが出立するのだから当たり前なのかもしれないが、この中から将来の天才が生まれるのかもしれないと思うと、この老骨の血もたぎるようだ。……さて、他の二人は？」

「既に準備に取りかかっています。お二人と朝の挨拶が出来ずに残念がっておりました」

「約束の時間より早く来たつもりだったが……遅参、すまない」

「あ、私たちは興奮で眠れなかっただけです。お二人が遅いわけではありません」

「そういってくれて嬉しいぞ、班長どの」

　フールーダが年寄りには似つかわしくない、若さあふれる笑顔を見せた。

　優しげな老人の笑みを前に、ジエットは心が揺れるのを感じる。この心に溜まる、後悔という毒を吐き出したい、という欲望にかられそうになり、ぐっと堪える。

「──あ、あの私がここに残っていたのはお二人と会うというのもそうですが、鎧のことを聞くのを忘れていたためという理由もあるのです。フールーダ様は……鎧などは必要はないと思いますが、ナーベさんは……？」

「私も必要ありません」

　この美女も得体が知れない。こっそり眼帯を外して観察したが、幻術を使っている気配はなく、美貌は一切崩れなかった。

「ところでジエット君。……目の下にクマがあるが、何か心配事でも抱えているのかね？ 何か手伝えることがあるのなら言ってくれると嬉しいが？ 版の仲間だからね」

「あ、ありがとうございます。ですが大丈夫です。今日の試験が不安──あ、違います。フールーダ様がいる私たちの班に不安があるのではなく、他で班を作っている友人たちが無事に帰るかという不安で眠れなかっただけです」

「なるほど……確かにその君の気持ちも分かる。この試験自体、ある意味、帝国の国力向上のためであり、学生には少々酷ではないかとは私も前から感じてはいた。場合によっては、将来花開く天才に害をなす可能性だってあるのだから」そこでフールーダは頭を振る。「とはいえ、陛下の狙いもまた分かるし間違いではない。君はこの試験の裏にあるものを知っているかね？」

　アルシェや生徒会長に話を聞いたことがあり、少しは知っている。とはいえ、その話をすることは正しい事なのだろうかという迷いが生じる。平民程度が国家レベルでの計画を知っているということは非常に危険である可能性は高い。しかしながら、情報を大切にする貴族であった二人が話すことだ。平民にも漏らしても構わない情報だとも思える。

　ポーカーフェイスを作ったつもりだったが、表情に現れてしまったのだろう。フールーダが一つだけ頷くと、髭をしごいた。

「知っているようだな。ならば構わないか」

　フールーダはジエットが止める間もなく試験の裏を話し始める。

　元々、試験など言っているが、生徒たちに旅させるということが目的なのだ。

　旅をさせることで帝国領内だって安全ではないと教え、国民の団結力を高め、国家に忠誠を誓わせる。さらには騎士を同行させることで、帝国の治安を守る軍事力の重要性を肯定させ、学生たちの就職先としての優先度を上げる。

　他にも生徒たちを要人と見做した、騎士たちの警護訓練などもある。

　こういった狙いがあるのだ。

　フールーダの説明を聞き、ジエットは話には聞いていたことなので、素直に頷いた。

　しかし爆弾はそれからだった。

「フールーダ・パラダイン。本当のことは話さないの？」

「ナーベさ……ど……。話した方がよろしいですか？」

「話しておいた方が良いと思うけど？」

　ジエットは顔を引きつらせる。知らない方が良いことをこれから聞かされると悟って。

　逃げたそうな雰囲気を察知したのだろう。フールーダは薄い笑いを浮かべた。さきほどの優しげな老人はどこにもいない。いるのは社会の裏、闇を知る大魔法使いであった。

「……無知は時には救いになるが、それは真なる救いではない。例えば適当な報酬額を知らず、ピンハネされている者は本当に救われていると思えるかね？ ジエット君、君の意志を尊重しよう。どうするかね？」

　熟考したジエットは答えを返す。

「……教えていただけますか？」

　フールーダが微笑む。それは正しい答えを出した生徒に向ける教師のものだ。

「私は君の判断は正しいと思うよ。なんでもそうだが、正しい答えを求めるべきなのだ。獣とは違い、人は知識を蓄えることが出来る生き物だ。ならば……」徐々に声が大きくなってきていたフールーダは苦笑いを浮かべた。「すまないな。少しばかり興奮してしまい関係のないことを話すところだった。さて、この試験の裏にあるのは、今後高い地位に就くかもしれない、もしくは貴族として当主になるかもしれない雛を、恐怖の中に置き、その傍に信頼できる者を置くことによって信頼性を得る行為。はっきり言ってしまえば洗脳なのだよ」

「……なんですって」

「……洗脳と言うと言葉が悪いかもしれない。しかし帝室への忠誠を高め、一個の組織として進んでいくというのは、人間という劣等種族の存続に関しては正しいとも言えよう」

　フールーダを否定する言葉をジエットは持っていなかった。

　人間以外に様々な種族がおり、その中でも人間は下から数えたほうが早い強さの生き物だ。本来であれば生存競争に打ち勝つために団結しなくてはならないにもかかわらず、同族同士で争う。人間は愚かな種族だ。

　そういう視点からすれば、騎士、そしてそれを支配する皇帝の元、洗脳でもしてでも団結するというのは間違った考えとは決して言えない。

「そんなに考えることはない。大体、何かが出来るわけでもないのだ。ジエット君、君が考えるべきはこの旅を見事に終わらせるように努力することではないかね？ ……はは。混乱させるようなことを言った人間の台詞ではないか」

「い、いえ。そのようなことはありません！」

「フールーダ・パラダイン……無駄話が長すぎではない？」

「おお、これは失礼」

　ナーベに軽く頭を下げるフールーダ。

　この二人を何日も見てきてジエットが理解しているのは、どうやらナーベの方が若干上の立場のように感じられるということだ。

（辺境侯はどんな部下の指導をしているんだ？ 彼女の方が先輩だからとかなのか？）

　ナーベのものは決してかの大魔法使いに対して許される口調ではない。しかしフールーダ本人が許しているのだから、ジエットが何か言うことは出来ない。大体、辺境侯がそうするように命じている場合だってあるのだ。そこにでしゃばるのは失礼を通り越している。

「……ところで話はまるで変わるんですが、都市内にモンスターが入り込んでいるということはあると思われますか？」

　フールーダの目がナーベの方へと動く。それから微笑を浮かべた。

「絶対にないとは言えまい。地下下水道、墓地、貧民街の廃棄された建物。隠れられる場所は無数にある。とはいっても多くの被害が出るようなことは起こっておるまい。……何かあったのかね？」

「い、いえ。ふと不安に駆られまして」

「……はははは。もし君が襲われそうになったら私が守って見せよう。安心したまえ」

　ポンポンとフールーダが優しくジエットの背中を叩いてくれる。むずる子供を母親が優しく叩くようなそんな感じで。

「あ、ありがとうございます」

「それに帝都はかなり頑丈に守られているし、騎士たちが巡回している。それほど危険なモンスターが侵入している可能性はないとは思うがね」

　ならばあのアンデッドは一体なんだ、と言いたくなってしまったがジエットはそれを必死に抑え込み、作り笑いを浮かべる。フールーダの危険と、ジエットの危険ではレベルが違うというオチだというのか。

「それそろ私たちも行きましょう」

「おお、そうですな。ではジエット君。私たちの役割である他班との挨拶回りをしてくる。もし何かあったら、幌馬車に帰ってきた時に教えてくれるかね？」

「はい。分かりました。面倒でしょうが、他班との挨拶をよろしくお願いします」

「任せてくれたまえ」

　フールーダとナーベが歩き出す。

　その後姿を見送り、自分も行動を開始しようと思った辺りで突然背後から声をかけられる。

「やぁ、元気そうだね」

　何度か声をかけられたが、一度たりとも慣れることはない。この声を聴くたびに胃がきりきりと痛む。

「…………」

「どうしたんだい？ ジエット君」

　そこに立っていたのは平凡そうな、四枚目の男だ。しかし外見と真なる姿がまるで異なっていることをジエットは知っている。

「これはモモン様お久しぶりです」

「……棘があるな。何かあったのかね？」

「いえ試験を前にして不安に感じているようです私はモモン様の事を誰にも話しておりませんこれで行ってもよろしいでしょうか私も準備がありますので」

「少しぐらいいいじゃないか。……約束を守ってくれてうれしいよ。……そういえば一緒に校門を潜ったのは確か、舞踏会で君の後ろにいた少女だったね。あの時も思っていたのだが、恋人同士なのかね？」

　ジエットは黙ってモモンの表情を眺める。

　同じ学生が話すような内容だし、表情は好意的なものだ。学生がしそうな恋話をしていると言っても信じられるような。しかし、ジエットは騙されない。あのおぞましい素顔を知っている身としては。

「ありがとうございます。ですが恋人でもなんでもありません。単なる幼馴染です」

「そ、そうなのか？ ……脈はあるんじゃないかな？ もし協力してほしいという──」

「──必要ないです」

「そ、そうだな。壊れてしまうか──」

「彼女には手を出さないでほしい！」

　思わず声が出てしまい、モモンが驚いた素振りを見せた。それから周囲を慌てて窺う。圧倒的強者である彼が常識的に考えれば慌てるはずがない。ではなぜ、周囲の様子に注意を払っているのか。

（……そうか！ パラダイン様がいる近くではモモンも！）

「そんな大声を……恥ずかしがって……これが青……若さ……キラキラ輝い……幼馴……登校……エロゲ……その内……距離が迫……妬ま……こんな学生生活……れも……羨ま……」

　ぼそぼそとあまりにも小さな声であったために、何を言っているのかさっぱり分からない。

　モモンは溜め息を一つ吐き出す。

「まぁ、協力してほしいことがあったら何でも言ってくれ。私は君に借りがあるわけだしな。何かのイベントの日に雪でも降らしてやってもいいぞ？ ホワイトクリスマスだ」

　ホワイトクリスマスという言葉は聞いたことがない。何かの魔法的儀式の名称なのだろうか。

　それ以上に──

「雪を……降らせるのですか？」

「ああ、マジックアイテムを使用すれば容易だしな」

「マジックアイテムですか」ジエットは少しだけほっとする。「とはいえ結構です」

「……別に何か要求したりはしないぞ。君の学生生活が実り良いものになるようにしてあげたいだけだ」

「結構です」

「連れないな……」

　悪魔が人の魂を奪う時、甘い言葉を囁くという。リッチも同じようなことをするのだろうか。

　ジエットはフールーダに質問してみようか、などと頭の片隅で考える。

「さて、そろそろ待ち合わせ場所に行くとするか。……君も怪我をしないように注意してくれ」

　薄い笑顔をモモンが浮かべる。そのおぞましいことを考えていそうな薄気味悪い笑みを目にし、ジエットは異様な不安に駆られ、言うつもりのなかった確認を口にしてしまう。

「……この旅の最中、あなたの手下が私に襲いかかってくるなんてことはないんでしょうね？」

　口封じをするのであれば、旅の最中はかなり良いタイミングだ。街の中で行方不明なり、死亡するなりすれば同じチームのフールーダに違和を感じさせることは間違いない。しかし、旅の最中であればモンスターに襲われたとしても不思議ではない。その結果ジエットが死んだとしても嘆きこそすれ、モモンの関与が疑われるのはよほどの時ぐらいだ。

　では旅の最中、フールーダという最高の魔法使いがチームにいるジエットを殺すことは可能か？

　それは可能だ。

　フールーダという最高位の魔法使いがいたとしても、その手は二本しかない。動きを封じ、その間にジエットを殺すことぐらい容易だろう。例えば、非実体のアンデッドであれば、物理攻撃以外の対処手段が必要になってくる。そうなれば騎士たちは役に立たず、フールーダと同行する神官が主戦力だ。

　そうやって相手の目を非実体のアンデッド──レイスやゴーストなどに集め、後ろから暗殺用のアンデッドを襲わせるなどの手が思いつく。

　嫌な想像をしていたジエットは、自分を見つめるモモンの視線に気が付く。

　それは奇妙奇天烈なものを見る目だった。

「なんでそんなことを私がしなくてはならないんだ？ ……私は君に借りのある立場。敵対するつもりはないよ？ 初めての旅でピリピリしているのは分かるが、疑われるというのは心外だし、流石の私も不快に感じるぞ？」

　本当に少し苛立っている雰囲気があり、慌ててジエットは頭を下げる。

　相手は化け物。怒らせて良いことは何もない。

「失礼しました。成績を競う最大のライバルでしたので不安に駆られました」

「……なるほど。君のチームメイトを考えれば、私たちが一位、二位だというのは間違いない。そうなると足を引っ張れば、一位が取れるのは間違いない、か。君の立場からすれば警戒も当然か」

　成績を競うライバルか、とモモンが口の中で言葉を転がしている。

（その薄い笑いはライバルなどになるはずがない、という優越感のものか？）

「了解した。君の警戒も当然のものだな。取り敢えず約束しておこう。君たちの足をひっぱたりはしないよ。正々堂々勝負しようじゃないか。おっと！ 話をしすぎた、私は行かせてもらうよ」

　良い勝負をしよう、と言いながらモモンが手を伸ばしてくる。

　ジエットはその手を握った。異様な硬さが伝わる。人というかアンデッドの手ですらない。幻術の下に何か硬質なものを嵌めているのだろう。

　ではな、と言い残してモモンが背中を見せた。

　その姿が遠くなり、ジエットは安堵の息を吐く。

　どこまで信じれるのかは不明だ。しかし──

「信じることしか俺にはできないからな……」




　　　　◆◆◆




「お帰りなさいませ、モモン様……いえ、モモンさん」

　ようやく戻ってきたチームメイトにランゴバルトは頭を下げる。モモンと言う平民以下の名前しか名乗らない男に対し、貴族の息子である自分が頭を下げる。本来であれば矜持を傷つけられるような行為だが、マイナスの感情はこれっぽっちも抱いたりはしない。

　いまだ正体は未知であるが、モモンが並みの存在でないことは嫌となるほどわかっている。いや逆にランゴバルトの知識にある何か──大貴族などに当てはめようとしても当てはまらない、規格外の存在だということしか分からなかった。

「待たせて悪い」

「そのようなことはありません。それより……」ランゴバルトは周囲を見渡してみるが、いるはずの人間の姿が見つからない。「モモンさん。奴隷の三人の姿が見えませんが、どうしたんですか？」

「ああ、彼らか……うん。準備を任せていてね。私たちの馬車の方に色々と持って行ってもらっているんだ」

「そうなのですか？」

　ランゴバルトは顔を傾け、奴隷として買われた男たち三人のことを思い出す。

　ベッチ・アイク。

　セルデーナ・イズングリッド。

　クアイア・バッシュグリル。

　平均年齢二十歳ちょうどの優男たちであり、腕力よりは頭の方に自信がありそうな者たちだった。

　面接とまではいかないものの、彼らの性格や能力を知ろうと軽く面識を持った、ランゴバルトの第一印象では、今回の試験においては盾程度の役にすら立たない者たちというものだった。

　そればかりか、今回の試験の役には立たないだろうから、モモンと自分の二人で頑張るしかない。

　あくまでも人数合わせであり、お荷物を増やしただけだという悪感情までも抱くに至っていた。

　特に旅をした経験がないというのが致命的だった。

　次に手の皮は柔らかく、剣どころか鍬さえ振るった様子はない。

　そんな男達──筋力に乏しく、旅の知識の皆無な者たちに大切な準備の役割を割り振るのは危険ではないだろうか。

　確かに最低限の準備は学院の方から用意してくれる。しかし、旅にあった方が便利なアイテムなどは学院に掛け合って準備するのだ。何があったら便利かなどの情報収集も採点の一つということだ。

（まぁ、後でチェックして無かったら帝都を出る前に購入すればいいか……）

　父親からはモモンのためのであれば幾らでも金を出しても良いという約束を貰っている。旅に必要なアイテムの購入ぐらい何も問題はないだろう。

「ああ。旅に必要なアイテムの大半は既に買い込んできてある。あれらに任せているのは馬車に乗せる作業だ」

「なるほど！ それなら分かります。適材適所ですね」

　いくら力がないとはいえ、時間をかけて行えば問題なく準備できるだろう。

（お荷物だと思っていたが、単純作業程度ならば役立つか）

　ぼんやりとそんなことを考えていた、ランゴバルトはなるほどと、一つ頷く。

　今日、彼らの姿を見た記憶がないのは、学院に来てからすぐに準備に専念させるためだったのだろう。モモンの先見の明に感心しながら、ランゴバルトはしなくてはならないことを一つ思い出す。

「では早く馬車から彼らを呼び戻しましょう。革鎧の貸し出しも始まったころだと思います。早く行かないと、彼らの体格にあったものが無くなってしまいます。サイズが分かっているのであれば、私の方で並んできますが？」

　試験に参加する者には、学院の方で希望によっては革鎧などの貸出サービスも無料で行っていた。

　ランゴバルトのように一部の貴族はちゃんとした自分用の鎧を持ってきているが、旅をしたことがない奴隷の彼らが持つはずがないので、借り受ける必要があるだろう。

　しかし、学院の生徒の大半が鎧など持っているはずがないため、多くの人間が殺到することとなる。とはいっても無限にあるわけではないため、人によっては体格に合わないぶかぶかの鎧を着ざるを得ない場合があった。そういった鎧では想定以下の防御力しか発揮できないので、早めに列に並んで自分にあった鎧を着ることが重要だ。

「いや、彼らの鎧に関しては私の方で準備した。革鎧の貸し出しは受ける必要がないので、気にすることはない」

「そうなのですか？ そこまでとは……流石は、と言わせていただきます」

　奴隷を大金で雇ったばかりか、彼ら用の鎧まで準備する。どれほどの金銭を持つのかと、ランゴバルトは戦々恐々しながら歩き出したモモンの後ろを続いた。

　向かった先にあるのは幌馬車であり、そこには一四名の騎士たちの姿があった。

　兜を片手に、一列に綺麗に並んだ姿は、まさに帝国の武の結晶たる勇ましさを感じさせた。

　周囲には奴隷三人の姿がないようだが、幌馬車には既に荷物が積み込まれているようで、モモンの言ったことは事実のようだ。ならばそう心配する必要もないだろうと、ランゴバルトは騎士たちの様子を窺う。鎧の格好や胸に刻まれた紋章から、彼らの所属や立ち位置を読み取る。

　彼らは第一軍第三師団に所属する騎士たちで、七人の一般騎士、騎士位を持つ魔法使いが一人、騎士位を持つ神官が一人、騎士位を持つ野伏が二人、二人の重装騎士、そして小隊長という構成のようだ。

　つまりは通常時の帝国領内の巡回に当たる騎士たちのチーム構成ということだ。

　ランゴバルトが小隊長と判断した男が一歩前に出る。

「さて、私が君たちと同行することに……。語る前に君たちのチーム全員と合わせてくれるかね？ こちらに前もって来た報告書では五人と聞いているが？」

　おや、とランゴバルトは思う。ここに奴隷の三人がいるのではなかったのだろうか？ 馬車に乗っている気配はなさそうだ。というよりも声が聞こえれば普通は出てくるだろうから。それとも寝ていたりするのだろうか？

　不思議がりながらもモモンへと視線を動かすと、モモンがそれに気が付き、自信に満ちた顔で一つ頷いて答えてくれた。

「ああ、そうだったな。出ろ」

（命令が出るまで姿を見せるな、などの命令をしているというこ──え？）

　突如、横手に巨大な何かが姿を見せた。何もなかった空間から突如現れる姿にランゴバルトは口をバカのように開けてしまう。

「まさか〈透明化／インヴィジビリティ〉?! ────はぁあ?!」

　ランゴバルトの絶叫に被さる様に──

「うぉおおおお！」

「なんだ！ 敵か?!」

「抜剣!!」

　──一斉に騎士たちが驚愕の声を上げながら、距離を取ろうと後退する。余りに動転してしまい、足が縺れた者や仲間とぶつかって転倒する者さえいる。

　それはあまりにも無様な姿であった。

　帝国の誇る専業兵士。国家としての柱の一本であり、最も重要な柱を構成している騎士たちが、慌てふためいているのだ。

　しかし、だ。

　ランゴバルトに──いや、この光景を目にした誰にそれを責めることができようか。

　否。できるはずがない。

（あんなのが突然現れて、冷静さを保てる人間がどこにいる！ いるわけがないだろう！）

　ただ、それでも自分よりも驚いている姿を見ると、意外に冷静になれるものだ。恐怖を呑み込めたランゴバルトは、この場で唯一知っているはずの男に大声で問いかける。

「モ、モモ、モモンさん！ あれは一体なんなんですか！」

　ランゴバルトが指を突きつけた先、そこに立っていたのは巨大で恐ろしい漆黒の鎧に身を包んだ者たちだった。血管でも走ってるかのように真紅の文様があちらこちらを走っており、棘を鎧の所々から突きたてた、身を守るための物というよりは暴力の具現としての鎧だった。

　身長は二メートルはゆうに超えているだろう。体と同じように厚みもかなりあり、その肉体の下の筋肉の隆起を感じさせる。

　左手には体の大半を覆えそうな巨大な盾──タワーシールドを持ち、巨大な剣を鞘に納めて腰からつるしている。

　ボロボロの漆黒のマントをたなびかせながら、立つその姿は圧倒的な力の塊。首からは似合わないような銀色に輝くプレートを下げていた。

　右手には布のようなものを持っている。

「……いや、不思議なことを聞くな、ランゴバルト。君だってこの前会ったじゃないか。えっとアイク、イズングリン？ あとはバッシュ……の三人だよ」

　モモンが名前を呼ぶたびに、全身鎧に身を包んだ漆黒の戦士が一人、また一人を頭を縦に動かす。見れば首から下げているプレートにはそれぞれの名前が記載されているようで、呆けてしまったランゴバルトは犬の首輪のようだ、などと思ってしまった。

「以上の三名に私──モモンと、彼──ランゴバルトでこの班は成り立っている。以上、よろしく頼む」

「いやいやいやいや！ 待ってください！ 彼らは人間でしたよ！ あれはどうみても人間以外の何かじゃないですか！」

　一応は奴隷と面識のあるランゴバルトは突っ込みを入れる。

　彼らは決して身長二メートルを超えるような巨漢ではなかったし、あんな重装鎧を着て行動できる者たちは思えなかった。だいたい、放つ雰囲気が異常だ。全身が震えあがりそうになる、鬼気ともいうべき気配を周囲にまき散らしている。

　騎士たちですら戦意ではなく恐怖によって武器を身構えているぐらいだ。幾人かは震えが止まらないのか、剣を持つ手がカチャカチャと言う音を鳴らしているがそれをバカに出来る者がいるはずがない。

　まるで強大なモンスターと対峙ているような、そんな気配が立ち込めているのだから。

　モモンの近くでなかったら、ランゴバルトも全力で逃げただろう。

「失礼だな。単に魔法の鎧を着てもらっているだけだ。あの兜の下は彼らの顔があるぞ？」

　ランゴバルトは漆黒の戦士たちをちらりと窺う。

　完全に顔を覆い隠すタイプの兜ではあるが、細く開いたスリットの奥、瞳の辺りに赤い光──人間では決して不可能に思われる輝き──が灯っているような気がするのは気の所為なのだろうか。

「兜を外して見せようか？」

「止めてください……お願いです」

　もし──その下に彼らの顔がなかったら？　よりおぞましい素顔があったらどうすればよいのか。

　そしてもし──逆に彼らの顔があったら……それは安心できるのだろうか？

　ランゴバルトはちらりと騎士たちの様子を窺う。いや、騎士たちに救いを求めたという方が正解か。

　正直に言って、もはや自分がどうにかできる範疇を軽く逸脱している気がしていたのだ。

　隊長と言われた男が蒼白の顔で答える。

「……私たちは君たちと同行し、守るのが役目だ。あの三人が君たちの班員で間違いないというのであれば、私たちから言うことは何もない」

　ランゴバルトは裏切られた気がした。それと同時に破れかぶれの気持ちへと変わる。

　そう──もうどうでもよかった。

「そうですね。うん、そうです。彼らは確かに私たちの班員です。見間違えました。流石はモモンさん。私には到底できないことを簡単にやってくださいますね。じゃぁ、行きましょう。こんなところでのんびりしていてもしょうがありません。さ、とっと行きましょう。自己紹介などは道の途中で馬になりながらでも出来ますよね。それで早く終わりにしましょう。騎士の皆さんも当然異論なんかありませんよね！」

　救いを求めるような視線を裏切るのは、次はランゴバルトの番だった。




　　　　◆




　幌馬車に乗っていたアインズは足を延ばす。

　アンデッドであり、疲労とは無縁であるために、行為自体に意味はない。正座を何時間しても痺れもしない身だ。足を延ばして場所を取るというのは迷惑でしかないだろう。しかしながら鈴木悟──人間の精神の残滓ともいうべきものが、こういった行為を行わせる。大きな精神の動きは抑圧されるが、小さな心の動きはそのままである。そのために、リラックスするポーズをとるとホッとするのだ。

　これはベッドに横になったり、デスクワークをしている最中に肩を回したりする行為と同じことである。

　アインズは足の痺れでも取るかのように、足の曲げ伸ばしなどを行う。先ほどは何にも当たらなかったが、今度は流石につま先が乗れていた荷物にぶつかった。

　幌馬車には三〇人近い人間の一週間分の食べ物が詰め込まれているため、それなりの量となっている。そればかりか──

「動く必要はない。そのままでいろ」

　荷物を動かそうと立ち上がったデスナイトの一体に命令を下す。主人の命令に従い、デスナイトは先ほどの膝を抱え込んだ姿勢──出来るだけ邪魔にならない姿勢へと戻る。

　デスナイト一体一体が巨大であるため、幌馬車が狭く感じるほどだ。

　だからなのだろう。

　最初の話では、幌馬車には騎士の中から四人とこちらの班の半数が乗り、残りが馬に乗って旅をするという話だった。しかし実際にはアインズとデスナイト三体。それに騎士からは二名だけしか乗っていない。

　ちなみにランゴバルトは外で嬉々として馬に乗っている。

（馬が好きなのか？ それともデスナイトの近くは嫌なんだろうか？ ……別にオーラを放っているわけでもないが……まぁ、こんな鎧を着た奴の横には居たくないか）

　デスナイトの棘の付いた鎧を横目で眺め、アインズは苦笑いを浮かべる。

（やれやれ。本当に無理やりだったな。あそこで兜を取って見せろなどと言われなくてよかった。ランゴバルトには借りが一つだな）

　別に本当にデスナイトの中に雇った奴隷が入っているわけではない。殺して皮を剥ぎ取るという案をデミウルゴスが出したが、それは流石にアインズが却下している。

　敵や利益のために人を殺すことはなんとも思わないが、雇い人が無実の雇われ人を殺すというのは如何か、と思ったためだ。雇った段階で、アインズには彼らに対する責任が発生しているのだ。それを先に裏切るというのは主人として行うべきではない。

　そのため奴隷の三人は現在、アインズ・ウール・ゴウン辺境侯の館で様々な資料の製作や、計算などに追われているはずだ。

　今回、代わりにデスナイトを連れてきたことだが、勿論、アインズとしても自分が馬鹿な行為をしているという自覚はある。しかしこれはどうしても必要な行いなのだ。

　元々、奴隷市場で奴隷システムを聞いた際に、アインズが考えたのは人材派遣業である。

　特に飲食不要かつ給料を支払わなくてよいアンデッドを使用すれば、全てがアインズの懐に納まる計算となる。これは現在のナザリック大地下墳墓の金銭不足という問題に対する救いの一手になると直感したのだ。

　ナザリック大地下墳墓にはかつてアインズが仲間とともに集めた膨大な財がある。そして領地を持ち、将来的にそこから上がってくる収益はそれなりの額になるだろう。

　しかしながらナザリック内の宝の山においそれと手が出せない理由が二つほどあった。

　一つはユグドラシルの金を使うことは、変な目を集めかねない危険が無いとは言い切れないこと。そしてもう一つは、仲間たちと集めた宝は、使いたくはないという個人的な感傷からだった。

　そのせいもあって、ぶっちゃけた話、ナザリック大地下墳墓には余裕ある金というのが驚くほど少なかった。金の卵を産む鶏も今はまだヒヨコ。そのために別の鶏を連れてくる必要があったのだ。

　だからこそのアンデッド奴隷だ。

　まずはデスナイトの強さを闘技場でアピールする。これによって貴族たちがデスナイトを高い金で雇い入れる。それによってナザリックが潤うという算段であった。

　そして実はそれだけではない。アインズは同時にもう一つ狙っていることがあった。

　貴族たちが奴隷として使うことによって、アンデッドに対する感情が変化することも計算していたのだ。

　アンデッドは死者であり、生者を襲う存在。嫌悪すべき敵。忌避すべき存在。

　これが般的な考え方である。これに対してはアインズも頷くほかない。確かに一般的なアンデッドは敵でしかない。しかし、アンデッドは利用できる存在でもあるという新しい見方を得てほしいと狙っていたのだ。

（実際、アンデッドは飲食不要だし、疲労もしない。単純作業を行わせるには完璧なモンスターだ。元々の世界の機械化の代わりが、この世界ではアンデッド化というだけのことだとは思うんだが……）

　こうすることでアインズが領内の様々な所でアンデッドを使ったとしても、嫌悪される可能性は低くなるだろう。そして明確な結果が出れば──それも間違いなく出る──、真似ようとする者たちが出てくるはずだ。

　こうすることによって、やがてアインズがそのアンデッドの正体を明かしても、一般大衆に普通に受け入れられるようになるだろう。

　アインズにしては真剣に今後を考えた狙いだったのだ。しかし最初の一歩で頓挫した。

（なんでなんだ？ どうして誰もデスナイトを雇いたいと声をかけてくれないんだ？ 大体、奴隷商人が拘束されるというのはどういうことなんだ？ いや、あの王国との戦いで危険な面が強くアピールされたというのがマイナスだった違いない）

　アインズが契約した奴隷商人は闘技場で拘束され、いまだ解放されていない。それも帝国の頂点たるジルクニフの命令で、だ。

　確かにアインズとジルクニフは友人である。だからこそお願いをすれば彼が曲げてくれるだろうことは間違いない。しかしそれをアインズは良しとは思えなかった。

（友人であるからこそ対等であるべきだ。もたれ掛るだけの関係など間違っている）

　アインズは強く頷く。

　友人であるということを武器に、願い事をするというのは正しい友人関係とは決して言えない。

　だからこそアインズはジルクニフの納得がいく説明を受けながらそれ以外の道を模索する必要がある。

（ジルの話を聞いたが、彼が心配しているのはデスナイトを得た貴族たちが想定外の使い方──ジルにとって有益な貴族を殺されたりはしないか、もしくは反旗を翻したりはしないかなどだったな。ふむー。確かに……納得がいく不安だな。私の命令一つでデスナイトの操作は奪えると言ったが、いない時や連絡が取れない場合の緊急対応が難しいか……。言われてみれば当たり前のことだが……やはりジルは色々と考えているな）

　皇帝としての力を示さなくては部下に侮られる。だからといって君の力を借りるつもりは現状ない。

　アインズの提案に対する、ジルクニフの答えはそうであった。

　ジルクニフの笑顔を思い出しながら、アインズは下顎のあたりを手で押さえる。

（流石はジルだ……。まさに皇帝という立場に相応しい態度。あれは真似るべき、そして学ぶべき点だな。そういえば、あの時、なんで笑顔が堅かったんだ？ 腹が痛いはずもないし……分からないが……こっちも笑顔で返したし問題ないだろう）

「それに……」

　アインズはぽつりと言葉を零すと、搭乗していた騎士たちがびくりと体を震わせ、慌てた様子でアインズに注意を払ってくる。独り言に強く反応され、なんとなく恥ずかしく思いながらアインズは手を振る。

「独り言なので、気にしないでください」

　納得した様子はなかったが、再び視線が逸れる。ただし、生じた緊張感は緩んでないし、臨戦態勢を思わせるピリピリした空気はそこに残っていた。

（なんなんだ、この空気？ いや、デスナイトを警戒するのは当然だが……信頼されてないのか？ それとも……）

「ところで聞きたいことがあるんですが？」

「なんでしょうか、モモン様」

　バッ、そんな擬音が正しいような動きを騎士がした。片膝をつき、頭を下げる姿勢は忠勤の騎士の姿だ。

「あ、いや……。敬称は必要はないですよ。ほら、一緒に旅する仲間だし……」

「滅相もありません。それほどの存在を従えているあなた様に対して仲間など恐れ多い……」

　少しだけしょんぼりしながらアインズは自分の立ち位置を考える。

　本来であればアインズは騎士たちと協力して旅をする身だ。先ほど言ったように仲間という関係が最も適切だろう。しかし、デスナイトという武力を見せた以上、騎士もそれに守られることを期待している面もあるようにアインズには思えた。

　つまりは庇護者と被庇護者の──明白な上下関係が構築されたようだった。

（まぁ、元々デスナイトを連れてきたのは、彼らにその力を示すのが狙いだったからな。……あの戦いに参加しなかった第一軍が警護だったというのは幸運か。ところで──）

「君たちは警護の任務には慣れているのかね？」

「……慣れるなどとおこがましいことはいえません。多少は、と言う程度です」

「なるほど……」

（そういうことか。……警護任務に慣れていないという点もあるのか）

　新入社員を付き合いある会社に連れていく際、新入社員から漂ってくる緊張感にも似た雰囲気を思い出し、アインズは苦笑いを軽く浮かべる。

「可愛いものだな」

　再び、びくりと幾つもの肩が動く。

　可愛いというのは失礼な物言いだったとアインズは心から反省した。彼らも騎士として訓練を積んだ筈だ。恐らくは肉体を鍛えに鍛え、剣の素振りで手の皮だってはがれただろう。そんな男たちに可愛いは侮辱だ。

（そうだな。計画を変更して……しっかり彼らも守ってやるとしよう）

　彼らが壊滅しつつデスナイトに助けられれば、などと最初は考えていたが、アインズはその計画を破棄する。デスナイトの強さを知らしめるのが目的ならば、目撃者は多数いた方が良いだろうから。

　アインズは慈愛を込めて、優しく見渡す。先輩営業マンが後輩営業マンに対して向けるような視線で。




　しかし、騎士たちが怯えたように身震いしたのが少しばかり不思議だった。

　ジエットの脳にはホワイトクリスマスは雪の生誕祭と伝わるのかなぁ。それとも雪の性誕祭？ ……うん、ファジーに!!







学院−８ （Ａ面）

前回までのあらすじ

　帝国魔法学院に通う平民ジエットは学院で大貴族の三男、ランゴバルトによる静かな虐めを受けていた。昇級テストに参加するには班の人数が最低でも五人集めなくてはならないのに、ランゴバルトを恐れてチームに入ろうとする者がいなかったのだ。しかし、謎の貴族による勧誘を受けた次の日、なんと、かの大魔法使いフールーダがクラスに登場。かつジエットの班に入ることを提案したのだ。それと謎の美女、ナーベも。

　かの大魔法使いフールーダが班に（無理矢理）入ったことによって立場が逆転した。

　天国にジエットは昇り、ランゴバルトは地獄に落ちる。

　フールーダと同じ班にいた人物を苛めていた彼を知る者はとばっちりを恐れて彼から離れていったのだ。しかし、そんな彼を救うかのように謎の転校生モモンが現れ、熱い友情を交わした二人は班を作るのだった。

　ジエットの幼馴染であるネメルがランゴバルトの家のパーティーに招待されたと知った彼は不安を感じ、様子を窺いたいと考えた。しかし平民である彼に貴族の舞踏会に参加できるようなコネは（フールーダとかに頼るのは怖いので）なかった。しかし、同じチームメイトになってくれたオーネスティが用意してくれたことで舞踏会に参加することに成功する。

　そこでジエットの持つ特殊能力。幻を見破る魔眼が見たものは、ランゴバルトの横に立つ、アンデッド──リッチ（多分）。驚くべきことにモモンの正体はアンデッドだったのだ！ モモンに脅され、正体をばらすことができないジエットをよそに、試験は始まる。




魔法学院に関する雑多

　将来、帝国の柱を背負って立つ人物、帝国の技術を上げる者たちを排出するために作られた、様々な勢力を皇帝がまとめ上げて作った高等教育機関である。基本的に私塾や家庭教師、独学などしか勉強を学ぶ方法しかなかった帝国に、新たな風を生むこととなった。

　魔法学院という名前がついているが、別に魔法使いだけがいるわけではない。魔法というのは一つの学問、技術であると帝国は考えている。将来の帝国の柱となる技術であり、そこの便利、不便利を学ぶ必要があると考えている。だからこそ学生のうちに密に触れさせているのだ。

　ようは見目を広めよ、ということ……なのかな？




昇級用テスト内容

　一：学生は五人以上八人以下のチームを作り、試験を受けなければならない。メンバーの数が揃わない者は不合格となる。

　二：試験内容は年によって一部違うが、今回は騎士たちと共に旅をする。旅に関する様々な行為が試験の点数となる。これはルートの選択、下準備など多岐に渡る。

　三：魔法詠唱者がチームにいる場合は、騎士たちと共にモンスターと遭遇し、戦闘しなければならない。倒したモンスターの種類が追加の点数となる。遭遇しない場合でも合格であるが、点数自体は低いものとする。

　内容に関する帝国の考え

　以上の内容を読んだ者は誰もがこれはテストではないと思うだろう。実際、これは帝国の富国強兵にちなんだふるい落としという狙いから行われているものだ。魔法の使用できる学生は帝国からすれば金の雛であり、冒険者などにはならずに帝国に仕えてほしいのだ。

　だからこその試験である。

　帝国に仕える気が無い人物に国家が金を出して育てるというのは無駄がすぎる。そんな人物にお金をかけるよりは帝国に仕える気がある人物を育てたいと思うのは当然だと理解してもらえるだろう。この世界の人間は弱いのだから。

　では狙いを細かく説明していこう。

　一の項は団体行動ができる人間かを見る──騎士などの軍人になるにしても、個人でしか行動のできない人間は非常に使い勝手が悪い。

　それとチームのメンバーを将来の重しにしたい狙いがある。本人が帝国のために働く気はなくとも、帝国のために働く友人たちがいれば、少しは帝国のために働くことを考えるだろう。悪くても帝国と敵対する道は選ばないはずだ。

　これがクリアできない者ははっきりいえば独自色が強すぎるために、ぶっちゃけた話、将来帝国が使い方に困る可能性や面倒事起こしかねない可能性がある。だからこそ最初っから切り捨てるということだ。

　二、三の項は同じ狙いである。一つは学生たちが特別な環境下におかれた時の自主性や対応能力を見るものだ。頭でっかちでも悪くはないが、そればっかりでも困るということ。

　次が騎士たちと触れ合うことで、軍人も悪くはないと思わせること。特に魔法の使用できる生徒は出来れば帝国騎士（帝国に置いて騎士とは専業軍人的な意味である）に所属して欲しいと帝国首脳部は思っている。だからこそ騎士と触れ合わせるのだ。

　後は生徒を評価することで、どの生徒は逃がしてはいけないかをチェックすること。

　最後は魔法詠唱者に実戦を軽く経験させることで、向いている人間、向いていないない人間の判別、極限状況下での洗脳などが狙いである。









　トブの大森林。

　人という脆弱な種族の存在しない、多様なモンスターたちの生存競争が行われる深い緑の世界に、違う色が紛れ込んでいた。

　森に入ってからそれほど距離を進まぬうちに、茶色──むき出しとなった大地の色が露出していた。

　その正体は大地に走った亀裂だ。

　大地に大きな穴が開いており、その周囲に木々がほとんど生えていないがための異色だった。

　ぽっかりと開いた縦幅、横幅共にそれなりの裂け目は、まるで大地が自ら開けた大口のようだ。

　そんな場所を眺める、顔に傷を持つ男がいた。

　大きな森などには前記の理由から人が入り込まない分、薬草などに代表される自然の宝が多く眠る。そのため冒険者であれば──依頼などで──危険を承知で侵入を試みる。採取する人間がいない薬草は希少度──価値──も高くなるのだから。

　では、その男は冒険者なのか。

　それには微妙に違和感があった。漂うのはもっと訓練を受けた、規律ある気配であり、個々人からなる冒険者の気配ではない。

　冷徹な表情で男はその鋭い瞳を大穴に向け、出入りを繰り返す小型の人影を観察していた。

　男の顔に侮蔑の色が走り、小さく唇が動く。

　──ゴブリン。

　それはその人影の種族名。

　亜人と言われる種族であり、成人しても人間の子供ぐらいの大きさまでしか成長しない種族である。文明度は低く、弱いがため、森などの生息場所を追い立てられ、一部が時折草原などの人の生息圏にも出没する。

　そのため辺境の村がゴブリンに襲われたというのは珍しい話でない。

　ある意味、冒険者などが最初に戦う相手として一般的なモンスターだ。

　離れたところから窺う男に気が付く様子も見せずに、驚くほど多くのゴブリン達は出入りを続ける。緊張感や警戒心の皆無な彼らの態度は、明確に大穴への出入りが慣れた行いであることを伝えてくる。

　それも当然だ。

　その大穴こそ、彼らの王国への入り口なのだから。

　トブの大森林の地下深くには巨大な空洞が多数存在し、時折、天井──大地が崩れてその姿を見せるときがある。そういった洞窟は様々なモンスターたちの住居となるのだが、このゴブリンの住処としている洞窟はそれら中でも断トツで大きい。

　彼らが出たり入ったりする光景は蟻のものを彷彿とさせた。実際、その想像は間違ったところにはない。外に出る者は土を運び、入る者の手には森の恵みがあった。

　果実、木の実、食べられる草、さらには樹の皮など──。

　運び込まれていく食料の量は膨大であり、大地に開いた洞窟の中にどれほどのゴブリンがいるかはうかがい知れないが、それでも一日に食べる量を遥かに凌駕していることは間違いがないだろう。

　これからの時期であることを考えれば、備蓄用である可能性は非常に高いと言えた。

　そんな光景を離れた森の木々の隙間から身を伏せつつ眺めていた男はすっと目を洞窟から離し、曇天へと動かす。厚く灰色の雲が覆い尽くした天空。それはこれから来る季節を如実に語っているようだった。

「冬か……。飢えてくれるのであれば我々が出張る必要もなかっただろうに。そうはいかないというのだから面倒なことだ」

　冬になれば野生の実りは乏しくなり、モンスターたちも飢える。そのため冬の間の狩猟はかなり命がけだ。ゴブリンという種族は多数存在する種族の中でも弱い種族に数えられるため、彼らを食料とすべく狙うモンスターは多い。

　一冬を超える間に全滅するゴブリンの塒は多いが、彼らはそうはならないだろう。

　それを男は知っている。

（奴らは賢い輩だ……）

　男はこのゴブリン種族を心の中で褒め称える。

　現在行われているのは野生の獣でもするごくごく当たり前の冬籠りの準備だが、時折、それを怠る種族もいる。それがゴブリンという知性に欠ける者たちの一般的な行いなのだが、この部族の者は違う。

　男の所属する部隊とは違う者たちが集めた情報によれば、洞窟内でキノコの栽培を行ってはいるし、食用の蟲の繁殖も行っているらしい。冬が来たからと言って全滅、もしくは適切と思われる数までゴブリン達の間で間引きが進むとは思えなかった。

　食料の備蓄が進んでいるであろう状況を考えれば、食料が無くなって勝手に滅びるなど、都合の良い物語でしかない。

　だからこそ──

「──私たちが動いたんだがな。それにしても……あれほどいるとは吐き気がする」

　蟻の巣に棒を突き立てた時、あふれんばかりに出てくる蟻に嫌悪感を感じるように、出入りするゴブリン達に男は嫌悪を滲ませる。

　男は非常に不快であった。

　これはゴブリンに向けたものであると同時に、帝国に対してでもある。

　森は人の領域にならないため、ここを帝国領と呼ぶのは間違っているともいえる。しかし帝国的には山脈の東半分の森は自国の領地と決めているはずだ。ならばここで繁殖しているゴブリンの掃討は帝国の役目であるのは間違いない。

　しかし──ここでゴブリン達が我が春を満喫しているように、帝国は一切動いていない。

　いや、別に帝国が悪いのではないと、男だって知っている。

　帝国はこの事態、膨大な数のゴブリン達が国を築きつつあるという状況に気が付いていないのだろう。森は人の世界ではない。だからこそ、こんな場所まで調査隊を送り込んだりは普通はしない。

　そう──男の国を除いて。

　だからこそ知っている。帝国の行いは悪手であることを。

　ゴブリンは人に比べて繁殖スピードが速い。これは弱い種族だからこその生存競争に勝つための自然の世界ではごく当たり前の方法だ。

　そうしたところでゴブリンよりも強い種族──モンスターなどによって間引きされ、適切な数に落ち着くために、大抵の場合では問題には確かにならない。

　しかしながら時折、歯車がかみ合った時に、驚くほどに数が膨れ上がる場合も存在する。

　そうなると非常に厄介となる。

　数が増えれば自衛能力も高まり、他のモンスターに襲われる頻度が減る。そうなればより数は増えていく。まさにネズミ算的に。

　とはいってもゴブリンは種族的に見ても最下級の存在だ。数が増えた──あるラインを超えた程度であれば、帝国のようにしっかりとした国家であれば問題はすぐに解決するであろう。帝国の騎士であれば、単なるゴブリンなどは容易く屠れるのだから。

　だが、しかし問題にならないのであれば男が、部下を連れてこんな場所まで来るはずがない。

　そう──あるのだ。

　明確な問題となりうる、それが帝国のようなしっかりとした国でも大きな被害になりかねい問題の火種が。

　それはゴブリンたちが技術を持ち始めた場合だ。

　渡りゴブリン──猿などにも見られる、若いオスが自分の部族から飛び出し、様々な部族を回ることによって、もしくは自分たちの努力によって、厳しい環境下で生き抜く技術を持った時にゴブリンの危険度が急激に高まる。

　特に危険になるのは魔法や武器などに代表される戦闘方法を手にした場合だ。この時、単なる数は危険な数へと変わる。

　騎士とゴブリンでは騎士が勝つだろう。しかし、騎士と武装したゴブリン十匹が勝負となれば、徐々に様子が変わっていく。例え勝ったとしても、では百匹なら──千匹なら──。

　それが数の暴力。

「帝国と言えども手間取る可能性はある。ここは森、軍を率いて攻めるのも困難だろう……」

　男が見ている洞窟に生存するゴブリンはおおよそ一万と報告が上がっている。それは一万の兵がいるのと同じ意味。

　更にその数に手をこまねいていれば、発展した技術は渡りゴブリンによって周辺のゴブリン部族へと広がり、小さかった種火は巨大な炎へと身を変えるだろう。

　それにあれほどの数がいれば強さを得たゴブリン、ゴブリンの変異種、もしかすると異能を持ったゴブリンだっているだろう。

　それは小国などであれば飲み込みかねない事件にもつながる。

　そのようなことをさせるわけにはいかない。

　男は首から下げた聖印を握りしめる。それを待っていたわけではないだろうが、今まで聞き役に徹していた部下が口を開いた。

「隊長。そろそろよろしいでしょうか？ 他の者たちの準備整ったようです」

「そうか」

　スレイン法国における特殊部隊の一つ、陽光聖典隊長。ニグン・グリッド・ルーインは部下の言葉に後ろを振り返る。

　並んだ部下たちの背後には召喚された天使たちが並ぶ。

　燃え上がる剣を持つ上位天使たちだ。

　総数で五十体。洞窟内にいるであろうゴブリンの数からすれば余りにも少ない数だが、ゴブリンとは戦闘能力の基本値が違う。ゴブリン程度であるならば天使の一撃で殺すことは容易だ。しかも魔法武器以外に対する耐性を持つ天使であれば、無傷で蹂躙さえできるかもしれない。

　天使が滅ぼされてもあくまでも召喚された者にしか過ぎない。部下たちが魔法を唱えれば再び戦線復帰が可能なのだ。この数でも十分にゴブリン達を殲滅できる力はある。しかし──

「用心に用心は重ねるべきか。それで召喚維持遠距離化はもちろん行っているな」

「勿論です。準備終わっております」

　念のために報告してきた部下に問いかける。

　通常、召喚されたモンスターというのは術者からあまり距離を取ることができない。しかしながら魔法を強化することによってその距離を何倍にも伸ばすことができるのだ。

　当然のことながら、代償として魔力の消費量も増大することになるが、安全な場所に召喚者を置く手段として、一般的に行われている行為だ。

　彼としても歴戦の部下たちがそんな初歩的なミスはしているはずがないと思いながらも、質問をするのはまさに念のためだ。

　一度だけ、新しく配属された部下がこの初歩的なミスを行ってしまい、包囲網に穴が開いたことがあったのだ。このミスでニグンは顔に傷を作ることとなったのだが──それ以降、ニグンはこの質問をよく行う。

「それではあとはあの方が出るだけだな」

　ニグンの視線は迷彩色を施された天幕へと移る。

　召喚魔法には時間という制限があるので、本来であれば準備が整い次第戦闘に入るのが最も正しい行為である。そのため、召喚を終えてから、ある人物が来るのを待つというのは逆なのだ。その人物が来てから召喚を行うべきだ。

　しかし、そうできない理由があった。

　報告してきた部下の緊張した面持ちにその答えがある。

　天幕の主人。それはこの場にいる誰よりも高位の人物だからだ。

　確かに陽光聖典の隊長であるニグンの方が立場的には偉いと言えよう。というのも天幕の主人は平の隊員だから。しかし、それは立場でしか物を判断していない者の言葉にしか過ぎない。

　そのままじりじりと時間が経過していくが、誰も何も文句を言わない。

　やがて天幕が開かれる。

　そこから姿を見せたのは一人を男だった。

　瞬間、場の雰囲気が一変する。

　張りつめたような、戦場を思わせる緊迫した空気が満ち満ちたのだ。

　歩いてくる男を眺めているニグンはグビリと唾を飲み込む。

　気配が違う。

　人と獅子ほどの存在感が違うのだ。

　ニグンもまた人としては最高位の近い領域に立つ者であるが、その男には決して勝てないと思わせる何かを放っていた。

　迫力──ではない。彼は非常に優しげな人物だ。

　殺意──でもない。真逆だ。敵意などどこにもなさそうな、そんな雰囲気すらある。

　では何か、と問われたのならば、ニグンはこう口にするだろう。

　人としての格だ、と。

　スレイン法国には、ニグンが所属する陽光聖典のような特殊部隊が全部で六つある。それぞれが違った特色を持つが、今現れた男が所属する部隊は、人間としての限界を突破した、英雄級の力を持つ者たちから成り立っていた。

　その名も──漆黒聖典。

　スレイン法国の最高最強部隊の名前である。

　そんな部隊に所属するこの男は当然強い。

　人の領域を逸脱した英雄の能力もそうだが、彼の収めている職業がそれに拍車をかける。

　確かに単純な強さだけであれば隊長である第一席次や、第十席次〝人間最強〟、第十二席次〝天上天下〟の方が上だ。特別な力を持つという意味では第二席次〝時間乱流〟、第四席次〝神聖呪歌〟などの方が恐ろしいだろう。しかし、殲滅という意味であれば彼以上に優れた者はいない。

　漆黒聖典第五席次〝一人師団〟クアイエッセ・ハゼイア・クインティアという男こそ、今回の任務に最適なのだ。

「お待たせしました。皆さん」静かに男は頭を軽く下げる。「私の方の準備も終わりましたので、いつでも行けます」

「ではクインティア様──」

「ルーイン隊長。クインティアで構いません」

　ニグンは表情には出さないが、苦い顔をする。彼は良いかもしれないが、ニグンとしてはちょっと困りものなのだ。

　大体、陽光聖典の任務は亜種族の殲滅を主とする。そういう意味では自分たちの上位バージョンであるクアイエッセは複雑な感情を抱いてしまう。同じ神を信仰するとはいっても、この辺りは難しいところだ。

　男の嫉妬とは見苦しいものだと心の中で苦笑しながらも、ニグンは告げる。

「漆黒聖典、法国の守護者たる御方を呼び捨てるのは……」

「なるほど。ですが、私はルーイン隊長の下で、おぞましい亜人を掃討する手伝いを行えと隊長に指示されました。ですので、ルーイン隊長に様付け──上位者としての判断で呼ばれるのは、命令系統の一元化の観点からしてもよろしいことではないと思います。もちろん、特別な理由があるのでしたら構わないのですが？」

「…………」

　ニグンは言葉無く考える。

　クアイエッセの発言は組織として非常に正しいと言える。逆にニグンが「様」付けで呼んでいるのは個人の観点からという面が強い。

　表情を窺えば、意思は固そうな面持ちに見えた。

　ここで繰り返されてきた押し問答をするのは、部下たちの魔力を無駄にするという最も愚かな行為と言える。ここまで何度もその辺りの話をするチャンスがありながら、なぁなぁで逃げてきた罰が当たったのだろう。

　ニグンは勇気を振り絞る。

「クインティア。ではそう呼ばせていただく。とはいえ、別部隊の君に対して丁寧な言葉を使うのは許していただきたい」

「勿論です。ではよろしくお願いします、ルーイン隊長。それでは早速ですがご指示を」

「見せてもらいたい。あなたが一人師団と呼ばれるその力を」

「畏まりました。召喚するモンスターは私の選択で構いませんか？」

　ニグンが首を振ると、クアイエッセが静かに笑う。

「では──出ろ！ ギガントバジリスク！」

　クアイエッセの背後に巨大な黒い穴が浮かび上がる。そしてそこからゆっくりと姿を見せるモンスターがいた。

　ニグンの部下達からどよめきが上がる。

　冒険者たちが使う難度というモンスターの数値を現すもので例えるのであれば八三にもなるモンスターだ。

　陽光聖典に所属する彼らの中には第四位階も使える者もいるが、一人でギガントバジリスクに良い勝負ができるのはニグンぐらいだろう。いや、そのニグンでも戦えるというだけであって、勝利を収めることができるかは別問題だ。

（それほどのモンスターを使役できる……最強のビーストテイマーとはまさにこの人のことか……）

　これこそが彼の二つ名の由来。

　英雄級の存在でなければ倒すことが難しいモンスターを最低でも十体は使役できるからこそだ。

「あともう二体呼び出そうと思います。ギガントバジリスクは巨体ではありますが、蛇のように狭い場所も侵入を得意とします。洞窟内部の掃討にはもってこいだと考えております」

　その自信にあふれた言葉にニグンがこの任務が非常に短期、かつ完璧に終わることを確信するのだった。

「それ以外に、周囲の警戒に優れたモンスターはご存じないだろうか？」

「なるほど……抜け穴の警戒してですね。了解いたしました。クリムゾンオウルを召喚いたします」

　同じような光景を経て、三体のギガントバジリスクの横に、真紅のフクロウが並ぶ。通常のフクロウと比べて二回りほどのサイズではあるが、ギガントバジリスクと並ぶと頼りないほど小さく見える。

　しかし、そのフクロウではあり得ないような鋭い嘴に鉤爪が、侮っては不味いモンスターだと教えてくれる。

　フクロウのものとは決定的に違う、気味の悪い人間のような目がじっとニグンたちを見据えていた。

「ゴブリン達があの洞窟の外に居たりしたら教えてくれるかい？ さぁ、行くんだ」

　流石にモンスターというべきか。昼の最中でもフクロウは飛び立つ。

「これで準備は整いましたね」

「ええ。ではギガントバジリスクを前に押し出しながら、後方を天使たち。天使たちは洞窟内部のギガントバジリスクが入り込めないような場所に逃げ込んだゴブリン達を掃討させるのだ」

　部下たちから一斉に返事が聞こえ、天使たちが動き出す。それを待っていたかのようにギガントバジリスクが滑らかな動きで洞窟に向かって進みだした。




　　　　◇◆◇




　草原のど真ん中を走る街道の上、御者台に座ったジエットは揺られながら進んでいく。街道は石畳のような立派な物ではなく、土をむき出しにしただけのものであるため、時折、轍の跡にはまってガタリと大きく揺れる。

　その度に、薄い座布団を敷いた荷台に振動が伝わり、ジエットの尻を下から突き上げた。

（これさえなければ……最高なんだけどな。今度はもっと柔らかい奴を用意しないと。というか、みんな代わってくれないのは卑怯だよな）

　尻の痛みに眉を顰めながら、ジエットは草原に視線を動かした。

　青い空の下、草原が続く光景はジエットに感銘を与えてくれる。

　何の変哲もない草原を街道に沿って進むだけのつまらない旅──旅に慣れた者であればそう言うかもしれない。しかし、ジエットにとっては帝国を出発してから二日経った今も、この光景に新鮮な感動を与えてくれた。

　帝国における一般人で、自分の住み慣れた場所──都市や村の外に出る者というのは驚くほど少ない。いや、街などの外にでないで一生を過ごす者の方が多いぐらいだ。これは言うまでもなく、草原だとしても危険度が高いためである。

　都市の近郊であればそうでもないかもしれないが、離れれば離れるほど、モンスターや獣、野盗に出会う頻度は高くなる。帝国は通常の国より安全だが、ジエットは恐らく都市外に出ないで人生を終えていたはずだ。しかし──

　──どこまでも続く大地。遠くに見えるアゼルリシア山脈の影にまた、感動を呼び起こす。

　知識ではどういった世界が広がるというのは知っていた。帝都を守る壁の向こうに続く光景を。しかし、実際にそれを肌身で感じれば、知識など上面のものでしかなかった、と感じれた。

　そのためなのだろう。

　空に目をやれば、帝都の空よりも輝いて見えた。

　涼しげな風が抜けていくたびに、自分の世界が広がったような気分を抱く。

（この空は多分、あの人のところまで届いているんだろうな……。あの人もこんな空を見ながら旅をして、モンスターたちと戦い、遺跡を侵入し、宝物を発見しているんだろうな。……もしかするともっと凄い光景を目にしているかもしれないな。下から上がる滝、空に浮かぶ島なんかを）

　母親が雇われていた家の令嬢──ジエットに魔法の才があると見抜き、人生をましな物にしてくれた恩人にして姉的存在。

　アルシェ・イーブ・リリッツ・フルトという女性の顔を思い出す。

　魔法学院においても非常に優秀な成績を出し、冒険者としても一流の領域に上ったとされている彼女を。

　このごろ顔を見ていないが今でも元気に冒険者をやっているだろうと、ジエットは確信を持って言えた。

（ま、当たり前だよな。学院を止める頃には確か、第三位階まで使えるようになっていたんだっけ？ 第三位階間近だったんだっけ？ ……そんな天才だもの。そのうち英雄としてきっと歌われるようになるはず。そうしたらお祝いをしないと。その時はネメルにも言わないと）

　魔法学院において卒業生が到達できる位階は平民であれば第一位階。貴族であれば第二位階とされている。これは魔法学院に入るまでにどれだけの費用を魔法訓練に充てることができたか、という物に起因している。

　子供の内から魔法の訓練を受けている──それだけの金をつぎ込める──者ほどより上位の位階まで習得できて卒業できるのは自明の利だろう。その中でもジエットやネメルの姉的存在であるアルシェは驚かれるほどの能力を有していた。

　第三位階に到達できるのはかなりの才能を持った者、もしくは果てなき努力をした人物であり、類まれな才能を持っている認識される。国家でもかなり上の地位に就き、街の魔術師組合長に就任できる可能性を持つ。常人においてはこの辺りが限界であり、これ以上の領域は天才などの領域だという認識が強いというほどのものだ。

　そんな領域に少女ともいえる若さで手がかかれば、将来においてはより上位──第四位階、もしかするとそれ以上だって狙えるかもしれないという人物だと噂されるのも当然だろう。

　では平民でありながら既に第一位階を使用できるジエットもまた天才──そうでなくとも才能があると言えるのか。

　それはない、とジエットは知っている。

　彼の場合はネメル、そしてアルシェという二人の教師がいたからこそのものであり、才能と呼べるものは正直あまり無いと確信を抱いていた。

（アルシェお嬢様……姉さんか。久しぶりに会いたいな。そういえば妹様たちは元気かな？）

　二人の幼い姉妹を思い出した、その時──

「真剣な顔をして。何を考えているんだい、ジエット君？」

　御者台の横、ジエットの隣に座った全身鎧に身を包んだ騎士が問いかけてきた。

　鎧は緩めず、ガントレットまでしっかりと嵌めている。剣を鞘ごと片手に持っているのは即座に抜き払うことが出来る様にという警戒からだろう。

　しかしながら緊張感は無い。フルフェイスヘルムは取られ、日差しに焼けた意外に若い精悍な顔を晒している。

「いえ、大したことは何も考えてないですよ。ベベネさん」

　外見年齢的にジエットよりも数歳ばかり年上の騎士は白い歯をむき出しに笑う。

「そうかい？ 今後の旅の行程について考えているのかと思ったよ。前も言ったとは思うが、決定するのは君たちだが、アイデアであればいつ求められても問題ないからな。何か心配事があったら早め早めに聞いてくれよ？ あとで取り戻そうとしても遅いこととかあるからさ」

「ありがとうございます。もし何かありましたらその時はお願いします。でもとりあえず、今のところは何も問題はないですから」

「まぁ、そうだわな。まだまだ帝国領内だ。モンスターだってこの辺りで出てくることは滅多にないからな。というより滅多にもないな」

「騎士の皆さんが巡回されていますものね」

「その通り。俺たち騎士が見回る限り、この辺りは流石にモンスターなんか歩かせないさ。流石に辺境は厳しいけどな」

　自慢げに──実際彼らの働きによる結果なのだから、それは誇るべきことだ──笑ったベベネの白い歯が、日差しを反射したようにジエットは思えた。

　帝国の騎士は常備兵であり、帝国領内の巡回や、都市の警備などに従事している。領内でのモンスター退治も彼らの仕事であり、だからこそ帝国領内においては雑魚な冒険者が青色吐息となった。などという話にもジエットが詳しくなったのもこの人物のお蔭だ。

（個人的には怖い事じゃないかと思うんだけどな。低位の冒険者が少なくなるというのは将来的に……）

　ジエットは不安を振り払い、隣で話しかけてくる男との会話に意識を向ける。

　帝国辺境、トブの大森林を目指して既に数日の時間が経過していた。それだけあれば護衛の騎士班のメンバーともある程度は気心も知れるというもの。ネメル、オーネスティともにそれぞれと話す相手ができたが、ジエットが良くしゃべるのが、数年前に騎士になったという平民、ベベネ・バイセンだ。

　気立ての良い男という感じであり、騎士という専業戦士とは思えないほど明るくお喋りだ。

　ジエットが抱いていてい騎士の像というのは、屈強であり冷徹、血を流すことを仕事とする鋼のような者たちだ。しかし、それがあくまでも知らないからのイメージにしか過ぎないということをまざまざと見せつけられた。

　しばらく取り留めもない話が続き、その後で話題と話題の間の空白が生まれた時、ベベネが声を潜め、火炎瓶を放り込む。

「それでジエットはどっちを狙っているんだ？」

　ジエットは顔を引きつらせる。視線が馬車の横で歩きながら話している二人の女子学生に向かう。

「あっちの幼馴染ちゃんか？ それともあっちの同級生か？」

　二人で並んで歩いている、ネメルとオーネスティのことだ。

　ジエットが御者として馬車を操作し、二人が歩いている理由は、彼女たちが警戒任務に就いているからだ。しかしながら驚くほど緊張感は皆無だ。ネメルに至っては笑顔すら浮かべている。

　あまり褒められた態度ではないが、これは仕方がないだろう。

　草原という開けた場所においては、遠方より来る相手の発見は容易だ。笑いながらでも周囲を見渡していれば十分に警戒任務を果たしていると言える。

　そのほかにも、騎士たちが更にその外、彼女たちを含めた馬車の周囲を囲むように警護してくれている。この陣形でどうやって緊張感を保ったまま警戒すればよいというのか。

　ちなみに彼はそれだけ言うとジエットの反応を待つ。もう一人いる女性のことは口にせず。

（当たり前だろうな）

　彼女に関してはベベネは何も言わない。

　ナーベという名前以外の全てが謎に包まれているチームメイトに関しては。

　というよりも彼女に近寄ろうとする騎士は誰一人としていない。

　生きる伝説ともいえる大魔法使いフールーダ以上に理解の及ばない、場合によっては非常に危険なびっくり箱的人物であると騎士の誰もが理解しているからだ。

　というのもフールーダの対応を見ていれば即座に分かる。驚き慌てることに、あの大魔法使いが彼女に対して、敬意をもって対応しているのが一目瞭然なのだから。

　伝説級の魔法使いが敬意を示す未知の相手。

　誰が気軽に話し相手を努めることができるというのか。

　だからジエット、ネメル、オーネスティには親しく話す相手ができ、フールーダに対しても敬意を示して話す者がいるが、彼女の周りだけ凪のように静かであった。

　そして彼女自身もそれを苦にしていないというか、望んでいる雰囲気すらあるためにそれに拍車をかけていた。

「なぁ、なぁ、お兄さんにちょこっと教えてくれない？ もし教えてくれたら協力しちゃうよ？ 知っているかい？ このテストって危険があるじゃないか。だからこそこのテスト後にくっつく率は高いって統計が出ているんだよ」

「本当ですか？」

「うん。俺の仲間にも魔法学院を出た魔法使いがいるんだけど、そいつが言っていたんだ。まぁ、そいつ自身に彼女は出来なかったみたいだけどさ。だからチャンスだぜ。おっと、でも二人ともとか言うのは許せないかな。平民的思考を持つ俺としては──」

　その時、何時までも終わることなく続くと思われたベベネのお喋りをさえぎるかのように、ガタンと振動が走った。薄い座布団越しにお尻が木の荷台にゴリゴリと当たる。馬車自体揺れやすいものだが、そういったものとは違う、何か異質な揺れだ。

　異常事態の発生は間違いがない。では一体、何事か。

　ジエットは視線を前にやる。人工物が全く見えない、どこまでも続いていきそうな草原を。

　揺れはいまだ収まらず、ジエットが最初に考えた、石に乗り上げたという期待が外れであることを伝えてくる。ならば確認するほかないだろう。

　手綱を引いて馬を止めると飛び降り、後ろに回る。目にすればショックは大きかった。

　右側の後輪が内側に傾いている。異常事態の発生は言うまでもない。

「あー、ちなみに左側は異常がなかったぞ」

　左側から回り込んできたべべネの言葉に少しだけ救われた気持ちになれた。

「幸運にも右側後輪だけの異常のようだな。車軸に異常とは思いたくないが……」

　隣に並んだべべネが車輪の前にしゃがみ込む。ジエットもその横に並んだ。

「見ろ。軸受の一部が歪んでいる。過重の所為か？」

「いえ、それはないです。最適荷重よりも若干少ない程度しか積み込んでません」

「そうか……。幸運なことに完全に壊れたわけではないから、このまま走らせることは可能だが……」

　ベベネが言葉を濁すが、言いたいことはよく分かった。

　歪みはどんどんと大きくなっていき、負担は馬車全体にかかることとなる。車軸などが折れれば非常に不味いことになりかねない。

「次の都市まで行くことは可能ですかね？」

「さすがに馬車職人じゃないからな。無理ではないと思いたいが……」

　ジエットは頭の中で地図を思い浮かべる。最も近い街の位置を。正直、騎士の台詞ではないが、馬車職人ではないので、あとどれぐらいの距離を行けるかなどというのが浮かばない。

「……もしくは我々の補給所を使うという手もあるが、場所を描いた地図を持ってこようか？」

　騎士たちは早馬などを行うために、帝国各所にちょっとした補給基地を点在させている。簡単な馬車の修理などもそこであれば出来る自信があっての台詞だろう。

　荷物を置いて出発するのは愚の骨頂だし、どうにかして修理の出来る者のところまでたどり着かせるしかない。

　如何すればよいのか、と考えているとジエットに穏やかな声がかかった。

「何の問題もない」

　声を発したのはかの大魔法使いフールーダである。

　彼はジエットの横並ぶと歪んだ軸受に指を突きつける。

「《リペア／修復》」

　フールーダの魔法の発動に合わせて、ガタリと馬車が動く。急に元に戻った軸受に押される形で車輪が正しい位置に戻ったための振動だ。

「《リペア／修復》の魔法は耐久限界が若干下げるために頻繁に使うことはお勧めは出来ないが、今回の場合のような緊急事態には非常に役立つ魔法だ。実際、旅をする冒険者であれば最低でも巻物でもいいから準備をしておけと言われる。……ひとまずはこれで問題はない。次に街に着いたときに交換すれば良いだろう」

　全員が自分を見ていることを知ったフールーダが、すっと指を突きつける。その先にいたのは騎士所属の魔法使いだ。

「お前はこれを修復させる魔術を有していないのか？」

　騎士が口ごもった姿を見て、フールーダは微笑みを浮かべた。

「ふむ、なるほどそういうことか。これは性格の悪い質問だったな。せっかくだ、ジエット君、君に一つ講義を行うとしよう。構わないかね？」

　問いかけられたジエットは慌てて首を振った。かの大魔法使いの講義を拒絶する人間などいるはずがない。

「……魔法と聞くとあまり知らない者は派手なものを思い浮かべる。大抵の場合は攻撃魔法などだな。確かに炎の球が飛び、紫電が走る魔法は見る者、聞く者を喜ばせる。特に人間に害悪を働くモンスターを滅ぼすものなのだから。しかし、そういった魔法などよりも生活に密着した魔法の方が、人生を豊かにしてくれるのは間違いがないと個人的には思っている。というのも攻撃魔法というものは使い勝手が悪いのだよ。相手を致傷させるということ以外に、使う道がほぼない」

　確かに、ジエットはそう思う。

　攻撃魔法に《ファイヤーボール／火球》という有名な魔法があるが、あれで暖を取ろうとする者はいないし、そんな使い方はできない。枯れ枝に火をつけようとしても、下手すれば完全に燃え尽きた残骸が残るだけかもしれない。

《アシッドアロー／酸の矢》、《マジックアロー／魔法の矢》、《ライトニング／電撃》、どれも同じだ。

「対して幅広い使い方ができる魔法というのがある。特に聞くのは生活魔法などと言われる魔法だな。これは別にそういう系統が存在するのではなく、そういう用途で使われることが多いからの名称だ。個人的には好きではない系統であり、間違っていると私は考える──ゴホン。すまない。少し脱線してしまったようだ。えっと、何を言おうとしていたのか……そうそう。《フローティング・ボード／浮遊板》という魔法をジエット君は知っているかね？」

「はい。もちろんです。第一位階の魔法に関する授業で学んだことがあります」

「そうか。あの魔法は重いものを持つだけの魔法であり、建築現場などでよく使われる魔法だ。しかし、こういった場合にだって当然使える。確かに術者の力量によって荷重の限界は変わってくるが……まぁ、次の街まで容易に進めただろう」

「仰る通りだと思います」

　フールーダが自らの白い髭をしごいた。

「魔法というのは世界との契約であり、一度結んだ契約を破棄するのは非常に面倒な手筈を整えることが必要となる。しかし、攻撃魔法ばっかりを持つというのは愚かなことだ。相手を傷つけるということは別に魔法使いではなくても出来る。剣を持った戦士に任せればよいのだ。では魔法使いの存在する理由とは、しなくてはならないことというのは何か──答えたまえ」

　フールーダの視線が騎士所属の魔法使いに動く。

　彼は慌てたようなそぶりを一瞬見せ、それから自信満々で答えた。

「それは状況において最適な解を自らの魔法で導き出すことです」

「その通りだ。今のような馬車の一部が壊れた、といった時に剣を持った戦士ではどうしようもない。だからこそ魔法使いがどうにかするべきなのだ。その戦士が実は馬車職人の息子で問題なく直せるというのであれば、それ以外のどうしようもない状況下に対応できるような魔法を習得すべきだと私は考えている」

「私もそう思います」

　騎士所属の魔法使いが続けて発言した。

「とはいえ、難しいがな」

　にやりとフールーダが笑う。穏やかな笑いというよりは人生の先輩が若造を見て笑うような、先達の威厳を感じさせる笑いだった。

「状況に適応するなどと言っても、様々な場面が当然ある。それを完璧にこなすなど、私でも無理だ。攻撃魔法などを頻繁に取る魔法使いなどであれば、もっと無理だろう。ジエット君は第一位階の魔法が幾つか使えるのだろ？ 決して攻撃魔法ばっかりを取るなどということをしてはいけないぞ？」

「はい。分かりました」

「ネメル君も同じことだ。魔法の習得にはちゃんと頭を使った方が良い」

「は、はい！ 分かりました」

　笑顔のフールーダが視線を巡らせ、表情を硬い物とする。

　皆が視線の先に目を向ければ、そこに立っていたのはナーベだ。

「も、もちろん、攻撃魔法が役に立たないという意味ではないです。攻撃魔法も多様な種類がある様に、この魔法を持っていればあのモンスターを簡単に倒せる、この魔法を持っていればそのモンスターが容易く屠れると、ある。んん！」

　喉に絡まった何かを吐き出すようにフールーダが声を出す。

「つまり何が言いたいかというと──」

　先程の堂々たる姿ではない。まるで混乱した新米教師のような態度。

　ジエットはそれを引き起こしたナーベという謎の女性を窺う。

　本当に正体不明な人物だ。同じチームということで幾度となく会話はしている。しかし、個人情報に関する話はジエットもネメルも──おそらくはだが、オーネスティも振ってはいない。

　これは聞くのが怖いからだ。

　もし話しても良いことであれば彼女の口から語ってくれるはずだ。それがないということは彼女に話す意思が無いのか、はたまたは彼らには話せない内容か。

　前者であればまだ安心できる。信頼を得られるように今後、行動していくべきというだけなのだから。

　だが、もし後者であれば──。

　ジエットは一つ身震いをした。ナーベという女性を見ていると、黒い闇がそこにわだかまり、周囲を暗くしているようなそんな気持ちにさせられる。

「攻撃魔法は非常に重要だということだ。第三位階にある《フライ／飛行》と《ファイヤーボール／火球》を使った上空からの爆撃は非常に効果的であり、飛行対象に届く攻撃手段を持っていない相手であれば完殺は容易だ。実際、私が弟子たちとこれを使ってデスナイトを──」

　パシンと乾いた音が鳴った。フールーダが自らの口を片手で押さえた時の──勢いがあったための音だ。

　フールーダがジエットや騎士たち、一人一人の顔を見渡す。

　老人の顔が崩れる。悪戯をした子供が浮かべそうななんとも言えない笑顔だが、この大魔法使いに似合ってもいた。

「すまん。帝国の極秘情報を漏らしてしまった」

　一瞬でその場にいた誰もが呆気にとられた表情を作る。冗談なのか、とフールーダの顔を窺えば、苦笑を浮かべてはいるが、決して冗談とは言い切れない何かがあった。

「はっはっはっは」乾いた、ワザとらしいフールーダの笑い声が響く。「それで……皆、忘れてくれるかね？」

「──な、なんの話でしょうか？ パラダイン様のためになる魔法講座以外の何かを聞いた覚えはありませんが、なぁ、みんな！」

　驚くような速さで班の警護についてくれた騎士の班長が発言する。ほんの一瞬だけ他の騎士たちは遅れたが、すぐに賛同の声を一斉に上げる。ジエットもネメルもオーネスティも大きく首を振る。遅れてナーベも同意として頭を動かしていた。

「すまない。本当にすまない。こればっかりは私の愚かさの所為だ。久方ぶりに教える立場に戻ったためか、少し口が軽くなってしまったようだ。これ以上愚かなミスをしでかさないように、これで終わりにするとしよう。最後に……ジエット君。この程度の問題であれば私が解決するので、何かあったらすぐに言ってくれたまえ」

「はい。パラダイン様。何かありましたら、その時はよろしくお願いします」




　　　　◇◆◇




　朝日が昇り、世界を照らし出す中、準備を終えたジエットは一人天幕の外に出る。

　大きく息を吸い、そして吐き出す。

　朝の冷ややか──いや冷たい空気が興奮した体には心地良かった。

　馬車のごたごたがあってから既に二日が経過し、既に一行は帝国の最果てともいえる場所にまで来ている。前方には日差しを拒むような黒々とした大森林が、視界の端から端まで完全に覆うように広がっていた。

　これからあの中に突入するのだ。

　ジエットの心中に黒雲のごとく不安がわき上がる。

　森は人の世界ではなく、モンスターの世界。そこでは人は捕食される側に回る。

　ジエットはもう一度深呼吸を行うと視線を上にずらす。

　トブの大森林の先──そこにアゼルリシア山脈の鋭い牙のような連なりがあった。帝都からでも──高い場所で晴れた日であるという前提がつくが──影のように目にすることのできる山脈が、くっきりとその姿を見せつけてくれる。あんな頼りなかった山脈が、ここまで来ると圧倒的な大迫力で眼前に聳えたち、人間がどれほど小さい者かを教えてくれる。

　ジエットは言葉無く、首を横に振った。

「どうしたジエット。世界の広さを感じているのか？」

　突然の声にジエットは驚かない。鎧を着用した人物が歩いてきていることは知っていたためだ。

「ええ、そうです。よくお分かりですね。もしかして……」

　隣に並んだ騎士──ベベネは頷く。

「ああ、そうさ。ジエットの思った通りさ。俺も今のお前みたいに、騎士団で野外行軍をした時に感じたからな。世界ってやつは広く、その中で人の生きる世界がどれほど小さいかを。多分、いたるところに人が一度も見たことが無い景色が一杯あるんだろうな。大森林の奥地、山脈の頂、空に浮かぶ島──そういう意味では未知へと足を踏み出す冒険者っていうのが羨ましいな」

　ベベネは小さく笑うと、頭を振った。

「すまない。変なことを言ったな。これからトブの大森林に入り、モンスターと戦うというのに緊張感を削ぐようなことを言ったりして」

「いえ、気にしないでください。でも確かに思う気持ちも分かります。……ベベネさんも意外とロマンティストと言っても良いのでしょうか？」

「あー、恥ずかしいことを言ったな」照れたベベネが顔を赤らめた。しかしすぐに真顔に戻る。「……さっきはあんなことを言ったが、冒険者なんて命知らずの仕事に就くのは止めておいた方が良いぞ。大成するのは一握りだし、死傷率は高いし……。誰も知られずモンスターの胃の腑におさまるなんて……親不孝もいいところだ」

　すっとベベネの視線がアゼルリシア山脈へと向かう。

「でもまぁ……なってしまう奴の気持ちも分かるな……」

「そうですね」

　黙った二人は並んで、巨大であるがゆえに、身近にも感じてしまうアゼルリシア山脈を眺める。そんなに長い時間だとは思わなかったが、それはあくまでもジエットの体感時間だけのようだった。軽い足音が二つしたと思うと声がかかる。

「何をそんなに長い間じっと見つめているの？ 何かあったの？」

　並んだのはネメルとオーネスティだ。ここに来たということは二人とも準備が終わったのだろう。実際横目で窺えば、あとは背負い袋を持つだけの状態まで装備を整えている。

「いや……でかいな、と思ってな」

「アゼルリシア山脈？ うん、おっきいね。あれだけ大きければドワーフの王国があるのも不思議じゃないよね」

「他にも巨人の国があったり、ドラゴンが住んでいたり、と色々あるみたいだけどね」

　オーネスティにはジエットやネメルほど感嘆している気配はない。いや、旅に出た時から彼女にはあまり緊張感や感動と言った心の動きがなかったような気がする。旅に慣れているのだろうか。

「ドラゴンかー。森で出てきたりはしないのかな？」

「大丈夫だと聞いたことがありますよ。大森林はアゼルリシア山脈に住むフロスト・ドラゴンたちの縄張りに入っているらしくて、他のドラゴンが住居にしたことはないと聞いたことがあります」

「そうなの、オーちゃん」

「ええ、そう聞いたことが……オーちゃんは止めてくれませんか……」

「オーネスティちゃん」

「ちゃんは……無くてもいいんですけど……」

「ふむ、その話には色々と他の説もあるぞ」

　並んだ白髭の大魔法使いにジエットたちは軽く頭を下げようとするが、それは手で止めるように指示される。朝の挨拶は一度で十分と言ってから、フールーダは本題に入った。

「他にはあの大森林には巨大な力を持つ存在が封印されているため、ドラゴンは近寄らないという奴だな。なんでも魔樹の竜王とか言われるものらしい。……ただ、これは口伝で伝わって来た話をまとめ上げたような書物にほんの数行載っていただけの根拠のない話でしかないがね。まだオーネスティ君が言っていた説の方が信憑性が高いという物だ」

「魔樹の竜王ですか……やはりフォレストドラゴンなんでしょうか？」

　森にすむドラゴンの名を上げたオーネスティの質問に、フールーダは渋い顔をした。

「……それに関しては何とも言えないな。実際、その書物は劣化が激しく、書かれた文字も非常に読みにくいんだ。何故、魔法で保護しなかったのか、その当時の者の脳みそを調べたいほどだ！ ……すまない、少し興奮してしまった。話を戻そう。そんなわけで魔樹と訳して良いという保証もないのだよ。『樹』という文字は間違いがないと思われるので、多分、樹木にちなんだ力を持つ竜王だとは思うのだが……もしかするとドルイドなどの魔法の力を操る竜王という線もあり得るな」

　へー、などとジエットたちは感嘆の息を吐く。

「おっと、また悪い癖だ。自分の知識を披露したがるのは……。私がここに来たのは騎士たちの出立の準備が整ったという報告をしようと思ってだ。これでいつでも行けるわけだが、どうするかね、ジエット君」

「ならば行きましょう。早い時間に森に入る方が危険が少ないわけですし」

「そうだな。じゃぁ、俺は班長のところに戻るとしよう。パラダイン様がいれば問題ないとは思うが、森の中では俺たちの指示には素直に従ってくれよ」

「勿論です、ベベネさん」




　　　　◇◆◇




　冬が近いため、一層冷たくなった森の空気が火照った顔に心地よい。

　ジエットは滲んだ汗を手にしたタオルでぬぐう。

　人の踏み込んでいない森というのがどれほど体力を奪うのか、自分の考え方が甘かったと知った瞬間だ。

　ネメルのいる方に顔を向ければ、気が付いた彼女が小さく口を動かす。

　おそらくは「大丈夫だ」と言っているのだろう。

　多少は無理をしているのだろうが、決して無茶はしていないとその足取りから感じ取ったジエットは何も言わずに前を向き直る。

　ちなみにオーネスティは驚くほどの脚力や体力を見せているので、気にはしない。それとフールーダやナーベの二人も同じだ。

　一番体力が無いのがネメルで、その次がジエットという並び順だろう。

（次がオーネスティで、パラダイン様。そして最後が……ナーベさんか）

　ジエット達の周囲に展開してくれている騎士たちの足取りは、この森の中でも確かな物であり「流石は」と感心したくなる。ジエットたちとは比較にもならないほど重い金属鎧を装備してのことなのだから。

　ジエットは濃い空気が漂う森の奥を睨む。

　一行を先導してくれるレンジャーの背中が木々の隙間から時折見えた。

　帝国の騎士というのは専業兵士のことであり、王国とは違って騎馬で戦う戦士の意味ではない。確かに大半が戦士として──金属鎧を纏って、剣と盾で戦う訓練を受けた者ではある。しかしながら、その者の才覚によっては魔法使いや神官、野伏や盗賊など専門的な技術を学ばされる場合もある。

　これは騎士の役目が多岐にわたり、そのうちの一つが帝国領内を巡回し、モンスターと戦うためだ。王国であれば冒険者が行う役割をこなすため、騎士たちも冒険者化が必要不可欠だからだ。

　例えば、戦士だけでチームを作った場合、ゴブリンなどの掃討は圧倒的な攻撃力で可能かもしれない。しかしながらモンスターは多様な攻撃手段を有するために、それに対する対応を要求される。麻痺毒に対してはやはり神官が必要となるだろう。もしくは遠距離から魔法の炎で燃やしてしまうのが一番かもしれない。他にも非実体などの物理的手段ではダメージを与えられないモンスターだっている。

　以上のような理由で、剣で斬ることしかできない者だけでは退治が難しいのだ。

　ジエットは怠くなりつつある足に喝を入れる。

　無理をするな、というのはこの森に入る時に言われている。というのも、この大森林でモンスターと戦闘する可能性は非常に高い。その時に足が動かないようでは役に立つどころか、逃げることも覚束ないからだ。

（男の俺でもきついんだ。ネメルだってそうだろう。……そろそろ休憩をお願いするかな）

　休憩のタイミングは班長であるジエットに一任されている。もちろん、モンスターの塒の真ん前などでは無理なので、その時は騎士たちから不許可が下されるだろうが。

　ジエットが近くの騎士に声をかけようとしたタイミングで一人先頭を進むレンジャーが右手を水平に上げ、掌をこっちに見せた。

　森に入る前で幾つかのハンドシグナルを覚えさせられたが、それはその一つ。待機、だ。

　異常事態の発生を知らせる合図に、一行の動きが止まる。

　空気が変わった。

　いや、もともと緊張感はあったが、今の騎士たちからはそれ以上の──空気が揺らいで見えるほどの殺気とも緊張感と言えそうなものを発し始めた。

　確かに騎士たちは強い。しかし、この森に存在するモンスターの中には騎士たちを瞬殺しえるほどのモンスターもまた存在するらしいのだ。まず相手よりも早く存在を発見し、相手の力量を集めた知識から判断しなくてはならない。

　そして逃げるのであれば騎士たちは金属鎧を着ているため、《サイレンス／静寂》の魔法を発動し撤退する必要があるだろう。その際は全ての音を消してしまうため、どうやって逃げるか、敵が追ってきた場合などの細かな打ちあわせが必要となる。

　──はっきり言ってしまえば、ここからの一分間で全てが決まり、場合によってはモンスターの腹の中に納まるかもしれないがための緊張感だ。

　ゆっくりとレンジャーが戻ってくる。

　草を踏みながらも、音が聞こえないようなそんな動きは、ジエットに素直な感動を抱かせた。それがたとえあまりにも場違いなものだとしても。

「多数の足音が聞こえた」

「多数？ 十とかか？」

　戻って来たレンジャーの第一声に騎士たちの班長が答える。

「いえ、十では効きません。百単位です」

「？ なんだそれは……ジャイアントアント……この時期ではあり得ないか？」

「巣を破壊されたなどあればあるかもしれませんが、考えられませんね」

　魔法使いが答える。

「どうしますか？」

　単純な問いかけだが、あまりにも奥の深い質問だ。

　騎士班長は黙って周囲を見渡す。目を止めたのはフールーダだ。当然だが、ジエットなどには一切視線は向けられなかったが、悔しいなどの感情は起こらない。それどころか、少しホッとしたぐらいだ。

「どういたしますか？」

「ふむ……」

　フールーダの視線がジエットに向けられ、ジエットは思わず下を見てしまう。正直、単なる学生には厳しすぎる状況だ。

「ジエット君、君の考えを聞かせてくれないか？」

　心臓が一つ鳴った。

　恐る恐る顔を上げれば、鋭い視線がいくつも──いやこの場にいる全員の──自分に向けられているのが分かる。

「私なんかの意見など、この一秒でも時間が惜しいときには無用か、と。それよりは経験深き方の意見を最初に聞くべきでしょう」

「私は君の意見が聞きたいのだ。いざとなれば私が──ナーベ殿と一緒に殿を請け負えばよい」フールーダの顔がレンジャーに向けられる。「この場にそのままいた場合、その足音と遭遇するのか？」

「いえ。おそらくは少しずれておりますので、ここであれば安全かと。ただ、何が音を立てているのか不明ですので、嗅覚に優れたモンスターなどであった場合、非常に厄介なことになると思われます」

「……なるほど。ではジエット君。今の話で少し情報が入ったな。君の意見を聞かせてほしい」

　フールーダは己の意見を翻す様子は見えない。ジエットの意見を言うまではこの場で立ち往生となりそうだ。それは最も愚策だ。

　覚悟を決めたジエットは騎士たちとの旅を思い出しながら──彼らの能力を思い出しつつ、口にする。

「まずは相手の正体を掴むべきです。それが最初です」

「ゴブリンよ」

　静かな女性の声が答えた。

　ジエットどころか誰もが一瞬だけ声の主の正体を掴みかねた。しかし、即座に理解できる。この班には一人だけ得体のしれない人物がいるのだと思い出して。

「聞こえなかった？ ゴブリンが百以上歩いているわ」

　片目を抑えたナーベが繰り返す。

　その情報は一体どうやって得たのか、疑問は多々ある。しかし誰もそれに関して質問をする者はいなかった。おそらくは──いや、確実に事実だろうと思わせる何かが彼女にはあるためだ。

「それは不思議だな……あっと失礼。あなたの言っている内容を疑っているわけではなく、信じているからこその疑問なんです

」騎士団所属の魔法使いが口を開いた。「元々この時期に試験を行うのは、冬籠りに失敗したゴブリン達が食料を求めて森の外に出る場合が多いため、丁度良い相手として選ばれるわけです。ただ、ゴブリンが出るとは言っても、十匹いかないぐらいの数で、これほどの数というのは……」

「でしたら、百以上のゴブリンが移動するときはどんな時なんですか？」

「移住とかかな、ジエット君。もしくは何か天敵に襲われたなどだが……それにしても百というのは多すぎる」

　ジエットはごくりとつばを飲み込む。こんな偉そうなことを単なる学生である自分が口にして良いのか、という緊張感からだ。だが、笑顔でフールーダが一つ頷くのを見て、勇気をもらったジエットは口を開く。

「でしたら……ゴブリンたちと交渉してはどうでしょうか？」

　驚きの声が上がり、フールーダが我が意を得たりとばかりに満面の笑みを浮かべた。微かに動く気配に目だけ向ければ、ネメルの横にいたオーネスティも無意識に出たような小さな頷きを見せていた。

「ゴブリン達が百以上で移民をしなくてはならないということが起こっている事実を見過ごすのは非常に危険だと思います。もし何らかのモンスターがゴブリンたちを襲ったとするのであれば、もしかするとそのモンスターが森の外に彷徨い出ないとも限りません。早めに情報を得るべきではないでしょうか？」

「だからと言ってゴブリンとか」

「いえ、悪い判断ではないでしょう。班長。食料などを渡す、もしくは脅すなどをして情報を引き出すべきでしょう」

「上手くいくか？」

「どう思うかね、ジエット君」

　再びフールーダが問いかけてくる。

　今度はするっとジエットの口から言葉が漏れた。というのも間違っていればフールーダが何か言ってくれるだろうという気配を先ほどの一連の流れで感じたためだ。

「今のままでは相手と対等とは言えません。個々の強さでは騎士の皆さんはパラダイン様がおりますので、こちらの方が勝ってますが、数で圧倒的な開きがあります。ですのでまずは数で相手に脅しをかけられるようにするべきだと思うんです」

「それは？」

　騎士班長がぐいっと体を寄せてきた。興味を引いたのだ。

「よくあるのは旗やかまどの数を多くして見せかけるなどですが……後ろで音を立てる、もしくは幻術などですか？」

「なら君たちは後ろで隠れておいてもらって我々が前に立つとしよう」

「いえ……すいません。偉そうなことを言うようですが、ネメルとオーネスティには後ろで何か音を立てるなどの細工をしてもらって……私たちは前に立った方が良いでしょう。少ない数を更に少なくしては脅しになりません」

「うーん」レンジャーが眉を顰めてから問いかけてくる。「……向こうが話を聞こうとせずに襲ってくる可能性もあるぞ？ 一番後ろを歩く奴を浚うという方が良くないか？」

「この状況下では止めた方が良いと思うんです……もしかするとあまり何も知らないゴブリンかも知れませんし。あとは……もし何かモンスターが後ろを追ってきていた場合、彼らには何事もなく遠くに行ってほしいですから捜索とかしてほしくはないです。ここでモンスターが立ち止まられたりしたら厄介です」

「なるほど……理にかなっている」

　騎士班長が重々しく呟き、異論がないかと皆の顔を見渡した。

「パラダイン様……」

　フールーダの顔をじっと見た騎士班長はそこに含まれた考えを読み取り、一つ頷いた。

「ではジエット班長の意見を取るとしよう。各員異論がなければ行動を開始する。────よし。急げ！」

　一行は動き出す。

　まずは相手のおおよその進路を見抜き、先回りをしつつその横手に位置取る。しかも二つにチームを分けた状態で、だ。

　これは非常に危険な賭けでもあるが、しかしそうでもしなければ圧倒的多数に挟まれたという感が薄い。その各チームの後ろにネメルとオーネスティがロープを持って身を伏せる。これを引っ張って梢などを揺らせて多数が身を伏せていると勘違いさせる計画だ。

　準備を整え終わり、ジエットは息を潜めてその時を待つ。場合によっては自分の今までの人生の中、一度もなかったような凄惨な殺し合いが始まる。

　我知らずの内に息が荒くなる。

　ポンと肩が叩かれた。

　見ればベベネだ。彼はにんまりと明るく笑うともう一度肩を軽く叩いてくれる。ほんの少しではあったが呼吸が楽になった。

　やがて音が聞こえてきた。下映えなどを踏み荒らしながら進む足音。それがどんどんと大きく──複数になっていくにつれ、心臓の鼓動の速さが跳ね上がる。

　皆の賛同を得られたのだから自分の判断は間違っていないとは思いつつも、皆の人生全てをベット（賭け）して大博打を打っているような気分が拭えなかった。

「おかしいな……」ジエットのすぐ傍でレンジャーがぼそりと呟く。ジエットやその場にいた騎士の仲間たちの視線を浴び、さらに続ける。「あれは渡りではない？ いや、それどころか……傷を負っている奴すらいるぞ？ モンスターに追い立てられたという線が濃厚だな」

「だったらなおのこと話を聞くべきだな」

　騎士の一人の意見にその場にいた全員が首を縦に振った。

　周囲を警戒することなく進んでいくゴブリンの一団が目の前を通り過ぎていく音がする。視線が通らないような場所に伏せてはいるが、此方に気がつくな、とジエットが願っていると、唯一様子を窺っているレンジャーから指示が出る。

　ゴブリンの群れが半分以上通り過ぎた合図だ。ジエットたちは一斉に立ち上がり、それに呼応して反対側でも伏せていたメンバーが立ち上がった。

「そこで止まれ、ゴブリン達よ！」

　騎士班長の大声に、びくりとゴブリン達が身を震わせた。

「我々はお前たちと交渉を望んでいる！ お互い剣を抜くことなく、話だけで終わらせようぞ！」

「何を嘘を！ 先程と同じように我らを殺すつもりだろう！」

　怒鳴り声を上げたのはゴブリンの中でも群を抜いて大きい個体──人間並み──だった。

　おそらくはゴブリンの近親種、ホブゴブリンだろう。

　この一行の中心的人物である彼の怒鳴り声に、ゴブリン達がみすぼらしい武器を構える。敵意は驚くほど少ない。あるのは疲労感に支配されながらも、戦わなければ生き残れないと知っている者たちに気配のみだ。

「お前たちがなんのことを言っているか分からないが、我々にお前たちを殺す意志は今のところない。もし仮にそうだとしたら交渉などせずに、不意を打って襲い掛かったと思わないか！」

　ホブゴブリンが口を閉ざした。それが事実であると悟ったが故の沈黙だろう。

「我らは無駄な争いは望んでいない。どうする？ お互いの血が流れるか流れないかはお前たち次第だ！ ただし、我々がこれだけだとは思わないでもらおう。話し合いを望んでいるからこそこの数だけであり、もし殺し合いとなるのであれば後ろで待機させている者たちも参戦させるぞ！」

　ざざっと後ろの方で風などでは無理な動きを見せる。勿論、ネメルとオーネスティの仕業だ。しかしゴブリン達にそれが分かるはずがない。こちらの計略通り、混乱したようで、互いに顔を見合わせている。

　戦意がどんどんと低下しているのが感じられる。

「……分かった！ 交渉をするぞ、人間よ！ だが、信頼の証としてお前だけここまで来い！」

「……当然だが、こちらに異論はない」

　騎士班長がゆっくりとホブゴブリンの元まで進んだ。ゴブリン達が二人から離れるように移動する。円陣の中で二人が睨みあった。

「では交渉を開始しよう。まず二つの約束を守ってくれたのであれば、我々はお前たちに攻撃は仕掛けないことを誓おう」

　ホブゴブリンが続けろと言わんばかりに顎をしゃくった。

「では最初の一つ。我々の知りたいことを聞かせて欲しい。そちらの答えを聞こう」

「その前に次の約束とやらも口をしてもらおう。次の約束が守れないものである可能性があるからな」

「……森の外に出るな。より正確に言えばこの場所より西、森の外は我々の国だ。そこをお前たちに荒らされたくはない。その場合はここでお前たちを皆殺しにする」

「……なるほど理解した。ならば二つとも約束しよう。ただし、二つ目の方だが……もしかすると一時的に非難する形で森の外に出るかもしれないが、すぐに戻り、決して荒らしたりはしないのでこれぐらいは許してほしい」

「……了解した。お前たちを信頼し、それぐらいであるならば許そう」

「よし！ ならば契約はなった。では、最初の約束だな。お前たちの知りたいことを口にしろ」

「まずはお前たちが何から逃げてきたのかを教えてもらおう。先程と同じようにということは人間か？」

「人間？ ……そうだ。白い翼を生やした者たちを使役する人間だ」

「白い翼？ バードマン？ いや、違うか？」

　騎士班長が後ろを見た。いや、フールーダを見たのだ。答える様に一つ頷くと、フールーダがゆっくりと進みでる。

　ゆっくりとした歩運びだが、見ているジエットには押されるような威圧感が徐々に徐々に強まっていくのを感じた。まるでフールーダの前に巨大な見えざる壁が立っているようなそんな感じだ。

「それは天使ではないかね？ 今から私が召喚するが、決して慌てないでほしい」

　フールーダが魔法を発動させると、そこに鎧を着た天使が姿を見せる。紅蓮の炎を上げるロングソードを持つ天使だ。

　その姿にゴブリン達が悲痛な叫び声を上げた。それはまさに言葉以上に雄弁に物を語っている。

「なるほど。ピンポイントで正解のようだな。炎の上位天使を──使役した人間は一人だけかな？ だとしたら違う可能性が高いんだが」

「お前が今召喚した天使の数は多く、同じように人間の数も多かった」

「それだけで答えは出るな」フールーダが白いひげを触った。眉間には皺が寄り、不快感とも言える物が漂っている。「奴らか」

「奴らというのはパラダイン様、一体何者なのですか？」

「……第三位階以上の召喚魔法で呼び出せる天使を使役できる存在などほとんどいない。スレイン法国特殊部隊、おそらくは陽光聖典」

　騎士たちが一斉に息を飲む音がした。ジエットはスレイン法国と聞いて頭に浮かぶのは、帝国の南西にある大きな国だという事だけだが、彼らからすればもっと違うものなのだろう。というよりもなぜ、こんな帝国の辺境でそんな奴らがゴブリンを殺しているのかが分からない。

（世の中謎なことが多いけど……辺境の村においてゴブリンは敵だっていうけど、敵の敵は味方じゃないのかな？ というか知ってもいいのかな？ あのデスナイトみたいに帝国の極秘情報とかだと嫌なんだけど）

　ジエットがそんな心配をしている間にも会話は続く。

「他にギガントバジリスクがいた。一緒に俺たちを襲ったので、奴らに使役されているのだろう」

「それはあり得ぬ！」フールーダが我を忘れたように大声を上げる。あの大魔法使いがそんな声を発するとは誰が思えるだろうか。緊張感が異常なほど一気に高まったのをジエットは感じた。「いや、事実だとすると……あれほどのモンスターが?!」

　ジエットは近場の騎士たちにそのギガントバジリスクと言われるモンスターについて聞きたいと思ったが、そんなことを口にできる雰囲気ではないため、無言で様子を窺う。

「いや、あの者たちなら……いや、あり得ぬ。いやいや、目で見たという情報を信じぬのは愚か。だとすると……もしかすると……陽光聖典ではない？ しかしギガント……ならば！ そうか！ 漆黒の者たちか！」

「……当たり前のことを聞くようですが、強いのですか？」

「あれらの一人一人とであれば勝てるが、漆黒聖典のリーダーだけは……〝漆黒聖典〟には……勝てぬ。早急にこの場から離れた方が良い」

「畏まりました。ではお前たちがなんでそんな奴らに狙われて──」

「──聞く必要はない。騎士班長。奴らの大体の考えは分かる。……お前たちはかなり数がいたな？」

「あ、ああ。たくさんいたぞ」

「それが答えだ。私からあと二つばかり聞かせてほしい。まず一つ。何か特別な宝をお前たちは持っていたか？」

　しばらく考え込んでからホブゴブリンは首を横に振った。

「では最後の質問だ。これからお前たちはどうするのだ？」

「南に行くつもりだ。渡ってきたゴブリンに聞いたことがあるのだが、南の方に血で全身を染め上げたゴブリンの大将軍がいるそうだ。その者の部族に入れてもらおうと考えている」

「南にいる鮮血のゴブリン大将軍？」フールーダが首を傾げた。「そんな者がいるのか……」

「そうだ。話によると数万のゴブリンの頂点に立ち、多数のゴーレムを使役する能力を持ち、更には敵はその両手で握りつぶすことから鮮血と言われているらしいぞ」

「エ？ オレ、フクガチニソマッテイル、テキイタ……」

「チ、ゴクゴク、ノムンジャナイノカ？」

　周囲のゴブリン達が口々に鮮血という呼ばれるゴブリンの大将軍の噂を口にした。

　どれが真実なのかはさっぱり分からない。しかしホブゴブリンが自慢げに語る以上、噂半分だとしてもかなり強いゴブリンのようだ。いや、ゴブリンの近親種、もしかするとレッドハットとか言われる凶悪なモンスターである可能性もある。

「まぁ、よかろう。それではお前たちは南に進むのだな。お前たちが無事に目的地に行き着くことを祈るぞ。さぁ、騎士班長すぐにこの場から離れるのだ」

「ハッ！ 畏まりました」

　ゴブリン達が訝しむような素振りを見せつつ、離れていく。最後のゴブリンの姿が消えていき、そこでようやく一行は合流する。こちらから戦いを挑む気はなかったが、人数が少ない所を知ったらゴブリン達が前言を撤回し、襲いかかってくるのではと警戒したがためだ。

「さて──早急に撤収するぞ」

　フールーダの言葉に一斉に騎士たちから良い返事が上がる。ただ、皆の視線はある一点に向けられていた。皆で目で牽制し、やがてジエットが代表として選ばれる。ジエットからすればまっぴらごめんな役目だが、班長であるという責任意識が口を開かせる。

「ところで……ナーベさん。その頭から出ているのは……」

「魔法」

　一言で言いきられてしまった。

　ナーベの頭には兎の耳のようなものがひょっこりと生えていたのだ。

　魔法なのは見た目から分かるが、それがどんな力を持っているかを知りたいのだ。そう、ジエットが聞こうとするよりも彼女の言葉の方が早い。

「残念。相手の方が早かった」

　言っている意味が一瞬だけ分からず、その後で理解した順に顔色を青くする。

「馬鹿な！ 何も聞こえないぞ！」

　自らの耳に自信のあるレンジャーが断言する。確かにこれがナーベの発言でなければ今まで優れた能力を見せてきたレンジャーの方を信じるだろう。しかし──

「そんなことは今はどうでもよい！ ナーベさん。お聞きしたい。我々が逃げるよりも追い付かれる方が早いだろうか？」

「間違いない。確実にこっちに迫ってきている。ここからゴブリン達に押し付けられるかどうかは運しだい」

「ならば森の外に全力で逃げるしかない」

　騎士班長が言い切った理由は森の中は彼らにとってあまり良い戦場ではないからだ。

　フールーダも続いてそれに同意する。《飛行／フライ》を使って上空から攻撃魔法を叩き込みまくるのが最も勝算の高い戦い方だが、このような場所でそんな戦い方ができるはずがない。ここは此方にとって不利であり、相手にとっては有利な戦場なのだ。

「行くぞ！」

　騎士班長の言葉に従って一斉に全員で走り始める。

　ここに来る途中まであった疲労はいつの間にかジエットの中にはなかった。おそらくは迫りつつある命の危険が忘れさせてくれているのだろう。

　走り出して数分もしない内に、ナーベが止まる。

　一行の足も当然止まる。

「来た」

「だからどこにも音はないんだ！」

　レンジャーが怒りを抑え込んだような口調で断言したように、確かに後ろから迫る音はいっさい無かった。この森の中、落ちた葉や草を踏みしめる音などを立てずに走るのはまず不可能。実際、振り返ってもギガントバジリスクなど言われるモンスターがいるようには見えない。勿論、不可視化をしていれば別だろうが。

「あそこにいる」

　ナーベの指が数十メートル以上離れた木の上の方にすっと向けられる。全員の視線がそこに集まり──

「ひっ！」

　上がった悲鳴は誰の物か。ジエットはネメルの物だと思ったが、もしかすると自分の物かもしれないとすぐにそう思った。

　巨大なモンスターが木に巻き付きながら、静かにこちらを観察していた。

　巻き付いているために正確なところは計算できないが、頭部の大きさを考慮すれば、全長は十メートルをゆうに超えるだろう。全身を覆う鱗は明るい緑から暗い緑と微かな身震いに合わせるように色を変えていく。

　あれほどの巨体でありながら、何時からそこに居たのか、それは誰にもわからない。その不気味さが背筋に冷たいものを走らせる。

　蛇とも蜥蜴ともいえる胴体を持ち、八本の脚、頭部には王冠にも似たトサカ。それこそが──

　ゆっくりとフールーダが進み出る。その背中で皆を隠すように。

「あれがギガントバジリスク。石化の視線。猛毒の体液。オリハルコン級冒険者でなければ勝てないと言われるほどのモンスターだ。私一人でもちと──きつい。確かに力量だけで単純に比較するのであれば私の方が上だろう。しかし、何か一つの失敗で敗北に直結しかねない怖さがある。最低でも石化に対する備えが必要だが……難しいな」

　石化対策や毒対策は神官の領分であるが、共に来た神官にその力はない。ならばアイテムに頼るしかないが、残念ながらそういったアイテムは持ってきていなかった。

「では私たちが盾の役目を」

　覚悟──死ぬ覚悟を決めた騎士班長が問いかければ、フールーダの返答は冷たいものだった。

「無駄だ。お前たちではその役目は不可能。時間稼ぎにもならん。それどころか私の邪魔しかない」

　フールーダに言われたものの、騎士班長に不快そうなものはない。オリハルコン級冒険者というのはほぼ最高位の冒険者であり、彼らよりも劣ると言われて不快に思う人間は少し変だ。

「それよりは私たちが抑えるので、ジエット君たちをここから守って離れよ。先程の我々と同じように、相手が逃げる先で待ち伏せていないとは言えないからな」

　その言葉に答えるように、ナーベがフールーダに並ぶ。

　女性の背中だ、それほど大きいものではない。しかし、フールーダの横の彼女は異様に大きく見えた。

　こちらの戦意を認識したのだろう。ギガントバジリスクがゆるりと動き出そうとした瞬間、動きが急に止まる。それから長い首を一八〇度捻って、顔を背後に向ける。

　遅れて何か爆発音のような音がギガントバジリスクが顔を向けた方向から聞こえてきた。ゴブリン達が逃げた方角ともまるで違う。

「チャンスだ。さぁ、逃げよ！」

　押さえながらもフールーダの鋭い声に叩かれたかのように、ジエットたちは走り出す。

　二人を置いて逃げ出したことに罪悪感はなかった。というよりもあの場にいた方が迷惑になると理解できるからだ。




　　　　◇◆◇




「さて……どうしますか？」

「どうするとは？」

「時間だけを稼がれますか？ それとも──」

「面倒だから殺す」

　ナーベラル・ガンマであればそれも容易であろう。

　彼女たちの強さを知るフールーダは了解の印として、従僕のごとく頭を下げる。

「ところであの人間の評価はどう？」

「悪くはないですな。能力的にはあれぐらいの子供と考えれば……まぁ、及第点ギリギリでしょう。とはいえ馬鹿というわけではありません。将来に多少は期待ができるかと」

「アインズ様の御眼鏡に叶ったのだから、及第点ギリギリでは困る」

「仰られるとおりかと。しかし成長を促していけばよいわけですので、先も言ったように今後に期待でしょうな」

「ならしっかりと育てて」

「畏まりました」

　話は終わったと、ナーベラルはギガントバジリスクに指を突きつける。

　殺意──いや戦闘意欲を感じ取ったのかギガントバジリスクが動き出す。しかしそれはあまりにも遅すぎる。

「《ドラウンド／溺死》」

　魔法の抵抗に失敗したギガントバジリスクの肺に水が溜まる。

　ギガントバジリスクの声にならない悲鳴が上がった。驚愕からか木から落下し、大地に激突する。巨大な体をくねらせ、もがく。しかし、そんなものは無駄なあがきでしかない。魔法に抵抗失敗した段階で運命は決まっているのだ。

　あとは溺死するまでの間に術者を殺して魔法を解除するしかないが、そんな知識がないギガントバジリスクは大切な時間を無駄に消費していく。

　やがて全身をぴんと伸ばすと、巨体からゆっくりと力が抜けていった。それと命の輝きも──。

「お見事です。生命力に優れる魔獣の抵抗を打ち破り、たった一撃で勝負をつけられるとは」

「ふん。……大した敵でもない。それでどうする？ このモンスターを送り出した相手を知っているようだけど……殺す？」

「いえ、その必要はないかと」

　ナーベラル・ガンマであれば漆黒聖典のほぼ全員を容易く殺せるだろう。しかし、隊長のみは別だ。噂が真実だとするならば、彼女ですらあれには決して勝てないだろう。

　もし彼女が殺されれば──。

　師の憤怒が想像できるフールーダは話題をさりげなく変えつつ、万が一を避けようとする。

「ひとまずここに来た目的は達成しました。ギガントバジリスクであればあの少年の格が上がると言うもの。師が彼を勧誘してたとしても不思議に思う者はいないでしょう……。まぁ、私やナーベラル殿という存在を知る者からすれば失笑の類でしょうが、将来、数年後には伝説になる様に情報を操作していけばよろしいかと」

「その辺りは任せる」ナーベラルがどこからともなく武器を取り出すと、ギガントバジリスクに向かって歩きていく「それでこの死体のどこを切り飛ばして持っていけば良いの？」

　力が無い者なりの旅路。はっきり言えば幸せルート。

　次が力がある者の旅路。一部の人にとっては最悪ルート。いや、ある人を除いてか？

　漆黒聖典の隊長の二つ名が〝漆黒聖典〟。つまり「俺一人で漆黒聖典だ」（ＳＥ：バァーン！）というキャラです。

　ちなみに書籍だともっと強い方にボコボコに殴られて、馬の小便で顔を洗わされたりして「俺はゴミだ」になったことがあるので、非常にまともなキャラとなっております。







学院−８ （Ｂ面）

　これは二四分の一二投稿二話目です。前話をお読みください。












　馬車の荷台に座り、手綱を握るランゴバルトは胃の辺りにチクチクとした痛みを感じていた。帝都を出発してからずっと続く痛みであるが、ふと疑問を抱く。

　これは本当に旅に出てからの物だろうか、と。

　冷静に思い出してみると、もっと前、モモンという得体の知れない人物と出会った時から頻繁に生じるようになったような気がする。だが、これだけは言える。この旅に出てから急激に悪化していると。そして今も現在進行形で。

（──今度、神殿に行こう。モモン様の所為だと言えばあの父も治療費ぐらい出してくれるだろう。出さなかったら……モモン様にあることないこと……痛……）

　ランゴバルトは胃の辺りを上から押さえながら、周囲を見渡す。状況の変化を確認するためだ。しかし、瞬時に瞳に宿っていた希望という名の光を消失させてしまった。先程馬車を止めた時から、状況は何も変わっていないことを悟って。

　馬車を取り囲むように、息苦しさすら感じてしまう嫌な気配が漂っている。まるでそこだけ夜がいち早く来たようであり、淀みは触ることすらできるのではと思えるほど濃厚だ。

　いや──変わるはずがない。

（あんな腰抜けどもにどうにかできるはずがな……痛い。チクチクする……。痛いだけじゃなく、吐き気もするし、なんか胃の腑に重いものが収まっているような違和感もあるし……最悪だ）

　一行の位置取りとしてはランゴバルトは荷台に座って御者を務めている。その横に騎士の一人──この騎士班の副班長が座っていた。後ろの幌の中にはモモンだ。

　そして騎士たちが馬車の周囲に展開して警護役を務めている。馬車を中心に適切な間隔を取った、警護の教本にも載りそうな見事な陣形だった。

　無駄口一つ立てずに、その顔は正面を見据えたままの姿は、確かに警護任務に就いている騎士としては正しい姿なのかもしれない。例え、草原という遠くから敵が目視が可能な場所においても、油断しないというのは非常に正しい姿ではあるだろう。しかし、まるでそれは人形のようにも映る。

　第一、集中力というのは無限に続くものではない。ある一定以上時間が経過したのであれば、脳を休める時間は必要だ。にも関わらず続けることができるのだから、騎士という職に就いている者はほんとうに凄いとランゴバルトは皮肉げに思う。

　いや──

（逆か。そんな状況を作り出した原因が責任を取らないのだから、最低の類だな。本当に凄いというのはこの嫌な雰囲気を払拭するべく行動する奴のことを言うんだ）

　ランゴバルトは心の中で嘲り笑う。

　今までランゴバルトは騎士に対して含むところはなかった。この旅が始まった直後など、同じ苦労をする同志という意味での親近感さえあったほどだ。しかし、今はない。それどころかこの胃痛の発生原因の一つとして、苛立ちの対象へと成り下がっていた。

　ランゴバルトは空を見上げる。

　夕日が地平の彼方に沈みつつあり、空は気持ち悪いほど真っ赤に染まっている。時間を考慮すればそろそろ野営の準備に入った方が良い。しかし、騎士たちがそれを言い出す素振りは一切なかった。まるで命じられないのであれば、夜を徹して強行軍を続けても構わないと言わんばかりの、頑なな雰囲気がある。

　いや、彼らは休みなく行軍したとしても文句を一言も言わないだろう。

　これは確かにテストである以上、ランゴバルト達の対応の一つ一つがチェックされ、評価につながる。そういう意味ではランゴバルトたちの対応を見るために、口を出さないという強ち間違いでもないだろう。

　しかし──それは決定に口を挟まないということではない。

　学生の選択に間違いがあれば──旅慣れないランゴバルト達がミスをするのは当然だ──助言をすることように命令されているはずだ。危険の多い旅において、致命的な選択ミスが生死にかかわることはあり得る。そのため夜目の効かない人間にとって最悪な状況である夜を迎えるにあたって、提案しないのは許される行為ではない。

　もし夜にモンスターに襲われても、自分たちが適切に処分するからと考えていたとしても、それは傲慢極まりない。ドラゴンが飛来するということだって、絶対に皆無とは言い切れないのだから。

（怯えているのは知っているさ。火球に手を突き出すやつはいない。しかし、叱られることを恐れる子供じゃなく、帝国の誇りある騎士だというのだから、それはそれとして対応すべき──いや、こればっかりは難しいか。同じ立場だったら自分だってこんな態度を取るかもしれないな）

　初めて不快感などの負の感情よりも、憐みなどの同情心が強くなる。その状況下に自分が立たされたとき、同じような行動を取るのではないだろうかという思いからだ。

　しかし間に立つと考えた瞬間、胃の不快感の後に口内に広がった酸っぱい味が浮かび上がった感情を霧散させた。

（誰がドラゴンの巣に入るものか。お前たちの失敗はお前たちで償え）

　彼らのみならずランゴバルトも恐れていた。

　この旅はある一人の男の気分によって全てが握られている。

　今のところは機嫌の良い様子を見せている。しかし、そんなはずがない。そんなことだったらあんな嫌味なことはしない。楽しげなのは猫が獲物を弄ぶ、そんなサディスティックな感情から来ているのだろう。

「──ランゴバルト」

（……う、吐き気が）

　後ろから声がかけられ、胃がきゅうっと締め付けられる。隣の御者台に座ったまま、長い間何も喋らない騎士が身震いしていた。

　喉の奥の方にこみ上げた酸っぱいものを飲み込み、ランゴバルトは貴族としての人生の中、大量の経験を積んだ自慢のポーカーフェイスで振り返る。

「ど、どうしました、モモンさ、様」

　幌の隙間から顔を出したごくごく平凡な男にランゴバルトは問いかける。戦場のみならず様々な所で戦ってきた騎士ですら震えを隠しきれない相手に対して、声があまり震えなかった自分がとても誇らしかった。

「そろそろ夜になるようだが、野営はどうするんだ？」

「そ、そうですね。どうしましょうか。どうした方が良いと考えますか？」

　問いかけたのはランゴバルトの横に座る騎士だ。

　彼はランゴバルトに非難するような視線を向けてきたが、彼はそれを無視する。

（チャンスはやったぞ。ほら言ってみせろよ）

　危険に飛び込もうとする愚かな相手を安全な場所から眺めるときに感じそうな、性的興奮にも似たものがランゴバルトの体を駆け巡る。

　幾たびか深呼吸を繰り返してから、騎士が口を開いた。

「そうですね、モモン様。私どもはモモン様の指示に従いたいと思うのですが、如何した方が良いと思われますか？」

「早急に野営を開始するべきだろう。……いつも通り、街道脇にある野営地を使えばいいんじゃないか？」

「やはり！ 流石はモモン様。私もそれが良いと考えておりました。では次の野営地を見つけたらそこで野営準備に入るということでよろしいでしょうか？」

「良いんじゃないか？ ランゴバルトはどう思う？」

「それで良いと思います、モモン様」

「ならば決定だな。野営地は──幸運なことだな。あそこにあるな」

　真っ赤に染まった草原を先に先にと視線を動かしていくと、確かに街道脇に整地された場所があるような感じがした。そこには黒い影が立っているようにも思える。この距離では断言しかねるが、モモンの言うことであれば間違いないだろう。

　まず、今の状況下で嘘をつくメリットは皆無に等しい。

　それに旅の最中よく分かったことだが、彼は人間を超越したような視力を持っている。何らかのマジックアイテムを持っているという線が一番納得がいく線だが、人間以外の血が流れているという線も十分に考えられた。

　例えば──ドラゴンなどだ。

（竜王国の女王は古代の竜の血を引くとかいう話を聞いたことがあった──まぁ、どうでもいいか）

「では班長殿に野営の件を伝えてくださいませんか？」

　ランゴバルトは隣に座る騎士に問いかけると、彼が答えるよりも早くモモンが口を開いた。

「それぐらいであれば私がやろう」

「い、いえ、モモン様がされるほどのことは。ここから大声を出して呼べばいいだけなのですから」

「なぁに、彼らは警戒任務に集中しているようだ。大声を出して彼らの邪魔をするのも悪い。ちょっと行って話してくるだけだ」

　ランゴバルトが遠慮するよりも早く、モモンの顔が幌の後ろに隠れる。馬車の後ろから誰かが大地に降り立つ音が聞こえた。

「行かれましたね」

「行かれたな」

「……さて、それでは聞かせていただきましょうか？ ずっと私に何か言いたいことがあるのでは？ 今でしたらモモン様に怯えることなく出来ると思いますよ？ 勿論、話されなくても結構。私には損にはならないと確信を持っておりますので」

　ランゴバルトは嫌味たっぷりに騎士に問いかける。ここで明確にすべきだろうから。

「ああ。気が付いていたか」

「多分、モモン様も気が付いていたと思いますよ。そうじゃなかったらあんな嫌味は普通しません」

　ランゴバルトがこれ見よがしに視線を後ろにやれば、それがどういう意味を持つかを知っている騎士が苦虫を噛み潰したような表情をした。

「……先にこれだけは知っておいてほしいのだが、別にこれは我々が行ったわけではない。上がそうやって準備しただけで、私たちも被害者だ！」

「声が大きいですね。モモン様に聞こえることを望まれているのですか？ ……そんな言い訳がモモン様に通じるか、ご自身の幸運に期待すべきでしょうね」

「……我々としては君の取り成しを得たいのだが。これは騎士全員からのお願いだ」

「勘弁してください。モモン様の怒りが私に向いたら、誰が責任を取ってくださるのですか？」

　初めてそれに思い至ったという表情を騎士が浮かべ、ランゴバルトは己の顔が冷ややかな笑みを浮かべたのを悟る。騎士は自分たちで状況をよくしようとするのではなく、第三者を危険に晒す手段を──彼らにとっては最も安全だからと言って提案したのだ。これほど不快なことはない。

「君と班を組んでいるのだから……」

　言い訳としかランゴバルトには聞こえなかった。

「……ちょうど良いところに道具があった程度にしか思われていないと確信してますけどね。というよりも何を考えて私と班を組まれたかさっぱり分かりませんよ」ランゴバルトは重く息を吐き出す。「さて、予想は出来ていますが、聞きましょう。何を取り成しして欲しいのですか？」

「……馬車の車輪の件だ。うちの魔法使いならば直すことができるんだ」

「でしょうね」ランゴバルトは吐き捨てる。「あまりにもワザとらしい壊れ方です。元々すべての馬車の車輪が時間で壊れるような細工がされているんでしょうね。普通であれば立ち往生だ。そこを騎士団所属の魔法使いが直すことで、敬意や関心を植え付ける。旅が終わった後、学生たちがお互いの旅を語り、細工したことだとばれたとしても、こういった事態への対処を見たかったと言えば、納得できますしね。……モモン様にそのまま言ったらどうですか？ なんで言えないんですか？」

　ランゴバルトは鼻で笑いながら問いかける。

　騎士は目を伏せると、ぽつりと答えた。

「怖いからだ。もし試したというのを知ったらどう思われるのだろうと。俺たちは皆殺しにされるのではないか、そんな心配がある」

「そうですね。あんな手段でそのまま旅をしているぐらいですからね。苛立ちは間違いなくありますよね」

　視線の先は幌馬車の後方。壊れた車輪のある辺り。

　車輪はいまだ壊れたままだが、問題なく旅は続けることができている。というものモモンの代案のお蔭だ。

　そう──黒の騎士。

　それが二体掛かりで馬車を持ち上げ、ついてきているのだ。あり得ない腕力と持久力であり、もはや薄々とは悟ってはいたが、人間である可能性は皆無だ。ならばと正体について考えれば、ゴーレムであろうことは確実だが、そうだとするとモモンはどうやって彼らを学生として入学させることができたのか。

　あり得るのは学院長に対する圧倒的なコネを持つことだろう。次点では学院長に近い立場の人間に強いコネがあるというところか。

　それと買った奴隷は何処に行ったのか──そこまで考え、ランゴバルトは己の脳みそから疑問を放りだす。取りあえずは今はどうでもよいことだ。

　問題になるのはあの黒い騎士に運ばせるというあり得ないほどの頭の悪い考えをモモンが行った理由。それは言うまでもなく一つしかない。

「あんな対応、普通しませんよ？ モモン様の苛立ちが明白に伝わってきますね。お前たちの力など借りない。そのためであればどれほどの無茶でもやってやるという」

　そうだ。ようは騎士の行いに対して不快感を抱いたからこそ、あんな手段を使っているのだ。

「分かっている！」

「声が大きいですね」

　下唇を噛みしめた騎士に憐みの目を向ける。しかし、同情はしない。どちらに立つのだと言われれば、ランゴバルトはモモンという強者の側に立ちたい。しかし、それにしても彼は一体何者なのか。

　ランゴバルトはモモンを前皇帝の子供、もしくはそれに連なる者だと思っていた。

　鮮血帝によって彼の弟たちは全て粛清されたという話だが、実際は何らかの理由──憐れみなどの感情とは思えないが──で死んだことにされた人物という線だ。もしくは昔から幽閉されていたという線もある。

　ランゴバルト的には後者を押している。

　これは根拠皆無な想像ではない。

　まず、彼はあまりにも物を知らない。そしてあまりにも空気が読めない。そして常識を弁えていない。漂う貴族の品位ともいう物も薄い。確かに礼儀正しさなどは有しているが、知識として教育されただけであり、身に沁み込んでないのだ。

　以上の点から、幽閉され、ごくわずかな人物しか会えなかったとするなら──ならばモモンと初めて会った時の父親の態度の急変も、学院へのコネも多少は納得がいく。

　幽閉された人物を何で知っているんだという疑問には、彼らほどであれば噂などで話を聞いたことぐらいはあるだろうからと答えられる。

　だが、あの黒い鎧兵が謎を生む。

（──モモン様はあの黒いゴーレムに命令を下す際、デスナイトと呼んでいたが、それはあのゴーレムの名前？ デスナイトゴーレムというゴーレムの種類？）

　まず、帝国のみならず、ゴーレムという存在は非常に稀である。これはゴーレム作成技術がしっかりと確立しているわけではないからだ。

最弱とされるウッドゴーレムでさえ作り出すには、高位の魔法使いたち複数人を一年は拘束することになるだろう。

　だからこそ強いゴーレムは国の決戦兵器的な存在とされる。

　有名な物であれば、大陸中部のビーストマンの連邦に存在する四体の八メートル級ケンタウロス型ゴーレム──当時は八体──はミノタウロスの国家との戦いにおいて圧倒的な力を見せつけたと言われる。口だけの賢者と言われる存在が残した武器が無ければ、国家がたった数体のゴーレムによって壊滅されたと言われる程だったのだ。

　強いゴーレムとはそれほどなのだ。

　ランゴバルトはモモンの引き連れたゴーレムが、どれほどの力を持つかは知らない。しかし、ウッドゴーレムやストーンゴーレム、アイアンゴーレムよりは強いはずだ。

　ではそんな帝国の秘密兵器に相応しそうなゴーレムは何の理由でモモンに従っているのか。個人で複数体を持つ理由があるのか。それともあれは場合によってはモモンを殺すような命令を受けているのか。

　こういった未知がランゴバルトを混乱させると同時に、騎士たちを怯えさせている。

　モモンは冷静に評価すれば、静かな狂人という言葉が非常に似合う。

　ただし、単なる狂った学生だというのであれば騎士たちはここまで恐怖を感じたりはしないだろう。彼らがそんな感情を感じる理由は、モモンが振るえば騎士を容易く殺し得る鋭い刃物──デスナイト──を持っているためだ。

　狂人がその武器を何時振るうか、どんな理由で振るうか、と戦々恐々しているのだ。

　そしてもう一つ。これは何の証拠もないが──

（──モモン自身、化け物のような気がする。もしかしてかの大魔法使いパラダイン老に匹敵する？）

　幾らなんでもパラダインという伝説級の魔法使いに匹敵するのは無理だろうが、単なる学生の範疇には決して収まらない力を感じさせるのだ。闘技場で強いモンスターを見た時の、肌が泡立つような感じが時折モモンから漂ってきたがための予感だ。

　そしてそれは騎士たちも感じているような素振りを見せていた。

（本当に何者なんだろう？）

　謎が謎を生み、必死に辻褄を合わせようと考えている内に、ランゴバルトの頭の中にはモモンのバックストーリーが勝手に浮かび上がっていた。

　皇室に生まれながらも、その身に圧倒的な魔法の力を持つため、危険だからということで塔に監禁され、碌な教育を受けれなかった。しかし、鮮血帝によって何らかの理由によって解放され、現在学院に入学した──。

（よくある物語とごっちゃにしているな。……しかし、それ以外にどんな線がある？ 分かるなら誰か教えてほしいな）

　ランゴバルトは心の中で愚痴りながら、何が最も自分にとって有利に働くかを考える。

　まず、モモンと無事に帰還することだろう。そして──あとは父親に総べて擦り付ければよい。

（ならば最優先事項は父にも言われてはいたが、モモンの機嫌を損なわないことだ。……やはり騎士に味方は愚かだな）

　ランゴバルトは自らの取るべき道を思案している間も騎士の愚痴は終わってなかったようだ。そのあまりにも愚かな態度に腹の底から苛立ちがこみ上げてくる。

「馬車を用意したのは学院ではないか……。なぜ、私たちが……」

「そうですね。だからこそあなた方は無事じゃないですか。私たちが選んだ馬車での事故です。ならば責任は私たちに帰依するところで、あなた方を罰したらおかしげなことになる。ただし、馬車を直す魔法を使用できる人間が警護としてつけられた騎士班の中にいるというのはどんな偶然だということになる。その場合は見え見えの意図からモモン様がどのような手に出るかは……私は見たいとは思いませんね」

　ランゴバルトは肩を竦める。

「モモン様も非常に強い。私はそう確信していますが、どうですか？」

「私たちは帝国を守る騎士であり、私たちに害をなすことは帝国に対して弓を引く行為であり……」

　もし言葉が震えてなければ雄々しいと言えたかもしれない。

　ランゴバルトは自分でも信じることの出来ない慰めを口にする騎士を笑う。

「自分でも信じてない威光に頼って……。そうですね。旅の中、恐ろしいモンスターに襲われて、雄々しく戦った騎士たちは全滅。という話がモモン様からあった場合、私は賛同しますからね」

　騎士が鋼の光を瞳に宿してランゴバルトを見据えた。しかし──

「自業自得でしょ？」

　──たった一言で力なくうなだれる。

「自分の命は惜しいんです。仲直りはあなた方で頑張ってください」




　　　　◇◆◇




　野営地から少し離れた場所にアインズは移動をする。草が吹き抜ける風によってさらさらと音を立てている。

　街道沿いに視線を動かしていくと、星とは違う輝きが遠くに見えた。赤い光はかがり火、もしくはそれに連なる物だろう。おそらくは五キロほど先にある野営地でキャンプをしている者たちがいるのだろう。

（もしかすると同じ学生かもしれないな）

　アインズであれば即座に到達できる距離だが、見に行こうという気持ちや、魔法で調査しようという気持ちにはなれなかった。アインズは肩を落とすと野営地を眺める。

　野営地というのは帝国の主なる街道の脇に時々ある場所で、井戸と屋根しかない小屋のセットのことだ。横殴りの雨だと壁がないため、周りを布で覆うなどの準備が必要であるが──

　騎士たちが総出で慌て準備をしており、アインズの出る幕はない。いや、協力を申し出はしたが、丁重に断られてしまったのだ。

（空気が悪いな。いや、私の所為なのは分かっているんだが）

　だからこそここに逃げ出してきたという面があった。

「今日は雨も振る気配はないし、彼らの準備もすぐに終わるだろう」

　アインズは隣に並ぶデスナイトに話しかける。もちろん、返事は帰ってこない。壁に話しかけるような、自分は何をやっているんだろうという空しさを感じてしまう。これでランゴバルトでもいれば良い話し相手になったかもしれないが、彼は騎士たちの働きを監視している。

　彼曰く「キャンプの指示なども私たちの採点に繋がる可能性があるので、私がやっておきます」とのことだった。

　荷台に乗って手綱を握ってきた彼に更なる仕事をさせるのはアインズとしても気分が悪かった。チーム──班であるのであればそれぞれが協力し、助け合うべきだ。誰か一人に働かせるなどチームメイトの行いではない。

　実際、アインズ・ウール・ゴウンのギルドメンバー達で誰かに任せきりにするような奴はいなかった。

　アインズは傍らのデスナイトに目をやる。

　これも全て、己の目的がうまく行ってないがためだろう。

（プレゼンテーションは苦手だ……。大体、奴隷制度があるのであれば、奴隷アンデッドだっていいじゃないか……）

　アインズはデスナイトを闘技場で活躍させることで、一般大衆に広く知らしめることが目的だった。しかしそれはジルクニフの口から待ったがかかってしまった。

　一つのプレゼンテーションが失敗したからと言って、諦めるには惜しい。

　だからこそ、次なる手段。騎士たちにデスナイトの凄さを見せることで、口コミで騎士たちに広めようとしたのだ。

　帝国の治安を守る、武の要である騎士たちの口コミで「戦闘能力が高く、更には休みない行軍、野営など様々な面で有益である。騎士団に所属させるべきアンデッドだ」という話が流れ出せば、ジルクニフも無視できないだろうと思ったのだ。

　だからこそ、馬車の車輪か何かが壊れたのをチャンスとばかりに、デスナイトの力を見せつけた。

（あれから雰囲気が急激に悪くなったものなぁ。やはり騎士である彼らの顔を立てた方が良かったか。腕力に自信を持っていたんだろうし……。これもジルが悪い。確かにジルの顔を潰しかねないことをしたかもしれないが、これは個人の友情ではどうにもならないレベルでのメリットがあるからな……）

　アンデッドは非常に優れた労働力なのは間違いない。

　食事せず、疲労せず、命令に盲目的に従う。いうなら機械と同じだ。

　現代社会を知るアインズは機械の素晴らしさをよく知っている。そして機械がどれほど人々の生活に密着したものかを熟知している。だからこそ、アインズは確信していた。アンデッド産業は売れる、と。

　実際、フールーダから聞いた話では、帝国もアンデッドを使用した畑作業などを考えているらしい。ならば、そこに食い込むことは、アインズに莫大な利益を生んでくれるのは間違いがなかった。

　しかも、帝国は実験を繰り返している段階であり、成功と言えるレベルにまで到達してはいない。

（つまり、ここでパイオニア、先駆者となればそのメリットは想像を絶するはずだ。この事業の全てを握るチャンスが目の前に転がっているんだぞ。どんな手段を取っても有効性をアピールしなくてはならない）

　帝国でアンデッド事業が成功すれば、それは間違いなく他国でも有益に使われていくはずだ。

　というのもある国一つが国力を増していく状況を他国が許せるはずがないからだ。確実に自分たちで事業を行うか、アインズの販売するアンデッドを購入しようとするだろう。

　アンデッド産業の非常に優れた点はここだ。

　例えば機械であれば、販売した物をコピーされる可能性は高い。しかし、アンデッドをコピーできる手段など無い。そして新しい技術である以上、実験を繰り返して研究を重ねていくには時間がかかる。となると、帝国との国力の差がどんどんと広がっていくこととなるので、周辺国家は間違いなく、パイオニアであるアインズから買うことを選択するだろう。

　周辺国家に広がったアンデッド産業はさらにその周辺国家に広がり──やがてはこの大陸すべてでアンデッドが様々な用途で使われることとなるだろう。

（市場を完全に独占すれば、そこから生み出される富は膨大なものとなる）

　勿論、ジルクニフがアインズにアンデッド事業を他国に広めないように要望を出してくることは間違いがない。これほど素晴らしい技術を他国に渡すことは非常に損失があるのは確実だからだ。

　それが分からないような人物では、ジルクニフは決してない。

　そうなれば、アインズはジルクニフ──帝国からその分の見返り、金を取るように行動するつもりだった。

（……ジルとは友人だが、私にも自分の領土に対しての責任があるからな。私の土地で暮らす者たちを幸せにしてやる、それが支配者というものだそうだ。たとえ、人間でもナザリックの市民であるならば幸福にしてやる義務がある）

　稼いだ金を使って自らの領土を裕福にし、そこから更に富を生み出して、ナザリック大地下墳墓を強化する。

　これこそが現在のアインズの最大の狙いであり、目指すべきナザリック強化のサイクルであった。

　その第一歩──。

　アインズはぐっと手を握りしめる。

（成功させなくてはならない。大陸を支配できるほどメガコーポレーションができるかもしれないのだからな。まずは騎士たちに上手くアピールだ。旅が終わった後、実はデスナイトはアンデッドだったんだ。アンデッドってすごく役立つんだな。仲間たちに教えてやらないと、と彼らが自主的に行動するように話を持っていかなければ）

　抵抗があるのは把握している。

　機械の進歩によって自分たちの仕事が奪われるのではないかと思った人がいるというのはアインズだって知っている。今後、恐らくはそういった者たちの反対行動があるのは確実だ。

　実際、畑作業などをさせることで、自分たちの仕事が奪われるという農民の声をアインズはエ・ランテルで聞いている。確かにそうなることになるのは事実だろう。

　人の仕事を奪う、いや──

（人の仕事はもっと別のものへと変わっていくというのが正解か。プランテーション化した場所の管理人的立場とか……。騎士であれば指揮官などが生き残る道になるのか？ ……良い面と悪い面があるが、悪い面だけをなくすのは難しいな。そうなると頭の良い騎士であれば、そちらが気になってしまうということは十分あり得る）

　アインズは視線をちらりと動かし、野営準備をしている騎士たちを見た。

　一瞬だけ視線が交わったような気がする。

（……しかし、騎士たちにも理解して欲しいものだ。アンデッドの有効性を……。如何すればよいのかな）

　アインズは今後の騎士たちへの歩み寄りについて思いを巡らせるが、有効な手段には程遠いものしか浮かばなかった。賄賂などと考えていたアインズはふと、幻視する。己の作り出したアンデッドが飛ぶように売れていくさまを。

「ふふ……ふはっ……ふはははは。困ったな、アンデッドを作成して暇な時間が取れないぞ」

　風に乗って騎士たちの元まで聞こえる笑い声を上げながら。




　　　　◇◆◇




　更に数日が経過し、巨大な森がその威容を現す。

　トブの大森林──多様なモンスターが住む、脆弱な人間を拒む世界だ。この地にしか取れない薬草などの宝を求め、様々な者たちが危険を承知で飛び込み、そして帰ってこないことも多い場所。

　木々によって視界は通らず暗い闇が残る地は、こちらを呑み込もうとする巨大な化け物にようにも映る。しかし、アインズ・ウール・ゴウンは何も感じない。騎士やランゴバルトが持つ、死地に飛び込む覚悟など必要ない。

　恐怖を感じない身だというのもある。

　しかし、それ以上にアインズはこの場所に自らを超える敵が存在しないのを知っている。だからこそ散歩に行くような気持ちで森を眺めることが出来る。

「準備は出来たか？ では、行くか」

　軽く問いかけ、騎士たちの返事を待たずに歩き出す。歩く足取りは少しだけ普段より早い。ある意味ユグドラシルであったクエストのような物を行っているという実感が湧いてきたためだ。

　確かに旅もクエストの一環だと言えたが、その際は何も感じることは無かった。というのも何のイベントも生じない──馬車の車輪に異常が発生するというつまらない事故は起きたが──つまらない物であったためだし、興味を引かれるような楽しみがなかったためだ。

　旅というもの自体を楽しむということは残念ながら出来なかった。

　アインズの所為でもあるが騎士たちとは一線を引かれ、話し相手となってくれたのはランゴバルトだけだ。しかも旅の苦労というものもない。天候の急激な変化、モンスターの襲来、などの問題は起こらず、アインズはほとんど時間において幌馬車の中で雑魚寝だ。

　野営の準備だって手を出すことを拒まれ、夜間の警護はデスナイトの出番だ。

　そんなお客さん状態で何を楽しめと言うのか。

　──だが、今は違う。先頭に立ち、モンスターと戦う。

　ふつふつとしたものが心に湧き上がる。

（クエスト番号〇〇〇一。トブの大森林でモンスターを倒せ。倒したモンスターの強さが評価に繋がるので、より強いモンスターを屠れ……というところかな）

　ギルドメンバーたちと一緒であれば、散開して競おうという話になったかもしれないが、ランゴバルトや騎士たちではアインズが目を離した間に死んでしまう可能性もある。例えデスナイトがいたとしても、この人数を完璧に守れるかは不明だ。

（敵は他の班というところで我慢するか。いや、元々そういう物なんだからな。……フフ。これで私たちがトップに立てば、デスナイトの宣伝にもつながる。個人的にはフールーダやナーベラルが同じ学院にいる関係で目立ちたくはないが、今後のデスナイト販売における良い評判は捨てがたい。肉を切らせて骨を断つだな……うん？ 違うか？）

　一歩一歩とアインズは森を進む。

　先頭は当然、アインズだ。その背後を壁のようにデスナイトが進む。

「不味いな」

　森に入って百メートルも歩けば、方角などさっぱり分からない。見上げても、木々の伸びた枝が覆い尽くすように広がっているだけだ。

　はっきり言えばどちらに歩けばよいのか、どうすればモンスターに遭遇できるのか理解できない。

　とにかく前進するという手段もあるだろうし、相手が興味をひかれるような行動を取るというのも悪くはない。しかし、あまりにもスマートではない。

　魔法で捜索系の代わりを出すことは出来るが、出来れば目立たないところでやった方が良いだろう。

「──ランゴバルト」

「はい！」

　ランゴバルトがデスナイトたちの後ろから慌てて駆けてくる。

　ランゴバルトはこの数日で一気に痩せたようだった。食事の際、食べる量が少ないのは前々から気になっていた。

（痛ましいな。旅の疲労や不安が原因での拒食というところか？ 私が正体を見せつけることができれば、安心して旅もできたのだろうに……。班員にも正体を明かすことができないとは……許してほしいものだ。どこかで苦労の甲斐があったと彼が思えるような何かの必要があるな……）

　チームメイトのつらそうな顔にアインズは痛痒を感じながら、問いかける。

「ここでゴブリンを狩るのだったな」

「はい。そうすればひとまず旅の目的は終了です。というよりも森の中に入らず、外を回るような形で移動してゴブリン達が現れるのを待っていた方が良かったのではないでしょうか？」

「……何を言っている。ここで倒したモンスターも評価に繋がるのだろ？ ならばゴブリンを倒すのではなく、もう少し強いモンスターの方が良いだろう」

　そうだ、とアインズは考える。

　ここでランゴバルトが喜ぶような凄いモンスターを倒せばよいのだ。学院の歴史にも載るような。そうすることが班員に嘘をついているアインズの侘びとなるだろう。

　決意を固めたアインズと、デスナイトを交互に見たランゴバルトが口を開く。

「──そうですね。それがよろしいと思います。ではどんなモンスターを狙っているのですか？」

　ランゴバルトに問いかけられ、アインズは言葉に詰まる。どんなモンスターを倒せば高得点かさっぱり知らないことを思い出して。

（ホブゴブリン、バグベア、ボガードなどのゴブリンの近親種がねらい目なのか。それともゴブリンロードみたいな奴が良いのか。ドラゴンは間違いなく高得点だろうが……いるのか？）

　そこまで迷ってから別にここで知らないということは恥ではないと思い当たる。

「ランゴバルトに聞きたいんだが、今までの試験で高得点だったのはどんなモンスターを倒した者たちか知っているか？」

「……採点基準までは公開されたことは無いので、どんなモンスターが高得点化までは存じておりません」

「そうか……ならば騎士たちは知っていると思うか？」

　人形のように後をついてくる騎士たちに振り返ろうとするが、その前にランゴバルトが答えてくれる。

「恐らくは知らないでしょう。戻って報告をした先でつけられると思われます」

「そうか……」

　学院長に聞いておけばよかったとアインズは考える。

　学院長はあの邪教集団の一人だったらしく、アインズの願いであればどんな手段を使ってでもかなえようとしてくれる。奴隷たち──今はデスナイトが替わりを務めているが──を学生として受け入れてくれたのも彼の力だ。そうでなければ推薦してくれる貴族が必要になったりと厄介な手続きが必要になっただろう。

　とはいえ、これ以上のごり押しは少し危険だ。将来を考えればこれ以上学院長に迷惑をかける行為はよすべきだろう。

　おそらくは彼はアインズの目的を叶えようと行動してくれるかもしれないが、無理矢理な行いは歪みを生む。金の卵を産むめんどりを殺して肉を食べるような行為は慎むべきだ。

　それにしても──

　アインズは含み笑いを浮かべた。

（あの邪教集団も想定以上に役に立つ。横のつながりはないかもしれないが、帝国内の色々な個所に根を張っているからだろうな。経験値を多少消費した甲斐があったというものだ。……しかし、ジルはこういった状況を知っているのか？ 注意を一つぐらいしてやるのが友としての役目か）

「……ゴブリン以外のモンスターがいると良いな」

「冬にもなればアゼルリシア山脈からより強いモンスターが麓まで降りてくるという話を聞いたことがあります」

「麓は少し遠いな。あそこまで行く気はあるか？」

　アインズは森に入る前に見たアゼルリシア山脈を思い出す。

　エ・ランテルの方から見れば重なりあって見えるために大したものを感じなかったが、横から見れば連なり合う山脈の影はアインズにもわくわくとしたものを感じさせた。何もすべきことがなかったら、行って踏破したいような好奇心に駆られたものだ。

「命じられれば着いていきますが？ ただ、戻りの時間を考えると……少し厳しいものがありますね」

「そうだな。私は問題ないが、ランゴバルトなどはついてこれまい」

「モモン様お一人で行ってもらって、足手まといな我々は馬車で待つという手も取れますが？」

「足手まといなどと、そんな寂しいことを言うな。我々はチームじゃないか。助け合って行動すべきさ」

「……ありがとございます。そう言ってもらえると助かります……。ところでお一つ聞いてもよろしいですか？ モモン様はどこの貴族なのでしょう？ もしかして皇帝陛下に近い方なのですか？」

「……ランゴバルト、どうして分かった？」

「なるほど理解いたしました。これ以上お聞きするのは止めたいと思います」

　アインズは自分の行動を思い出してみる。どう考えても、ジルクニフと関係を疑われるような行動はとってなかったはずだ。にもかかわらず、ランゴバルトは繋がりを感じ取ったらしい。

　ブラフだろうか。

　アインズは考える。しかし、ランゴバルトの問いかけには自信があったような感じがした。まるで的外れな質問ではないという確信あってのことだろう。

（……どうやって情報を組み立てたのか知らないが、なかなかやるじゃないか。いや、流石は俺の班員ということだな。貴族の三男だという話だし、場合によっては私の配下に引き入れても構わない──ん？）

　アインズのアンデッド知覚に引っかかる者たちがいる。

（距離はあるが……ふむ……それなりの数がいるな。十……三十……なんだこれは数えるのも面倒だぞ？）

　アインズのパッシブスキルのアンデッド探知は大雑把な数と方向が分かるだけで、どれほどの強さを持つ者たちかはわからない。

（これほどの数とは……。森の中だから問題は無いとは思うのだが、殲滅しておいた方が騎士たちへの良い印象に繋がるだろう。それにアンデッドも得点対象だろうからな）

　アインズは即死系などの死霊系魔法などに特化している分、生命が無いモンスターに対しては多少弱体化してしまう。しかしながらフールーダなどから得た情報によって、アインズが苦戦するほどの強いアンデッドがいないことは知っている。

　だからこそ、アインズは自らの知覚に引っかかったアンデッドの足を踏み出した。

　急に向かう方向を変えたアインズに文句を言うことなく、ランゴバルトも騎士たちも後をついてきてくれる。

「周囲に散開。ランゴバルトや騎士たちを守れ」

　無言でデスナイト達が散開していく。アインズを先頭としたひし形を形成し、その中にランゴバルト達を収めるという陣形だ。肩越しに振り返れば、騎士たちが集まって小さくなっている。

　たとえ、騎士と言えども森での行動には慣れていないのか、周りに何かモンスターがいるかのように縮こまっている。明確な怯えの態度だ。

　だからこそ最初に襲われるように、デスナイトを周囲に展開したのを見ていなかったのだろうか。

　アインズは少し疑問を感じたが、同時に沸き上がる含み笑いを抑えることはできなかった。

（悪いが、やはりデスナイトは売れるな。騎士たちは怯えているが、俺のデスナイトはアンデッド。恐怖とは無縁。この辺りもアピールするところだろうな。頼ってほしいんだが……彼らも騎士としての誇りがあるか。嫌いではないな、そういう考えは）

　アインズは薄く笑い、己の目的地に到着する。

　大地に大きな裂け目があり、その周囲には多数のゴブリンが歩き回っていた。

「ゴブリン！」

「違う。ランゴバルト、よく見るんだ」

「え？ いや、確か……え？ まさか……ゾンビですか？」

「だろうな」

　ゴブリン達には傷があった。喉を一直線に切り裂かれていたり、心臓のある辺りに穴が開いていたりと、致命傷であることが一目瞭然なものばかりだ。

「い、一体、何故、これほどのゴブリンゾンビが?! こんな場所で何があったんでしょうか？」

　ランゴバルトの質問はアインズも抱いたものである。傷を観察する限り、武器という文明の臭いがするものを使用された抗争があった事は間違いない。こんな森の中で、一体、何者なのか。アインズは肩を竦める。

　それは問題ではない。いや正確にはアインズが考えるべき問題ではない。

　遅れて到着した騎士たちがゴブリン達のゾンビに驚いている中、アインズはゾンビたちに向かって歩き始める。念のため、デスナイトはそのまま待機させ、ランゴバルトと騎士たちを守らせる。ゾンビの中に、もしかすると別の種がいる可能性もないわけではない。

「お前たちはそこで待機していろ」

　アインズが姿を見せると、予想通り、大量のゾンビたちが敵意と共に動き出す。

　何者かによって生み出されたわけではないゾンビのような知性のないアンデッドは基本的に、同じアンデッドを同朋と見做し、攻撃を控える傾向がある。そのため、普段であればアインズに対して襲いかかったりはしないだろう。しかし、現在ゾンビがアインズに向かって進みだした理由は二つ。一つは製作者の命令を受けている。もう一つは、アインズがしている指輪の力のためだ。

　アインズは複数の指輪をしているが、そのうちの一つに隠蔽系の力を持つ物がある。それによってアンデッドであるという情報が隠されているためだ。

　アインズは何か鳥が飛ぶような羽音を聞きながら、ゾンビに対して指を突きつける。

「ランゴバルトの疑問も当然の物だ。これだけのゾンビは一体、どういうことなんだ？ ここでの大量殺戮における死によって、アンデッドが自発的に出現したのか……。それとも何者かがアンデッド作成の魔法を使ったのか？」考えても答えは出ない。「まぁ、良い。とっとと消えろ。《トリプレットマジック・ファイヤーボール／魔法三重化火球》」

　同時に放たれた三つの火球がゾンビの群れの中でさく裂し、十数体のゾンビの偽りの生命を焼き尽くす。しかし、ゾンビの数はまだまだいる。うめき声を上げながら、アインズに向かって愚直に真正面から進んでくる。あまりにも頭の悪い戦術だが、ゾンビなどその程度の物だ。

「──はぁ！ 第三位階?!」

「──それも魔法強化だ！ やはり俺なんかより強いぞ！」

「薄々はそう思っていたが……。しかもあの火力……昔見た魔法使いの物よりも強そうだ。下手すると一撃で俺たちを殺せるかもしれない……」

「最悪……」

　アインズの人よりは優れた聴力が、押し殺しつつも驚いている騎士たちの声を聞きつける。

　なぜ驚くのか、アインズにはさっぱり見当がつかなかった。

　第三位階まであればある程度の優秀な魔法使いの範疇で収まるはずだ。そうフールーダも言っていたし、アインズの調べでもそうであった。

　ふと、アインズは自分が学生であることを思い出す。もしかして学生はもっと低位の魔法しか使えないのだろうか。

　──その可能性は高いと結論を出すが、もはや今更より低位の魔法を使ってもしょうがないだろう。

「《トリプレットマジック・ファイヤーボール／魔法三重化火球》、《トリプレットマジック・ファイヤーボール／魔法三重化火球》、《トリプレットマジック・ファイヤーボール／魔法三重化火球》、《トリプレットマジック・ファイヤーボール／魔法三重化火球》、《トリプレットマジック・ファイヤーボール／魔法三重化火球》。そして《トリプレットマジック・ファイヤーボール／魔法三重化火球》」

　乱れ飛んだ火球が大地を舐めつくすように燃やし尽くす。連なりあった音は巨大な一つの爆音のようにも周囲に響き渡った。

　アインズが魔法を唱え終えた後に、動くゾンビの姿は無かった。

（あの穴からはアンデッド反応は無し……。ひとまずは……どうするか）

「それで──」

　アインズがランゴバルトたちに振り返ると、引きつったような表情が出迎えてくれる。

（少し派手にやり過ぎたか？）

　わらわらいるゾンビを相手に、一体一体魔法を使っていくのも面倒だからの手段だったのだが、ちょっとやり過ぎたようだ。

「お、お疲れ様です」

「ああ、少し……派手にやり過ぎたようだ──」

　ランゴバルトの視線が動き、驚愕の表情を形作る。それはさらに後ろの騎士たちも同様だ。

　確実に何かがいる。それを悟ったアインズは肩越しに後ろを見た。大地に開いた洞窟らしき場所から、巨大な蛇とも蜥蜴とも言えるモンスターが顔を覗かせていた。その数は二体。

「──ギ」

「ぎ？」

「ギガントバジリスク！」

　騎士の驚愕の叫び声に答えるように、蛇の威嚇音にも似た声をモンスターたちが発する。

（さて、どうするか）

　魔獣系のモンスターは面倒なことに体力が高い。一撃で殺すとなると第三位階の攻撃魔法よりは、魅了や麻痺などの無力化するのに長けた魔法の方が賢明だろう。

　問題は二体いるということだ。アインズが本気になれば瞬殺は容易。しかし、少しは苦戦をしないとより一層怪しまれる結果となるだろう。

（さきほどやり過ぎた。彼らの驚きようからすればかなりの強敵。瞬殺しては怪しまれすぎるか。一応は私は学生という事になっているんだしな。第三位階の攻撃魔法でちまちま削っても良いが、片方を相手にしている間に後ろに回られると不味いな。いや──）

　アインズはニヤリと嗤う。

　これこそまさに狙っていたチャンス。

　元々、デスナイトが活躍する所を騎士たちに見せる狙いがあってここに来たのだ。ならば強敵というのは望むところだ。

　この二体をデスナイトが倒せば、目的は達成したのも同然だろう。

　三対二よりは二対二。余った一体は後方──ランゴバルトや騎士たちの警護に付けるのが得策か。

「流石に魔獣だけあって慎重だな。彼我の戦力差が読み取れないから襲ってくるのはもう少ししてからだろう。ランゴバルト離れていろ。あれは私たちが相手をする」

「しかし──」

「二体も相手にできるのか?!」

　騎士の班長がランゴバルトの声を遮る様に叫ぶ。

　少しだけ苛立ちを感じながらも、アインズは鷹揚に頷いた。その瞬間だった。

「行け行け行け！」

　班長の怒鳴り声に合わせて騎士たちが背中を見せて走り出した。一秒たりとも迷う姿勢をみせない見事な逃げっぷりだった。

「──な、何？」

　アインズは呆気にとられる。まさか逃げ出すとは思ってもいなかった。あれほど足が速かったのかと思える速度で木々の間に彼らの背中は消えていく。

「ふざけるな！」

　ランゴバルトの怒声がアインズを冷静にさせた。逃げ出した彼らのことよりは、魔獣の方が心配だ。

　ギガントバジリスクが威嚇恩を発するのは、逃げ出した獲物に対する獣の習性が刺激されたためだろう。しかし──

「──来ない？ 魔獣が離れない理由はなん──まさか奴らの巣か？ では剣で殺されたゴブリンの死体は？ いや、今は良いか。全く面倒なことだ」

　騎士たちの逃走は悪手だ。

　アインズもユグドラシル時代にやったミスのように、遭遇したモンスターから逃げているうちにより強いモンスターの塒に飛び込んでしまうことがある。特に森のような視界が効かず、一直線に走れない場所だと良くあることだ。

　デスナイトを引き連れた人物の班にいた騎士たちに死者が出る。それはデスナイトの能力を疑われるには十分な結果だ。

　アインズは先ほどの計画をすべて破棄する。

　勿体なかったが、観客がいないのでは、デスナイトがギガントバジリスクを倒したところで意味がない。

　ランゴバルトに一部始終見せて、彼の口から騎士たちに説明させるというのも悪くはない。だが、身内では証拠能力にかける。逃げ出したということで脅しをかけても良いが、できれば友好的に物事は勧めた方が利益は大きい。恐怖で縛るよりはメリットで縛った方が人は信頼できる、とアインズは知っている。

　やはりここは一番は百回聞かせるよりは、一回見せるべきだろう。

「まぁ、もう一度チャンスを探すとして、ランゴバルト、大森林の外まで逃げろ。デスナイト、お前たちはランゴバルトを優先しつつ、あの逃げた騎士どもを守ってやれ」

　ランゴバルトが何か言いたげな素振りを見せたが、デスナイトが荷物でも小脇に抱えるように持つと騎士たちを追って走り出す。木々に隠れ見えなくなった背中から、ギガントバジリスクのつがいに向き直った。

　子供や卵があの塒にあるのであれば、それを奪って、騎士たちの後ろを追ったらどうだろうか？ そんなアイデアが浮かんだが、アインズは頭を振った。

　計画というのは無理やり修正しようとしても、無駄に終わる時がある。ここは新たな計画について考えるべきだろう。

「よく分かっていたことではないか。人間が恐怖に脆いということは。なぁ、アインズ。お前の読みが浅はかだったということだ」

　恐怖を知らないアインズだからこそ、人間の感情を読み間違えたのだろう。

　今後はその辺りも注意深く考える必要がある。

　アインズは強く心に刻み込むと、こちらの様子を窺っているギガントバジリスクに向き直った。

「待ってくれてありがたい。本当に運が悪かったな。……久方ぶりに本気を出すとするか！」

　アインズは幻覚を解くのと同時に、スキルを発動させる。

　能力値が上昇することによる全能感にも似た何かがふつふつと心に湧き上がる。

　遊んだとしても、あの程度の敵に負けるはずがない。ではどんな魔法を選ぶべきか。死体が消滅してしまう魔法は不味い。騎士たちにギガントバジリスクの死体を見せつける必要があるだろう。

　ならば──

「《ディレイマジック・デス／魔法遅延化死》」

　第八位階魔法を発動させる。しかしながら目標となったギガントバジリスクに変化はない。だが、何かされたことは理解できたのだろう。ギガントバジリスクが威嚇の鳴き声を上げた。

　アインズは笑う。

　どんな魔法を放たれたか分からない──知識の欠落は時に大いに不幸を生む。

　アインズはユグドラシルでの経験から、遅延化した魔法の発動するまでのタイミングを熟知している。だからこそ、即座にもう一体のモンスターに魔法を発動させた。

「《デス／死》」

　死霊系などの魔法に長けたアインズの即死魔法だ。抵抗など許されるはずがない。

　見事なまでに同時に二対のギガントバジリスクが事切れた。己の腕が衰えていないことにアインズは満足する。

「よし。外傷のない、綺麗な死体だ。……一体ぐらいは私の力でアンデッドに変えて、ナザリックに持って帰るのも悪くは無い……。いや、両方ともそうしよう。この巨体を持って歩くのは面倒だ。自分で歩いてもらえばそれに越したことはない」

　誰に言うまでもなく言葉を紡いだその時──

「神よ！」

　アインズの無い心臓が一つ大きな鼓動を立てたようだった。

　辺りに響いたのは男の大声。

　アインズは己の素顔を隠すということも忘れ、音の出どころを探す。視線が向いた先は、ギガントバジリスクの横。大地に力なく伏したその巨体の横から、男が姿を見せ始めたところだった。

「神よ！」

　穴から這いあがった男が繰り返す。男の視線はアンデッドの素顔を晒したアインズに向けられていることから、アインズを「神」と呼んでいるのは間違いようがなかった。

　外見の整った、こんな場所にいるのが似合わない男にアインズは見覚えが無い。しかし、アインズは男の発言内容から正体を悟る。

（私を……まさか、そういうことか……）

　男が何者かを理解したアインズは魔法を発動させ、黒曜石の玉座を作ると支配者に相応しい態度を持って腰掛けた。それから男に対して鷹揚に頷く。

「そうだ。私がお前たちの神である」

「やはりそうでしたか！」アインズに迫った男が片膝をつき、忠誠の礼を取る。「大罪を犯せし者たちによって放逐されたなど偽りの伝承でしかなかったのですね！」

（……ん？）

　男が何を言っているのかわからなかったが、神であるアインズに意味を問うなど人間じみたことはできない。

「そうだ。お前たちが使える神たる私はここにいる」

　アインズの言葉は望んだ物であったらしく、男は歓喜の涙をその両目から溢れさせた。

「おお、神よ」などと言いながら深々と頭を下げる男に対して、アインズはかなりドン引きしていた。しかし、そんな態度を見せることができるはずがない。

　アインズは足先でひれ伏す男の顎を持ち上げ、男の瞳を覗き込む。

（宗教に狂った……そんな感じだな）

　少しだけ冷たいものをその背筋に感じた。神の命令とあらば、その命を平然と投げ捨てることができる、そんなおぞましい輝きを宿していたのだ。それはもしかするとナザリックの部下たちにも似たところがあるものかもしれない。

（そんな狂人だからこそ、私が上手く操ることができるのだがな）

「この地で私がすべきことは終わった。お前も私を喜ばせられるように、全力を尽くせ。そうすればお前の上にも奇跡は舞い降りよう」

「はは！ 我らが神よ！ お言葉賜りました」

　深々と頭を下げた男を一瞥すると、アインズは立ち上がる。後ろで魔法を解除したことによって玉座が消失するのを感じた。

　男の横を通り、二体のギガントバジリスクの死体に特殊技術を発動させて、ゾンビへと変える。

　アインズは思念で身を伏せるように命じると、ギガントバジリスクの体に乗った。

「行け」

　ゆっくりとギガントバジリスクが歩き出す。生きていたころの滑らかな動きは欠片しか残っていないが、それでもあの荷馬車よりは及第点を与えることができる。動きは鈍っているが、巨体であるがゆえに歩幅は大きく、それなりの速度が出ている。

（木に当たりそうなんですけど……）

　ゾンビはあまり考えずに木々の中に突っ込んでいこうとする。それをアインズは思念で上手く避けるように命じた。こういった知性の欠如はゾンビの弱点だ。ユグドラシルであれば突っ込ませて敵を集めるなどと言ったことにしか使わなかったが、この世界になって様々な使い方が出たがゆえに、より明確になった弱みだ。

　とはいっても、ゾンビなど重要視するほどのモンスターではない。

　木々の中に入り、前の安全を確認してからアインズは後ろを振り返る。

　もはや木の後ろに隠れて見えないが、恐らくはいまだに膝をついた姿勢のままなのだろう。動いている気配は無い。

「宗教って怖い……」

　男の正体をアインズが看破したのは彼の台詞からだ。

　アインズは自分の読みが間違っていないことを確信している。男と会った時、アインズはその素顔を晒していた。

　恐れられるアンデッドを神と呼ぶ存在などアインズの知る限り一つしかいない。そう──

「いや、驚いたな。……あの邪神教団はこんなところにも出張ってきているんだな。魔法学院にもいたし……大丈夫なのか、帝国。それともあの教団って意外に手を広く伸ばしているのか？ だとしたらかなりの拾いものだな」

　ジルクニフの政治手腕に少しだけ不信感を抱くアインズであったが、別の意味で眉を顰める。

　アインズの心の小さな棘が刺さっていた。

　一つだけ違和感が残るのだ。

　あの時、邪神教団の中にはあの男のように若い奴はいなかった気がしたが、少し考えれば、おそらくは出会ってない教団員もまたいたということなのだろうと推測ができた。

　違和感の原因は──

「神……か。あいつらは邪神と呼んでいたはずだが……」アインズは頭を振る。「まぁ、神も邪神も変わらないか」

　邪神と言われた経験があるからこそ、神と言われても疑問を感じない。

　あの邪神の回はここで神と呼ばれても、アインズが変に思わないための回だったりする。

　ちなみに上手く対比が出来てたかなぁ……。強いって駄目なこともあるよね！






（本を読み終わりました）
